
おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈

宮城県塩竈市

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

あ

し

た

へ

明
日
へ

東
日
本
大
震
災 

復
旧
・
復
興
の
記
録

　明日
へ

宮
城
県
塩
竈
市

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈

宮城県塩竈市

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

あ

し

た

へ

明
日
へ

東
日
本
大
震
災 

復
旧
・
復
興
の
記
録

　明日
へ

宮
城
県
塩
竈
市



おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈

宮城県塩竈市

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

あ

し

た

へ

あ

し

た

へ

あ

し

た

へ

明
日
へ

東
日
本
大
震
災 

復
旧
・
復
興
の
記
録

　明日
へ

宮
城
県
塩
竈
市

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈

宮城県塩竈市

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

あ

し

た

へ

明
日
へ

東
日
本
大
震
災 

復
旧
・
復
興
の
記
録

　明日
へ

宮
城
県
塩
竈
市



2
0
1
1
・
3
・
1
2

新
た
な
始
ま
り
の
朝
か
ら
。

こ
の
写
真
は
、
平
成
23
年
３
月
12
日
の
早
朝
、

市
内
で
写
真
館
を
営
ん
で
い
た
大
友
文
雄
さ
ん
が

避
難
先
で
あ
る
第
一
中
学
校
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

不
安
で
眠
れ
な
い
一
夜
を
過
ご
し
、
迎
え
た
朝
、

カ
メ
ラ
を
通
し
て
塩
竈
の
街
や
人
々
を
見
つ
め
て
き
た
大
友
さ
ん
が
撮
っ
た
一
枚
。

そ
れ
は
、「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」
と
感
じ
ら
れ
る
風
景
で
し
た
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
、

雪
が
積
も
っ
た
家
々
の
屋
根
、

海
上
保
安
庁
の
船
が
浮
か
ぶ
港
。

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
朝
日
が
街
と
港
を
赤
く
照
ら
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

大
震
災
は
街
を
破
壊
し
、

大
切
な
生
命
を
、
生
活
の
基
盤
を
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
惨
事
の
さ
な
か
で
も
、

多
く
の
塩
竈
市
民
が
こ
の
写
真
館
主
の
よ
う
に

「
未
来
」
が
来
る
こ
と
を
信
じ
、

「
長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
り
た
い
」
と
願
い
、

こ
の
日
を
新
た
な
始
ま
り
の
日
と
胸
に
刻
ん
で
、
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
思
い
出
し
ま
す
。

塩
竈
の
人
々
が
、
太
古
か
ら
繰
り
返
し
災
い
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
た
び
に
未
来
を
信
じ
て
前
進
を
止
め
な
か
っ
た
こ
と
を
。

そ
の
歩
み
の
堆
積
が
、
塩
竈
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
を
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
。

立
ち
上
が
り
、
前
に
進
む
塩
竈
の
こ
の
瞬
間
の
姿
と
思
い
を
、

未
来
の
塩
竈
の
人
々
の
た
め
に
、

こ
こ
に
記
し
ま
す
。

1
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塩
竈
市
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

【
東
日
本
大
震
災
の
概
要
】

●
地
震
名
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

●
発
生
時
刻
／
平
成
23
年
3
月
11
日　

午
後
2
時
46
分
18
秒

●
震
源
／
三
陸
沖
（�

牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
1
3
0
k
m
付
近
）

●
震
源
の
深
さ
／
24
k
m

●
規
模
／
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0

●
最
大
震
度
／
7
（
栗
原
市
築
館
）

【
塩
竈
市
に
お
け
る
震
災
の
概
要
】

●
最
大
震
度
／
6
強

●
津
波
の
到
達
時
刻
／
午
後
3
時
15
分
（
引
き
は
じ
め
）　

※
塩
釜
港
西
埠
頭
観
測　

※
地
震
発
生
後
約
30
分

●�

津
波
の
高
さ
／
4
m
（
津
波
波
高
：
塩
釜
港
西
埠
頭
の
潮
位
計
が
計
測
し
た
津
波
の
高
さ
）
午
後
4
時
02
分

●
最
大
浸
水
高
／
本
土
T.P.
4
・
8
m
（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�

※
1　

※
2

●
最
大
浸
水
高
／
浦
戸
地
区
（
参
考
値
）
T.P.
8
・
5
ｍ�

（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�
※
1　

※
2　

※
3

※
1
：�

浸
水
高
／
陸
上
で
の
津
波
の
高
さ
。
建
物
等
に
残
っ
た
水
跡
か
ら
測
定

※
2
：�

T.P.（
東
京
湾
平
均
海
面
）：
東
京
湾
の
海
水
面
高
。
全
国
の
標
高
の
基
準
と
な
る

※
3
：�

浦
戸
諸
島
に
近
く
、
外
洋
に
面
す
る
東
松
島
市
宮
戸
島�

月
浜
海
水
浴
場
付
近
の
浸
水
高

●
大

津

波

警

報
／
11
日
午
後
2
時
49
分

●
津
波
警
報
へ
切
替
／
12
日
午
後
8
時
20
分

●
津
波
注
意
報
へ
切
替
／
13
日
午
前
7
時
30
分

●
津
波
注
意
報
解
除
／
13
日
午
後
5
時
58
分

1
．人
的
被
害

東
日
本
大
震
災
で
は
、
市
民
の
方
47
人
が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
、
ま
た
18
人
が
関
連
死
と
認
定
さ
れ
、

合
わ
せ
て
65
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
17
人
（�

本
土
：
14
人
、
浦
戸
：
３
人
）

●
市
外
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
30
人

４. 被害金額の状況（平成 25年 4月現在） （単位：千円）

項目 被害金額 内訳
交通関係 25,141 市営汽船等

ライフライン施設 933,400 水道、都市ガス、通信・放送施設

保健・医療福祉関係施設 447,689 医療機関、民間保育、保健センター、児童館等

建築物 61,277,613 被災建物

民間施設等 12,800,000 工業関係、商業関係

交通基盤施設 16,651,574 道路・橋りょう、港湾施設、下水道施設、その他公共土木施設等

農林水産関係 27,792,949 共同利用施設、塩釜漁港施設等

文教施設 210,977 県立・市立学校、その他文教施設

文化財 5,825 市指定文化財等

廃棄物処理・し尿処理施設 98,918 清掃工場

その他の公共施設 1,397,920 観光施設、消防・防災施設、警察関係施設等

合計 121,642,006
※直接的な被害金額を集計したもの。

【塩竈、松島、七ヶ浜の３カ所に設置された潮位計の記録】
塩釜港（西埠頭）での潮位のピークは16時3分頃であり、直前の最も低い潮位との差は４ｍありました。

潮位
（cm）

潮位
（cm）

※震災当日は中潮。干潮時刻は13時29分。塩竈�――――　　松島�――――　　七ヶ浜�――――

14:46頃
地震（東北地方太平洋沖地震）による
海面の揺れと思われる小刻みの揺れ

15:50頃
外洋に面していた七ヶ浜の潮位計が
津波により破損、以降は計測不能に

15:15頃
潮位が下がり始める

15:53頃
潮位、約マイナス40cm

16:02頃
塩竈の潮位のピーク

16:35頃
第2波

16:53頃
第3波

潮位が急上昇

潮位の最も低い点から
最高位までの差は約5ｍ

（単位：棟）

津波

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 478 1,099 392 266 2,235

非住家 290 714 251 87 1,342

地震

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 194 356 1,431 6,727 8,708

非住家 55 71 234 688 1,048

計

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 672 1,455 1,823 6,993 10,943

非住家 345 785 485 775 2,390

合計 1,017 2,240 2,308 7,768 13,333

月　日 避難所開所数
（箇所） 避難者数 備考

平成23年3月11日 39 8,047

3月12日 46 8,771 （最大）

4月1日 6 770

5月1日 5 333

6月1日 4 100

7月1日 2 41

7月13日 避難所閉鎖

※避難所の避難者数の推移は p.62 を参照

２. 住家などの被害（平成 27年1月現在）３. 避難所および避難場所の運営状況

3 2

東
日
本
大
震
災
の
記
録



塩
竈
市
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

【
東
日
本
大
震
災
の
概
要
】

●
地
震
名
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

●
発
生
時
刻
／
平
成
23
年
3
月
11
日　

午
後
2
時
46
分
18
秒

●
震
源
／
三
陸
沖
（�

牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
1
3
0
k
m
付
近
）

●
震
源
の
深
さ
／
24
k
m

●
規
模
／
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0

●
最
大
震
度
／
7
（
栗
原
市
築
館
）

【
塩
竈
市
に
お
け
る
震
災
の
概
要
】

●
最
大
震
度
／
6
強

●
津
波
の
到
達
時
刻
／
午
後
3
時
15
分
（
引
き
は
じ
め
）　

※
塩
釜
港
西
埠
頭
観
測　

※
地
震
発
生
後
約
30
分

●�

津
波
の
高
さ
／
4
m
（
津
波
波
高
：
塩
釜
港
西
埠
頭
の
潮
位
計
が
計
測
し
た
津
波
の
高
さ
）
午
後
4
時
02
分

●
最
大
浸
水
高
／
本
土
T.P.
4
・
8
m
（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�

※
1　

※
2

●
最
大
浸
水
高
／
浦
戸
地
区
（
参
考
値
）
T.P.
8
・
5
ｍ�

（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�

※
1　

※
2　

※
3

※
1
：�

浸
水
高
／
陸
上
で
の
津
波
の
高
さ
。
建
物
等
に
残
っ
た
水
跡
か
ら
測
定

※
2
：�

T.P.（
東
京
湾
平
均
海
面
）：
東
京
湾
の
海
水
面
高
。
全
国
の
標
高
の
基
準
と
な
る

※
3
：�

浦
戸
諸
島
に
近
く
、
外
洋
に
面
す
る
東
松
島
市
宮
戸
島�

月
浜
海
水
浴
場
付
近
の
浸
水
高

●
大

津

波

警

報
／
11
日
午
後
2
時
49
分

●
津
波
警
報
へ
切
替
／
12
日
午
後
8
時
20
分

●
津
波
注
意
報
へ
切
替
／
13
日
午
前
7
時
30
分

●
津
波
注
意
報
解
除
／
13
日
午
後
5
時
58
分

1
．人
的
被
害

東
日
本
大
震
災
で
は
、
市
民
の
方
47
人
が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
、
ま
た
18
人
が
関
連
死
と
認
定
さ
れ
、

合
わ
せ
て
65
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
17
人
（�

本
土
：
14
人
、
浦
戸
：
３
人
）

●
市
外
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
30
人

４. 被害金額の状況（平成 25年 4月現在） （単位：千円）

項目 被害金額 内訳
交通関係 25,141 市営汽船等

ライフライン施設 933,400 水道、都市ガス、通信・放送施設

保健・医療福祉関係施設 447,689 医療機関、民間保育、保健センター、児童館等

建築物 61,277,613 被災建物

民間施設等 12,800,000 工業関係、商業関係

交通基盤施設 16,651,574 道路・橋りょう、港湾施設、下水道施設、その他公共土木施設等

農林水産関係 27,792,949 共同利用施設、塩釜漁港施設等

文教施設 210,977 県立・市立学校、その他文教施設

文化財 5,825 市指定文化財等

廃棄物処理・し尿処理施設 98,918 清掃工場

その他の公共施設 1,397,920 観光施設、消防・防災施設、警察関係施設等

合計 121,642,006
※直接的な被害金額を集計したもの。

【塩竈、松島、七ヶ浜の３カ所に設置された潮位計の記録】
塩釜港（西埠頭）での潮位のピークは16時3分頃であり、直前の最も低い潮位との差は４ｍありました。

潮位
（cm）

潮位
（cm）

※震災当日は中潮。干潮時刻は13時29分。塩竈�――――　　松島�――――　　七ヶ浜�――――

14:46頃
地震（東北地方太平洋沖地震）による
海面の揺れと思われる小刻みの揺れ

15:50頃
外洋に面していた七ヶ浜の潮位計が
津波により破損、以降は計測不能に

15:15頃
潮位が下がり始める

15:53頃
潮位、約マイナス40cm

16:02頃
塩竈の潮位のピーク

16:35頃
第2波

16:53頃
第3波

潮位が急上昇

潮位の最も低い点から
最高位までの差は約5ｍ

（単位：棟）

津波

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 478 1,099 392 266 2,235

非住家 290 714 251 87 1,342

地震

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 194 356 1,431 6,727 8,708

非住家 55 71 234 688 1,048

計

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 672 1,455 1,823 6,993 10,943

非住家 345 785 485 775 2,390

合計 1,017 2,240 2,308 7,768 13,333

月　日 避難所開所数
（箇所） 避難者数 備考

平成23年3月11日 39 8,047

3月12日 46 8,771 （最大）

4月1日 6 770

5月1日 5 333

6月1日 4 100

7月1日 2 41

7月13日 避難所閉鎖

※避難所の避難者数の推移は p.62 を参照

２. 住家などの被害（平成 27年1月現在）３. 避難所および避難場所の運営状況
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［市域の浸水範囲と浸水深（本土地区）］［市域の浸水範囲と浸水深（浦戸地区）］

塩釜ガス体育館

市立第二中学校

市立杉の入小学校

市立第二小学校

市立第一中学校

剣道場（一森山）

市立第一小学校

塩釜高校
（東キャンパス）

市立第三小学校

市立第三中学校

塩釜港湾合同庁舎

旧市立浦戸第二小学校

8.0m〜 1.0m〜2.0m以下

浸水深-浸水区分（T.P.）

4.0m〜8.0m以下 0.5m〜1.0m以下

2.0m〜4.0m以下 0.5m以下

市立浦戸中学校、市立浦戸第二小学校

旧市立浦戸第一小学校

平成23年度　国土交通省都市・地域整備局
「東日本大震災による被害現況調査業務（宮城5）報告書」および
塩竈市市民総務部税務課固定資産税係「東日本大震災の津波
における課税免除区域図」から市域の浸水範囲を図表した。
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■塩竈市ホームページ
トップページ⇒震災関連情報
⇒被災写真・動画
http://www.city.shiogama.
miyagi.jp/seisaku/shinsai/
shashindoga-index.html

本
土
地
区
の

被
害
状
況

藤倉藤倉

北浜北浜

越の浦・釜ヶ渕

藤倉
北浜

マリンゲート・
イオン付近海岸通・港町

壱番館付近
（本町・宮町・海岸通）

塩釜港の埠頭付近

魚市場・塩釜漁港

港町・中の島

旭町・新富町・尾島町・
花立町・錦町

本塩釜駅付近
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塩釜港の埠頭付近塩釜港の埠頭付近

越の浦・釜ヶ渕越の浦・釜ヶ渕

魚市場・塩釜漁港魚市場・塩釜漁港
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旭町・新富町・尾島町・花立町・錦町旭町・新富町・尾島町・花立町・錦町

港町・中の島港町・中の島

マリンゲート・イオンタウン付近海岸通・港町マリンゲート・イオンタウン付近海岸通・港町
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浦
戸
地
区
の

被
害
状
況

桂島桂島

朴島朴島 石浜石浜

寒風沢島

野々島
桂島

石浜

朴島

■塩竈市ホームページ
トップページ⇒震災関連情報
⇒被災写真・動画
http://www.city.shiogama.
miyagi.jp/seisaku/shinsai/
shashindoga-index.html
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朴島

■塩竈市ホームページ
トップページ⇒震災関連情報
⇒被災写真・動画
http://www.city.shiogama.
miyagi.jp/seisaku/shinsai/
shashindoga-index.html
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３
・
１
１　

現
在
・
未
来

塩
竈
市
長　

佐
藤　

昭

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
幹
部
職
員
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
月
例
の
会
議
を
開
催
し
て
い
る
時
で
し
た
。

　
「
庁
内
に
は
ス
チ
ー
ル
製
の
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
多
い
。
地
震
の

際
に
崩
れ
な
い
よ
う
整
理
整
頓
を
心
掛
け
、
市
民
は
も
と
よ
り
職

員
の
安
全
確
保
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
」。
偶
然
に
も
私
が
そ
う

話
し
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　

立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
揺
れ
の
中
、
出
席
し
て
い

た
幹
部
職
員
た
ち
は
出
口
を
確
保
し
よ
う
と
ド
ア
を
開
け
た
り
、

落
下
物
や
窓
ガ
ラ
ス
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
合
っ
た
り
、
机

を
押
さ
え
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
冷
静
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
突

然
の
事
態
に
も
慌
て
た
り
取
り
乱
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
対
処
す

る
姿
に
、「
職
員
は
皆
、
常
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
心
構
え
が

で
き
て
い
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
幹
部
職
員
が
揃
っ
て
い
た
そ
の
場
で
即
座
に
「
災
害
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
1
時
間
以
内
に
情
報
を
把
握
し
て
、
17
時
か
ら
の
本
部
会
議

で
報
告
す
る
こ
と
」
│
│ 

こ
れ
が
最
初
の
指
示
で
し
た
。

　

私
は
宮
城
県
に
奉
職
中
、
土
木
技
術
者
と
し
て
各
地
の
防
波
堤
や
防
潮
堤
の
整
備
に
長
ら
く
携
わ
り
ま
し

た
。
明
治
三
陸
地
震
の
津
波
や
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
な
ど
過
去
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
そ
れ
ら
を
設
計
し
、

住
民
の
方
々
へ
の
説
明
会
で
は
防
御
力
は
万
全
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
当
時
は
「
こ
れ
で
地
域
と
人
々
を

守
れ
る
」
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
大
震
災
の
大
津
波
は
事
前
の
想
定
を
超
え
る
規
模
で
襲
い
、
地
域
と
暮
ら
し
を
破
壊
し
、
尊
い

命
を
奪
い
ま
し
た
。
手
掛
け
た
防
波
堤
や
防
潮
堤
が
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
す
が
…
。

震
災
後
、「
自
然
災
害
は
構
造
物
で
克
服
で
き
る
」
と
の
考
え
は
驕
り
で
は
な
い
か
と
、
自
ら
に
問
い
掛
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
構
造
物
に
よ
る
災
害
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
生
涯
忘
れ
ま
い
」
と
、
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

未
曽
有
の
自
然
災
害
か
ら
４
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
人
命
救
助
、
道
路
や
海
上
の
啓
開
、
生
活
支
援
、
業
務
支
援
、
物
資
提
供
、
激
励
と
、
物
心
両
面

に
わ
た
っ
て
、
塩
竈
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
在
住
の
方
々
、
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
、
海
上
保
安
本
部
ほ
か
関
係
機
関
、
災
害
時

相
互
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
団
体
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
も
全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
、
復
旧
復
興
に
係
る
業
務
で
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ご
支
援
の
数
々
に
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

塩
竈
は
古
く
か
ら
海
や
港
と
と
も
に
あ
り
、
多
く
の
先
人
が
そ

こ
に
生
業
を
求
め
て
暮
ら
し
て
き
た
ま
ち
で
す
。『
塩
竈
市
復
興

計
画
』
で
も
、「
長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活

を
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に
」
と
謳
い
、
現
地
再
建
を
基
本
と

し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
後
、
再
び
大
津
波
な
ど
の
自
然
災

害
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
防
潮
堤

な
ど
に
よ
る
防
御
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
何

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
過
信
は

禁
物
で
す
。

　

何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
行
動
は
「
避
難
」
す
る
こ
と
、

そ
れ
を
胸
に
し
っ
か
り
と
刻
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
『
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災　

復
旧
・
復
興
の
記
録
』
は
、

市
民
や
市
職
員
、
関
係
さ
れ
た
方
々
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
被
害
と
復
旧
・
復
興
の
記
録
で
す
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
、
話
題
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
防
災
・
減

災
へ
の
意
識
と
備
え
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
の
「
知
恵
」
と

な
っ
て
、
次
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の

命
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平成 23年 3月16日、浦戸中学校・浦戸第二小学校避難所にて
震災後はじめて自衛隊のヘリにより浦戸に渡った市長が、帰省
中に被災した赤ちゃんを抱きあげた

新

誓
い

た
な

市
民
の
方
へ々

命
を
守
る一
助
に 支

援

感
謝

へ
の

3
・
１
１　
14
：
46
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果
を
発
揮
し
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
す
が
…
。

震
災
後
、「
自
然
災
害
は
構
造
物
で
克
服
で
き
る
」
と
の
考
え
は
驕
り
で
は
な
い
か
と
、
自
ら
に
問
い
掛
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
構
造
物
に
よ
る
災
害
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
生
涯
忘
れ
ま
い
」
と
、
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

未
曽
有
の
自
然
災
害
か
ら
４
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
人
命
救
助
、
道
路
や
海
上
の
啓
開
、
生
活
支
援
、
業
務
支
援
、
物
資
提
供
、
激
励
と
、
物
心
両
面

に
わ
た
っ
て
、
塩
竈
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
内
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も
と
よ
り
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在
住
の
方
々
、
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衛
隊
や
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防
、
警
察
、
海
上
保
安
本
部
ほ
か
関
係
機
関
、
災
害
時

相
互
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
団
体
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
も
全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
、
復
旧
復
興
に
係
る
業
務
で
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
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こ
う
し
た
ご
支
援
の
数
々
に
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

塩
竈
は
古
く
か
ら
海
や
港
と
と
も
に
あ
り
、
多
く
の
先
人
が
そ

こ
に
生
業
を
求
め
て
暮
ら
し
て
き
た
ま
ち
で
す
。『
塩
竈
市
復
興

計
画
』
で
も
、「
長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活

を
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に
」
と
謳
い
、
現
地
再
建
を
基
本
と

し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
後
、
再
び
大
津
波
な
ど
の
自
然
災

害
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
防
潮
堤

な
ど
に
よ
る
防
御
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
何

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
過
信
は

禁
物
で
す
。

　

何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
行
動
は
「
避
難
」
す
る
こ
と
、

そ
れ
を
胸
に
し
っ
か
り
と
刻
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
『
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災　

復
旧
・
復
興
の
記
録
』
は
、

市
民
や
市
職
員
、
関
係
さ
れ
た
方
々
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
被
害
と
復
旧
・
復
興
の
記
録
で
す
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
、
話
題
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
防
災
・
減

災
へ
の
意
識
と
備
え
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
の
「
知
恵
」
と

な
っ
て
、
次
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の

命
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平成 23年 3月16日、浦戸中学校・浦戸第二小学校避難所にて
震災後はじめて自衛隊のヘリにより浦戸に渡った市長が、帰省
中に被災した赤ちゃんを抱きあげた

新

誓
い

た
な

市
民
の
方
へ々

命
を
守
る一
助
に 支

援

感
謝

へ
の

3
・
１
１　
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：
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し
お
が
ま
文
化
大
使

し
お
が
ま
文
化
大
使

し
お
が
ま
文
化
大
使

し
お
が
ま
文
化
大
使

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
は
生
ま
れ
る

　

広
報
し
お
が
ま
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
〈「
震
災
の
恩
返
し
」
広
島

県
に
義
援
金
〉
の
記
事
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
杉
の
入
小
学
校

の
児
童
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
広
島
の
土
砂
災
害
被
害
に
対
す
る
募

金
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
も
の
。「
自
分
た
ち
が
受
け
た
支
援
に
、

気
持
ち
を
返
し
た
か
っ
た
」「
広
島
の
人
た
ち
が
少
し
で
も
楽
に
な

る
よ
う
に
」
と
。

　

心
と
体
で
受
け
止
め
た
、
あ
の
震
災
の
過
酷
な
体
験
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
マ
イ
ナ
ス

か
ら
プ
ラ
ス
は
生
ま
れ
る
」。
彼
ら
の
思
い
は
、
塩
竈
を
さ
ら
に
魅
力

あ
る
街
に
し
て
ゆ
く
大
き
な
力
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
希
望
に
向
か
っ
て

　

震
災
の
翌
年
か
ら
毎
年
G
A
M
A
R
O
C
K
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
昨
年
か
ら
塩
竈
は
新
し
い
段
階
に
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
い
つ
ま
で
も
故
郷
の
悲
し
み
の
中
で
生
き
て
い
く
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
前
向
き
な
力
に
変
え
て
い
く
時

期
が
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
塩
竈
の
み
な
さ
ん
と
共
に
新

し
い
希
望
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
く
永
く
応
援
し
て
行
き
ま
す
！

生
ま
れ
育
っ
た
塩
竈
が
大
好
き
で
し
か
た
な
い
！

塩
竈
に
帰
っ
て
友
人
達
と
語
り
合
い
な
が
ら
飲
む
酒
が

旨
く
て
た
ま
ら
な
い
！

塩
竈
の
皆
さ
ん
が
、
街
が
、
元
気
な
の
か
ど
う
か

気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
！

震
災
以
降
、
復
興
の
為
に
必
死
で
頑
張
る
塩
竈
の
方
々
の
姿
を
、

自
分
な
り
に
見
て
来
た
つ
も
り
で
す
。

し
お
が
ま
文
化
大
使
と
し
て
ま
だ
何
も
出
来
て
い
な
い
僕
で
す
が
、

長
く
永
く
応
援
し
て
行
く
事
を
誓
い
ま
す
！

皆
で
力
を
合
わ
せ
よ
う

　

震
災
以
来
、
塩
竈
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
佐
藤
市
長
以
下
一
つ
と
な
っ

て
復
興
に
あ
た
り
、
そ
の
連
帯
と
団
結
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
あ
る
港
町
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
て
産
業

と
文
化
を
振
興
さ
せ
、
さ
ら
に
訪
問
客
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
あ
る
都

市
と
し
て
塩
竈
が
発
展
す
る
よ
う
に
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
平
成
27
年
春
に
立
ち
上
げ
る
「
し
お
の
ま
ち

音
楽
祭
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
し
て

　

私
の
実
家
が
あ
っ
た
故
郷
牡
鹿
半
島
鮎
川
浜
は
大
半
の
住
居
を
含

め
観
光
機
能
・
漁
業
機
能
・
商
業
機
能
の
ほ
と
ん
ど
を
津
波
で
流
失
し
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
た
風
景
か
ら
は
か
つ
て
の
様
子
が
想
像
し
難
く
な

り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
沿
岸
地
域
が
そ
の
よ
う
な
現
状
だ
か
ら
こ

そ
、
塩
竈
の
め
ざ
ま
し
い
復
旧
は
未
だ
先
の
見
え
な
い
被
災
市
町
に

活
力
と
光
明
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

百
年
先
に
繋
が
る
市
政
と
百
年
先
ま
で
語
り
継
が
れ
る
至
誠
の
た

め
に
今
後
塩
竈
市
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

　

塩
竈
が
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
り
今
後
被
災
地
域
全
体
の
復
旧
・
復
興

が
加
速
す
る
よ
う
、
文
化
大
使
と
し
て
そ
の一
助
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

塩
竈
に
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

　

塩
竈
を
離
れ
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
事
業
を
起
こ
し
て
か
ら
長
い

年
月
が
経
過
し
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
塩
竈
を
思
う
気
持
ち
に
は
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

震
災
前
か
ら
、
私
な
り
に
ま
ち
づ
く
り
や
母
校
の
中
学
生
を
対
象

に
し
た
研
修
で
の
人
づ
く
り
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
震
災

後
、
塩
竈
に
何
度
も
足
を
運
び
、
ま
ち
の
姿
を
自
分
の
目
で
確
か
め

な
が
ら
、
復
興
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
被
災
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
心
を
癒
や
し
、

再
生
へ
の
励
み
に
な
れ
ば
と
考
え
、平
成
25
年
８
月
に
塩
竈
市
遊
ホ
ー

ル
で
塩
竈
市
復
興
祈
願
「
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
主
催
し
、
ま
た
、

し
お
が
ま
産
業
大
使
と
し
て
、
事
業
経
営
の
中
で
培
っ
た
経
験
に
基

づ
い
て
、
震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

復
興
の
道
の
り
は
険
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
、

豊
か
な
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
塩
竈
で
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
日
が
、
少
し
で

も
早
く
到
来
し
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
が
で
き
る
塩
竈
へ
の
恩
返
し
。

　

私
の
人
生
で
一
番
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、
東
日
本
大
震
災
・
・
・

そ
し
て
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
叔
父
の
死
。

　

あ
れ
か
ら
4
年
が
経
と
う
と
し
ま
す
。
震
災
後
、
塩
竈
に
戻
り
、

復
興
支
援
活
動
を
行
い
改
め
て
塩
竈
の
良
さ
を
知
り
ま
し
た
。

塩
竈
に
生
ま
れ
、
塩
竈
に
育
っ
て
、
馴
染
み
深
く
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
く
美
味
し
い
街　
“
塩
竈
”
に
、
未
来
を
担
う
子
供
達
が

「
美
し
い
塩
竈
に
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
塩

竈
に
住
み
た
い
、
子
供
を
連
れ
て
、
船
に
乗
り
島
へ
渡
ろ
う
」
と
思

え
る
よ
う
な
、
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
二
度
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
経
験
を
生
か
し
、
私
が
で
き
る
塩
竈
へ
の
恩
返
し
で
す
。

勇
気
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

　

塩
竈
に
帰
る
た
び
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
目
に
見
え

て
進
歩
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

普
段
ド
イ
ツ
と
い
う
塩
竈
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
い
る
と
心
配
ば

か
り
が
募
る
の
で
す
が
、
塩
竈
の
人
た
ち
の
前
向
き
さ
に
、
か
え
っ

て
私
の
方
が
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
世
界
中
で
気
象
災
害
や
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
な
ど
、
人
間
の
力

で
は
解
決
が
困
難
な
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
に
向
け
て
立
ち
向
か
い
、
一
歩
ず
つ
克
服
し
て
い
る
姿
を
世

界
中
に
示
し
て
い
る
、
そ
れ
が
故
郷
塩
竈
の
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
私
は
強
い
誇
り
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

知
恵
と
情
熱
を
結
集
し
て

　

未
曽
有
の
震
災
か
ら
４
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。

　

復
興
へ
の
、
尊
厳
や
強
さ
を
失
わ
な
い
ひ
た
む
き
な
取
り
組
み
に
は
世

界
中
の
人
々
が
尊
敬
と
称
賛
の
念
を
持
っ
て
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
得
た
数
多
く
の
知
見
を
活
か
し
、
目
覚
ま
し
い
技
術
革
新

を
取
込
み
な
が
ら
計
画
的
に
一つ
ひ
と
つ
、
知
恵
と
情
熱
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
次
世
代
の
塩
竈
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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ん

平
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至
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ん
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宏
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ん
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ん

畑
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み
ゆ
き
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ん

鶴
田　

美
奈
子
さ
ん

佐
藤　

宏
毅
さ
ん

塩
竈
市
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
・
応
援
を
受
け
て
、

復
興
へ
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。

本
誌
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
塩
竈
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

「
し
お
が
ま
文
化
大
使
」「
し
お
が
ま
産
業
大
使
」
の
方
々
か
ら
も

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

塩
竈
へ
の
エ
ー
ル

～
し
お
が
ま
文
化
大
使
・
し
お
が
ま
産
業
大
使
の
方
々
か
ら

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

塩
竈
市
再
生
委
員
会
委
員

写
真
家

声
優
、
俳
優

ピ
ア
ニ
ス
ト

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

タ
イ
ホ
ウ
グ
ル
ー
プ
創
業
者
、

会
長

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
大
会
連
続
出
場

N
P
O�

H
i
g
h�

︱�

F
i
v
e
代
表

一
般
社
団
法
人
ア
ス
リ
ー
ト
会
議
理
事

ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者

宮
城
県
自
動
車
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

塩竈へのエール

17 16

寄
稿



し
お
が
ま
文
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使
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使
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業
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使
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産
業
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マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
は
生
ま
れ
る

　

広
報
し
お
が
ま
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
〈「
震
災
の
恩
返
し
」
広
島

県
に
義
援
金
〉
の
記
事
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
杉
の
入
小
学
校

の
児
童
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
広
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の
土
砂
災
害
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害
に
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す
る
募

金
活
動
を
行
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た
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の
。「
自
分
た
ち
が
受
け
た
支
援
に
、

気
持
ち
を
返
し
た
か
っ
た
」「
広
島
の
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た
ち
が
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し
で
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な

る
よ
う
に
」
と
。
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た
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ら
、
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ど
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イ
ナ
ス
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プ
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れ
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。

新
し
い
希
望
に
向
か
っ
て

　

震
災
の
翌
年
か
ら
毎
年
G
A
M
A
R
O
C
K
を
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催
さ
せ
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た
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。
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。
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塩
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。
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塩
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っ
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復
興
に
あ
た
り
、
そ
の
連
帯
と
団
結
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
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史
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町
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と
文
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せ
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に
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客
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魅
力
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る
都

市
と
し
て
塩
竈
が
発
展
す
る
よ
う
に
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
平
成
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年
春
に
立
ち
上
げ
る
「
し
お
の
ま
ち

音
楽
祭
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
し
て

　

私
の
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が
あ
っ
た
故
郷
牡
鹿
半
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鮎
川
浜
は
大
半
の
住
居
を
含

め
観
光
機
能
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漁
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機
能
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商
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機
能
の
ほ
と
ん
ど
を
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波
で
流
失
し
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
た
風
景
か
ら
は
か
つ
て
の
様
子
が
想
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し
難
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な

り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
沿
岸
地
域
が
そ
の
よ
う
な
現
状
だ
か
ら
こ

そ
、
塩
竈
の
め
ざ
ま
し
い
復
旧
は
未
だ
先
の
見
え
な
い
被
災
市
町
に

活
力
と
光
明
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
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ま
す
。

　

百
年
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が
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百
年
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で
語
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が
れ
る
至
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の
た

め
に
今
後
塩
竈
市
が
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た
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す
。

　

塩
竈
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ラ
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シ
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な
り
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災
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域
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旧
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復
興
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速
す
る
よ
う
、
文
化
大
使
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し
て
そ
の一
助
に
な
れ
れ
ば
幸
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で
す
。

塩
竈
に
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

　

塩
竈
を
離
れ
、
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古
屋
市
で
事
業
を
起
こ
し
て
か
ら
長
い

年
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が
経
過
し
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
塩
竈
を
思
う
気
持
ち
に
は
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

震
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前
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ら
、
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ま
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母
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中
学
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を
対
象

に
し
た
研
修
で
の
人
づ
く
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が
、
震
災

後
、
塩
竈
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何
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び
、
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ち
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自
分
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で
確
か
め
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が
ら
、
復
興
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お
手
伝
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を
さ
せ
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ま
し
た
。

　

そ
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て
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し
、

再
生
へ
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に
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と
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塩
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遊
ホ
ー

ル
で
塩
竈
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復
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祈
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コ
ン
サ
ー
ト
」
を
主
催
し
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ま
た
、

し
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ま
産
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大
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し
て
、
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中
で
培
っ
た
経
験
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、
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く
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。
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史
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で
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の
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し
。
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。
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、
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。

　

こ
の
美
し
く
美
味
し
い
街　
“
塩
竈
”
に
、
未
来
を
担
う
子
供
達
が

「
美
し
い
塩
竈
に
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
塩

竈
に
住
み
た
い
、
子
供
を
連
れ
て
、
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に
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と
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。
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の
蔓
延
な
ど
、
人
間
の
力

で
は
解
決
が
困
難
な
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
に
向
け
て
立
ち
向
か
い
、
一
歩
ず
つ
克
服
し
て
い
る
姿
を
世

界
中
に
示
し
て
い
る
、
そ
れ
が
故
郷
塩
竈
の
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
私
は
強
い
誇
り
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

知
恵
と
情
熱
を
結
集
し
て

　

未
曽
有
の
震
災
か
ら
４
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。

　

復
興
へ
の
、
尊
厳
や
強
さ
を
失
わ
な
い
ひ
た
む
き
な
取
り
組
み
に
は
世

界
中
の
人
々
が
尊
敬
と
称
賛
の
念
を
持
っ
て
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
得
た
数
多
く
の
知
見
を
活
か
し
、
目
覚
ま
し
い
技
術
革
新

を
取
込
み
な
が
ら
計
画
的
に
一つ
ひ
と
つ
、
知
恵
と
情
熱
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
次
世
代
の
塩
竈
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

板
橋　

恵
子
さ
ん

平
間　

至
さ
ん

山
寺　

宏
一
さ
ん

菅
野　

潤
さ
ん

本
間　

秋
彦
さ
ん

小
野　

金
夫
さ
ん

畑
中　

み
ゆ
き
さ
ん

鶴
田　

美
奈
子
さ
ん

佐
藤　

宏
毅
さ
ん

塩
竈
市
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
・
応
援
を
受
け
て
、

復
興
へ
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。

本
誌
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
塩
竈
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

「
し
お
が
ま
文
化
大
使
」「
し
お
が
ま
産
業
大
使
」
の
方
々
か
ら
も

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

塩
竈
へ
の
エ
ー
ル

～
し
お
が
ま
文
化
大
使
・
し
お
が
ま
産
業
大
使
の
方
々
か
ら

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

塩
竈
市
再
生
委
員
会
委
員

写
真
家

声
優
、
俳
優

ピ
ア
ニ
ス
ト

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

タ
イ
ホ
ウ
グ
ル
ー
プ
創
業
者
、

会
長

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
大
会
連
続
出
場

N
P
O�

H
i
g
h�

︱�

F
i
v
e
代
表

一
般
社
団
法
人
ア
ス
リ
ー
ト
会
議
理
事

ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者

宮
城
県
自
動
車
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

塩竈へのエール

17 16

寄
稿



三重県伊勢市
伊勢志摩物産展（平成24年12月2日）

東京都渋谷区
AOYAMA　GREEN　FESTIVAL
（平成26年9月23日）

愛知県名古屋市
東北六県大物産展
（平成24年11月7日〜12日）

愛知県みよし市
産業フェスタみよし2014
（平成26年11月2日）

三重県名張市
塩竈観光物産展�in�名張市
（平成24年11月10日）

福井県福井市
ふくい秋の収穫祭り（平成26年9月21日）

長野県長野市
信州むしくらまつり
（平成26年11月3日）

長野県岡谷市
第28回楽楽市
（平成26年10月11日）

富山県魚津市
とやまグルメランド�IN�うおづ
（平成25年9月21日）

長野県須坂市
うまいもん祭り（平成26年11月1日）

神奈川県
横浜市磯子区・
神奈川区・
青葉区・南区
南区桜まつり
（平成26年4月7日）

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
へ
の
感
謝

～
広
が
る
地
域
間
交
流
の
輪

山形県村山市
むらやま徳内まつり
（平成26年8月24日）

千葉県千葉市
千葉湊大漁まつり
（平成25年10月13日）

富山県射水市
射水市農業産業まつり
（平成25年11月23日）

愛知県碧南市
元気ッス！へきなん
（平成26年7月26日）

岐阜県各務原市
2014かかみがはら産業・農業祭
（平成26年11月8日）
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岡山県倉敷市
至極の逸品くらしきフェア
（平成26年11月16日）

兵庫県高砂市
高砂市「ご当地博」
（平成26年5月31日〜6月1日）

沖縄県南城市
塩竈市物産展
（平成26年8月24日）

福井県越前市
たけふ菊人形展
（平成25年11月4日）

兵庫県養父市
養父市制10周年記念式典・イベント
（平成26年11月3日）

京都府京都市下京区
下京区ふれ愛ひろば（平成23年11月13日）

福井県敦賀市
つるが観光物産フェア
（平成26年10月25日）

■支援をいただいた自治体の催事への出展
平成 24年度 8月 4日 元気ッス！へきなん 愛知県碧南市

8月 25日 京都駅前夏まつり 京都府京都市下京区
8月 26日 むらやま徳内まつり 山形県村山市
9月 30日 むらやま商工まつり 山形県村山市
9月 30日 磯子まつり 神奈川県横浜市磯子区
10月 6日 おかやフェスティバル 2012 長野県岡谷市
10月 14日 善光寺表参道秋まつり 長野県長野市
10月 28日 横浜市場まつり 2012 神奈川県横浜市神奈川区
11月 3日 青葉区民まつり 神奈川県横浜市青葉区
11月 3日 信州むしくらまつり 長野県長野市
11月 9日 東北六県大物産展 愛知県名古屋市
11月 10日 うまいもん祭り 長野県須坂市
11月 10日 YABU2012 マラソン＆フェスティバル 兵庫県養父市
11月 10日 塩竈観光物産展 in 名張市 三重県名張市
12月 2日 伊勢志摩物産展 三重県伊勢市
2月 24日〜 25日 東北観光物産展＆夢の桜街道パネル展 東京都新宿駅西口
3月 24日 蔵のまち須坂銀座通り春まつり 長野県須坂市

平成 25年度 4月 7日 南区桜まつり 神奈川県横浜市南区
7月 27日 元気ッス！へきなん 愛知県碧南市
8月 3日 観光物産展 INやぶ 兵庫県養父市
8月 24日 京都駅前サマーフェスタ 2013 京都府京都市下京区
8月 25日 むらやま徳内まつり 山形県村山市
9月 21日 とやまグルメランド INうおづ 富山県魚津市
9月 21日 日本丸メモリアルパーク横浜音まつり 神奈川県横浜市
9月 23日 AOYAMA　GREEN　FESTIVAL 東京都渋谷区
10月 6日 むらやま商工まつり 山形県村山市
10月 13日 千葉湊大漁まつり 千葉県千葉市
11月２日 うまいもん祭り 長野県須坂市
11月 3日 信州むしくらまつり 長野県長野市
11月 4日 たけふ菊人形展 福井県越前市
11月 9日 福井駅西口マルシェ 福井県福井市
11月 10日 碧南市民フェスティバル 愛知県碧南市
11月 17日 至極の逸品くらしきフェア 岡山県倉敷市
11月 23日 射水市農業産業まつり 富山県射水市
11月 30日〜 12月 1日 三重の魅力・名張元気フェア 三重県名張市
3月 23日 蔵のまち須坂銀座通り春まつり 長野県須坂市

平成 26年度 4月 6日 南区桜まつり 神奈川県横浜市南区
5月 31日〜 6月 1日 高砂市「ご当地博」 兵庫県高砂市
7月 26日 元気ッス！へきなん 愛知県碧南市
8月 23日 豊かな海づくり大会 沖縄県糸満市
8月 24日 塩竈市物産展 沖縄県南城市
8月 24日 むらやま徳内まつり 山形県村山市
9月 21日 ふくい秋の収穫祭り 福井県福井市
9月 23日 AOYAMA　GREEN　FESTIVAL 東京都渋谷区
10月 11日 第 28回楽楽市 長野県岡谷市
10月 12日 むらやま商工まつり 山形県村山市
10月 25日 つるが観光物産フェア 福井県敦賀市
11月 1日 うまいもん祭り 長野県須坂市
11月 2日 産業フェスタみよし 2014 愛知県みよし市
11月 3日 信州むしくらまつり 長野県長野市
11月 3日 養父市市制 10周年記念式典・イベント 兵庫県養父市
11月 8日 かがみはら産業農業祭 岐阜県各務原市
11月 16日 至極の逸品くらしきフェア 岡山県倉敷市
11月 29日 技能五輪全国大会 愛知県碧南市

支援への感謝の気持ちとともに全国へ

塩竈の魅力を全国の方々に
■「しおがまの復興と観光を知る！旅」の催行
平成 24年度 11月 14日・15日 長野県須坂市

11月 26日・27日 愛知県碧南市
平成 25年度 11月 16日・17日 兵庫県養父市

11月 24日・25日 長野県長野市

沖縄県糸満市
豊かな海づくり大会
（平成26年8月23日）

須坂市の皆さん 長野市の皆さん
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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
地
方
自
治
体
な
ど
30
団
体
か
ら
総
計
1
3
4
名
の
職
員
の
方
々
が

塩
竈
市
に
派
遣
さ
れ
、
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
2
ヵ
月
以
上
連
続
で
勤
務
さ
れ
た
方
。（
平
成
26
年
11
月
21
日
現
在
）

支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
こ
こ
に
派
遣
元
の
自
治
体
を
記
し
ま
す
。

全
国
か
ら
塩
竈
市
へ

職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
地
方
自
治
体
・
機
関

塩竈市東日本大震災モニュメントの「時の縁石」

こ
の
ほ
か
、
発
災
当
初
は
全
国
各
地
の
自
治
体
が
独
自

の
業
務
命
令
で
多
数
の
職
員
の
方
々
を
派
遣
し
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
、
職
員
組
合
か
ら
の
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
多
く
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
数
は
平
成
23
年
度
に
は
数
千
名
の

規
模
に
な
り
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
地
方
自
治
体
な
ど
30
団
体
か
ら
総
計
1
3
4
名
の
職
員
の
方
々
が

塩
竈
市
に
派
遣
さ
れ
、
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
2
ヵ
月
以
上
連
続
で
勤
務
さ
れ
た
方
。（
平
成
26
年
11
月
21
日
現
在
）

支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
こ
こ
に
派
遣
元
の
自
治
体
を
記
し
ま
す
。

全
国
か
ら
塩
竈
市
へ

職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
地
方
自
治
体
・
機
関

塩竈市東日本大震災モニュメントの「時の縁石」

こ
の
ほ
か
、
発
災
当
初
は
全
国
各
地
の
自
治
体
が
独
自

の
業
務
命
令
で
多
数
の
職
員
の
方
々
を
派
遣
し
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
、
職
員
組
合
か
ら
の
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
多
く
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
数
は
平
成
23
年
度
に
は
数
千
名
の

規
模
に
な
り
ま
し
た
。
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震
災
発
生
か
ら
1
カ
月
が
経
過
し
た
、
平
成

23
年
4
月
17
日
の
日
曜
日
。
仙
石
線
本
塩
釜
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
元
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

で
、
そ
の
後
の
潮
流
の
原
点
と
な
る
、
一
つ
の
ラ

イ
ブ
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
避
難
所
の
掲
示

板
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
見
て
集
ま
っ
た
1
0
0
0

人
の
人
々
。
そ
の
中
央
で
は
、
円
形
に
並
べ
ら

れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
炎
が
、
揺
ら
め
き
な
が
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。
静

寂
の
中
に
響
く
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
歌
声
。

人
々
は
た
だ
寄
り
添
う
よ
う
に
、
そ
の
歌
声
に

耳
を
澄
ま
し
ま
し
た
。
生
き
る
こ
と
に
懸
命
で
、

忘
れ
て
い
た
心
の
安
ら
ぎ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
口
元

に
よ
み
が
え
っ
た
歌
が
、
い
つ
し
か
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
歌
声
と
重
な
り
、
港
町
の
星
空
に
響

い
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
心
に
、
小
さ
な
火
が

灯
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
炊
き
出
し
と
ラ
イ
ブ
を
開
い
た
の
は
、

故
郷
塩
竈
を
拠
点
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

た
、
写
真
家
の
平
間
至
さ
ん
と
、
震
災
直
後
か

ら
行
動
を
共
に
し
て
き
た
A
T
S
U
S
H
I

（
D
r
a
g
o
n�

A
s
h
/
P
O
W
E
R�

o
f�

L
I
F
E
）
さ
ん
の
お
2
人
。
1
年
間
で
50
回

以
上
も
塩
竈
へ
足
を
運
び
、
炊
き
出
し
や
物
資

の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
現
地
の
声
に
耳
を
傾

け
て
き
ま
し
た
。「
自
粛
す
る
こ
と
は
な
い
、
で

き
る
人
が
ち
ゃ
ん
と
や
り
始
め
た
方
が
良
い
」。

さ
ま
ざ
ま
な
迷
い
を
払
拭
し
、
実
現
し
た
の
が

4
月
17
日
の
幻
想
的
な
光
景
で
し
た
。

　
「
さ
ら
に
継
続
的
な
活
動
を
目
指
し
た
い
」。

そ
ん
な
平
間
至
さ
ん
と
A
T
S
U
S
H
I
さ

ん
の
強
い
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
震
災
翌

年
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
G
A
M
A�

R
O
C
K�

F
E
S
」
で
し
た
。

　
「
M
U
S
I
C
」、「
A
R
T
」、「
F
O
O
D
」

を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
塩
竈
の
魅
力

を
伝
え
、
塩
竈
の
街
を
元
気
に
し
て
い
く
。
そ

れ
が
新
し
く
生
ま
れ
る
「
G
A
M
A�

R
O
C
K
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

「
で
も
、『
G
A
M
A 

R
O
C
K
』
と
は
言
っ

て
も
、
私
た
ち
も
含
め
て
、
ま
だ
誰
も
見
た

こ
と
の
無
い
も
の
で
す
。
周
り
で
は
『
い
っ

た
い
何
を
し
て
い
る
の
？
』
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
」

　

現
地
の
塩
竈
で
F
O
O
D
部
門
を
統
括
す
る

髙
橋
英
良
さ
ん
は
、
動
き
出
し
た
当
時
の
様
子

を
そ
う
振
り
返
り
ま
す
。

「
だ
か
ら
、
1
回
目
の
開
催
で
1
0
0
0
人
の

人
々
が
会
場
に
来
た
時
に
は
、
本
当
に
み
ん

な
震
え
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。『
あ
の
4
月

17
日
の
思
い
を
共
有
す
る
人
た
ち
が
、
こ
ん

な
に
も
い
た
ん
だ
』
と
。
そ
の
中
に
は
、
若

い
人
た
ち
ば
か
り
で
は
な
く
、
小
さ
な
孫
の

手
を
引
い
て
来
る
じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
姿
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
光
景
を
見
て
、

ハ
ッ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。『
そ
う
か
、
こ
れ

が
私
た
ち
が
作
ろ
う
と
し
て
い
た
G
A
M
A 

R
O
C
K
だ
っ
た
ん
だ
』
っ
て
。」

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
来
た
家
族
の
よ
う
に
、
人
々
も

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
、
思
い
思
い
に
幸
せ
な
ひ

と
時
を
過
ご
す
G
A
M
A�

R
O
C
K
の
会
場
。

A
R
T
部
門
を
取
り
ま
と
め
る
高
田
彩
さ
ん（
ビ

ル
ド
フ
ル
ー
ガ
ス
）
も
G
A
M
A�

R
O
C
K
を

「
誰
も
が
故
郷
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
」

だ
と
言
い
ま
す
。

「
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、『
こ
こ
に
来
る

と
、
自
分
が
心
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
る
。
だ
か
ら
、
ま
た
帰
っ
て
来

た
い
と
思
う
』、
そ
う
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
ら
も
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て

よ
り
も
、
む
し
ろ
一
人
の
人
間
と
し
て
、
4

月
17
日
の
思
い
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て
、

G
A
M
A 

R
O
C
K
に
来
て
い
る
の
で
す
」

　

第
3
回
目
と
な
る
「
G
A
M
A�

R
O
C
K�

F
E
S�

2
0
1
4
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、「
東
北

の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉
が
新
た
に
刻
ま
れ
ま

し
た
。
平
間
至
さ
ん
や
A
T
S
U
S
H
I
さ
ん

と
共
に
、
大
槌
町
や
思
い
を
共
有
す
る
仲
間
の

イ
ベ
ン
ト
を
訪
れ
て
き
た
髙
橋
英
良
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

「
被
災
地
に
は
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
仲
間
が
い
れ
ば
も
っ

と
羽
ば
た
け
る
。
だ
か
ら
、
お
互
い
に
手
を

つ
な
い
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
。
困
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
、
時
に
は
泣
く
こ
と

も
あ
る
。
G
A
M
A 

R
O
C
K
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

思
い
を
共
有
す
る
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
、
今

年
も
ま
た
「
故
郷
」
塩
竈
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。

あ
の
日
の
思
い
を
語
り
継
ぎ
、
お
互
い
の
手
を

つ
な
ぐ
た
め
に
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
東

北
の
た
め
に
」。

G
A
M
A 

R
O
C
K

始
ま
り
は
震
災
発
生
1
カ
月
後
。

あ
る
日
の
炊
き
出
し
と
野
外
ラ
イ
ブ
が
、
人
々
の
心
に
希
望
の
火
を
灯
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
塩
竈
の
魅
力
を
伝
え
、
塩
竈
の
街
を
元
気
に
し
た
い
」

希
望
の
火
は
「
G
A
M
A 

R
O
C
K 

F
E
S
」
と
な
っ
て
、
今
年
も
塩
竈
を
熱
く
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

仲
間
が
い
れ
ば
、
も
っ
と
羽
ば
た
け
る
│
こ
れ
か
ら
の
東
北
の
た
め
に
。

始
ま
り
は
震
災
発
生
1
カ
月
後
。

あ
る
日
の
炊
き
出
し
と
野
外
ラ
イ
ブ
が
、
人
々
の
心
に
希
望
の
火
を
灯
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
塩
竈
の
魅
力
を
伝
え
、
塩
竈
の
街
を
元
気
に
し
た
い
」

希
望
の
火
は
「
G
A
M
A 

R
O
C
K 

F
E
S
」
と
な
っ
て
、
今
年
も
塩
竈
を
熱
く
勇
気
づ
け
ま
し
た
。
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よ
う
に
、
人
々
も

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
、
思
い
思
い
に
幸
せ
な
ひ

と
時
を
過
ご
す
G
A
M
A�

R
O
C
K
の
会
場
。

A
R
T
部
門
を
取
り
ま
と
め
る
高
田
彩
さ
ん（
ビ

ル
ド
フ
ル
ー
ガ
ス
）
も
G
A
M
A�

R
O
C
K
を

「
誰
も
が
故
郷
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
」

だ
と
言
い
ま
す
。

「
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、『
こ
こ
に
来
る

と
、
自
分
が
心
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
る
。
だ
か
ら
、
ま
た
帰
っ
て
来

た
い
と
思
う
』、
そ
う
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
ら
も
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て

よ
り
も
、
む
し
ろ
一
人
の
人
間
と
し
て
、
4

月
17
日
の
思
い
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て
、

G
A
M
A 

R
O
C
K
に
来
て
い
る
の
で
す
」

　

第
3
回
目
と
な
る
「
G
A
M
A�

R
O
C
K�

F
E
S�

2
0
1
4
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、「
東
北

の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉
が
新
た
に
刻
ま
れ
ま

し
た
。
平
間
至
さ
ん
や
A
T
S
U
S
H
I
さ
ん

と
共
に
、
大
槌
町
や
思
い
を
共
有
す
る
仲
間
の

イ
ベ
ン
ト
を
訪
れ
て
き
た
髙
橋
英
良
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

「
被
災
地
に
は
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
仲
間
が
い
れ
ば
も
っ

と
羽
ば
た
け
る
。
だ
か
ら
、
お
互
い
に
手
を

つ
な
い
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
。
困
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
、
時
に
は
泣
く
こ
と

も
あ
る
。
G
A
M
A 

R
O
C
K
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

思
い
を
共
有
す
る
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
、
今

年
も
ま
た
「
故
郷
」
塩
竈
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。

あ
の
日
の
思
い
を
語
り
継
ぎ
、
お
互
い
の
手
を

つ
な
ぐ
た
め
に
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
東

北
の
た
め
に
」。

G
A
M
A 

R
O
C
K

始
ま
り
は
震
災
発
生
1
カ
月
後
。

あ
る
日
の
炊
き
出
し
と
野
外
ラ
イ
ブ
が
、
人
々
の
心
に
希
望
の
火
を
灯
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
塩
竈
の
魅
力
を
伝
え
、
塩
竈
の
街
を
元
気
に
し
た
い
」

希
望
の
火
は
「
G
A
M
A 

R
O
C
K 

F
E
S
」
と
な
っ
て
、
今
年
も
塩
竈
を
熱
く
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

仲
間
が
い
れ
ば
、
も
っ
と
羽
ば
た
け
る
│
こ
れ
か
ら
の
東
北
の
た
め
に
。

始
ま
り
は
震
災
発
生
1
カ
月
後
。

あ
る
日
の
炊
き
出
し
と
野
外
ラ
イ
ブ
が
、
人
々
の
心
に
希
望
の
火
を
灯
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
塩
竈
の
魅
力
を
伝
え
、
塩
竈
の
街
を
元
気
に
し
た
い
」

希
望
の
火
は
「
G
A
M
A 

R
O
C
K 

F
E
S
」
と
な
っ
て
、
今
年
も
塩
竈
を
熱
く
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

GAMA�ROCKの原点となったライブ（2011 年 4月17日）GAMA�ROCKの原点となったライブ（2011 年 4月17日）
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し
お
が
ま

過
去
・
現
在
・
未
来

明
治
維
新
後
、
仙
台
藩
の
保
護
を
失
い
、

港
の
機
能
は
停
滞
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
人
々
は
海
面
埋
立
と

航
路
の
浚
渫
に
よ
る
「
築
港
」
を
計
画
。

新
し
い
港
に
、
地
域
の
未
来
を
託
し
ま
し
た
。

「（
鹽
竈
神
社
）
表
坂
よ
り
見
た
る
塩
竈
港
」

現
在
の
壱
番
館
付
近
を
写
し
た
絵
葉
書

（
明
治
時
代
末
頃
）

提
供
／
N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま

「
國
幣
中
社
鹽
竈
神
社
明
細
全
圖
」（
明
治
時
代
）

収
蔵
：
塩
竈
市
民
図
書
館

旧亀井邸（大正時代建造）

勝画楼（江戸時代建造） 丹六園（大正時代建造）

旧えびや旅館（明治時代建造）

権現堂浄水場および配水池
（明治時代建造）

「築港の碑」／塩竈市海岸通　みなと広場「シオーモの小径」

P H O T O
S T O R Y

明
治
・

　
　大
正
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人
々
と
ま
ち
を
襲
っ
た
戦
火
、

チ
リ
地
震
津
波
、

宮
城
県
沖
地
震
、
水
害
。

幾
た
び
か
の
災
害
を
た
く
ま
し
く

乗
り
越
え
て
、

塩
竈
市
は
全
国
有
数
の
み
な
と
ま
ち
、

水
産
都
市
へ
の
道
を
歩
み
続
け
ま
し
た
。

昭和 16年「市制施行式典」と「市制施行記念はがき」

昭和 23年「塩竈みなと祭のはじまり」

昭和 35年「チリ地震津波」昭和 61年「台風 10号被害」

昭和 40年代初めの千賀の浦

昭和56年「仙石線高架複線化事業完成」

昭
和

昭和 53年「宮城県沖地震」

昭和 59年「千賀の浦埋立工事　安全祈願式」

　

八
六
九
年（
貞
観
11
年
）	

貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
六
一
一
年（
慶
長
16
年
）	
地
震
津
波

一
六
四
六
年（
正
保
3
年
）	
地
震

一
七
〇
二
年（
元
禄
15
年
）	
火
災
、
鹽
竈
神
社
の
新
改
築
殿
焼
失

一
七
九
三
年（
寛
政
5
年
）	

慶
長
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
八
三
五
年（
天
保
6
年
）	

地
震

一
八
三
六
年（
天
保
7
年
）	

暴
風
雨
・
高
潮
被
害

一
八
三
七
年（
天
保
8
年
）	

チ
リ
地
震
津
波
。
赤
坂
ま
で
浸
水
し
た
記
録
が
あ
る

一
八
六
七
年（
慶
応
3
年
）	

大
火

一
八
八
二
年（
明
治
15
年
）  

塩
釜
港
、
最
初
の
築
港（
浚
渫
・
埋
立
）
は
じ

ま
る（
18
年
完
成
）

一
八
八
六
年（
明
治
19
年
）	

大
火

一
八
八
七
年（
明
治
20
年
） 

東
北
線（
上
野
〜
塩
釜
間
）
開
通 

一
八
八
八
年（
明
治
21
年
） 

北
浜
の
海
面
を
埋
め
立
て
る

一
八
八
九
年（
明
治
22
年
） 

塩
竈
町
が
生
ま
れ
る（
2
月
9
日
）

 

（
人
口
４
２
２
８
人
、
世
帯
数
7
8
3
） 

一
八
九
六
年（
明
治
29
年
）	

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

一
九
〇
〇
年（
明
治
33
年
）	

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
一
〇
年（
明
治
43
年
） 

重
要
港
湾
と
な
る

一
九
一
二
年（
明
治
45
年
） 

上
水
道
創
設
事
業
給
水
開
始

 

（
事
業
費
１
６
０
千
円
）

一
九
一
五
年（
大
正
4
年
） 

築
港
工
事
は
じ
ま
る

一
九
二
五
年（
大
正
14
年
）	

宮
城
電
鉄（
現
在
の
J
R
東
日
本
仙
石
線
）、

 

仙
台
〜
西
塩
釜
間
開
通 

一
九
二
七
年（
昭
和
2
年
） 

宮
城
電
鉄
、
東
塩
釜
〜
松
島
海
岸
開
通

一
九
二
九
年（
昭
和
4
年
） 

塩
竈
魚
市
場
開
場 

一
九
三
三
年（
昭
和
8
年
） 

臨
港
線
開
通
、
塩
竈
の
築
港
が
完
成

 

三
陸
地
震（
3
月
3
日
）

一
九
四
一
年（
昭
和
16
年
） 

洪
水
被
害（
6
月
6
〜
7
日
）

 

市
制
施
行（
人
口
３
万
１
２
８
６
人
、
世
帯 

 

数
５
７
１
７
）（
11
月
23
日
）

 

第
二
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る（
12
月
8
日
）

一
九
四
四
年（
昭
和
19
年
） 

東
北
本
線
海
岸
線
回
り
開
通 

	

塩
竈
市
空
襲（
12
月
29
日
）	

一
九
四
五
年（
昭
和
20
年
） 

市
立
病
院
開
設

 

第
二
次
世
界
大
戦
終
わ
る（
8
月
15
日
） 

一
九
五
〇
年（
昭
和
25
年
） 

浦
戸
村
と
合
併

	

暴
風
被
害（
3
月
5
日
）

一
九
五
三
年（
昭
和
28
年
） 

暴
風
雨
・
高
潮
被
害（
9
月
25
〜
26
日
）

一
九
五
四
年（
昭
和
29
年
） 

一
万
ト
ン
岸
壁
修
築
工
事
着
工 

一
九
五
六
年（
昭
和
31
年
） 

東
北
本
線
塩
釜
駅
営
業
開
始

一
九
五
九
年（
昭
和
34
年
） 

貞
山
第
一
号
埠
頭（
一
万
ト
ン
）
完
成

一
九
六
〇
年（
昭
和
35
年
） 

市
役
所
新
庁
舎
落
成

	

暴
風
雪
被
害（
1
月
16
〜
17
日
）

	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
）	

一
九
六
二
年（
昭
和
37
年
） 

一
万
ト
ン
埠
頭
上
屋
完
成

	

暴
風
高
潮
被
害（
1
月
2
日
）

	

宮
城
県
北
部
地
震（
4
月
30
日
）

	

高
潮
被
害（
9
月
16
日
、
11
月
15
日
）

一
九
六
四
年（
昭
和
39
年
） 

新
産
業
都
市
建
設
地
域
指
定 

宮
城
県
お
よ
び
塩
竈
市
に
お
け
る
災
害
と
街
の
発
展
の
歴
史
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昭和 31年

　塩竈に関係の深い文化財や美術作
品、文学作品を鑑賞することができ
るウェブサイトで、塩竈市教育委員
会が運営しています。
　コンテンツの一つである「震災記
伝」では、震災の教訓を後世に伝承
するため、塩竈で撮影された津波の
動画や画像。被災状況を伝える貴重
な資料を収集、共有するとともに、
その一部を公開しています。市内各
地の震災前、過ぎた時代の懐かしい
風景を振り返ることもできます。

「文化の港　シオーモ」
http://shiomo.jp

海に向かって拡がった市街地（国土地理院より）

年
表

昭和 31年 昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

港
や
海
と
と
も
に
営
み
を
続
け
て
き
た

塩
竈
市
の
震
災
復
興
は
、
現
地
再
建
。

「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

平成 8年「マリンゲート塩釜」

平成 18年「三陸塩竈ひがしもの」商標登録�

平成 6年「9.22 水害」

宮城県土木部
「水害　平成6年9月22日〜23日
　大雨災害の記録」より

平
成

一
九
六
五
年（
昭
和
40
年
） 

新
浜
町
に
魚
市
場
新
築
移
転 

一
九
六
六
年（
昭
和
41
年
） 

浦
戸
簡
易
水
道
完
成

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
24
〜
25
日
）

一
九
六
八
年（
昭
和
43
年
） 

港
湾
合
同
庁
舎
完
成

一
九
六
九
年（
昭
和
44
年
） 

水
産
加
工
団
地
建
設

一
九
七
〇
年（
昭
和
45
年
） 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
発
足

一
九
七
二
年（
昭
和
47
年
） 

大
雨
被
害（
1
月
16
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
9
月
16
日
）

一
九
七
四
年（
昭
和
49
年
） 

豪
雨
被
害（
6
月
6
日
）

一
九
七
六
年（
昭
和
51
年
） 

豪
雨
被
害（
8
月
5
〜
7
日
）

	

崖
崩
れ
被
害（
9
月
6
日
）

一
九
七
七
年（
昭
和
52
年
） 

台
風
11
号
被
害（
9
月
19
日
）

一
九
七
八
年（
昭
和
53
年
） 

大
雨
被
害（
3
月
11
日
）

	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
）

一
九
七
九
年（
昭
和
54
年
） 

高
潮
被
害（
10
月
7
〜
8
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
10
月
20
日
）

一
九
八
〇
年（
昭
和
55
年
） 

強
風
被
害（
3
月
10
日
）

	

大
雨
被
害（
7
月
31
日
）

一
九
八
一
年（
昭
和
56
年
） 

台
風
15
号
被
害（
8
月
22
日
）

	

暴
風
雨
被
害（
10
月
22
〜
23
日
）

 

仙
石
線
高
架
複
線
化
事
業
完
成（
11
月
1
日
開
通
）

一
九
八
二
年（
昭
和
57
年
） 

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
浦
戸
診
療
所
落
成

 

魚
市
場
水
揚
高
５
０
０
億
円
を
超
す

一
九
八
四
年（
昭
和
59
年
） 

塩
竈
市
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

一
九
八
六
年（
昭
和
61
年
） 

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

	

台
風
10
号
被
害（
8
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
〇
年（
平
成
2
年
） 

台
風
19
号
被
害（
9
月
19
〜
20
日
）

	

大
雨
被
害（
10
月
26
日
）

	

大
雨
被
害（
11
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
一
年（
平
成
3
年
） 

市
制
施
行
50
周
年

一
九
九
二
年（
平
成
4
年
） 

総
合
治
水
対
策
開
始

一
九
九
四
年（
平
成
6
年
） 

塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
策
定

 
 

雨
水
貯
留
浸
透
事
業
が
全
国
に
先
立
ち
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
指
定

	

集
中
豪
雨
被
害（
9
月
22
〜
23
日
）

一
九
九
五
年（
平
成
7
年
） 

市
立
病
院
開
設
50
周
年

一
九
九
六
年（
平
成
8
年
） 

新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル「
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
」

 

オ
ー
プ
ン

 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
開
始

一
九
九
九
年（
平
成
11
年
） 

塩
竈
市
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）
全
73
局
開
局

 

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画（
震
災
対
策
編
）
策
定

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
7
月
13
日
）

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
8
月
14
日
）

二
〇
〇
一
年（
平
成
13
年
）  

塩
釜
港
が
特
定
重
要
港
湾
に
昇
格
、
港
名
が

仙
台
塩
釜
港
に
変
更

 

中
央
第
一
貯
留
管
、
新
浜
町
公
園
調
整
池
が
完
成

 

市
制
施
行
60
周
年

二
〇
〇
二
年（
平
成
14
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
10
月
1
〜
2
日
）

二
〇
〇
三
年（
平
成
15
年
） 

宮
城
県
沖
・
三
陸
南
地
震（
5
月
26
日
）

	

宮
城
県
北
部
・
宮
城
県
北
部
連
続
地
震（
7
月
26
日
）

	

十
勝
沖
地
震
津
波（
9
月
26
日
）

二
〇
〇
四
年（
平
成
16
年
） 

「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
土
地
区
画
整
理
事
業
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
五
年（
平
成
17
年
） 

宮
城
県
沖
地
震（
8
月
16
日
）

二
〇
〇
六
年（
平
成
18
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
27
日
）

	

異
常
高
潮
・
大
雨
被
害（
10
月
6
〜
12
日
）

二
〇
〇
七
年（
平
成
19
年
） 「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
ま
ち
び
ら
き

二
〇
〇
八
年（
平
成
20
年
） 

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

二
〇
〇
九
年（
平
成
21
年
） 

藤
倉
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

 

魚
市
場
開
設
80
周
年

	

高
潮
被
害（
10
月
8
日
）

二
〇
一
〇
年（
平
成
22
年
） 

「
海
辺
の
賑
い
地
区
」
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
駅
前
広
場
完
成

 

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
）

	

高
潮
被
害（
5
月
30
日
）

	

低
気
圧
通
過
に
よ
る
被
害（
12
月
22
日
）

二
〇
一
一
年（
平
成
23
年
） 

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）	

	

台
風
15
号（
9
月
21
日
）

 

市
制
施
行
70
周
年

 

「
震
災
復
興
計
画
」
策
定

二
〇
一
二
年（
平
成
24
年
） 

防
災
行
政
無
線
全
73
局
デ
ジ
タ
ル
化

 

水
道
事
業
1
0
0
周
年

 

震
災
復
興
推
進
局
の
新
設

二
〇
一
四
年（
平
成
26
年
） 

塩
竈
市
営
汽
船
就
航
70
周
年

参
考
／
理
科
年
表
、新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧

平成 19年「海辺の賑わい地区」まちびらき

平成 2年「大雨被害」

昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
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昭和 31年

　塩竈に関係の深い文化財や美術作
品、文学作品を鑑賞することができ
るウェブサイトで、塩竈市教育委員
会が運営しています。
　コンテンツの一つである「震災記
伝」では、震災の教訓を後世に伝承
するため、塩竈で撮影された津波の
動画や画像。被災状況を伝える貴重
な資料を収集、共有するとともに、
その一部を公開しています。市内各
地の震災前、過ぎた時代の懐かしい
風景を振り返ることもできます。

「文化の港　シオーモ」
http://shiomo.jp

海に向かって拡がった市街地（国土地理院より）

年
表

昭和 31年 昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

港
や
海
と
と
も
に
営
み
を
続
け
て
き
た

塩
竈
市
の
震
災
復
興
は
、
現
地
再
建
。

「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

平成 8年「マリンゲート塩釜」

平成 18年「三陸塩竈ひがしもの」商標登録�

平成 6年「9.22 水害」

宮城県土木部
「水害　平成6年9月22日〜23日
　大雨災害の記録」より

平
成

一
九
六
五
年（
昭
和
40
年
） 

新
浜
町
に
魚
市
場
新
築
移
転 

一
九
六
六
年（
昭
和
41
年
） 

浦
戸
簡
易
水
道
完
成

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
24
〜
25
日
）

一
九
六
八
年（
昭
和
43
年
） 

港
湾
合
同
庁
舎
完
成

一
九
六
九
年（
昭
和
44
年
） 

水
産
加
工
団
地
建
設

一
九
七
〇
年（
昭
和
45
年
） 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
発
足

一
九
七
二
年（
昭
和
47
年
） 

大
雨
被
害（
1
月
16
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
9
月
16
日
）

一
九
七
四
年（
昭
和
49
年
） 

豪
雨
被
害（
6
月
6
日
）

一
九
七
六
年（
昭
和
51
年
） 

豪
雨
被
害（
8
月
5
〜
7
日
）

	

崖
崩
れ
被
害（
9
月
6
日
）

一
九
七
七
年（
昭
和
52
年
） 

台
風
11
号
被
害（
9
月
19
日
）

一
九
七
八
年（
昭
和
53
年
） 

大
雨
被
害（
3
月
11
日
）

	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
）

一
九
七
九
年（
昭
和
54
年
） 

高
潮
被
害（
10
月
7
〜
8
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
10
月
20
日
）

一
九
八
〇
年（
昭
和
55
年
） 

強
風
被
害（
3
月
10
日
）

	

大
雨
被
害（
7
月
31
日
）

一
九
八
一
年（
昭
和
56
年
） 

台
風
15
号
被
害（
8
月
22
日
）

	

暴
風
雨
被
害（
10
月
22
〜
23
日
）

 

仙
石
線
高
架
複
線
化
事
業
完
成（
11
月
1
日
開
通
）

一
九
八
二
年（
昭
和
57
年
） 

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
浦
戸
診
療
所
落
成

 

魚
市
場
水
揚
高
５
０
０
億
円
を
超
す

一
九
八
四
年（
昭
和
59
年
） 

塩
竈
市
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

一
九
八
六
年（
昭
和
61
年
） 

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

	

台
風
10
号
被
害（
8
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
〇
年（
平
成
2
年
） 

台
風
19
号
被
害（
9
月
19
〜
20
日
）

	

大
雨
被
害（
10
月
26
日
）

	

大
雨
被
害（
11
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
一
年（
平
成
3
年
） 

市
制
施
行
50
周
年

一
九
九
二
年（
平
成
4
年
） 

総
合
治
水
対
策
開
始

一
九
九
四
年（
平
成
6
年
） 

塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
策
定

 
 

雨
水
貯
留
浸
透
事
業
が
全
国
に
先
立
ち
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
指
定

	

集
中
豪
雨
被
害（
9
月
22
〜
23
日
）

一
九
九
五
年（
平
成
7
年
） 

市
立
病
院
開
設
50
周
年

一
九
九
六
年（
平
成
8
年
） 

新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル「
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
」

 

オ
ー
プ
ン

 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
開
始

一
九
九
九
年（
平
成
11
年
） 

塩
竈
市
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）
全
73
局
開
局

 

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画（
震
災
対
策
編
）
策
定

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
7
月
13
日
）

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
8
月
14
日
）

二
〇
〇
一
年（
平
成
13
年
）  

塩
釜
港
が
特
定
重
要
港
湾
に
昇
格
、
港
名
が

仙
台
塩
釜
港
に
変
更

 

中
央
第
一
貯
留
管
、
新
浜
町
公
園
調
整
池
が
完
成

 

市
制
施
行
60
周
年

二
〇
〇
二
年（
平
成
14
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
10
月
1
〜
2
日
）

二
〇
〇
三
年（
平
成
15
年
） 

宮
城
県
沖
・
三
陸
南
地
震（
5
月
26
日
）

	

宮
城
県
北
部
・
宮
城
県
北
部
連
続
地
震（
7
月
26
日
）

	

十
勝
沖
地
震
津
波（
9
月
26
日
）

二
〇
〇
四
年（
平
成
16
年
） 

「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
土
地
区
画
整
理
事
業
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
五
年（
平
成
17
年
） 

宮
城
県
沖
地
震（
8
月
16
日
）

二
〇
〇
六
年（
平
成
18
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
27
日
）

	

異
常
高
潮
・
大
雨
被
害（
10
月
6
〜
12
日
）

二
〇
〇
七
年（
平
成
19
年
） 「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
ま
ち
び
ら
き

二
〇
〇
八
年（
平
成
20
年
） 
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

二
〇
〇
九
年（
平
成
21
年
） 

藤
倉
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

 

魚
市
場
開
設
80
周
年

	

高
潮
被
害（
10
月
8
日
）

二
〇
一
〇
年（
平
成
22
年
） 

「
海
辺
の
賑
い
地
区
」
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
駅
前
広
場
完
成

 

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
）

	

高
潮
被
害（
5
月
30
日
）

	

低
気
圧
通
過
に
よ
る
被
害（
12
月
22
日
）

二
〇
一
一
年（
平
成
23
年
） 

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）	

	

台
風
15
号（
9
月
21
日
）

 

市
制
施
行
70
周
年

 

「
震
災
復
興
計
画
」
策
定

二
〇
一
二
年（
平
成
24
年
） 

防
災
行
政
無
線
全
73
局
デ
ジ
タ
ル
化

 

水
道
事
業
1
0
0
周
年

 

震
災
復
興
推
進
局
の
新
設

二
〇
一
四
年（
平
成
26
年
） 

塩
竈
市
営
汽
船
就
航
70
周
年

参
考
／
理
科
年
表
、新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧

平成 19年「海辺の賑わい地区」まちびらき

平成 2年「大雨被害」

昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
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人
々
と
ま
ち
を
襲
っ
た
戦
火
、

チ
リ
地
震
津
波
、

宮
城
県
沖
地
震
、
水
害
。

幾
た
び
か
の
災
害
を
た
く
ま
し
く

乗
り
越
え
て
、

塩
竈
市
は
全
国
有
数
の
み
な
と
ま
ち
、

水
産
都
市
へ
の
道
を
歩
み
続
け
ま
し
た
。

昭和 16年「市制施行式典」と「市制施行記念はがき」

昭和 23年「塩竈みなと祭のはじまり」

昭和 35年「チリ地震津波」昭和 61年「台風 10号被害」

昭和 40年代初めの千賀の浦

昭和56年「仙石線高架複線化事業完成」

昭
和

昭和 53年「宮城県沖地震」

昭和 59年「千賀の浦埋立工事　安全祈願式」

　

八
六
九
年（
貞
観
11
年
）	

貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
六
一
一
年（
慶
長
16
年
）	

地
震
津
波

一
六
四
六
年（
正
保
3
年
）	

地
震

一
七
〇
二
年（
元
禄
15
年
）	

火
災
、
鹽
竈
神
社
の
新
改
築
殿
焼
失

一
七
九
三
年（
寛
政
5
年
）	

慶
長
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
八
三
五
年（
天
保
6
年
）	

地
震

一
八
三
六
年（
天
保
7
年
）	

暴
風
雨
・
高
潮
被
害

一
八
三
七
年（
天
保
8
年
）	

チ
リ
地
震
津
波
。
赤
坂
ま
で
浸
水
し
た
記
録
が
あ
る

一
八
六
七
年（
慶
応
3
年
）	

大
火

一
八
八
二
年（
明
治
15
年
）  

塩
釜
港
、
最
初
の
築
港（
浚
渫
・
埋
立
）
は
じ

ま
る（
18
年
完
成
）

一
八
八
六
年（
明
治
19
年
）	

大
火

一
八
八
七
年（
明
治
20
年
） 

東
北
線（
上
野
〜
塩
釜
間
）
開
通 

一
八
八
八
年（
明
治
21
年
） 

北
浜
の
海
面
を
埋
め
立
て
る

一
八
八
九
年（
明
治
22
年
） 

塩
竈
町
が
生
ま
れ
る（
2
月
9
日
）

 

（
人
口
４
２
２
８
人
、
世
帯
数
7
8
3
） 

一
八
九
六
年（
明
治
29
年
）	

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

一
九
〇
〇
年（
明
治
33
年
）	

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
一
〇
年（
明
治
43
年
） 

重
要
港
湾
と
な
る

一
九
一
二
年（
明
治
45
年
） 

上
水
道
創
設
事
業
給
水
開
始

 

（
事
業
費
１
６
０
千
円
）

一
九
一
五
年（
大
正
4
年
） 

築
港
工
事
は
じ
ま
る

一
九
二
五
年（
大
正
14
年
）	

宮
城
電
鉄（
現
在
の
J
R
東
日
本
仙
石
線
）、

 

仙
台
〜
西
塩
釜
間
開
通 

一
九
二
七
年（
昭
和
2
年
） 

宮
城
電
鉄
、
東
塩
釜
〜
松
島
海
岸
開
通

一
九
二
九
年（
昭
和
4
年
） 

塩
竈
魚
市
場
開
場 

一
九
三
三
年（
昭
和
8
年
） 

臨
港
線
開
通
、
塩
竈
の
築
港
が
完
成

 

三
陸
地
震（
3
月
3
日
）

一
九
四
一
年（
昭
和
16
年
） 

洪
水
被
害（
6
月
6
〜
7
日
）

 

市
制
施
行（
人
口
３
万
１
２
８
６
人
、
世
帯 

 

数
５
７
１
７
）（
11
月
23
日
）

 

第
二
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る（
12
月
8
日
）

一
九
四
四
年（
昭
和
19
年
） 

東
北
本
線
海
岸
線
回
り
開
通 

	

塩
竈
市
空
襲（
12
月
29
日
）	

一
九
四
五
年（
昭
和
20
年
） 

市
立
病
院
開
設

 

第
二
次
世
界
大
戦
終
わ
る（
8
月
15
日
） 

一
九
五
〇
年（
昭
和
25
年
） 

浦
戸
村
と
合
併

	

暴
風
被
害（
3
月
5
日
）

一
九
五
三
年（
昭
和
28
年
） 

暴
風
雨
・
高
潮
被
害（
9
月
25
〜
26
日
）

一
九
五
四
年（
昭
和
29
年
） 

一
万
ト
ン
岸
壁
修
築
工
事
着
工 

一
九
五
六
年（
昭
和
31
年
） 

東
北
本
線
塩
釜
駅
営
業
開
始

一
九
五
九
年（
昭
和
34
年
） 

貞
山
第
一
号
埠
頭（
一
万
ト
ン
）
完
成

一
九
六
〇
年（
昭
和
35
年
） 

市
役
所
新
庁
舎
落
成

	

暴
風
雪
被
害（
1
月
16
〜
17
日
）

	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
）	

一
九
六
二
年（
昭
和
37
年
） 

一
万
ト
ン
埠
頭
上
屋
完
成

	

暴
風
高
潮
被
害（
1
月
2
日
）

	

宮
城
県
北
部
地
震（
4
月
30
日
）

	

高
潮
被
害（
9
月
16
日
、
11
月
15
日
）

一
九
六
四
年（
昭
和
39
年
） 

新
産
業
都
市
建
設
地
域
指
定 

宮
城
県
お
よ
び
塩
竈
市
に
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け
る
災
害
と
街
の
発
展
の
歴
史

3031

PHOTO STORY



塩竈市震災記録誌◎ワークショップ
塩
竈
市
震
災
記
録
誌
◎
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、塩
竈
市
は
本
土
地
区
も
浦
戸
地
区
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
、多
く
の
命
と
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、ど
ん
な
に
被
害
が
甚
大
で
も
、時
が
た
つ
に
つ
れ
て
そ
の
記
憶

は
風
化
し
て
い
き
ま
す
。将
来
ふ
た
た
び
こ
の
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、震
災
の
記
憶
は
何
と
し
て
も
記
録
に
止
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
震
災
記
録
誌
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、市
で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
、市
民
の
皆
さ
ん
が
大
震
災
で
見
た
こ
と
、記
録

し
た
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、互
い
に
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
作
成
事
業

関
連
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
「
津
波
災
害
の
視
点
か
ら
塩
竈
の
歴

史
を
知
る
」、「
震
災
当
時
に
撮
影
し
た

写
真
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、当
時
を
振

り
返
る
」、「
3
年
以
上
た
っ
た
今
、ま
ち

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
を
見

直
す
」。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
こ
の
3
つ
の

テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。広
報
誌
や

チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
募
し
た
結

果
、市
内
に
在
住
あ
る
い
は
お
勤
め
の
10

代
か
ら
70
代
、延
べ
50
名
余
り
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
出
身
で
仙
台
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
の
木
村
浩
二
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
塩
竈
と
い
う
ま
ち
の
成

り
立
ち
や
位
置
付
け
、
役
割
な
ど
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
半
は
縄
文
時
代
か
ら
今
へ
続
く

塩
竈
の
歴
史
に
つ
い
て
、
後
半
は
過

去
に
塩
竈
で
起
き
た
地
震
と
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

塩
竈
の
津
波
と

復
興
の
歴
史
に
ふ
れ
る

平
成
26
年
6
月
15
日
［
日
］

14
時
30
分
〜
17
時

ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈 

学
習
室
1

テ
ー
マ
1 

「
塩
竈
の
歴
史
を
聞
い
て
み

よ
う
、
考
え
て
み
よ
う
。」

テ
ー
マ
2 

「
東
日
本
大
震
災
と
塩
竈
〜

震
災
と
復
興
の
歴
史
〜
」

第
１
回

　

震
災
時
の
写
真
を
参
加
者
が
持
ち

寄
り
、
ど
う
い
う
状
況
で
写
真
を
撮
っ

た
の
か
、
ま
た
そ
の
時
ど
う
い
う
生

活
だ
っ
た
の
か
、
当
時
の
様
子
を
語

り
合
い
な
が
ら
記
憶
の
共
有
を
し
ま

し
た
。
震
災
か
ら
3
年
半
を
振
り
返

り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
ま
ち
を

復
興
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
話
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。

３・11
の
記
憶
を
写
真
か
ら

呼
び
起
こ
し
、共
有
、伝
承
す
る

平
成
26
年
6
月
29
日
［
日
］

 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈 

学
習
室
1

公
開
サ
ロ
ン
「
ア
ナ
タ
の
撮
っ
た
３
・

11
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」

第
２
回

　

前
半
は
、
撮
影
さ
れ
た
震
災
直
後

の
現
場
を
訪
ね
、
ま
ち
歩
き
を
し
な

が
ら
現
在
の
状
況
を
定
点
撮
影
し
ま

し
た
。
復
興
の
様
子
や
何
を
感
じ
る

か
、
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
の

感
想
や
、
将
来
の
塩
竈
へ
の
希
望
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
に
自
由
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

復
興
の
歩
み
を

知
る
、感
じ
る

平
成
26
年
7
月
12
日
［
土
］

 

13
時
30
分
〜
16
時

壱
番
館 

5
階
和
室
1
（
周
辺
撮
影
）

ま
ち
歩
き
「
３
・
11
の
イ
マ
を
訪
ね
歩

き
ま
し
ょ
う
。」

第
３
回

35 34
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被
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、多
く
の
命
と
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
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な
に
被
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が
甚
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で
も
、時
が
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つ
に
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そ
の
記
憶
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て
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す
。将
来
ふ
た
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こ
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繰
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た
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の
記
憶
は
何
と
し
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も
記
録
に
止
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お
か
な
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な
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ま
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ん
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こ
の
震
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録
誌
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作
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す
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に
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、市
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は
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の
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ん
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に
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の
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。
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点
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ら
塩
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の
歴
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知
る
」、「
震
災
当
時
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た
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を
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な
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ら
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振
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に
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こ
の
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の
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し
た
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塩
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い
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ま
ち
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成
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立
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や
位
置
付
け
、
役
割
な
ど
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
半
は
縄
文
時
代
か
ら
今
へ
続
く

塩
竈
の
歴
史
に
つ
い
て
、
後
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は
過

去
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日
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、
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史
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史
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、
当
時
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を
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な
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記
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た
。
震
災
か
ら
3
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振
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返
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、
今
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ど
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よ
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ち
を
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う
こ
と

を
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ま
と
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深
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て

い
き
ま
し
た
。
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憶
を
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ま
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子
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る

か
、
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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際
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、
将
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の
塩
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の
希
望
な
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て
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月
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３
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35 34



塩竈市震災記録誌◎ワークショップ

　

発
掘
調
査
か
ら
分
か
っ
た

　

日
本
有
数
の
遺
跡
の
宝
庫

　

縄
文
時
代
の
松
島
湾
沿
岸
の
地
域
は
日
本
で

も
有
数
の
貝
塚
が
発
達
し
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、

遺
跡
の
宝
庫
で
す
。
最
も
古
い
も
の
は
塩
竈
か

ら
外
洋
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
舟
入
島
の
貝

塚
で
、
約
６
０
０
０
年
前
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
塩
釜
港
の
南
隣
、
七
ヶ
浜
町
の
大だ

い
ぎ
が
こ
い

木
囲

貝
塚
に
あ
っ
た
集
落
に
は
、
約
２
０
０
０
年
間
、

人
々
が
住
み
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
の
気
温
は
と
て
も
温
暖
で
、
今

よ
り
も
2
度
か
ら
3
度
ほ
ど
、
年
平
均
気
温
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
は
海
の
幸
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
浜

辺
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
象
徴
で
あ

る
貝
塚
は
、
海
か
ら
少
し
離
れ
た
高
台
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
の
人
々
は
、

今
よ
り
も
津
波
に
対
す
る
防
災
減
災
の
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
塩
竈
周
辺
に
は
縄
文
の
昔
か
ら

絶
え
ず
人
が
住
ん
で
い
て
、
多
く
の
人
々
の
暮

ら
し
、
営
み
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
塩
竈

の
歴
史
で
あ
る
と
、
ま
ず
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
香こ
う

津づ

町ま
ち

」と
い
う

　

地
名
の
由
来

　

塩
竈
に
は
「
香
津
町
」
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
正
5
年
に
命
名
さ
れ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
国
府
は「
こ
う
」、港
は「
つ
」と
読
み
、

国
府
の
港
で
「
こ
う
つ
」
と
読
み
ま
す
。
お
そ

ら
く
「
か
つ
て
こ
こ
に
国
府
の
港
が
あ
っ
た
」

と
い
う
聞
き
伝
え
を
元
に
漢
字
を
当
て
は
め
て

「
香
津
」
と
定
め
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
古
い
地
図
を
見
る
と
、
舟
戸
と
呼
ん

で
い
た
地
区
ま
で
千
賀
の
浦
が
入
り
込
み
、
香

津
町
の
す
ぐ
下
が
海
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
今
の
西
塩
釜
の
駅
の
近
く
、
佐
浦
町

界
隈
で
す
。
現
在
で
は
開
発
や
埋
め
立
て
で
痕

跡
は
一
切
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
陸

奥
国
府
で
あ
る
多
賀
城
の
専
用
港
が
か
つ
て
塩

竈
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

講師の木村浩二さん

　　は奈良時代頃の海岸線、　　は昭和34年当時の海岸線／塩竈市史Ⅲ別編Ⅰ（昭和34年発行）から作図
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史
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「
貞
観
地
震
津
波
」と

　
「
慶
長
の
地
震
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
貞
観
地
震
津
波
」
の

存
在
が
あ
ら
た
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
貞
観
地
震
津
波
」
は
、
平
安
時
代
に
東

北
南
部
太
平
洋
側
を
襲
っ
た
大
地
震
・
大
津
波

で
す
。

　

平
安
時
代
初
期
の
歴
史
書
で
皇
室
の
公
式
記

録
で
あ
る
『
日
本
三
代
實
録
』
の
条
文
の
中
に
、

貞
観
11
（
西
暦
８
６
９
）
年
5
月
26
日
に
国
府

多
賀
城
を
襲
っ
た
大
地
震
と
津
波
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
地
震
直
後
の
生
々
し
い
国
府
多
賀

城
周
辺
地
域
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
す
。
記

録
は
簡
潔
な
が
ら
、
甚
大
な
被
害
の
様
子
を
伝

え
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
状
況
と
全
く

変
わ
ら
な
い
光
景
が
、
平
安
時
代
の
こ
の
記
録

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

貞
観
十
一（
８
６
９
）年
五
月
二
十
六
日
条

　

海
を
活
か
し
、

　

海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
ま
ち

　

江
戸
時
代
に
な
っ
て
１
０
０
年
ほ
ど
が
過
ぎ

た
元
禄
年
間
。
当
時
の
塩
竈
の
町
割
り
を
推
定

し
た
図
を
見
て
み
る
と
、
塩
竈
の
町
の
様
子
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

入
り
江
が
だ
い
ぶ
埋
め
立
て
ら
れ
、
平
坦
な
土

地
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、「
新
町
」
や
「
新
河
岸
」

な
ど
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
新
し
く
で
き
た
土

地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
町
名
が
地
図
上
に
現
れ

て
き
ま
す
。

　

今
の
地
図
と
比
べ
る
と
海
岸
線
が
全
く
違
う

こ
と
か
ら
、
今
の
塩
竈
の
中
心
地
は
、
埋
め
立

て
た
場
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
平
坦
な
中
心
地
は
、
中
世
以
降
の
度
重
な

る
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
で
き
た
新
し
い
土
地
な

の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
の
あ
っ
た
場
所

と
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
場
所
を
重
ね
て
み
る
と
、

古
地
形
に
沿
う
形
で
津
波
被
害
に
遭
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
埋
め
立
て
地
が
い
か
に
リ
ス
ク
の

高
い
土
地
だ
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
地
震
に

よ
り
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

塩
竈
は
、
常
に
海
を
活
か
し
、
海
と
と
も
に

生
き
て
き
た
ま
ち
で
す
。
政
治
の
中
心
地
と
密

接
に
連
携
し
な
が
ら
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
何
千
年
も
前
か
ら
、
海
や
港
、
神

社
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
商
業
の
町
。
い
ろ
い

ろ
な
側
面
を
持
ち
な
が
ら
、
港
と
と
も
に
発
展

し
て
き
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

有
史
以
来
、
幾
た
び
も
の
地
震
や
津
波
に
襲

わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
度
に
力
強
く
何
度
も
立

ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
き
な
地
震
・

津
波
が
一
定
周
期
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
塩
竈
は
過
去
何
回
も
津
波
に
襲
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
塩
竈
も
含
め
、

海
を
生
業
に
し
て
い
る
漁
村
は
海
か
ら
は
離
れ

て
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
津
波
は
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
続
け
、

自
然
災
害
が
起
き
た
と
き
の
心
構
え
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
が
「
減
災
」
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
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発
掘
調
査
か
ら
分
か
っ
た

　

日
本
有
数
の
遺
跡
の
宝
庫

　

縄
文
時
代
の
松
島
湾
沿
岸
の
地
域
は
日
本
で

も
有
数
の
貝
塚
が
発
達
し
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、

遺
跡
の
宝
庫
で
す
。
最
も
古
い
も
の
は
塩
竈
か

ら
外
洋
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
舟
入
島
の
貝

塚
で
、
約
６
０
０
０
年
前
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
塩
釜
港
の
南
隣
、
七
ヶ
浜
町
の
大だ

い
ぎ
が
こ
い

木
囲

貝
塚
に
あ
っ
た
集
落
に
は
、
約
２
０
０
０
年
間
、

人
々
が
住
み
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
の
気
温
は
と
て
も
温
暖
で
、
今

よ
り
も
2
度
か
ら
3
度
ほ
ど
、
年
平
均
気
温
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
は
海
の
幸
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
浜

辺
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
象
徴
で
あ

る
貝
塚
は
、
海
か
ら
少
し
離
れ
た
高
台
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
の
人
々
は
、

今
よ
り
も
津
波
に
対
す
る
防
災
減
災
の
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
塩
竈
周
辺
に
は
縄
文
の
昔
か
ら

絶
え
ず
人
が
住
ん
で
い
て
、
多
く
の
人
々
の
暮

ら
し
、
営
み
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
塩
竈

の
歴
史
で
あ
る
と
、
ま
ず
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
香こ
う

津づ

町ま
ち

」と
い
う

　

地
名
の
由
来

　

塩
竈
に
は
「
香
津
町
」
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
正
5
年
に
命
名
さ
れ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
国
府
は「
こ
う
」、港
は「
つ
」と
読
み
、

国
府
の
港
で
「
こ
う
つ
」
と
読
み
ま
す
。
お
そ

ら
く
「
か
つ
て
こ
こ
に
国
府
の
港
が
あ
っ
た
」

と
い
う
聞
き
伝
え
を
元
に
漢
字
を
当
て
は
め
て

「
香
津
」
と
定
め
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
古
い
地
図
を
見
る
と
、
舟
戸
と
呼
ん

で
い
た
地
区
ま
で
千
賀
の
浦
が
入
り
込
み
、
香

津
町
の
す
ぐ
下
が
海
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
今
の
西
塩
釜
の
駅
の
近
く
、
佐
浦
町

界
隈
で
す
。
現
在
で
は
開
発
や
埋
め
立
て
で
痕

跡
は
一
切
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
陸

奥
国
府
で
あ
る
多
賀
城
の
専
用
港
が
か
つ
て
塩

竈
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
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　　は奈良時代頃の海岸線、　　は昭和34年当時の海岸線／塩竈市史Ⅲ別編Ⅰ（昭和34年発行）から作図
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「
貞
観
地
震
津
波
」と

　
「
慶
長
の
地
震
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
貞
観
地
震
津
波
」
の

存
在
が
あ
ら
た
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
貞
観
地
震
津
波
」
は
、
平
安
時
代
に
東

北
南
部
太
平
洋
側
を
襲
っ
た
大
地
震
・
大
津
波

で
す
。

　

平
安
時
代
初
期
の
歴
史
書
で
皇
室
の
公
式
記

録
で
あ
る
『
日
本
三
代
實
録
』
の
条
文
の
中
に
、

貞
観
11
（
西
暦
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６
９
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年
5
月
26
日
に
国
府

多
賀
城
を
襲
っ
た
大
地
震
と
津
波
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
地
震
直
後
の
生
々
し
い
国
府
多
賀

城
周
辺
地
域
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
す
。
記

録
は
簡
潔
な
が
ら
、
甚
大
な
被
害
の
様
子
を
伝

え
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
状
況
と
全
く

変
わ
ら
な
い
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景
が
、
平
安
時
代
の
こ
の
記
録

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

貞
観
十
一（
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）年
五
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十
六
日
条

　

海
を
活
か
し
、

　

海
と
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に
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ま
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江
戸
時
代
に
な
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１
０
０
年
ほ
ど
が
過
ぎ

た
元
禄
年
間
。
当
時
の
塩
竈
の
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割
り
を
推
定

し
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図
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見
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と
、
塩
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の
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と
が
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今
回
の
地
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に
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り
に
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り
ま
し
た
。
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は
、
常
に
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活
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し
、
海
と
と
も
に

生
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て
き
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ま
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で
す
。
政
治
の
中
心
地
と
密

接
に
連
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し
な
が
ら
、
発
展
し
て
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た
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が

あ
り
ま
す
。
何
千
年
も
前
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ら
、
海
や
港
、
神

社
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
商
業
の
町
。
い
ろ
い

ろ
な
側
面
を
持
ち
な
が
ら
、
港
と
と
も
に
発
展

し
て
き
た
ま
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で
も
あ
り
ま
す
。

　

有
史
以
来
、
幾
た
び
も
の
地
震
や
津
波
に
襲

わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
度
に
力
強
く
何
度
も
立

ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
き
な
地
震
・

津
波
が
一
定
周
期
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
塩
竈
は
過
去
何
回
も
津
波
に
襲
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
塩
竈
も
含
め
、

海
を
生
業
に
し
て
い
る
漁
村
は
海
か
ら
は
離
れ

て
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
津
波
は
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
続
け
、

自
然
災
害
が
起
き
た
と
き
の
心
構
え
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
が
「
減
災
」
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、江
戸
時
代
に
入
り
慶
長
16（
１
６
１
１
）

年
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
１
と
推
測
さ
れ
る

「
慶
長
の
地
震
」
が
起
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

ま
と
め
ら
れ
た
仙
台
藩
の
記
録
で
あ
る
「
貞
山

公
治
家
記
録
」
の
中
で
、
は
じ
め
て
「
津
波
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

２
７
０
年
間
に
は
、
12
度
ほ
ど
の
地
震
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
と
津
波
の
発
生
に
は

　
一
定
の
周
期
が
あ
る

　

江
戸
時
代
に
残
さ
れ
た
記
録
。
発
掘
調
査
か

ら
判
明
し
て
い
る
有
史
以
前
の
津
波
。
そ
し
て

明
治
時
代
以
降
の
記
録
を
加
え
る
と
、
東
北
南

部
太
平
洋
側
の
大
地
震
の
発
生
に
は
一
定
の
周

期
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

周
期
の
間
隔
に
は
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
４
０
０
年
・
８
０
０
年
と
い
う
長
周
期
で

発
生
す
る
巨
大
地
震
。
先
に
記
し
た
「
慶
長
の

地
震
」
は
奇
し
く
も
、
東
日
本
大
震
災
の
ち
ょ

う
ど
４
０
０
年
前
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
25
～
35
年
と
い
う
短
周

期
の
大
地
震
で
す
。
こ
れ
に
は
36
年
前
の
「
宮

城
県
沖
地
震
」
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
の
短

周
期
は
私
た
ち
人
間
の
平
均
世
代
交
代
年
で
あ

る
30
年
に
相
当
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
残
念
な
が

ら
そ
れ
は
私
た
ち
の
記
憶
が
風
化
し
は
じ
め
、

次
世
代
へ
伝
わ
り
に
く
く
な
る
年
限
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
事
例
に
よ
る
と
、
本
震
の
発

生
か
ら
3
～
5
年
の
間
で
、
本
震
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
よ
り
１
ラ
ン
ク
下
の
余
震
・
誘
発
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
。
1
ラ
ン
ク
下
で
も
８
・

０
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
６
・
９
で
す
か
ら
、
阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り

も
は
る
か
に
大
き
な
余
震
・
誘
発
地
震
が
起
き

る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

古
い
こ
と
を
認
識
し

　

未
来
へ
教
訓
を
活
か
し
て
い
く

　

こ
う
し
て
歴
史
の
断
片
を
並
べ
て
み
る
と
、

地
震
が
一
定
の
周
期
で
来
て
い
る
こ
と
が
、
あ

ぶ
り
出
し
の
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。

　

天
災
を
防
ぐ
こ
と—

—

『
防
災
』
は
難
し
く

て
も
、
天
災
の
被
害
を
減
ら
す
こ
と—

—

『
減

災
』
は
で
き
ま
す
。
時
が
流
れ
れ
ば
、
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
定
期
的
に
震
災
を
思
い
出

し
た
り
、
語
り
合
う
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
そ
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
験
や
記
憶
を
記
録

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り

重
要
で
す
。

　
『
温
故
知
新
』。
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た

私
た
ち
は
、
こ
の
出
来
事
を
明
日
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

古
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
そ
の
教
訓
を
活
か
し
て
い
く
。
そ

れ
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
掛
け

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
日
こ
こ

で
聞
い
た
話
を
家
族
や
友
達
に
伝
え
る
。『
こ
ん

な
話
を
聞
い
て
き
た
』
と
話
し
て
、
日
常
的
な

話
題
に
し
て
い
く
。
地
道
な
こ
と
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
災
害
に
対
す

る
意
識
を
強
く
さ
せ
る
は
ず
で
す
。

　

塩
竈
に
暮
ら
す
市
民
も
参
加
し
て
取
り
組
む

こ
の
震
災
記
録
誌
が
、
後
世
の
人
々
に
語
ら
い

の
機
会
を
生
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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津波到達点を示す石柱（塩竈市西町）

３・
11
の
記
憶
を

写
真
か
ら
呼
び
起
こ
し
、

共
有
、伝
承
す
る

第
２
回

　

３
年
半
が
過
ぎ
て

　

震
災
を
語
り
合
う
と
い
う
意
義

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
２
回
目
で
は
、
参
加

者
の
方
が
撮
影
し
た
写
真
を
見
な
が
ら
当
時
の

様
子
を
思
い
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
皆
で

語
り
合
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
３
年
半
が
過
ぎ
、

記
憶
は
少
な
か
ら
ず
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

写
真
を
通
し
て
自
ら
が
経
験
し
た
東
日
本
大
震

災
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
皆
の
記
憶
を
共
有
し

合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
田
中
聡
子
さ

ん
は
塩
竈
市
出
身
。
ご
実
家
は
一
森
山
で
、
現

在
は
仙
台
市
に
住
み
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
瞬
間
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
２
時
46
分

　

は
じ
め
に
仙
台
市
在
住
の
衞
藤
雅
之
さ
ん
か

ら
ご
自
身
が
撮
っ
た
写
真
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
衞
藤
さ
ん
は
塩
竈
に
住
む
同
僚
の

安
否
を
確
認
す
る
た
め
に
、
３
月
16
日
に
仙
台

か
ら
国
道
45
号
を
塩
竈
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ

の
時
初
め
て
津
波
被
害
を
見
て
、
絶
望
感
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
同

僚
の
自
宅
に
到
着
。
建
物
の
破
損
に
驚
き
な
が

ら
も
大
声
で
呼
び
掛
け
る
と
、
同
僚
は
中
か
ら

着
の
身
着
の
ま
ま
で
出
て
来
て
、
そ
の
姿
を
見

て
ひ
と
安
心
し
た
、
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

泉
ヶ
岡
に
お
住
ま
い
の
末
永
榮
子
さ
ん
は
、

発
災
時
、
歯
の
治
療
中
で
し
た
。
電
灯
が
点
滅

し
、
机
は
右
に
左
に
動
き
、
危
険
を
感
じ
た
た

め
治
療
台
に
必
死
に
つ
か
ま
り
、
揺
れ
が
収
ま

る
の
を
待
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
家
に
逃
げ
帰

り
、
家
屋
を
確
認
し
て
か
ら
、
近
所
の
一
人
暮

ら
し
の
方
へ
ご
主
人
と
一
緒
に
声
を
掛
け
て
回

り
ま
し
た
。
津
波
が
来
て
い
る
と
は
全
く
知
ら

ず
、水
道
が
止
ま
る
か
ら
、と
バ
ケ
ツ
、ヤ
カ
ン
、

衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
入
れ
物

に
水
を
汲
み
置
く
こ
と
を
最
優
先
に
行
動
し
た

そ
う
で
す
。

　

野
田
明
宏
さ
ん
は
写
真
が
趣
味
で
普
段
か
ら

よ
く
撮
影
さ
れ
て
い
る
方
。
震
災
当
時
は
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
に
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
大
き
な
揺

れ
を
感
じ
、
直
感
的
に
「
津
波
が
来
る
」
と
感

じ
た
そ
う
で
す
。
す
ぐ
に
帰
宅
し
た
も
の
の
家

族
は
不
在
で
連
絡
が
取
れ
ず
、
町
内
会
で
集
ま

り
情
報
を
受
け
た
り
避
難
を
指
示
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

後
楽
町
に
お
住
ま
い
の
土
見
大
介
さ
ん
は
そ

の
日
仕
事
が
早
く
終
わ
っ
た
た
め
、
自
宅
で
昼

食
後
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
幸

い
自
宅
や
近
所
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、
友
人

と
「
大
き
か
っ
た
ね
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
雪
が
降
る
中
、
鹽

竈
神
社
に
行
っ
て
初
め
て
津
波
が
来
た
と
聞
き
、

大
変
な
こ
と
が
起
き
た
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

高
校
教
師
の
小
川
進
さ
ん
は
直
後
か
ら
カ
メ

ラ
を
手
に
取
り
、
写
真
を
撮
っ
て
回
り
ま
し
た
。

塩
竈
に
来
る
前
は
気
仙
沼
に
15
年
住
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
津
波
被
害
が
気
掛
か
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
一
週
間
後
に
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
、

や
っ
と
行
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
、「
夜
勤
明
け
で
就
寝
中
地
震
が
起
き

た
が
、
幸
い
家
族
全
員
が
在
宅
だ
っ
た
た
め
安

心
だ
っ
た
」
と
、
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
宍
戸

勇
太
さ
ん
。
小
学
生
の
時
に
チ
リ
地
震
津
波
を

体
験
し
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
憶
え
て
い
る
熊

谷
忠
昭
さ
ん
。
写
真
を
見
な
が
ら
状
況
を
聞
く

こ
と
で
、
当
時
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、「
そ

う
だ
っ
た
、
あ
の
時
こ
う
思
っ
て
こ
う
行
動
し

た
ん
だ
っ
た
」
な
ど
と
、
薄
れ
か
け
て
い
た
記
憶

を
思
い
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　

未
来
の
塩
竈
に
生
き
る
人
た
ち
に

　

自
分
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
半
で
は
、
参
加
者
の

方
が
そ
れ
ぞ
れ
「
未
来
の
塩
竈
に
生
き
る
人
た

ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」、
も
し
く
は
、「
今
、
実

行
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
」、「
今
、
私

に
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
、
付
箋
紙
に
自
分
の

思
い
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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塩竈市震災記録誌◎ワークショップ

　

ま
た
、江
戸
時
代
に
入
り
慶
長
16（
１
６
１
１
）

年
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
１
と
推
測
さ
れ
る

「
慶
長
の
地
震
」
が
起
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

ま
と
め
ら
れ
た
仙
台
藩
の
記
録
で
あ
る
「
貞
山

公
治
家
記
録
」
の
中
で
、
は
じ
め
て
「
津
波
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

２
７
０
年
間
に
は
、
12
度
ほ
ど
の
地
震
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
と
津
波
の
発
生
に
は

　
一
定
の
周
期
が
あ
る

　

江
戸
時
代
に
残
さ
れ
た
記
録
。
発
掘
調
査
か

ら
判
明
し
て
い
る
有
史
以
前
の
津
波
。
そ
し
て

明
治
時
代
以
降
の
記
録
を
加
え
る
と
、
東
北
南

部
太
平
洋
側
の
大
地
震
の
発
生
に
は
一
定
の
周

期
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

周
期
の
間
隔
に
は
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
４
０
０
年
・
８
０
０
年
と
い
う
長
周
期
で

発
生
す
る
巨
大
地
震
。
先
に
記
し
た
「
慶
長
の

地
震
」
は
奇
し
く
も
、
東
日
本
大
震
災
の
ち
ょ

う
ど
４
０
０
年
前
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
25
～
35
年
と
い
う
短
周

期
の
大
地
震
で
す
。
こ
れ
に
は
36
年
前
の
「
宮

城
県
沖
地
震
」
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
の
短

周
期
は
私
た
ち
人
間
の
平
均
世
代
交
代
年
で
あ

る
30
年
に
相
当
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
残
念
な
が

ら
そ
れ
は
私
た
ち
の
記
憶
が
風
化
し
は
じ
め
、

次
世
代
へ
伝
わ
り
に
く
く
な
る
年
限
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
事
例
に
よ
る
と
、
本
震
の
発

生
か
ら
3
～
5
年
の
間
で
、
本
震
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
よ
り
１
ラ
ン
ク
下
の
余
震
・
誘
発
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
。
1
ラ
ン
ク
下
で
も
８
・

０
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
６
・
９
で
す
か
ら
、
阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り

も
は
る
か
に
大
き
な
余
震
・
誘
発
地
震
が
起
き

る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

古
い
こ
と
を
認
識
し

　

未
来
へ
教
訓
を
活
か
し
て
い
く

　

こ
う
し
て
歴
史
の
断
片
を
並
べ
て
み
る
と
、

地
震
が
一
定
の
周
期
で
来
て
い
る
こ
と
が
、
あ

ぶ
り
出
し
の
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。

　

天
災
を
防
ぐ
こ
と—

—

『
防
災
』
は
難
し
く

て
も
、
天
災
の
被
害
を
減
ら
す
こ
と—

—

『
減

災
』
は
で
き
ま
す
。
時
が
流
れ
れ
ば
、
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
定
期
的
に
震
災
を
思
い
出

し
た
り
、
語
り
合
う
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
そ
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
験
や
記
憶
を
記
録

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り

重
要
で
す
。

　
『
温
故
知
新
』。
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た

私
た
ち
は
、
こ
の
出
来
事
を
明
日
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

古
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
そ
の
教
訓
を
活
か
し
て
い
く
。
そ

れ
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
掛
け

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
日
こ
こ

で
聞
い
た
話
を
家
族
や
友
達
に
伝
え
る
。『
こ
ん

な
話
を
聞
い
て
き
た
』
と
話
し
て
、
日
常
的
な

話
題
に
し
て
い
く
。
地
道
な
こ
と
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
災
害
に
対
す

る
意
識
を
強
く
さ
せ
る
は
ず
で
す
。

　

塩
竈
に
暮
ら
す
市
民
も
参
加
し
て
取
り
組
む

こ
の
震
災
記
録
誌
が
、
後
世
の
人
々
に
語
ら
い

の
機
会
を
生
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

木村浩二さん PROFILE
1952年	 塩竈市生まれ
1974年	 東北学院大学	文学部史学科（考古学専攻）卒業
	 福島県教育委員会文化課勤務
1978年	 仙台市教育委員会社会教育課勤務
2004年〜	 地底の森ミュージアム	学芸室長
2009年〜	 仙台市教育委員会文化財課に勤務　現在に至る
現　職	 仙台市教育委員会文化財課	専門員
	 宮城学院女子大学	人間文化学科	非常勤講師
専　門	 東北古代史（日本考古学協会会員・宮城県考古学会会員）
著　書	 「仙台市史　特別編2　考古資料」（古代分）
	 「仙台市史　資料編1　古代中世」（共著）　など

津波到達点を示す石柱（塩竈市西町）

３・
11
の
記
憶
を

写
真
か
ら
呼
び
起
こ
し
、

共
有
、伝
承
す
る

第
２
回

　

３
年
半
が
過
ぎ
て

　

震
災
を
語
り
合
う
と
い
う
意
義

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
２
回
目
で
は
、
参
加

者
の
方
が
撮
影
し
た
写
真
を
見
な
が
ら
当
時
の

様
子
を
思
い
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
皆
で

語
り
合
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
３
年
半
が
過
ぎ
、

記
憶
は
少
な
か
ら
ず
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

写
真
を
通
し
て
自
ら
が
経
験
し
た
東
日
本
大
震

災
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
皆
の
記
憶
を
共
有
し

合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
田
中
聡
子
さ

ん
は
塩
竈
市
出
身
。
ご
実
家
は
一
森
山
で
、
現

在
は
仙
台
市
に
住
み
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
瞬
間
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
２
時
46
分

　

は
じ
め
に
仙
台
市
在
住
の
衞
藤
雅
之
さ
ん
か

ら
ご
自
身
が
撮
っ
た
写
真
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
衞
藤
さ
ん
は
塩
竈
に
住
む
同
僚
の

安
否
を
確
認
す
る
た
め
に
、
３
月
16
日
に
仙
台

か
ら
国
道
45
号
を
塩
竈
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ

の
時
初
め
て
津
波
被
害
を
見
て
、
絶
望
感
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
同

僚
の
自
宅
に
到
着
。
建
物
の
破
損
に
驚
き
な
が

ら
も
大
声
で
呼
び
掛
け
る
と
、
同
僚
は
中
か
ら

着
の
身
着
の
ま
ま
で
出
て
来
て
、
そ
の
姿
を
見

て
ひ
と
安
心
し
た
、
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

泉
ヶ
岡
に
お
住
ま
い
の
末
永
榮
子
さ
ん
は
、

発
災
時
、
歯
の
治
療
中
で
し
た
。
電
灯
が
点
滅

し
、
机
は
右
に
左
に
動
き
、
危
険
を
感
じ
た
た

め
治
療
台
に
必
死
に
つ
か
ま
り
、
揺
れ
が
収
ま

る
の
を
待
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
家
に
逃
げ
帰

り
、
家
屋
を
確
認
し
て
か
ら
、
近
所
の
一
人
暮

ら
し
の
方
へ
ご
主
人
と
一
緒
に
声
を
掛
け
て
回

り
ま
し
た
。
津
波
が
来
て
い
る
と
は
全
く
知
ら

ず
、水
道
が
止
ま
る
か
ら
、と
バ
ケ
ツ
、ヤ
カ
ン
、

衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
入
れ
物

に
水
を
汲
み
置
く
こ
と
を
最
優
先
に
行
動
し
た

そ
う
で
す
。

　

野
田
明
宏
さ
ん
は
写
真
が
趣
味
で
普
段
か
ら

よ
く
撮
影
さ
れ
て
い
る
方
。
震
災
当
時
は
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
に
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
大
き
な
揺

れ
を
感
じ
、
直
感
的
に
「
津
波
が
来
る
」
と
感

じ
た
そ
う
で
す
。
す
ぐ
に
帰
宅
し
た
も
の
の
家

族
は
不
在
で
連
絡
が
取
れ
ず
、
町
内
会
で
集
ま

り
情
報
を
受
け
た
り
避
難
を
指
示
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

後
楽
町
に
お
住
ま
い
の
土
見
大
介
さ
ん
は
そ

の
日
仕
事
が
早
く
終
わ
っ
た
た
め
、
自
宅
で
昼

食
後
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
幸

い
自
宅
や
近
所
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、
友
人

と
「
大
き
か
っ
た
ね
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
雪
が
降
る
中
、
鹽

竈
神
社
に
行
っ
て
初
め
て
津
波
が
来
た
と
聞
き
、

大
変
な
こ
と
が
起
き
た
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

高
校
教
師
の
小
川
進
さ
ん
は
直
後
か
ら
カ
メ

ラ
を
手
に
取
り
、
写
真
を
撮
っ
て
回
り
ま
し
た
。

塩
竈
に
来
る
前
は
気
仙
沼
に
15
年
住
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
津
波
被
害
が
気
掛
か
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
一
週
間
後
に
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
、

や
っ
と
行
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
、「
夜
勤
明
け
で
就
寝
中
地
震
が
起
き

た
が
、
幸
い
家
族
全
員
が
在
宅
だ
っ
た
た
め
安

心
だ
っ
た
」
と
、
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
宍
戸

勇
太
さ
ん
。
小
学
生
の
時
に
チ
リ
地
震
津
波
を

体
験
し
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
憶
え
て
い
る
熊

谷
忠
昭
さ
ん
。
写
真
を
見
な
が
ら
状
況
を
聞
く

こ
と
で
、
当
時
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、「
そ

う
だ
っ
た
、
あ
の
時
こ
う
思
っ
て
こ
う
行
動
し

た
ん
だ
っ
た
」
な
ど
と
、
薄
れ
か
け
て
い
た
記
憶

を
思
い
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　

未
来
の
塩
竈
に
生
き
る
人
た
ち
に

　

自
分
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
半
で
は
、
参
加
者
の

方
が
そ
れ
ぞ
れ
「
未
来
の
塩
竈
に
生
き
る
人
た

ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」、
も
し
く
は
、「
今
、
実

行
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
」、「
今
、
私

に
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
、
付
箋
紙
に
自
分
の

思
い
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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塩竈市震災記録誌◎ワークショップ

（野田明宏さん／平成23年3月16日撮影）

（土見大介さ
ん／平成23年

3月18日撮影）

1週間後、市営
汽船が動き始

めたので、

物資を持って祖
父のいる寒風

沢島へ行

く途中、桂島で
の写真。離島は

初めは物

資も届かなかっ
た。津波前は、

集落がご

ちゃごちゃして
いる印象があっ

たが、津波

被災を目の当
たりにして、「閑

散としてし

まったな」という
のが第一印象

でした。

（野田明宏さん／平成23年3月17日撮影）

中の島の塩釜郵便局付近。
ガレキがそのまま手付かずの状態で、車
も20日頃まで放置されていました。

（佐藤健太郎さん／
平成23年5月10日撮

影）

釜ヶ渕。島と島の狭
い間から津波が押

し寄せ、堤防を乗り
越えて流れ込み、

200艘の船も、桟橋
も流されてしまった。

（佐藤健太郎さん撮影）

ワカメが終わり次は昆布だ、という時に被災。湾内の瓦礫、砂、航路で航行を妨げるロープなどを、組合員総出で海から揚げ、岸壁で分類しました。

（土見大介さん／平成23年3月14日撮影）

塩釜駅前のヨークベニマル。自宅の周りは大きな被害を受けていなかったが、これを見て初めて、自分自身が被災地にいるんだ、被災者なんだ、ということをあらためて実感しました。

（土見大介さん／平成23年3月
14日撮影）

普段はあまり馴染みのない自衛隊
の車

をあちこちで見かけました。パトカ
ーなど

も異様に多かったのを覚えていま
す。

復旧の車両だけではなく、警備
の車も

多数巡回していました。

マリンゲート塩釜は避難所になり、当初から被災者を受け入れていました。「ゴールデンウィークまでには営業を再開させたい」という気持ちでみんながんばっていました。

マックスバリュに行っ
たときは雪が降って

いました。当時はこの
とおりで買い物で

きる店も少なく、店が
営業しているかどうか

は人が並んでいるか
、並んでいないか

で判断していました。
「営業中」と大きな

紙を貼っていたり、外
にテントを張って営

業しているお店もあり
ました。

（野田明宏さん／平
成23年3月16日撮

影）

（佐藤健太郎さん撮
影）

復旧工事が終わり、
再開した釜の渕漁

港マリーナ。ぜひ皆
さんには、復旧され

た様子を見に来てほ
しいです。

（衞藤雅之さん／平成23年5月
1日撮影）

運転を再開した仙石線に乗り、1
カ月半

ぶりに塩竈へ。まだ道路に船があ
ったり

したものの、街中は結構片付いて
いまし

た。イオンの裏に、津波をかぶっ
たはず

の桜が咲いていたのが印象的で
した。

乾電池がなくて困っていると聞き、全国の知り合いに呼び掛けました。運送会社はストップしていましたが、唯一郵便局はバイクで配達できるものに限っては届いたため、レターパックに入れてもらい全国から約8,000本集めました。それらを整理し、まとめて浦戸諸島に届けました。
（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

（末永榮子さん／平成23年12月撮影）

津波を被って根元から切られた柳
の木。芽が出てきたのを見て、「芽
が出ているな、すごいな」と、新た
に萌えてくる生命力を感じました。

（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

浦戸諸島に渡る船にはまだ規制があり、乗れるのは島民、親族、災害支援者だけでした。
市役所に相談し、物資を届けるため災害支援にしてもらい、乾電池を届けました。

震災から1カ月後、避難所になった
野々島の浦戸中学校の体育館です。
その後、寒風沢島に渡りました。縛り
地蔵は倒れ、東屋も倒壊していました。

（衞藤雅之さん／平成23年3月
16日撮影）

連絡が取れなくなっていた同僚
の自宅付

近。津波の爪痕がまだそのままで
、瓦礫が

散乱する中、ドラム缶で火を起こ
し、暖を

とっていました。

（衞藤雅之さん／平成23年3月
16日撮影）

国道45号、尾島町付近。これが
初めて見

た津波です。

５日経っても冠水したままで、道
路は通行

止め。看板で迂回を呼び掛けてい
ました。

（土見大介さん／平成23年3月
14日撮影）

安否不明の祖父を探すため、市内
の避

難所を回っていました。

マリンゲート塩釜に寄せる避難者
の情報

が欲しかったので向かったにもかか
わらず、

たくさんの物が流れ着き、水に阻
まれて

近寄れなかったときに撮った1枚で
す。
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（野田明宏さん／平成23年3月16日撮影）

（土見大介さ
ん／平成23年

3月18日撮影）

1週間後、市営
汽船が動き始

めたので、

物資を持って祖
父のいる寒風

沢島へ行

く途中、桂島で
の写真。離島は

初めは物

資も届かなかっ
た。津波前は、

集落がご

ちゃごちゃして
いる印象があっ

たが、津波

被災を目の当
たりにして、「閑

散としてし

まったな」という
のが第一印象

でした。

（野田明宏さん／平成23年3月17日撮影）

中の島の塩釜郵便局付近。
ガレキがそのまま手付かずの状態で、車
も20日頃まで放置されていました。

（佐藤健太郎さん／
平成23年5月10日撮

影）

釜ヶ渕。島と島の狭
い間から津波が押

し寄せ、堤防を乗り
越えて流れ込み、

200艘の船も、桟橋
も流されてしまった。

（佐藤健太郎さん撮影）

ワカメが終わり次は昆布だ、という時に被災。湾内の瓦礫、砂、航路で航行を妨げるロープなどを、組合員総出で海から揚げ、岸壁で分類しました。

（土見大介さん／平成23年3月14日撮影）

塩釜駅前のヨークベニマル。自宅の周りは大きな被害を受けていなかったが、これを見て初めて、自分自身が被災地にいるんだ、被災者なんだ、ということをあらためて実感しました。

（土見大介さん／平成23年3月
14日撮影）

普段はあまり馴染みのない自衛隊
の車

をあちこちで見かけました。パトカ
ーなど

も異様に多かったのを覚えていま
す。

復旧の車両だけではなく、警備
の車も

多数巡回していました。

マリンゲート塩釜は避難所になり、当初から被災者を受け入れていました。「ゴールデンウィークまでには営業を再開させたい」という気持ちでみんながんばっていました。

マックスバリュに行っ
たときは雪が降って

いました。当時はこの
とおりで買い物で

きる店も少なく、店が
営業しているかどうか

は人が並んでいるか
、並んでいないか

で判断していました。
「営業中」と大きな

紙を貼っていたり、外
にテントを張って営

業しているお店もあり
ました。

（野田明宏さん／平
成23年3月16日撮

影）

（佐藤健太郎さん撮
影）

復旧工事が終わり、
再開した釜の渕漁

港マリーナ。ぜひ皆
さんには、復旧され

た様子を見に来てほ
しいです。

（衞藤雅之さん／平成23年5月
1日撮影）

運転を再開した仙石線に乗り、1
カ月半

ぶりに塩竈へ。まだ道路に船があ
ったり

したものの、街中は結構片付いて
いまし

た。イオンの裏に、津波をかぶっ
たはず

の桜が咲いていたのが印象的で
した。

乾電池がなくて困っていると聞き、全国の知り合いに呼び掛けました。運送会社はストップしていましたが、唯一郵便局はバイクで配達できるものに限っては届いたため、レターパックに入れてもらい全国から約8,000本集めました。それらを整理し、まとめて浦戸諸島に届けました。
（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

（末永榮子さん／平成23年12月撮影）

津波を被って根元から切られた柳
の木。芽が出てきたのを見て、「芽
が出ているな、すごいな」と、新た
に萌えてくる生命力を感じました。

（小川進さん／平成23年4月10日撮影）

浦戸諸島に渡る船にはまだ規制があり、乗れるのは島民、親族、災害支援者だけでした。
市役所に相談し、物資を届けるため災害支援にしてもらい、乾電池を届けました。

震災から1カ月後、避難所になった
野々島の浦戸中学校の体育館です。
その後、寒風沢島に渡りました。縛り
地蔵は倒れ、東屋も倒壊していました。

（衞藤雅之さん／平成23年3月
16日撮影）

連絡が取れなくなっていた同僚
の自宅付

近。津波の爪痕がまだそのままで
、瓦礫が

散乱する中、ドラム缶で火を起こ
し、暖を

とっていました。

（衞藤雅之さん／平成23年3月
16日撮影）

国道45号、尾島町付近。これが
初めて見

た津波です。

５日経っても冠水したままで、道
路は通行

止め。看板で迂回を呼び掛けてい
ました。

（土見大介さん／平成23年3月
14日撮影）

安否不明の祖父を探すため、市内
の避

難所を回っていました。

マリンゲート塩釜に寄せる避難者
の情報

が欲しかったので向かったにもかか
わらず、

たくさんの物が流れ着き、水に阻
まれて

近寄れなかったときに撮った1枚で
す。

41 40
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話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
す
る
前
は
ど
ん
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
家
族
で
は
何
を

話
し
合
っ
た
の
か
、
今
ど
ん
な
備
え
を
し
て
い

る
の
か
…
。
非
日
常
が
日
常
と
な
っ
た
時
の「
震

災
後
の
生
活
ぶ
り
」
は
、
映
像
や
写
真
だ
け
で

は
伝
わ
り
き
れ
ず
、
体
験
者
の
思
い
が
加
わ
る

こ
と
で
よ
り
理
解
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
、
そ
れ

ら
の
震
災
体
験
と
し
て
語
ら
れ
た
話
は
、
将
来

き
っ
と
役
に
立
つ
資
料
に
な
る
は
ず
で
す
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

当
時
の
様
子
を
語
り
合
う
こ
と
、
そ
し
て
記
憶

の
共
有
化
を
す
る
こ
と
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
震
災
を
伝
え
て
行
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
が
塩
竈
と
い
う
ま
ち
の
将
来
を
描
い
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
震
災
を
語
る
の
は
「
今
さ
ら
」
な

の
で
は
な
く
、「
今
か
ら
」
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

第
3
回

　

震
災
当
時
の
写
真
と
見
比
べ

　

街
な
か
の
変
化
を
見
る

　

第
3
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は

“
３
・
11
の
イ
マ
を
訪
ね
歩
き
ま
し
ょ
う
”。「
大

学
で
地
域
構
想
を
学
び
た
い
」
と
い
う
高
校
生
、

塩
竈
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
20
代

の
女
性
、
塩
竈
で
生
ま
れ
育
ち
、
海
苔
の
養
殖

に
携
わ
っ
て
き
た
80
代
の
男
性
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
方
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
半
は
、
ま
ち
歩
き
を

し
な
が
ら
震
災
直
後
と
比
べ
変
化
し
て
い
る
様

子
を
自
身
の
目
で
見
て
、
震
災
直
後
に
撮
ら
れ

た
写
真
と
同
ア
ン
グ
ル
で
写
真
を
撮
っ
て
「
定

点
観
測
」
を
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
定
点
観
測
」
は
壱
番
館
を
出
発
し
、
Ｊ
Ｒ
仙

石
線
本
塩
釜
駅
や
「
佐
浦
酒
造
店
」
前
、
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
前
な
ど
６
カ
所
を
巡
り
ま
し
た
。

撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
す
る
と
当
時
を
思
い
出

す
こ
と
も
多
く
、
参
加
者
の
方
々
は
撮
影
し
な

が
ら
も
震
災
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
口
々
に
語

り
合
い
ま
し
た
。

復
興
の
歩
み
を

知
る
、感
じ
る

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
「
揺
れ
が
3
分
弱
も
続

き
、
こ
ん
な
に
長
い
地
震
は
初
め
て
だ
」
と
い

う
方
や
、「
建
物
が
横
に
動
き
、
倒
れ
る
か
と

思
っ
た
」
と
い
っ
た
体
験
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

津
波
に
関
し
て
は
「
津
波
が
来
て
も
、『
堤
防
を

少
し
乗
り
越
え
る
程
度
か
な
』
と
思
っ
て
い
た
」

と
い
う
方
が
い
る
一
方
、「
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜

に
向
か
っ
て
い
た
が
直
感
的
に
『
津
波
が
来
る
』

と
感
じ
て
引
き
返
し
た
。
チ
リ
地
震
津
波
の
時

の
光
景
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
」
と
真
っ
先
に
危
機

感
を
覚
え
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
は
、
港
を
中
心
に
発
達
し
た
歴
史
あ

る
市
街
地
と
、
山
を
切
り
開
い
て
作
ら
れ
た
新

興
住
宅
地
か
ら
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
岩
盤
を
造
成
し
た
山
側
で
は
地
震
の
揺
れ

が
比
較
的
小
さ
く
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
市
街
地
を
含
む
海
岸
部
で
は
、
揺
れ
が
大

き
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
塩
竈
市
内
で
揺

れ
の
感
覚
に
差
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に

原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
伝
え

　

震
災
の
教
訓
を
共
有
化
す
る

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は 

“
３
・

11
の
記
憶
を
写
真
か
ら
呼
び
起
こ
し
、
共
有
、

伝
承
す
る
”
参
加
者
ご
自
身
が
撮
っ
た
震
災
時

の
記
録
写
真
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
そ
の
写
真

を
元
に
ど
う
い
う
状
況
で
写
真
を
撮
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
時
は
ど
う
い
う
生
活
だ
っ
た
の
か
を

本塩釜駅付近（村上ゆかりさん／平成23年3月18日撮影）

（平成26年7月現在）

発災から一週間後、壱番館のすぐ近くで店頭にテーブルを出して営
業する八百屋さん。並ぶ人々は長靴を履いており、塩竈の街なかが
海水や泥に覆われていることがうかがえます。ご自身も被災しながら、
食料品を売ってくれるお店は大変有り難かったと思った市民も多か
ったのではないでしょうか。今では、津波の痕跡もありません。

　

歩
い
て
見
え
て
き
た
も
の
、

　

将
来
へ
の
思
い

　

こ
の
日
は
真
夏
日
。
炎
天
下
を
1
時
間
歩
き

回
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
後
、
再
び
壱
番
館

に
戻
り
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
の
感
想
や
、
以

前
の
塩
竈
よ
り
も
よ
い
ま
ち
に
な
る
た
め
に
何

が
必
要
な
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
目
で
見
て

肌
で
感
じ
た
意
見
を
自
由
に
語
り
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

塩竈市本町（笠原真里子さん／平成23年3月14日撮影）

（平成26年7月現在）

3月14日に撮影された塩竈市本町の「佐浦酒造店」界隈で、ワーク
ショップ参加者が撮影した写真。海岸への道路が通行できず、車
両が手前で迂回していることが、路上に残るタイヤの跡からも分か
ります。今歩いてみると、ここまで津波が来たという跡はほとんど見
つけることができませんでした。
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記
憶
を
記
録
し
、

　

震
災
を
後
世
に
残
す
た
め
に

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
「
ア
ー
ケ
ー
ド
や

建
物
が
無
く
な
る
と
街
の
印
象
が
が
ら
り
と
変

わ
る
。
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
元
々
そ
こ
に

何
が
あ
っ
た
の
か
が
思
い
出
せ
な
い
」
と
い
う

参
加
者
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
意
識
を
し
て
い

な
い
と
記
憶
は
上
書
き
さ
れ
て
し
ま
い
、
日
々

の
記
憶
は
残
り
に
く
い
の
で
す
。

　

記
憶
を
記
録
す
る
、
震
災
を
後
世
に
残
す
。

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
市
民
は
何
を
す
べ
き
な

の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
大
切
な
気
付
き
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

3
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、
古
地
図

や
書
物
、
地
層
か
ら
分
か
る
塩
竈
の
歴
史
を
知

り
、
そ
し
て
未
曽
有
の
大
震
災
を
体
験
し
た
私

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
語
り
合
い
、
そ
の
想
い
を

後
世
に
教
訓
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　

日
々
変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
と
人
。
東
日
本
大
震

災
は
ま
だ
終
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
現
在
進

行
形
で
す
。
塩
竈
の
長
い
歴
史
の
一
コ
マ
と
し

て
今
回
の
震
災
は
記
録
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
塩
竈
と
い
う
ま
ち
と
震
災
を
記
録
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
塩
竈
市
民
。
開
催
さ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

JR仙石線本塩釜駅前（平間眞一さん／平成23年3月14日撮影）

（平成26年7月現在）

JR仙石線本塩釜駅を背に撮影された駅前の様子です。被災車両
が路上にそのまま残され手つかずの様子が分かります。その後、駅
前にあった白い建物は解体されました。「ビルが解体された時は、と
ても違和感を覚えたのに、だんだん風景が見慣れてしまうと分からな
くなる」と語る参加者も。

海岸通（津川登昭さん／平成23年3月12日撮影）

（平成26年7月現在）

震災翌日の塩竈一番の繁華街、海岸通の様子です。道路は黒い
泥に覆われ、中央部で自転車を引く人物が写っています。周辺は汚
泥が残り異臭も立ち込めていました。現在では、アーケードは撤去さ
れ、多くの商店も解体され更地に変わっていました。
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ワ
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な
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ら
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わ
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さ
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。
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憶
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憶
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。
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れ
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。
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史
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。
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終
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で
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、
現
在
進

行
形
で
す
。
塩
竈
の
長
い
歴
史
の
一
コ
マ
と
し

て
今
回
の
震
災
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録
さ
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て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
塩
竈
と
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う
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と
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を
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し
続

け
る
こ
と
が
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が
塩
竈
市
民
。
開
催
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が
そ
の
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に
な
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と
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す
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くなる」と語る参加者も。

海岸通（津川登昭さん／平成23年3月12日撮影）

（平成26年7月現在）
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Ⅰ
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
3

11
14:46
M
9
・
0
の
地
震
発
生
＝
東
日
本
大
震
災

●
3
号
招
集
配
備
体
制

●
電
気
／
県
内
全
域
で
停
電

14:49
大
津
波
警
報
発
表

●
避
難
指
示
発
令

●
避
難
所
の
開
設
準
備
開
始

●
市
営
汽
船
／
各
船
避
難

●
水
道
／
被
害
調
査
開
始

●
防
潮
堤
門
扉
閉
鎖
確
認

15:15
津
波
第
一
波
到
達（
引
き
は
じ
め
）

16:00
●
第
一
回
市
災
害
対
策
本
部
会
議

16:02
津
波
高
4
m
に
達
す
る

19:00

●
水
道
／
全
市
断
水

●
自
衛
隊
／
先
遣
隊
到
着
。

救
助
活
動
開
始

12

●
被
害
調
査
開
始（
14
班
体
制
）（
6
時
）

●
災
害
伝
言
板
コ
ー
ナ
ー
設
置

●
水
産
加
工
業
者
か
ら
各
避

難
所
へ
練
製
品
な
ど
の
支

援
●
村
山
市
か
ら
２
５
０
０
枚

の
毛
布
が
市
役
所
に
届
け

ら
れ
た

●
市
立
病
院
／
訪
問
診
療

再
開

●
水
道
／
応
急
給
水
開
始

●
道
路
／
主
要
道
路
の
車
両
撤
去
、清

掃
、冠
水
箇
所
の
排
水
開
始

13

●「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
」

発
行

●
災
害
相
談
窓
口
開
設（
市
役
所
１

階
）

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
／
エ
ス
プ
塩
竈
に
開

設
●
浦
戸
地
区
へ
食
糧
を
空

輸
。体
調
不
良
者
を
本
土

へ
搬
送

●
道
路
／
市
内
主
要
幹
線
の
車
両
撤

去
、清
掃
開
始

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
／
市
役
所
内
に
仮

設
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し
放
送
再
開

●
電
気
／
西
部
地
区
復
旧
。東
北
電
力

の
電
源
車
に
よ
り
市
役
所
の
電
気
が

回
復

●
水
道
／
給
水
体
制
増
強

●
小
中
学
校
／
臨
時
校
長

会
開
催

●
雇
用
促
進
住
宅
を
被
災

者
用
住
宅
に
利
用
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
に
要

請

14

●
窓
口
業
務
再
開

●
市
立
病
院
／
電
気
復
旧

●
保
健
師
が
避
難
所
を
巡
回

し
、健
康
指
導

●
水
道
／
導
水
管
へ
の
通
水
開
始

●
小
中
学
校
／
18
日
ま
で

の
休
校
決
定

●
斎
場
／
運
営
開
始

●
給
油
待
ち
の
車
両
に
よ
り
市
内
各
所

で
渋
滞
発
生

15

●
医
療
／
市
内
の
医
療
機
関

15
カ
所
診
療
中

●
米
子
市
か
ら
大
量
の
救
援

物
資
届
く

●
道
路
／
本
町
・
イ
オ
ン
周
辺
45
号
・
北

浜
45
号
・
産
業
道
路
通
行
可
能

●
水
道
／
自
衛
隊
応
急
給
水
開
始

●
斎
場
本
格
稼
働

●
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

の
た
め
、中
倉
埋
立
処

分
場
、新
浜
町
公
園
に
一

次
仮
置
場
設
置

16

●
健
康
課（
当
時
）／
藤
倉
集
会
所
へ

移
転
し
、業
務
再
開

●
各
町
内
会
訪
問

●
衛
星
回
線
電
話
２
台
設
置

●
日
本
赤
十
字
社
の
炊
き
出

し
が
始
ま
る

●
水
道
／
村
山
市
か
ら
給
水
車
２
台
到

着
。

●
携
帯
電
話
／
市
役
所
１
階
に
充
電
所

設
置

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
／
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情

報
発
信
開
始

●
ガ
ス
／
全
国
か
ら
の
応
援
隊
来
塩

●
港
湾
／
航
路
の
障
害
物
撤
去
作
業
開
始

17

●
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
始
ま

る
●
市
立
病
院
／
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
小
児
科
の
診

療
開
始
。電
話
復
旧

●
水
道
／
浄
水
場
に
着
水
。応
援
隊
続
々

と
来
塩
。市
内
で
の
通
水
開
始

●
下
水
道
／
中
央
ポ
ン
プ
場
、中
の
島
ポ

ン
プ
場
通
電

●
携
帯
電
話
／（
ド
コ
モ
）市
内
４
局
中
２

局
復
旧

●
道
路
／
藤
倉
地
区
通
行
可
能

●
し
尿
処
理
場
受
入
稼
働

●
仲
卸
市
場
／
謝
恩
セ
ー
ル
開
催

18

●
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
復
旧

●
臨
時
災
害
放
送
局
設
置

●
市
立
病
院
／
水
道
復
旧
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
復
旧

●
医
療
／
歯
科
医
院
５
カ
所

開
院

●
水
道
／
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
・
月
見
小
・

玉
中
に
通
水

●
電
話
／
公
民
館
に
特
設
無
料
衛
星
電

話
設
置

●
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
／
運
用
休
止

●
避
難
所
／
一
小
・一
中
に

通
水

19

●
避
難
指
示
解
除（
15
時
）

●
避
難
所
移
転
調
査
を
開
始

●
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
開
院

●
水
道
／
市
役
所
・
消
防
署
に
通
水
。復

旧
率
27
・
5
％

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
3

20

●
道
路
／
新
富
町
・
中
の
島
の
45
号
通
行

可
能

●
水
道
／
公
民
館
に
通
水
、復
旧
率
53
％

●
電
気
／
新
浜
地
区
通
電

●
建
築
士
会
が
危
険
建
物

判
定
実
施

21

●
港
湾
／
塩
釜
港
本
航
路
利
用
開
始

●
水
道
／
復
旧
率
57
％

●
保
育
所
／
電
気
復
旧

●
被
災
地
で
初
と
な
る
タ
ン
カ
ー
、塩
釜
港
に

入
港

●
漁
港
の
冷
蔵
庫
に
給
水（
～
3
／
24
）

22

●
こ
の
頃
、ヤ
マ
ト
運
輸
の
支
援
物
資

配
送
始
ま
る

●
市
立
病
院
／
通
常
通
り
診

療

●
電
気
／
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
が
復

旧
●
バ
ス
／
し
お
ナ
ビ
、N
E
W
し
お
ナ
ビ
、

宮
交
・
利
府
線
運
行
開
始

●
水
道
／
復
旧
率
71
・
6
％

●
保
育
所
／
清
水
沢
、香

津
町
保
育
所
開
所

●
仲
卸
市
場
／
営
業
再
開

23

●
下
水
道
／
県
の
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
稼

働
●
バ
ス
／
本
塩
釜
駅
～
仙
台
駅
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
開
始

●
保
育
所
／
東
部
保
育
所

開
所

24

●
心
の
ケ
ア
の
電
話
相
談
事
業
開
始

●
行
政
評
価
局
か
ら
震
災
用

行
政
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
対
応

●
水
道
／
新
浜
地
区
通
水
、復
旧
率
97
・

1
％

●
小
中
学
校
／
修
了
式
、

卒
業
式
挙
行

●
公
衆
浴
場
／
え
び
す
湯

営
業
再
開

●
商
工
会
議
所
／
キ
ク
ニ
へ
臨
時
移
転

25

●
広
報
紙
号
外
第
１
号
発
行

●
水
道
／
復
旧
率
97
・
5
％

●
小
学
校
／
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
通
常
運
営

26

●
水
道
／
本
土
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
復

旧
。浦
戸
諸
島
は
桂
島
ま
で
通
水

●
市
営
汽
船
／
塩
竈
～
石
浜
間
で
運
航

再
開

●
保
育
所
／
藤
倉
、新
浜

保
育
所
開
所

●
私
立
保
育
園
が
再
開

27

●
医
療
／
医
療
機
関
市
内

32
カ
所
、歯
科
医
院
38
カ

所
診
療
中

●
下
水
道
／
越
の
浦
ポ
ン
プ
稼
働

●
ガ
ス
／
復
旧
開
始
。牛
生
町
、芦
畔
町

地
区
開
栓
済

28
7:24
地
震
発
生
・
津
波
注
意
報

●
保
健
セ
ン
タ
ー
／
２
階
で
業
務
再
開

●
建
築
関
係
相
談
窓
口
開
設

●
津
波
浸
水
区
域
被
害
認
定
調
査
開

始

●
水
道
／
桂
島
全
域
復
旧

●
仮
設
住
宅
／
伊
保
石
第

１
期
60
戸
着
工

29

●
住
宅
相
談
窓
口
開
設

●
企
業
誘
致
制
度
な
ど
の
相
談
窓
口

設
置

●
村
井
宮
城
県
知
事
が
塩
竈

市
を
訪
問

●
渡
船
／
す
ず
か
ぜ
就
航
可
能

30

●
ゴ
ミ
／
清
掃
工
場
稼
働

31

●
地
震
被
害
区
域
被
害
認
定
調
査
開

始

●
二
次
避
難
所
へ
の
移
動

完
了

4
1

●
第
５
次
長
期
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

●
被
災
者
総
合
相
談
窓
口
開
設

●
J
R
／
仙
石
線
、仙
台
～
小
鶴
新
田
で

運
行
再
開

●
仮
設
住
宅
／
申
込
開
始

（
～
4
／
15
）

2

●
ガ
ス
／
青
葉
ヶ
丘
開
栓
済

3

●
ガ
ス
／
清
水
沢
開
栓
済

●
市
立
病
院
／
ガ
ス
復
旧

●
ガ
ス
／
清
水
沢
開
栓
済

●
バ
ス
／
1
0
0
円
バ
ス
、通
常
運
行

4

●
緊
急
小
口
資
金
の
特
別
貸

付
受
付
開
始

●
ガ
ス
／
玉
川
開
栓
済

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

再
開

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
セ
リ

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
セ
リ
、陸
送
マ
グ
ロ
セ

リ
も
再
開

5

●
J
R
／
東
北
本
線
、仙
台
～
松
島
で

運
行
再
開

●
ガ
ス
／
復
旧
率
45
・
9
％

●
ガ
ス
／
み
の
が
丘
開
栓
済

6

●
弁
護
士
・
行
政
書
士
に
よ

る
災
害
無
料
法
律
相
談

開
催

●
道
路
／
国
道
45
号
、北
浜
地
区
４
車

線
、尾
島
町
２
車
線
通
行
可
能

●
ガ
ス
／
南
町
開
栓
済

S H I O G A M A   2 0 1 1 . 3 . 1 1 — 2 0 1 4

3.11 から約 4 年間の記録

4849



年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
3

11
14:46
M
9
・
0
の
地
震
発
生
＝
東
日
本
大
震
災

●
3
号
招
集
配
備
体
制

●
電
気
／
県
内
全
域
で
停
電

14:49
大
津
波
警
報
発
表

●
避
難
指
示
発
令

●
避
難
所
の
開
設
準
備
開
始

●
市
営
汽
船
／
各
船
避
難

●
水
道
／
被
害
調
査
開
始

●
防
潮
堤
門
扉
閉
鎖
確
認

15:15
津
波
第
一
波
到
達（
引
き
は
じ
め
）

16:00
●
第
一
回
市
災
害
対
策
本
部
会
議

16:02
津
波
高
4
m
に
達
す
る

19:00

●
水
道
／
全
市
断
水

●
自
衛
隊
／
先
遣
隊
到
着
。

救
助
活
動
開
始

12

●
被
害
調
査
開
始（
14
班
体
制
）（
6
時
）

●
災
害
伝
言
板
コ
ー
ナ
ー
設
置

●
水
産
加
工
業
者
か
ら
各
避

難
所
へ
練
製
品
な
ど
の
支

援
●
村
山
市
か
ら
２
５
０
０
枚

の
毛
布
が
市
役
所
に
届
け

ら
れ
た

●
市
立
病
院
／
訪
問
診
療

再
開

●
水
道
／
応
急
給
水
開
始

●
道
路
／
主
要
道
路
の
車
両
撤
去
、清

掃
、冠
水
箇
所
の
排
水
開
始

13

●「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
」

発
行

●
災
害
相
談
窓
口
開
設（
市
役
所
１

階
）

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
／
エ
ス
プ
塩
竈
に
開

設
●
浦
戸
地
区
へ
食
糧
を
空

輸
。体
調
不
良
者
を
本
土

へ
搬
送

●
道
路
／
市
内
主
要
幹
線
の
車
両
撤

去
、清
掃
開
始

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
／
市
役
所
内
に
仮

設
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し
放
送
再
開

●
電
気
／
西
部
地
区
復
旧
。東
北
電
力

の
電
源
車
に
よ
り
市
役
所
の
電
気
が

回
復

●
水
道
／
給
水
体
制
増
強

●
小
中
学
校
／
臨
時
校
長

会
開
催

●
雇
用
促
進
住
宅
を
被
災

者
用
住
宅
に
利
用
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
に
要

請

14

●
窓
口
業
務
再
開

●
市
立
病
院
／
電
気
復
旧

●
保
健
師
が
避
難
所
を
巡
回

し
、健
康
指
導

●
水
道
／
導
水
管
へ
の
通
水
開
始

●
小
中
学
校
／
18
日
ま
で

の
休
校
決
定

●
斎
場
／
運
営
開
始

●
給
油
待
ち
の
車
両
に
よ
り
市
内
各
所

で
渋
滞
発
生

15

●
医
療
／
市
内
の
医
療
機
関

15
カ
所
診
療
中

●
米
子
市
か
ら
大
量
の
救
援

物
資
届
く

●
道
路
／
本
町
・
イ
オ
ン
周
辺
45
号
・
北

浜
45
号
・
産
業
道
路
通
行
可
能

●
水
道
／
自
衛
隊
応
急
給
水
開
始

●
斎
場
本
格
稼
働

●
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

の
た
め
、中
倉
埋
立
処

分
場
、新
浜
町
公
園
に
一

次
仮
置
場
設
置

16

●
健
康
課（
当
時
）／
藤
倉
集
会
所
へ

移
転
し
、業
務
再
開

●
各
町
内
会
訪
問

●
衛
星
回
線
電
話
２
台
設
置

●
日
本
赤
十
字
社
の
炊
き
出

し
が
始
ま
る

●
水
道
／
村
山
市
か
ら
給
水
車
２
台
到

着
。

●
携
帯
電
話
／
市
役
所
１
階
に
充
電
所

設
置

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
／
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情

報
発
信
開
始

●
ガ
ス
／
全
国
か
ら
の
応
援
隊
来
塩

●
港
湾
／
航
路
の
障
害
物
撤
去
作
業
開
始

17

●
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
始
ま

る
●
市
立
病
院
／
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
小
児
科
の
診

療
開
始
。電
話
復
旧

●
水
道
／
浄
水
場
に
着
水
。応
援
隊
続
々

と
来
塩
。市
内
で
の
通
水
開
始

●
下
水
道
／
中
央
ポ
ン
プ
場
、中
の
島
ポ

ン
プ
場
通
電

●
携
帯
電
話
／（
ド
コ
モ
）市
内
４
局
中
２

局
復
旧

●
道
路
／
藤
倉
地
区
通
行
可
能

●
し
尿
処
理
場
受
入
稼
働

●
仲
卸
市
場
／
謝
恩
セ
ー
ル
開
催

18

●
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
復
旧

●
臨
時
災
害
放
送
局
設
置

●
市
立
病
院
／
水
道
復
旧
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
復
旧

●
医
療
／
歯
科
医
院
５
カ
所

開
院

●
水
道
／
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
・
月
見
小
・

玉
中
に
通
水

●
電
話
／
公
民
館
に
特
設
無
料
衛
星
電

話
設
置

●
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
／
運
用
休
止

●
避
難
所
／
一
小
・一
中
に

通
水

19

●
避
難
指
示
解
除（
15
時
）

●
避
難
所
移
転
調
査
を
開
始

●
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
開
院

●
水
道
／
市
役
所
・
消
防
署
に
通
水
。復

旧
率
27
・
5
％

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
3

20

●
道
路
／
新
富
町
・
中
の
島
の
45
号
通
行

可
能

●
水
道
／
公
民
館
に
通
水
、復
旧
率
53
％

●
電
気
／
新
浜
地
区
通
電

●
建
築
士
会
が
危
険
建
物

判
定
実
施

21

●
港
湾
／
塩
釜
港
本
航
路
利
用
開
始

●
水
道
／
復
旧
率
57
％

●
保
育
所
／
電
気
復
旧

●
被
災
地
で
初
と
な
る
タ
ン
カ
ー
、塩
釜
港
に

入
港

●
漁
港
の
冷
蔵
庫
に
給
水（
～
3
／
24
）

22

●
こ
の
頃
、ヤ
マ
ト
運
輸
の
支
援
物
資

配
送
始
ま
る

●
市
立
病
院
／
通
常
通
り
診

療

●
電
気
／
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
が
復

旧
●
バ
ス
／
し
お
ナ
ビ
、N
E
W
し
お
ナ
ビ
、

宮
交
・
利
府
線
運
行
開
始

●
水
道
／
復
旧
率
71
・
6
％

●
保
育
所
／
清
水
沢
、香

津
町
保
育
所
開
所

●
仲
卸
市
場
／
営
業
再
開

23

●
下
水
道
／
県
の
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
稼

働
●
バ
ス
／
本
塩
釜
駅
～
仙
台
駅
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
開
始

●
保
育
所
／
東
部
保
育
所

開
所

24

●
心
の
ケ
ア
の
電
話
相
談
事
業
開
始

●
行
政
評
価
局
か
ら
震
災
用

行
政
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
対
応

●
水
道
／
新
浜
地
区
通
水
、復
旧
率
97
・

1
％

●
小
中
学
校
／
修
了
式
、

卒
業
式
挙
行

●
公
衆
浴
場
／
え
び
す
湯

営
業
再
開

●
商
工
会
議
所
／
キ
ク
ニ
へ
臨
時
移
転

25

●
広
報
紙
号
外
第
１
号
発
行

●
水
道
／
復
旧
率
97
・
5
％

●
小
学
校
／
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
通
常
運
営

26

●
水
道
／
本
土
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
復

旧
。浦
戸
諸
島
は
桂
島
ま
で
通
水

●
市
営
汽
船
／
塩
竈
～
石
浜
間
で
運
航

再
開

●
保
育
所
／
藤
倉
、新
浜

保
育
所
開
所

●
私
立
保
育
園
が
再
開

27

●
医
療
／
医
療
機
関
市
内

32
カ
所
、歯
科
医
院
38
カ

所
診
療
中

●
下
水
道
／
越
の
浦
ポ
ン
プ
稼
働

●
ガ
ス
／
復
旧
開
始
。牛
生
町
、芦
畔
町

地
区
開
栓
済

28
7:24
地
震
発
生
・
津
波
注
意
報

●
保
健
セ
ン
タ
ー
／
２
階
で
業
務
再
開

●
建
築
関
係
相
談
窓
口
開
設

●
津
波
浸
水
区
域
被
害
認
定
調
査
開

始

●
水
道
／
桂
島
全
域
復
旧

●
仮
設
住
宅
／
伊
保
石
第

１
期
60
戸
着
工

29

●
住
宅
相
談
窓
口
開
設

●
企
業
誘
致
制
度
な
ど
の
相
談
窓
口

設
置

●
村
井
宮
城
県
知
事
が
塩
竈

市
を
訪
問

●
渡
船
／
す
ず
か
ぜ
就
航
可
能

30

●
ゴ
ミ
／
清
掃
工
場
稼
働

31

●
地
震
被
害
区
域
被
害
認
定
調
査
開

始

●
二
次
避
難
所
へ
の
移
動

完
了

4
1

●
第
５
次
長
期
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

●
被
災
者
総
合
相
談
窓
口
開
設

●
J
R
／
仙
石
線
、仙
台
～
小
鶴
新
田
で

運
行
再
開

●
仮
設
住
宅
／
申
込
開
始

（
～
4
／
15
）

2

●
ガ
ス
／
青
葉
ヶ
丘
開
栓
済

3

●
ガ
ス
／
清
水
沢
開
栓
済

●
市
立
病
院
／
ガ
ス
復
旧

●
ガ
ス
／
清
水
沢
開
栓
済

●
バ
ス
／
1
0
0
円
バ
ス
、通
常
運
行

4

●
緊
急
小
口
資
金
の
特
別
貸

付
受
付
開
始

●
ガ
ス
／
玉
川
開
栓
済

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

再
開

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
セ
リ

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
セ
リ
、陸
送
マ
グ
ロ
セ

リ
も
再
開

5

●
J
R
／
東
北
本
線
、仙
台
～
松
島
で

運
行
再
開

●
ガ
ス
／
復
旧
率
45
・
9
％

●
ガ
ス
／
み
の
が
丘
開
栓
済

6

●
弁
護
士
・
行
政
書
士
に
よ

る
災
害
無
料
法
律
相
談

開
催

●
道
路
／
国
道
45
号
、北
浜
地
区
４
車

線
、尾
島
町
２
車
線
通
行
可
能

●
ガ
ス
／
南
町
開
栓
済
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記
録
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4
7

23:32
震
度
６
弱
の
地
震
発
生

●
電
気
／
停
電

●
水
道
／
断
水

●
ガ
ス
／
停
止

23:34
津
波
警
報
発
表

23:50

●
防
潮
堤
門
扉
閉
鎖
確
認

8

●
電
気
／
新
浜
地
区
通
電

●
水
道
／
復
旧
率
26
・
3
％

●
ガ
ス
／
舟
入
開
栓
済

●
J
R
／
運
行
見
合
わ
せ

●
小
中
学
校
／
臨
時
休
校

（
～
4
／
20
）

●
保
育
所
／
当
面
休
園

9

●
ガ
ス
／
復
旧
率
80
％

●
水
道
／
復
旧
率
52
・
5
％

●
J
R
／
再
度
運
休

10

●
水
道
／
復
旧
率
62
・
9
％

11

●
広
報
紙
号
外
第
２
号
発
行

●
バ
ス
／
本
塩
釜
駅
～
仙
台
駅
東
口
の

臨
時
バ
ス
運
行
開
始（
～
4
／
18
）

●
道
路
／
桂
島
に
仮
設
道
路
整
備

●
水
道
／
復
旧
率
92
・
3
％

●
仮
設
住
宅
／
伊
保
石
第

２
期
着
工

●
保
育
所
／
香
津
、清
水

沢
、新
浜
町
、東
部
、藤

倉
保
育
所
開
所

●
私
立
保
育
園
開
園

12

●
水
道
／
復
旧
率
1
0
0
％（
浦
戸
を
除

く
）

●
ガ
ス
／
旭
町
開
栓
済

●
小
学
校
／
自
由
登
校
日

13

●
市
営
汽
船
／
航
路
延
長
、便
数
増
加

●
ガ
ス
／
尾
島
町
開
栓
済

●
小
学
校
／
自
由
登
校
日

14

●
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
受
付

開
始

●
バ
ス
／
仙
台
駅（
西
口
）行
臨
時
バ
ス
運

行
終
了

●
宮
城
県
と
の
間
で
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く

「
災
害
等
廃
棄
物
処
理

の
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
」を
締
結

●
移
動
図
書
館
運
用
開
始

●
魚
市
場
／
水
揚
げ
セ
リ
開
始

15

●
産
業
部
、壱
番
館
へ
移
転

16

●
仮
設
住
宅
／
第
２
次
申

込
開
始（
～
4
／
30
）

17

●
見
舞
金
支
給

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
／
社
会
福
祉
協
議
会

へ
移
管

18

●
バ
ス
／
仙
台
駅（
東
口
）行
臨
時
バ
ス
運

行
終
了

19

●
J
R
／
仙
石
線
、あ
お
ば
通
～
東
塩
釜

で
運
行
再
開

●
ガ
ス
／
本
町
開
栓
済

20

●
水
道
／
野
々
島
通
水

●
ガ
ス
／
海
岸
通
の一
部
開
栓
済

21

●
J
R
／
東
北
本
線
、全
線
運
行
再
開

●
ガ
ス
／
宮
町
開
栓
済

●
小
中
学
校
／
始
業
式
と

入
学
式
を
挙
行

●
エ
ス
プ
、市
民
図
書
館
開
館

23

●
絆
に
感
謝
！
し
お
が
ま
大
漁
市
開
催（
山
形

県
村
山
市
）

25

●
バ
ス
／
市
内
の
各
路
線
、通
常
運
行
開
始

26

●
電
気
／
寒
風
沢
、朴
島
、野
々
島
の
一
部

通
電

●
仮
設
住
宅
／
浦
戸
地
区

の
方
針
決
定

28

●
臨
時
会
で「
震
災
復
興
本
部
」の
設

置
承
認

●
仮
設
住
宅
／
第
１
次
の

入
居
開
始

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
4
29

●
県
が
県
内
の
水
産
物
の
放

射
能
測
定
開
始

●
電
気
／
浦
戸
地
区
全
島
通
電

●
水
道
／
寒
風
沢
通
水（
復
旧
完
了
）

30

●
ガ
ス
／
復
旧
完
了

5
1

●「
震
災
復
興
本
部
」設
置

●「
震
災
復
興
推
進
室（
１
室
１
係
）」

を
設
置

●
遊
ホ
ー
ル
、エ
ス
プ
、本
町

分
室
の
貸
館
再
開

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
の
沖
合
底
引
き
網
漁

水
揚
げ

●
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
復
興
市
開
催
。一
部
仮
設

オ
ー
プ
ン

●
松
島
へ
の
定
期
遊
覧
船
再
開

4

●
水
道
／
朴
島
通
水（
復
旧
完
了
）

●
塩
竈
寿
司
海
道　

14
店
舗
中
13
店
舗
再
開

6

●
危
険
建
物
等
解
体
申
請

受
付（
～
10
／
31
）

8

●
鹽
竈
神
社
で
東
日
本
大
震
災
復
興

祈
念
祭
催
行

9

●
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

避
難
者
情
報
の
提
供
開
始

●
塩
竈
市
震
災
復
興
本
部
、第
１
回
本

部
会
議
開
催

●
う
ら
と
海
の
子
一
口
オ
ー

ナ
ー
制
度
創
設

●
魚
市
場
／
沖
底
水
揚
げ

10

●
都
市
計
画
課
・
建
築
課（
当
時
）は
公

民
館
本
町
分
室
、土
木
課
は
水
道
部

庁
舎
へ
移
動

●
水
道
／
梅
の
宮
浄
水
場
放
射
性
物
質

測
定
開
始（
月
１
回
）

13

●
仮
設
住
宅
／
第
２
次
の

入
居
開
始

15

●
市
営
汽
船
／
下
り
便
の
ダ
イ
ヤ
変
更

16

●
港
湾
／
仙
台
塩
釜
港
の
夜
間
航
泊
禁

止
解
除

●
仮
設
住
宅
／
第
３
次
申

込
開
始（
～
5
／
31
）

●
魚
市
場
／
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
船
入
札

●「
塩
竈
の
藻
塩
」製
塩
再
開

17

●
仮
設
施
設
整
備
事
業
申
請

20

●
仮
設
住
宅
／
第
３
期
建

設
決
定

●
ゴ
ミ
／
清
掃
工
場
再
稼
働

28

●
魚
市
場
／
旋
網
船
入
港
。震
災
後
初
の
カ

ツ
オ
の
水
揚
げ

6

●
6
／
1
、市
の
組
織
を
改
革

●
旧
防
災
安
全
課
24
時
間
体
制
の
当

直
体
制
を
縮
小

●
6
／
8
、第
１
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
6
／
7
、第
一
小
屋
外
プ
ー

ル
放
射
能
調
査

●
6
／
10
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
閉
所

●
6
／
17
、市
立
病
院
の
病

室
の
ひ
び
割
れ
修
理
完
了

●
6
／
1
、市
営
汽
船
／
ダ
イ
ヤ
改
正
。

塩
竈
～
朴
島
有
料
運
航
開
始

●
6
／
3
、J
R
／
仙
石
線
あ
お
ば
通
～

高
城
町
で
運
行
再
開

●
6
／
1
、体
育
館
、温
水

プ
ー
ル
、公
民
館
の
一
部
、

月
見
ヶ
丘
・二
又
ス
ポ
ー

ツ
広
場
施
設
再
開

●
6
／
11
、仮
設
住
宅
／

体
育
館
仮
設
住
宅
の
入

居
開
始

●
6
／
13
、仮
設
住
宅
／

伊
保
石
仮
設
住
宅
の
第

２
期
入
居
開
始

●
6
／
13
、危
険
建
物
等

解
体
が
れ
き
受
け
入
れ

の
た
め
、越
の
浦
漁
港

背
後
地
に
一
次
仮
置
場

設
置

●
6
／
21
、家
屋
解
体
作

業
開
始

●
6
／
25
、仮
設
住
宅
／

入
居
再
募
集（
～
7
／

5
）

●
6
／
25
、仮
設
住
宅
／

桂
島
入
居
開
始

●
6
／
29
、仮
設
住
宅
／

寒
風
沢
で
仮
設
住
宅
の

入
居
開
始

●
6
／
1
、釣
船
再
開

●
6
／
16
、「
被
災
者
支
援
施
策
説
明
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
会
」開
催

●
6
／
29
、全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始

●
6
／
26
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
慰
霊
祭
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
4
7

23:32
震
度
６
弱
の
地
震
発
生

●
電
気
／
停
電

●
水
道
／
断
水

●
ガ
ス
／
停
止

23:34
津
波
警
報
発
表

23:50

●
防
潮
堤
門
扉
閉
鎖
確
認

8

●
電
気
／
新
浜
地
区
通
電

●
水
道
／
復
旧
率
26
・
3
％

●
ガ
ス
／
舟
入
開
栓
済

●
J
R
／
運
行
見
合
わ
せ

●
小
中
学
校
／
臨
時
休
校

（
～
4
／
20
）

●
保
育
所
／
当
面
休
園

9

●
ガ
ス
／
復
旧
率
80
％

●
水
道
／
復
旧
率
52
・
5
％

●
J
R
／
再
度
運
休

10

●
水
道
／
復
旧
率
62
・
9
％

11

●
広
報
紙
号
外
第
２
号
発
行

●
バ
ス
／
本
塩
釜
駅
～
仙
台
駅
東
口
の

臨
時
バ
ス
運
行
開
始（
～
4
／
18
）

●
道
路
／
桂
島
に
仮
設
道
路
整
備

●
水
道
／
復
旧
率
92
・
3
％

●
仮
設
住
宅
／
伊
保
石
第

２
期
着
工

●
保
育
所
／
香
津
、清
水

沢
、新
浜
町
、東
部
、藤

倉
保
育
所
開
所

●
私
立
保
育
園
開
園

12

●
水
道
／
復
旧
率
1
0
0
％（
浦
戸
を
除

く
）

●
ガ
ス
／
旭
町
開
栓
済

●
小
学
校
／
自
由
登
校
日

13

●
市
営
汽
船
／
航
路
延
長
、便
数
増
加

●
ガ
ス
／
尾
島
町
開
栓
済

●
小
学
校
／
自
由
登
校
日

14

●
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
受
付

開
始

●
バ
ス
／
仙
台
駅（
西
口
）行
臨
時
バ
ス
運

行
終
了

●
宮
城
県
と
の
間
で
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く

「
災
害
等
廃
棄
物
処
理

の
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
」を
締
結

●
移
動
図
書
館
運
用
開
始

●
魚
市
場
／
水
揚
げ
セ
リ
開
始

15

●
産
業
部
、壱
番
館
へ
移
転

16

●
仮
設
住
宅
／
第
２
次
申

込
開
始（
～
4
／
30
）

17

●
見
舞
金
支
給

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
／
社
会
福
祉
協
議
会

へ
移
管

18

●
バ
ス
／
仙
台
駅（
東
口
）行
臨
時
バ
ス
運

行
終
了

19

●
J
R
／
仙
石
線
、あ
お
ば
通
～
東
塩
釜

で
運
行
再
開

●
ガ
ス
／
本
町
開
栓
済

20

●
水
道
／
野
々
島
通
水

●
ガ
ス
／
海
岸
通
の一
部
開
栓
済

21

●
J
R
／
東
北
本
線
、全
線
運
行
再
開

●
ガ
ス
／
宮
町
開
栓
済

●
小
中
学
校
／
始
業
式
と

入
学
式
を
挙
行

●
エ
ス
プ
、市
民
図
書
館
開
館

23

●
絆
に
感
謝
！
し
お
が
ま
大
漁
市
開
催（
山
形

県
村
山
市
）

25

●
バ
ス
／
市
内
の
各
路
線
、通
常
運
行
開
始

26

●
電
気
／
寒
風
沢
、朴
島
、野
々
島
の
一
部

通
電

●
仮
設
住
宅
／
浦
戸
地
区

の
方
針
決
定

28

●
臨
時
会
で「
震
災
復
興
本
部
」の
設

置
承
認

●
仮
設
住
宅
／
第
１
次
の

入
居
開
始

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
4
29

●
県
が
県
内
の
水
産
物
の
放

射
能
測
定
開
始

●
電
気
／
浦
戸
地
区
全
島
通
電

●
水
道
／
寒
風
沢
通
水（
復
旧
完
了
）

30

●
ガ
ス
／
復
旧
完
了

5
1

●「
震
災
復
興
本
部
」設
置

●「
震
災
復
興
推
進
室（
１
室
１
係
）」

を
設
置

●
遊
ホ
ー
ル
、エ
ス
プ
、本
町

分
室
の
貸
館
再
開

●
魚
市
場
／
震
災
後
初
の
沖
合
底
引
き
網
漁

水
揚
げ

●
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
復
興
市
開
催
。一
部
仮
設

オ
ー
プ
ン

●
松
島
へ
の
定
期
遊
覧
船
再
開

4

●
水
道
／
朴
島
通
水（
復
旧
完
了
）

●
塩
竈
寿
司
海
道　

14
店
舗
中
13
店
舗
再
開

6

●
危
険
建
物
等
解
体
申
請

受
付（
～
10
／
31
）

8

●
鹽
竈
神
社
で
東
日
本
大
震
災
復
興

祈
念
祭
催
行

9

●
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

避
難
者
情
報
の
提
供
開
始

●
塩
竈
市
震
災
復
興
本
部
、第
１
回
本

部
会
議
開
催

●
う
ら
と
海
の
子
一
口
オ
ー

ナ
ー
制
度
創
設

●
魚
市
場
／
沖
底
水
揚
げ

10

●
都
市
計
画
課
・
建
築
課（
当
時
）は
公

民
館
本
町
分
室
、土
木
課
は
水
道
部

庁
舎
へ
移
動

●
水
道
／
梅
の
宮
浄
水
場
放
射
性
物
質

測
定
開
始（
月
１
回
）

13

●
仮
設
住
宅
／
第
２
次
の

入
居
開
始

15

●
市
営
汽
船
／
下
り
便
の
ダ
イ
ヤ
変
更

16

●
港
湾
／
仙
台
塩
釜
港
の
夜
間
航
泊
禁

止
解
除

●
仮
設
住
宅
／
第
３
次
申

込
開
始（
～
5
／
31
）

●
魚
市
場
／
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
船
入
札

●「
塩
竈
の
藻
塩
」製
塩
再
開

17

●
仮
設
施
設
整
備
事
業
申
請

20

●
仮
設
住
宅
／
第
３
期
建

設
決
定

●
ゴ
ミ
／
清
掃
工
場
再
稼
働

28

●
魚
市
場
／
旋
網
船
入
港
。震
災
後
初
の
カ

ツ
オ
の
水
揚
げ

6

●
6
／
1
、市
の
組
織
を
改
革

●
旧
防
災
安
全
課
24
時
間
体
制
の
当

直
体
制
を
縮
小

●
6
／
8
、第
１
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
6
／
7
、第
一
小
屋
外
プ
ー

ル
放
射
能
調
査

●
6
／
10
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
閉
所

●
6
／
17
、市
立
病
院
の
病

室
の
ひ
び
割
れ
修
理
完
了

●
6
／
1
、市
営
汽
船
／
ダ
イ
ヤ
改
正
。

塩
竈
～
朴
島
有
料
運
航
開
始

●
6
／
3
、J
R
／
仙
石
線
あ
お
ば
通
～

高
城
町
で
運
行
再
開

●
6
／
1
、体
育
館
、温
水

プ
ー
ル
、公
民
館
の
一
部
、

月
見
ヶ
丘
・二
又
ス
ポ
ー

ツ
広
場
施
設
再
開

●
6
／
11
、仮
設
住
宅
／

体
育
館
仮
設
住
宅
の
入

居
開
始

●
6
／
13
、仮
設
住
宅
／

伊
保
石
仮
設
住
宅
の
第

２
期
入
居
開
始

●
6
／
13
、危
険
建
物
等

解
体
が
れ
き
受
け
入
れ

の
た
め
、越
の
浦
漁
港

背
後
地
に
一
次
仮
置
場

設
置

●
6
／
21
、家
屋
解
体
作

業
開
始

●
6
／
25
、仮
設
住
宅
／

入
居
再
募
集（
～
7
／

5
）

●
6
／
25
、仮
設
住
宅
／

桂
島
入
居
開
始

●
6
／
29
、仮
設
住
宅
／

寒
風
沢
で
仮
設
住
宅
の

入
居
開
始

●
6
／
1
、釣
船
再
開

●
6
／
16
、「
被
災
者
支
援
施
策
説
明
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
会
」開
催

●
6
／
29
、全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始

●
6
／
26
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
慰
霊
祭
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
7

●
7
／
1
、電
力
不
足
に
よ
る
節
電
対

策
実
施（
～
9
／
9
）

●
7
／
5
、第
２
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
7
／
1
、市
内
各
所
で
放

射
線
測
定
開
始
。

●
7
／
22
、汚
泥
の
放
射
性

物
質
測
定

●
7
／
4
、渡
船
／
す
ず
か
ぜ
、野
々
島

～
石
浜
で
通
常
運
航
再
開

●
7
／
8
、仮
設
住
宅
／
伊

保
石
仮
設
住
宅
の
第
４

期
入
居
開
始

●
7
／
9
、仮
設
住
宅
／

野
々
島
で
仮
設
住
宅
の

入
居
開
始

●
7
／
13
、最
後
に
残
っ
た

避
難
所
が
閉
鎖

●
7
／
29
、小
中
学
校
／

終
業
式

●
7
／
27
、「
第
１
回
塩
竈
市
湾
奥
部

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議
」

開
催

●
7
／
1
、「
り
災
商
店
再
生
支
援
事
業
」申

請
受
付
開
始（
～
10
／
31
）

●
7
／
18
、第
64
回
塩
竈
み
な
と
祭

8

●
8
／
2
、第
３
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
8
／
2
、陸
上
自
衛
隊
第

22
連
隊
撤
収
報
告

●
8
／
8
、野
々
島
・
寒
風
沢
漁
集
排
応

急
復
旧
工
事
完
了

●
8
／
4
、「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」設
置
事
業
開
始

●
8
／
9
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
港
町
地
区
）

●
8
／
12
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
北
浜
地
区
）

●
8
／
17
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
桂
島
・
石
浜
・
藤
倉
地
区
）

●
8
／
19
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
・

本
塩
釜
周
辺
地
区
）

●
8
／
20
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
仮
設
住
宅
）

●
8
／
22
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
東
部
地
区
）

●
8
／
23
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
北
部
地
区
）

●
8
／
25
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
南
部
地
区
）

●
8
／
25
、「
第
２
回
塩
竈
市
湾
奥
部

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議
」

開
催

●
8
／
26
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
西
部
地
区
）

●
8
／
1
、仮
設
店
舗
使
用
事
業
者
決
定

●
8
／
12
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
か
ら

市
へ
の
仮
設
店
舗
引
渡
式

●
8
／
13
、桂
島
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催

●
8
／
22
、り
災
商
店
再
生
事
業
相
談
窓
口

を
壱
番
館
に
変
更

9

●
9
／
6
、第
４
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
9
／
11
、塩
竈
市
長
選
挙
お
よ
び
塩

竈
市
議
会
議
員
選
挙

●
9
／
9
、市
営
汽
船
／
桂
島
で
の
乗
換

解
消
。し
お
じ
、み
し
お
に
よ
る「
塩
竈

～
朴
島
」間
の
通
し
運
航
再
開

●
9
／
25
、復
興
!
全
国「
塩
」サ
ミ
ッ
ト
in

宮
城
が
塩
竈
で
開
催

●
9
／
1
、エ
リ
ア
メ
ー

ル
を
利
用
し
た「
塩

竈
市
災
害
情
報
」配

信
開
始

●
9
／
21
、台
風
15
号

に
よ
る
水
害
発
生

10

●
10
／
4
第
５
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
10
／
17
、広
報
紙
号
外
第
３
号
発
行

●
10
／
31
、危
険
建
物
等

解
体
申
請
受
付
期
間

の
延
長（
～
H
24
・
2
／

10
）

●
10
／
20「
塩
竈
市
湾
奥
部
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議　

報
告
会
」

開
催

●
10
／
23
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
桂
島
・
石
浜
・
寒
風
沢
・

野
々
島
・
朴
島
地
区
）

●
10
／
24
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
本
塩
釜
駅
周
辺
地
区
）

●
10
／
25
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
北
浜
地
区
）

●
10
／
26
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
藤
倉
地
区
）

●
10
／
27
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
港
町
地
区
）

●
10
／
28
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
仮
設
住
宅
）

●
10
／
16
、魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
開
催

●
10
／
19
、海
岸
通
駐
車
場
営
業
再
開

●
10
／
23
、「
が
ん
ば
っぺ
！
塩
釜　

産
業
復
幸

市
・
仮
設
店
舗
応
援
市
」開
催

11

●
11
／
15
、第
６
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
11
／
23
、市
制
施
行
70
周
年
記
念

式
典

●
11
／
25
、震
災
復
興
計
画
検
討
委

員
会
が
答
申
書
を
市
長
に
提
出

●
11
／
29
、広
報
紙
号
外
第
４
号
発
行

●
11
／
1
、「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
宅
特
別

便　

伊
保
石
お
～
ら
い
タ
ク
シ
ー
」運

行
開
始

●
11
／
15
、伊
保
石
仮
設

住
宅
に「
ふ
れ
あ
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
所

●
11
／
6
、第
5
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

●
11
／
12
、仙
台
宮
城「
食
と
観
光
」首
都
圏

大
キ
ャ
ラ
バ
ン

●
11
／
16
、塩
竈
市
仮
設
水
産
加
工
場
使
用

者
決
定

●
11
／
12
、塩
釜
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
寄
贈
の

「
復
興
の
鐘
」
除
幕

式
●
11
／
13
、京
都
市
下

京
区
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば

「
絆
の
書
」と
エ
ー
ル

を
い
た
だ
く
。

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
12

●
12
／
2
、「
塩
竈
市
震
災
復
興
計

画
」策
定

●
12
／
1
、バ
ス
／「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
バ

ス
」１
便
増
便

●
12
／
1
、仮
設
観
光
案
内
所
設
置

●
12
／
16
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

平成24年
1

●
1
／
1
、「
震
災
復
興
推
進
室
」を

拡
充（
１
室
４
係
）

●
1
／
3
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な

と
し
ほ
が
ま
が
旧
え

び
や
旅
館
の
保
存
活

動
を
開
始

2

●
2
／
1
、災
害
公
営
住
宅
建
設
事

業
着
手
式（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
要

請
、伊
保
石
・
錦
町
）

●
2
／
1
、宅
地
防
災
対
策
支
援
事

業
開
始

●
2
／
9
、宮
城
県
民
間
投
資
促
進
特
区（
も

の
づ
く
り
産
業
版
）認
定

●
2
／
19
、「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
藻
塩
ス
イ
ー

ツ
祭
Vol
・
0
」開
催

●
2
／
29
、「
塩
竈
de
ひ
な
め
ぐ
り
２
０
１
２
～

復
興
へ
の
祈
り
～
」開
催（
～
3
／
4
）

●
2
／
11
、塩
釜
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、「
復

興
祈
願
石
碑
」を
設

置

3

●
3
／
31
、新
浜
町
公
園
一

次
仮
置
場
内
の
が
れ
き

搬
出
終
了
。仮
置
場
閉

鎖

●
3
／
2
、災
害
公
営
住
宅（
伊
保
石
・
錦

町
）、震
災
復
興
市
街
地
再
開
発
事
業

（
海
岸
通
地
区
）、漁
業
集
落
防
災
機

能
強
化
事
業（
桂
島
・
石
浜
・
野
々
島
・

寒
風
沢
）、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

（
野
々
島
・
寒
風
沢
）、小
規
模
住
宅
地

区
改
良
事
業（
朴
島
）採
択

●
3
／
21
、災
害
公
営
住
宅
建
設
用
地

測
量
・
土
質
調
査
着
手
式（
錦
町
）

●
3
／
10
、し
お
が
ま
弥
生
灯
火
会「
鎮
魂
と

復
興
へ
の
と
も
し
び
」開
催

●
3
／
10
、塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
使
用

開
始（
～
6
／
30
）

●
3
／
17
、塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
が
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
3
／
17
、「
復
興
凧
揚
げ
」開
催（
浦
戸
）

●
3
／
23
、千
賀
の
浦
観
光
推
進
特
区
認
定

●
3
／
30
、旧
亀
井
邸
主
屋
・
離
れ
改
修
工
事

完
了

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、復
興
の
シ
ン

ボ
ル「
花
時
計
」始
動

4

●
4
／
1
、「
震
災
復
興
推
進
局（
１
課

４
係
）」を
新
設

●
4
／
1
、市
営
汽
船
／
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
復
帰

●
4
／
28
、市
営
汽
船
／
復
興
乗
船
記

念
券「
希
望
の
栞
」発
行

●
4
／
29
、N
P
O
法
人
浦
戸
フ
ェ
リ
ー
の

「
な
の
は
な
丸
」就
航

●
4
／
29
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

5

●
5
／
21
、平
成
24
年
度

危
険
建
物
等
解
体
申
請

受
付（
～
8
／
31
）

●
5
／
25
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
桂

島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
）採
択

6

●
6
／
15
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
一
回
三
社
選
定

●
6
／
10
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
10
、復
興
事
業
説
明
会（
港
町

地
区
）

●
7
／
10
、復
興
事
業
個
別
相
談
会

（
藤
倉
地
区
7
／
11
、7
／
14
、7

／
17
）

●
7
／
11
、復
興
事
業
個
別
相
談
会

（
北
浜
地
区
、～
7
／
19
）

●
7
／
1
、マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
／
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

●
7
／
1
、「
浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

●
7
／
1
、「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
藻
塩
ス
イ
ー

ツ
祭
Vol
・
1
」開
催

●
7
／
15
、第
65
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
16
日
）

●
7
／
17
、海
岸
通
商
店
会
ア
ー
ケ
ー
ド
解
体

終
了

●
7
／
11
、碧
南
市
と

塩
竈
市
が
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
書
締
結

8

●
8
／
9
、復
興
事
業
の
事
業
説
明
会

（
藤
倉
地
区
）

●
8
／
4
、塩
竈
市
水
道
事
業
１
０
０
周

年
記
念
式
典

●
8
／
31
、漁
港
／
野
々
島
馬
越
浮
さ
ん

橋
復
旧
完
了

●
8
／
1
、宮
城
県
二
次

仮
置
場
本
格
稼
働

●
8
／
13
、が
ん
ば
っ
ぺ
桂
島
夏
祭
り
花
火
大

会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
花
火
大
会
開
催

●
8
／
6
、「
第
１
回
北

浜
緑
地
護
岸
の
防
災

と
親
水
を
考
え
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

●
8
／
27
、「
第
２
回
北

浜
緑
地
護
岸
の
防
災

と
親
水
を
考
え
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

●
8
／
25
、「
下
京
・
京

都
駅
前
夏
祭
り
」に

塩
竈
復
興
応
援
ブ
ー

ス
設
置

9

●
9
／
27
、広
報
紙
号
外
第
５
号
発
行

●
9
／
3
、渡
船
／
野
々
島（
馬
越
）～
寒

風
沢
～
朴
島
の
渡
船
が
運
航
再
開

●
9
／
30
、浦
戸
地
区
仮

置
場（
桂
島
・
野
々
島
・

寒
風
沢
島
）内
の
が
れ

き
搬
出
終
了
。仮
置
場

閉
鎖

●
9
／
22
、「
G
A
M
A�

R
O
C
K
」開
催

●
9
／
28
、「
し
お
が
ま
・
ま
ち
の
駅
」が
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
9
／
8
、「
浦
戸
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
津

波
が
来
る
！
そ
の
時

ど
う
す
る
？
～
」開
催

10

●
10
／
19
、海
岸
通
1
番
2
番
地
区
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
設
立

●
10
／
14
、「
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り　

in

仲
卸
市
場
」開
催

●
10
／
17
、3
港
統
合
に
よ
る
国
際
拠
点
港

湾
仙
台
塩
釜
港
が
誕
生

●
10
／
27
、第
19
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展「
塩

竈
の
醍
醐
味
！
」開
催（
～
28
日
）

●
10
／
15
、須
坂
市
と

塩
竈
市
が
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
書
締
結
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
7

●
7
／
1
、電
力
不
足
に
よ
る
節
電
対

策
実
施（
～
9
／
9
）

●
7
／
5
、第
２
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
7
／
1
、市
内
各
所
で
放

射
線
測
定
開
始
。

●
7
／
22
、汚
泥
の
放
射
性

物
質
測
定

●
7
／
4
、渡
船
／
す
ず
か
ぜ
、野
々
島

～
石
浜
で
通
常
運
航
再
開

●
7
／
8
、仮
設
住
宅
／
伊

保
石
仮
設
住
宅
の
第
４

期
入
居
開
始

●
7
／
9
、仮
設
住
宅
／

野
々
島
で
仮
設
住
宅
の

入
居
開
始

●
7
／
13
、最
後
に
残
っ
た

避
難
所
が
閉
鎖

●
7
／
29
、小
中
学
校
／

終
業
式

●
7
／
27
、「
第
１
回
塩
竈
市
湾
奥
部

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議
」

開
催

●
7
／
1
、「
り
災
商
店
再
生
支
援
事
業
」申

請
受
付
開
始（
～
10
／
31
）

●
7
／
18
、第
64
回
塩
竈
み
な
と
祭

8

●
8
／
2
、第
３
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
8
／
2
、陸
上
自
衛
隊
第

22
連
隊
撤
収
報
告

●
8
／
8
、野
々
島
・
寒
風
沢
漁
集
排
応

急
復
旧
工
事
完
了

●
8
／
4
、「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」設
置
事
業
開
始

●
8
／
9
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
港
町
地
区
）

●
8
／
12
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
北
浜
地
区
）

●
8
／
17
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
桂
島
・
石
浜
・
藤
倉
地
区
）

●
8
／
19
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
・

本
塩
釜
周
辺
地
区
）

●
8
／
20
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
仮
設
住
宅
）

●
8
／
22
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
東
部
地
区
）

●
8
／
23
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
北
部
地
区
）

●
8
／
25
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
南
部
地
区
）

●
8
／
25
、「
第
２
回
塩
竈
市
湾
奥
部

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議
」

開
催

●
8
／
26
、震
災
復
興
計
画
第
１
回
地

区
懇
談
会（
西
部
地
区
）

●
8
／
1
、仮
設
店
舗
使
用
事
業
者
決
定

●
8
／
12
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
か
ら

市
へ
の
仮
設
店
舗
引
渡
式

●
8
／
13
、桂
島
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催

●
8
／
22
、り
災
商
店
再
生
事
業
相
談
窓
口

を
壱
番
館
に
変
更

9

●
9
／
6
、第
４
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
9
／
11
、塩
竈
市
長
選
挙
お
よ
び
塩

竈
市
議
会
議
員
選
挙

●
9
／
9
、市
営
汽
船
／
桂
島
で
の
乗
換

解
消
。し
お
じ
、み
し
お
に
よ
る「
塩
竈

～
朴
島
」間
の
通
し
運
航
再
開

●
9
／
25
、復
興
!
全
国「
塩
」サ
ミ
ッ
ト
in

宮
城
が
塩
竈
で
開
催

●
9
／
1
、エ
リ
ア
メ
ー

ル
を
利
用
し
た「
塩

竈
市
災
害
情
報
」配

信
開
始

●
9
／
21
、台
風
15
号

に
よ
る
水
害
発
生

10

●
10
／
4
第
５
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
10
／
17
、広
報
紙
号
外
第
３
号
発
行

●
10
／
31
、危
険
建
物
等

解
体
申
請
受
付
期
間

の
延
長（
～
H
24
・
2
／

10
）

●
10
／
20「
塩
竈
市
湾
奥
部
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
活
用
市
民
会
議　

報
告
会
」

開
催

●
10
／
23
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
桂
島
・
石
浜
・
寒
風
沢
・

野
々
島
・
朴
島
地
区
）

●
10
／
24
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
本
塩
釜
駅
周
辺
地
区
）

●
10
／
25
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
北
浜
地
区
）

●
10
／
26
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
藤
倉
地
区
）

●
10
／
27
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
港
町
地
区
）

●
10
／
28
、震
災
復
興
計
画
第
２
回
地

区
懇
談
会（
仮
設
住
宅
）

●
10
／
16
、魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
開
催

●
10
／
19
、海
岸
通
駐
車
場
営
業
再
開

●
10
／
23
、「
が
ん
ば
っぺ
！
塩
釜　

産
業
復
幸

市
・
仮
設
店
舗
応
援
市
」開
催

11

●
11
／
15
、第
６
回
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
検
討
委
員
会
開
催

●
11
／
23
、市
制
施
行
70
周
年
記
念

式
典

●
11
／
25
、震
災
復
興
計
画
検
討
委

員
会
が
答
申
書
を
市
長
に
提
出

●
11
／
29
、広
報
紙
号
外
第
４
号
発
行

●
11
／
1
、「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
宅
特
別

便　

伊
保
石
お
～
ら
い
タ
ク
シ
ー
」運

行
開
始

●
11
／
15
、伊
保
石
仮
設

住
宅
に「
ふ
れ
あ
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
所

●
11
／
6
、第
5
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

●
11
／
12
、仙
台
宮
城「
食
と
観
光
」首
都
圏

大
キ
ャ
ラ
バ
ン

●
11
／
16
、塩
竈
市
仮
設
水
産
加
工
場
使
用

者
決
定

●
11
／
12
、塩
釜
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
寄
贈
の

「
復
興
の
鐘
」
除
幕

式
●
11
／
13
、京
都
市
下

京
区
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば

「
絆
の
書
」と
エ
ー
ル

を
い
た
だ
く
。

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成23年
12

●
12
／
2
、「
塩
竈
市
震
災
復
興
計

画
」策
定

●
12
／
1
、バ
ス
／「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
バ

ス
」１
便
増
便

●
12
／
1
、仮
設
観
光
案
内
所
設
置

●
12
／
16
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

平成24年
1

●
1
／
1
、「
震
災
復
興
推
進
室
」を

拡
充（
１
室
４
係
）

●
1
／
3
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な

と
し
ほ
が
ま
が
旧
え

び
や
旅
館
の
保
存
活

動
を
開
始

2

●
2
／
1
、災
害
公
営
住
宅
建
設
事

業
着
手
式（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
要

請
、伊
保
石
・
錦
町
）

●
2
／
1
、宅
地
防
災
対
策
支
援
事

業
開
始

●
2
／
9
、宮
城
県
民
間
投
資
促
進
特
区（
も

の
づ
く
り
産
業
版
）認
定

●
2
／
19
、「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
藻
塩
ス
イ
ー

ツ
祭
Vol
・
0
」開
催

●
2
／
29
、「
塩
竈
de
ひ
な
め
ぐ
り
２
０
１
２
～

復
興
へ
の
祈
り
～
」開
催（
～
3
／
4
）

●
2
／
11
、塩
釜
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、「
復

興
祈
願
石
碑
」を
設

置

3

●
3
／
31
、新
浜
町
公
園
一

次
仮
置
場
内
の
が
れ
き

搬
出
終
了
。仮
置
場
閉

鎖

●
3
／
2
、災
害
公
営
住
宅（
伊
保
石
・
錦

町
）、震
災
復
興
市
街
地
再
開
発
事
業

（
海
岸
通
地
区
）、漁
業
集
落
防
災
機

能
強
化
事
業（
桂
島
・
石
浜
・
野
々
島
・

寒
風
沢
）、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

（
野
々
島
・
寒
風
沢
）、小
規
模
住
宅
地

区
改
良
事
業（
朴
島
）採
択

●
3
／
21
、災
害
公
営
住
宅
建
設
用
地

測
量
・
土
質
調
査
着
手
式（
錦
町
）

●
3
／
10
、し
お
が
ま
弥
生
灯
火
会「
鎮
魂
と

復
興
へ
の
と
も
し
び
」開
催

●
3
／
10
、塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
使
用

開
始（
～
6
／
30
）

●
3
／
17
、塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
が
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
3
／
17
、「
復
興
凧
揚
げ
」開
催（
浦
戸
）

●
3
／
23
、千
賀
の
浦
観
光
推
進
特
区
認
定

●
3
／
30
、旧
亀
井
邸
主
屋
・
離
れ
改
修
工
事

完
了

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、復
興
の
シ
ン

ボ
ル「
花
時
計
」始
動

4

●
4
／
1
、「
震
災
復
興
推
進
局（
１
課

４
係
）」を
新
設

●
4
／
1
、市
営
汽
船
／
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
復
帰

●
4
／
28
、市
営
汽
船
／
復
興
乗
船
記

念
券「
希
望
の
栞
」発
行

●
4
／
29
、N
P
O
法
人
浦
戸
フ
ェ
リ
ー
の

「
な
の
は
な
丸
」就
航

●
4
／
29
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

5

●
5
／
21
、平
成
24
年
度

危
険
建
物
等
解
体
申
請

受
付（
～
8
／
31
）

●
5
／
25
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
桂

島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
）採
択

6

●
6
／
15
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
一
回
三
社
選
定

●
6
／
10
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
10
、復
興
事
業
説
明
会（
港
町

地
区
）

●
7
／
10
、復
興
事
業
個
別
相
談
会

（
藤
倉
地
区
7
／
11
、7
／
14
、7

／
17
）

●
7
／
11
、復
興
事
業
個
別
相
談
会

（
北
浜
地
区
、～
7
／
19
）

●
7
／
1
、マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
／
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

●
7
／
1
、「
浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

●
7
／
1
、「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
藻
塩
ス
イ
ー

ツ
祭
Vol
・
1
」開
催

●
7
／
15
、第
65
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
16
日
）

●
7
／
17
、海
岸
通
商
店
会
ア
ー
ケ
ー
ド
解
体

終
了

●
7
／
11
、碧
南
市
と

塩
竈
市
が
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
書
締
結

8

●
8
／
9
、復
興
事
業
の
事
業
説
明
会

（
藤
倉
地
区
）

●
8
／
4
、塩
竈
市
水
道
事
業
１
０
０
周

年
記
念
式
典

●
8
／
31
、漁
港
／
野
々
島
馬
越
浮
さ
ん

橋
復
旧
完
了

●
8
／
1
、宮
城
県
二
次

仮
置
場
本
格
稼
働

●
8
／
13
、が
ん
ば
っ
ぺ
桂
島
夏
祭
り
花
火
大

会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
花
火
大
会
開
催

●
8
／
6
、「
第
１
回
北

浜
緑
地
護
岸
の
防
災

と
親
水
を
考
え
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

●
8
／
27
、「
第
２
回
北

浜
緑
地
護
岸
の
防
災

と
親
水
を
考
え
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

●
8
／
25
、「
下
京
・
京

都
駅
前
夏
祭
り
」に

塩
竈
復
興
応
援
ブ
ー

ス
設
置

9

●
9
／
27
、広
報
紙
号
外
第
５
号
発
行

●
9
／
3
、渡
船
／
野
々
島（
馬
越
）～
寒

風
沢
～
朴
島
の
渡
船
が
運
航
再
開

●
9
／
30
、浦
戸
地
区
仮

置
場（
桂
島
・
野
々
島
・

寒
風
沢
島
）内
の
が
れ

き
搬
出
終
了
。仮
置
場

閉
鎖

●
9
／
22
、「
G
A
M
A�

R
O
C
K
」開
催

●
9
／
28
、「
し
お
が
ま
・
ま
ち
の
駅
」が
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
9
／
8
、「
浦
戸
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
津

波
が
来
る
！
そ
の
時

ど
う
す
る
？
～
」開
催

10

●
10
／
19
、海
岸
通
1
番
2
番
地
区
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
設
立

●
10
／
14
、「
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り　

in

仲
卸
市
場
」開
催

●
10
／
17
、3
港
統
合
に
よ
る
国
際
拠
点
港

湾
仙
台
塩
釜
港
が
誕
生

●
10
／
27
、第
19
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展「
塩

竈
の
醍
醐
味
！
」開
催（
～
28
日
）

●
10
／
15
、須
坂
市
と

塩
竈
市
が
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
書
締
結
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成24年
11

●
11
／
9
、「
し
お
が
ま
産
業
大
使
・
塩

竈
市
長
産
業
振
興
懇
談
会
」開
催

●
11
／
30
、市
立
病
院
の
旧

看
護
師
寮
解
体
工
事
終

了

●
11
／
6
、塩
釜
港
区
災
害
復
旧
工
事

推
進
式

●
11
／
2
、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

承
認（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）

●
11
／
14
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
旅
・
長
野
県
須
坂
市（
～
11
／
15
）

●
11
／
26
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
旅
・
愛
知
県
碧
南
市（
～
11
／
27
）

●
11
／
30
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
北

浜
・
朴
島
）、被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業（
北
浜
・
藤
倉
二
丁

目
地
区
）、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）採
択

●
11
／
4
、第
6
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

12

●
12
／
14
、市
立
病
院
の
電

気
設
備
改
修
工
事
終
了

●
12
／
21
、水
道
／
野
々
島
・
寒
風
沢
間

の
新
海
底
配
水
管
に
よ
る
給
水
開
始

●
12
／
1
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

●
12
／
21
、「
塩
竈
っ
子
へ

（
第
２
集
）」配
布
開
始

平成25年
1

●
1
／
17
、災
害
公
営
住
宅
／
着
工
式

（
伊
保
石
）

●
1
／
19
、新
・
藤
倉
児
童

館
オ
ー
プ
ン

●
1
／
18
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
二
回
五
社
選
定

●
1
／
21
、第
１
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

2

●
2
／
9
、第
20
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展「
塩

竈
の
醍
醐
味
！
」開
催（
～
11
日
）

●
2
／
20
、「
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市
」開

催

3

●
3
／
31
、越
の
浦
一
次
仮

置
場
閉
鎖

●
3
／
8
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
清
水

沢
）、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業（
港

町
地
区
）採
択

●
3
／
26
、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

工
事
着
手（
寒
風
沢
地
区
）

●
3
／
10
、「
塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の“
逸
品
”フ
ェ
ア
」開
催

●
3
／
16
、塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
開
設
一
周

年
記
念
事
業（
～
6
／
30
）

●
3
／
26
、塩
竈
中
央
公
共
駐
車
場
解
体
工

事
完
了

●
3
／
29
、旧
亀
井
邸
洋
館
改
修
工
事
完
了

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、塩
竈
市
東

日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
除
幕
式

4

●
4
／
30
、壱
番
館
庁
舎
、全
フ
ロ
ア
で

業
務
開
始

●
4
／
1
、水
道
／
水
道
部
の
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
が
開
所

●
4
／
16
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
認
可（
北
浜
地
区
）

●
4
／
1
、仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕（
～
6
／
30
）

●
4
／
13
、第
2
回
し
お
が
ま
・み
な
と
復
興

市
場
復
興
感
謝
祭（
～
14
日
）

●
4
／
28
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

5

●
5
／
20
、災
害
公
営
住
宅
着
工
式

（
錦
町
）

●
5
／
26
、「
浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

6

●
6
／
16
、し
お
が
ま
み
ど
り
で
つ
な
が

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

●
6
／
28
、市
立
病
院
の
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
工

事
終
了

●
6
／
1
、市
営
汽
船
／
駒
島
航
路
運

航
再
開

●
6
／
9
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
17
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
認
可（
藤
倉
二
丁
目
地

区
）

●
7
／
14
、第
66
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
15

日
）

●
7
／
30
、第
３
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

8

●
8
／
10
、「
東
日
本
復
興

支
援
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

in�

塩
竈
」開
催

●
8
／
22
、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

工
事
着
手（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）

●
8
／
13
、が
ん
ば
っ
ぺ
桂
島
夏
祭
り
花
火
大

会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
花
火
大
会
開
催

●
8
／
2
、養
父
市
・
塩

竈
市　

災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
書
締
結

●
8
／
30
、浦
戸
消
防

団
／
野
々
島
器
具
置

場
完
成

9

●
9
／
26
、臨
時
災
害
放
送
局
廃
止

●
9
／
30
、災
害
公
営
住
宅
建
設
を

U
R
に
要
請（
浦
戸
地
区
）

●
9
／
14
、青
山
学
院
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
塩
竈
活
動
報
告
会

●
9
／
26
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
／
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
再
開

●
9
／
20
、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

着
手（
野
々
島
地
区
）

●
9
／
13
、塩
竈
市
復
興
推
進
計
画（
応
急
仮

設
建
築
物
活
用
事
業
）認
定

●
9
／
14
、親
方
特
薦
ひ
が
し
も
の
ま
ぐ
ろ
ま

つ
り（
～
11
／
30
）

●
9
／
22
、「
G
A
M
A
�R
O
C
K
」開
催

●
9
／
30
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
三
回
一
社
選
定

●
9
／
7
、「
浦
戸
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
津

波
が
来
る
！
そ
の
時

ど
う
す
る
？
～
」開

催
●
9
／
8「
防
災
・
減
災

フ
ェ
ス
タ�

in�

塩
竈
」

開
催

10

●
10
／
18
、市
営
汽
船
／「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
特
別
便
」運
航
再
開

●
10
／
6
、「
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り�

ｉｎ�

仲
卸
市
場
」開
催

●
10
／
26
、第
21
回「
塩
竈
の
醍
醐
味
」開
催

（
～
27
日
）

●
10
／
18
、第
４
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

●
10
／
24
、浦
戸
消
防

団
／
寒
風
沢
器
具
置

場
完
成

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成25年
11

●
11
／
8
、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

認
可（
港
町
地
区
）

●
11
／
16
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
!
旅
開
催（
～
11
／
17
）（
兵
庫
県

養
父
市
）

●
11
／
24
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
!
旅
開
催（
～
11
／
25
）（
長
野
県

長
野
市
）

●
11
／
3
、第
7
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

●
11
／
3
、親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
IN
塩
釜
開
催

●
11
／
9
、「
し
お
が
ま・み
な
と
復
興
市
場　

大
漁
ま
つ
り
」開
催（
～
10
日
）

●
11
／
9
、全
国
ア
マ
モ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
11
／
30
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

12

●
12
／
27
、災
害
公
営
住
宅（
伊
保
石
）

を
安
倍
晋
三
首
相
が
視
察

●
12
／
26
、漁
港
／
寒
風
沢
漁
港
浮
さ
ん

橋
完
成
記
念
式
典
及
び
供
用
開
始

●
12
／
28
、塩
竈
復
興
！
新
春
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ン
テ
ス
ト（
～
1
／
14
）

●
12
／
25
、「
塩
竈
市
学

校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム

集
」配
布
開
始

平成26年
1

●
1
／
31
、
中
倉
埋
立

処
分
場
に
災
害
廃
棄
物

（
肥
料
等
）を
最
終（
埋

立
）処
分

●
1
／
3
、旧
え
び
や

旅
館
活
用
社
会
実
験

「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

開
催（
～
1
／
4
）

2

●
2
／
1
、災
害
公
営
住
宅
入
居
式

（
伊
保
石
）

●
2
／
6
、青
山
学
院
大
学

と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
書
締
結

●
2
／
14
、中
倉
埋
立
処

分
場
一
次
仮
置
場
業
務

終
了

●
2
／
5
、「
２
０
１
４
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本

市
」開
催

●
2
／
16
、日
本
一
の
し
お
が
ま
お
で
ん
大
鍋
ま

つ
り
開
催

●
2
／
22
、第
22
回「
塩
竈
の
醍
醐
味
」開
催

（
～
23
日
）

3

●
3
／
12
、宮
城
県
二
次

仮
置
場
閉
鎖（
災
害
廃

棄
物
処
理
完
了
）

●
3
／
7
、災
害
公
営
住
宅
事
業
採
択

（
錦
町
東
）

●
3
／
2
、「
塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の“
逸
品
”フ
ェ
ア
」開
催

●
3
／
29
、「
塩
竈　

復
興　

地
域
ブ
ラ
ン
ド

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

●
3
／
29
、松
島“
湾
”ダ
ー
ラ
ン
ド
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト

●
3
／
2
、「
復
興
支
援

感
謝
桜
」植
樹
式

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、浪
分
桜
の
植

樹
と
記
念
碑
除
幕
式

4

●
4
／
11
、う
ら
と
ラ
ウ
ン
ジ「
菜
の

花
」開
設

●
4
／
18
、下
水
道
／
港
町
二
丁
目
・
中

の
島
地
区
下
水
道
事
業
安
全
祈
願
祭

●
4
／
27
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

●
4
／
1
、新「
塩
釜
地

区
消
防
事
務
組
合
」

誕
生

5

●
5
／
30
、下
水
道
／
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ

場
竣
工
記
念
式
典

6

●
6
／
28
、災
害
公
営
住
宅
浦
戸
地

区
着
工
式（
桂
島
・
野
々
島
）

●
6
／
14
、災
害
公
営
住
宅
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
会
開
催（
伊
保
石
）

●
6
／
8
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
20
、市
営
汽
船
／
70
周
年
記
念
・

臨
時
便「
花
火
ク
ル
ー
ズ
」運
航

●
7
／
1
、「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」

販
売

●
7
／
19
、桂
島
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン（
～
8

／
17
）

●
7
／
20
、第
67
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
21
日
）

8

●
8
／
11
、災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
Ｕ

Ｒ
に
要
請（
清
水
沢
）

●
8
／
22
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
工
事
着
手（
北
浜
地
区
）

●
8
／
24
、海
苔
づ
く
し
な「
塩
竈
浦
戸
プ
チ

の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

●
8
／
31
、「
防
災
・
減

災
フ
ェ
ス
タ�

in�

塩

竈
」開
催

●
8
／
24
、京
都
駅
前

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
塩

竈
復
興
応
援
ブ
ー
ス

設
置

9

●
9
／
8
、越
前
市
か
ら
浦

戸
第
二
小
学
校
・
浦
戸
中

学
校
へ
の
演
劇
用
備
品
寄

贈
に
伴
う
贈
呈
式

●
9
／
14
、青
山
学
院
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
報
告
会in

塩
竈

●
9
／
20
、「
G
A
M
A
�R
O
C
K
」開
催

●
9
／
30
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
三
回
一
社
選
定

10

●
10
／
5
、浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム「
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ

こ
う
！
」交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

実
施

●
10
／
14
、仲
卸
市
場
に「
塩
釜
仲
卸
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ジ
オ
」オ
ー
プ
ン

11

●
11
／
29
、J
R
塩
釜
駅
前
広
場
竣
工
式

12

●
12
／
26
、災
害
公
営
住
宅（
錦
町
）

2
・
3
号
棟
入
居
式

●
12
／
25
、市
立
病
院
の
非

常
用
発
電
設
備
設
置
工

事
終
了

●
12
／
18
、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

工
事
着
手（
港
町
地
区
）

●
12
／
26
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
工
事
着
手（
藤
倉
二
丁
目

地
区
）
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年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成24年
11

●
11
／
9
、「
し
お
が
ま
産
業
大
使
・
塩

竈
市
長
産
業
振
興
懇
談
会
」開
催

●
11
／
30
、市
立
病
院
の
旧

看
護
師
寮
解
体
工
事
終

了

●
11
／
6
、塩
釜
港
区
災
害
復
旧
工
事

推
進
式

●
11
／
2
、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

承
認（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）

●
11
／
14
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
旅
・
長
野
県
須
坂
市（
～
11
／
15
）

●
11
／
26
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
旅
・
愛
知
県
碧
南
市（
～
11
／
27
）

●
11
／
30
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
北

浜
・
朴
島
）、被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業（
北
浜
・
藤
倉
二
丁

目
地
区
）、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）採
択

●
11
／
4
、第
6
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

12

●
12
／
14
、市
立
病
院
の
電

気
設
備
改
修
工
事
終
了

●
12
／
21
、水
道
／
野
々
島
・
寒
風
沢
間

の
新
海
底
配
水
管
に
よ
る
給
水
開
始

●
12
／
1
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

●
12
／
21
、「
塩
竈
っ
子
へ

（
第
２
集
）」配
布
開
始

平成25年
1

●
1
／
17
、災
害
公
営
住
宅
／
着
工
式

（
伊
保
石
）

●
1
／
19
、新
・
藤
倉
児
童

館
オ
ー
プ
ン

●
1
／
18
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
二
回
五
社
選
定

●
1
／
21
、第
１
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

2

●
2
／
9
、第
20
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展「
塩

竈
の
醍
醐
味
！
」開
催（
～
11
日
）

●
2
／
20
、「
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市
」開

催

3

●
3
／
31
、越
の
浦
一
次
仮

置
場
閉
鎖

●
3
／
8
、災
害
公
営
住
宅
事
業（
清
水

沢
）、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業（
港

町
地
区
）採
択

●
3
／
26
、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

工
事
着
手（
寒
風
沢
地
区
）

●
3
／
10
、「
塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の“
逸
品
”フ
ェ
ア
」開
催

●
3
／
16
、塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
開
設
一
周

年
記
念
事
業（
～
6
／
30
）

●
3
／
26
、塩
竈
中
央
公
共
駐
車
場
解
体
工

事
完
了

●
3
／
29
、旧
亀
井
邸
洋
館
改
修
工
事
完
了

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、塩
竈
市
東

日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
除
幕
式

4

●
4
／
30
、壱
番
館
庁
舎
、全
フ
ロ
ア
で

業
務
開
始

●
4
／
1
、水
道
／
水
道
部
の
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
が
開
所

●
4
／
16
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
認
可（
北
浜
地
区
）

●
4
／
1
、仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕（
～
6
／
30
）

●
4
／
13
、第
2
回
し
お
が
ま
・み
な
と
復
興

市
場
復
興
感
謝
祭（
～
14
日
）

●
4
／
28
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

5

●
5
／
20
、災
害
公
営
住
宅
着
工
式

（
錦
町
）

●
5
／
26
、「
浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

6

●
6
／
16
、し
お
が
ま
み
ど
り
で
つ
な
が

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

●
6
／
28
、市
立
病
院
の
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
工

事
終
了

●
6
／
1
、市
営
汽
船
／
駒
島
航
路
運

航
再
開

●
6
／
9
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
17
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
認
可（
藤
倉
二
丁
目
地

区
）

●
7
／
14
、第
66
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
15

日
）

●
7
／
30
、第
３
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

8

●
8
／
10
、「
東
日
本
復
興

支
援
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

in�

塩
竈
」開
催

●
8
／
22
、防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

工
事
着
手（
桂
島
・
寒
風
沢
地
区
）

●
8
／
13
、が
ん
ば
っ
ぺ
桂
島
夏
祭
り
花
火
大

会
開
催

●
8
／
14
、野
々
島
花
火
大
会
開
催

●
8
／
2
、養
父
市
・
塩

竈
市　

災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
書
締
結

●
8
／
30
、浦
戸
消
防

団
／
野
々
島
器
具
置

場
完
成

9

●
9
／
26
、臨
時
災
害
放
送
局
廃
止

●
9
／
30
、災
害
公
営
住
宅
建
設
を

U
R
に
要
請（
浦
戸
地
区
）

●
9
／
14
、青
山
学
院
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
塩
竈
活
動
報
告
会

●
9
／
26
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
／
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
再
開

●
9
／
20
、漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業

着
手（
野
々
島
地
区
）

●
9
／
13
、塩
竈
市
復
興
推
進
計
画（
応
急
仮

設
建
築
物
活
用
事
業
）認
定

●
9
／
14
、親
方
特
薦
ひ
が
し
も
の
ま
ぐ
ろ
ま

つ
り（
～
11
／
30
）

●
9
／
22
、「
G
A
M
A
�R
O
C
K
」開
催

●
9
／
30
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
三
回
一
社
選
定

●
9
／
7
、「
浦
戸
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
津

波
が
来
る
！
そ
の
時

ど
う
す
る
？
～
」開

催
●
9
／
8「
防
災
・
減
災

フ
ェ
ス
タ�

in�

塩
竈
」

開
催

10

●
10
／
18
、市
営
汽
船
／「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
特
別
便
」運
航
再
開

●
10
／
6
、「
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り�

ｉｎ�

仲
卸
市
場
」開
催

●
10
／
26
、第
21
回「
塩
竈
の
醍
醐
味
」開
催

（
～
27
日
）

●
10
／
18
、第
４
回
塩

竈
市
防
災
会
議
開
催

●
10
／
24
、浦
戸
消
防

団
／
寒
風
沢
器
具
置

場
完
成

年
月
日
時刻

市

救
助
・
支
援
・
医
療

イ
ン
フ
ラ

市
民
生
活

地
域

産
業

防
災

記
録

平成25年
11

●
11
／
8
、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

認
可（
港
町
地
区
）

●
11
／
16
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
!
旅
開
催（
～
11
／
17
）（
兵
庫
県

養
父
市
）

●
11
／
24
、し
お
が
ま
の
復
興
と
観
光
を

知
る
!
旅
開
催（
～
11
／
25
）（
長
野
県

長
野
市
）

●
11
／
3
、第
7
回
か
れ
い
釣
り
大
会
IN
塩
釜

開
催

●
11
／
3
、親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
IN
塩
釜
開
催

●
11
／
9
、「
し
お
が
ま・み
な
と
復
興
市
場　

大
漁
ま
つ
り
」開
催（
～
10
日
）

●
11
／
9
、全
国
ア
マ
モ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
11
／
30
、し
お
が
ま
が
ん
ば
っ
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式（
～
1
／
3
）

12

●
12
／
27
、災
害
公
営
住
宅（
伊
保
石
）

を
安
倍
晋
三
首
相
が
視
察

●
12
／
26
、漁
港
／
寒
風
沢
漁
港
浮
さ
ん

橋
完
成
記
念
式
典
及
び
供
用
開
始

●
12
／
28
、塩
竈
復
興
！
新
春
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ン
テ
ス
ト（
～
1
／
14
）

●
12
／
25
、「
塩
竈
市
学

校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム

集
」配
布
開
始

平成26年
1

●
1
／
31
、
中
倉
埋
立

処
分
場
に
災
害
廃
棄
物

（
肥
料
等
）を
最
終（
埋

立
）処
分

●
1
／
3
、旧
え
び
や

旅
館
活
用
社
会
実
験

「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

開
催（
～
1
／
4
）

2

●
2
／
1
、災
害
公
営
住
宅
入
居
式

（
伊
保
石
）

●
2
／
6
、青
山
学
院
大
学

と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
書
締
結

●
2
／
14
、中
倉
埋
立
処

分
場
一
次
仮
置
場
業
務

終
了

●
2
／
5
、「
２
０
１
４
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本

市
」開
催

●
2
／
16
、日
本
一
の
し
お
が
ま
お
で
ん
大
鍋
ま

つ
り
開
催

●
2
／
22
、第
22
回「
塩
竈
の
醍
醐
味
」開
催

（
～
23
日
）

3

●
3
／
12
、宮
城
県
二
次

仮
置
場
閉
鎖（
災
害
廃

棄
物
処
理
完
了
）

●
3
／
7
、災
害
公
営
住
宅
事
業
採
択

（
錦
町
東
）

●
3
／
2
、「
塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の“
逸
品
”フ
ェ
ア
」開
催

●
3
／
29
、「
塩
竈　

復
興　

地
域
ブ
ラ
ン
ド

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

●
3
／
29
、松
島“
湾
”ダ
ー
ラ
ン
ド
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト

●
3
／
2
、「
復
興
支
援

感
謝
桜
」植
樹
式

●
3
／
11
、東
日
本
大

震
災
塩
竈
市
追
悼
式

●
3
／
11
、浪
分
桜
の
植

樹
と
記
念
碑
除
幕
式

4

●
4
／
11
、う
ら
と
ラ
ウ
ン
ジ「
菜
の

花
」開
設

●
4
／
18
、下
水
道
／
港
町
二
丁
目
・
中

の
島
地
区
下
水
道
事
業
安
全
祈
願
祭

●
4
／
27
、花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

●
4
／
1
、新「
塩
釜
地

区
消
防
事
務
組
合
」

誕
生

5

●
5
／
30
、下
水
道
／
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ

場
竣
工
記
念
式
典

6

●
6
／
28
、災
害
公
営
住
宅
浦
戸
地

区
着
工
式（
桂
島
・
野
々
島
）

●
6
／
14
、災
害
公
営
住
宅
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
会
開
催（
伊
保
石
）

●
6
／
8
、塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
実
施

7

●
7
／
20
、市
営
汽
船
／
70
周
年
記
念
・

臨
時
便「
花
火
ク
ル
ー
ズ
」運
航

●
7
／
1
、「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」

販
売

●
7
／
19
、桂
島
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン（
～
8

／
17
）

●
7
／
20
、第
67
回
塩
竈
み
な
と
祭（
～
21
日
）

8

●
8
／
11
、災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
Ｕ

Ｒ
に
要
請（
清
水
沢
）

●
8
／
22
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
工
事
着
手（
北
浜
地
区
）

●
8
／
24
、海
苔
づ
く
し
な「
塩
竈
浦
戸
プ
チ

の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

●
8
／
31
、「
防
災
・
減

災
フ
ェ
ス
タ�

in�

塩

竈
」開
催

●
8
／
24
、京
都
駅
前

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
塩

竈
復
興
応
援
ブ
ー
ス

設
置

9

●
9
／
8
、越
前
市
か
ら
浦

戸
第
二
小
学
校
・
浦
戸
中

学
校
へ
の
演
劇
用
備
品
寄

贈
に
伴
う
贈
呈
式

●
9
／
14
、青
山
学
院
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
報
告
会in

塩
竈

●
9
／
20
、「
G
A
M
A
�R
O
C
K
」開
催

●
9
／
30
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整

備
事
業
第
三
回
一
社
選
定

10

●
10
／
5
、浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム「
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ

こ
う
！
」交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

実
施

●
10
／
14
、仲
卸
市
場
に「
塩
釜
仲
卸
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ジ
オ
」オ
ー
プ
ン

11

●
11
／
29
、J
R
塩
釜
駅
前
広
場
竣
工
式

12

●
12
／
26
、災
害
公
営
住
宅（
錦
町
）

2
・
3
号
棟
入
居
式

●
12
／
25
、市
立
病
院
の
非

常
用
発
電
設
備
設
置
工

事
終
了

●
12
／
18
、津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

工
事
着
手（
港
町
地
区
）

●
12
／
26
、被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
工
事
着
手（
藤
倉
二
丁
目

地
区
）
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全
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

市
組
織
の
総
力
で

　

塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
（
※
以
下
、災
対
本
部
）

は
、「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
条
例
」
お
よ
び
「
塩

竈
市
災
害
対
策
本
部
運
営
要
網
」
に
基
づ
き
、
市

長
を
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て
設
置
さ
れ
る
組
織

で
す
。
災
害
応
急
対
策
を
迅
速
、
的
確
に
実
施
す

る
た
め
の
非
常
時
対
応
体
制
で
あ
り
、
対
象
は
全

職
員
で
す
。
設
置
基
準
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
災
対
本
部
設
置
の
基
準
）

「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
運
営
要
綱
」よ
り

第
3
条　

前
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
災
対
本

部
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
。

（1）
気
象
庁
の
観
測
に
お
い
て
、
市
域
が
震
度
5

弱
以
上
の
地
震
と
発
表
さ
れ
た
と
き
。

（2）
気
象
庁
予
報
警
報
規
定
（
昭
和
28
年
運
輸
省

告
示
第
63
号)

別
表
第
2
の
宮
城
県
津
波
予
報

区
（
以
下
「
宮
城
県
」
と
い
う
。）
に
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
。

（3）
気
象
業
務
法（
昭
和
27
年
法
律
第
1
6
5
号
）

に
基
づ
く
注
意
報
又
は
警
報
が
発
表
さ
れ
、
災

対
本
部
の
設
置
を
必
要
と
認
め
た
と
き
。

（4）
大
規
模
な
火
災
、
爆
発
等
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
、総
合
的
な
対
策
を
必
要
と
認
め
た
と
き
。��

（5）
そ
の
他
災
害
の
状
況
に
よ
り
市
長
が
必
要
と

認
め
た
と
き
。

「
1
時
間
で
集
め
ら
れ
る
情
報
」
を

暗
く
な
る
前
に

　

本
部
長
で
あ
る
市
長
に
副
本
部
長
の
副
市
長
、

教
育
長
、
本
部
員
の
各
部
部
長
、
市
立
病
院
事

務
部
長
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
災
害
対
策
本
部
会
議

（
※
以
下
、
本
部
会
議
）
の
第
１
回
は
16
時
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
本
部
に

届
い
て
い
た
情
報
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
指
定
避
難
所

が
何
カ
所
開
設
さ
れ
て
い
る
の
か
す
ら
確
認
が
と
れ

な
い
状
況
で
し
た
。
本
部
長
で
あ
る
市
長
は
、
情

報
収
集
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
避
難
者
へ
の
速
や
か
な

対
応
を
命
じ
ま
し
た
。

（
第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議
で
の
市
長
の
言
葉
）

　

状
況
が
中
々
つ
か
み
に
く
い
事
は
重
々
承

知
の
上
で
す
が
、
現
在
、
市
内
の
状
況
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な

い
。
そ
こ
を
1
時
間
で
状
況
を
把
握
し
た
上

で
次
の
本
部
会
議
を
17
時
と
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
1
時
間
で
集
め
ら
れ
る
情
報

を
ま
ず
集
め
て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
避
難
所
に
何
人
ぐ
ら
い
避
難
さ

れ
て
い
る
か
と
か
、
あ
る
い
は
先
程
来
、
玉

川
中
学
校
、
二
小
が
避
難
所
と
し
て
使
え
な

い
と
の
情
報
が
届
い
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
方
々
が
ど
う
い
っ
た
形
で
ど
こ
に
避
難
さ

れ
て
い
る
の
か
…
。

　

ま
も
な
く
暗
く
な
り
ま
す
か
ら
暗
く
な
る

前
に
状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
市
役

所
に
も
避
難
し
て
き
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
。

　

も
う
暖
房
は
難
し
い
と
し
て
も
、
備
蓄
倉

庫
に
あ
る
毛
布
等
を
で
き
る
限
り
早
く
渡
し
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け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
緊
急
地
震
速
報
、
そ
の
後
の
長
い
揺
れ
が
激
し
く
庁
舎
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

防
災
安
全
課
（
現
・
市
民
安
全
課
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
地
震
計
が
示
し
た
の
は
「
震
度
６
強
」。

か
ね
て
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
「
宮
城
県
沖
地
震
」
の
発
生
か
？

直
ち
に
全
職
員
が
対
象
の
「
３
号
配
備
」
が
敷
か
れ
、
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

想
定
外
の
事
態
に
直
面
し
て

～
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
の
設
置

て
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い

う
事
を
ま
ず
対
応
と
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

1
時
間
以
内
に
今
お
願
い
し
た
事
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

停
電
に
よ
り
内
線
電
話
や
通
信
機
器
が
不
通
に

な
り
、
各
部
課
間
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
調
整

が
困
難
な
中
、
災
対
各
部
の
担
当
と
な
っ
た
職
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
課
係
の
事
務
分
掌
に
よ
っ
て
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
津
波
の
浸
水
の
た
め
道
路

は
通
行
不
能
と
な
っ
た
上
、
第
２
波
第
３
波
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
沿
岸
地
区
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
被
害
状
況
や
避
難
所
、
避
難
者

に
関
す
る
情
報
は
断
片
的
で
し
た
。
翌
日
3
月
12

日
6
時
か
ら
の
第
８
回
本
部
会
議
の
席
上
、
本
部

長
（
市
長
）
は
、
津
波
で
変
わ
り
果
て
た
街
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
の
要

望
へ
の
速
や
か
な
対
応
、
市
民
の
動
揺
に
配
慮
し
た

対
応
を
命
じ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
早
期
復
旧
に

重
点
を
置
い
て

　

発
災
直
後
、
本
部
会
議
が
重
点
を
置
い
た
の
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
早
期
復
旧
で
し
た
。
中
で

も
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
水
道
は
市
の
事
業

で
あ
り
、
給
水
状
況
や
復
旧
工
事
の
進
捗
、
通
水

状
況
な
ど
が
毎
回
の
会
議
の
席
上
で
確
認
、
共
有

化
さ
れ
、
対
応
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
発
生
当
日
11
日
の
夜
、
20
時
9
分
か

ら
の
第
４
回
本
部
会
議
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
市

立
病
院
へ
の
翌
日
の
給
水
方
法
で
し
た
。

（
第
４
回
本
部
会
議
）

「
1
ト
ン
タ
ン
ク
に
載
せ
て
出
ら
れ
る
よ
う
に
」

「
浸
水
し
て
い
る
の
で
分
か
ら
な
い
」

「
飲
み
水
が
無
駄
に
な
っ
て
も
で
き
る
こ
と
を
」

「
手
配
は
難
し
い
」

「
考
え
る
ん
だ
」

　

水
道
部
で
は
津
波
で
車
両
が
浸
水
被
害
を
受

け
、
代
替
車
両
の
手
配
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
深
夜
、
3
月
12
日
0
時
1
分
か
ら
の
第
７
回

本
部
会
議
で
、「
給
水
タ
ン
ク
を
掲
載
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
無
い
」
と
苦
渋
の
報
告
を
再
度
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
水
道
部
で
し
た
が
、
管
工
事
業
協
同
組
合
の

協
力
で
車
両
が
調
達
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
へ

の
給
水
が
予
定
通
り
実
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。

（
3
月
12
日
20
時
30
分　

第
13
回
本
部
会
議
）

「
油
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。要
望
を
。軽
油
を
」

（
3
月
13
日
10
時　

第
15
回
本
部
会
議
）

「
給
水
活
動
に
全
力
を
。
市
を
挙
げ
て
対
処
の

こ
と
」

（
3
月
17
日
11
時　

第
35
回
本
部
会
議
）

「（
試
験
通
水
に
よ
り
）
22
日
ご
ろ
を
目
途
に

水
が
飲
め
る
よ
う
な
状
況
に
…
」

「
も
う
少
し
早
め
ら
れ
な
い
か
」

「
21
日
に
向
け
て
努
力
す
る
」

（
3
月
24
日
8
時
30
分　

第
52
回
本
部
会
議
）

「（
学
校
給
食
に
つ
い
て
）
電
気
・
水
道
復
旧

済
み
、
ガ
ス
だ
け
が
復
旧
し
て
い
な
い
」

「
復
旧
を
早
め
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い
」

「
本
日
、
確
認
す
る
」

　

水
道
と
同
様
に
、
電
気
や
ガ
ス
、
石
油
製
品
の

状
況
、
復
旧
や
入
手
の
予
定
も
会
議
の
席
上
で
確

認
、
共
有
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
切
迫
し
た

状
況
か
ら
激
し
い
言
葉
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
本
部
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
幹
部
職

員
は
、「
問
題
に
よ
っ
て
は
喧
嘩
の
よ
う
な
激
し
い

発
言
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
物

資
や
人
員
が
限
ら
れ
た
苦
し
い
状
況
の
中
で
“
市
民

の
た
め
に
何
を
ど
う
す
る
べ
き
か
”
を
誰
も
が
真
剣

に
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

市
民
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
た

『
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
』

　

本
部
会
議
で
確
認
、
共
有
化
さ
れ
た
情
報
を
ま

と
め
、
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
市
が
発
行
し
、

市
民
か
ら
好
評
を
得
た
の
が
『
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
ニ
ュ
ー
ス
』
で
し
た
。
発
災
直
後
は
、
情
報
が

口
コ
ミ
に
限
ら
れ
、
不
正
確
な
内
容
の
こ
と
も
多

か
っ
た
市
民
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源
で
あ
り
、
避

難
所
の
入
口
な
ど
の
配
布
場
所
で
は
、
奪
い
合
う
よ

う
に
手
に
と
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

３
月
13
日
付
の
第
１
号
か
ら
平
成
24
年
１
月
６

日
付
の
第
81
号
ま
で
、
震
災
お
よ
び
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
続
け
ま
し
た
。
掲
載
さ

れ
た
情
報
は
、
発
災
直
後
は
水
道
の
給
水
場
所
や

バ
ス
等
の
交
通
情
報
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
情
報
、
学
校
や
保
育
所
の
予

定
、
放
射
線
の
測
定
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
は
そ
の

結
果
、
支
援
に
関
す
る
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
会
議
か
ら

「
復
興
推
進
本
部
会
議
」
へ

（
平
成
24
年
4
月
2
日
11
時
第
2
3
6
回
本
部
会
議

　
で
の
市
長
の
言
葉
）

　

本
日
の
会
議
を
も
っ
て
一
旦
区
切
り
を

つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
3
6
回
の
一
つ
ひ
と
つ
が
市
民
の
皆
様
方

の
災
害
か
ら
の
復
興
に
間
違
い
な
く
繋
が
っ

た
も
の
と
、
私
か
ら
も
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
市
民
の
方
々
は
混
乱
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
会
議
の
中
で
情
報
を
共
有
し
、
市

民
の
方
々
の
震
災
復
興
を
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
11
日
か
ら
翌
年
（
平
成
24
年
）
４
月
2
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
災
害
応
急
対
策
の
中
心
組
織
と

し
て
機
能
し
た
本
部
会
議
は
、
復
旧
作
業
が
落
ち

着
き
を
見
せ
て
き
た
こ
と
か
ら
第
2
3
6
回
で
そ

の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
24
年
度

以
降
、
情
報
の
共
有
化
は
復
興
に
重
点
を
置
い
た

「
塩
竈
市
震
災
復
興
推
進
本
部
会
議
」
で
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発災直後の第二小学校。雪の中で避難所の開設を待つ市民

発災直後は、臨時災害放送局「しおがまさいがいエフエム」から避
難している市民に向けた呼び掛けも行いました
（写真提供：BAY�WAVE）

震
災
以
降
の
歩
み

5657

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
震
災
発
生
と
初
動
期
の
対
応



全
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

市
組
織
の
総
力
で

　

塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
（
※
以
下
、災
対
本
部
）

は
、「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
条
例
」
お
よ
び
「
塩

竈
市
災
害
対
策
本
部
運
営
要
網
」
に
基
づ
き
、
市

長
を
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て
設
置
さ
れ
る
組
織

で
す
。
災
害
応
急
対
策
を
迅
速
、
的
確
に
実
施
す

る
た
め
の
非
常
時
対
応
体
制
で
あ
り
、
対
象
は
全

職
員
で
す
。
設
置
基
準
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
災
対
本
部
設
置
の
基
準
）

「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
運
営
要
綱
」よ
り

第
3
条　

前
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
災
対
本

部
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
。

（1）
気
象
庁
の
観
測
に
お
い
て
、
市
域
が
震
度
5

弱
以
上
の
地
震
と
発
表
さ
れ
た
と
き
。

（2）
気
象
庁
予
報
警
報
規
定
（
昭
和
28
年
運
輸
省

告
示
第
63
号)

別
表
第
2
の
宮
城
県
津
波
予
報

区
（
以
下
「
宮
城
県
」
と
い
う
。）
に
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
。

（3）
気
象
業
務
法（
昭
和
27
年
法
律
第
1
6
5
号
）

に
基
づ
く
注
意
報
又
は
警
報
が
発
表
さ
れ
、
災

対
本
部
の
設
置
を
必
要
と
認
め
た
と
き
。

（4）
大
規
模
な
火
災
、
爆
発
等
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
、総
合
的
な
対
策
を
必
要
と
認
め
た
と
き
。��

（5）
そ
の
他
災
害
の
状
況
に
よ
り
市
長
が
必
要
と

認
め
た
と
き
。

「
1
時
間
で
集
め
ら
れ
る
情
報
」
を

暗
く
な
る
前
に

　

本
部
長
で
あ
る
市
長
に
副
本
部
長
の
副
市
長
、

教
育
長
、
本
部
員
の
各
部
部
長
、
市
立
病
院
事

務
部
長
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
災
害
対
策
本
部
会
議

（
※
以
下
、
本
部
会
議
）
の
第
１
回
は
16
時
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
本
部
に

届
い
て
い
た
情
報
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
指
定
避
難
所

が
何
カ
所
開
設
さ
れ
て
い
る
の
か
す
ら
確
認
が
と
れ

な
い
状
況
で
し
た
。
本
部
長
で
あ
る
市
長
は
、
情

報
収
集
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
避
難
者
へ
の
速
や
か
な

対
応
を
命
じ
ま
し
た
。

（
第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議
で
の
市
長
の
言
葉
）

　

状
況
が
中
々
つ
か
み
に
く
い
事
は
重
々
承

知
の
上
で
す
が
、
現
在
、
市
内
の
状
況
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な

い
。
そ
こ
を
1
時
間
で
状
況
を
把
握
し
た
上

で
次
の
本
部
会
議
を
17
時
と
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
1
時
間
で
集
め
ら
れ
る
情
報

を
ま
ず
集
め
て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
避
難
所
に
何
人
ぐ
ら
い
避
難
さ

れ
て
い
る
か
と
か
、
あ
る
い
は
先
程
来
、
玉

川
中
学
校
、
二
小
が
避
難
所
と
し
て
使
え
な

い
と
の
情
報
が
届
い
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
方
々
が
ど
う
い
っ
た
形
で
ど
こ
に
避
難
さ

れ
て
い
る
の
か
…
。

　

ま
も
な
く
暗
く
な
り
ま
す
か
ら
暗
く
な
る

前
に
状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
市
役

所
に
も
避
難
し
て
き
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
。

　

も
う
暖
房
は
難
し
い
と
し
て
も
、
備
蓄
倉

庫
に
あ
る
毛
布
等
を
で
き
る
限
り
早
く
渡
し
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け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
緊
急
地
震
速
報
、
そ
の
後
の
長
い
揺
れ
が
激
し
く
庁
舎
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

防
災
安
全
課
（
現
・
市
民
安
全
課
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
地
震
計
が
示
し
た
の
は
「
震
度
６
強
」。

か
ね
て
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
「
宮
城
県
沖
地
震
」
の
発
生
か
？

直
ち
に
全
職
員
が
対
象
の
「
３
号
配
備
」
が
敷
か
れ
、
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

想
定
外
の
事
態
に
直
面
し
て

～
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
の
設
置

て
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い

う
事
を
ま
ず
対
応
と
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

1
時
間
以
内
に
今
お
願
い
し
た
事
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

停
電
に
よ
り
内
線
電
話
や
通
信
機
器
が
不
通
に

な
り
、
各
部
課
間
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
調
整

が
困
難
な
中
、
災
対
各
部
の
担
当
と
な
っ
た
職
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
課
係
の
事
務
分
掌
に
よ
っ
て
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
津
波
の
浸
水
の
た
め
道
路

は
通
行
不
能
と
な
っ
た
上
、
第
２
波
第
３
波
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
沿
岸
地
区
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
被
害
状
況
や
避
難
所
、
避
難
者

に
関
す
る
情
報
は
断
片
的
で
し
た
。
翌
日
3
月
12

日
6
時
か
ら
の
第
８
回
本
部
会
議
の
席
上
、
本
部

長
（
市
長
）
は
、
津
波
で
変
わ
り
果
て
た
街
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
の
要

望
へ
の
速
や
か
な
対
応
、
市
民
の
動
揺
に
配
慮
し
た

対
応
を
命
じ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
早
期
復
旧
に

重
点
を
置
い
て

　

発
災
直
後
、
本
部
会
議
が
重
点
を
置
い
た
の
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
早
期
復
旧
で
し
た
。
中
で

も
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
水
道
は
市
の
事
業

で
あ
り
、
給
水
状
況
や
復
旧
工
事
の
進
捗
、
通
水

状
況
な
ど
が
毎
回
の
会
議
の
席
上
で
確
認
、
共
有

化
さ
れ
、
対
応
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
発
生
当
日
11
日
の
夜
、
20
時
9
分
か

ら
の
第
４
回
本
部
会
議
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
市

立
病
院
へ
の
翌
日
の
給
水
方
法
で
し
た
。

（
第
４
回
本
部
会
議
）

「
1
ト
ン
タ
ン
ク
に
載
せ
て
出
ら
れ
る
よ
う
に
」

「
浸
水
し
て
い
る
の
で
分
か
ら
な
い
」

「
飲
み
水
が
無
駄
に
な
っ
て
も
で
き
る
こ
と
を
」

「
手
配
は
難
し
い
」

「
考
え
る
ん
だ
」

　

水
道
部
で
は
津
波
で
車
両
が
浸
水
被
害
を
受

け
、
代
替
車
両
の
手
配
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
深
夜
、
3
月
12
日
0
時
1
分
か
ら
の
第
７
回

本
部
会
議
で
、「
給
水
タ
ン
ク
を
掲
載
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
無
い
」
と
苦
渋
の
報
告
を
再
度
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
水
道
部
で
し
た
が
、
管
工
事
業
協
同
組
合
の

協
力
で
車
両
が
調
達
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
へ

の
給
水
が
予
定
通
り
実
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。

（
3
月
12
日
20
時
30
分　

第
13
回
本
部
会
議
）

「
油
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。要
望
を
。軽
油
を
」

（
3
月
13
日
10
時　

第
15
回
本
部
会
議
）

「
給
水
活
動
に
全
力
を
。
市
を
挙
げ
て
対
処
の

こ
と
」

（
3
月
17
日
11
時　

第
35
回
本
部
会
議
）

「（
試
験
通
水
に
よ
り
）
22
日
ご
ろ
を
目
途
に

水
が
飲
め
る
よ
う
な
状
況
に
…
」

「
も
う
少
し
早
め
ら
れ
な
い
か
」

「
21
日
に
向
け
て
努
力
す
る
」

（
3
月
24
日
8
時
30
分　

第
52
回
本
部
会
議
）

「（
学
校
給
食
に
つ
い
て
）
電
気
・
水
道
復
旧

済
み
、
ガ
ス
だ
け
が
復
旧
し
て
い
な
い
」

「
復
旧
を
早
め
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い
」

「
本
日
、
確
認
す
る
」

　

水
道
と
同
様
に
、
電
気
や
ガ
ス
、
石
油
製
品
の

状
況
、
復
旧
や
入
手
の
予
定
も
会
議
の
席
上
で
確

認
、
共
有
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
切
迫
し
た

状
況
か
ら
激
し
い
言
葉
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
本
部
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
幹
部
職

員
は
、「
問
題
に
よ
っ
て
は
喧
嘩
の
よ
う
な
激
し
い

発
言
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
物

資
や
人
員
が
限
ら
れ
た
苦
し
い
状
況
の
中
で
“
市
民

の
た
め
に
何
を
ど
う
す
る
べ
き
か
”
を
誰
も
が
真
剣

に
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

市
民
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
た

『
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
』

　

本
部
会
議
で
確
認
、
共
有
化
さ
れ
た
情
報
を
ま

と
め
、
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
市
が
発
行
し
、

市
民
か
ら
好
評
を
得
た
の
が
『
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
ニ
ュ
ー
ス
』
で
し
た
。
発
災
直
後
は
、
情
報
が

口
コ
ミ
に
限
ら
れ
、
不
正
確
な
内
容
の
こ
と
も
多

か
っ
た
市
民
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源
で
あ
り
、
避

難
所
の
入
口
な
ど
の
配
布
場
所
で
は
、
奪
い
合
う
よ

う
に
手
に
と
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

３
月
13
日
付
の
第
１
号
か
ら
平
成
24
年
１
月
６

日
付
の
第
81
号
ま
で
、
震
災
お
よ
び
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
続
け
ま
し
た
。
掲
載
さ

れ
た
情
報
は
、
発
災
直
後
は
水
道
の
給
水
場
所
や

バ
ス
等
の
交
通
情
報
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
情
報
、
学
校
や
保
育
所
の
予

定
、
放
射
線
の
測
定
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
は
そ
の

結
果
、
支
援
に
関
す
る
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
会
議
か
ら

「
復
興
推
進
本
部
会
議
」
へ

（
平
成
24
年
4
月
2
日
11
時
第
2
3
6
回
本
部
会
議

　
で
の
市
長
の
言
葉
）

　

本
日
の
会
議
を
も
っ
て
一
旦
区
切
り
を

つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
3
6
回
の
一
つ
ひ
と
つ
が
市
民
の
皆
様
方

の
災
害
か
ら
の
復
興
に
間
違
い
な
く
繋
が
っ

た
も
の
と
、
私
か
ら
も
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
市
民
の
方
々
は
混
乱
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
会
議
の
中
で
情
報
を
共
有
し
、
市

民
の
方
々
の
震
災
復
興
を
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
11
日
か
ら
翌
年
（
平
成
24
年
）
４
月
2
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
災
害
応
急
対
策
の
中
心
組
織
と

し
て
機
能
し
た
本
部
会
議
は
、
復
旧
作
業
が
落
ち

着
き
を
見
せ
て
き
た
こ
と
か
ら
第
2
3
6
回
で
そ

の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
24
年
度

以
降
、
情
報
の
共
有
化
は
復
興
に
重
点
を
置
い
た

「
塩
竈
市
震
災
復
興
推
進
本
部
会
議
」
で
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発災直後の第二小学校。雪の中で避難所の開設を待つ市民

発災直後は、臨時災害放送局「しおがまさいがいエフエム」から避
難している市民に向けた呼び掛けも行いました
（写真提供：BAY�WAVE）
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「
警
防
本
部
」
体
制
で
災
害
対
応
。

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は
、
地
震
発
生
か

ら
３
分
後
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
警
防
本
部
」
を
設
置
。
６
月
30
日
の
本
部

解
散
ま
で
、
災
害
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

塩
竈
消
防
団
、
浦
戸
消
防
団
も
発
生
直
後
か
ら
活

動
を
開
始
し
、
避
難
誘
導
な
ど
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

初
動
期
に
は
、
県
内
で
は
大
崎
消
防
本
部
と
黒

川
消
防
本
部
、
県
外
で
は
長
野
・
岡
山
・
兵
庫
・

徳
島
の
各
県
隊
の
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。
組
合
が

集
計
し
た
当
時
の
記
録
か
ら
初
動
期
の
活
動
状
況
、

応
援
い
た
だ
い
た
（
緊
急
消
防
援
助
隊
）
の
活
躍

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
全
て
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
「
東
日
本

大
震
災　

検
証
」
よ
り
転
載

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
消
防
団

　

震
災
当
時
、
本
土
地
区
を
管
轄
す
る
塩
竈
消

防
団
の
団
員
は
97
名
で
し
た
。
通
信
手
段
が
途

絶
え
る
中
、
団
員
は
個
々
人
の
判
断
で
近
隣
住

民
の
安
否
確
認
等
も
行
い
な
が
ら
詰
所
に
集
合

し
ま
し
た
。
団
と
し
て
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、

沿
岸
部
で
し
た
。
海
岸
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
呼
び
掛
け
、
車
両
等
の
進
入

も
防
ぎ
ま
し
た
。
塩
竈
消
防
団
団
長
の
小
野
嘉

克
さ
ん
（
当
時
副
団
長
）
は
、「
そ
れ
で
も
津
波

見
物
に
行
こ
う
と
す
る
人
が
い
て
困
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
塩
竈
二
中
の
避
難
所
に
回
り
ま
し
た

が
、
防
災
倉
庫
の
装
備
で
は
足
り
ず
、
消
防
団

の
発
電
機
、
暖
房
・
照
明
器
具
を
提
供
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

消
防
団
は
市
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

に
当
た
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
支
援
物
資
の

受
け
入
れ
、
仕
分
け
、
配
送
。
浦
戸
諸
島
へ
の

ヘ
リ
輸
送
の
際
に
は
、
発
着
場
で
消
火
体
制
を

と
り
、
ま
た
、
仙
台
へ
の
透
析
患
者
の
搬
送
も

行
い
ま
し
た
。
早
朝
6
時
か
ら
夜
ま
で
給
水
活

動
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
消
防
団
の

活
躍
は
、
本
土
地
区
で
は
3
月
26
日
に
水
道
が

復
旧
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
の
た
め
の

災
害
警
備
活
動
を
遂
行
。

宮
城
県
警
察
本
部

　

塩
釜
警
察
署
が
津
波
で
被
災
す
る
中
、
宮
城

県
警
察
災
害
警
備
本
部
の
下
、
救
出
救
助
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
、
検
視
、
遺
族
支
援
や
交
通

対
策
、
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
の
災
害
警
備
活

動
を
遂
行
。
そ
の
間
、
他
都
道
府
県
の
警
察
本

部
の
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
の
見
回
り
や
移
動
交
番
の
実
施
、
住

民
と
の
触
れ
合
い
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
者
の
収
容
、
捜
索
や
復
旧
の
第

一
歩
と
な
る
航
路
啓
開
。

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
・

宮
城
海
上
保
安
部

　

震
災
時
に
塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
が
周
辺
住
民
の

避
難
所
と
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
地
に
お
け
る
石
油
製

品
の
枯
渇
を
解
消
す
る
た
め
に
急
が
れ
た
塩
釜
港

の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
航
路
の
啓
開
と
航
路
の
安

全
確
保
を
早
期
に
実
現
。
同
時
に
人
命
救
助
や
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

震
災
直
後
か
ら
関
係
機
関
の
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
係
機
関
の
強
力
な
支
援

～
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・
海
上
保
安
本
部

救
命
救
急
・
復
旧
・
生
活
支
援
と

多
岐
に
わ
た
り
展
開
。

陸
上
自
衛
隊
・
海
上
自
衛
隊

　

3
月
11
日
に
市
の
災
害
対
策
本
部
に
駆
け
付

け
た
先
遣
隊
を
は
じ
め
、
陸
上
・
海
上
の
各
隊

の
方
々
に
は
、
道
路
の
啓
開
、
給
水
活
動
、
浦

戸
地
区
へ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
、

艦
船
に
よ
る
入
浴
支
援
、
ハ
エ
の
駆
除
・
防
疫

な
ど
、
7
月
19
日
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
支
援

を
受
け
ま
し
た
。
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仮設住宅で三線の演奏を披露する、愛知県警からの出向警察官（塩釜警察署提供）

海上自衛隊訓練支援艦くろべによる入
浴支援では、艦内で入浴している間に
衣類の洗濯まで仕上げていただくなど、
心温まる支援に市民は大変感謝しました

避難所となった塩釜港湾合同庁舎
（第二管区海上保安本部提供）

震
災
以
降
の
歩
み

5859

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
震
災
発
生
と
初
動
期
の
対
応



REPORT

「
警
防
本
部
」
体
制
で
災
害
対
応
。

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は
、
地
震
発
生
か

ら
３
分
後
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
警
防
本
部
」
を
設
置
。
６
月
30
日
の
本
部

解
散
ま
で
、
災
害
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

塩
竈
消
防
団
、
浦
戸
消
防
団
も
発
生
直
後
か
ら
活

動
を
開
始
し
、
避
難
誘
導
な
ど
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

初
動
期
に
は
、
県
内
で
は
大
崎
消
防
本
部
と
黒

川
消
防
本
部
、
県
外
で
は
長
野
・
岡
山
・
兵
庫
・

徳
島
の
各
県
隊
の
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。
組
合
が

集
計
し
た
当
時
の
記
録
か
ら
初
動
期
の
活
動
状
況
、

応
援
い
た
だ
い
た
（
緊
急
消
防
援
助
隊
）
の
活
躍

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
全
て
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
「
東
日
本

大
震
災　

検
証
」
よ
り
転
載

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
消
防
団

　

震
災
当
時
、
本
土
地
区
を
管
轄
す
る
塩
竈
消

防
団
の
団
員
は
97
名
で
し
た
。
通
信
手
段
が
途

絶
え
る
中
、
団
員
は
個
々
人
の
判
断
で
近
隣
住

民
の
安
否
確
認
等
も
行
い
な
が
ら
詰
所
に
集
合

し
ま
し
た
。
団
と
し
て
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、

沿
岸
部
で
し
た
。
海
岸
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
呼
び
掛
け
、
車
両
等
の
進
入

も
防
ぎ
ま
し
た
。
塩
竈
消
防
団
団
長
の
小
野
嘉

克
さ
ん
（
当
時
副
団
長
）
は
、「
そ
れ
で
も
津
波

見
物
に
行
こ
う
と
す
る
人
が
い
て
困
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
塩
竈
二
中
の
避
難
所
に
回
り
ま
し
た

が
、
防
災
倉
庫
の
装
備
で
は
足
り
ず
、
消
防
団

の
発
電
機
、
暖
房
・
照
明
器
具
を
提
供
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

消
防
団
は
市
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

に
当
た
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
支
援
物
資
の

受
け
入
れ
、
仕
分
け
、
配
送
。
浦
戸
諸
島
へ
の

ヘ
リ
輸
送
の
際
に
は
、
発
着
場
で
消
火
体
制
を

と
り
、
ま
た
、
仙
台
へ
の
透
析
患
者
の
搬
送
も

行
い
ま
し
た
。
早
朝
6
時
か
ら
夜
ま
で
給
水
活

動
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
消
防
団
の

活
躍
は
、
本
土
地
区
で
は
3
月
26
日
に
水
道
が

復
旧
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
の
た
め
の

災
害
警
備
活
動
を
遂
行
。

宮
城
県
警
察
本
部

　

塩
釜
警
察
署
が
津
波
で
被
災
す
る
中
、
宮
城

県
警
察
災
害
警
備
本
部
の
下
、
救
出
救
助
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
、
検
視
、
遺
族
支
援
や
交
通

対
策
、
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
の
災
害
警
備
活

動
を
遂
行
。
そ
の
間
、
他
都
道
府
県
の
警
察
本

部
の
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
の
見
回
り
や
移
動
交
番
の
実
施
、
住

民
と
の
触
れ
合
い
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
者
の
収
容
、
捜
索
や
復
旧
の
第

一
歩
と
な
る
航
路
啓
開
。

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
・

宮
城
海
上
保
安
部

　

震
災
時
に
塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
が
周
辺
住
民
の

避
難
所
と
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
地
に
お
け
る
石
油
製

品
の
枯
渇
を
解
消
す
る
た
め
に
急
が
れ
た
塩
釜
港

の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
航
路
の
啓
開
と
航
路
の
安

全
確
保
を
早
期
に
実
現
。
同
時
に
人
命
救
助
や
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

震
災
直
後
か
ら
関
係
機
関
の
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
係
機
関
の
強
力
な
支
援

～
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・
海
上
保
安
本
部

救
命
救
急
・
復
旧
・
生
活
支
援
と

多
岐
に
わ
た
り
展
開
。

陸
上
自
衛
隊
・
海
上
自
衛
隊

　

3
月
11
日
に
市
の
災
害
対
策
本
部
に
駆
け
付

け
た
先
遣
隊
を
は
じ
め
、
陸
上
・
海
上
の
各
隊

の
方
々
に
は
、
道
路
の
啓
開
、
給
水
活
動
、
浦

戸
地
区
へ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
、

艦
船
に
よ
る
入
浴
支
援
、
ハ
エ
の
駆
除
・
防
疫

な
ど
、
7
月
19
日
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
支
援

を
受
け
ま
し
た
。
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仮設住宅で三線の演奏を披露する、愛知県警からの出向警察官（塩釜警察署提供）

海上自衛隊訓練支援艦くろべによる入
浴支援では、艦内で入浴している間に
衣類の洗濯まで仕上げていただくなど、
心温まる支援に市民は大変感謝しました

避難所となった塩釜港湾合同庁舎
（第二管区海上保安本部提供）
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想
定
の
２
倍
を
超
え
る
避
難
者
。

施
設
と
物
資
が
対
応
で
き
ず
課
題
に

　

震
災
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
指
定
避
難
所
は

14
カ
所
、
収
容
可
能
人
数
は
合
計
で
4
2
0
0

人
。
一
方
、
大
震
災
の
最
大
避
難
者
数
は
約

8
7
7
1
人
（
3
月
12
日
時
点
、
指
定
避
難
所

約
5
5
1
3
人
、
指
定
外
避
難
所
約
3
2
5
8

人
）
と
、
想
定
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
避

難
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
収
容
先
で
あ
る

指
定
避
難
所
は
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。
開
設
に

当
た
る
担
当
職
員
が
津
波
に
よ
る
道
路
の
遮
断
、

渋
滞
で
到
着
が
遅
れ
る
、
収
容
可
能
人
数
を
大

き
く
超
え
た
避
難
者
に
施
設
や
備
蓄
物
資
が
対

応
で
き
な
い
、
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
が
と
れ

ず
情
報
が
錯
そ
う
す
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
食
糧
を
は
じ
め
と
す
る
物
資
の
不

足
は
深
刻
で
し
た
。
震
災
前
か
ら
備
蓄
し
て
い

た
食
糧
の
対
象
人
数
は
3
2
0
0
人
（
1
日
3

食
の
想
定
で
9
6
0
0
食
）
分
で
あ
り
、
そ
れ

は
震
災
当
日
に
ほ
と
ん
ど
底
を
突
き
ま
し
た
。

ま
た
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
毛
布
の
枚
数
も
不
足
す

る
な
ど
、
各
避
難
所
で
は
支
援
物
資
の
到
着
を

開設前の避難所（第一中学校）

避難者数を記したホワイトボード
（平成 23 年 3 月 13 日）

待
ち
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
続
々
と
届
く
支
援
物
資
は
、

市
役
所
（
後
に
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
に
変
更
）
に

集
め
ら
れ
、
各
避
難
所
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
物

資
の
仕
分
け
や
避
難
所
へ
の
配
送
に
は
、
部
課

や
役
職
に
関
係
な
く
、
多
く
の
市
職
員
が
率
先

し
て
当
た
り
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
約
8
7
7
1
人
も
い
た
避
難

者
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
と
と
も
に

減
少
し
、
学
校
の
新
年
度
準
備
を
踏
ま
え
て
避全国各地からの支援物資（塩釜ガス体育館）

■3月12日における避難状況

■避難者が最大となった3月12日の避難者数（人）

指定避難所 避難者数 収容可能人数 指定外避難所 避難者数 収容可能人数 指定外避難所 避難者数 収容可能人数
1 第三小学校 1,000 400 15 市役所 220 － 32 東塩釜駅 0 －
2 第三中学校 800 500 16 塩釜ガス体育館 400 － 33 パチンコタイガー 100 －
3 月見ヶ丘小学校 117 300 17 温水プール 400 － 34 ニチイ学館 20 －
4 玉川小学校 150 200 18 壱番館 120 － 35 塩釜消防署 4 －
5 玉川中学校 15 400 19 伊保石公園 40 － 36 イオンタウン塩釜 30 －
6 塩竈市公民館 250 200 20 水道部 3 － 37 花立町集会所 40 －
7 第一小学校 830 300 21 朴島 11 － 38 梅の宮住宅集会所 100 －
8 杉の入小学校 600 400 22 塩釜高校 200 － 39 小松崎集会所 30 －
9 第二中学校 700 400 23 第二管区保安本部 450 － 40 雲上寺 20 －
10 第一中学校 400 300 24 北浜保育園 30 － 41 松ぼっくり 27 －
11 第二小学校 421 400 25 祓ヶ埼神社 50 － 42 ももせ 200 －
12 旧浦戸第二小学校 150 100 26 仙台地方振興事務所（水産漁港部） 20 － 43 小室ヶ埼稲荷神社 20 －
13 浦戸第二小学校・浦戸中学校 80 200 27 社会福祉協議会 60 － 44 慈雲寺 30 －
14 旧浦戸第一小学校 － 100 28 願成寺別館 100 － 45 楓町集会所 30 －

指定避難所　　小計 5,513 4,200 29 老人憩いの家 30 － 46 清水沢サンコーポラス集会室 50 －
30 グランドパレス塩釜 200 － 47 尾島町集会所 23 －
31 マリンゲート塩釜 200 － 指定外避難所　小計 3,258 0

REPORT

「
宮
城
県
沖
地
震
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」。

震
災
前
、
宮
城
県
が
行
っ
た
宮
城
県
沖
地
震
の
「
第
三
次
地
震
被
害
想
定
調
査
」
に
よ
る
市
内
の
避
難
者
数
は
3
1
5
8
人
。

そ
の
備
え
は
十
分
に
で
き
て
い
る
は
ず
で
し
た
。

し
か
し
、
未
曽
有
の
規
模
と
な
っ
た
大
震
災
の
避
難
者
数
は
、
想
定
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

最
大
避
難
者
数
8
7
7
1
人

～
想
定
の
2
倍
以
上
の
市
民
が
避
難
所
へ

震災直後に村山市から届けられた
支援物資

伊保石公園

ももせ

第二中学校

杉の入小学校
塩釜ガス体育館

第二小学校

第一中学校

玉川中学校

月見ヶ丘小学校

第一小学校

第三小学校

第三中学校

玉川小学校
塩竈市公民館

梅の宮神社境内
梅の宮集会所

小松崎集会所
北浜保育園

楓町集会所

東塩釜駅

千賀の台公園

塩竈神社境内

青葉ヶ丘公園

大日向児童遊園

松陽台公園

松ぼっくり

清水沢公園

玉川児童公園

清水沢公営住宅
児童公園 ニチイケアセンター

しおがま

市営梅の宮住宅集会所清水沼
サンコーポラス

月見ヶ丘
スポーツ公園

塩釜高校
（西キャンパス）

ニチイケア
センター栄

塩釜高校
（東キャンパス）

パチンコタイガー
塩釜店

第二管区
保安本部

宮城県仙台地方振興事務所
（水産漁港部）

塩釜社会福祉協議会

東玉川公園

雲上寺
慈雲寺

壱番館

願成寺境内

花立町集会所老人憩いの家

小室ヶ崎稲荷神社
水道部

塩竈市役所
稲荷神社境内

イオンタウン塩釜店
マリンゲート塩釜

グランドパレス塩釜

塩釜消防署

尾島町集会所

新浜町公園

温水プール

指定避難所

指定外避難所
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想
定
の
２
倍
を
超
え
る
避
難
者
。

施
設
と
物
資
が
対
応
で
き
ず
課
題
に

　

震
災
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
指
定
避
難
所
は

14
カ
所
、
収
容
可
能
人
数
は
合
計
で
4
2
0
0

人
。
一
方
、
大
震
災
の
最
大
避
難
者
数
は
約

8
7
7
1
人
（
3
月
12
日
時
点
、
指
定
避
難
所

約
5
5
1
3
人
、
指
定
外
避
難
所
約
3
2
5
8

人
）
と
、
想
定
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
避

難
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
収
容
先
で
あ
る

指
定
避
難
所
は
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。
開
設
に

当
た
る
担
当
職
員
が
津
波
に
よ
る
道
路
の
遮
断
、

渋
滞
で
到
着
が
遅
れ
る
、
収
容
可
能
人
数
を
大

き
く
超
え
た
避
難
者
に
施
設
や
備
蓄
物
資
が
対

応
で
き
な
い
、
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
が
と
れ

ず
情
報
が
錯
そ
う
す
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
食
糧
を
は
じ
め
と
す
る
物
資
の
不

足
は
深
刻
で
し
た
。
震
災
前
か
ら
備
蓄
し
て
い

た
食
糧
の
対
象
人
数
は
3
2
0
0
人
（
1
日
3

食
の
想
定
で
9
6
0
0
食
）
分
で
あ
り
、
そ
れ

は
震
災
当
日
に
ほ
と
ん
ど
底
を
突
き
ま
し
た
。

ま
た
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
毛
布
の
枚
数
も
不
足
す

る
な
ど
、
各
避
難
所
で
は
支
援
物
資
の
到
着
を

開設前の避難所（第一中学校）

避難者数を記したホワイトボード
（平成 23 年 3 月 13 日）

待
ち
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
続
々
と
届
く
支
援
物
資
は
、

市
役
所
（
後
に
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
に
変
更
）
に

集
め
ら
れ
、
各
避
難
所
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
物

資
の
仕
分
け
や
避
難
所
へ
の
配
送
に
は
、
部
課

や
役
職
に
関
係
な
く
、
多
く
の
市
職
員
が
率
先

し
て
当
た
り
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
約
8
7
7
1
人
も
い
た
避
難

者
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
と
と
も
に

減
少
し
、
学
校
の
新
年
度
準
備
を
踏
ま
え
て
避全国各地からの支援物資（塩釜ガス体育館）

■3月12日における避難状況

■避難者が最大となった3月12日の避難者数（人）

指定避難所 避難者数 収容可能人数 指定外避難所 避難者数 収容可能人数 指定外避難所 避難者数 収容可能人数
1 第三小学校 1,000 400 15 市役所 220 － 32 東塩釜駅 0 －
2 第三中学校 800 500 16 塩釜ガス体育館 400 － 33 パチンコタイガー 100 －
3 月見ヶ丘小学校 117 300 17 温水プール 400 － 34 ニチイ学館 20 －
4 玉川小学校 150 200 18 壱番館 120 － 35 塩釜消防署 4 －
5 玉川中学校 15 400 19 伊保石公園 40 － 36 イオンタウン塩釜 30 －
6 塩竈市公民館 250 200 20 水道部 3 － 37 花立町集会所 40 －
7 第一小学校 830 300 21 朴島 11 － 38 梅の宮住宅集会所 100 －
8 杉の入小学校 600 400 22 塩釜高校 200 － 39 小松崎集会所 30 －
9 第二中学校 700 400 23 第二管区保安本部 450 － 40 雲上寺 20 －
10 第一中学校 400 300 24 北浜保育園 30 － 41 松ぼっくり 27 －
11 第二小学校 421 400 25 祓ヶ埼神社 50 － 42 ももせ 200 －
12 旧浦戸第二小学校 150 100 26 仙台地方振興事務所（水産漁港部） 20 － 43 小室ヶ埼稲荷神社 20 －
13 浦戸第二小学校・浦戸中学校 80 200 27 社会福祉協議会 60 － 44 慈雲寺 30 －
14 旧浦戸第一小学校 － 100 28 願成寺別館 100 － 45 楓町集会所 30 －

指定避難所　　小計 5,513 4,200 29 老人憩いの家 30 － 46 清水沢サンコーポラス集会室 50 －
30 グランドパレス塩釜 200 － 47 尾島町集会所 23 －
31 マリンゲート塩釜 200 － 指定外避難所　小計 3,258 0
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「
宮
城
県
沖
地
震
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」。

震
災
前
、
宮
城
県
が
行
っ
た
宮
城
県
沖
地
震
の
「
第
三
次
地
震
被
害
想
定
調
査
」
に
よ
る
市
内
の
避
難
者
数
は
3
1
5
8
人
。

そ
の
備
え
は
十
分
に
で
き
て
い
る
は
ず
で
し
た
。

し
か
し
、
未
曽
有
の
規
模
と
な
っ
た
大
震
災
の
避
難
者
数
は
、
想
定
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

最
大
避
難
者
数
8
7
7
1
人

～
想
定
の
2
倍
以
上
の
市
民
が
避
難
所
へ

震災直後に村山市から届けられた
支援物資

伊保石公園

ももせ

第二中学校

杉の入小学校
塩釜ガス体育館

第二小学校

第一中学校

玉川中学校

月見ヶ丘小学校

第一小学校

第三小学校

第三中学校

玉川小学校
塩竈市公民館

梅の宮神社境内
梅の宮集会所

小松崎集会所
北浜保育園

楓町集会所

東塩釜駅

千賀の台公園

塩竈神社境内

青葉ヶ丘公園

大日向児童遊園

松陽台公園

松ぼっくり

清水沢公園

玉川児童公園

清水沢公営住宅
児童公園 ニチイケアセンター

しおがま

市営梅の宮住宅集会所清水沼
サンコーポラス

月見ヶ丘
スポーツ公園

塩釜高校
（西キャンパス）

ニチイケア
センター栄

塩釜高校
（東キャンパス）

パチンコタイガー
塩釜店

第二管区
保安本部

宮城県仙台地方振興事務所
（水産漁港部）

塩釜社会福祉協議会

東玉川公園

雲上寺
慈雲寺

壱番館
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水道部

塩竈市役所
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塩釜消防署

尾島町集会所

新浜町公園

温水プール

指定避難所

指定外避難所

震
災
以
降
の
歩
み

6061

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
避
難
所
（
本
土
地
区
）
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REPORT

街の記憶
Ⅱ

本町（平成 3 年）

本町のにぎわい（昭和50年）

難
所
を
集
約
し
た
3
月
31
日
に
は
7
7
6
人
に

減
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仮
設
住
宅
の
入
居
開

始
を
経
て
、
5
月
中
旬
以
降
は
、
避
難
者
数
が

ほ
ぼ
固
定
化
。
本
土
地
区
で
唯
一
残
っ
て
い
た

塩
竈
市
公
民
館
は
6
月
16
日
に
、
最
後
の
避
難

所
と
な
っ
た
浦
戸
中
学
校
は
7
月
13
日
に
閉
鎖

し
ま
し
た
。

　

指
定
避
難
所
の
開
設
、
運
営
、
閉
鎖
に
係
る

問
題
点
は
、
震
災
後
、
課
題
と
し
て
検
証
が
行

わ
れ
、
塩
竈
市
防
災
会
議
な
ど
で
改
善
の
た
め

の
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
現
在
、

指
定
避
難
所
は
20
カ
所
に
拡
充
、
収
容
可
能
人

数
は
約
8
7
8
0
人
と
な
り
、
備
蓄
物
資
の
充

実
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
対
応
調

査
」
で
振
り
返
る
備
蓄
倉
庫
の
物
資
に

よ
る
対
応
状
況  

※
原
文
マ
マ

　

震
災
後
、
市
で
は
指
定
避
難
所
の
担
当
者
を
対

象
に
「
指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
対
応
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
備
蓄
倉
庫
の
物

資
の
品
目
や
欠
乏
状
況
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。

　
「
初
日
は
食
料
配
布
無
し
。
12
日
朝
は
乾
パ
ン

1
人
1
枚
、
12
日
昼
は
ア
ル
フ
ァ
米
1
袋
の
4
分

の
1
。
初
日
の
た
め
に
水
無
し
で
食
べ
ら
れ
る
も

の
が
、
も
っ
と
備
蓄
さ
れ
て
い
る
と
よ
い
」

（
第
三
小
学
校
）

　
「
震
災
当
日
は
、
ス
ト
ー
ブ
・
毛
布
が
足
ら
ず

学
校
側
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
も
借
用
し
避
難
し
た
方

に
配
布
し
た
。
配
布
の
際
は
子
供
や
高
齢
者
を
優

先
し
た
。
当
時
夕
方
の
食
事
は
備
蓄
倉
庫
に
あ
っ

た
ア
ル
フ
ァ
米
を
先
生
や
開
設
員
で
調
理
し
、
小

分
け
し
て
1
個
ず
つ
配
布
し
、
全
員
に
行
き
渡
る

よ
う
に
し
た
。
次
の
日
は
、
避
難
所
に
届
け
ら
れ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
湯
通
し
配
布
し
た
た
め
、
避
難

者
か
ら
は
喜
ば
れ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や

乾
電
池
、
大
バ
ケ
ツ
や
小
バ
ケ
ツ
、
筆
記
用
具
類
、

紙
な
ど
の
事
務
用
品
な
ど
学
校
の
備
品
を
だ
い
ぶ

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ラ
ジ
オ
の
数
が
少
な
く
、

不
満
が
出
た
。
明
か
り
が
な
い
こ
と
に
も
不
満
が

あ
っ
た
の
で
ロ
ー
ソ
ク
の
準
備
が
必
要
。
粉
ミ
ル

ク
、
生
理
用
品
。
学
校
に
は
薬
が
な
い
の
で
家
庭

用
の
薬
が
あ
る
と
良
い
。
2
日
目
の
避
難
物
資
が

届
か
な
い
こ
と
を
覚
悟
で
、
避
難
者
の
中
の
知
り

合
い
の
米
屋
さ
ん
に
米
の
提
供
を
お
願
い
し
提
供

し
て
も
ら
っ
た
。」

（
第
一
中
学
校
）

宮町（平成 21 年）

本塩釜駅（撮影年不明）
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街の記憶
Ⅱ

本町（平成 3 年）

本町のにぎわい（昭和50年）

難
所
を
集
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し
た
3
月
31
日
に
は
7
7
6
人
に

減
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仮
設
住
宅
の
入
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開

始
を
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て
、
5
月
中
旬
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は
、
避
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数
が
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。
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土
地
区
で
唯
一
残
っ
て
い
た

塩
竈
市
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は
6
月
16
日
に
、
最
後
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中
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は
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月
13
日
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ま
し
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。

　

指
定
避
難
所
の
開
設
、
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営
、
閉
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に
係
る

問
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点
は
、
震
災
後
、
課
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と
し
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検
証
が
行

わ
れ
、
塩
竈
市
防
災
会
議
な
ど
で
改
善
の
た
め

の
検
討
が
重
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ら
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ま
し
た
。
平
成
26
年
現
在
、
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定
避
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は
20
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拡
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、
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可
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約
8
7
8
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と
な
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、
備
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物
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の
充

実
も
図
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て
い
ま
す
。
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の
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後
、
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を
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に
「
指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
対
応
調
査
」

を
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の
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「
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会
」

の
協
力
を
得
て
、
３
月
15
日
か
ら

処
理
作
業
に
着
手

　

市
で
は
、
震
災
前
の
平
成
20
年
2
月
19
日
、「
大

規
模
災
害
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

協
定
書
」
を
塩
竈
市
災
害
防
止
協
力
会
と
塩
釜

建
設
協
議
会
と
締
結
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
翌

日
の
３
月
12
日
に
は
、
こ
の
２
者
に
よ
り
塩
竈

市
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会
（
※
以
下
、
協
議
会
）

が
組
織
さ
れ
、
そ
の
協
力
を
得
て
３
月
15
日
か

ら
災
害
廃
棄
物
回
収
、
処
理
作
業
に
着
手
。
本

土
地
区
に
お
い
て
は
中
倉
埋
立
処
分
場
と
新
浜

町
公
園
、
浦
戸
地
区
で
は
無
償
で
借
用
し
た
海

REPORT

中倉埋立処分場危険建物解体の様子

塩竈市清掃工場

ゴミ収集に関する情報
を掲載した災対本部
ニュース

越の浦一次仮置場

新浜町一次仮置場 浦戸地区一次仮置場

岸
の
民
有
地
を
一
次
仮
置
場
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
通
常
通
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
清
掃
工
場
は
電
気
集
じ
ん
器
や
沈
降

灰
コ
ン
ベ
ア
が
損
傷
、
煙
突
の
一
部
に
亀
裂
が

入
る
な
ど
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
市
民
の
生

活
衛
生
の
維
持
を
重
視
し
て
の
家
庭
ゴ
ミ
収
集

の
継
続
で
し
た
。

膨
大
な
災
害
廃
棄
物
は
、
塩
竈
市

と
宮
城
県
が
共
同
で
処
理

　

撤
去
・
回
収
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
次

仮
置
場
は
手
狭
と
な
り
、
そ
の
後
の
処
理
方
法

も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
４
月
14
日
、

市
と
県
の
間
で
「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事
務

の
委
託
に
関
す
る
規
約
」
を
締
結
。
処
理
は
県

と
と
も
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
次
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
越
の
浦

漁
港
用
地
（
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
県
か
ら
無

償
借
用
。
６
月
中
旬
か
ら
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

廃
木
材
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
集
積
す
る
一
次

仮
置
場
と
し
て
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
月
に
は
集
積
量
が
増
大
し
た
た
め
、
協
議
会

へ
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
処
理
を
依
頼
。
さ
ら
に

一
部
の
解
体
業
者
に
は
自
社
処
分
を
依
頼
す
る

な
ど
、
一
次
仮
置
場
と
し
て
の
機
能
保
存
に
努

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
26
年
3
月
下
旬
、
災
害
廃
棄
物

処
理
業
務
の
一
切
が
完
了

　

道
路
上
な
ど
に
散
乱
し
た
が
れ
き
の
回
収
は
、

平
成
23
年
７
月
下
旬
に
は
お
お
む
ね
完
了
。
９

月
に
は
、
新
浜
町
公
園
一
次
仮
置
場
に
搬
入
さ

れ
た
廃
棄
物
を
中
倉
埋
立
処
分
場
と
越
の
浦
仮

置
場
へ
移
動
す
る
作
業
を
開
始
し
、
平
成
24
年

３
月
の
作
業
終
了
を
も
っ
て
、
水
産
加
工
団
地

や
住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る
新
浜
町
公
園
一
次

仮
置
場
は
環
境
面
に
考
慮
し
、
他
に
先
駆
け
て

閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
６
月
17
日
に
は
、
中
倉
埋

立
処
分
場
に
残
る
混
合
廃
棄
物
の
処
理
を
県
に

依
頼
。
７
月
に
な
る
と
県
の
二
次
仮
置
場
（
宮

城
県
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
廃
棄
物
中
間
処
理
基

《災害廃棄物処理の流れ》
処理
主体 処理内容

塩
竈
市

宮
城
県（
委
託
）

倒壊家屋・路上がれき

撤去 収集運搬

災害廃棄物

最終処分

●中倉、新浜、越の浦、
浦戸（桂島・野々島・寒風沢島）
（下記の区分で分別）

○可燃物
○不燃物
○特定品目
・家電製品
・船舶
・有害廃棄物
・廃棄物が混入した    
土砂

○その他（混合ごみ）

一
次
仮
置
場（
分
別
）

被災家屋

撤去 収集運搬

災害廃棄物

○金属くず
　→有価売却

○コンクリートがら
　→再生利用

○ガスボンベ
　→宮城県LPガス協
　会等

○木くず→燃料、堆肥
化材、製紙原料等
○廃プラスチック→プラ
原料、燃料等
○廃タイヤ→燃料等
○がれき類→再生路盤
材、埋立用材等

再生利用

収集・運搬

●宮城東部ブロック（中
間処理基地）
（廃棄物保管場所の他
下記の施設を含む）
○破砕施設
○焼却施設
○混合ごみ分別処理
施設

二
次
仮
置
場

地
）
へ
の
混
合
廃
棄
物
の
搬
出
作
業
に
着
手
、

同
年
９
月
９
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
14
日
、
中
倉
埋
立
処
分
場
内

の
環
境
整
備
に
よ
り
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、
一

次
仮
置
場
と
し
て
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
県
に
お
い
て
は
二
次
仮
置
場
の
焼
却
施

設
等
の
撤
去
、
用
地
の
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、

3
月
に
は
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
の
一
切
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

市
と
県
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
量
は

約
24
万
8
6
0
0
ト
ン
。
そ
れ
は
平
成
22
年
度

の
ご
み
処
理
量
約
２
万
2
6
0
0
ト
ン
の
10
倍

以
上
と
い
う
膨
大
な
量
で
し
た
。

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
、
市
独
自
の

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
に

　

震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
は
膨
大
で
あ

り
、
被
災
自
治
体
単
独
で
処
理
で
き
る
量
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
環
境
省
で
は
、

平
成
25
年
度
に
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
を
適

正
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本

事
項
を
ま
と
め
た
災
害
廃
棄
物
対
策
指
針
を
策

定
。
そ
れ
を
受
け
、
県
で
も
平
成
26
・
27
年
度

で
「（
仮
称
）
宮
城
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
活
か

し
、「
一
般
廃
棄
物
収
集
許
可
業
者
と
の
連
携
」、

「
一
次
仮
置
場
の
指
定
と
確
保
」、「
避
難
所
に
お

け
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
理
」
な
ど
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
県
の
計
画
や
「
塩

竈
市
防
災
計
画
」
な
ど
に
即
し
た
、
独
自
の
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

倒
壊
し
た
建
物
や
構
造
物
が
路
上
に
散
乱
。

津
波
で
は
、
が
れ
き
や
車
両
、
船
舶
が
拡
散
し
、
ヘ
ド
ロ
な
ど
が
堆
積
。

震
災
前
年
の
10
倍
以
上
と
い
う
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
回
収
、
適
正
な
処
理
は
、

復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
の
課
題
で
し
た
。

が
れ
き
処
理
か
ら
始
ま
っ
た
復
旧
の
第
一
歩

～
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
継
続

震
災
以
降
の
歩
み
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「
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会
」

の
協
力
を
得
て
、
３
月
15
日
か
ら

処
理
作
業
に
着
手

　

市
で
は
、
震
災
前
の
平
成
20
年
2
月
19
日
、「
大

規
模
災
害
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

協
定
書
」
を
塩
竈
市
災
害
防
止
協
力
会
と
塩
釜

建
設
協
議
会
と
締
結
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
翌

日
の
３
月
12
日
に
は
、
こ
の
２
者
に
よ
り
塩
竈

市
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会
（
※
以
下
、
協
議
会
）

が
組
織
さ
れ
、
そ
の
協
力
を
得
て
３
月
15
日
か

ら
災
害
廃
棄
物
回
収
、
処
理
作
業
に
着
手
。
本

土
地
区
に
お
い
て
は
中
倉
埋
立
処
分
場
と
新
浜

町
公
園
、
浦
戸
地
区
で
は
無
償
で
借
用
し
た
海

REPORT

中倉埋立処分場危険建物解体の様子

塩竈市清掃工場

ゴミ収集に関する情報
を掲載した災対本部
ニュース

越の浦一次仮置場

新浜町一次仮置場 浦戸地区一次仮置場

岸
の
民
有
地
を
一
次
仮
置
場
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
通
常
通
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
清
掃
工
場
は
電
気
集
じ
ん
器
や
沈
降

灰
コ
ン
ベ
ア
が
損
傷
、
煙
突
の
一
部
に
亀
裂
が

入
る
な
ど
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
市
民
の
生

活
衛
生
の
維
持
を
重
視
し
て
の
家
庭
ゴ
ミ
収
集

の
継
続
で
し
た
。

膨
大
な
災
害
廃
棄
物
は
、
塩
竈
市

と
宮
城
県
が
共
同
で
処
理

　

撤
去
・
回
収
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
次

仮
置
場
は
手
狭
と
な
り
、
そ
の
後
の
処
理
方
法

も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
４
月
14
日
、

市
と
県
の
間
で
「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事
務

の
委
託
に
関
す
る
規
約
」
を
締
結
。
処
理
は
県

と
と
も
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
次
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
越
の
浦

漁
港
用
地
（
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
県
か
ら
無

償
借
用
。
６
月
中
旬
か
ら
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

廃
木
材
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
集
積
す
る
一
次

仮
置
場
と
し
て
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
月
に
は
集
積
量
が
増
大
し
た
た
め
、
協
議
会

へ
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
処
理
を
依
頼
。
さ
ら
に

一
部
の
解
体
業
者
に
は
自
社
処
分
を
依
頼
す
る

な
ど
、
一
次
仮
置
場
と
し
て
の
機
能
保
存
に
努

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
26
年
3
月
下
旬
、
災
害
廃
棄
物

処
理
業
務
の
一
切
が
完
了

　

道
路
上
な
ど
に
散
乱
し
た
が
れ
き
の
回
収
は
、

平
成
23
年
７
月
下
旬
に
は
お
お
む
ね
完
了
。
９

月
に
は
、
新
浜
町
公
園
一
次
仮
置
場
に
搬
入
さ

れ
た
廃
棄
物
を
中
倉
埋
立
処
分
場
と
越
の
浦
仮

置
場
へ
移
動
す
る
作
業
を
開
始
し
、
平
成
24
年

３
月
の
作
業
終
了
を
も
っ
て
、
水
産
加
工
団
地

や
住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る
新
浜
町
公
園
一
次

仮
置
場
は
環
境
面
に
考
慮
し
、
他
に
先
駆
け
て

閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
６
月
17
日
に
は
、
中
倉
埋

立
処
分
場
に
残
る
混
合
廃
棄
物
の
処
理
を
県
に

依
頼
。
７
月
に
な
る
と
県
の
二
次
仮
置
場
（
宮

城
県
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
廃
棄
物
中
間
処
理
基

《災害廃棄物処理の流れ》
処理
主体 処理内容

塩
竈
市

宮
城
県（
委
託
）

倒壊家屋・路上がれき

撤去 収集運搬

災害廃棄物

最終処分

●中倉、新浜、越の浦、
浦戸（桂島・野々島・寒風沢島）
（下記の区分で分別）

○可燃物
○不燃物
○特定品目
・家電製品
・船舶
・有害廃棄物
・廃棄物が混入した    
土砂

○その他（混合ごみ）

一
次
仮
置
場（
分
別
）

被災家屋

撤去 収集運搬

災害廃棄物

○金属くず
　→有価売却

○コンクリートがら
　→再生利用

○ガスボンベ
　→宮城県LPガス協
　会等

○木くず→燃料、堆肥
化材、製紙原料等
○廃プラスチック→プラ
原料、燃料等
○廃タイヤ→燃料等
○がれき類→再生路盤
材、埋立用材等

再生利用

収集・運搬

●宮城東部ブロック（中
間処理基地）
（廃棄物保管場所の他
下記の施設を含む）
○破砕施設
○焼却施設
○混合ごみ分別処理
施設

二
次
仮
置
場

地
）
へ
の
混
合
廃
棄
物
の
搬
出
作
業
に
着
手
、

同
年
９
月
９
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
14
日
、
中
倉
埋
立
処
分
場
内

の
環
境
整
備
に
よ
り
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、
一

次
仮
置
場
と
し
て
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
県
に
お
い
て
は
二
次
仮
置
場
の
焼
却
施

設
等
の
撤
去
、
用
地
の
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、

3
月
に
は
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
の
一
切
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

市
と
県
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
量
は

約
24
万
8
6
0
0
ト
ン
。
そ
れ
は
平
成
22
年
度

の
ご
み
処
理
量
約
２
万
2
6
0
0
ト
ン
の
10
倍

以
上
と
い
う
膨
大
な
量
で
し
た
。

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
、
市
独
自
の

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
に

　

震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
は
膨
大
で
あ

り
、
被
災
自
治
体
単
独
で
処
理
で
き
る
量
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
環
境
省
で
は
、

平
成
25
年
度
に
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
を
適

正
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本

事
項
を
ま
と
め
た
災
害
廃
棄
物
対
策
指
針
を
策

定
。
そ
れ
を
受
け
、
県
で
も
平
成
26
・
27
年
度

で
「（
仮
称
）
宮
城
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
活
か

し
、「
一
般
廃
棄
物
収
集
許
可
業
者
と
の
連
携
」、

「
一
次
仮
置
場
の
指
定
と
確
保
」、「
避
難
所
に
お

け
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
理
」
な
ど
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
県
の
計
画
や
「
塩

竈
市
防
災
計
画
」
な
ど
に
即
し
た
、
独
自
の
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

倒
壊
し
た
建
物
や
構
造
物
が
路
上
に
散
乱
。

津
波
で
は
、
が
れ
き
や
車
両
、
船
舶
が
拡
散
し
、
ヘ
ド
ロ
な
ど
が
堆
積
。

震
災
前
年
の
10
倍
以
上
と
い
う
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
回
収
、
適
正
な
処
理
は
、

復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
の
課
題
で
し
た
。

が
れ
き
処
理
か
ら
始
ま
っ
た
復
旧
の
第
一
歩

～
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
継
続

震
災
以
降
の
歩
み

6465

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
災
害
廃
棄
物
処
理



１
０
０
年
間
で
２
度
目
の

「
全
市
断
水
」

　

激
し
く
長
い
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
停
電
、
大

津
波
警
報
。
水
道
部
で
は
水
道
施
設
の
耐
震
化

を
年
次
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
甚
大
な

被
害
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
直
ち
に

警
戒
配
備
体
制
を
と
り
、
全
職
員
に
よ
る
災
害

対
策
本
部
の
組
織
編
制
の
下
、
行
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
災
対
水
道
部
」
は
、
連
絡
調
整
・
物
資
調
達

の
総
務
班
、
応
急
復
旧
の
復
旧
班
、
浄
水
場
復

旧
の
浄
水
班
、
応
急
給
水
の
給
水
班
の
４
班
体

制
で
し
た
。

　

被
害
状
況
の
確
認
で
は
、
導
水
管
路
を
最
優

先
し
ま
し
た
。
大
倉
川
水
系
（
大
倉
ダ
ム
）
と

仙
台
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
（
七
ヶ

宿
ダ
ム
）
を
水
源
と
す
る
塩
竈
市
水
道
事
業
に

お
い
て
、
導
水
管
路
、
中
で
も
仙
台
市
の
国
見

分
水
池
か
ら
梅
の
宮
浄
水
場
ま
で
の
単
独
導
水

管
は
生
命
線
で
す
。
職
員
は
単
独
導
水
管
21
・

86
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
夜
を
徹
し
て
徒
歩
で
目
視

し
、
漏
水
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
浄
水
場
で
は
配
水
池
が
急
激
に
水
位
低

下
し
、
市
内
各
所
で
配
水
管
の
損
傷
に
よ
る
漏
水

REPORT

給水に並ぶ市民

緊急遮断弁設置配水池用応急給水スタンド

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
配
水
池
は
水
深
５
メ
ー
ト
ル
・
貯
水

量
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
水
位
は
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
に
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
低
下
し
た
場
合
、

飲
料
水
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
班
か
ら
無
線
で
届
く
情
報
を
総

合
的
に
分
析
し
、
19
時
に
全
市
断
水
を
決
定
し

ま
し
た
。
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
以
来
と

な
る
全
市
断
水
作
業
が
完
了
し
た
の
は
19
時
30

分
頃
で
し
た
。

給
水
活
動
・
復
旧
工
事
と

地
元
企
業
の
協
力

　

給
水
班
が
最
初
に
直
面
し
た
問
題
は
、
給
水

用
車
両
の
確
保
で
し
た
。
保
有
す
る
可
搬
式
給

水
タ
ン
ク
10
基
を
出
動
さ
せ
る
た
め
に
使
用
を

予
定
し
て
い
た
車
両
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
含
め

津
波
被
害
や
道
路
の
寸
断
等
で
調
達
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
を
救
っ
た
の
が
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
て
い
た
協
力
団
体
・
企
業
の
力
で
し

た
。
工
事
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
の
水
道

事
業
体
、
そ
し
て
職
員
O
B
に
よ
る
連
日
連
夜

の
協
力
に
よ
っ
て
、
塩
竈
市
は
周
辺
地
域
に
先

駆
け
て
復
旧
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

他
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ
て
の

給
水
活
動

　

12
日
の
昼
頃
か
ら
始
ま
っ
た
給
水
活
動
は
、

水
道
部
職
員
ば
か
り
で
な
く
他
部
職
員
、
指
定

工
事
事
業
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
（
水
友
会
）
の
方
々

応急復旧初動概要 給水初動対応

災害相互応援に関する協定締結状況
協定などの名称 締結団体

日本水道協会東北地方支部
災害時相互応援に関する協定書 日本水道協会東北地方支部

日本水道協会宮城県支部
災害時相互応援計画 日本水道協会宮城県支部

災害時における応急復旧活動等に関する協定書 仙塩地区管工事業協同組合

退職者災害時給水応援協定 塩竈市水友会

仙南・仙塩広域水道の緊急時における受水市町　
相互応援給水に関する協定

仙南・仙塩広域水道用水供給
事業受水市町

災害時の駐車場所及び宿泊に関する協定 市内のホテル

災害時の応急給水用車両レンタルに関する協定 市内のレンタカー会社

か
ら
な
る
部
隊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
遮
断
弁
の
働
き
で
一
定
量
を
蓄
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
た
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
と
松
陽
台

配
水
池
の
水
を
確
保
。
日
本
水
道
協
会
の
災
害

対
応
指
針
に
基
づ
き
指
定
避
難
所
10
カ
所
、
指

定
避
難
場
所
6
カ
所
の
合
計
16
カ
所
の
給
水
場

所
を
選
定
し
、
給
水
車
を
配
備
し
て
拠
点
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
用
水
栓
を
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
、

松
陽
台
配
水
池
の
２
カ
所
に
設
け
ま
し
た
。
梅

の
宮
浄
水
場
で
は
、
町
内
会
や
避
難
所
単
位
で

来
場
し
た
希
望
者
に
限
り
独
自
給
水
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
な
ど

へ
は
市
民
向
け
と
は
別
に
運
搬
給
水
や
受
水
槽

給
水
も
行
う
な
ど
、
複
数
の
方
法
で
給
水
に
努

共同導水管

配水管
167カ所漏水

送水管（浦戸地区へ）

仙
南・仙
塩
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業

苦地取水口

国見
分水池

南部山
浄水場

単独導水管破断／箇所
溶接箇所亀裂 9カ所

梅の宮
浄水場

配水池

七ヶ宿ダム

送水管
4カ所漏水

大倉ダム

水道施設（略図）

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
海
底
配
水
管
が
津
波
に
よ
り
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
浦
戸
地
区
で
は
、
桂

島
を
除
い
て
配
水
は
完
全
に
停
止
。
船
舶
の
運

航
も
制
限
さ
れ
て
拠
点
給
水
や
運
搬
給
水
が
不

可
能
な
た
め
、
自
衛
隊
に
よ
る
空
輸
で
の
対
応

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
確
保
水
量

 

・
梅
の
宮
浄
水
場
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

	
	

3
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

 

・
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

1
8
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

 

・
松
陽
台
配
水
池
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

2
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

■
給
水
場
所
（
16
カ
所
）

 

・
第
一
小
学
校　

・
第
二
小
学
校

 

・
第
三
小
学
校　

・
月
見
ヶ
月
丘
小
学
校

 

・
杉
の
入
小
学
校
・
玉
川
小
学
校

 

・
第
一
中
学
校　

・
第
二
中
学
校

 

・
第
三
中
学
校　

・
塩
竈
市
公
民
館

 

・
塩
釜
ガ
ス
体
育
館

 

・
塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル

 

・
清
水
沢
公
営
住
宅
児
童
公
園

 

・
青
葉
ヶ
丘
公
園
・
千
賀
の
台
公
園

 

・
塩
竈
市
役
所

■
運
搬
給
水
お
よ
び
受
水
槽
給
水
の
箇
所
数

 

・
病
院
関
係
（
５
カ
所
）

 

・
福
祉
施
設
関
係
（
３
カ
所
）

 

・
公
共
施
設
（
４
カ
所
）

 

・
町
内
会

他
県
の
自
治
体
や

水道施設の被害（4 月 7 日の最大余震も含む）

明
治
45
年
に
宮
城
県
内
初
の
近
代
水
道
と
し
て
始
ま
っ
た
塩
竈
の
水
道
事
業
。

時
代
と
と
も
に
水
道
施
設
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
度
６
強
の
地
震
と
大
津
波
は
、
そ
れ
ら
の
備
え
を
は
る
か
に
上
回
り
、

約
１
０
０
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
二
度
目
と
な
る
「
全
市
断
水
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
市
断
水
か
ら
の
復
旧

～
16
日
目
に
本
土
地
区
通
水
完
了

震
災
以
降
の
歩
み

6667

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
上
水
道



１
０
０
年
間
で
２
度
目
の

「
全
市
断
水
」

　

激
し
く
長
い
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
停
電
、
大

津
波
警
報
。
水
道
部
で
は
水
道
施
設
の
耐
震
化

を
年
次
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
甚
大
な

被
害
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
直
ち
に

警
戒
配
備
体
制
を
と
り
、
全
職
員
に
よ
る
災
害

対
策
本
部
の
組
織
編
制
の
下
、
行
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
災
対
水
道
部
」
は
、
連
絡
調
整
・
物
資
調
達

の
総
務
班
、
応
急
復
旧
の
復
旧
班
、
浄
水
場
復

旧
の
浄
水
班
、
応
急
給
水
の
給
水
班
の
４
班
体

制
で
し
た
。

　

被
害
状
況
の
確
認
で
は
、
導
水
管
路
を
最
優

先
し
ま
し
た
。
大
倉
川
水
系
（
大
倉
ダ
ム
）
と

仙
台
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
（
七
ヶ

宿
ダ
ム
）
を
水
源
と
す
る
塩
竈
市
水
道
事
業
に

お
い
て
、
導
水
管
路
、
中
で
も
仙
台
市
の
国
見

分
水
池
か
ら
梅
の
宮
浄
水
場
ま
で
の
単
独
導
水

管
は
生
命
線
で
す
。
職
員
は
単
独
導
水
管
21
・

86
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
夜
を
徹
し
て
徒
歩
で
目
視

し
、
漏
水
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
浄
水
場
で
は
配
水
池
が
急
激
に
水
位
低

下
し
、
市
内
各
所
で
配
水
管
の
損
傷
に
よ
る
漏
水

REPORT

給水に並ぶ市民

緊急遮断弁設置配水池用応急給水スタンド

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
配
水
池
は
水
深
５
メ
ー
ト
ル
・
貯
水

量
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
水
位
は
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
に
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
低
下
し
た
場
合
、

飲
料
水
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
班
か
ら
無
線
で
届
く
情
報
を
総

合
的
に
分
析
し
、
19
時
に
全
市
断
水
を
決
定
し

ま
し
た
。
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
以
来
と

な
る
全
市
断
水
作
業
が
完
了
し
た
の
は
19
時
30

分
頃
で
し
た
。

給
水
活
動
・
復
旧
工
事
と

地
元
企
業
の
協
力

　

給
水
班
が
最
初
に
直
面
し
た
問
題
は
、
給
水

用
車
両
の
確
保
で
し
た
。
保
有
す
る
可
搬
式
給

水
タ
ン
ク
10
基
を
出
動
さ
せ
る
た
め
に
使
用
を

予
定
し
て
い
た
車
両
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
含
め

津
波
被
害
や
道
路
の
寸
断
等
で
調
達
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
を
救
っ
た
の
が
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
て
い
た
協
力
団
体
・
企
業
の
力
で
し

た
。
工
事
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
の
水
道

事
業
体
、
そ
し
て
職
員
O
B
に
よ
る
連
日
連
夜

の
協
力
に
よ
っ
て
、
塩
竈
市
は
周
辺
地
域
に
先

駆
け
て
復
旧
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

他
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ
て
の

給
水
活
動

　

12
日
の
昼
頃
か
ら
始
ま
っ
た
給
水
活
動
は
、

水
道
部
職
員
ば
か
り
で
な
く
他
部
職
員
、
指
定

工
事
事
業
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
（
水
友
会
）
の
方
々

応急復旧初動概要 給水初動対応

災害相互応援に関する協定締結状況
協定などの名称 締結団体

日本水道協会東北地方支部
災害時相互応援に関する協定書 日本水道協会東北地方支部

日本水道協会宮城県支部
災害時相互応援計画 日本水道協会宮城県支部

災害時における応急復旧活動等に関する協定書 仙塩地区管工事業協同組合

退職者災害時給水応援協定 塩竈市水友会

仙南・仙塩広域水道の緊急時における受水市町　
相互応援給水に関する協定

仙南・仙塩広域水道用水供給
事業受水市町

災害時の駐車場所及び宿泊に関する協定 市内のホテル

災害時の応急給水用車両レンタルに関する協定 市内のレンタカー会社

か
ら
な
る
部
隊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
遮
断
弁
の
働
き
で
一
定
量
を
蓄
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
た
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
と
松
陽
台

配
水
池
の
水
を
確
保
。
日
本
水
道
協
会
の
災
害

対
応
指
針
に
基
づ
き
指
定
避
難
所
10
カ
所
、
指

定
避
難
場
所
6
カ
所
の
合
計
16
カ
所
の
給
水
場

所
を
選
定
し
、
給
水
車
を
配
備
し
て
拠
点
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
用
水
栓
を
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
、

松
陽
台
配
水
池
の
２
カ
所
に
設
け
ま
し
た
。
梅

の
宮
浄
水
場
で
は
、
町
内
会
や
避
難
所
単
位
で

来
場
し
た
希
望
者
に
限
り
独
自
給
水
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
な
ど

へ
は
市
民
向
け
と
は
別
に
運
搬
給
水
や
受
水
槽

給
水
も
行
う
な
ど
、
複
数
の
方
法
で
給
水
に
努

共同導水管

配水管
167カ所漏水

送水管（浦戸地区へ）

仙
南・仙
塩
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業

苦地取水口

国見
分水池

南部山
浄水場

単独導水管破断／箇所
溶接箇所亀裂 9カ所

梅の宮
浄水場

配水池

七ヶ宿ダム

送水管
4カ所漏水

大倉ダム

水道施設（略図）

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
海
底
配
水
管
が
津
波
に
よ
り
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
浦
戸
地
区
で
は
、
桂

島
を
除
い
て
配
水
は
完
全
に
停
止
。
船
舶
の
運

航
も
制
限
さ
れ
て
拠
点
給
水
や
運
搬
給
水
が
不

可
能
な
た
め
、
自
衛
隊
に
よ
る
空
輸
で
の
対
応

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
確
保
水
量

 

・
梅
の
宮
浄
水
場
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

	
	

3
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

 

・
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

1
8
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

 

・
松
陽
台
配
水
池
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

2
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

■
給
水
場
所
（
16
カ
所
）

 

・
第
一
小
学
校　

・
第
二
小
学
校

 

・
第
三
小
学
校　

・
月
見
ヶ
月
丘
小
学
校

 

・
杉
の
入
小
学
校
・
玉
川
小
学
校

 

・
第
一
中
学
校　

・
第
二
中
学
校

 

・
第
三
中
学
校　

・
塩
竈
市
公
民
館

 

・
塩
釜
ガ
ス
体
育
館

 

・
塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル

 

・
清
水
沢
公
営
住
宅
児
童
公
園

 

・
青
葉
ヶ
丘
公
園
・
千
賀
の
台
公
園

 

・
塩
竈
市
役
所

■
運
搬
給
水
お
よ
び
受
水
槽
給
水
の
箇
所
数

 

・
病
院
関
係
（
５
カ
所
）

 

・
福
祉
施
設
関
係
（
３
カ
所
）

 

・
公
共
施
設
（
４
カ
所
）

 

・
町
内
会

他
県
の
自
治
体
や

水道施設の被害（4 月 7 日の最大余震も含む）

明
治
45
年
に
宮
城
県
内
初
の
近
代
水
道
と
し
て
始
ま
っ
た
塩
竈
の
水
道
事
業
。

時
代
と
と
も
に
水
道
施
設
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
度
６
強
の
地
震
と
大
津
波
は
、
そ
れ
ら
の
備
え
を
は
る
か
に
上
回
り
、

約
１
０
０
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
二
度
目
と
な
る
「
全
市
断
水
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
市
断
水
か
ら
の
復
旧

～
16
日
目
に
本
土
地
区
通
水
完
了

震
災
以
降
の
歩
み

6667
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・
1
1　

現
在
・
未
来
／
上
水
道
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鋼管溶接作業

海底布設の様子 海底配水管の通水式（平成 25 年 2 月 6 日）

浦戸地区で活躍した造水機

平成 25 年度に購入した加圧式給水車

自
衛
隊
の
協
力
を
受
け
て

　
「
待
ち
時
間
が
長
い
」「
一
人
当
た
り
３
リ
ッ

ト
ル
と
量
が
制
限
さ
れ
る
」
な
ど
、
給
水
活
動

は
当
初
、
市
民
の
要
望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
15
日

に
な
る
と
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
の
応
援
部
隊

や
自
衛
隊
が
到
着
。
そ
れ
か
ら
は
日
を
追
う
ご

と
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
給
水
車
の
巡
回
給
水

は
、
時
間
を
指
定
し
た
定
時
給
水
に
変
更
、
待

ち
時
間
の
解
消
に
も
努
め
ま
し
た
。
給
水
車
の

台
数
が
増
え
た
17
日
以
後
は
、
給
水
場
所
で
の

常
時
給
水
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
復
旧
工
事
で
は
、
14
日
に
導
水
管
へ

の
試
験
通
水
を
開
始
。
17
日
に
は
導
水
管
の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
同
日
、
市
内
へ
の

通
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
で
は
16
の
配
水
池
ご
と
に
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
（
配
水
管
網
）
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

通
水
に
当
た
っ
て
は
、
病
院
や
公
共
施
設
な
ど

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
優
先
し
ま
し
た
。
本
土
地

区
の
通
水
が
完
了
し
た
の
は
26
日
。
震
災
発
生

か
ら
16
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

県
内
初
の
推
進
工
法
で

災
害
に
強
い
水
道
に

　

浦
戸
地
区
の
応
急
復
旧
で
は
３
月
26
日
に
は

海
底
管
に
被
害
の
無
か
っ
た
桂
島
の
避
難
所
ま

で
通
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
浜
・
野
々
島

間
は
４
月
20
日
、
野
々
島
・
寒
風
沢
間
は
４
月

29
日
、
野
々
島
・
朴
島
間
は
５
月
４
日
と
、
復

旧
は
本
土
地
区
と
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の
他
、
海
水
か

ら
飲
料
可
能
な
水
を
毎
時
３
６
０
リ
ッ
ト
ル
作

る
造
水
機
を
設
置
し
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

浦
戸
４
島
間
で
は
石
浜
・
野
々
島
間
の
配
水

管
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
年
に
起
こ
っ
た
チ

リ
地
震
津
波
で
も
流
失
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、平
成
24
年
と
25
年
の
2
カ
年
で
、

地
震
災
害
や
津
波
に
よ
る
配
水
管
の
被
害
を
防

止
す
る
本
復
旧
工
事
を
実
施
。
石
浜
・
野
々
島
間
、

野
々
島
・
寒
風
沢
間
に
お
い
て
は
県
内
初
と
な
る

推
進
工
法
に
よ
る
海
底
配
水
管
敷
設
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
海
底
の
岩
盤
層
に
推
進
用
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
そ
の
中
に
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
も
の
で
、
地
震
の
被
害

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
平
成
25
年
１
月
に
完

了
。
２
月
６
日
に
は
野
々
島
で
通
水
式
を
行
い
、

災
害
に
強
い
水
道
の
完
成
、
本
復
旧
を
祝
い
ま

し
た
。

『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画
』
の

実
行

　

震
災
前
か
ら
、
水
道
部
で
は
、
よ
り
災
害
に

強
い
水
道
を
目
指
し
、“
安
全
で
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
供
給
で
き
る
水
道
”
を
基
本
理
念
と

し
た
『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画　

平
成
23

〜
32
年
度
』
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
第
５
次
塩
竈

市
長
期
総
合
計
画
』
の
個
別
計
画
で
す
。
そ
の

基
本
目
標
の
一
つ
に
「
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
」

を
掲
げ
、
重
点
施
策
と
し
て
水
道
施
設
の
耐
震

化
と
危
機
管
理
体
制
の
充
実
の
２
つ
を
挙
げ
ま

し
た
。
そ
の
数
値
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

■
重
要
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

 

（ 

浄
水
場
か
ら
配
水
池
・
避
難
所
ま
で
送
・

配
水
管
に
お
け
る
耐
震
管
割
合
）

平
成
32
年
度　

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

　
「
重
要
水
道
管
路
」
と
は
災
害
時
の
避
難
所
や

病
院
な
ど
の
重
要
施
設
に
通
じ
る
配
水
管
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
優
先
的
に
交
換
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
応
急
給
水
体
制
の
強
化
策
と
し
て
加
圧

式
給
水
車
１
台
を
購
入
。
避
難
所
な
ど
の
給
水

場
所
へ
配
備
す
る
仮
設
水
槽
に
つ
い
て
は
平
成

26
年
か
ら
順
次
、
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
震
災
対
応
に
お
い
て
市
民
向
け
の

広
報
・
周
知
活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
反

省
に
立
っ
た
、
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法
や
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

■全国の自治体からの応援

自治体名 期　間
延
べ
日
数

延
べ
車
両
台
数

延
べ
人
数

備　　考

2011/3/11 50 48 159

芦屋市 水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

三田市 上下水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 3.5㎥

川西市 水道局 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

村山市 水道課 3月16日
～18日 3 6 11 可搬式 1㎥、

0.5㎥

長野市 上下水道局 3月16日
～26日 11 12 44 加圧式 2㎥、

可搬式 2㎥

飯田市 水道環境部 3月16日
～24日 9 8 32 加圧式 2㎥

小諸市 上水道課 3月16日
～24日 9 8 16 加圧式 2㎥

上田市 上下水道局 3月18日
～27日 10 8 32 加圧式 2㎥

伊那市 水道部 3月24日
～28日 5 3 12 加圧式 2㎥

2011/4/7 8 11 32

多賀城市 上水道部 4月8日
～10日 3 6 12 加圧式 2㎥、

可搬式 1㎥

長野市 上下水道局 4月9日
～13日 5 5 20 加圧式 2㎥

■東日本大震災（3月11日）給水活動
3/12（土） 3/13（日） 3/14（月） 3/15（火）3/16（水）3/17（木）3/18（金）3/19（土） 3/20（日） 3/21（月） 3/22（火）3/23（水）3/24（木）3/25（金）3/26（土） 3/27（日） 3/28（月） 合 計

給 水 拠 点 16 16 16 16 16 16 16 16 16 13 13 13 13 13 13 222
臨時用水栓 2 2 2 2 2 2 1 1 1 15
応急給水箇所数 4 3 2 2 1 3 2 2 17 17 20 16 20 16 11 7 2 145
給水従事者（人） 24 25 43 107 133 151 162 151 148 142 150 142 142 133 79 35 27 1794
水 道 部 14 15 15 15 17 15 14 8 5 5 5 5 5 4 3 3 2 150
市 役 所 2 4 11 9 9 11 26 23 24 23 24 16 15 12 5 4 1 219
応 援自治 体 12 2 17 16 14 14 14 14 14 14 12 12 4 159
指定工事事業者 6 3 11 9 7 10 8 8 7 2 9 9 10 8 7 114
水 友 会 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36
そ の 他 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
自 衛 隊 56 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 50 22 22 1,100
給水車（台） 13 13 13 17 16 20 19 19 19 17 17 15 12 10 9 4 3 236
水 道 部 9 9 9 9 9 9 8 8 6 6 6 6 4 4 3 2 2 109
市 役 所 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 1 0 0 0 0 47
応 援自治 体 3 2 6 6 4 4 4 4 4 4 3 3 1 0 48
指定工事事業者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
応 援 者 2 4 2 2 2 2 2 2 18
車両（ジープ、トラック）
自 衛 隊 7 10 10 11 11 10 10 10 10 10 10 7 2 2 120

■市内通水時系列復旧戸数

日付 復旧戸数 復旧累計 日付 復旧戸数 復旧累計

17日 2,400 2,400 22日 3,800 18,500

18日 4,400 6,800 23日 3,450 21,950

19日 300 7,100 24日 3,250 25,200

20日 6,600 13,700 25日 100 25,300

21日 1,000 14,700 26日 458 25,758

破断した導水管

6869
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鋼管溶接作業

海底布設の様子 海底配水管の通水式（平成 25 年 2 月 6 日）

浦戸地区で活躍した造水機

平成 25 年度に購入した加圧式給水車

自
衛
隊
の
協
力
を
受
け
て

　
「
待
ち
時
間
が
長
い
」「
一
人
当
た
り
３
リ
ッ

ト
ル
と
量
が
制
限
さ
れ
る
」
な
ど
、
給
水
活
動

は
当
初
、
市
民
の
要
望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
15
日

に
な
る
と
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
の
応
援
部
隊

や
自
衛
隊
が
到
着
。
そ
れ
か
ら
は
日
を
追
う
ご

と
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
給
水
車
の
巡
回
給
水

は
、
時
間
を
指
定
し
た
定
時
給
水
に
変
更
、
待

ち
時
間
の
解
消
に
も
努
め
ま
し
た
。
給
水
車
の

台
数
が
増
え
た
17
日
以
後
は
、
給
水
場
所
で
の

常
時
給
水
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
復
旧
工
事
で
は
、
14
日
に
導
水
管
へ

の
試
験
通
水
を
開
始
。
17
日
に
は
導
水
管
の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
同
日
、
市
内
へ
の

通
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
で
は
16
の
配
水
池
ご
と
に
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
（
配
水
管
網
）
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

通
水
に
当
た
っ
て
は
、
病
院
や
公
共
施
設
な
ど

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
優
先
し
ま
し
た
。
本
土
地

区
の
通
水
が
完
了
し
た
の
は
26
日
。
震
災
発
生

か
ら
16
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

県
内
初
の
推
進
工
法
で

災
害
に
強
い
水
道
に

　

浦
戸
地
区
の
応
急
復
旧
で
は
３
月
26
日
に
は

海
底
管
に
被
害
の
無
か
っ
た
桂
島
の
避
難
所
ま

で
通
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
浜
・
野
々
島

間
は
４
月
20
日
、
野
々
島
・
寒
風
沢
間
は
４
月

29
日
、
野
々
島
・
朴
島
間
は
５
月
４
日
と
、
復

旧
は
本
土
地
区
と
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の
他
、
海
水
か

ら
飲
料
可
能
な
水
を
毎
時
３
６
０
リ
ッ
ト
ル
作

る
造
水
機
を
設
置
し
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

浦
戸
４
島
間
で
は
石
浜
・
野
々
島
間
の
配
水

管
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
年
に
起
こ
っ
た
チ

リ
地
震
津
波
で
も
流
失
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、平
成
24
年
と
25
年
の
2
カ
年
で
、

地
震
災
害
や
津
波
に
よ
る
配
水
管
の
被
害
を
防

止
す
る
本
復
旧
工
事
を
実
施
。
石
浜
・
野
々
島
間
、

野
々
島
・
寒
風
沢
間
に
お
い
て
は
県
内
初
と
な
る

推
進
工
法
に
よ
る
海
底
配
水
管
敷
設
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
海
底
の
岩
盤
層
に
推
進
用
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
そ
の
中
に
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
も
の
で
、
地
震
の
被
害

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
平
成
25
年
１
月
に
完

了
。
２
月
６
日
に
は
野
々
島
で
通
水
式
を
行
い
、

災
害
に
強
い
水
道
の
完
成
、
本
復
旧
を
祝
い
ま

し
た
。

『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画
』
の

実
行

　

震
災
前
か
ら
、
水
道
部
で
は
、
よ
り
災
害
に

強
い
水
道
を
目
指
し
、“
安
全
で
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
供
給
で
き
る
水
道
”
を
基
本
理
念
と

し
た
『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画　

平
成
23

〜
32
年
度
』
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
第
５
次
塩
竈

市
長
期
総
合
計
画
』
の
個
別
計
画
で
す
。
そ
の

基
本
目
標
の
一
つ
に
「
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
」

を
掲
げ
、
重
点
施
策
と
し
て
水
道
施
設
の
耐
震

化
と
危
機
管
理
体
制
の
充
実
の
２
つ
を
挙
げ
ま

し
た
。
そ
の
数
値
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

■
重
要
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

 

（ 

浄
水
場
か
ら
配
水
池
・
避
難
所
ま
で
送
・

配
水
管
に
お
け
る
耐
震
管
割
合
）

平
成
32
年
度　

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

　
「
重
要
水
道
管
路
」
と
は
災
害
時
の
避
難
所
や

病
院
な
ど
の
重
要
施
設
に
通
じ
る
配
水
管
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
優
先
的
に
交
換
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
応
急
給
水
体
制
の
強
化
策
と
し
て
加
圧

式
給
水
車
１
台
を
購
入
。
避
難
所
な
ど
の
給
水

場
所
へ
配
備
す
る
仮
設
水
槽
に
つ
い
て
は
平
成

26
年
か
ら
順
次
、
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
震
災
対
応
に
お
い
て
市
民
向
け
の

広
報
・
周
知
活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
反

省
に
立
っ
た
、
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法
や
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

■全国の自治体からの応援

自治体名 期　間
延
べ
日
数

延
べ
車
両
台
数

延
べ
人
数

備　　考

2011/3/11 50 48 159

芦屋市 水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

三田市 上下水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 3.5㎥

川西市 水道局 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

村山市 水道課 3月16日
～18日 3 6 11 可搬式 1㎥、

0.5㎥

長野市 上下水道局 3月16日
～26日 11 12 44 加圧式 2㎥、

可搬式 2㎥

飯田市 水道環境部 3月16日
～24日 9 8 32 加圧式 2㎥

小諸市 上水道課 3月16日
～24日 9 8 16 加圧式 2㎥

上田市 上下水道局 3月18日
～27日 10 8 32 加圧式 2㎥

伊那市 水道部 3月24日
～28日 5 3 12 加圧式 2㎥

2011/4/7 8 11 32

多賀城市 上水道部 4月8日
～10日 3 6 12 加圧式 2㎥、

可搬式 1㎥

長野市 上下水道局 4月9日
～13日 5 5 20 加圧式 2㎥

■東日本大震災（3月11日）給水活動
3/12（土） 3/13（日） 3/14（月） 3/15（火）3/16（水）3/17（木）3/18（金）3/19（土） 3/20（日） 3/21（月） 3/22（火）3/23（水）3/24（木）3/25（金）3/26（土） 3/27（日） 3/28（月） 合 計

給 水 拠 点 16 16 16 16 16 16 16 16 16 13 13 13 13 13 13 222
臨時用水栓 2 2 2 2 2 2 1 1 1 15
応急給水箇所数 4 3 2 2 1 3 2 2 17 17 20 16 20 16 11 7 2 145
給水従事者（人） 24 25 43 107 133 151 162 151 148 142 150 142 142 133 79 35 27 1794
水 道 部 14 15 15 15 17 15 14 8 5 5 5 5 5 4 3 3 2 150
市 役 所 2 4 11 9 9 11 26 23 24 23 24 16 15 12 5 4 1 219
応 援自治 体 12 2 17 16 14 14 14 14 14 14 12 12 4 159
指定工事事業者 6 3 11 9 7 10 8 8 7 2 9 9 10 8 7 114
水 友 会 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36
そ の 他 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
自 衛 隊 56 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 50 22 22 1,100
給水車（台） 13 13 13 17 16 20 19 19 19 17 17 15 12 10 9 4 3 236
水 道 部 9 9 9 9 9 9 8 8 6 6 6 6 4 4 3 2 2 109
市 役 所 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 1 0 0 0 0 47
応 援自治 体 3 2 6 6 4 4 4 4 4 4 3 3 1 0 48
指定工事事業者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
応 援 者 2 4 2 2 2 2 2 2 18
車両（ジープ、トラック）
自 衛 隊 7 10 10 11 11 10 10 10 10 10 10 7 2 2 120

■市内通水時系列復旧戸数

日付 復旧戸数 復旧累計 日付 復旧戸数 復旧累計

17日 2,400 2,400 22日 3,800 18,500

18日 4,400 6,800 23日 3,450 21,950

19日 300 7,100 24日 3,250 25,200

20日 6,600 13,700 25日 100 25,300

21日 1,000 14,700 26日 458 25,758

破断した導水管
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「
塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
下
、

着
々
と
整
備
を
進
め
る
途
上
で

　

平
成
２
年
秋
の
３
回
の
大
き
な
水
害
発
生
を

受
け
、
市
で
は
平
成
４
年
か
ら
総
合
治
水
対
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
６
年
に
「
塩
竈
市
総

合
治
水
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市

独
自
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
市
民
の
協
力
に

よ
っ
て
達
成
で
き
る
公
共
事
業
「
雨
水
貯
留
浸

透
事
業
（
宅
内
貯
留
浸
透
施
設
整
備
）」
で
し
た
。

そ
れ
は
市
民
の
宅
内
（
敷
地
）
に
降
っ
た
雨
を

駐
車
場
や
庭
の
表
面
や
地
下
に
貯
留
し
、「
少
し

ず
つ
流
す
」
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
で

も
先
進
的
で
あ
り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
計
画
に
基
づ
い
て
雨

水
幹
線
を
整
備
、
市
内
各
所
に
ポ
ン
プ
場
や
貯

留
管
を
設
置
し
、
着
々
と
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
貨

物
線
の
廃
線
敷
を
利
用
し
て
中
央
第
1
貯
留
管

を
整
備
。
平
成
22
年
に
は
、
牛
生
町
・
芦
畔
町

の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
施
設
と
し
て
牛
生
雨

水
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
に
着
手
。
計
画
の
途
上

で
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。

　

震
災
で
は
市
街
地
や
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
低
地
帯
や
埋
立
地
で

REPORT

は
、
軟
弱
地
盤
に
よ
る
不
同
沈
下
で
管
渠
の
ひ
ず

み
が
各
所
で
発
生
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
被
害
も
約

1
0
6
0
カ
所
を
数
え
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た

下
水
道
管
（
災
害
復
旧
工
事
対
象
）
の
総
延
長
は

15
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
全
体
の
約
5
パ
ー
セ

ン
ト
に
、
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
16
カ
所
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
な
ど
が
地
震
や
津
波
に
よ
り

損
傷
し
ま
し
た
。

「
水
害
に
強
い
塩
竈
」
を
目
指
し
、

下
水
道
整
備
を
継
続
的
に
実
施

　

こ
う
し
た
管
渠
な
ど
既
存
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
は
現
在
も
進
行
中
で
、
復
旧
率
は
44
パ
ー

セ
ン
ト（
平
成
26
年
9
月
現
在
）で
す
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
や
ポ
ン
プ
場
は
復
旧
し
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
完
了
す
る
の
は
平
成
28
年

度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
震
災
前
に
は
冠
水

す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
雨
量
で
、
冠
水
し
て
し

ま
う
場
所
も
あ
り
ま
す
。
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
平
成
26
年
５
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
他
の

地
域
で
は
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
い
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
と
並
行
し
て
、
津
波

浸
水
地
域
で
は
復
興
事
業
（
左
図
参
照
）
を
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
い
ず
れ
も
雨
水

対
策
。
震
災
前
か
ら
の
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。「
塩

竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
目
標
は
、
１
時
間
当

た
り
52
・
２
ミ
リ
の
雨
量
に
対
応
で
き
る
こ
と
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
津
波
浸
水
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
内
各
所
で
下
水
道
の
整
備
を
今
後

も
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

被害状況（ポンプ操作盤の浸水高さの計測）

下水道貯留管工事見学会で披露されたシールドマシン（掘削機）

被害状況（マンホールの段差）

■復興事業

塩
竈
市
を
度
々
襲
う
水
害
の
主
な
原
因
は
、
丘
陵
部
の
都
市
化
、
細
い
道
路
と
急
な
坂
道
、

埋
立
で
で
き
た
市
街
地
、
軟
弱
地
盤
の
た
め
の
地
盤
沈
下
な
ど
、
複
数
の
地
形
的
特
徴
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
用
地
が
少
な
い
上
、
予
算
が
莫
大
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

雨
水
管
路
の
整
備
や
ポ
ン
プ
場
の
増
強
な
ど
に
よ
る
「
速
や
か
に
流
す
」
対
策
だ
け
で
は
対
応
不
能
な
状
況
で
し
た
。

よ
り
水
害
に
強
い
塩
竈
を
目
指
し
て

～
下
水
道
の
復
旧
と
整
備

藤倉二丁目地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・汚
水管などの排水施設を整備します。

越の浦ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全度
の向上を図るため、越の浦雨水
ポンプ場を整備します。

北浜地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・
汚水の排水施設を整備します。

藤倉雨水ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全
度の向上を図るため、従来のポ
ンプ場を増築し排水機能を強化
します。

中の島地区
雨水を海に直接放流する地下水
路（中央放流渠）を整備します。

港町・尾島町・新富町地区
地盤沈下した港町・尾島町・新富
町地区の雨水安全度の向上を図る
ため、「中央第２ポンプ場築造工事」
と「中央第２貯留管設備工事」を
実施します。

震
災
以
降
の
歩
み

7071
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・
1
1　

現
在
・
未
来
／
下
水
道



「
塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
下
、

着
々
と
整
備
を
進
め
る
途
上
で

　

平
成
２
年
秋
の
３
回
の
大
き
な
水
害
発
生
を

受
け
、
市
で
は
平
成
４
年
か
ら
総
合
治
水
対
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
６
年
に
「
塩
竈
市
総

合
治
水
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市

独
自
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
市
民
の
協
力
に

よ
っ
て
達
成
で
き
る
公
共
事
業
「
雨
水
貯
留
浸

透
事
業
（
宅
内
貯
留
浸
透
施
設
整
備
）」
で
し
た
。

そ
れ
は
市
民
の
宅
内
（
敷
地
）
に
降
っ
た
雨
を

駐
車
場
や
庭
の
表
面
や
地
下
に
貯
留
し
、「
少
し

ず
つ
流
す
」
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
で

も
先
進
的
で
あ
り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
計
画
に
基
づ
い
て
雨

水
幹
線
を
整
備
、
市
内
各
所
に
ポ
ン
プ
場
や
貯

留
管
を
設
置
し
、
着
々
と
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
貨

物
線
の
廃
線
敷
を
利
用
し
て
中
央
第
1
貯
留
管

を
整
備
。
平
成
22
年
に
は
、
牛
生
町
・
芦
畔
町

の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
施
設
と
し
て
牛
生
雨

水
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
に
着
手
。
計
画
の
途
上

で
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。

　

震
災
で
は
市
街
地
や
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
低
地
帯
や
埋
立
地
で

REPORT

は
、
軟
弱
地
盤
に
よ
る
不
同
沈
下
で
管
渠
の
ひ
ず

み
が
各
所
で
発
生
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
被
害
も
約

1
0
6
0
カ
所
を
数
え
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た

下
水
道
管
（
災
害
復
旧
工
事
対
象
）
の
総
延
長
は

15
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
全
体
の
約
5
パ
ー
セ

ン
ト
に
、
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
16
カ
所
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
な
ど
が
地
震
や
津
波
に
よ
り

損
傷
し
ま
し
た
。

「
水
害
に
強
い
塩
竈
」
を
目
指
し
、

下
水
道
整
備
を
継
続
的
に
実
施

　

こ
う
し
た
管
渠
な
ど
既
存
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
は
現
在
も
進
行
中
で
、
復
旧
率
は
44
パ
ー

セ
ン
ト（
平
成
26
年
9
月
現
在
）で
す
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
や
ポ
ン
プ
場
は
復
旧
し
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
完
了
す
る
の
は
平
成
28
年

度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
震
災
前
に
は
冠
水

す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
雨
量
で
、
冠
水
し
て
し

ま
う
場
所
も
あ
り
ま
す
。
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
平
成
26
年
５
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
他
の

地
域
で
は
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
い
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
と
並
行
し
て
、
津
波

浸
水
地
域
で
は
復
興
事
業
（
左
図
参
照
）
を
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
い
ず
れ
も
雨
水

対
策
。
震
災
前
か
ら
の
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。「
塩

竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
目
標
は
、
１
時
間
当

た
り
52
・
２
ミ
リ
の
雨
量
に
対
応
で
き
る
こ
と
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
津
波
浸
水
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
内
各
所
で
下
水
道
の
整
備
を
今
後

も
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

被害状況（ポンプ操作盤の浸水高さの計測）

下水道貯留管工事見学会で披露されたシールドマシン（掘削機）

被害状況（マンホールの段差）

■復興事業

塩
竈
市
を
度
々
襲
う
水
害
の
主
な
原
因
は
、
丘
陵
部
の
都
市
化
、
細
い
道
路
と
急
な
坂
道
、

埋
立
で
で
き
た
市
街
地
、
軟
弱
地
盤
の
た
め
の
地
盤
沈
下
な
ど
、
複
数
の
地
形
的
特
徴
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
用
地
が
少
な
い
上
、
予
算
が
莫
大
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

雨
水
管
路
の
整
備
や
ポ
ン
プ
場
の
増
強
な
ど
に
よ
る
「
速
や
か
に
流
す
」
対
策
だ
け
で
は
対
応
不
能
な
状
況
で
し
た
。

よ
り
水
害
に
強
い
塩
竈
を
目
指
し
て

～
下
水
道
の
復
旧
と
整
備

藤倉二丁目地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・汚
水管などの排水施設を整備します。

越の浦ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全度
の向上を図るため、越の浦雨水
ポンプ場を整備します。

北浜地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・
汚水の排水施設を整備します。

藤倉雨水ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全
度の向上を図るため、従来のポ
ンプ場を増築し排水機能を強化
します。

中の島地区
雨水を海に直接放流する地下水
路（中央放流渠）を整備します。

港町・尾島町・新富町地区
地盤沈下した港町・尾島町・新富
町地区の雨水安全度の向上を図る
ため、「中央第２ポンプ場築造工事」
と「中央第２貯留管設備工事」を
実施します。

震
災
以
降
の
歩
み
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／
下
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道



関
係
機
関
の
応
援
・
協
力
に
よ
り

震
災
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た

応
急
復
旧
活
動

　

国
道
45
号
ほ
か
の
市
内
幹
線
道
路
で
は
震
災

翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
、
被
災
車
両
の
撤
去
、

配
水
、
清
掃
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
自
衛
隊
や
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協

議
会
の
応
援
を
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

14
日
に
海
岸
通
の
一
部
、
15
日
に
北
浜
地
区
の

一
部
、
20
日
に
は
新
富
町
や
中
の
島
地
区
が
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
築
港
大
通

線
と
八
幡
築
港
線
（
通
称
「
産
業
道
路
」）
が
迂

回
路
の
役
目
を
果
た
し
、
同
ル
ー
ト
の
重
要
性

が
あ
ら
た
め
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
R
は
震
災
直
後
か
ら
東
北
本
線
、
仙
石
線

と
も
全
線
で
運
行
停
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

に
お
け
る
路
線
の
被
害
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、

復
旧
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
・

通
学
の
手
段
を
求
め
る
市
民
の
声
は
日
増
し
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
バ
ス
事
業
者
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を

要
請
、
23
日
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
便
数
が
少
な
い
、
満
員
の
た
め
乗
車
で

き
な
い
、
渋
滞
に
よ
っ
て
乗
車
時
間
が
長
く
な

REPORT

自衛隊による啓開作業

しおナビ 100 円バス

車道のかさ上げを行い、歩道も整備します（港町地区）

漁港道路に接続する市道を整備します（新浜地区）

NEW しおナビ 100 円バス

る
、
遅
れ
る
な
ど
、
利
用
者
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
２
社
に
よ
る

臨
時
バ
ス
は
塩
竈
市
と
仙
台
を
結
ぶ
貴
重
な
輸

送
手
段
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
交

通
機
関
で
あ
る
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

と
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」
は
22

日
か
ら
一
部
で
運
行
を
再
開
。
順
次
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
を
調
整
し
、
4
月
3
日
に
は
シ
ャ
ト
ル

便
を
除
い
て
通
常
ダ
イ
ヤ
に
復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
の
道
路
整
備
事
業

　

市
道
全
体
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

総
延
長
43
・
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
12
月
現
在
の
復
旧
率
は
82
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
と
並
行
し
、「
原
状

復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
に
掲
げ
る
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
の

事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
宮
城
県
に
よ
っ
て
築
港
大
通
線
と
八

幡
築
港
線
の
整
備
事
業
（
復
興
交
付
金
事
業
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
築
港
大
通
線
は
地
盤
沈

下
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し
て
道
路
を
か
さ
上
げ
、

八
幡
築
港
線
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
、
避
難

路
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
４
車
線

化
す
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
計
画
に
呼
応
し
、
港
町
地
区
で

は
築
港
大
通
線
と
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
市

道
の
か
さ
上
げ
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
道
路

の
か
さ
上
げ
と
ポ
ン
プ
場
増
設
な
ど
の
下
水
道

整
備
を
あ
わ
せ
排
水
機
能
を
強
化
し
、
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
、
冠
水
被
害
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
新
浜
地
区
に
お
い
て
も
、
漁
港
道
路
の
か

さ
上
げ
（
県
事
業
）
と
合
わ
せ
、
接
続
す
る
市

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
道
路
（
塩

釜
中
央
自
動
車
学
校
の
南
側
）
を
「（
仮
）
市
道

舟
入
二
号
線
」
と
し
、
避
難
道
路
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事
業
も
同
時
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
震
災
復
興
計
画
や
防
災
計
画
と

連
動
し
た
道
路
計
画
に
努
め
ま
す
。

《
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る
復
旧
の
歩
み
》

3
月
12
日
よ
り
、
市
内
主
要
幹
線
で
津
波
に
よ
っ

て
流
さ
れ
た
車
両
の
移
動
、
清
掃
、
そ
し
て
45
号

な
ど
で
冠
水
箇
所
の
排
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
本

町
な
ど
一
部
通
行
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
第
７
号
3
月
14
日
11
：
00
発
行
）

車
両
の
移
動
や
排
水
を
実
施
中
。
14
日
に
本
町
、

イ
オ
ン
周
辺
45
号
、
15
日
は
自
衛
隊
の
協
力
で
北

浜
地
区
の
45
号
と
産
業
道
路
の
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
10
号
3
月
15
日
16
：
30
発
行
）

●
「
し
お
ナ
ビ
バ
ス
」
は
22
日
か
ら
南
ま
わ
り

（
時
計
ま
わ
り
）
の
み
、
8
：
57
塩
釜
営
業
所
発

か
ら
14
：
57
塩
釜
営
業
所
発
ま
で
7
便
・
一
部

ル
ー
ト
変
更
で
運
行
中
。
●
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ

1
0
0
円
バ
ス
」
22
日
か
ら
通
常
ダ
イ
ヤ
（
平
日

の
み
）
で
運
行
中
。
●
「
利
府
線
」（
塩
釜
営
業

所
～
利
府
町
し
ら
か
し
台
）
は
、
22
日
か
ら
土
曜

日
祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行
中
。

●
「
仙
台
行
の
臨
時
バ
ス
」
が
23
日
か
ら
運
行
開

始
。
当
面
、
本
塩
釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
～
仙
台

駅
前
の
臨
時
バ
ス
が
３
往
復
運
航
（
㈱
ミ
ヤ
コ
ー

バ
ス
）。
料
金
は
片
道
7
0
0
円
（
現
金
の
み
・

バ
ス
カ
ー
ド
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
並
ん
だ
順

で
の
乗
車
、
満
席
の
場
合
は
立
席
。
燃
料
不
足
の

た
め
、
各
１
台
限
定
（
約
60
人
乗
）
の
運
行
。
満

席
の
場
合
で
も
、
続
行
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
第
18
号
3
月
23
日
11
：
00
発
行
）

●
4
月
3
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

は
、
シ
ャ
ト
ル
便
を
除
き
、
南
・
北
ま
わ
り
と
も

に
全
区
間
で
通
常
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

（
第
27
号
4
月
1
日
13
：
00
発
行
）

●
JR
仙
石
線
は
、
19
日
東
塩
釜
駅
ま
で
再
開
予
定
。

19
日
間
か
ら
東
塩
釜
駅
―
石
巻
駅
間
の
代
行
バ
ス

を
運
行
予
定
。
詳
し
く
は
JR
東
日
本
仙
台
支
社
ま

で
●
JR
東
北
本
線
は
、
21
日
に
全
線
再
開
予
定
。

●
臨
時
バ
ス
本
塩
釜
駅
―
小
鶴
新
田
駅
は
18
日
で

運
行
を
終
了
し
ま
す
。
●
臨
時
バ
ス
仙
台
駅
（
東

口
）
行
き
（
平
日
の
み
運
行
）
は
18
日
で
運
行
を

終
了
し
ま
す
。

（
第
44
号
4
月
18
日
13
：
00
発
行
）

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
内
の
陸
上
交
通
網
と
交
通
機
関
。

塩
竈
市
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
の
国
道
45
号
は
数
カ
所
で
通
行
不
能
と
な
り
、

救
助
や
復
旧
の
た
め
の
人
員
、
物
資
の
移
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
の
啓
開
が
、
復
旧
活
動
の
第
一
歩
で
し
た
。

人
と
物
の
動
線
の
確
保

～
復
興
の
一
環
と
し
て
進
む
道
路
整
備

塩竈市災害復旧連絡協議会の応援

震
災
以
降
の
歩
み

7273
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現
在
・
未
来
／
陸
上
交
通



関
係
機
関
の
応
援
・
協
力
に
よ
り

震
災
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た

応
急
復
旧
活
動

　

国
道
45
号
ほ
か
の
市
内
幹
線
道
路
で
は
震
災

翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
、
被
災
車
両
の
撤
去
、

配
水
、
清
掃
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
自
衛
隊
や
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協

議
会
の
応
援
を
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

14
日
に
海
岸
通
の
一
部
、
15
日
に
北
浜
地
区
の

一
部
、
20
日
に
は
新
富
町
や
中
の
島
地
区
が
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
築
港
大
通

線
と
八
幡
築
港
線
（
通
称
「
産
業
道
路
」）
が
迂

回
路
の
役
目
を
果
た
し
、
同
ル
ー
ト
の
重
要
性

が
あ
ら
た
め
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
R
は
震
災
直
後
か
ら
東
北
本
線
、
仙
石
線

と
も
全
線
で
運
行
停
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

に
お
け
る
路
線
の
被
害
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、

復
旧
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
・

通
学
の
手
段
を
求
め
る
市
民
の
声
は
日
増
し
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
バ
ス
事
業
者
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を

要
請
、
23
日
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
便
数
が
少
な
い
、
満
員
の
た
め
乗
車
で

き
な
い
、
渋
滞
に
よ
っ
て
乗
車
時
間
が
長
く
な

REPORT

自衛隊による啓開作業

しおナビ 100 円バス

車道のかさ上げを行い、歩道も整備します（港町地区）

漁港道路に接続する市道を整備します（新浜地区）

NEW しおナビ 100 円バス

る
、
遅
れ
る
な
ど
、
利
用
者
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
２
社
に
よ
る

臨
時
バ
ス
は
塩
竈
市
と
仙
台
を
結
ぶ
貴
重
な
輸

送
手
段
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
交

通
機
関
で
あ
る
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

と
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」
は
22

日
か
ら
一
部
で
運
行
を
再
開
。
順
次
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
を
調
整
し
、
4
月
3
日
に
は
シ
ャ
ト
ル

便
を
除
い
て
通
常
ダ
イ
ヤ
に
復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
の
道
路
整
備
事
業

　

市
道
全
体
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

総
延
長
43
・
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
12
月
現
在
の
復
旧
率
は
82
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
と
並
行
し
、「
原
状

復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
に
掲
げ
る
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
の

事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
宮
城
県
に
よ
っ
て
築
港
大
通
線
と
八

幡
築
港
線
の
整
備
事
業
（
復
興
交
付
金
事
業
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
築
港
大
通
線
は
地
盤
沈

下
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し
て
道
路
を
か
さ
上
げ
、

八
幡
築
港
線
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
、
避
難

路
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
４
車
線

化
す
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
計
画
に
呼
応
し
、
港
町
地
区
で

は
築
港
大
通
線
と
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
市

道
の
か
さ
上
げ
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
道
路

の
か
さ
上
げ
と
ポ
ン
プ
場
増
設
な
ど
の
下
水
道

整
備
を
あ
わ
せ
排
水
機
能
を
強
化
し
、
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
、
冠
水
被
害
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
新
浜
地
区
に
お
い
て
も
、
漁
港
道
路
の
か

さ
上
げ
（
県
事
業
）
と
合
わ
せ
、
接
続
す
る
市

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
道
路
（
塩

釜
中
央
自
動
車
学
校
の
南
側
）
を
「（
仮
）
市
道

舟
入
二
号
線
」
と
し
、
避
難
道
路
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事
業
も
同
時
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
震
災
復
興
計
画
や
防
災
計
画
と

連
動
し
た
道
路
計
画
に
努
め
ま
す
。

《
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る
復
旧
の
歩
み
》

3
月
12
日
よ
り
、
市
内
主
要
幹
線
で
津
波
に
よ
っ

て
流
さ
れ
た
車
両
の
移
動
、
清
掃
、
そ
し
て
45
号

な
ど
で
冠
水
箇
所
の
排
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
本

町
な
ど
一
部
通
行
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
第
７
号
3
月
14
日
11
：
00
発
行
）

車
両
の
移
動
や
排
水
を
実
施
中
。
14
日
に
本
町
、

イ
オ
ン
周
辺
45
号
、
15
日
は
自
衛
隊
の
協
力
で
北

浜
地
区
の
45
号
と
産
業
道
路
の
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
10
号
3
月
15
日
16
：
30
発
行
）

●
「
し
お
ナ
ビ
バ
ス
」
は
22
日
か
ら
南
ま
わ
り

（
時
計
ま
わ
り
）
の
み
、
8
：
57
塩
釜
営
業
所
発

か
ら
14
：
57
塩
釜
営
業
所
発
ま
で
7
便
・
一
部

ル
ー
ト
変
更
で
運
行
中
。
●
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ

1
0
0
円
バ
ス
」
22
日
か
ら
通
常
ダ
イ
ヤ
（
平
日

の
み
）
で
運
行
中
。
●
「
利
府
線
」（
塩
釜
営
業

所
～
利
府
町
し
ら
か
し
台
）
は
、
22
日
か
ら
土
曜

日
祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行
中
。

●
「
仙
台
行
の
臨
時
バ
ス
」
が
23
日
か
ら
運
行
開

始
。
当
面
、
本
塩
釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
～
仙
台

駅
前
の
臨
時
バ
ス
が
３
往
復
運
航
（
㈱
ミ
ヤ
コ
ー

バ
ス
）。
料
金
は
片
道
7
0
0
円
（
現
金
の
み
・

バ
ス
カ
ー
ド
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
並
ん
だ
順

で
の
乗
車
、
満
席
の
場
合
は
立
席
。
燃
料
不
足
の

た
め
、
各
１
台
限
定
（
約
60
人
乗
）
の
運
行
。
満

席
の
場
合
で
も
、
続
行
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
第
18
号
3
月
23
日
11
：
00
発
行
）

●
4
月
3
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

は
、
シ
ャ
ト
ル
便
を
除
き
、
南
・
北
ま
わ
り
と
も

に
全
区
間
で
通
常
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

（
第
27
号
4
月
1
日
13
：
00
発
行
）

●
JR
仙
石
線
は
、
19
日
東
塩
釜
駅
ま
で
再
開
予
定
。

19
日
間
か
ら
東
塩
釜
駅
―
石
巻
駅
間
の
代
行
バ
ス

を
運
行
予
定
。
詳
し
く
は
JR
東
日
本
仙
台
支
社
ま

で
●
JR
東
北
本
線
は
、
21
日
に
全
線
再
開
予
定
。

●
臨
時
バ
ス
本
塩
釜
駅
―
小
鶴
新
田
駅
は
18
日
で

運
行
を
終
了
し
ま
す
。
●
臨
時
バ
ス
仙
台
駅
（
東

口
）
行
き
（
平
日
の
み
運
行
）
は
18
日
で
運
行
を

終
了
し
ま
す
。

（
第
44
号
4
月
18
日
13
：
00
発
行
）

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
内
の
陸
上
交
通
網
と
交
通
機
関
。

塩
竈
市
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
の
国
道
45
号
は
数
カ
所
で
通
行
不
能
と
な
り
、

救
助
や
復
旧
の
た
め
の
人
員
、
物
資
の
移
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
の
啓
開
が
、
復
旧
活
動
の
第
一
歩
で
し
た
。

人
と
物
の
動
線
の
確
保

～
復
興
の
一
環
と
し
て
進
む
道
路
整
備

塩竈市災害復旧連絡協議会の応援

震
災
以
降
の
歩
み

7273

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
陸
上
交
通



２
度
の「
チ
リ
地
震
津
波
」被
害
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て

　

塩
竈
市
営
汽
船
の
歴
史
は
、
昭
和
19
年
に
塩

竈
市
交
通
部
が
発
足
し
て
民
間
業
者
の
13
航
路

を
買
収
し
、
運
航
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

船
舶
18
隻
、
職
員
50
人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
寒
風
沢
航
路
を
開
設
、

昭
和
32
年
「
す
わ
ん
丸
」
改
造
、
同
年
「
第
二

す
わ
ん
丸
」
建
造
と
、
順
風
満
帆
な
営
業
を
続

け
て
い
た
最
中
に
襲
っ
た
の
が
、
昭
和
35
年
5

月
24
日
の
チ
リ
地
震
津
波
で
し
た
。

　
「
市
営
汽
船
に
は
、
当
直
の
職
員
が
い
ま
し

た
が
、
津
波
の
前
ぶ
れ
で
、
潮
が
引
き
、
干

上
が
っ
た
海
に
船
が
傾
い
て
い
る
の
を
発
見

し
ま
す
。
す
ぐ
に
、
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報
や
、

浦
戸
の
職
員
か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、

状
況
を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

当
直
職
員
の
連
絡
で
、
船
舶
職
員
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
が
、「
ゴ
ウ
オ
ー
」
と
い
う
も
の
す

ご
い
音
と
共
に
山
の
よ
う
な
大
波
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
就
航
し
て
い
た
「
す
わ
ん
丸
」
は
避

REPORT

みしおうらと

運航基準図

ウイークエンド特別便の出発

創業70周年記念のシャツを着て運航業務に当たるクルー

しおじ

「Friend ship! ゆるキャラ丸」

難
準
備
を
し
て
い
た
乗
員
を
乗
せ
た
ま
ま
、

つ
づ
い
て「
八
汐
丸
」も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

浦
戸
に
停
泊
し
て
い
た
「
吉
田
丸
」
は
美

女
ヶ
浦
に
避
難
。「
第
二
す
わ
ん
丸
」
は
津
波

の
返
し
を
利
用
し
海
中
に
引
き
戻
し
、
一
万

ト
ン
岸
壁
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

 

「
す
わ
ん
丸
」
は
、
自
衛
隊
や
遠
藤
造
船
所

の
協
力
で
海
に
引
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
、
市
営
汽
船
は
3
日
間
運
休

と
な
り
ま
し
た
。」

（
塩
竈
市
・
浦
戸
諸
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　

昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
ち
ょ
う
ど
50

年
後
の
平
成
22
年
、
再
び
チ
リ
地
震
津
波
が
襲

来
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
航
路
標
識

の
流
失
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
被
害

は
受
け
ず
、
運
航
に
支
障
は
き
た
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

船
員
、
職
員
た
ち
の
行
動
と

浮
さ
ん
橋
が
３
隻
の
船
舶
を
守
っ
た

　

震
災
の
際
は
、
大
津
波
警
報
の
発
令
と
と
も

に
、
船
員
や
職
員
は
船
舶
の
安
全
確
保
を
急
ぎ

ま
し
た
。
幸
い
に
も
乗
客
を
乗
せ
て
運
航
中
の

船
舶
は
無
く
、
塩
竈
14
時
54
分
着
の
上
り
６
便

「
し
お
じ
」
で
は
下
船
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
桂
島
へ
回
航
さ
せ
る
と
と
も
に
、
係
留

し
て
い
た
「
う
ら
と
」「
み
し
お
」
２
隻
は
浮
さ

ん
橋
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

対
応
に
当
た
っ
た
職
員
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た

の
は
、
昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
っ
て
陸
上

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
す
わ
ん
丸
」
の
写
真
で

し
た
。
時
間
と
と
も
に
高
さ
を
増
し
て
ゆ
く
波
。

あ
と
わ
ず
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
で
、「
う

ら
と
」
と
「
み
し
お
」
を
浮
さ
ん
橋
が
守
り
ま

し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
運
航
再
開
は
、

３
月
26
日
の
「
塩
竈
―
石
浜
」
間

　

船
員
と
船
舶
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

寒
風
沢
漁
港
の
浮
さ
ん
橋
は
流
失
、
航
路
に
土

砂
が
堆
積
し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
15
日
間
の

運
休
と
な
り
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

本
土
地
区
と
の
交
通
手
段
を
絶
た
れ
た
浦
戸
諸

島
の
救
援
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
と
運

航
再
開
が
求
め
ら
れ
、
関
係
機
関
に
よ
っ
て
航

路
の
安
全
調
査
や
航
路
上
の
障
害
物
除
去
な
ど

の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
再
開
の
第
一
弾
は
３
月
26
日
の
「
塩
竈

―
石
浜
」
間
。「
う
ら
と
」
が
１
日
２
往
復
す
る

臨
時
ダ
イ
ヤ
で
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
13
日
に

は
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
の
各
港
に
も
寄
港

で
き
る
よ
う
に
な
り
便
数
も
増
加
。
６
月
１
日

か
ら
は
「
塩
竈
―
朴
島
」
の
全
区
間
で
運
航
が

再
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
作
業
員
、
生

活
必
需
品
や
工
事
関
係
物
資
な
ど
を
浦
戸
諸
島

に
運
び
ま
し
た
。

※
「
野
々
島
―
朴
島
」
は
地
元
住
民
に
よ
る
小
型
船
で
対
応

　
「
市
営
汽
船
に
乗
る
に
も
優
先
順
位
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
島
民
、
災
害
支
援
者
、

親
族
の
順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
さ
ら
に
細

か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

（
第
２
回
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
参
加
者
の
発
言
よ
り
）

　

復
興
支
援
の
た
め
当
面
は
乗
船
料
金
は
無
料
。

変
則
的
な
運
航
再
開
で
し
た
。
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
戻
っ
た
の
は
震
災
か
ら
１
年
後
の
平
成
24

年
４
月
１
日
。
寒
風
沢
漁
港
に
新
設
の
浮
さ
ん

橋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
25
年
12
月
。
そ
れ
ま

で
は
、
仮
設
の
さ
ん
橋
を
利
用
し
て
の
運
航
で

し
た
。

創
業
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る

キ
ャ
ラ
丸
」
就
航

　

平
成
26
年
は
「
塩
竈
市
営
汽
船
創
業
70
周

年
」。
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
７
月
20
日

か
ら
「
し
お
じ
」
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」

が
就
航
し
ま
し
た
。
船
体
に
は
塩
竈
市
の
ほ
か
、

復
興
支
援
を
縁
に
災
害
時
の
応
援
派
遣
協
定
な

ど
を
締
結
し
た
５
自
治
体
、
浦
戸
地
区
の
復
旧
・

復
興
業
務
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る
６
自
治
体
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」
は
島
の
住
民
、
全
国
の
自

治
体
の
方
々
と
の
絆
と
友
情
（
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
）
の
シ
ン
ボ
ル
。
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
島
の
住
民
を
元
気
づ
け
、
ま
た
、
全

国
の
自
治
体
の
方
々
の
応
援
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
震
災
前
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
浦
戸

諸
島
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

臨時ダイヤでの運航再開（平成 23 年 3 月 26 日）

“
海
上
交
通
は
住
民
の
生
命
線
”

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

　
「
塩
竈
市
及
び
宮
城
郡
浦
戸
村
合
併
に
関
す
る

覚
書
」（
昭
和
17
年
9
月
）
の
中
に
は
、「
海
上
交

通
は
村
民
の
生
命
線
な
る
に
よ
り
市
営
を
以
っ

て
こ
れ
が
完
備
を
計
ら
れ
た
き
こ
と
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
か
に
こ
の
航
路
が
浦
戸
の
人
た

ち
に
と
っ
て
大
切
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
70
年
以
上
の
時
を
経
た
現
在
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
塩
竈
発

18
時
だ
っ
た
最
終
便
（
下
り
７
便
）
の
延
長
を

求
め
る
声
に
応
じ
て
、
毎
週
金
曜
日
に
「
ウ
イ
ー

ク
エ
ン
ド
特
別
便(

塩
竈
発
19
時
30
分)

」
を
運

航
。
今
後
も
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
島

民
と
の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
住
民
ほ
か
の
船

の
利
用
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
業
70
周
年
を
迎
え
た
塩
竈
市
営
汽
船
は
、

本
土
と
浦
戸
諸
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
生
命
線
。

浦
戸
住
民
や
観
光
客
の
足
で
あ
り
、

塩
竈
市
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
き
な
支
え
で
す
。

よ
み
が
え
っ
た
浦
戸
地
区
の
生
命
線

～
塩
竈
市
営
汽
船
の
復
旧
・
復
活

震
災
以
降
の
歩
み
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２
度
の「
チ
リ
地
震
津
波
」被
害
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て

　

塩
竈
市
営
汽
船
の
歴
史
は
、
昭
和
19
年
に
塩

竈
市
交
通
部
が
発
足
し
て
民
間
業
者
の
13
航
路

を
買
収
し
、
運
航
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

船
舶
18
隻
、
職
員
50
人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
寒
風
沢
航
路
を
開
設
、

昭
和
32
年
「
す
わ
ん
丸
」
改
造
、
同
年
「
第
二

す
わ
ん
丸
」
建
造
と
、
順
風
満
帆
な
営
業
を
続

け
て
い
た
最
中
に
襲
っ
た
の
が
、
昭
和
35
年
5

月
24
日
の
チ
リ
地
震
津
波
で
し
た
。

　
「
市
営
汽
船
に
は
、
当
直
の
職
員
が
い
ま
し

た
が
、
津
波
の
前
ぶ
れ
で
、
潮
が
引
き
、
干

上
が
っ
た
海
に
船
が
傾
い
て
い
る
の
を
発
見

し
ま
す
。
す
ぐ
に
、
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報
や
、

浦
戸
の
職
員
か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、

状
況
を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

当
直
職
員
の
連
絡
で
、
船
舶
職
員
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
が
、「
ゴ
ウ
オ
ー
」
と
い
う
も
の
す

ご
い
音
と
共
に
山
の
よ
う
な
大
波
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
就
航
し
て
い
た
「
す
わ
ん
丸
」
は
避

REPORT

みしおうらと

運航基準図

ウイークエンド特別便の出発

創業70周年記念のシャツを着て運航業務に当たるクルー

しおじ

「Friend ship! ゆるキャラ丸」

難
準
備
を
し
て
い
た
乗
員
を
乗
せ
た
ま
ま
、

つ
づ
い
て「
八
汐
丸
」も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

浦
戸
に
停
泊
し
て
い
た
「
吉
田
丸
」
は
美

女
ヶ
浦
に
避
難
。「
第
二
す
わ
ん
丸
」
は
津
波

の
返
し
を
利
用
し
海
中
に
引
き
戻
し
、
一
万

ト
ン
岸
壁
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

 

「
す
わ
ん
丸
」
は
、
自
衛
隊
や
遠
藤
造
船
所

の
協
力
で
海
に
引
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
、
市
営
汽
船
は
3
日
間
運
休

と
な
り
ま
し
た
。」

（
塩
竈
市
・
浦
戸
諸
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　

昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
ち
ょ
う
ど
50

年
後
の
平
成
22
年
、
再
び
チ
リ
地
震
津
波
が
襲

来
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
航
路
標
識

の
流
失
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
被
害

は
受
け
ず
、
運
航
に
支
障
は
き
た
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

船
員
、
職
員
た
ち
の
行
動
と

浮
さ
ん
橋
が
３
隻
の
船
舶
を
守
っ
た

　

震
災
の
際
は
、
大
津
波
警
報
の
発
令
と
と
も

に
、
船
員
や
職
員
は
船
舶
の
安
全
確
保
を
急
ぎ

ま
し
た
。
幸
い
に
も
乗
客
を
乗
せ
て
運
航
中
の

船
舶
は
無
く
、
塩
竈
14
時
54
分
着
の
上
り
６
便

「
し
お
じ
」
で
は
下
船
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
桂
島
へ
回
航
さ
せ
る
と
と
も
に
、
係
留

し
て
い
た
「
う
ら
と
」「
み
し
お
」
２
隻
は
浮
さ

ん
橋
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

対
応
に
当
た
っ
た
職
員
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た

の
は
、
昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
っ
て
陸
上

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
す
わ
ん
丸
」
の
写
真
で

し
た
。
時
間
と
と
も
に
高
さ
を
増
し
て
ゆ
く
波
。

あ
と
わ
ず
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
で
、「
う

ら
と
」
と
「
み
し
お
」
を
浮
さ
ん
橋
が
守
り
ま

し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
運
航
再
開
は
、

３
月
26
日
の
「
塩
竈
―
石
浜
」
間

　

船
員
と
船
舶
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

寒
風
沢
漁
港
の
浮
さ
ん
橋
は
流
失
、
航
路
に
土

砂
が
堆
積
し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
15
日
間
の

運
休
と
な
り
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

本
土
地
区
と
の
交
通
手
段
を
絶
た
れ
た
浦
戸
諸

島
の
救
援
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
と
運

航
再
開
が
求
め
ら
れ
、
関
係
機
関
に
よ
っ
て
航

路
の
安
全
調
査
や
航
路
上
の
障
害
物
除
去
な
ど

の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
再
開
の
第
一
弾
は
３
月
26
日
の
「
塩
竈

―
石
浜
」
間
。「
う
ら
と
」
が
１
日
２
往
復
す
る

臨
時
ダ
イ
ヤ
で
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
13
日
に

は
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
の
各
港
に
も
寄
港

で
き
る
よ
う
に
な
り
便
数
も
増
加
。
６
月
１
日

か
ら
は
「
塩
竈
―
朴
島
」
の
全
区
間
で
運
航
が

再
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
作
業
員
、
生

活
必
需
品
や
工
事
関
係
物
資
な
ど
を
浦
戸
諸
島

に
運
び
ま
し
た
。

※
「
野
々
島
―
朴
島
」
は
地
元
住
民
に
よ
る
小
型
船
で
対
応

　
「
市
営
汽
船
に
乗
る
に
も
優
先
順
位
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
島
民
、
災
害
支
援
者
、

親
族
の
順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
さ
ら
に
細

か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

（
第
２
回
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
参
加
者
の
発
言
よ
り
）

　

復
興
支
援
の
た
め
当
面
は
乗
船
料
金
は
無
料
。

変
則
的
な
運
航
再
開
で
し
た
。
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
戻
っ
た
の
は
震
災
か
ら
１
年
後
の
平
成
24

年
４
月
１
日
。
寒
風
沢
漁
港
に
新
設
の
浮
さ
ん

橋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
25
年
12
月
。
そ
れ
ま

で
は
、
仮
設
の
さ
ん
橋
を
利
用
し
て
の
運
航
で

し
た
。

創
業
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る

キ
ャ
ラ
丸
」
就
航

　

平
成
26
年
は
「
塩
竈
市
営
汽
船
創
業
70
周

年
」。
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
７
月
20
日

か
ら
「
し
お
じ
」
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」

が
就
航
し
ま
し
た
。
船
体
に
は
塩
竈
市
の
ほ
か
、

復
興
支
援
を
縁
に
災
害
時
の
応
援
派
遣
協
定
な

ど
を
締
結
し
た
５
自
治
体
、
浦
戸
地
区
の
復
旧
・

復
興
業
務
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る
６
自
治
体
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」
は
島
の
住
民
、
全
国
の
自

治
体
の
方
々
と
の
絆
と
友
情
（
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
）
の
シ
ン
ボ
ル
。
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
島
の
住
民
を
元
気
づ
け
、
ま
た
、
全

国
の
自
治
体
の
方
々
の
応
援
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
震
災
前
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
浦
戸

諸
島
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

臨時ダイヤでの運航再開（平成 23 年 3 月 26 日）

“
海
上
交
通
は
住
民
の
生
命
線
”

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

　
「
塩
竈
市
及
び
宮
城
郡
浦
戸
村
合
併
に
関
す
る

覚
書
」（
昭
和
17
年
9
月
）
の
中
に
は
、「
海
上
交

通
は
村
民
の
生
命
線
な
る
に
よ
り
市
営
を
以
っ

て
こ
れ
が
完
備
を
計
ら
れ
た
き
こ
と
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
か
に
こ
の
航
路
が
浦
戸
の
人
た

ち
に
と
っ
て
大
切
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
70
年
以
上
の
時
を
経
た
現
在
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
塩
竈
発

18
時
だ
っ
た
最
終
便
（
下
り
７
便
）
の
延
長
を

求
め
る
声
に
応
じ
て
、
毎
週
金
曜
日
に
「
ウ
イ
ー

ク
エ
ン
ド
特
別
便(

塩
竈
発
19
時
30
分)

」
を
運

航
。
今
後
も
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
島

民
と
の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
住
民
ほ
か
の
船

の
利
用
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
業
70
周
年
を
迎
え
た
塩
竈
市
営
汽
船
は
、

本
土
と
浦
戸
諸
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
生
命
線
。

浦
戸
住
民
や
観
光
客
の
足
で
あ
り
、

塩
竈
市
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
き
な
支
え
で
す
。

よ
み
が
え
っ
た
浦
戸
地
区
の
生
命
線

～
塩
竈
市
営
汽
船
の
復
旧
・
復
活

震
災
以
降
の
歩
み
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震
度
６
強
の
本
震
と
津
波
、余
震
に
よ
り

市
内
全
域
の
住
宅
に
甚
大
な
被
害

　

震
災
は
未
曽
有
の
災
害
で
し
た
。
塩
竈
市
内

で
震
度
6
強
を
記
録
し
た
本
震
や
4
月
7
日
の

余
震
に
よ
る
強
く
激
し
い
揺
れ
は
、
住
宅
を
は

じ
め
と
す
る
建
築
物
に
被
害
を
与
え
た
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
の
各
所
に
崖
崩
れ
な
ど
も
発
生

さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
浸
水
範
囲
は
本
土
地
区
で
約

22
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
北
浜
や
港
町
、
藤
倉
、

貞
山
通
、
海
岸
通
、
新
富
町
、
宮
町
な
ど
で
は

家
屋
流
出
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
浦
戸
地
区
で
は
ほ

ぼ
全
島
が
浸
水
し
、
家
屋
の
半
数
が
流
出
や
全

壊
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
急
仮
設
住
宅
に
は
、「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
」

と
「
公
営
住
宅
の
一
時
使
用
」、「
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
、
市
町
村

が
確
保
し
た
建
設
地
に
県
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
伊
保
石
地
区
の
除
融
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
地
を
候
補
と
し
、
県
に
速
や
か
な
建

設
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等

の
一
時
使
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
促
進
住
宅
と

錦町災害公営住宅 鍵引渡し式（平成 26 年 12 月 26 日）

県
営
住
宅
を
仮
設
住
宅
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
暮
ら
し
を
一
日
で
も
早
く
と
望

む
避
難
者
へ
の
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
建
設

の
第
一
報
は
3
月
26
日
。
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部

ニ
ュ
ー
ス
第
21
号
に
掲
載
し
た
「
今
月
中
に
60

戸
着
工
」の
情
報
で
し
た
。
翌
日
の
第
22
号
で
は
、

「
伊
保
石
地
区
」
と
建
設
地
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。「
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
１
期
（
60
戸
）」

は
3
月
28
日
に
着
工
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
1
カ

月
後
の
4
月
28
日
に
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
へ
の
県
内
初
の
入

居
で
し
た
。
そ
の
後
、
7
月
9
日
入
居
開
始
と

な
る
「
浦
戸
野
々
島
地
区
」
ま
で
、
市
で
は
８

カ
所
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
を
順
次
整
備
し
ま

し
た
。

応急仮設住宅（伊保石ステーション）

しおナビ仮設住宅特別便　伊保石お～らいタクシー

プレハブ応急仮設住宅「伊保石ステーション」の建設地

ふれあいサポートセンターの開設（平成23年11月15日）

3 月 28 日に着工式が行われたプレハブ応急
仮設住宅「伊保石ステーション第１期」

住
民
が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

　

伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
建
設
戸
数
1
3
5
）

は
新
し
い
集
落
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
第

１
期
の
入
居
開
始
後
す
ぐ
に
移
動
販
売
車
に
よ

る
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売
が
始
ま
り
、
大
型

店
か
ら
の
お
買
い
物
バ
ス
も
運
行
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
環
境
は
日
を
追
う
ご
と
に
整
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
集
会
所
で
は
、
毎

日
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
て
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
住
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
や

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
の
バ
ス
停
が

遠
く
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
平
成
23

年
11
月
1
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
宅
特
別

便　

伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー

は
、
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
市
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
、
定
時
定
路
線
、
定
額
料
金
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
１
回
乗
車
に
つ
き
1
0
0
円
、
1
日

4
便
、
本
塩
釜
駅
、
市
立
病
院
、
塩
釜
駅
を
往
復
）

で
す
。
住
民
の
方
々
限
定
の
交
通
機
関
で
あ
り
、

事
前
に
利
用
登
録
し
、
会
員
証
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
方
式
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、「
み
な
し

仮
設
住
宅
」
居
住
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
を
増
便
し
1

日
4
便
運
行
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
11
月
15
日
、
市
で
は
仮
設
住
宅

な
ど
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
生
活
相
談
に
応

じ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
保
健
師
や

■プレハブ仮設住宅の整備状況
名称 建設戸数 入居開始日 

伊保石ステーション第１期 60 平成23年4月28日

伊保石ステーション第２期 48 平成23年5月13日

伊保石ステーション第３期 12 平成23年6月13日

伊保石ステーション第４期 15 平成23年7月 8日

塩釜ガス体育館駐車場 23 平成23年6月11日
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看
護
師
、
生
活
支
援
員
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
す
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
、
現

在
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
入
居
者
と
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
）
の
入
居
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
の
一
つ
は
、

高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
や
長
寿
社
会
課
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
仮
設
と

み
な
し
仮
設
住
宅
の
約
5
0
0
世
帯
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー

の
副
所
長
の
橘
内
さ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
範

囲
は
広
く
、
見
守
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
所
の

よ
う
に
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
次
ぐ
窓
口
と

な
っ
た
り
、
自
治
会
が
無
い
た
め
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
入
居
者
の
取
り
ま
と
め

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

橘
内
さ
ん
が
挙
げ
る
今
後
の
課
題
は
、
災
害

公
営
住
宅
へ
の
転
居
に
と
も
な
う
空
き
部
屋
の

管
理
と
高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応
。
震
災

後
約
４
年
の
歳
月
は
、
そ
の
ま
ま
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
入
居
者
の
年
齢
の
上
昇
分
で
も
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
に
転
居
し
て
も
セ
ン
タ
ー
の
見

守
り
は
継
続
さ
れ
ま
す
が
、「
目
に
見
え
て
老
化

が
進
み
、
歩
行
が
困
難
に
な
る
、
寝
た
き
り
に

な
る
な
ど
変
化
の
大
き
い
方
も
い
ま
す
。
近
く

に
い
る
時
は
様
子
も
分
か
り
ま
す
が
、
離
れ
て

し
ま
う
と
…
…
。
転
居
後
の
こ
と
が
心
配
に
な

り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

3
月
22
日
時
点
で
指
定
避
難
所
等
に
収
容
さ
れ
て
い
た
避
難
者
は
1
3
3
5
人
。

生
活
再
建
の
第
一
歩
と
な
る
応
急
仮
設
住
宅
、
そ
の
後
の
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
急
が
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
数
年
。
平
成
26
年
２
月
に
は
待
ち
に
待
っ
た
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
が
始
ま
り
、

復
興
の
力
の
源
と
な
る
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
各
地
に
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

住
宅
再
建
の
進
行

～
応
急
仮
設
住
宅
と
災
害
公
営
住
宅
の
現
状

震
災
以
降
の
歩
み
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現
在
・
未
来
／
応
急
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
（
本
土
地
区
）



震
度
６
強
の
本
震
と
津
波
、余
震
に
よ
り

市
内
全
域
の
住
宅
に
甚
大
な
被
害

　

震
災
は
未
曽
有
の
災
害
で
し
た
。
塩
竈
市
内

で
震
度
6
強
を
記
録
し
た
本
震
や
4
月
7
日
の

余
震
に
よ
る
強
く
激
し
い
揺
れ
は
、
住
宅
を
は

じ
め
と
す
る
建
築
物
に
被
害
を
与
え
た
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
の
各
所
に
崖
崩
れ
な
ど
も
発
生

さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
浸
水
範
囲
は
本
土
地
区
で
約

22
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
北
浜
や
港
町
、
藤
倉
、

貞
山
通
、
海
岸
通
、
新
富
町
、
宮
町
な
ど
で
は

家
屋
流
出
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
浦
戸
地
区
で
は
ほ

ぼ
全
島
が
浸
水
し
、
家
屋
の
半
数
が
流
出
や
全

壊
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
急
仮
設
住
宅
に
は
、「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
」

と
「
公
営
住
宅
の
一
時
使
用
」、「
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
、
市
町
村

が
確
保
し
た
建
設
地
に
県
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
伊
保
石
地
区
の
除
融
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
地
を
候
補
と
し
、
県
に
速
や
か
な
建

設
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等

の
一
時
使
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
促
進
住
宅
と

錦町災害公営住宅 鍵引渡し式（平成 26 年 12 月 26 日）

県
営
住
宅
を
仮
設
住
宅
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
暮
ら
し
を
一
日
で
も
早
く
と
望

む
避
難
者
へ
の
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
建
設

の
第
一
報
は
3
月
26
日
。
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部

ニ
ュ
ー
ス
第
21
号
に
掲
載
し
た
「
今
月
中
に
60

戸
着
工
」の
情
報
で
し
た
。
翌
日
の
第
22
号
で
は
、

「
伊
保
石
地
区
」
と
建
設
地
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。「
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
１
期
（
60
戸
）」

は
3
月
28
日
に
着
工
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
1
カ

月
後
の
4
月
28
日
に
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
へ
の
県
内
初
の
入

居
で
し
た
。
そ
の
後
、
7
月
9
日
入
居
開
始
と

な
る
「
浦
戸
野
々
島
地
区
」
ま
で
、
市
で
は
８

カ
所
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
を
順
次
整
備
し
ま

し
た
。
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住
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を
送
れ
る
よ
う
、

「
ふ
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あ
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ト
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ン
タ
ー
」

を
開
設
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保
石
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テ
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ョ
ン
（
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数
1
3
5
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は
新
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集
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の
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も
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ま
し
た
。
第
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後
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に
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動
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車
に
よ

る
食
料
品
や
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1
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の
バ
ス
停
が

遠
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交
通
の
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性
の
向
上
を
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る
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し
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こ
で
市
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は
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23
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「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
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特
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伊
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石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
伊
保
石
お
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ら
い
タ
ク
シ
ー

は
、
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
市
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
、
定
時
定
路
線
、
定
額
料
金
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
１
回
乗
車
に
つ
き
1
0
0
円
、
1
日

4
便
、
本
塩
釜
駅
、
市
立
病
院
、
塩
釜
駅
を
往
復
）

で
す
。
住
民
の
方
々
限
定
の
交
通
機
関
で
あ
り
、

事
前
に
利
用
登
録
し
、
会
員
証
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
方
式
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、「
み
な
し

仮
設
住
宅
」
居
住
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

N
E
W
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お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
を
増
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し
1

日
4
便
運
行
と
し
ま
し
た
。
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住
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民
の
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た
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の
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震
災
以
降
の
歩
み
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住
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土
地
区
）



REPORT

復
興
の
基
盤
と
な
る

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
の
た
め
、

U
R
都
市
機
構
と
基
本
協
定
を
締
結

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
震
災
で
住
宅
を
失
っ

た
被
災
者
の
う
ち
、
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、
低
い
家
賃
で
入
居
で
き
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
が
国
の

補
助
を
受
け
整
備
す
る
市
営
住
宅
で
す
。
次
の

条
件
を
満
た
す
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

（１）
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方

　

① 

被
災
し
た
住
宅
が「
全
壊
」で
あ
る
こ
と
。

ま
た
は
、「
大
規
模
半
壊
・
半
壊
」
で
そ

の
住
宅
を
解
体
し
て
い
る
こ
と
（
今
後

解
体
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
）。

　

②
防
災
集
団
移
転
事
業
対
象
者

　

③ 

復
興
推
進
計
画
に
伴
う
市
街
地
整
備
事

業
に
よ
る
移
転
予
定
者

　

④ 

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
避

難
指
示
区
域
か
ら
の
避
難
者

（２）
持
家
が
な
く
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

（３）
申
込
者
や
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

（４） 
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方
（
徴
収
猶
予

期
間
を
除
く
）

　

市
で
は
、
被
災
地
区
の
住
民
と
の
懇
談
会
で

挙
げ
ら
れ
た
意
見
や
被
災
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
災
害
公
営
住

宅
の
計
画
を
検
討
。
９
地
区
（
本
土
地
区
：
伊

保
石
・
錦
町
・
錦
町
東
・
北
浜
・
清
水
沢
、
浦

戸
地
区
：
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
）

合
計
4
2
0
戸
（
※
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
宅
整
備
に
関
す
る

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
一
日
で
も
早
い

完
成
、
入
居
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
平
成
24
年
2
月
1
日
に
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
U
R
都
市
機
構
）
と

基
本
協
定
を
締
結
。
同
日
、
「
塩
竈
市
災
害
公

営
住
宅
建
設
事
業
着
手
式
」
を
開
催
し
、
伊
保

石
お
よ
び
錦
町
の
２
地
区
の
事
業
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。

※ 

当
初
計
画
は
約
3
5
0
戸
。
意
向
調
査
や
仮
入
居
申
込

の
結
果
な
ど
に
基
づ
き
3
8
0
戸
、
平
成
26
年
度
計
画

で
4
2
0
戸
と
増
加
。

居
住
者
の
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、

多
彩
な
タ
イ
プ
に

　

災
害
公
営
住
宅
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、

居
住
希
望
者
の
生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う

地
区
ご
と
に
形
式
や
構
造
、
間
取
り
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
伊
保
石
地
区
は
県
産
木

材
を
活
用
（
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用
）
し
た

多
家
族
世
帯
向
け
の
戸
建
木
造
住
宅
、
錦
町
は

高
齢
単
身
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
幅
広
い
タ

イ
プ
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合

住
宅
で
す
。
さ
ら
に
、
伊
保
石
地
区
で
は
入
居

者
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
た

め
の
施
設
と
し
て
集
会
所
や
公
園
を
設
置
、
錦

町
地
区
で
は
広
場
な
ど
に
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
佐
浦
山
の
桜
」
を
再
生
さ
せ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
公
営
住
宅
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

塩竈市災害公営住宅建設事業着手式（平成24年2月1日）

伊保石災害公営住宅（伊保石地区第１期）を視察する安倍晋三
首相（平成25年12月27日）

■入居意向の調査結果（平成 27 年 1 月時点）

必要戸数

本土地区
市内被災者  299

市外被災者 76

浦戸地区 45

合計 420

■災害公営住宅整備事業の歩み
年 月　日 内　容

H24 2 月 1日 「東日本大震災における災害公営住宅の整備にかかる基本協定」（UR)

2 月 1日 伊保石・錦町地区の建設について UR に要請

2 月 28 日 災害公営住宅整備にかかる業務実施契約

3 月 2 日 第 1 回復興交付金事業計画において事業採択（伊保石・錦町地区）

3 月 21日 用地測量・土質調査着手式

5 月 14 日～ 25 日 入居資格者に意向調査

5 月 25 日 第 2 回復興交付金事業計画において事業採択（桂島・野々島・寒風沢地区）

5 月 28 日～ 29 日 仮設住宅入居者の生活再建に係る説明会

6 月 18 日～ 22 日 仮設住宅入居者の今後の住まいに関する相談会

7 月 17 日～ 20 日 災害公営住宅入居に関する説明会

10 月 1日～ 12 日 住宅再建意向調査

10 月 24 日～ 11月 2 日 住宅再建意向調査（補足調査）

11月 22 日～ 12 月 5 日 住宅再建意向調査（追跡調査）

11月 30 日 第 4 回復興交付金事業計画において事業採択（北浜・朴島地区）

12 月 11日 錦町地区災害公営住宅の整備に関する協定

12 月 14 日 住宅再建等意向調査

H25 1月 17 日 着工式（伊保石地区）

1月 18 日 浦戸諸島に係る災害公営住宅整備推進に向けた覚書締結

1月 30 日～ 31日 復興事業に係る懇談会

3 月 8 日 第 5 回復興交付金事業計画において事業採択（清水沢地区）

3 月 26 日 小規模住宅地区改良事業説明会

5 月 20 日 着工式（錦町地区）

7 月 18 日 住民説明会（朴島地区）

9 月 30 日 浦戸地区の建設について UR に要請

10 月 4 日・6 日 災害公営住宅造成工事説明会（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

12 月 3 日・4 日・6 日 入居募集説明会（伊保石地区）

12 月 8 日 住宅内覧会（伊保石地区）

12 月 27 日 内閣総理大臣視察（伊保石地区）

H26 1月 16 日 入居抽選会（伊保石地区）

1月 24 日 入居説明会（伊保石地区）

2 月 1日 入居式（伊保石地区）

3 月 7 日 第 8 回復興交付金事業計画において事業採択（錦町東地区）

6 月 14 日 地域コミュニティ交流会（伊保石地区）

6 月 28 日 着工式（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

8 月 11日 清水沢地区の建設について UR に要請

9 月 10 日～ 12 日 入居募集説明会（錦町地区）

11月 5 日～ 6 日 入居抽選会（錦町地区）

12 月 1日 地鎮祭（寒風沢・朴島地区）

12 月 5 日 入居説明会（錦町地区）

12 月 21日 入居募集説明会（桂島・野々島地区）

12 月 26 日 2・3 号棟入居式・内覧会（錦町地区）

H27 2 月 3 日 入居抽選会（桂島・野々島地区）

2 月 15 日 入居説明会（桂島・野々島地区）

3 月上旬 入居式（桂島・野々島地区）

3 月下旬 1 号棟入居開始（錦町地区）

伊保石災害公営住宅
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復
興
の
基
盤
と
な
る

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
の
た
め
、

U
R
都
市
機
構
と
基
本
協
定
を
締
結

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
震
災
で
住
宅
を
失
っ

た
被
災
者
の
う
ち
、
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、
低
い
家
賃
で
入
居
で
き
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
が
国
の

補
助
を
受
け
整
備
す
る
市
営
住
宅
で
す
。
次
の

条
件
を
満
た
す
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

（１）
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方

　

① 

被
災
し
た
住
宅
が「
全
壊
」で
あ
る
こ
と
。

ま
た
は
、「
大
規
模
半
壊
・
半
壊
」
で
そ

の
住
宅
を
解
体
し
て
い
る
こ
と
（
今
後

解
体
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
）。

　

②
防
災
集
団
移
転
事
業
対
象
者

　

③ 

復
興
推
進
計
画
に
伴
う
市
街
地
整
備
事

業
に
よ
る
移
転
予
定
者

　

④ 

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
避

難
指
示
区
域
か
ら
の
避
難
者

（２）
持
家
が
な
く
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

（３）
申
込
者
や
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

（４） 
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方
（
徴
収
猶
予

期
間
を
除
く
）

　

市
で
は
、
被
災
地
区
の
住
民
と
の
懇
談
会
で

挙
げ
ら
れ
た
意
見
や
被
災
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
災
害
公
営
住

宅
の
計
画
を
検
討
。
９
地
区
（
本
土
地
区
：
伊

保
石
・
錦
町
・
錦
町
東
・
北
浜
・
清
水
沢
、
浦

戸
地
区
：
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
）

合
計
4
2
0
戸
（
※
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
宅
整
備
に
関
す
る

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
一
日
で
も
早
い

完
成
、
入
居
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
平
成
24
年
2
月
1
日
に
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
U
R
都
市
機
構
）
と

基
本
協
定
を
締
結
。
同
日
、
「
塩
竈
市
災
害
公

営
住
宅
建
設
事
業
着
手
式
」
を
開
催
し
、
伊
保

石
お
よ
び
錦
町
の
２
地
区
の
事
業
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。

※ 

当
初
計
画
は
約
3
5
0
戸
。
意
向
調
査
や
仮
入
居
申
込

の
結
果
な
ど
に
基
づ
き
3
8
0
戸
、
平
成
26
年
度
計
画

で
4
2
0
戸
と
増
加
。

居
住
者
の
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、

多
彩
な
タ
イ
プ
に

　

災
害
公
営
住
宅
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、

居
住
希
望
者
の
生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う

地
区
ご
と
に
形
式
や
構
造
、
間
取
り
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
伊
保
石
地
区
は
県
産
木

材
を
活
用
（
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用
）
し
た

多
家
族
世
帯
向
け
の
戸
建
木
造
住
宅
、
錦
町
は

高
齢
単
身
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
幅
広
い
タ

イ
プ
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合

住
宅
で
す
。
さ
ら
に
、
伊
保
石
地
区
で
は
入
居

者
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
た

め
の
施
設
と
し
て
集
会
所
や
公
園
を
設
置
、
錦

町
地
区
で
は
広
場
な
ど
に
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
佐
浦
山
の
桜
」
を
再
生
さ
せ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
公
営
住
宅
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

塩竈市災害公営住宅建設事業着手式（平成24年2月1日）

伊保石災害公営住宅（伊保石地区第１期）を視察する安倍晋三
首相（平成25年12月27日）

■入居意向の調査結果（平成 27 年 1 月時点）

必要戸数

本土地区
市内被災者  299

市外被災者 76

浦戸地区 45

合計 420

■災害公営住宅整備事業の歩み
年 月　日 内　容

H24 2 月 1日 「東日本大震災における災害公営住宅の整備にかかる基本協定」（UR)

2 月 1日 伊保石・錦町地区の建設について UR に要請

2 月 28 日 災害公営住宅整備にかかる業務実施契約

3 月 2 日 第 1 回復興交付金事業計画において事業採択（伊保石・錦町地区）

3 月 21日 用地測量・土質調査着手式

5 月 14 日～ 25 日 入居資格者に意向調査

5 月 25 日 第 2 回復興交付金事業計画において事業採択（桂島・野々島・寒風沢地区）

5 月 28 日～ 29 日 仮設住宅入居者の生活再建に係る説明会

6 月 18 日～ 22 日 仮設住宅入居者の今後の住まいに関する相談会

7 月 17 日～ 20 日 災害公営住宅入居に関する説明会

10 月 1日～ 12 日 住宅再建意向調査

10 月 24 日～ 11月 2 日 住宅再建意向調査（補足調査）

11月 22 日～ 12 月 5 日 住宅再建意向調査（追跡調査）

11月 30 日 第 4 回復興交付金事業計画において事業採択（北浜・朴島地区）

12 月 11日 錦町地区災害公営住宅の整備に関する協定

12 月 14 日 住宅再建等意向調査

H25 1月 17 日 着工式（伊保石地区）

1月 18 日 浦戸諸島に係る災害公営住宅整備推進に向けた覚書締結

1月 30 日～ 31日 復興事業に係る懇談会

3 月 8 日 第 5 回復興交付金事業計画において事業採択（清水沢地区）

3 月 26 日 小規模住宅地区改良事業説明会

5 月 20 日 着工式（錦町地区）

7 月 18 日 住民説明会（朴島地区）

9 月 30 日 浦戸地区の建設について UR に要請

10 月 4 日・6 日 災害公営住宅造成工事説明会（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

12 月 3 日・4 日・6 日 入居募集説明会（伊保石地区）

12 月 8 日 住宅内覧会（伊保石地区）

12 月 27 日 内閣総理大臣視察（伊保石地区）

H26 1月 16 日 入居抽選会（伊保石地区）

1月 24 日 入居説明会（伊保石地区）

2 月 1日 入居式（伊保石地区）

3 月 7 日 第 8 回復興交付金事業計画において事業採択（錦町東地区）

6 月 14 日 地域コミュニティ交流会（伊保石地区）

6 月 28 日 着工式（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

8 月 11日 清水沢地区の建設について UR に要請

9 月 10 日～ 12 日 入居募集説明会（錦町地区）

11月 5 日～ 6 日 入居抽選会（錦町地区）

12 月 1日 地鎮祭（寒風沢・朴島地区）

12 月 5 日 入居説明会（錦町地区）

12 月 21日 入居募集説明会（桂島・野々島地区）

12 月 26 日 2・3 号棟入居式・内覧会（錦町地区）

H27 2 月 3 日 入居抽選会（桂島・野々島地区）

2 月 15 日 入居説明会（桂島・野々島地区）

3 月上旬 入居式（桂島・野々島地区）

3 月下旬 1 号棟入居開始（錦町地区）

伊保石災害公営住宅

7879



伊保石災害公営住宅第１期入居式

REPORT

地
域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

　
「
お
隣
と
の
間
隔
も
十
分
に
と
ら
れ
た
戸
建
住

宅
で
す
か
ら
、
生
活
音
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
窓
を
開
け
れ
ば
爽
や
か
な
木
々
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
い
い
場
所
で
す
ね
。

震
災
時
の
住
ま
い
は
藤
倉
で
し
た
が
、
津
波
の
心

配
も
無
く
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
は
浦
戸
に
北
浜
、
楓
町
か
ら
移
ら
れ
た

方
な
ど
い
ず
れ
も
初
対
面
の
方
ば
か
り
。
顔
合

わ
せ
会
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
、
話
し
合
い
、

町
内
会
は
地
元
の
伊
保
石
清
水
沢
一
区
に
新
し

い
班
と
し
て
加
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
伊
保
石
災
害
公
営
住
宅
第
１
期

に
お
住
ま
い
の
藤
田
勝
明
さ
ん
。
平
成
26
年
2

月
の
入
居
開
始
以
来
、
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
は

31
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
班
の
班
長
で
す
。

　

町
内
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と

を
機
に
、
6
月
14
日
に
は
近
隣
住
民
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

敷
地
内
の
「
キ
ズ
ナ
ロ
ー
ド
」
に
は
本
市
の
復

興
に
支
援
を
頂
い
て
い
る
自
治
体
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」「
日
日
草
」
な
ど

各
自
治
体
の
木
や
花
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
居
者
を
は
じ
め
町
内
会
、
隣
接
す
る

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
な
ど
が

参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
集
会
所
内
に
あ
る
A
E
D
は
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
さ
ん
に
も

鍵
を
預
け
て
い
ま
す
。
余
震
も
気
に
な
り
ま
す

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
の
集
合
場
所
、
対
応

な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
、
整
え
る
こ
と
が
課
題

で
す
ね
」
と
藤
田
さ
ん
。
地
域
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
活
再
建
、
街
の
成
長
は

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
・
桜
と
と
も
に

　

錦
町
地
区
災
害
公
営
住
宅
は
、
造
成
工
事
の

途
中
で
防
空
壕
が
発
見
さ
れ
、
一
時
工
事
が
中

断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
建
築
工
事
が

進
み
、
平
成
26
年
12
月
26
日
、
２
号
棟
と
３
号

棟
が
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
（
１
号
棟
は
平

成
27
年
３
月
下
旬
の
予
定
）。
か
つ
て
観
桜
会
が

催
さ
れ
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
「
佐
浦

山
」
に
建
設
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
。
入
居
者

と
周
辺
住
民
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
樹
さ
れ

た
桜
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
︱
本
土
地
区
︱
の

整
備
状
況
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

◎
伊
保
石
地
区
災
害
公
営
住
宅
第
２
期

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
清
水
沢
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

伊
保
石
地
区
、
錦
町
地
区
と
同
様
に
、
住

宅
建
築
工
事
は
U
R
都
市
機
構
が
行
い
ま
す
。

市
で
は
造
成
工
事
着
工
に
当
た
り
、
周
辺
住

民
を
対
象
に
２
回
の
説
明
会
を
開
催
、
工
事

概
要
や
工
事
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
9
月
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

雨
水
貯
水
槽
を
埋
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
建
物
の
建
築
工
事
は
平
成
27
年
度
上
半

期
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

◎
北
浜
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
位
置
す
る

た
め
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
造
成
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
建
物
の
建
築
工
事
に
つ
い

て
は
宮
城
県
と
業
務
施
行
協
定
を
締
結
し
、

平
成
27
年
度
下
半
期
か
ら
着
工
す
る
予
定

で
す
。

◎
錦
町
東
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
が
け
崩
れ
対
策
」
は

平
成
25
年
度
内
に
全
て
完
了

　
「
が
け
崩
れ
対
策
事
業
（
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
・
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊

急
対
策
事
業
）」
と
し
て
、
藤
倉
一
丁
目
、
藤
倉

二
丁
目
、
母
子
沢
、
青
葉
ヶ
丘
の
４
地
区
で
対

策
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、
被
災
し
た

法
面
や
ブ
ロ
ッ
ク
面
を
ア
ン
カ
ー
工
法
な
ど
で

健
全
化
し
、
２
次
災
害
を
防
止
し
て
安
全
な
生

活
環
境
を
確
保
し
ま
し
た
。
４
地
区
と
も
平
成

25
年
度
内
に
完
了
し
ま
し
た
。

◎
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

　

・
藤
倉
一
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
3
月
完
了

◎
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業

　

・
青
葉
ヶ
丘
地
区
／
平
成
25
年
11
月
完
了

　

・
藤
倉
二
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
12
月
完
了

　

・
母
子
沢
地
区
／
平
成
26
年
2
月
完
了

藤田勝明さん

母子沢地区

藤倉地区青葉ヶ丘地区

藤倉一丁目地区

高基礎工事の例（北浜一丁目）

地域コミュニティ交流会

　

塩
竈
市
で
は
、
宅
地
の
か
さ
上
げ
や
被
災
し
た
擁
壁

な
ど
の
復
旧
を
行
う
市
民
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
と
、

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
が
市
内
で
住
宅
を
建
設
、

購
入
ま
た
は
、
補
修
を
行
っ
た
と
き
に
取
得
経
費
や
補

修
経
費
ま
た
は
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
相
当
額
の
補
助

を
行
う
「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
は
、
完
了
し
た
工

事
も
対
象
と
な
り
、
事
業
を
開
始
し
た
平
成
24
年
２
月

か
ら
平
成
26
年
12
月
ま
で
の
期
間
で
防
災
対
策
（
宅
地

の
か
さ
上
げ
、
高
基
礎
、
揚
家
な
ど
）
工
事
1
1
2
件
、

被
災
宅
地
復
旧
（
擁
壁
な
ど
）
工
事
2
2
4
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年

３
月
30
日
ま
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
も
、

事
業
を
開
始
し
た
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
12
月

ま
で
の
期
間
で
3
2
4
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宅
地
や
住
宅
の

再
建
に
対
す
る
支
援
を
実
施塩

竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

１
．
対
象
と
な
る
方
（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
方
）

（1）  

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
方

（
た
だ
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
な
ど
の
復
興
事
業
対
象
者
を
除
く
）

（2）  

全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
方
お
よ
び
半
壊
で
住
宅
を
解
体

し
た
方

（3）  

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
設
・
購
入
ま

た
は
被
災
し
た
住
宅
を
補
修
し
た
方

（4） 

被
災
し
た
住
宅
が
持
ち
家
で
あ
っ
た
方

（5）  

市
区
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
支
援
事
業

１
．
防
災
対
策
工
事

（1） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け
、

住
宅
再
建
の
た
め
に
左
記
工
事
を
実
施
す
る
所
有
者
。

（2） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
宅
地
。
営
利
を
目

的
と
す
る
借
家
、
事
務
所
、
非
住
家
な
ど
の
宅
地
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（3） 

対
象
と
な
る
工
事

①
か
さ
上
げ
工
事　

②
か
さ
上
げ
に
伴
う
擁
壁
工
事

③
高
基
礎
工
事　

④
曳
き
家
ま
た
は
揚
げ
家
工
事

（4） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

２
．
被
災
宅
地
復
旧
工
事
（
擁
壁
、
法
面
な
ど
）

（1） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宅
地
の
所
有
者
や

管
理
者
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
親
族
の
方
（
管

理
者
、
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
か
ら
復

旧
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。）　

な
お
、
当
該
工
事
を
実
施
済
の
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

（2） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
建
築
物
（
併
用
住

宅
も
可
）
が
あ
る
一
団
の
土
地
で
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宅
地
が
対
象
で
す
。

（3） 

対
象
と
な
る
工
事

次
の
い
ず
れ
か
の
復
旧
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限
1
5
0
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

①
法
面
保
護
工
事
（
地
盤
面
か
ら
高
さ
が
２
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
）　

②
排
水
施
設
の
設
置
工
事　

③
擁
壁
の
地
盤
の
補
強
お
よ
び
整
地
工
事　

④
擁
壁

の
設
置
ま
た
は
補
修
も
し
く
は
補
強
工
事
（
地
盤
面

か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
お
よ
び
既

設
擁
壁
の
除
去
工
事　

⑤
地
盤
調
査
お
よ
び
設
計
調

査
な
ど

（4） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

■支援制度の概要
名称 概要 補助上限額 申請期限

①住宅取得
（取得補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を取
得した方に、住宅の取得に要した経費につい
て補助するもの。

250万円 平成33年3月31日

②住宅・土地取得
（取得補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅・土地を
取得した方に、住宅の取得に要した経費およ
び借入にかかる利子相当額を補助するもの。

708万円 平成33年3月31日

③住宅補修
（補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を補
修した方に、住宅の補修に要した経費につい
て補助するもの。

 50万円 平成27年3月31日

④住宅補修
（補修補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅を補修し
た方に、住宅の補修に要した経費および借入
にかかる利子相当額を補助するもの。

170万円 平成33年3月31日

⑤がけ地近接等危険住宅移転事
　業の遡及適用　住宅・土地取得

（取得補助・利子相当額補助）

浦戸寒風沢・桂島の一部が災害危険区域に
指定される前に同地区から市内のほかの地区
に移転した方に、②と同様の補助を行うもの。

708万円 平成33年3月31日
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地
域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

　
「
お
隣
と
の
間
隔
も
十
分
に
と
ら
れ
た
戸
建
住

宅
で
す
か
ら
、
生
活
音
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
窓
を
開
け
れ
ば
爽
や
か
な
木
々
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
い
い
場
所
で
す
ね
。

震
災
時
の
住
ま
い
は
藤
倉
で
し
た
が
、
津
波
の
心

配
も
無
く
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
は
浦
戸
に
北
浜
、
楓
町
か
ら
移
ら
れ
た

方
な
ど
い
ず
れ
も
初
対
面
の
方
ば
か
り
。
顔
合

わ
せ
会
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
、
話
し
合
い
、

町
内
会
は
地
元
の
伊
保
石
清
水
沢
一
区
に
新
し

い
班
と
し
て
加
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
伊
保
石
災
害
公
営
住
宅
第
１
期

に
お
住
ま
い
の
藤
田
勝
明
さ
ん
。
平
成
26
年
2

月
の
入
居
開
始
以
来
、
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
は

31
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
班
の
班
長
で
す
。

　

町
内
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と

を
機
に
、
6
月
14
日
に
は
近
隣
住
民
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

敷
地
内
の
「
キ
ズ
ナ
ロ
ー
ド
」
に
は
本
市
の
復

興
に
支
援
を
頂
い
て
い
る
自
治
体
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」「
日
日
草
」
な
ど

各
自
治
体
の
木
や
花
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
居
者
を
は
じ
め
町
内
会
、
隣
接
す
る

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
な
ど
が

参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
集
会
所
内
に
あ
る
A
E
D
は
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
さ
ん
に
も

鍵
を
預
け
て
い
ま
す
。
余
震
も
気
に
な
り
ま
す

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
の
集
合
場
所
、
対
応

な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
、
整
え
る
こ
と
が
課
題

で
す
ね
」
と
藤
田
さ
ん
。
地
域
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
活
再
建
、
街
の
成
長
は

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
・
桜
と
と
も
に

　

錦
町
地
区
災
害
公
営
住
宅
は
、
造
成
工
事
の

途
中
で
防
空
壕
が
発
見
さ
れ
、
一
時
工
事
が
中

断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
建
築
工
事
が

進
み
、
平
成
26
年
12
月
26
日
、
２
号
棟
と
３
号

棟
が
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
（
１
号
棟
は
平

成
27
年
３
月
下
旬
の
予
定
）。
か
つ
て
観
桜
会
が

催
さ
れ
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
「
佐
浦

山
」
に
建
設
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
。
入
居
者

と
周
辺
住
民
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
樹
さ
れ

た
桜
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
︱
本
土
地
区
︱
の

整
備
状
況
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

◎
伊
保
石
地
区
災
害
公
営
住
宅
第
２
期

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
清
水
沢
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

伊
保
石
地
区
、
錦
町
地
区
と
同
様
に
、
住

宅
建
築
工
事
は
U
R
都
市
機
構
が
行
い
ま
す
。

市
で
は
造
成
工
事
着
工
に
当
た
り
、
周
辺
住

民
を
対
象
に
２
回
の
説
明
会
を
開
催
、
工
事

概
要
や
工
事
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
9
月
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

雨
水
貯
水
槽
を
埋
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
建
物
の
建
築
工
事
は
平
成
27
年
度
上
半

期
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

◎
北
浜
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
位
置
す
る

た
め
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
造
成
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
建
物
の
建
築
工
事
に
つ
い

て
は
宮
城
県
と
業
務
施
行
協
定
を
締
結
し
、

平
成
27
年
度
下
半
期
か
ら
着
工
す
る
予
定

で
す
。

◎
錦
町
東
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
が
け
崩
れ
対
策
」
は

平
成
25
年
度
内
に
全
て
完
了

　
「
が
け
崩
れ
対
策
事
業
（
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
・
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊

急
対
策
事
業
）」
と
し
て
、
藤
倉
一
丁
目
、
藤
倉

二
丁
目
、
母
子
沢
、
青
葉
ヶ
丘
の
４
地
区
で
対

策
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、
被
災
し
た

法
面
や
ブ
ロ
ッ
ク
面
を
ア
ン
カ
ー
工
法
な
ど
で

健
全
化
し
、
２
次
災
害
を
防
止
し
て
安
全
な
生

活
環
境
を
確
保
し
ま
し
た
。
４
地
区
と
も
平
成

25
年
度
内
に
完
了
し
ま
し
た
。

◎
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

　

・
藤
倉
一
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
3
月
完
了

◎
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業

　

・
青
葉
ヶ
丘
地
区
／
平
成
25
年
11
月
完
了

　

・
藤
倉
二
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
12
月
完
了

　

・
母
子
沢
地
区
／
平
成
26
年
2
月
完
了

藤田勝明さん

母子沢地区

藤倉地区青葉ヶ丘地区

藤倉一丁目地区

高基礎工事の例（北浜一丁目）

地域コミュニティ交流会

　

塩
竈
市
で
は
、
宅
地
の
か
さ
上
げ
や
被
災
し
た
擁
壁

な
ど
の
復
旧
を
行
う
市
民
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
と
、

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
が
市
内
で
住
宅
を
建
設
、

購
入
ま
た
は
、
補
修
を
行
っ
た
と
き
に
取
得
経
費
や
補

修
経
費
ま
た
は
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
相
当
額
の
補
助

を
行
う
「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
は
、
完
了
し
た
工

事
も
対
象
と
な
り
、
事
業
を
開
始
し
た
平
成
24
年
２
月

か
ら
平
成
26
年
12
月
ま
で
の
期
間
で
防
災
対
策
（
宅
地

の
か
さ
上
げ
、
高
基
礎
、
揚
家
な
ど
）
工
事
1
1
2
件
、

被
災
宅
地
復
旧
（
擁
壁
な
ど
）
工
事
2
2
4
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年

３
月
30
日
ま
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
も
、

事
業
を
開
始
し
た
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
12
月

ま
で
の
期
間
で
3
2
4
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宅
地
や
住
宅
の

再
建
に
対
す
る
支
援
を
実
施塩

竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

１
．
対
象
と
な
る
方
（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
方
）

（1）  

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
方

（
た
だ
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
な
ど
の
復
興
事
業
対
象
者
を
除
く
）

（2）  

全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
方
お
よ
び
半
壊
で
住
宅
を
解
体

し
た
方

（3）  

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
設
・
購
入
ま

た
は
被
災
し
た
住
宅
を
補
修
し
た
方

（4） 

被
災
し
た
住
宅
が
持
ち
家
で
あ
っ
た
方

（5）  

市
区
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
支
援
事
業

１
．
防
災
対
策
工
事

（1） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け
、

住
宅
再
建
の
た
め
に
左
記
工
事
を
実
施
す
る
所
有
者
。

（2） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
宅
地
。
営
利
を
目

的
と
す
る
借
家
、
事
務
所
、
非
住
家
な
ど
の
宅
地
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（3） 

対
象
と
な
る
工
事

①
か
さ
上
げ
工
事　

②
か
さ
上
げ
に
伴
う
擁
壁
工
事

③
高
基
礎
工
事　

④
曳
き
家
ま
た
は
揚
げ
家
工
事

（4） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

２
．
被
災
宅
地
復
旧
工
事
（
擁
壁
、
法
面
な
ど
）

（1） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宅
地
の
所
有
者
や

管
理
者
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
親
族
の
方
（
管

理
者
、
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
か
ら
復

旧
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。）　

な
お
、
当
該
工
事
を
実
施
済
の
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

（2） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
建
築
物
（
併
用
住

宅
も
可
）
が
あ
る
一
団
の
土
地
で
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宅
地
が
対
象
で
す
。

（3） 

対
象
と
な
る
工
事

次
の
い
ず
れ
か
の
復
旧
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限
1
5
0
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

①
法
面
保
護
工
事
（
地
盤
面
か
ら
高
さ
が
２
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
）　

②
排
水
施
設
の
設
置
工
事　

③
擁
壁
の
地
盤
の
補
強
お
よ
び
整
地
工
事　

④
擁
壁

の
設
置
ま
た
は
補
修
も
し
く
は
補
強
工
事
（
地
盤
面

か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
お
よ
び
既

設
擁
壁
の
除
去
工
事　

⑤
地
盤
調
査
お
よ
び
設
計
調

査
な
ど

（4） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

■支援制度の概要
名称 概要 補助上限額 申請期限

①住宅取得
（取得補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を取
得した方に、住宅の取得に要した経費につい
て補助するもの。

250万円 平成33年3月31日

②住宅・土地取得
（取得補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅・土地を
取得した方に、住宅の取得に要した経費およ
び借入にかかる利子相当額を補助するもの。

708万円 平成33年3月31日

③住宅補修
（補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を補
修した方に、住宅の補修に要した経費につい
て補助するもの。

 50万円 平成27年3月31日

④住宅補修
（補修補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅を補修し
た方に、住宅の補修に要した経費および借入
にかかる利子相当額を補助するもの。

170万円 平成33年3月31日

⑤がけ地近接等危険住宅移転事
　業の遡及適用　住宅・土地取得

（取得補助・利子相当額補助）

浦戸寒風沢・桂島の一部が災害危険区域に
指定される前に同地区から市内のほかの地区
に移転した方に、②と同様の補助を行うもの。

708万円 平成33年3月31日
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●
錦町東地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 70 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建）
間 取 り 調整中

●
北浜地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 60 戸

住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建程度）

間 取 り 調整中

●
清水沢地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 170 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
１LDK（42 戸）、2DK（45 戸）、
2LDK（18 戸）、3DK（26 戸）、
3LDK（27 戸）、4DK（12 戸）

●
錦町地区（平成 26 年 12 月入居開始）
戸 数 40 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
1DK（14 戸）・2DK（21 戸）・
3LDK（５戸）

A

F

E

D

プレハブ仮設住宅伊保石ステーション（第 1 〜第 4 期）

プレハブ仮設住宅　塩釜ガス体育館駐車場

伊保石地区（第１期）災害公営住宅整備事業

伊保石地区（第２期）災害公営住宅整備事業

北浜地区災害公営住宅整備事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

錦町地区災害公営住宅整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業

B

C

応急仮設住宅・災害公営住宅の建設地
（本土地区）

●
伊保石地区第１期（平成 26 年２月入居開始）
戸 数 31 戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK（13 戸）・3DK（18 戸）

A

●
伊保石地区第２期（平成 27 年度中入居開始）
戸 数 ４戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK・3DK（4 戸）

B

C

D

E

F

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
協定締結

建築工事着手予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手（1期） 建築工事着手（2期）

完成（1期） 完成（2 期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手

完成

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
事業要請

譲渡予約

建築工事着手
完成予定

（東工区）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業要請

建築工事着手予定

8283
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●
錦町東地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 70 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建）
間 取 り 調整中

●
北浜地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 60 戸

住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建程度）

間 取 り 調整中

●
清水沢地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 170 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
１LDK（42 戸）、2DK（45 戸）、
2LDK（18 戸）、3DK（26 戸）、
3LDK（27 戸）、4DK（12 戸）

●
錦町地区（平成 26 年 12 月入居開始）
戸 数 40 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
1DK（14 戸）・2DK（21 戸）・
3LDK（５戸）

A

F

E

D

プレハブ仮設住宅伊保石ステーション（第 1 〜第 4 期）

プレハブ仮設住宅　塩釜ガス体育館駐車場

伊保石地区（第１期）災害公営住宅整備事業

伊保石地区（第２期）災害公営住宅整備事業

北浜地区災害公営住宅整備事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

錦町地区災害公営住宅整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業

B

C

応急仮設住宅・災害公営住宅の建設地
（本土地区）

●
伊保石地区第１期（平成 26 年２月入居開始）
戸 数 31 戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK（13 戸）・3DK（18 戸）

A

●
伊保石地区第２期（平成 27 年度中入居開始）
戸 数 ４戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK・3DK（4 戸）

B

C

D

E

F

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
協定締結

建築工事着手予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手（1期） 建築工事着手（2期）

完成（1期） 完成（2 期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手

完成

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
事業要請

譲渡予約

建築工事着手
完成予定

（東工区）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業要請

建築工事着手予定

8283
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塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る

復
興
事
業
が
４
地
区
で
進
行
中

　

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
土
の
沿
岸

部
。
そ
こ
は
、
市
域
面
積
が
狭
く
、
さ
ら
に
は

大
部
分
が
丘
陵
地
で
平
地
部
分
が
少
な
い
塩
竈

市
に
お
い
て
市
街
地
を
形
成
す
る
地
域
で
す
。

県
の
提
唱
す
る
震
災
復
興
計
画
は
、「
高
台
移
転
」

「
職
住
分
離
」「
多
重
防
御
」
を
基
本
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
丘
陵
地
に
高
台
移
転
を
検
討
で

き
る
よ
う
な
遊
休
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
お
よ
び
沿
岸
部
地
域

（
市
街
地
）
の
復
興
事
業
の
策
定
に
先
立
っ
て
、

平
成
23
年
7
月
に
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
、「
震
災
前

の
場
所
（
自
宅
）
に
住
み
続
け
た
い
」
と
の
回

答
が
78
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
。
市
民
（
被
災
世
帯
）

の
意
向
は
「
現
地
再
建
」
で
し
た
。

　

市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
地
区
懇
談
会
で
は
、
市
の
被
災
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
策
定
中
の
「
塩
竈
市
震

災
復
興
計
画
」
の
途
中
経
過
、
地
区
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
震
災
前
の
状

REPORT

復興事業地区の現状①（海岸通）

復興事業地区の現状③（北浜）

復興事業地区の現状②（港町）

復興事業地区の現状④（藤倉）

況
と
現
状
の
報
告
を
は
じ
め
、
地
盤
沈
下
、
土

地
の
か
さ
上
げ
ほ
か
の
住
宅
対
策
、
防
潮
堤
の

整
備
や
観
光
、
教
育
、
水
道
の
安
全
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
「
塩
竈
市
震
災

復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
は
、「
長
い
間
住
み
慣

れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も

送
れ
る
よ
う
に
」。
現
在
、
復
興
計
画
の
基
本
理

念
や
市
の
長
期
総
合
計
画
が
目
指
す
都
市
像
を

現
実
化
す
る
市
街
地
の
復
興
事
業
（
ま
ち
づ
く

り
）
を
４
地
区
（
藤
倉
、
北
浜
、
海
岸
通
、
港
町
。

※
浦
戸
を
除
く
）
で
進
め
て
い
ま
す
。

藤
倉
二
丁
目
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

宅
地
の
か
さ
上
げ
と
狭
い
道
路
の
解
消
、
公
園
の
新
設
な

ど
を
目
的
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
ま
す
。
地
区

内
外
の
雨
水
を
処
理
、
排
水
す
る
下
水
道
事
業
（
雨
水
幹
線

整
備
）、
都
市
計
画
道
路
新
浜
町
杉
の
下
道
路
事
業
と
一
体
的

に
行
い
、
良
好
な
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
の
防

災
性
を
高
め
ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
藤
倉
二
丁
目

地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

北
浜
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

道
路
お
よ
び
宅
地
の
か
さ
上
げ
と
併
せ
て
土
地
利
用
再
編

を
行
い
、
地
域
の
防
災
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
国
道
45
号

や
J
R
東
塩
釜
駅
に
近
接
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
、
産
業

や
人
が
交
流
す
る
結
節
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
居
住
ゾ
ー
ン
で
は
、県
の「（
仮

称
）
北
浜
護
岸
緑
地
の
整
備
」
と
合
わ
せ
、
快
適
な
居
住
空

間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
職
住
近
接
の
土
地
利
用
を
行
い

ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
北
浜
地
区
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
5
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

海
岸
通
１
番
２
番
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

　

土
地
を
集
約
・
共
有
化
し
、
新
た
に
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
や
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
中
心

部
で
あ
り
、
塩
竈
の
食
が
味
わ
え
、
産
品
が
購
入
で
き
る
商
業

施
設
、
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

門
前
町
と
し
て
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
、
塩
竈
ら
し
さ
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
市
営
駐
車
場
、

防
災
拠
点
施
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業　

塩
竈

市
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」。

時
代
と
と
も
に
市
街
地
は
海
へ
延
び
、
平
地
部
分
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
。

津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
人
々
が
思
い
描
く
ま
ち
の
復
興
計
画
は
「
現
地
再
建
」。

そ
れ
は
、
塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る
歩
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
描
く

～
津
波
浸
水
地
区
の
復
興
に
向
け
て

震災前の場所（自宅）
に住み続けたい

震災前と同じ町内の
別の場所に住みたい

塩竈市内の他の
場所へ移転したい

塩竈市外へ
移転したい

わからない・決めていないその他 1.7％

1.6％

4.3％

3.4％
6.0％

78.4％

Q.

今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て

イメージパース

イメージパース

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手
（予定）

事業認可
（予定）

準備組合設立

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

震
災
以
降
の
歩
み

8485

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
復
興
事
業
地
区
（
本
土
地
区
）



塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る

復
興
事
業
が
４
地
区
で
進
行
中

　

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
土
の
沿
岸

部
。
そ
こ
は
、
市
域
面
積
が
狭
く
、
さ
ら
に
は

大
部
分
が
丘
陵
地
で
平
地
部
分
が
少
な
い
塩
竈

市
に
お
い
て
市
街
地
を
形
成
す
る
地
域
で
す
。

県
の
提
唱
す
る
震
災
復
興
計
画
は
、「
高
台
移
転
」

「
職
住
分
離
」「
多
重
防
御
」
を
基
本
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
丘
陵
地
に
高
台
移
転
を
検
討
で

き
る
よ
う
な
遊
休
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
お
よ
び
沿
岸
部
地
域

（
市
街
地
）
の
復
興
事
業
の
策
定
に
先
立
っ
て
、

平
成
23
年
7
月
に
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
、「
震
災
前

の
場
所
（
自
宅
）
に
住
み
続
け
た
い
」
と
の
回

答
が
78
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
。
市
民
（
被
災
世
帯
）

の
意
向
は
「
現
地
再
建
」
で
し
た
。

　

市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
地
区
懇
談
会
で
は
、
市
の
被
災
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
策
定
中
の
「
塩
竈
市
震

災
復
興
計
画
」
の
途
中
経
過
、
地
区
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
震
災
前
の
状

REPORT

復興事業地区の現状①（海岸通）

復興事業地区の現状③（北浜）

復興事業地区の現状②（港町）

復興事業地区の現状④（藤倉）

況
と
現
状
の
報
告
を
は
じ
め
、
地
盤
沈
下
、
土

地
の
か
さ
上
げ
ほ
か
の
住
宅
対
策
、
防
潮
堤
の

整
備
や
観
光
、
教
育
、
水
道
の
安
全
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
「
塩
竈
市
震
災

復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
は
、「
長
い
間
住
み
慣

れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も

送
れ
る
よ
う
に
」。
現
在
、
復
興
計
画
の
基
本
理

念
や
市
の
長
期
総
合
計
画
が
目
指
す
都
市
像
を

現
実
化
す
る
市
街
地
の
復
興
事
業
（
ま
ち
づ
く

り
）
を
４
地
区
（
藤
倉
、
北
浜
、
海
岸
通
、
港
町
。

※
浦
戸
を
除
く
）
で
進
め
て
い
ま
す
。

藤
倉
二
丁
目
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

宅
地
の
か
さ
上
げ
と
狭
い
道
路
の
解
消
、
公
園
の
新
設
な

ど
を
目
的
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
ま
す
。
地
区

内
外
の
雨
水
を
処
理
、
排
水
す
る
下
水
道
事
業
（
雨
水
幹
線

整
備
）、
都
市
計
画
道
路
新
浜
町
杉
の
下
道
路
事
業
と
一
体
的

に
行
い
、
良
好
な
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
の
防

災
性
を
高
め
ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
藤
倉
二
丁
目

地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

北
浜
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

道
路
お
よ
び
宅
地
の
か
さ
上
げ
と
併
せ
て
土
地
利
用
再
編

を
行
い
、
地
域
の
防
災
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
国
道
45
号

や
J
R
東
塩
釜
駅
に
近
接
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
、
産
業

や
人
が
交
流
す
る
結
節
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
居
住
ゾ
ー
ン
で
は
、県
の「（
仮

称
）
北
浜
護
岸
緑
地
の
整
備
」
と
合
わ
せ
、
快
適
な
居
住
空

間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
職
住
近
接
の
土
地
利
用
を
行
い

ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
北
浜
地
区
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
5
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

海
岸
通
１
番
２
番
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

　

土
地
を
集
約
・
共
有
化
し
、
新
た
に
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
や
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
中
心

部
で
あ
り
、
塩
竈
の
食
が
味
わ
え
、
産
品
が
購
入
で
き
る
商
業

施
設
、
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

門
前
町
と
し
て
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
、
塩
竈
ら
し
さ
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
市
営
駐
車
場
、

防
災
拠
点
施
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業　

塩
竈

市
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」。

時
代
と
と
も
に
市
街
地
は
海
へ
延
び
、
平
地
部
分
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
。

津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
人
々
が
思
い
描
く
ま
ち
の
復
興
計
画
は
「
現
地
再
建
」。

そ
れ
は
、
塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る
歩
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
描
く

～
津
波
浸
水
地
区
の
復
興
に
向
け
て

震災前の場所（自宅）
に住み続けたい

震災前と同じ町内の
別の場所に住みたい

塩竈市内の他の
場所へ移転したい

塩竈市外へ
移転したい

わからない・決めていないその他 1.7％

1.6％

4.3％

3.4％
6.0％

78.4％

Q.

今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て

イメージパース

イメージパース

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手
（予定）

事業認可
（予定）

準備組合設立

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

震
災
以
降
の
歩
み

8485
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・
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現
在
・
未
来
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復
興
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業
地
区
（
本
土
地
区
）



REPORT

港
町
地
区

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

　

高
台
が
な
く
、
高
架
線
と
の
関
係
か
ら
か
さ
上
げ
が
困
難

な
地
区
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
避
難
デ
ッ
キ
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
拠
点
で
あ
り
、
浦
戸
地
区
の
救
援
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
担
う
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
に
加
え
て
、
隣

接
地
に
防
災
拠
点
施
設
を
新
設
し
、
災
害
時
に
お
け
る
拠
点

施
設
と
し
て
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

名
称
／ 

仙
塩
広
域
都
市
計
画　

港
町
地
区
一
団
地
の
津
波

防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

面
積
／
約
3
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

各
地
区
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
市
の
震
災
復
興
推
進
局
や
準
備
組
合
で

発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
藤
倉
二
丁
目
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

■
災
害
公
営
住
宅
ニ
ュ
ー
ス

■
北
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

■
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
再
開
発
ニ
ュ
ー
ス

■
浦
戸
地
区
再
生
に
係
る

　

検
討
会
だ
よ
り

イメージパース

中心市街地復興に向けた事業化のプロセス
　中心市街地の復興には、復興交付金による都市再生事業計画案作成業務等の調査費を活用し、事業化検討を行いました。この検

討結果から、北浜地区と藤倉二丁目地区の被災市街地復興土地区画整理事業、海岸通地区震災復興市街地再開発事業、港町地区津

波復興拠点整備事業の都市計画決定を行い、事業化を進めてきています。

中心市街地の再生に向けた事業調査

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択

事業認可 工事着手

津波避難デッキ

防災拠点施設

マリンゲート塩竈

8687
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REPORT

＜その他の主な復興事業＞

・復興まちづくり総合支援事業
　（避難路・避難誘導サイン・備蓄倉庫整備など）

・災害公営住宅家賃低廉化事業

塩竈市 復興事業箇所図（平成 27 年 1 月時点）

朴島地区災害公営住宅整備事業
朴島地区小規模住宅地区改良事業

寒風沢地区漁業集落防災機能強化事業
寒風沢地区漁港施設機能強化事業
寒風沢地区災害公営住宅整備事業
寒風沢地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

野々島地区漁業集落防災機能強化事業
野々島地区漁港施設機能強化事業
野々島地区災害公営住宅整備事業

桂島地区漁業集落防災機能強化事業
桂島地区災害公営住宅整備事業
桂島地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

塩竈市水産加工業施設整備等支援事業

塩竈市魚市場整備事業
新浜地区漁業集落防災機能強化事業

伊保石地区災害公営住宅整備事業
伊保石地区災害公営住宅関連施設整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業
清水沢地区災害公営住宅関連施設整備事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業
新浜町杉の下線道路事業
藤倉二丁目地区下水道事業
藤倉二丁目地区区画整理関連下水道事業

北浜地区被災市街地復興土地区画整理事業
北浜地区区画整理関連下水道事業
北浜地区災害公営住宅整備事業

海岸通地区震災復興市街地再開発事業

第一小学校周辺地区耐震性貯水槽整備事業

母子沢地区造成宅地滑動崩落緊急対策事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

道路事業 ※県事業

港町地区津波復興拠点整備事業
港町地区復興道路整備事業
港町二丁目地区下水道事業
中の島地区下水道事業

舟入二号線外４路線
避難道路整備事業

道路事業 ※県事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

越の浦地区下水道事業

錦町地区災害公営住宅整備事業
錦町地区災害公営住宅関連施設整備事業

新浜町一丁目地区下水道事業

8889



REPORT
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あ
の
日
、
浦
戸
の
島
々
は
〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
っ
た

海
に
生
業
を
求
め
る
浦
戸
地
区
は
、

“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”

　

桂
島
、
野
々
島
、
寒
風
沢
島
、
朴
島
の
４
つ
の
有
人
島
と
２
０
０

を
超
え
る
無
人
島
か
ら
な
る
浦
戸
諸
島
。
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活

の
痕
跡
で
あ
る
貝
塚
が
舟
入
島
や
桂
島
で
発
見
さ
れ
、
古
く
か
ら
豊

か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
高
さ
８
・
5
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
島
々
を
襲

い
ま
し
た
。
寒
風
沢
島
で
は
4
名
（
島
内
で
被
災
し
亡
く
な
っ
た
方

は
3
名
）
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
す
べ
て
の
有
人
島
で
住
宅
や
港
湾

施
設
、
漁
業
施
設
、
漁
船
、
養
殖
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

中
で
も
浅
海
養
殖
漁
業
者
に
と
っ
て
は
、
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
と

２
年
連
続
し
て
の
被
害
で
し
た
。

　

人
々
が
海
に
生
業
を
求
め
、
港
や
漁
業
に
お
け
る
繁
栄
の
歴
史
を

残
し
て
来
た
浦
戸
地
区
は
、
い
わ
ば
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

津
波
被
害
か
ら
の
復
旧
復
興
は
、
塩
竈
の
未
来
を
築
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
り
、
歴
史
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
…
平
安
朝
の
、
貞
観
十
一
年
夏
五
月
二
十
六
日
（
或
は
七
月
十
三
日
と
も
云
う
）

大
地
震
大
海
嘯
あ
つ
て
松
島
灣
一
帯
の
地
に
大
地
変
を
生
じ
、
此
時
現
在
に
現
る

松
島
の
大
景
勝
が
出
來
た
と
い
は
れ
て
居
る
。

其
の
以
前
は
多
賀
の
鹽
竈
よ
り
桃
生
郡
大
塚
濱
ま
で
沿
岸
傳
へ
に
公
け
の
驛
路
が

あ
つ
て
、
多
賀
國
府
と
桃
生
の
柵
を
結
ぶ
官
道
で
あ
つ
た
と
い
ふ
…
」

古
書
が
伝
え
る
貞
観
地
震
・
津
波
と
浦
戸
の
歴
史
。

平
成
23
年
３
月
11
日
。

あ
の
日
、〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
り
、
津
波
か
ら
本
土
地
区
を
守
っ
た
島
々
。

島
々
に
暮
ら
す
人
々
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

桂島

朴島
寒風沢島

野々島

石浜

浦戸 4 島

面積 周囲 標高

桂島（桂島 / 石浜） 0.76k㎡ 6.8km 61m

野々島 0.56k㎡ 8.9km 23m

寒風沢 1.45k㎡ 13.5km 36m

朴島 0.15k㎡ 2.2km 22m
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あ
の
日
、
浦
戸
の
島
々
は
〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
っ
た

海
に
生
業
を
求
め
る
浦
戸
地
区
は
、

“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”

　

桂
島
、
野
々
島
、
寒
風
沢
島
、
朴
島
の
４
つ
の
有
人
島
と
２
０
０

を
超
え
る
無
人
島
か
ら
な
る
浦
戸
諸
島
。
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活

の
痕
跡
で
あ
る
貝
塚
が
舟
入
島
や
桂
島
で
発
見
さ
れ
、
古
く
か
ら
豊

か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
高
さ
８
・
5
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
島
々
を
襲

い
ま
し
た
。
寒
風
沢
島
で
は
4
名
（
島
内
で
被
災
し
亡
く
な
っ
た
方
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名
）
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尊
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命
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わ
れ
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の
有
人
島
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宅
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港
湾
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設
、
漁
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船
、
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大
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受
け
ま
し
た
。
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漁
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リ
地
震
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波
と

２
年
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続
し
て
の
被
害
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た
。
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史
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戸
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な
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ま
ち
塩
竈
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原
点
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波
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か
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業
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り
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歴
史
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た
な
１
ペ
ー
ジ
で
も
あ
る
の
で
す
。
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日
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日
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云
う
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地
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大
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て
松
島
灣
一
帯
の
地
に
大
地
変
を
生
じ
、
此
時
現
在
に
現
る

松
島
の
大
景
勝
が
出
來
た
と
い
は
れ
て
居
る
。

其
の
以
前
は
多
賀
の
鹽
竈
よ
り
桃
生
郡
大
塚
濱
ま
で
沿
岸
傳
へ
に
公
け
の
驛
路
が

あ
つ
て
、
多
賀
國
府
と
桃
生
の
柵
を
結
ぶ
官
道
で
あ
つ
た
と
い
ふ
…
」

古
書
が
伝
え
る
貞
観
地
震
・
津
波
と
浦
戸
の
歴
史
。

平
成
23
年
３
月
11
日
。

あ
の
日
、〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
り
、
津
波
か
ら
本
土
地
区
を
守
っ
た
島
々
。

島
々
に
暮
ら
す
人
々
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

桂島

朴島
寒風沢島

野々島

石浜

浦戸 4 島

面積 周囲 標高

桂島（桂島 / 石浜） 0.76k㎡ 6.8km 61m
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寒風沢 1.45k㎡ 13.5km 36m

朴島 0.15k㎡ 2.2km 22m

91 90

浦
戸
諸
島　

い
ま
・
む
か
し



時
代
の
記
憶
・
記
録　

災
害
を
乗
り
越
え
て

た
く
ま
し
く
築
い
た
繁
栄
の
時
代
。

災
害
を
乗
り
越
え
て

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
の
多
く
の
場
所
か
ら
貝
塚
が
発

見
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
当
時
か
ら
海
の
幸
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
鎌
倉
時
代
は
朴
島
や
野
々
島
、
江
戸
時
代
は
幕
府
の

御
城
米
や
仙
台
藩
の
江
戸
廻
米
の
港
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
寒
風
沢
島
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
は
榎
本
艦
隊
が
投
錨
、
ラ
ッ
コ
船
に
よ
っ
て
繁

栄
し
た
白
石
廣
造
氏
の
邸
宅
跡
が
あ
る
桂
島
の
石
浜
と
、
島
ご
と
に

時
代
が
異
な
る
史
跡
や
伝
説
、
昔
話
が
残
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
、
今
に
残
る
文
化
財
の
数
々
は
、
人
々
が
災
害
を
乗
り

越
え
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ

と
の
証
な
の
で
す
。

震
災
に
よ
る
浦
戸
地
区
の
文
化
財
の
被
害

　
（「
文
化
の
港　

シ
オ
ー
モ
」文
化
財
の
被
災
状
況
よ
り
転
載
）

◎
寒
風
沢
造
艦
の
碑
…
土
台
か
ら
外
れ
て
後
方
に
転
倒
。

◎
十
二
支
方
角
石
…
転
倒
。

◎
し
ば
り
地
蔵
…
転
倒
。

◎
化
粧
地
蔵
…
倒
れ
て
は
い
な
い
が
台
座
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

◎
神
明
社（
寒
風
沢
）
…
装
飾
部
分
一
部
転
落
。
燈
籠
は
倒
壊
。

◎
寒
風
沢
砲
台
跡
の
小
祠
群
…
転
倒
。

◎ 

白
石
廣
造
邸
宅
跡
…
外
観
に
は
あ
ま
り
影
響
が
な
い
が
、
崩
落
部
分

な
ど
が
目
立
つ
た
め
に
補
修
な
ど
に
よ
り
安
全
管
理
に
配
慮
が
必
要
。

◎
六
地
蔵（
寒
風
沢
）
…
屋
根
石
が
後
方
に
転
落
。
石
の
配
置
に
ず
れ
。

◎
延
命
地
蔵
菩
薩
…
前
方
へ
転
倒
。

◎
チ
リ
地
震
津
波
記
念
碑
…
転
倒
。

貞
観
、
永
禄
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
何
度
も
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
歩
み
を
続
け
、

こ
の
地
に
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
し
た
。

寒風沢神明社

被害状況・寒風沢神明社

十二支方角石

被害状況
十二支方角石

弘安十年銘供養碑（孝子の碑）

しばり地蔵

寒風沢造艦の碑

白石廣造邸跡

被害状況・百万遍供養碑

被害状況・寒風沢砲台跡の小祠群

野々島のボラ

百万遍供養碑

化粧地蔵

六地蔵

被害状況・しばり地蔵

被害状況・寒風沢造艦の碑

縄
文	

前
期	

塩
竈
市
浦
戸
船
入
貝
塚 

縄
文	

中
期	

塩
竈
市
浦
戸
桂
島
貝
塚 

縄
文	

後
晩
期	

浦
戸
諸
島
三
十
数
カ
所
貝
塚 

　

八
六
九（
貞
観
11
）年 	

陸
奥
に
大
地
震
あ
り（
貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波
） 

一
二
二
一（
承
久
3
）年 	

承
久
の
乱　

内
海
長
者
野
々
島
に
逃
避
住
し
た
り
と
い
う 

一
二
八
七（
弘
安
10
）年 	

浦
戸
朴
島
に
弘
安
十
年
銘
供
養
碑（
孝
子
の
碑
）建
つ 

一
五
五
九（
永
禄
2
）年	 

浦
戸
寒
風
沢
村
を
鹿
倉
村
と
称
し
、大
津
波
あ
り
七
十

余
戸
流
出

一
六
三
二（
寛
永
9
）年	

仙
台
藩
の
廻
米
は
じ
ま
る
、寒
風
沢
港
開
港

一
七
九
三（
寛
政
5
）年 	

若
宮
丸
漂
流
ロ
シ
ア
領
に
漂
着（
文
化
2
年
1
8
0
6
年
）

	

世
界
一
周
し
て
津
太
夫
・
左
平
ほ
か
帰
国 

一
八
五
七（
安
政
4
）年 	 

仙
台
藩
軍
艦
開
成
丸
寒
風
沢
に
お
い
て
進
水
、各
藩
の

大
名
参
列
す 

一
八
六
七（
慶
応
3
）年	 

仙
台
藩
寒
風
沢
日
和
山
南
端
・
船
入
島
・
石
浜
崎
に
砲
台

を
据
え
海
岸
防
備
に
当
る 

一
八
六
八（
慶
応
4
）年 	 

榎
本
艦
隊
、投
錨  

	
 

奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条
道
孝
率
い
る
薩
長
筑
藩
兵
寒
風
沢

に
上
陸  

一
八
六
九（
明
治
2
）年 	

政
府
海
軍
甲
鉄
艦
外
8
隻
寒
風
沢
港
に
入
港
、翌
日
出
航

一
八
七
二（
明
治
5
）年 	

埼
玉
県
の
人
白
石
廣
造
、石
浜
に
廻
漕
店
を
開
く 

一
八
八
六（
明
治
19
）年 	「
松
島
湾
五
ヶ
村
漁
業
組
合
」設
立 

一
八
八
九（
明
治
22
）年 	 

寒
風
沢
・
野
々
島
村
・
石
浜
村
・
桂
島
村
は
塩
竈
村
よ
り

分
離
、浦
戸
村
と
し
て
独
立 

一
八
九
六（
明
治
29
）年  

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

 

白
石
廣
造
ラ
ッ
コ
猟
を
始
む 

一
九
〇
〇（
明
治
33
）年  

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
〇
六（
明
治
39
）年 	

桂
島
、寒
風
沢
に
鮪
旧
式
旋
網
漁
業
を
始
む 

一
九
二
一（
大
正
10
）年 	

野
々
島
、桂
島
に
底
曳
船
漁
業
開
始

一
九
三
三（
昭
和
８
）年  

三
陸
地
震（
3
月
3
日
） 

一
九
四
四（
昭
和
19
）年 	 

個
人
経
営
の
島
内
巡
航
船
塩
竈
市
に
買
収
さ
れ
、塩
竈

市
交
通
部
発
足（
8
月
20
日
） 

一
九
五
〇（
昭
和
25
）年 	 

浦
戸
村
を
塩
竈
市
の
区
域
に
編
入
、塩
竈
市
役
所
浦
戸

支
所
を
野
々
島
字
河
岸
に
開
設（
4
月
1
日
） 

一
九
六
〇（
昭
和
35
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
） 

一
九
六
五（
昭
和
40
）年 	

浦
戸
地
区
に
簡
易
水
道
を
建
設（
10
月
1
日
） 

一
九
七
一（
昭
和
46
）年 	

簡
易
水
道
を
上
水
道
に
編
入（
10
月
1
日
） 

一
九
七
八（
昭
和
53
）年 	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
） 

一
九
八
二（
昭
和
57
）年 	

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
開
設（
7
月
23
日
） 

二
〇
〇
五（
平
成
17
）年 	 

浦
戸
第
二
小
学
校
を
浦
戸
中
学
校
に
併
校（
4
月
1
日

野
々
島
馬
越
に
移
転
）

二
〇
一
〇（
平
成
22
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
） 

二
〇
一
一（
平
成
23
）年 	

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）

浦
戸
地
区
の
歴
史
年
表 

（
参
考
：
塩
竈
市・浦
戸
諸
島
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
）
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時
代
の
記
憶
・
記
録　

災
害
を
乗
り
越
え
て

た
く
ま
し
く
築
い
た
繁
栄
の
時
代
。

災
害
を
乗
り
越
え
て

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
の
多
く
の
場
所
か
ら
貝
塚
が
発

見
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
当
時
か
ら
海
の
幸
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
鎌
倉
時
代
は
朴
島
や
野
々
島
、
江
戸
時
代
は
幕
府
の

御
城
米
や
仙
台
藩
の
江
戸
廻
米
の
港
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
寒
風
沢
島
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
は
榎
本
艦
隊
が
投
錨
、
ラ
ッ
コ
船
に
よ
っ
て
繁

栄
し
た
白
石
廣
造
氏
の
邸
宅
跡
が
あ
る
桂
島
の
石
浜
と
、
島
ご
と
に

時
代
が
異
な
る
史
跡
や
伝
説
、
昔
話
が
残
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
、
今
に
残
る
文
化
財
の
数
々
は
、
人
々
が
災
害
を
乗
り

越
え
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ

と
の
証
な
の
で
す
。

震
災
に
よ
る
浦
戸
地
区
の
文
化
財
の
被
害

　
（「
文
化
の
港　

シ
オ
ー
モ
」文
化
財
の
被
災
状
況
よ
り
転
載
）

◎
寒
風
沢
造
艦
の
碑
…
土
台
か
ら
外
れ
て
後
方
に
転
倒
。

◎
十
二
支
方
角
石
…
転
倒
。

◎
し
ば
り
地
蔵
…
転
倒
。

◎
化
粧
地
蔵
…
倒
れ
て
は
い
な
い
が
台
座
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

◎
神
明
社（
寒
風
沢
）
…
装
飾
部
分
一
部
転
落
。
燈
籠
は
倒
壊
。

◎
寒
風
沢
砲
台
跡
の
小
祠
群
…
転
倒
。

◎ 

白
石
廣
造
邸
宅
跡
…
外
観
に
は
あ
ま
り
影
響
が
な
い
が
、
崩
落
部
分

な
ど
が
目
立
つ
た
め
に
補
修
な
ど
に
よ
り
安
全
管
理
に
配
慮
が
必
要
。

◎
六
地
蔵（
寒
風
沢
）
…
屋
根
石
が
後
方
に
転
落
。
石
の
配
置
に
ず
れ
。

◎
延
命
地
蔵
菩
薩
…
前
方
へ
転
倒
。

◎
チ
リ
地
震
津
波
記
念
碑
…
転
倒
。

貞
観
、
永
禄
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
何
度
も
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
歩
み
を
続
け
、

こ
の
地
に
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
し
た
。

寒風沢神明社

被害状況・寒風沢神明社

十二支方角石

被害状況
十二支方角石

弘安十年銘供養碑（孝子の碑）

しばり地蔵

寒風沢造艦の碑

白石廣造邸跡

被害状況・百万遍供養碑

被害状況・寒風沢砲台跡の小祠群

野々島のボラ

百万遍供養碑

化粧地蔵

六地蔵

被害状況・しばり地蔵

被害状況・寒風沢造艦の碑

縄
文	

前
期	

塩
竈
市
浦
戸
船
入
貝
塚 

縄
文	

中
期	

塩
竈
市
浦
戸
桂
島
貝
塚 

縄
文	

後
晩
期	

浦
戸
諸
島
三
十
数
カ
所
貝
塚 

　

八
六
九（
貞
観
11
）年 	

陸
奥
に
大
地
震
あ
り（
貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波
） 

一
二
二
一（
承
久
3
）年 	

承
久
の
乱　

内
海
長
者
野
々
島
に
逃
避
住
し
た
り
と
い
う 

一
二
八
七（
弘
安
10
）年 	

浦
戸
朴
島
に
弘
安
十
年
銘
供
養
碑（
孝
子
の
碑
）建
つ 

一
五
五
九（
永
禄
2
）年	 

浦
戸
寒
風
沢
村
を
鹿
倉
村
と
称
し
、大
津
波
あ
り
七
十

余
戸
流
出

一
六
三
二（
寛
永
9
）年	

仙
台
藩
の
廻
米
は
じ
ま
る
、寒
風
沢
港
開
港

一
七
九
三（
寛
政
5
）年 	

若
宮
丸
漂
流
ロ
シ
ア
領
に
漂
着（
文
化
2
年
1
8
0
6
年
）

	

世
界
一
周
し
て
津
太
夫
・
左
平
ほ
か
帰
国 

一
八
五
七（
安
政
4
）年 	 

仙
台
藩
軍
艦
開
成
丸
寒
風
沢
に
お
い
て
進
水
、各
藩
の

大
名
参
列
す 

一
八
六
七（
慶
応
3
）年	 

仙
台
藩
寒
風
沢
日
和
山
南
端
・
船
入
島
・
石
浜
崎
に
砲
台

を
据
え
海
岸
防
備
に
当
る 

一
八
六
八（
慶
応
4
）年 	 

榎
本
艦
隊
、投
錨  

	
 

奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条
道
孝
率
い
る
薩
長
筑
藩
兵
寒
風
沢

に
上
陸  

一
八
六
九（
明
治
2
）年 	

政
府
海
軍
甲
鉄
艦
外
8
隻
寒
風
沢
港
に
入
港
、翌
日
出
航

一
八
七
二（
明
治
5
）年 	

埼
玉
県
の
人
白
石
廣
造
、石
浜
に
廻
漕
店
を
開
く 

一
八
八
六（
明
治
19
）年 	「
松
島
湾
五
ヶ
村
漁
業
組
合
」設
立 

一
八
八
九（
明
治
22
）年 	 

寒
風
沢
・
野
々
島
村
・
石
浜
村
・
桂
島
村
は
塩
竈
村
よ
り

分
離
、浦
戸
村
と
し
て
独
立 

一
八
九
六（
明
治
29
）年  

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

 

白
石
廣
造
ラ
ッ
コ
猟
を
始
む 

一
九
〇
〇（
明
治
33
）年  

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
〇
六（
明
治
39
）年 	

桂
島
、寒
風
沢
に
鮪
旧
式
旋
網
漁
業
を
始
む 

一
九
二
一（
大
正
10
）年 	

野
々
島
、桂
島
に
底
曳
船
漁
業
開
始

一
九
三
三（
昭
和
８
）年  

三
陸
地
震（
3
月
3
日
） 

一
九
四
四（
昭
和
19
）年 	 

個
人
経
営
の
島
内
巡
航
船
塩
竈
市
に
買
収
さ
れ
、塩
竈

市
交
通
部
発
足（
8
月
20
日
） 

一
九
五
〇（
昭
和
25
）年 	 

浦
戸
村
を
塩
竈
市
の
区
域
に
編
入
、塩
竈
市
役
所
浦
戸

支
所
を
野
々
島
字
河
岸
に
開
設（
4
月
1
日
） 

一
九
六
〇（
昭
和
35
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
） 

一
九
六
五（
昭
和
40
）年 	

浦
戸
地
区
に
簡
易
水
道
を
建
設（
10
月
1
日
） 

一
九
七
一（
昭
和
46
）年 	

簡
易
水
道
を
上
水
道
に
編
入（
10
月
1
日
） 

一
九
七
八（
昭
和
53
）年 	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
） 

一
九
八
二（
昭
和
57
）年 	

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
開
設（
7
月
23
日
） 

二
〇
〇
五（
平
成
17
）年 	 

浦
戸
第
二
小
学
校
を
浦
戸
中
学
校
に
併
校（
4
月
1
日

野
々
島
馬
越
に
移
転
）

二
〇
一
〇（
平
成
22
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
） 

二
〇
一
一（
平
成
23
）年 	

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）

浦
戸
地
区
の
歴
史
年
表 

（
参
考
：
塩
竈
市・浦
戸
諸
島
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
）

93 92

浦
戸
諸
島　

い
ま
・
む
か
し



豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
神
々
は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
祭
礼
は
大
切
な
行
事
で

す
。
寒
風
沢
島
の
神
明
社
で
は
、
平
成
26
年
秋
、

震
災
後
に
途
絶
え
て
い
た
秋
祭
が
挙
行
さ
れ
、

神
輿
が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
の
住
民
は
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

─海と地の豊か な恵みの中で─

豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
神
々
は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
祭
礼
は
大
切
な
行
事
で

す
。
寒
風
沢
島
の
神
明
社
で
は
、
平
成
26
年
秋
、

震
災
後
に
途
絶
え
て
い
た
秋
祭
が
挙
行
さ
れ
、

神
輿
が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
の
住
民
は
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦彼岸
◦観音講 < 野々島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様 < 朴島 >

◦梅の見頃（3 月）
< 石浜・寒風沢・朴島 > 

◦椿のトンネル見頃（3月下旬～ 5月上旬）
< 野々島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

15 日…◦石浜神社秋まつり
< 石浜 >

◦お名月さま
16 日…◦秋まつり < 朴島 >

◦九月節句
◦神明社秋祭 < 寒風沢 >
◦秋まつり < 野々島 >

◦浦戸米の稲刈り（9 月）< 寒風沢 >
◦ 湾内に林立する海苔養殖の竹支柱の

風景（9 ～ 5 月）< 湾内 >
◦ハゼ釣り（9 ～ 12 月）< 湾内 >
◦秋のウォーキングシーズン
◦寒風沢神明社秋祭（中旬）< 寒風沢 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 月上旬…
◦「竜神様」「船入り」弁才天

<寒風沢>
14 日…◦虫送り

◦竹駒講
< 朴島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様

< 朴島 >

◦アワビ・ウニ漁（6 ～ 7 月）
◦夜光虫の見頃（6 ～ 10 月） 

《伝統行事・風習》

 1 日…◦水こぼしの朔
10 日…◦大黒の妻迎え

◦煤払い
◦冬至

31 日…◦歳とり

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 4 日…◦神明社春祭り
< 寒風沢 >

 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様

< 寒風沢 >

◦ヒガンフグ漁（4 月） 
◦ウミネコの子育て（4 ～ 7 月）

< 柏木島 他 > 
◦朴島の菜の花畑の見頃
（4月中旬～ 5月中旬）< 朴島 > 

◦桜の見頃（4 月中旬）
< 野々島 > 

◦春のウォーキングシーズン 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 1 日…◦お刈り上げの朔
 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様 < 寒風沢 >
第 2 日曜…◦熊野神社例大祭

◦牡蠣出荷（10 ～ 2 月） 
◦海苔出荷（10 ～ 3 月）
◦ハマギクの見頃（10 月～ 11 月）

< 桂島・野々島・寒風沢 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

7 月中旬～ 8 月中旬…
◦海開き < 桂島 >

海の日…
◦塩竈みなと祭
　海上渡御

◦アナゴ漁（7 ～ 12 月） 
◦ハマナスの見頃（7 月）

< 桂島・寒風沢 > 
◦ラベンダーの見頃（7 月中旬～ 8 月中旬）

< 野々島 > 
◦海水浴シーズン（7月中旬～8月中旬）

< 桂島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 元日…◦元朝詣り
 2 日…◦年始回り
 6 日…◦船乗り初め

◦若木迎え
 7 日…◦七草粥

◦どんと祭
11 日…◦農事初め
12 日…◦山の神講 < 野々島 >
14 日…◦竹駒講 < 朴島 >

◦女の歳とり
◦チャセゴ

15 日…◦アカツキ粥
◦松納め

16 日…◦お墓参り
17 日…◦観音講 < 野々島 >

◦鳥追い

◦ワカメ出荷（1 ～ 3 月） 
◦雪景色の浦戸諸島（降雪時）

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 5 日…◦端午の節句
12 日…◦女性のおがみっこ

< 石浜 >

◦浦戸米の田植え（5 月）
< 寒風沢 > 

◦ハマヒルガオの見頃（5 ～ 6 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦ハマエンドウの見頃（5 ～ 7 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦アオスジアゲハの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 > 

◦ギンヤンマの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 8 日…◦恵比寿講 ◦かきまつり in 桂島
< 中旬 > 

◦牡蠣むき・海苔すき体験イベント
（11 ～ 12 月） 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 ～  8 日…◦七夕
13 ～ 15 日…◦盆

29 日…◦灯籠流し盆
<寒風沢>

◦桂島夏祭り花火大会
◦野々島盆踊り花火大会

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦淨極庵　観音講
< 石浜・朴島 >

◦節分の豆まき
16 日…◦庚申講 < 野々島 >

◦初午
◦春まつり < 朴島 >

◦シラウオ漁（2 月下旬～ 4 月上旬）
◦アカモク出荷（2 ～ 4 月）

春秋

夏
冬

3月9月

6月

4月

10月

7月

1月

5月11月

12月

8月
2月

ハマナス

震 災 後 に 完 成 し た
「乾海苔協業化施設」
（桂島）と「共同カキ
処理場」（寒風沢島）

野々島の桜

再開された稲作

海と地という恵まれた
島ならではの独特の伝統行事

震災前、１年はゆったりとした
そして、今、温かい支援と

かつての日々を

自然の中に暮らし、
や風習を伝えてきた浦戸地区。

「島時間」で過ぎていました。
復興事業、住民の努力によって、
取り戻しつつあります。

浦戸地区 の歳時記

9495



豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。
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各
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に
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、
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な
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で
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。
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は
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成
26
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、
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後
に
途
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秋
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が
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、
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が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
の
住
民
は
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

─海と地の豊か な恵みの中で─

豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
神
々
は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
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、
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礼
は
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切
な
行
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で

す
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沢
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の
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で
は
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成
26
年
秋
、
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に
途
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た
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４
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、
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《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦彼岸
◦観音講 < 野々島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様 < 朴島 >

◦梅の見頃（3 月）
< 石浜・寒風沢・朴島 > 

◦椿のトンネル見頃（3月下旬～ 5月上旬）
< 野々島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

15 日…◦石浜神社秋まつり
< 石浜 >

◦お名月さま
16 日…◦秋まつり < 朴島 >

◦九月節句
◦神明社秋祭 < 寒風沢 >
◦秋まつり < 野々島 >

◦浦戸米の稲刈り（9 月）< 寒風沢 >
◦ 湾内に林立する海苔養殖の竹支柱の

風景（9 ～ 5 月）< 湾内 >
◦ハゼ釣り（9 ～ 12 月）< 湾内 >
◦秋のウォーキングシーズン
◦寒風沢神明社秋祭（中旬）< 寒風沢 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 月上旬…
◦「竜神様」「船入り」弁才天

<寒風沢>
14 日…◦虫送り

◦竹駒講
< 朴島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様

< 朴島 >

◦アワビ・ウニ漁（6 ～ 7 月）
◦夜光虫の見頃（6 ～ 10 月） 

《伝統行事・風習》

 1 日…◦水こぼしの朔
10 日…◦大黒の妻迎え

◦煤払い
◦冬至

31 日…◦歳とり

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 4 日…◦神明社春祭り
< 寒風沢 >

 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様

< 寒風沢 >

◦ヒガンフグ漁（4 月） 
◦ウミネコの子育て（4 ～ 7 月）

< 柏木島 他 > 
◦朴島の菜の花畑の見頃
（4月中旬～ 5月中旬）< 朴島 > 

◦桜の見頃（4 月中旬）
< 野々島 > 

◦春のウォーキングシーズン 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 1 日…◦お刈り上げの朔
 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様 < 寒風沢 >
第 2 日曜…◦熊野神社例大祭

◦牡蠣出荷（10 ～ 2 月） 
◦海苔出荷（10 ～ 3 月）
◦ハマギクの見頃（10 月～ 11 月）

< 桂島・野々島・寒風沢 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

7 月中旬～ 8 月中旬…
◦海開き < 桂島 >

海の日…
◦塩竈みなと祭
　海上渡御

◦アナゴ漁（7 ～ 12 月） 
◦ハマナスの見頃（7 月）

< 桂島・寒風沢 > 
◦ラベンダーの見頃（7 月中旬～ 8 月中旬）

< 野々島 > 
◦海水浴シーズン（7月中旬～8月中旬）

< 桂島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 元日…◦元朝詣り
 2 日…◦年始回り
 6 日…◦船乗り初め

◦若木迎え
 7 日…◦七草粥

◦どんと祭
11 日…◦農事初め
12 日…◦山の神講 < 野々島 >
14 日…◦竹駒講 < 朴島 >

◦女の歳とり
◦チャセゴ

15 日…◦アカツキ粥
◦松納め

16 日…◦お墓参り
17 日…◦観音講 < 野々島 >

◦鳥追い

◦ワカメ出荷（1 ～ 3 月） 
◦雪景色の浦戸諸島（降雪時）

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 5 日…◦端午の節句
12 日…◦女性のおがみっこ

< 石浜 >

◦浦戸米の田植え（5 月）
< 寒風沢 > 

◦ハマヒルガオの見頃（5 ～ 6 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦ハマエンドウの見頃（5 ～ 7 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦アオスジアゲハの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 > 

◦ギンヤンマの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 8 日…◦恵比寿講 ◦かきまつり in 桂島
< 中旬 > 

◦牡蠣むき・海苔すき体験イベント
（11 ～ 12 月） 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 ～  8 日…◦七夕
13 ～ 15 日…◦盆

29 日…◦灯籠流し盆
<寒風沢>

◦桂島夏祭り花火大会
◦野々島盆踊り花火大会

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦淨極庵　観音講
< 石浜・朴島 >

◦節分の豆まき
16 日…◦庚申講 < 野々島 >

◦初午
◦春まつり < 朴島 >

◦シラウオ漁（2 月下旬～ 4 月上旬）
◦アカモク出荷（2 ～ 4 月）

春秋

夏
冬

3月9月

6月

4月

10月

7月

1月

5月11月

12月

8月
2月

ハマナス

震 災 後 に 完 成 し た
「乾海苔協業化施設」
（桂島）と「共同カキ
処理場」（寒風沢島）

野々島の桜

再開された稲作

海と地という恵まれた
島ならではの独特の伝統行事

震災前、１年はゆったりとした
そして、今、温かい支援と

かつての日々を

自然の中に暮らし、
や風習を伝えてきた浦戸地区。

「島時間」で過ぎていました。
復興事業、住民の努力によって、
取り戻しつつあります。

浦戸地区 の歳時記
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懐
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野々島

季
節
の
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き
、
潮
風
そ
よ
ぐ
。

集
落
の
あ
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ら
こ
ち
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か
ら
聞
こ
え
る
、
人
々
の
笑
い
声
。

ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
て
い
っ
た
時
間
。

懐
か
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き
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景
は
、
数
々
の
思
い
出
と
と
も
に
記
憶
の
中
に
。
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の
浦
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地
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と
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小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
区
」と
消
防
団
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送

　

大
津
波
警
報
を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線
は
や

が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
、
ラ
ジ
オ
が
唯
一
の
情
報

源
と
な
っ
た
桂
島
地
区
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

「
予
想
さ
れ
る
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
津
波

の
襲
来
が
迫
る
中
、
消
防
団
や
地
区
役
員
の
人
々

は
冷
静
に
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

警
察
署
や
派
出
所
、
消
防
署
の
無
い
浦
戸
で

唯
一
の
防
災
機
関
で
あ
る
塩
竈
市
浦
戸
消
防
団

は
、
２
分
団
５
部
14
班
67
名
、
う
ち
桂
島
を
担

当
す
る
第
2
分
団
は
26
名
（
※
人
数
は
い
ず
れ

も
震
災
時
）。
し
か
し
、
震
災
発
生
は
平
日
の
日

中
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
団
員
の
多
く
は
島
外
に

勤
務
し
て
い
る
た
め
不
在
で
し
た
。
限
ら
れ
た

人
数
の
団
員
に
地
区
役
員
、
そ
の
他
の
住
民
が

加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
だ
っ
た
の
で
す
。
区
長

の
内
海
粂
蔵
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
地
震
の
後
す
ぐ
に
消
防
団
の
詰
所
に
向

か
っ
た
ん
で
す
。〝
警
報
や
注
意
報
が
出
た
ら

詰
所
に
集
合
〟
は
地
区
の
決
ま
り
ご
と
で
す

か
ら
。
詰
所
ま
で
の
道
で
は
、
石
塀
の
倒
壊

縄
文
人
の
生
活
の
痕
跡
が
残
る
島
々
で
、
人
々
は
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
に
生
業
を
求
め
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
何
度
も
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
は
〝
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
〟。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日
は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
り
ま
す
。

熊野神社

平成 25 年 8 月に新設された消防団詰所（野々島）

椿のトンネル浦戸第二小学校・浦戸中学校

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
屋
に
大
き
な
被

害
は
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
詰

所
に
関
係
者
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
急
ぎ

住
民
を
高
台
に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸

第
二
小
学
校
）
へ
誘
導
し
よ
う
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
優
先
し
た
の
が
高
齢
者
と
要

支
援
者
で
し
た
。
ど
こ
の
世
帯
に
高
齢
者
や

要
支
援
者
が
い
る
の
か
、
地
区
の
住
民
な
ら

誰
し
も
分
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
安
否
確

認
も
兼
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し
て
向
か
い

ま
し
た
。
避
難
さ
せ
る
際
、
緊
急
を
要
す
る

こ
と
な
の
で
、
足
の
不
自
由
な
方
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
運
び
ま
し
た
。
全
員
が

避
難
所
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
約
30
分

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
た
避
難
は
、
寒
風
沢

島
で
も
同
様
で
し
た
。
寒
風
沢
地
区
の
島
津
功

区
長
（
震
災
時
は
副
区
長
）
も
「
防
潮
堤
の
門

扉
を
閉
め
、
家
族
を
避
難
さ
せ
た
後
は
、
高
台

に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸
第
一
小
学
校
）

ま
で
、
高
齢
者
や
足
腰
の
悪
い
人
を
乗
せ
て
の

ピ
ス
ト
ン
輸
送
だ
っ
た
」
と
語
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
刺
し
網
漁
に
従
事
す
る
島
の
男
性
10
数
名

が
旅
行
で
当
日
不
在
と
い
う
悪
条
件
の
中
で
の

避
難
誘
導
で
し
た
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
道
幅
の
狭
い
島
で
重
宝
さ

れ
る
輸
送
手
段
。
で
す
が
、
そ
れ
を
利
用
し
た

避
難
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
区
と
い
う
“
顔
の
分
か
る
人
間
関
係
”
が

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
区
は
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
、
高
齢
者
が
一
人
で
暮
ら
す
世

帯
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
い
る
世
帯
な
ど
、

ど
こ
に
、
誰
が
生
活
し
て
い
る
の
か
が
分
か

REPORT

浦
戸
の
明
日

～
復
旧
・
復
興
・
未
来

野々島に襲来した津波

り
、
救
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
る
か
ま
で

容
易
に
想
像
で
き
る
、
浦
戸
な
ら
で
は
の
小
さ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。

住
民
の
命
を
守
っ
た

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因

　

野
々
島
で
の
避
難
は
、
命
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
し
た
。
指
定
避
難
所
は
浦
戸
第
二
小
学

校
・
浦
戸
中
学
校
で
す
が
、
集
落
か
ら
少
し
離

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
津
波
が
押
し
寄
せ

る
で
あ
ろ
う
海
岸
に
近
い
場
所
を
通
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
大
半
は
熊
野
神
社
の

境
内
を
避
難
先
と
し
ま
し
た
。
当
日
、
島
に
い

た
消
防
団
員
は
わ
ず
か
２
名
。
区
長
ほ
か
の
地

区
役
員
も
加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
で
し
た
。
区

長
の
鈴
木
虎
男
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
こ
こ
も
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
消
防
団
第
１
分
団
（
野
々
島
担

当
）
の
班
長
さ
ん
が
、
家
々
を
回
っ
て
は
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
て
避
難
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
か
ら
、
私
は
集
ま
っ
て
く
る
方
々

を
高
台
に
あ
る
熊
野
神
社
へ
と
誘
導
し
ま
し

た
。
こ
の
島
で
は
〝
全
住
民
で
一
つ
の
家
族
〟

の
よ
う
な
関
係
な
ん
で
す
。〝
あ
っ
今
日
は
誰

そ
れ
さ
ん
が
本
土
に
出
掛
け
た
な
〟
と
か
分

か
る
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
避
難
人
数
や

安
否
は
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
集
ま
る
と
雪
が
降
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
屋
外
で
は
寒
さ
を
し
の
げ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
台
に
あ
る
学
校
（
浦
戸
第
二
小

学
校
・
浦
戸
中
学
校
）
へ
移
動
す
る
こ
と
を

決
め
た
ん
で
す
。
避
難
し
て
き
た
住
民
の
中

に
は
車
椅
子
の
方
も
い
ま
し
た
。
そ
の
方
を

お
ん
ぶ
し
て
学
校
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

熊
野
神
社
か
ら
学
校
へ
は
、
高
い
所
を
選
ん

で
歩
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
根
づ
た
い
の

道
、
椿
の
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
通
り
ま
し
た
。
津
波
の
襲
来
は
そ
の
途

中
の
こ
と
で
し
た
。
波
は
電
線
の
高
さ
ま
で

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
10
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。〝
ゴ
ー
〟
と
い
う
轟
音
が
と

て
も
不
気
味
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
大
き
な
被
害

が
出
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
し
、
こ
の
時
、

避
難
所
生
活
が
長
期
間
に
な
る
こ
と
を
覚
悟

し
ま
し
た
ね
。

　

学
校
ま
で
も
う
少
し
の
場
所
、
夜
泣
き
地

蔵
と
学
校
の
間
の
道
で
す
が
、
そ
こ
は
低
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
津
波
が
乗
り
越
え
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
波
の
様

子
を
う
か
が
い
、
大
丈
夫
と
判
断
で
き
た
時

に
急
い
で
通
過
し
ま
し
た
。
み
ん
な
命
が
け
。

学
校
に
到
着
し
た
の
は
16
時
過
ぎ
で
し
た
」

　

決
死
の
避
難
を
体
験
し
た
住
民
の
ほ
か
、
浦

戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ブ
ル
ー
セ
ン

タ
ー
）
の
職
員
は
、
２
階
に
上
が
り
津
波
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朴
島
の
住
民
は
、
さ

ん
橋
に
集
合
し
た
後
、
付
近
を
航
行
訓
練
中

だ
っ
た
塩
釜
消
防
署
の
消
防
艇
の
乗
員
と
と

も
に
高
台
に
あ
る
神
明
社
の
境
内
へ
避
難
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
務
所
は
地
震
で
損
壊
。

翌
日
か
ら
は
空
き
住
宅
を
借
り
、
避
難
所
と
し

て
12
日
間
使
用
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
は
浦
戸
４
島
で
３

名
。
人
的
被
害
を
小
さ
く
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
区
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
日
頃
か

ら
訓
練
を
重
ね
て
い
た
消
防
団
や
区
を
ま
と

め
る
役
員
の
行
動
、
多
く
の
住
民
に
あ
る
昭
和

35
年
と
震
災
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
経
験

と
避
難
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識
（
歴
史
と

経
験
に
基
づ
く
住
民
の
備
え
）、
津
波
を
想
定

し
高
台
に
設
け
ら
れ
て
い
た
避
難
所
（
地
形
）、

身
近
に
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
生
活
環
境
）
な
ど
、

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
野
々
島
と
寒
風
沢
島
の
消
防
団
詰
所

（
器
具
置
場
）
は
津
波
で
全
壊
。
ど
ち
ら
も
平

成
25
年
8
月
に
移
転
、
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更
、
バ
ッ
テ
リ
ー
も

長
時
間
対
応
と
す
る
な
ど
震
災
後
に
改
良
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
以
降
の
歩
み
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小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
区
」と
消
防
団
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送

　

大
津
波
警
報
を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線
は
や

が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
、
ラ
ジ
オ
が
唯
一
の
情
報

源
と
な
っ
た
桂
島
地
区
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

「
予
想
さ
れ
る
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
津
波

の
襲
来
が
迫
る
中
、
消
防
団
や
地
区
役
員
の
人
々

は
冷
静
に
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

警
察
署
や
派
出
所
、
消
防
署
の
無
い
浦
戸
で

唯
一
の
防
災
機
関
で
あ
る
塩
竈
市
浦
戸
消
防
団

は
、
２
分
団
５
部
14
班
67
名
、
う
ち
桂
島
を
担

当
す
る
第
2
分
団
は
26
名
（
※
人
数
は
い
ず
れ

も
震
災
時
）。
し
か
し
、
震
災
発
生
は
平
日
の
日

中
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
団
員
の
多
く
は
島
外
に

勤
務
し
て
い
る
た
め
不
在
で
し
た
。
限
ら
れ
た

人
数
の
団
員
に
地
区
役
員
、
そ
の
他
の
住
民
が

加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
だ
っ
た
の
で
す
。
区
長

の
内
海
粂
蔵
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
地
震
の
後
す
ぐ
に
消
防
団
の
詰
所
に
向

か
っ
た
ん
で
す
。〝
警
報
や
注
意
報
が
出
た
ら

詰
所
に
集
合
〟
は
地
区
の
決
ま
り
ご
と
で
す

か
ら
。
詰
所
ま
で
の
道
で
は
、
石
塀
の
倒
壊

縄
文
人
の
生
活
の
痕
跡
が
残
る
島
々
で
、
人
々
は
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
に
生
業
を
求
め
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
何
度
も
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
は
〝
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
〟。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日
は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
り
ま
す
。

熊野神社

平成 25 年 8 月に新設された消防団詰所（野々島）

椿のトンネル浦戸第二小学校・浦戸中学校

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
屋
に
大
き
な
被

害
は
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
詰

所
に
関
係
者
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
急
ぎ

住
民
を
高
台
に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸

第
二
小
学
校
）
へ
誘
導
し
よ
う
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
優
先
し
た
の
が
高
齢
者
と
要

支
援
者
で
し
た
。
ど
こ
の
世
帯
に
高
齢
者
や

要
支
援
者
が
い
る
の
か
、
地
区
の
住
民
な
ら

誰
し
も
分
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
安
否
確

認
も
兼
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し
て
向
か
い

ま
し
た
。
避
難
さ
せ
る
際
、
緊
急
を
要
す
る

こ
と
な
の
で
、
足
の
不
自
由
な
方
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
運
び
ま
し
た
。
全
員
が

避
難
所
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
約
30
分

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
た
避
難
は
、
寒
風
沢

島
で
も
同
様
で
し
た
。
寒
風
沢
地
区
の
島
津
功

区
長
（
震
災
時
は
副
区
長
）
も
「
防
潮
堤
の
門

扉
を
閉
め
、
家
族
を
避
難
さ
せ
た
後
は
、
高
台

に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸
第
一
小
学
校
）

ま
で
、
高
齢
者
や
足
腰
の
悪
い
人
を
乗
せ
て
の

ピ
ス
ト
ン
輸
送
だ
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」
と
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。
そ
れ

は
、
刺
し
網
漁
に
従
事
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る
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の
男
性
10
数
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悪
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の
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の
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が
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の
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る
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間
関
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に
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齢
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世
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と
を
覚
悟

し
ま
し
た
ね
。

　

学
校
ま
で
も
う
少
し
の
場
所
、
夜
泣
き
地

蔵
と
学
校
の
間
の
道
で
す
が
、
そ
こ
は
低
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
津
波
が
乗
り
越
え
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
波
の
様

子
を
う
か
が
い
、
大
丈
夫
と
判
断
で
き
た
時

に
急
い
で
通
過
し
ま
し
た
。
み
ん
な
命
が
け
。

学
校
に
到
着
し
た
の
は
16
時
過
ぎ
で
し
た
」

　

決
死
の
避
難
を
体
験
し
た
住
民
の
ほ
か
、
浦

戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ブ
ル
ー
セ
ン

タ
ー
）
の
職
員
は
、
２
階
に
上
が
り
津
波
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朴
島
の
住
民
は
、
さ

ん
橋
に
集
合
し
た
後
、
付
近
を
航
行
訓
練
中

だ
っ
た
塩
釜
消
防
署
の
消
防
艇
の
乗
員
と
と

も
に
高
台
に
あ
る
神
明
社
の
境
内
へ
避
難
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
務
所
は
地
震
で
損
壊
。

翌
日
か
ら
は
空
き
住
宅
を
借
り
、
避
難
所
と
し

て
12
日
間
使
用
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
は
浦
戸
４
島
で
３

名
。
人
的
被
害
を
小
さ
く
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
区
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
日
頃
か

ら
訓
練
を
重
ね
て
い
た
消
防
団
や
区
を
ま
と

め
る
役
員
の
行
動
、
多
く
の
住
民
に
あ
る
昭
和

35
年
と
震
災
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
経
験

と
避
難
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識
（
歴
史
と

経
験
に
基
づ
く
住
民
の
備
え
）、
津
波
を
想
定

し
高
台
に
設
け
ら
れ
て
い
た
避
難
所
（
地
形
）、

身
近
に
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
生
活
環
境
）
な
ど
、

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
野
々
島
と
寒
風
沢
島
の
消
防
団
詰
所

（
器
具
置
場
）
は
津
波
で
全
壊
。
ど
ち
ら
も
平

成
25
年
8
月
に
移
転
、
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更
、
バ
ッ
テ
リ
ー
も

長
時
間
対
応
と
す
る
な
ど
震
災
後
に
改
良
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
以
降
の
歩
み

9899

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
復
興
事
業
地
区
（
浦
戸
地
区
）
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

長
期
に
わ
た
っ
た
避
難
所
生
活

　

浦
戸
地
区
内
に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
は
、
松

崎
神
社
下
の
民
宿
阿
部
（
震
災
後
一
週
間
）・
旧

浦
戸
第
二
小
学
校
（
桂
島
）、
浦
戸
第
二
小
学
校
・

浦
戸
中
学
校
（
野
々
島
）、
旧
浦
戸
第
一
小
学
校

（
寒
風
沢
島
）、
借
り
上
げ
た
民
家
（
朴
島
）
の

４
カ
所
。
そ
の
う
ち
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ

た
朴
島
は
12
日
間
で
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
他
は
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
が
大
き

く
、
各
島
に
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
が
整
備

さ
れ
、
入
居
開
始
と
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
避
難
所
生
活
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
比
較
的
短
期
間
で
閉
鎖
と
な
っ
た
朴
島
の

区
長
の
尾
形
孝
雄
さ
ん
は
、
津
波
被
害
が
小
さ
か
っ

た
理
由
と
し
て
地
形
的
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
の
は
、
宮
戸

島
と
の
間
の
鰐
ケ
淵
水
道
が
狭
い
た
め
、
外

海
か
ら
波
が
入
っ
て
来
に
く
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時

も
大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
防
潮
堤
の
一
部
が

今
度
の
地
震
で
倒
れ
、
そ
こ
か
ら
津
波
が
浸

水
し
た
ん
で
す
。
地
盤
が
沈
下
し
た
た
め
、

住
宅
地
内
に
ま
で
海
水
が
上
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
…
」

　

現
在
、「
浦
戸
地
区
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
４
島
で
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
、
桂
島
村
、
石
浜
村
、
野
々
島
村
（
朴
島
は

野
々
島
の
一
部
の
扱
い
）、
寒
風
沢
村
と
独
立

し
た
村
で
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
々
の
間
の
距
離
は
近
い
も
の

の
、
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
区
」」
と
い
う
共

同
体
で
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、島
々

の
往
来
に
支
障
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
収

容
者
数
が
減
少
し
て
も
避
難
所
の
統
合
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧浦戸第二小学校

■プレハブ応急仮設住宅の入居開始日
名称 建設戸数 入居開始日

浦戸桂島地区 21 
平成 23 年
6 月 25 日

浦戸野々島地区 15 
平成 23 年
7 月  9 日

浦戸寒風沢地区 12 
平成 23 年
6 月 30 日

合計 48 －

全
住
民
に
よ
る
共
同
生
活
を
支
え
た

食
料
や
燃
料
備
蓄
の
習
慣

　

浦
戸
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
（
世
帯
）

が
何
ら
か
の
津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
住
宅
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
そ
こ
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
避
難
所
生
活
は
、
ほ
ぼ
全
住
民
に
よ
る
共

同
生
活
で
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
土
地
区
の
避
難
所
で
は
、
想

定
以
上
の
人
々
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
り
、
食

料
や
物
資
が
不
足
し
ま
し
た
。
海
に
隔
て
ら
れ
、

電
話
も
通
じ
ず
、
行
政
や
民
間
の
支
援
も
遅
れ
、

さ
ら
に
は
ほ
ぼ
全
住
民
が
避
難
所
に
収
容
さ
れ

た
浦
戸
地
区
。
し
か
し
、
驚
く
こ
と
に
食
料
や

燃
料
の
不
足
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
土
地
区
と
の
往
来
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る

浦
戸
地
区
で
は
、
家
庭
で
食
料
や
燃
料
を
常
時

備
蓄
し
て
お
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
大
型
の
冷
凍
庫
や
食
料
ス
ト
ッ
カ
ー
が
あ

り
、
燃
料
は
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
で

購
入
し
、
備
蓄
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
ガ

ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
し
た
。
流
さ
れ
ず
に
あ
っ

た
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
所
有
者
か
ら
購

入
し
て
食
事
や
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
業
に
従
事
す
る
家
庭
に
は
発
電
機
や
ポ
ン
プ
、

大
型
の
樽
な
ど
の
資
機
材
も
あ
り
ま
し
た
。
雑

用
水
に
は
井
戸
水
や
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
が
利

用
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
飲
料
水
の
不
足
は

深
刻
で
、
15
日
に
は
島
民
の
有
志
が
無
数
の
が

れ
き
が
漂
う
湾
内
に
船
を
出
し
、
窮
状
を
市
に

訴
え
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

◎
電
気　

４
月
25
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
30
日
（
寒
風
沢
島
）

◎
水
道　

３
月
25
日
（
桂
島
の
一
部
）

　
　
　
　

３
月
28
日
（
桂
島
全
域
）

　
　
　
　

４
月
20
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
29
日
（
寒
風
沢
島
）

　
　
　
　

５
月
４
日
（
朴
島
）

明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

自
衛
隊
の
救
援
・
支
援

　

避
難
所
生
活
を
振
り
返
る
時
、
全
地
区
の
区

長
さ
ん
が
口
を
揃
え
る
の
が
自
衛
隊
に
よ
る
救

援
・
支
援
へ
の
感
謝
で
す
。
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ

た
飲
料
水
を
届
け
た
の
も
自
衛
隊
で
し
た
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
艦
船
に
よ
る
物
資
の
輸
送
、
が

れ
き
の
撤
去
、
入
浴
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
で
も
多
く
の
島
民
に
と
っ
て
印
象
に
残
る

思
い
出
と
な
っ
た
の
は
、
手
足
を
洗
う
こ
と
し

か
で
き
ず
、
不
快
感
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
始
め

た
頃
に
受
け
た
、
沖
合
に
停
泊
し
た
大
型
艦
船

で
の
入
浴
支
援
で
し
た
。
大
型
艦
船
ま
で
の
移

動
に
使
用
さ
れ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
へ
の
乗
船

と
、
久
し
ぶ
り
の
入
浴
の
快
適
さ
。
そ
れ
は
避

難
所
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
ひ
と
時
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
入
浴
し
て
い
る
間
、
隊
員
の
方
に
衣

類
を
洗
濯
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
陸
・
海
・
空
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊
か

ら
受
け
た
力
強
く
、
時
に
き
め
細
や
か
で
温
か

い
支
援
の
数
々
は
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
島
民

を
励
ま
し
、
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

の
で
し
た
。

避難所の様子（旧浦戸第二小学校）

災害公営住宅着工式（平成 26 年 6 月 28 日）

自衛隊の支援活動

協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
日
々

　

地
区
の
ほ
ぼ
全
住
民
を
収
容
し
た
避
難
所
。

そ
の
開
設
当
初
を
３
人
の
区
長
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
初
め
て
の
こ
と
で
す
し
、
自
宅
を
失
っ
て

茫
然
と
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
余

震
も
…
。
11
日
の
晩
は
、
そ
う
し
た
み
ん
な

の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
除
く
か
を

考
え
て
い
ま
し
た
」（
桂
島
・
内
海
区
長
）

　
「
廃
校
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し
て
い
た
の

で
、
建
物
の
痛
み
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
た
め
、
炊
事
な
ど
は
屋
外
に
設
置
し
た

テ
ン
ト
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
」（
寒
風
沢
・
島
津
区
長
）

　
「
最
初
の
３
日
間
は
学
校
の
先
生
方
と
一

緒
。
先
生
方
も
家
族
や
自
宅
が
心
配
だ
っ
た

で
し
ょ
う
に
、
島
民
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

　

最
長
で
７
月
上
旬
ま
で
続
い
た
避
難
所
生

活
は
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
日
々
で
し
た
。

支
援
が
届
か
な
か
っ
た
震
災
直
後
は
、
男
性
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
が
れ
き
の
撤
去
を

行
い
、
道
を
作
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち
は
炊
事

を
担
当
。
２
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
避
難
所

と
な
っ
た
旧
浦
戸
第
二
小
学
校
で
は
、
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の
多
さ
か
ら
、
一
日
一

食
（
昼
食
）
は
パ
ン
食
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
（
内
海
区
長
談
）。
島
津
区
長
も
「
炊

事
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
夜
は
、
誰
か
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
“
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
湯
た
ん

ぽ
”
や
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
な
人
々
の
心
と

身
体
を
朝
か
ら
元
気
に
し
よ
う
と
、
全
員
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
臥
せ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
高
齢
者
が
起
き
上

が
っ
て
参
加
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
鈴
木
区
長
談
）。
ま
た
、
桜
の
時
期

に
は
、
お
花
見
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
大
人
数
が
利
用

し
た
ト
イ
レ
で
し
た
。
そ
の
処
理
方
法
は
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
で

も
う
一
度
島
に

　

震
災
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
土
地
区
の
仮
設
住
宅
や
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
入
居
、
あ
る
い
は
親
族
と
の
同
居
に
よ
っ

て
、
島
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
住
民
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
震
災
前
5
8
9

人
（
平
成
23
年
２
月
末
）
だ
っ
た
浦
戸
地
区
（
４

島
５
地
区
）
の
人
口
は
、震
災
後
4
4
1
人
（
平

成
25
年
10
月
末
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

区
の
仲
間
、
隣
同
士
、
同
級
生
、
同
じ
生
業

…
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た
人
と
の
別
れ
は
、

お
互
い
に
辛
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
心

情
は
、
桂
島
の
内
海
和
江
さ
ん
が
島
を
離
れ
て

い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
詩
「
わ

せ
ね
で
や
」
に
も
表
れ
て
い
ま
す
（
※
1
1
2

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
“
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ

る
ほ
ど
、
出
て
行
く
人
が
増
え
る
。
一
度
島
を

出
た
ら
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
い
”
と
５
地
区

の
区
長
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、“
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
、
戻
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
災
害
公
営
住
宅
だ
”
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
親
と
の
同
居
の
た

め
に
も
う
一
度
島
に
戻
っ
て
来
る
人
々
が
い
る

こ
と
を
信
じ
、ま
た
、住
民
の
生
活
再
建
を
願
っ

て
、
区
長
さ
ん
た
ち
は
完
成
す
る
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。
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旧浦戸第一小学校

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

長
期
に
わ
た
っ
た
避
難
所
生
活

　

浦
戸
地
区
内
に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
は
、
松

崎
神
社
下
の
民
宿
阿
部
（
震
災
後
一
週
間
）・
旧

浦
戸
第
二
小
学
校
（
桂
島
）、
浦
戸
第
二
小
学
校
・

浦
戸
中
学
校
（
野
々
島
）、
旧
浦
戸
第
一
小
学
校

（
寒
風
沢
島
）、
借
り
上
げ
た
民
家
（
朴
島
）
の

４
カ
所
。
そ
の
う
ち
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ

た
朴
島
は
12
日
間
で
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
他
は
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
が
大
き

く
、
各
島
に
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
が
整
備

さ
れ
、
入
居
開
始
と
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
避
難
所
生
活
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
比
較
的
短
期
間
で
閉
鎖
と
な
っ
た
朴
島
の

区
長
の
尾
形
孝
雄
さ
ん
は
、
津
波
被
害
が
小
さ
か
っ

た
理
由
と
し
て
地
形
的
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
の
は
、
宮
戸

島
と
の
間
の
鰐
ケ
淵
水
道
が
狭
い
た
め
、
外

海
か
ら
波
が
入
っ
て
来
に
く
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時

も
大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
防
潮
堤
の
一
部
が

今
度
の
地
震
で
倒
れ
、
そ
こ
か
ら
津
波
が
浸

水
し
た
ん
で
す
。
地
盤
が
沈
下
し
た
た
め
、

住
宅
地
内
に
ま
で
海
水
が
上
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
…
」

　

現
在
、「
浦
戸
地
区
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
４
島
で
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
、
桂
島
村
、
石
浜
村
、
野
々
島
村
（
朴
島
は

野
々
島
の
一
部
の
扱
い
）、
寒
風
沢
村
と
独
立

し
た
村
で
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
々
の
間
の
距
離
は
近
い
も
の

の
、
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
区
」」
と
い
う
共

同
体
で
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、島
々

の
往
来
に
支
障
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
収

容
者
数
が
減
少
し
て
も
避
難
所
の
統
合
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧浦戸第二小学校

■プレハブ応急仮設住宅の入居開始日
名称 建設戸数 入居開始日

浦戸桂島地区 21 
平成 23 年
6 月 25 日

浦戸野々島地区 15 
平成 23 年
7 月  9 日

浦戸寒風沢地区 12 
平成 23 年
6 月 30 日

合計 48 －

全
住
民
に
よ
る
共
同
生
活
を
支
え
た

食
料
や
燃
料
備
蓄
の
習
慣

　

浦
戸
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
（
世
帯
）

が
何
ら
か
の
津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
住
宅
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
そ
こ
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
避
難
所
生
活
は
、
ほ
ぼ
全
住
民
に
よ
る
共

同
生
活
で
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
土
地
区
の
避
難
所
で
は
、
想

定
以
上
の
人
々
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
り
、
食

料
や
物
資
が
不
足
し
ま
し
た
。
海
に
隔
て
ら
れ
、

電
話
も
通
じ
ず
、
行
政
や
民
間
の
支
援
も
遅
れ
、

さ
ら
に
は
ほ
ぼ
全
住
民
が
避
難
所
に
収
容
さ
れ

た
浦
戸
地
区
。
し
か
し
、
驚
く
こ
と
に
食
料
や

燃
料
の
不
足
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
土
地
区
と
の
往
来
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る

浦
戸
地
区
で
は
、
家
庭
で
食
料
や
燃
料
を
常
時

備
蓄
し
て
お
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
大
型
の
冷
凍
庫
や
食
料
ス
ト
ッ
カ
ー
が
あ

り
、
燃
料
は
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
で

購
入
し
、
備
蓄
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
ガ

ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
し
た
。
流
さ
れ
ず
に
あ
っ

た
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
所
有
者
か
ら
購

入
し
て
食
事
や
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
業
に
従
事
す
る
家
庭
に
は
発
電
機
や
ポ
ン
プ
、

大
型
の
樽
な
ど
の
資
機
材
も
あ
り
ま
し
た
。
雑

用
水
に
は
井
戸
水
や
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
が
利

用
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
飲
料
水
の
不
足
は

深
刻
で
、
15
日
に
は
島
民
の
有
志
が
無
数
の
が

れ
き
が
漂
う
湾
内
に
船
を
出
し
、
窮
状
を
市
に

訴
え
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

◎
電
気　

４
月
25
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
30
日
（
寒
風
沢
島
）

◎
水
道　

３
月
25
日
（
桂
島
の
一
部
）

　
　
　
　

３
月
28
日
（
桂
島
全
域
）

　
　
　
　

４
月
20
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
29
日
（
寒
風
沢
島
）

　
　
　
　

５
月
４
日
（
朴
島
）

明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

自
衛
隊
の
救
援
・
支
援

　

避
難
所
生
活
を
振
り
返
る
時
、
全
地
区
の
区

長
さ
ん
が
口
を
揃
え
る
の
が
自
衛
隊
に
よ
る
救

援
・
支
援
へ
の
感
謝
で
す
。
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ

た
飲
料
水
を
届
け
た
の
も
自
衛
隊
で
し
た
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
艦
船
に
よ
る
物
資
の
輸
送
、
が

れ
き
の
撤
去
、
入
浴
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
で
も
多
く
の
島
民
に
と
っ
て
印
象
に
残
る

思
い
出
と
な
っ
た
の
は
、
手
足
を
洗
う
こ
と
し

か
で
き
ず
、
不
快
感
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
始
め

た
頃
に
受
け
た
、
沖
合
に
停
泊
し
た
大
型
艦
船

で
の
入
浴
支
援
で
し
た
。
大
型
艦
船
ま
で
の
移

動
に
使
用
さ
れ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
へ
の
乗
船

と
、
久
し
ぶ
り
の
入
浴
の
快
適
さ
。
そ
れ
は
避

難
所
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
ひ
と
時
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
入
浴
し
て
い
る
間
、
隊
員
の
方
に
衣

類
を
洗
濯
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
陸
・
海
・
空
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊
か

ら
受
け
た
力
強
く
、
時
に
き
め
細
や
か
で
温
か

い
支
援
の
数
々
は
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
島
民

を
励
ま
し
、
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

の
で
し
た
。

避難所の様子（旧浦戸第二小学校）

災害公営住宅着工式（平成 26 年 6 月 28 日）

自衛隊の支援活動

協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
日
々

　

地
区
の
ほ
ぼ
全
住
民
を
収
容
し
た
避
難
所
。

そ
の
開
設
当
初
を
３
人
の
区
長
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
初
め
て
の
こ
と
で
す
し
、
自
宅
を
失
っ
て

茫
然
と
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
余

震
も
…
。
11
日
の
晩
は
、
そ
う
し
た
み
ん
な

の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
除
く
か
を

考
え
て
い
ま
し
た
」（
桂
島
・
内
海
区
長
）

　
「
廃
校
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し
て
い
た
の

で
、
建
物
の
痛
み
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
た
め
、
炊
事
な
ど
は
屋
外
に
設
置
し
た

テ
ン
ト
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
」（
寒
風
沢
・
島
津
区
長
）

　
「
最
初
の
３
日
間
は
学
校
の
先
生
方
と
一

緒
。
先
生
方
も
家
族
や
自
宅
が
心
配
だ
っ
た

で
し
ょ
う
に
、
島
民
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

　

最
長
で
７
月
上
旬
ま
で
続
い
た
避
難
所
生

活
は
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
日
々
で
し
た
。

支
援
が
届
か
な
か
っ
た
震
災
直
後
は
、
男
性
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
が
れ
き
の
撤
去
を

行
い
、
道
を
作
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち
は
炊
事

を
担
当
。
２
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
避
難
所

と
な
っ
た
旧
浦
戸
第
二
小
学
校
で
は
、
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の
多
さ
か
ら
、
一
日
一

食
（
昼
食
）
は
パ
ン
食
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
（
内
海
区
長
談
）。
島
津
区
長
も
「
炊

事
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
夜
は
、
誰
か
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
“
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
湯
た
ん

ぽ
”
や
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
な
人
々
の
心
と

身
体
を
朝
か
ら
元
気
に
し
よ
う
と
、
全
員
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
臥
せ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
高
齢
者
が
起
き
上

が
っ
て
参
加
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
鈴
木
区
長
談
）。
ま
た
、
桜
の
時
期

に
は
、
お
花
見
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
大
人
数
が
利
用

し
た
ト
イ
レ
で
し
た
。
そ
の
処
理
方
法
は
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
で

も
う
一
度
島
に

　

震
災
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
土
地
区
の
仮
設
住
宅
や
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
入
居
、
あ
る
い
は
親
族
と
の
同
居
に
よ
っ

て
、
島
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
住
民
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
震
災
前
5
8
9

人
（
平
成
23
年
２
月
末
）
だ
っ
た
浦
戸
地
区
（
４

島
５
地
区
）
の
人
口
は
、震
災
後
4
4
1
人
（
平

成
25
年
10
月
末
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

区
の
仲
間
、
隣
同
士
、
同
級
生
、
同
じ
生
業

…
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た
人
と
の
別
れ
は
、

お
互
い
に
辛
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
心

情
は
、
桂
島
の
内
海
和
江
さ
ん
が
島
を
離
れ
て

い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
詩
「
わ

せ
ね
で
や
」
に
も
表
れ
て
い
ま
す
（
※
1
1
2

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
“
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ

る
ほ
ど
、
出
て
行
く
人
が
増
え
る
。
一
度
島
を

出
た
ら
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
い
”
と
５
地
区

の
区
長
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、“
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
、
戻
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
災
害
公
営
住
宅
だ
”
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
親
と
の
同
居
の
た

め
に
も
う
一
度
島
に
戻
っ
て
来
る
人
々
が
い
る

こ
と
を
信
じ
、ま
た
、住
民
の
生
活
再
建
を
願
っ

て
、
区
長
さ
ん
た
ち
は
完
成
す
る
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。
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“
船
”
の
重
要
性
。

新
た
な
輸
送
・
交
通
手
段
の
創
出

　
「“
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
を
一
日
で
も
早

く
”。
そ
れ
を
訴
え
る
た
め
、
15
日
に
市
役
所
へ

行
っ
た
ん
で
す
」。
石
浜
区
長
の
髙
橋
栄
悦
さ
ん

は
、
浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
生
命
線
で

あ
る
“
船
”
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　
「
島
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
学
や
通
勤
の
手

段
で
あ
る
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
が
復
旧
・
復

興
の
始
ま
り
な
ん
で
す
。
被
害
を
受
け
た
上
、

学
校
に
も
職
場
に
も
行
け
な
い
の
で
は
、
島

を
出
る
こ
と
を
選
ぶ
し
か
な
い
。
市
に
は
運

航
再
開
を
最
優
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
３

月
26
日
、
関
係
機
関
の
方
々
の
頑
張
り
に
よ
っ

て
、
石
浜
ま
で
運
航
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
人
と
物
の
動
き
が
現
れ
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

震
災
か
ら
約
１
年
後
、
市
営
汽
船
の
ダ
イ
ヤ

が
震
災
前
に
戻
っ
た
平
成
24
年
４
月
、
浦
戸
貨

物
フ
ェ
リ
ー
「
な
の
は
な
ま
る
」
が
就
航
し
ま

し
た
。
塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と

な
っ
た
「
宮
城
県
塩
釜
市
浦
戸
諸
島
貨
物
輸
送

の
た
め
の
19
屯
型
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
N
P
O
浦
戸
フ
ェ
リ
ー

に
寄
贈
さ
れ
た
船
は
、
浦
戸
地
区
と
塩
竈
を
結

ぶ
初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
で
す
。
浦
戸
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い
船
名
は
、
浦
戸
中
学
校
の
生
徒
の
命

名
。
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
２
台
、
軽
乗
用
車

で
あ
れ
ば
８
台
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

海
上
輸
送
手
段
は
、
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
新
航
路
に

つ
い
て
は
、
島
の
住
民
自
身
も
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
浦
戸
５
地
区
の
区
長
さ
ん
ほ
か
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
浦
戸
自
主
航
路
運
営
協
議

会
」
で
は
、
平
成
26
年
９
月
か
ら
自
主
運
航
船

「
S
A
W
A
Y
A
K
A
（
さ
わ
や
か
）」（
４
・

８
ト
ン
、
13
人
乗
り
）
を
就
航
さ
せ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
か
ら
の
寄
付
を
受
け
て

船
を
購
入
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
島
の
漁
業

者
が
交
代
で
操
縦
し
、
市
営
汽
船
の
最
終
便
後

の
夜
間
な
ど
に
運
航
。
帰
宅
が
遅
く
な
る
住
民

の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

漁
業
者
の
自
助
努
力
の
一
環
。

「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

浦
戸
地
区
の
漁
業
者
の
復
興
に
向
け
た
歩
み

の
一
つ
が
「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。「
行
政
・
支
援
団
体
か
ら
の
義
援
金
や
寄

付
金
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
漁
業
従

浦戸フェリー「なのはなまる」

浦戸支所へパソコンを寄贈

事
者
自
ら
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の
手
で
操
業
再

開
の
糸
口
を
掴
み
、
自
ら
の
足
で
歩
ん
で
い
こ

う
と
す
る
自
助
努
力
の
一
環
」（
※
一
般
社
団
法

人 

う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
趣

意
書
よ
り
）
と
し
て
の
活
動
で
す
。
そ
の
ス
タ
ー

ト
は
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。

　

１
万
円
の
支
援
金
を
募
る
「
う
ら
と
海
の
子

一
口
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、
支
援
金
の
半
分

を
漁
業
資
材
・
設
備
の
購
入
や
修
繕
費
に
あ

て
、
残
り
の
半
分
を
生
産
者
・
漁
業
者
の
直
接

的
な
収
入
と
な
る
よ
う
地
元
の
ノ
リ
や
牡
カ
キ

な
ど
の
海
産
物
を
仕
入
れ
、
支
援
い
た
だ
い
た

方
々
へ
復
興
の
証
、
御
礼
と
し
て
届
け
る
も
の
。

募
集
締
切
の
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
に
約

１
億
８
６
０
０
万
円
も
集
ま
り
、
漁
業
者
を
物

心
両
面
で
支
援
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
26
年
、
浜
を

越
え
て
の
復
興
を
目
指
し
た
販
売
会
社
「
株
式

会
社
海
の
子
N
e
t
.
」
を
設
立
し
、、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は
、
漁

業
後
継
者
不
足
の
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
海

の
子
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
一
口
１
万
円
）
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
漁
業
者
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
始
め
た
活
動
は
、
着
実
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
温
か
い
支
援
も

漁
業
の
再
建
を
後
押
し

　

海
外
か
ら
も
震
災
直
後
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ

に
本
部
の
あ
る
N
G
O
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ

レ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、

O
B
I
）
か
ら
の
支
援
で
し
た
。
O
B
I
は
、

災
害
救
助
や
医
療
扶
助
、
飢
餓
救
援
な
ど
で
苦
し

む
世
界
中
の
人
々
に
奉
仕
す
る
団
体
で
す
。
国

内
外
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
支
援
体
制
は
、
迅

速
か
つ
機
動
的
、
専
門
的
で
あ
り
、
何
よ
り
被

災
者
の
立
場
を
熟
知
し
た
も
の
で
し
た
。

　

支
援
は
３
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
避
難

所
へ
は
飲
料
水
や
食
料
、
ま
た
、
被
災
に
よ
っ
て

メ
ガ
ネ
を
紛
失
あ
る
い
は
破
損
し
た
方
々
を
対
象

と
し
た
無
料
で
の
メ
ガ
ネ
製
作
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
自
転
車
な
ど
、
物
心
両
面
か
ら
心
配
り
が
行
き

届
い
た
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
戸
の
漁
協

や
漁
業
者
へ
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
発
電

機
、
刺
し
網
や
養
殖
用
資
材
ほ
か
の
漁
具
、
和
船

な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
再
建
を
諦
め
か
け
て
い
た
浦
戸
の
漁
業
者
を

力
づ
け
、
将
来
に
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
温
か
い
支
援
に
対
し
て
、
市
で
は
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

「みんなの白菜プロジェクト」

青山学院大学ボランティア・ステーション活動報告会 in 塩竈青山学院大学ボランティア・ステーション学生さんたち

復
興
に
向
け
て
と
も
に
歩
む
。

学
生
た
ち
と
島
の
住
民
の
交
流

　

学
生
か
ら
の
支
援
は
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場

で
あ
り
、
島
の
住
民
に
と
っ
て
う
れ
し
い
も
の

で
し
た
。
青
山
学
院
大
学
の
学
生
団
体
「
青
山

学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
団
体
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
平

成
24
年
８
月
に
訪
れ
、
浦
戸
地
区
で
は
環
境
支

援
（
除
草
作
業
・
海
岸
清
掃
）、経
済
復
興
支
援
（
養

殖
作
業
、
花
火
大
会
の
手
伝
い
）、
本
土
地
区
で

も
教
育
支
援
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
）、
福
祉
支
援
（
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
訪
問
）
ほ
か
の
活
動
を
行
い
、島
の
住
民
、

本
土
地
区
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

長
く
幅
広
く
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
、
平
成

26
年
２
月
、
市
と
青
山
学
院
大
学
と
の
間
で
、「
相

互
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
塩
竈
市
の
復
興
に
向

け
た
地
域
課
題
の
解
決
及
び
地
域
の
活
性
化
並

び
に
青
山
学
院
大
学
の
人
材
育
成
及
び
研
究
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
「
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
も
８
月
９
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の

期
間
に
約
１
０
０
人
の
学
生
が
訪
れ
、
活
動
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
浦

戸
小
・
中
一
貫
校
」
で
は
、
特
色
あ
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た
青
山
学
院
大
学
の
留

学
生
と
の
「
英
会
話
交
流
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
協
定
の
下
、
よ
り
幅
広
い
交

流
を
進
め
ま
す
。

　

明
成
高
校
調
理
科
（
仙
台
市
）
の
生
徒
や
卒

業
生
ら
を
中
心
と
す
る
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
リ

エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、「
み
ん
な
の
白
菜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
野
々
島
の
畑

で
の
「
白
菜
の
採
種
文
化
の
保
存
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、「
山
形
大
学
震
災
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
の
学
生
た
ち
が
支
援
に
訪

れ
、「
山
形
大
学
浦
戸
諸
島
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
学
生
た
ち
が
「
浦
戸
諸
島
桂
島
観
光

復
興
支
援
ツ
ア
ー
」
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
７
月
、
４
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
し

た
桂
島
海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
を
手
伝
っ
た
の

も
、
山
形
大
学
の
学
生
た
ち
で
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
生
態
適

応
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
を
中
心
と
し
た
「
東
北

グ
リ
ー
ン
復
興
」
で
は
、「
食
歩
学
守
i
n
浦

戸
諸
島
」
を
掲
げ
、
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス

を
住
民
と
と
も
に
協
議
、
さ
ら
に
は
、
島
の
味
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
を
検
討
す

る
な
ど
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
数
多
く
の
学
校
の
学
生
が
支
援
に
訪

れ
、
島
の
住
民
を
元
気
付
け
、
と
も
に
復
興
に

向
け
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

水
産
業
、
定
住
、
観
光
の
課
題
。

浦
戸
の
明
日
は
、
塩
竈
の
明
日

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
浦
戸
地
区

の
復
興
の
方
向
性
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

近
接
の
高
台
移
転
等
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
全
・
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
特
に
移
転
に
あ
た
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
移
転
を
図
り
、
医
療
・
福
祉

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
避
難
路

の
整
備
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
な
ど
、

防
災
機
能
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
生
活
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

浅
海
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
環
境
の

復
興
に
あ
わ
せ
た
既
存
防
潮
機
能
の
強
化
や
、

漁
業
施
設
及
び
共
同
利
用
施
設
な
ど
の
早
期

復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
を
早
期
に
復
旧
す
る
と
と

も
に
、
県
に
よ
る
農
地
海
岸
の
復
旧
と
あ
わ

せ
、
市
内
唯
一
の
水
田
の
復
元
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
島
の
営
み
自
体
が
観
光
資
源
と
な
る
よ
う

な
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
組　
【
主
な
事
業
】

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

・
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業

・
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業
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“
船
”
の
重
要
性
。

新
た
な
輸
送
・
交
通
手
段
の
創
出

　
「“
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
を
一
日
で
も
早

く
”。
そ
れ
を
訴
え
る
た
め
、
15
日
に
市
役
所
へ

行
っ
た
ん
で
す
」。
石
浜
区
長
の
髙
橋
栄
悦
さ
ん

は
、
浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
生
命
線
で

あ
る
“
船
”
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　
「
島
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
学
や
通
勤
の
手

段
で
あ
る
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
が
復
旧
・
復

興
の
始
ま
り
な
ん
で
す
。
被
害
を
受
け
た
上
、

学
校
に
も
職
場
に
も
行
け
な
い
の
で
は
、
島

を
出
る
こ
と
を
選
ぶ
し
か
な
い
。
市
に
は
運

航
再
開
を
最
優
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
３

月
26
日
、
関
係
機
関
の
方
々
の
頑
張
り
に
よ
っ

て
、
石
浜
ま
で
運
航
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
人
と
物
の
動
き
が
現
れ
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

震
災
か
ら
約
１
年
後
、
市
営
汽
船
の
ダ
イ
ヤ

が
震
災
前
に
戻
っ
た
平
成
24
年
４
月
、
浦
戸
貨

物
フ
ェ
リ
ー
「
な
の
は
な
ま
る
」
が
就
航
し
ま

し
た
。
塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と

な
っ
た
「
宮
城
県
塩
釜
市
浦
戸
諸
島
貨
物
輸
送

の
た
め
の
19
屯
型
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
N
P
O
浦
戸
フ
ェ
リ
ー

に
寄
贈
さ
れ
た
船
は
、
浦
戸
地
区
と
塩
竈
を
結

ぶ
初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
で
す
。
浦
戸
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い
船
名
は
、
浦
戸
中
学
校
の
生
徒
の
命

名
。
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
２
台
、
軽
乗
用
車

で
あ
れ
ば
８
台
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

海
上
輸
送
手
段
は
、
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
新
航
路
に

つ
い
て
は
、
島
の
住
民
自
身
も
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
浦
戸
５
地
区
の
区
長
さ
ん
ほ
か
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
浦
戸
自
主
航
路
運
営
協
議

会
」
で
は
、
平
成
26
年
９
月
か
ら
自
主
運
航
船

「
S
A
W
A
Y
A
K
A
（
さ
わ
や
か
）」（
４
・

８
ト
ン
、
13
人
乗
り
）
を
就
航
さ
せ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
か
ら
の
寄
付
を
受
け
て

船
を
購
入
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
島
の
漁
業

者
が
交
代
で
操
縦
し
、
市
営
汽
船
の
最
終
便
後

の
夜
間
な
ど
に
運
航
。
帰
宅
が
遅
く
な
る
住
民

の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

漁
業
者
の
自
助
努
力
の
一
環
。

「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

浦
戸
地
区
の
漁
業
者
の
復
興
に
向
け
た
歩
み

の
一
つ
が
「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。「
行
政
・
支
援
団
体
か
ら
の
義
援
金
や
寄

付
金
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
漁
業
従

浦戸フェリー「なのはなまる」

浦戸支所へパソコンを寄贈

事
者
自
ら
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の
手
で
操
業
再

開
の
糸
口
を
掴
み
、
自
ら
の
足
で
歩
ん
で
い
こ

う
と
す
る
自
助
努
力
の
一
環
」（
※
一
般
社
団
法

人 

う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
趣

意
書
よ
り
）
と
し
て
の
活
動
で
す
。
そ
の
ス
タ
ー

ト
は
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。

　

１
万
円
の
支
援
金
を
募
る
「
う
ら
と
海
の
子

一
口
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、
支
援
金
の
半
分

を
漁
業
資
材
・
設
備
の
購
入
や
修
繕
費
に
あ

て
、
残
り
の
半
分
を
生
産
者
・
漁
業
者
の
直
接

的
な
収
入
と
な
る
よ
う
地
元
の
ノ
リ
や
牡
カ
キ

な
ど
の
海
産
物
を
仕
入
れ
、
支
援
い
た
だ
い
た

方
々
へ
復
興
の
証
、
御
礼
と
し
て
届
け
る
も
の
。

募
集
締
切
の
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
に
約

１
億
８
６
０
０
万
円
も
集
ま
り
、
漁
業
者
を
物

心
両
面
で
支
援
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
26
年
、
浜
を

越
え
て
の
復
興
を
目
指
し
た
販
売
会
社
「
株
式

会
社
海
の
子
N
e
t
.
」
を
設
立
し
、、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は
、
漁

業
後
継
者
不
足
の
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
海

の
子
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
一
口
１
万
円
）
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
漁
業
者
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
始
め
た
活
動
は
、
着
実
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
温
か
い
支
援
も

漁
業
の
再
建
を
後
押
し

　

海
外
か
ら
も
震
災
直
後
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ

に
本
部
の
あ
る
N
G
O
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ

レ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、

O
B
I
）
か
ら
の
支
援
で
し
た
。
O
B
I
は
、

災
害
救
助
や
医
療
扶
助
、
飢
餓
救
援
な
ど
で
苦
し

む
世
界
中
の
人
々
に
奉
仕
す
る
団
体
で
す
。
国

内
外
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
支
援
体
制
は
、
迅

速
か
つ
機
動
的
、
専
門
的
で
あ
り
、
何
よ
り
被

災
者
の
立
場
を
熟
知
し
た
も
の
で
し
た
。

　

支
援
は
３
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
避
難

所
へ
は
飲
料
水
や
食
料
、
ま
た
、
被
災
に
よ
っ
て

メ
ガ
ネ
を
紛
失
あ
る
い
は
破
損
し
た
方
々
を
対
象

と
し
た
無
料
で
の
メ
ガ
ネ
製
作
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
自
転
車
な
ど
、
物
心
両
面
か
ら
心
配
り
が
行
き

届
い
た
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
戸
の
漁
協

や
漁
業
者
へ
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
発
電

機
、
刺
し
網
や
養
殖
用
資
材
ほ
か
の
漁
具
、
和
船

な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
再
建
を
諦
め
か
け
て
い
た
浦
戸
の
漁
業
者
を

力
づ
け
、
将
来
に
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
温
か
い
支
援
に
対
し
て
、
市
で
は
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

「みんなの白菜プロジェクト」

青山学院大学ボランティア・ステーション活動報告会 in 塩竈青山学院大学ボランティア・ステーション学生さんたち

復
興
に
向
け
て
と
も
に
歩
む
。

学
生
た
ち
と
島
の
住
民
の
交
流

　

学
生
か
ら
の
支
援
は
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場

で
あ
り
、
島
の
住
民
に
と
っ
て
う
れ
し
い
も
の

で
し
た
。
青
山
学
院
大
学
の
学
生
団
体
「
青
山

学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
団
体
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
平

成
24
年
８
月
に
訪
れ
、
浦
戸
地
区
で
は
環
境
支

援
（
除
草
作
業
・
海
岸
清
掃
）、経
済
復
興
支
援
（
養

殖
作
業
、
花
火
大
会
の
手
伝
い
）、
本
土
地
区
で

も
教
育
支
援
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
）、
福
祉
支
援
（
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
訪
問
）
ほ
か
の
活
動
を
行
い
、島
の
住
民
、

本
土
地
区
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

長
く
幅
広
く
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
、
平
成

26
年
２
月
、
市
と
青
山
学
院
大
学
と
の
間
で
、「
相

互
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
塩
竈
市
の
復
興
に
向

け
た
地
域
課
題
の
解
決
及
び
地
域
の
活
性
化
並

び
に
青
山
学
院
大
学
の
人
材
育
成
及
び
研
究
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
「
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
も
８
月
９
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の

期
間
に
約
１
０
０
人
の
学
生
が
訪
れ
、
活
動
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
浦

戸
小
・
中
一
貫
校
」
で
は
、
特
色
あ
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た
青
山
学
院
大
学
の
留

学
生
と
の
「
英
会
話
交
流
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
協
定
の
下
、
よ
り
幅
広
い
交

流
を
進
め
ま
す
。

　

明
成
高
校
調
理
科
（
仙
台
市
）
の
生
徒
や
卒

業
生
ら
を
中
心
と
す
る
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
リ

エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、「
み
ん
な
の
白
菜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
野
々
島
の
畑

で
の
「
白
菜
の
採
種
文
化
の
保
存
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、「
山
形
大
学
震
災
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
の
学
生
た
ち
が
支
援
に
訪

れ
、「
山
形
大
学
浦
戸
諸
島
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
学
生
た
ち
が
「
浦
戸
諸
島
桂
島
観
光

復
興
支
援
ツ
ア
ー
」
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
７
月
、
４
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
し

た
桂
島
海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
を
手
伝
っ
た
の

も
、
山
形
大
学
の
学
生
た
ち
で
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
生
態
適

応
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
を
中
心
と
し
た
「
東
北

グ
リ
ー
ン
復
興
」
で
は
、「
食
歩
学
守
i
n
浦

戸
諸
島
」
を
掲
げ
、
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス

を
住
民
と
と
も
に
協
議
、
さ
ら
に
は
、
島
の
味
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
を
検
討
す

る
な
ど
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
数
多
く
の
学
校
の
学
生
が
支
援
に
訪

れ
、
島
の
住
民
を
元
気
付
け
、
と
も
に
復
興
に

向
け
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

水
産
業
、
定
住
、
観
光
の
課
題
。

浦
戸
の
明
日
は
、
塩
竈
の
明
日

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
浦
戸
地
区

の
復
興
の
方
向
性
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

近
接
の
高
台
移
転
等
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
全
・
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
特
に
移
転
に
あ
た
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
移
転
を
図
り
、
医
療
・
福
祉

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
避
難
路

の
整
備
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
な
ど
、

防
災
機
能
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
生
活
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

浅
海
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
環
境
の

復
興
に
あ
わ
せ
た
既
存
防
潮
機
能
の
強
化
や
、

漁
業
施
設
及
び
共
同
利
用
施
設
な
ど
の
早
期

復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
を
早
期
に
復
旧
す
る
と
と

も
に
、
県
に
よ
る
農
地
海
岸
の
復
旧
と
あ
わ

せ
、
市
内
唯
一
の
水
田
の
復
元
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
島
の
営
み
自
体
が
観
光
資
源
と
な
る
よ
う

な
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
組　
【
主
な
事
業
】

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

・
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業

・
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業
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浦
戸
地
区
の
産
業
の
柱
で
あ
る
水
産
業
で

は
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業
に

よ
り
、
平
成
24
年
10
月
、
カ
キ
共
同
処
理
施
設

（
寒
風
沢
島
）
お
よ
び
乾
海
苔
共
同
加
工
施
設

が
相
次
い
で
完
成
。
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
塩

釜
市
浦
戸
支
所
と
浦
戸
東
部
支
所
、
各
漁
業
者

の
努
力
に
よ
り
、
震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
、
多
く
の
住
民
は

将
来
に
希
望
を
持
て
ず
に
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
夏
、
市
で
は
浦
戸
地
区
の
宅
地
地

権
者
（
不
在
地
主
）
と
住
民
を
対
象
に
、
現
在

と
今
後
の
生
活
設
計
、
地
区
の
将
来
像
な
ど

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
見
る
と
、「
生
業
を
担
う
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、
47
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
担
い
手
は
い
な
い
」
と
回
答
。
ま

た
、「
生
業
の
10
年
後
」
に
つ
い
て
は
、
79
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪
い
」、
地
区
の
10
年
後

に
つ
い
て
も
63
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
浦
戸
地
区
の
定
住
促

進
施
策
と
し
て
「
浦
戸
ス
テ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
漁
業
者

を
育
成
す
る
施
設
、
新
た
な
短
期
滞
在
者
を
収

容
す
る
施
設
と
、
そ
の
仕
組
み
の
整
備
で
す
。

ま
た
、
同
年
度
内
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
住
民
の
意
向
や
地
区
の
特
性
、
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
、

定
住
促
進
の
た
め
の
新
た
な
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
研
修
、
観
光
、
交
流
策
を
検

討
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月

５
日
「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交

流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
型
観
光
船
や
市
営
汽
船
か
ら
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
島
々
の
景
観
（
ウ

ラ
ガ
ワ
）
を
、
漁
業
者
が
普
段
使
用
し
て
い

る
“
だ
ん
べ
っ
こ
”（
船
外
機
船
）
に
乗
っ
て

楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。
今
回
は
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
、
浦
戸
諸
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
方
を
対
象
に
、
参

加
を
募
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
浦
戸
の
体
験

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
東
北
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
が
平

成
24
年
度
か
ら
市
と
協
力
し
て
開
発
を
進
め

て
き
た
「
潮
流
発
電
装
置
」
が
、
平
成
26
年

11
月
に
寒
風
沢
島
の
旧
さ
ん
橋
跡
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
ま
で
発
電
し
た
電
力
は

地
元
漁
協
に
供
給
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
電
力
を
利
用
す
る
潮
流
発
電
実
験
は
国
内
初

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
装
置
の
組
立
は
市
内
の

東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
が
担
当
し
ま
し
た
。
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
探
る
試
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
な
ど
、
復

興
を
牽
引
す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
も
秘
め

て
い
ま
す
。

「 

人
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
。
い
い

と
こ
ろ
な
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」

「 

住
民
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
が
一
番
。
に
ぎ

や
か
さ
が
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

「 

２
年
で
仮
設
か
ら
出
ら
れ
る
と
思
っ
た
ら
…
。

災
害
公
営
住
宅
が
待
ち
遠
し
い
」

「
も
っ
と
船
の
便
が
よ
く
な
れ
ば
…
」

「 （
事
業
が
）
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
不
安
に

な
る
」

「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
う
ら
と
の
ウ
ラ

ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

潮流発電装置

平成 26 年夏、４年ぶりにオープンした桂島海水浴場

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
む
中
、
５
地
区
の
区

長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
不
安
。
住
民
を
、
そ

し
て
地
域
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
今
後
の
復
興

事
業
に
寄
せ
る
期
待
。
そ
し
て
何
よ
り
も
区
長

さ
ん
全
員
が
口
を
揃
え
る
の
は
地
区
へ
の
愛
着

で
し
た
。

「
浦
戸
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
。

　

浦
戸
地
区
は
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日

は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
る
の
で
す
。

■浦戸地区復旧・復興事業の歩み

年 月日 漁業集落防災
機能強化事業

漁港施設機能
強化事業

防災集団移転
促進事業

小規模住宅地区
改良事業

災害公営住宅
整備事業 その他の事業

H24 3月2日

第１回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・石浜・野々
島・寒風沢地区）

第1回復興交付金事
業計画において事業
採択（野々島・寒風沢
地区）

第1回復興交付金
事業計画において
事業採択（朴島地
区）

3月12日 事業承認 事業承認

5月1日
測 量 調 査 着 手（ 桂
島・石浜・野々島・寒
風沢地区）

5月25日

第２回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・野々島・
寒風沢地区）

6月 27日
29日

住民説明会（桂島・
野々島・寒風沢地区）

8月31日
寒風沢漁港離岸堤・
馬越浮桟橋完成（災
害復旧）

10月9日

「東日本大震災の復
興事業による建設土
の利用に関する協定」
調印式（七ヶ浜町）

10月 16日
　　19日
　　22日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

11月2日 事業承認（大臣同意）
11月27日
　　29日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島地区）

11月30日
第４回復興交付金事
業計画において事業採
択（桂島・寒風沢地区）

第４回復興交付金事
業計画において事業
採択（朴島地区）

12月2日 住民説明会（寒風沢
地区）

H25 1月18日
浦戸諸島に係る災害
公営住宅整備推進に
向けた覚書締結（UR）

2月4日 住民懇談会（桂島地
区）

2月5日 住民懇談会（野々島・
寒風沢地区）

3月26日 工事着手（寒風沢地区）

4月17日
　～22日

住民懇談会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

7月18日 住民説明会（野々島・
寒風沢・朴島地区）

7月19日 住民説明会（桂島・
寒風沢地区）

8月22日 工事着手（桂島・寒
風沢地区）

9月20日 工事着手（野々 島地区）

9月30日
建設をURに要請（桂
島・野々島・寒風沢・
朴島地区）

12月26日 浮桟橋完成（寒風沢地区）

H26 3月27日

漁業集落防災機能
強化事業工事着手

（桂島・野々島・寒風
沢地区）

3月28日 野々島漁港-中防波
堤完成（災害復旧）

6月10日 工事着手（朴島）

9月19日 野々島漁港-１ｍ物揚
場船揚場完成

H27 2月末 桂島地区（Ⅰ期）完成
（予定）

3月上
平成27年度中工事
完了予定（桂島・寒
風沢地区）

野々島地区完成（予
定）
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REPORT

　

浦
戸
地
区
の
産
業
の
柱
で
あ
る
水
産
業
で

は
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業
に

よ
り
、
平
成
24
年
10
月
、
カ
キ
共
同
処
理
施
設

（
寒
風
沢
島
）
お
よ
び
乾
海
苔
共
同
加
工
施
設

が
相
次
い
で
完
成
。
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
塩

釜
市
浦
戸
支
所
と
浦
戸
東
部
支
所
、
各
漁
業
者

の
努
力
に
よ
り
、
震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
、
多
く
の
住
民
は

将
来
に
希
望
を
持
て
ず
に
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
夏
、
市
で
は
浦
戸
地
区
の
宅
地
地

権
者
（
不
在
地
主
）
と
住
民
を
対
象
に
、
現
在

と
今
後
の
生
活
設
計
、
地
区
の
将
来
像
な
ど

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
見
る
と
、「
生
業
を
担
う
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、
47
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
担
い
手
は
い
な
い
」
と
回
答
。
ま

た
、「
生
業
の
10
年
後
」
に
つ
い
て
は
、
79
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪
い
」、
地
区
の
10
年
後

に
つ
い
て
も
63
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
浦
戸
地
区
の
定
住
促

進
施
策
と
し
て
「
浦
戸
ス
テ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
漁
業
者

を
育
成
す
る
施
設
、
新
た
な
短
期
滞
在
者
を
収

容
す
る
施
設
と
、
そ
の
仕
組
み
の
整
備
で
す
。

ま
た
、
同
年
度
内
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
住
民
の
意
向
や
地
区
の
特
性
、
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
、

定
住
促
進
の
た
め
の
新
た
な
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
研
修
、
観
光
、
交
流
策
を
検

討
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月

５
日
「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交

流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
型
観
光
船
や
市
営
汽
船
か
ら
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
島
々
の
景
観
（
ウ

ラ
ガ
ワ
）
を
、
漁
業
者
が
普
段
使
用
し
て
い

る
“
だ
ん
べ
っ
こ
”（
船
外
機
船
）
に
乗
っ
て

楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。
今
回
は
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
、
浦
戸
諸
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
方
を
対
象
に
、
参

加
を
募
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
浦
戸
の
体
験

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
東
北
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
が
平

成
24
年
度
か
ら
市
と
協
力
し
て
開
発
を
進
め

て
き
た
「
潮
流
発
電
装
置
」
が
、
平
成
26
年

11
月
に
寒
風
沢
島
の
旧
さ
ん
橋
跡
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
ま
で
発
電
し
た
電
力
は

地
元
漁
協
に
供
給
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
電
力
を
利
用
す
る
潮
流
発
電
実
験
は
国
内
初

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
装
置
の
組
立
は
市
内
の

東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
が
担
当
し
ま
し
た
。
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
探
る
試
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
な
ど
、
復

興
を
牽
引
す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
も
秘
め

て
い
ま
す
。

「 

人
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
。
い
い

と
こ
ろ
な
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」

「 

住
民
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
が
一
番
。
に
ぎ

や
か
さ
が
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

「 

２
年
で
仮
設
か
ら
出
ら
れ
る
と
思
っ
た
ら
…
。

災
害
公
営
住
宅
が
待
ち
遠
し
い
」

「
も
っ
と
船
の
便
が
よ
く
な
れ
ば
…
」

「 （
事
業
が
）
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
不
安
に

な
る
」

「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
う
ら
と
の
ウ
ラ

ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

潮流発電装置

平成 26 年夏、４年ぶりにオープンした桂島海水浴場

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
む
中
、
５
地
区
の
区

長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
不
安
。
住
民
を
、
そ

し
て
地
域
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
今
後
の
復
興

事
業
に
寄
せ
る
期
待
。
そ
し
て
何
よ
り
も
区
長

さ
ん
全
員
が
口
を
揃
え
る
の
は
地
区
へ
の
愛
着

で
し
た
。

「
浦
戸
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
。

　

浦
戸
地
区
は
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日

は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
る
の
で
す
。

■浦戸地区復旧・復興事業の歩み

年 月日 漁業集落防災
機能強化事業

漁港施設機能
強化事業

防災集団移転
促進事業

小規模住宅地区
改良事業

災害公営住宅
整備事業 その他の事業

H24 3月2日

第１回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・石浜・野々
島・寒風沢地区）

第1回復興交付金事
業計画において事業
採択（野々島・寒風沢
地区）

第1回復興交付金
事業計画において
事業採択（朴島地
区）

3月12日 事業承認 事業承認

5月1日
測 量 調 査 着 手（ 桂
島・石浜・野々島・寒
風沢地区）

5月25日

第２回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・野々島・
寒風沢地区）

6月 27日
29日

住民説明会（桂島・
野々島・寒風沢地区）

8月31日
寒風沢漁港離岸堤・
馬越浮桟橋完成（災
害復旧）

10月9日

「東日本大震災の復
興事業による建設土
の利用に関する協定」
調印式（七ヶ浜町）

10月 16日
　　19日
　　22日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

11月2日 事業承認（大臣同意）
11月27日
　　29日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島地区）

11月30日
第４回復興交付金事
業計画において事業採
択（桂島・寒風沢地区）

第４回復興交付金事
業計画において事業
採択（朴島地区）

12月2日 住民説明会（寒風沢
地区）

H25 1月18日
浦戸諸島に係る災害
公営住宅整備推進に
向けた覚書締結（UR）

2月4日 住民懇談会（桂島地
区）

2月5日 住民懇談会（野々島・
寒風沢地区）

3月26日 工事着手（寒風沢地区）

4月17日
　～22日

住民懇談会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

7月18日 住民説明会（野々島・
寒風沢・朴島地区）

7月19日 住民説明会（桂島・
寒風沢地区）

8月22日 工事着手（桂島・寒
風沢地区）

9月20日 工事着手（野々 島地区）

9月30日
建設をURに要請（桂
島・野々島・寒風沢・
朴島地区）

12月26日 浮桟橋完成（寒風沢地区）

H26 3月27日

漁業集落防災機能
強化事業工事着手

（桂島・野々島・寒風
沢地区）

3月28日 野々島漁港-中防波
堤完成（災害復旧）

6月10日 工事着手（朴島）

9月19日 野々島漁港-１ｍ物揚
場船揚場完成

H27 2月末 桂島地区（Ⅰ期）完成
（予定）

3月上
平成27年度中工事
完了予定（桂島・寒
風沢地区）

野々島地区完成（予
定）
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浦戸地区の復旧・復興事業

■防災集団移転促進事業の概要
移転促進区域 住宅団地

面積（ha） 住宅戸数（戸） 面積（ha） 移転戸数（戸）
桂　島 2.5 35 0.5 13 
寒風沢 2.1 35 0.8 12 
合　計 4.6 70 1.3 25 

▶防災集団移転促進事業

▶漁業集落防災機能強化事業
　  （桂島・石浜・野々島・寒風沢地区）

▶小規模住宅地区改良事業
　  （朴島地区）

　災害公営住宅へのアクセス道となる集落道や、津波発生時

に住民や観光客が速やかに高台へ避難するための避難路を整

備します。

　住民の方々との意見交換や県事業との調整を行いながら、

平成 25 年度までに調査を終え、26 年度から集落道や避難路

の工事に着手しています。

▶漁港施設機能強化事業
　  （野々島・寒風沢地区）

▶漁港施設災害復旧事業
　  （野々島・寒風沢地区）

　浦戸地区の基幹産業である浅海漁業の復興を目指し、拠点

となる漁港施設（防波堤、物揚場、船揚場、浮桟橋）の復旧

工事と、漁港のかさ上げ工事を行っています。

　地盤沈下が著しい浦戸地区では、満潮時に漁港施設が冠水

する状況が続いており、一日も早い完成を目指して工事を進

めています。

▶災害公営住宅整備事業
桂島・野々島・寒風沢・朴島の 4 カ所に合計 45 戸整備します。

　震災で甚大な被害を受け、人口減少が著しい浦戸地区の集落再生と、これか

らの島づくりの担い手確保を目指し、寒風沢と桂島の旧浦戸第一、第二小学校

を改修して「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」を整備します。

　校舎の 1 階には住民交流のための多目的室や炊き出し拠点（厨房）、浴室など

を、2 階には就漁希望者などの宿泊施設 6 室を設け、J ターンなどによる新たな

就漁希望者が宿泊できる施設や、地域住民の交流施設、災害時の防災避難施設

として活用します。

　現在整備を進めており、平成 27 年度中のオープンを目指しています。

▶浦戸地区集落再生促進施設整備事業（桂島・寒風沢地区）

整備が急がれる集落道（寒風沢）

工事が進む漁港施設（野々島）

浮桟橋の完成式（寒風沢）

「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」に生まれ変わる
旧浦戸第二小学校（桂島）

　桂島・寒風沢島の一部では、浸水被害が大きかったこと

から、高台に造成する団地に災害公営住宅の整備とあわせ

集団移転を行います。

　防災集団移転促進事業では、移転促進区域内の住宅 70 

戸（桂島 35 戸、寒風沢 35 戸）のうち、25 戸（桂島 13 

戸、寒風沢 12 戸）が新たに造成する高台の住宅団地や災

害公営住宅に移転します。

●計画敷地（㎡）
5,436

●戸数
５棟 14 戸
木造１～２階建て長屋 12 戸
木造平屋建て戸建２戸

●計画敷地（㎡）
1,930

●戸数
２棟 15 戸
木造２階建て共同８戸
木造２階建て共同 7 戸

●計画敷地（㎡）
7,762

●戸数
７棟 11 戸
木造平屋建て長屋５戸
木造平屋建て戸建６戸

●計画敷地（㎡）
1,796

●戸数
戸数／ 3 棟 5 戸
木造平屋建て長屋 4 戸
木造平屋建て戸建 1 戸

桂島
地区

野々島
地区

寒風沢
地区

朴島
地区

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定（1期）事業要請 建築工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定事業要請 建築工事
着手

〈スケジュール（漁業集落防災機能強化事業）〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業認可 事業採択 工事着手 工事完了予定

完成予定（2期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定
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浦戸地区の復旧・復興事業

■防災集団移転促進事業の概要
移転促進区域 住宅団地

面積（ha） 住宅戸数（戸） 面積（ha） 移転戸数（戸）
桂　島 2.5 35 0.5 13 
寒風沢 2.1 35 0.8 12 
合　計 4.6 70 1.3 25 

▶防災集団移転促進事業

▶漁業集落防災機能強化事業
　  （桂島・石浜・野々島・寒風沢地区）

▶小規模住宅地区改良事業
　  （朴島地区）

　災害公営住宅へのアクセス道となる集落道や、津波発生時

に住民や観光客が速やかに高台へ避難するための避難路を整

備します。

　住民の方々との意見交換や県事業との調整を行いながら、

平成 25 年度までに調査を終え、26 年度から集落道や避難路

の工事に着手しています。

▶漁港施設機能強化事業
　  （野々島・寒風沢地区）

▶漁港施設災害復旧事業
　  （野々島・寒風沢地区）

　浦戸地区の基幹産業である浅海漁業の復興を目指し、拠点

となる漁港施設（防波堤、物揚場、船揚場、浮桟橋）の復旧

工事と、漁港のかさ上げ工事を行っています。

　地盤沈下が著しい浦戸地区では、満潮時に漁港施設が冠水

する状況が続いており、一日も早い完成を目指して工事を進

めています。

▶災害公営住宅整備事業
桂島・野々島・寒風沢・朴島の 4 カ所に合計 45 戸整備します。

　震災で甚大な被害を受け、人口減少が著しい浦戸地区の集落再生と、これか

らの島づくりの担い手確保を目指し、寒風沢と桂島の旧浦戸第一、第二小学校

を改修して「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」を整備します。

　校舎の 1 階には住民交流のための多目的室や炊き出し拠点（厨房）、浴室など

を、2 階には就漁希望者などの宿泊施設 6 室を設け、J ターンなどによる新たな

就漁希望者が宿泊できる施設や、地域住民の交流施設、災害時の防災避難施設

として活用します。

　現在整備を進めており、平成 27 年度中のオープンを目指しています。

▶浦戸地区集落再生促進施設整備事業（桂島・寒風沢地区）

整備が急がれる集落道（寒風沢）

工事が進む漁港施設（野々島）

浮桟橋の完成式（寒風沢）

「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」に生まれ変わる
旧浦戸第二小学校（桂島）

　桂島・寒風沢島の一部では、浸水被害が大きかったこと

から、高台に造成する団地に災害公営住宅の整備とあわせ

集団移転を行います。

　防災集団移転促進事業では、移転促進区域内の住宅 70 

戸（桂島 35 戸、寒風沢 35 戸）のうち、25 戸（桂島 13 

戸、寒風沢 12 戸）が新たに造成する高台の住宅団地や災

害公営住宅に移転します。

●計画敷地（㎡）
5,436

●戸数
５棟 14 戸
木造１～２階建て長屋 12 戸
木造平屋建て戸建２戸

●計画敷地（㎡）
1,930

●戸数
２棟 15 戸
木造２階建て共同８戸
木造２階建て共同 7 戸

●計画敷地（㎡）
7,762

●戸数
７棟 11 戸
木造平屋建て長屋５戸
木造平屋建て戸建６戸

●計画敷地（㎡）
1,796

●戸数
戸数／ 3 棟 5 戸
木造平屋建て長屋 4 戸
木造平屋建て戸建 1 戸

桂島
地区

野々島
地区

寒風沢
地区

朴島
地区

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定（1期）事業要請 建築工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定事業要請 建築工事
着手

〈スケジュール（漁業集落防災機能強化事業）〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業認可 事業採択 工事着手 工事完了予定

完成予定（2期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定
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●防災集団移転促進事業

●災害公営住宅整備等事業

●浦戸地区集落再生促進施設整備事業
・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●災害公営住宅整備事業
●小規模住宅改良事業

●桂島漁港災害復旧
＜県事業＞

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・緑地・広場整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・一次避難場所（集会所）整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●防災集団移転促進事業
●災害公営住宅整備等事業
●ステイ・ステーションの整備
●浦戸地区集落
　再生促進施設整備事業

・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●寒風沢漁港災害復旧
・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・護岸整備
・道路復旧
・防潮堤整備

▶浦戸地区の復旧・復興事業　概要

浦戸地区の復旧・復興事業

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●災害公営住宅整備等事業
●野々島漁港災害復旧

・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・道路復旧
・防潮堤整備

●同報系防災行政無線設備設置
・デジタル化更新、監視カメラ設置

●浦戸消防団第一分団器具置場
・復旧

●休憩所整備
・うらとラウンジ「菜の花」

野 島々

《浦戸・桂島地区》 《浦戸・寒風沢地区》

《浦戸・野々島地区》

（イメージパース）

《浦戸・朴島地区》
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●防災集団移転促進事業

●災害公営住宅整備等事業

●浦戸地区集落再生促進施設整備事業
・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●災害公営住宅整備事業
●小規模住宅改良事業

●桂島漁港災害復旧
＜県事業＞

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・緑地・広場整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・一次避難場所（集会所）整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●防災集団移転促進事業
●災害公営住宅整備等事業
●ステイ・ステーションの整備
●浦戸地区集落
　再生促進施設整備事業

・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●寒風沢漁港災害復旧
・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・護岸整備
・道路復旧
・防潮堤整備

▶浦戸地区の復旧・復興事業　概要

浦戸地区の復旧・復興事業

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●災害公営住宅整備等事業
●野々島漁港災害復旧

・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・道路復旧
・防潮堤整備

●同報系防災行政無線設備設置
・デジタル化更新、監視カメラ設置

●浦戸消防団第一分団器具置場
・復旧

●休憩所整備
・うらとラウンジ「菜の花」

野 島々

《浦戸・桂島地区》 《浦戸・寒風沢地区》

《浦戸・野々島地区》

（イメージパース）

《浦戸・朴島地区》
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昭
和
35
年
チ
リ
地
震
津
波
と

復
興
の
記
録
・
記
憶

「
災
を
転
じ
て
福
と
な
す
」、

島
の
未
来
を
築
く
復
旧
・
復
興
を
再
び
。

そ
し
て
、
そ
の
記
憶
・
経
験
を
次
の

世
代
へ

　

東
日
本
大
震
災
の
お
よ
そ
半
世
紀
前
に
塩
竈
市

を
襲
っ
た
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
。
そ
れ
は

浦
戸
地
区
の
全
島
を
孤
立
さ
せ
、
生
活
と
産
業
を

破
壊
し
、
本
土
地
区
に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
一
時
は
「
茫
然
自
失
」
と
な
り
な
が
ら
も

力
強
く
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
た
浦
戸
地
区
住

民
。
そ
の
記
録
は
、
寒
風
沢
島
の
海
岸
、
太
平
洋

に
向
か
っ
て
立
つ
石
碑
の
碑
文
か
ら
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
35
年
5
月
24
日
黎
明
を
破
っ
て
来
襲
し

た
津
波
は
寒
風
沢
沖
に
面
す
る
前
浜
・
韮
浜
・

要
ノ
浜
・
元
屋
敷
の
各
堤
防
を
決
壊
し
怒
濤
と

化
し
て
揚
陸
せ
り
。
水
田
17
・
9
1
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
畠
地
4
・
5
0
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

埋
没
冠
水
し
、
倒
壊
家
屋
1
戸
、
浸
水
家
屋

二
十
数
戸
和
船
十
数
隻
大
破
し
、
電
話
、
電
灯

の
送
電
架
線
柱
の
倒
壊
、
断
線
に
よ
り
寒
風
沢

を
始
め
浦
戸
全
島
は
孤
立
化
せ
り
、
島
民
は
只

茫
然
自
失
あ
る
の
み
。
漁
業
協
同
組
合
の
発
議

に
よ
り
、
区
長
、
消
防
団
長
と
相
諮
り
津
波

復
旧
対
策
本
部
を
結
成
、
塩
釜
市
浦
戸
東
部
漁

業
協
同
組
合
内
に
こ
れ
を
設
置
し
、
被
害
の
調

査
、
確
認
、
飲
料
水
の
確
保
、
井
戸
の
衛
生
消

毒
、
通
信
連
絡
等
、
塩
竈
市
役
所
津
波
対
策

本
部
と
の
緊
密
な
る
連
携
を
保
つ
こ
と
久
し
。

こ
れ
よ
り
さ
き
決
壊
堤
防
の
復
旧
作
業
に
と

り
か
か
れ
り
。
耕
地
の
荒
蕪
塩
害
を
怖
れ
る
地

元
住
民
は
も
と
よ
り
、隣
接
桂
島
、石
浜
、野
々

島
、
吉
津
浦
地
区
等
よ
り
消
防
団
員
、
一
般

人
を
含
む
多
数
の
応
援
と
、
陸
上
自
衛
隊
松

島
航
空
基
地
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し

被
災
状
況
の
連
絡
に
あ
た
れ
り
。

　

一
方
塩
釜
海
上
保
安
部
内
火
艇
、
地
元
動
力

漁
船
に
よ
り
堤
防
復
旧
用
米
俵
1
3
0
0
0

余
俵
を
塩
竈
市
役
所
水
産
農
商
課
の
指
揮
で

搬
入
宮
城
県
仙
台
土
地
改
良
事
務
所
の
技
術

指
導
に
依
り
元
屋
敷
堤
防
の
応
急
築
堤
工
事

を
完
了
せ
り
。
こ
の
挙
に
臨
み
、
本
県
三
浦

義
男
知
事
は
浦
戸
諸
島
を
海
岸
保
全
法
の
指

定
地
域
と
な
せ
り
。

　

昭
和
39
年
7
月
、
桃
和
田
、
元
屋
敷
、
大
迎
、

平
戸
、
前
浜
及
貝
ノ
浜
囲
い
、
23
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
土
地
改
良
工
区
に
定
め
、
塩
釜
市
浦
戸
東
部

農
業
協
同
組
合
営
に
よ
り
土
地
改
良
事
業
が
着

工
さ
れ
、
昭
和
40
年
3
月
完
成
せ
り
。
た
め
に

営
農
改
善
へ
の
端
緒
と
な
り
ぬ
。
ま
こ
と
に
災

を
転
じ
て
福
と
な
す
喩
え
の
如
し
。
こ
こ
に
寒

風
沢
高
潮
対
策
堤
防
第
一
次
工
事
の
完
工
を
記

念
し
、
チ
リ
地
震
津
波
来
襲
16
周
年
を
省
み
て

島
民
の
復
旧
へ
の
情
熱
と
こ
れ
を
う
け
て
国
政

に
結
ん
だ
故
衆
議
院
議
員
愛
知
揆
一
先
生
の
霊

に
捧
げ
人
々
へ
の
警
鐘
と
な
す
。

  

昭
和
51
年
5
月
25
日

市政だより（昭和 35 年６月 24 日付）

津波到達時の寒風沢水道（土井憲司氏提供）

「チリ地震津波被災の地」碑
旧浦戸第一小学校の校門に残る

「漁港災害復旧工事記念」の銘板

　

チ
リ
地
震
津
波
か
ら
１
カ
月
後
の
市
政
だ
よ

り
（
６
月
24
日
付
）
は
「
こ
の
惨
状
を
忘
れ
ず

に
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、
市
内
各
所
の
被
害

状
況
を
写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。
実
際
に
津
波

で
被
害
を
受
け
た
市
民
や
広
報
で
知
っ
た
市
民

は
、
そ
の
記
憶
を
現
在
に
至
る
ま
で
持
ち
続
け
、

あ
の
３
月
11
日
に
速
や
か
な
避
難
行
動
を
起
こ

し
ま
し
た
。

「
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
も
柳
浜
の

方
か
ら
波
が
来
た
」（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

「
チ
リ
地
震
津
波
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
、
新
し

い
堤
防
が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
が
今
回
破
壊
さ

れ
た
」（
寒
風
沢
島
・
島
津
区
長
）

　

二
人
の
区
長
さ
ん
も
当
時
の
記
憶
を
語
り
ま

す
。
記
憶
や
経
験
が
命
を
守
る
こ
と
、
そ
れ
を

残
す
こ
と
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
、
昭
和
35
年
の
チ

リ
地
震
津
波
を
は
る
か
に
上
回
る
規
模
で
し
た
。

し
か
し
、
再
び
「
災
を
転
じ
て
福
と
な
す
」。
将

来
、
苦
難
を
そ
う
振
り
返
え
ら
れ
る
こ
と
を
願

い
、
市
で
は
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
島
の
未

来
を
築
く
基
盤
と
な
る
復
旧
・
復
興
事
業
を
地

区
内
の
各
地
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
の
復
旧
・
復
興
、
そ
れ
は
「
原
状

復
旧
」
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
安
全
・

安
心
、
活
気
あ
ふ
れ
る
島
の
暮
ら
し
を
実
現
す

る
も
の
で
す
。
生
活
、
産
業
基
盤
に
加
え
て
、

津
波
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に
対
す
る
防
災
力

の
強
化
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
復
旧
・
復
興
の

歩
み
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
と
経
験
が
次
の

世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。

長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
へ
。
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昭
和
35
年
チ
リ
地
震
津
波
と

復
興
の
記
録
・
記
憶

「
災
を
転
じ
て
福
と
な
す
」、

島
の
未
来
を
築
く
復
旧
・
復
興
を
再
び
。

そ
し
て
、
そ
の
記
憶
・
経
験
を
次
の

世
代
へ

　

東
日
本
大
震
災
の
お
よ
そ
半
世
紀
前
に
塩
竈
市

を
襲
っ
た
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
。
そ
れ
は

浦
戸
地
区
の
全
島
を
孤
立
さ
せ
、
生
活
と
産
業
を

破
壊
し
、
本
土
地
区
に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
一
時
は
「
茫
然
自
失
」
と
な
り
な
が
ら
も

力
強
く
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
た
浦
戸
地
区
住

民
。
そ
の
記
録
は
、
寒
風
沢
島
の
海
岸
、
太
平
洋

に
向
か
っ
て
立
つ
石
碑
の
碑
文
か
ら
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
35
年
5
月
24
日
黎
明
を
破
っ
て
来
襲
し

た
津
波
は
寒
風
沢
沖
に
面
す
る
前
浜
・
韮
浜
・

要
ノ
浜
・
元
屋
敷
の
各
堤
防
を
決
壊
し
怒
濤
と

化
し
て
揚
陸
せ
り
。
水
田
17
・
9
1
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
畠
地
4
・
5
0
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

埋
没
冠
水
し
、
倒
壊
家
屋
1
戸
、
浸
水
家
屋

二
十
数
戸
和
船
十
数
隻
大
破
し
、
電
話
、
電
灯

の
送
電
架
線
柱
の
倒
壊
、
断
線
に
よ
り
寒
風
沢

を
始
め
浦
戸
全
島
は
孤
立
化
せ
り
、
島
民
は
只

茫
然
自
失
あ
る
の
み
。
漁
業
協
同
組
合
の
発
議

に
よ
り
、
区
長
、
消
防
団
長
と
相
諮
り
津
波

復
旧
対
策
本
部
を
結
成
、
塩
釜
市
浦
戸
東
部
漁

業
協
同
組
合
内
に
こ
れ
を
設
置
し
、
被
害
の
調

査
、
確
認
、
飲
料
水
の
確
保
、
井
戸
の
衛
生
消

毒
、
通
信
連
絡
等
、
塩
竈
市
役
所
津
波
対
策

本
部
と
の
緊
密
な
る
連
携
を
保
つ
こ
と
久
し
。

こ
れ
よ
り
さ
き
決
壊
堤
防
の
復
旧
作
業
に
と

り
か
か
れ
り
。
耕
地
の
荒
蕪
塩
害
を
怖
れ
る
地

元
住
民
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と
よ
り
、隣
接
桂
島
、石
浜
、野
々

島
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吉
津
浦
地
区
等
よ
り
消
防
団
員
、
一
般

人
を
含
む
多
数
の
応
援
と
、
陸
上
自
衛
隊
松

島
航
空
基
地
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し

被
災
状
況
の
連
絡
に
あ
た
れ
り
。

　

一
方
塩
釜
海
上
保
安
部
内
火
艇
、
地
元
動
力

漁
船
に
よ
り
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用
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俵
を
塩
竈
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所
水
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課
の
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の
技
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に
依
り
元
屋
敷
堤
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の
応
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築
堤
工
事

を
完
了
せ
り
。
こ
の
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に
臨
み
、
本
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三
浦

義
男
知
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は
浦
戸
諸
島
を
海
岸
保
全
法
の
指

定
地
域
と
な
せ
り
。

　

昭
和
39
年
7
月
、
桃
和
田
、
元
屋
敷
、
大
迎
、

平
戸
、
前
浜
及
貝
ノ
浜
囲
い
、
23
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
土
地
改
良
工
区
に
定
め
、
塩
釜
市
浦
戸
東
部

農
業
協
同
組
合
営
に
よ
り
土
地
改
良
事
業
が
着

工
さ
れ
、
昭
和
40
年
3
月
完
成
せ
り
。
た
め
に

営
農
改
善
へ
の
端
緒
と
な
り
ぬ
。
ま
こ
と
に
災

を
転
じ
て
福
と
な
す
喩
え
の
如
し
。
こ
こ
に
寒

風
沢
高
潮
対
策
堤
防
第
一
次
工
事
の
完
工
を
記

念
し
、
チ
リ
地
震
津
波
来
襲
16
周
年
を
省
み
て

島
民
の
復
旧
へ
の
情
熱
と
こ
れ
を
う
け
て
国
政

に
結
ん
だ
故
衆
議
院
議
員
愛
知
揆
一
先
生
の
霊

に
捧
げ
人
々
へ
の
警
鐘
と
な
す
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和
51
年
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25
日

市政だより（昭和 35 年６月 24 日付）

津波到達時の寒風沢水道（土井憲司氏提供）

市政だより（昭和 35 年６月 24 日付）

「チリ地震津波被災の地」碑
旧浦戸第一小学校の校門に残る

「漁港災害復旧工事記念」の銘板

　

チ
リ
地
震
津
波
か
ら
１
カ
月
後
の
市
政
だ
よ

り
（
６
月
24
日
付
）
は
「
こ
の
惨
状
を
忘
れ
ず

に
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、
市
内
各
所
の
被
害

状
況
を
写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。
実
際
に
津
波

で
被
害
を
受
け
た
市
民
や
広
報
で
知
っ
た
市
民

は
、
そ
の
記
憶
を
現
在
に
至
る
ま
で
持
ち
続
け
、

あ
の
３
月
11
日
に
速
や
か
な
避
難
行
動
を
起
こ

し
ま
し
た
。

「
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
も
柳
浜
の

方
か
ら
波
が
来
た
」（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

「
チ
リ
地
震
津
波
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
、
新
し

い
堤
防
が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
が
今
回
破
壊
さ

れ
た
」（
寒
風
沢
島
・
島
津
区
長
）

　

二
人
の
区
長
さ
ん
も
当
時
の
記
憶
を
語
り
ま

す
。
記
憶
や
経
験
が
命
を
守
る
こ
と
、
そ
れ
を

残
す
こ
と
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
、
昭
和
35
年
の
チ

リ
地
震
津
波
を
は
る
か
に
上
回
る
規
模
で
し
た
。

し
か
し
、
再
び
「
災
を
転
じ
て
福
と
な
す
」。
将

来
、
苦
難
を
そ
う
振
り
返
え
ら
れ
る
こ
と
を
願

い
、
市
で
は
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
島
の
未

来
を
築
く
基
盤
と
な
る
復
旧
・
復
興
事
業
を
地

区
内
の
各
地
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
の
復
旧
・
復
興
、
そ
れ
は
「
原
状

復
旧
」
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
安
全
・

安
心
、
活
気
あ
ふ
れ
る
島
の
暮
ら
し
を
実
現
す

る
も
の
で
す
。
生
活
、
産
業
基
盤
に
加
え
て
、

津
波
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に
対
す
る
防
災
力

の
強
化
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
復
旧
・
復
興
の

歩
み
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
と
経
験
が
次
の

世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。

長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
へ
。
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震
災
直
後
、
桂
島
の
避
難
所
で
生
ま
れ
た
一
遍
の
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

島
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、
そ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
〈
わ
せ
ね
で
や
〉。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
内
海
和
江
さ
ん
が
、

島
を
離
れ
て
い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
「
津
波
で
家
が
や
ら
れ
て
、
島
を
出
る
こ
と
に

な
っ
た
人
た
ち
に
〝
み
ん
な
頑
張
っ
て
ね
、
ま

た
帰
っ
て
き
て
よ
〟
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
た

の
。
本
当
は
声
に
出
し
て
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ

け
ど
、
あ
の
頃
、
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
で
10
日
間

ほ
ど
声
を
出
せ
な
か
っ
た
の
ね
…
。」

　

そ
れ
ま
で
内
海
さ
ん
は
、
詩
を
書
い
た
経
験

が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
突
然
頭

の
中
に
聞
こ
え
て
き
た
「
書
き
な
さ
い
、
書
き

な
さ
い
」
と
い
う
声
に
突
き
動
か
さ
れ
る
ま
ま

に
、
春
の
菜
の
花
、
夏
の
ハ
マ
ナ
ス
、
秋
の
萩

な
ど
、
思
い
起
こ
さ
れ
て
き
た
島
の
さ
ま
ざ
ま

な
風
景
を
ひ
た
す
ら
に
綴
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
様
子
は
、
東
北
放
送
で
放
送
さ
れ
て
い
る
朝

の
情
報
番
組
『
ウ
ォ
ッ
チ
ン
！
み
や
ぎ
』
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
番
組
を
見
て
東
北
放
送
に
連

絡
を
取
っ
た
の
が
、
在
仙
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、

元
ザ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
の
ヒ
ザ
シ
さ
ん
。「
こ
の

美
し
い
詩
を
後
世
に
残
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
詩
に
曲
を
つ
け
て
形
に
し
た
い
と
強
く
感
じ

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で『
ウ
ォ
ッ
チ
ン
！
み
や
ぎ
』

の
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
『
桂
島
“
う

た
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
発
足
。

　

そ
の
後
、
内
海
さ
ん
が
大
フ
ァ
ン
で
あ
る

内海　和江さん
Ⓒ TBC

「
わ
せ
ね
で
や
」

震
災
直
後
、
桂
島
の
避
難
所
で
生
ま
れ
た
一
遍
の
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

島
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、
そ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
〈
わ
せ
ね
で
や
〉。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
内
海
和
江
さ
ん
が
、

島
を
離
れ
て
い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
も
の
で
し
た
。
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震
災
直
後
、
桂
島
の
避
難
所
で
生
ま
れ
た
一
遍
の
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

島
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、
そ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
〈
わ
せ
ね
で
や
〉。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
内
海
和
江
さ
ん
が
、

島
を
離
れ
て
い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
も
の
で
し
た
。

「
津
波
で
家
が
や
ら
れ
て
、
島
を
出
る
こ
と
に

な
っ
た
人
た
ち
に
〝
み
ん
な
頑
張
っ
て
ね
、
ま

た
帰
っ
て
き
て
よ
〟
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
た

の
。
本
当
は
声
に
出
し
て
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ

け
ど
、
あ
の
頃
、
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
で
10
日
間

ほ
ど
声
を
出
せ
な
か
っ
た
の
ね
…
。」

　

そ
れ
ま
で
内
海
さ
ん
は
、
詩
を
書
い
た
経
験

が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
突
然
頭

の
中
に
聞
こ
え
て
き
た
「
書
き
な
さ
い
、
書
き

な
さ
い
」
と
い
う
声
に
突
き
動
か
さ
れ
る
ま
ま

に
、
春
の
菜
の
花
、
夏
の
ハ
マ
ナ
ス
、
秋
の
萩

な
ど
、
思
い
起
こ
さ
れ
て
き
た
島
の
さ
ま
ざ
ま

な
風
景
を
ひ
た
す
ら
に
綴
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
様
子
は
、
東
北
放
送
で
放
送
さ
れ
て
い
る
朝

の
情
報
番
組
『
ウ
ォ
ッ
チ
ン
！
み
や
ぎ
』
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
番
組
を
見
て
東
北
放
送
に
連

絡
を
取
っ
た
の
が
、
在
仙
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、

元
ザ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
の
ヒ
ザ
シ
さ
ん
。「
こ
の

美
し
い
詩
を
後
世
に
残
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
詩
に
曲
を
つ
け
て
形
に
し
た
い
と
強
く
感
じ

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で『
ウ
ォ
ッ
チ
ン
！
み
や
ぎ
』

の
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
『
桂
島
〝
う

た
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
発
足
。

　

そ
の
後
、
内
海
さ
ん
が
大
フ
ァ
ン
で
あ
る

と
い
う
加
藤
登

紀
子
さ
ん
を
は

じ
め
、
熊
谷
育

美
さ
ん
、
閃
雷

さ
ん
と
い
っ
た

一
流
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
協
力

で
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
が
行
わ
れ
、

平
成
24
年
7
月

11
日
に
待
望
の

Ｃ
Ｄ
が
リ
リ
ー

ス
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
せ
ね
で
や
―
―
そ
れ
は
宮
城
県
の
方
言
で

「
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
い
う
意
味
。〝
私
も
覚
え

て
い
る
か
ら
ね
〟
と
の
親
し
さ
が
込
め
ら
れ
た

言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ

わ
し
く
、「
１
０
０
年
後
も
そ
の
先
も
歌
い
継
が

れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、Ｃ
Ｄ
の
発
売
を
機
に
、

桂
島
や
東
北
放
送
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
ラ
イ

ブ
な
ど
に
つ
な
が
り
、
や
が
て
は
宮
城
県
警
察

音
楽
隊
が
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
吹
奏
楽
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
演
奏
し
た
り
、
仙
台
南
高
校
合
唱
部
の
皆

さ
ん
が
桂
島
を
訪
れ
て
内
海
さ
ん
の
前
で
歌
声

を
披
露
し
た
り
と
、
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
『
わ
せ
ね
で
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と

名
称
を
変
え
、
平
成
26
年
に
は
桂
島
の
海
水
浴

場
再
開
の
費
用
と
し
て
Ｃ
Ｄ
の
収
益
か
ら
50
万

円
を
塩
竈
市
に
義
援
金
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
東
北
放
送
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、〈
わ
せ
ね
で
や
〉
へ
の

思
い
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

平成 24 年 7 月、ボーカルの加藤登紀子さんと作曲・ギター
担当のミュージシャン ヒザシさんが塩竈市役所を訪れ、佐藤
塩竈市長と桂島の皆さん（代表：内海粂蔵さん・鈴木卓朗さ
ん）へと CD が贈呈されました。併せて、加藤さん直筆の「わ
せねでや」の書も市長にプレゼントされました

被
災
後
、
一
度
は
畳
も
う
と
思
っ
た
お
店
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
励
ま
し
も
あ
っ
て
〝
島
の
コ
ン
ビ
ニ
わ
せ
ね
で
屋
〟

と
し
て
再
開
。
ご
主
人
の
輝
男
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
営
業
を
続

け
る
。「
桂
島
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
の
休
息
の
場
に
し
て
ほ
し

い
の
ね
」

平
成
25
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
T
B
C
夏
ま
つ
り
２
０
１
３

で
は
、
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
を
会
場
に
し
て
、
加
藤
登
紀
子

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
み
ち
の
空
と
、
仙
台
南
高
校
の
合
唱
団
の
皆
さ
ん
が

「
わ
せ
ね
で
や
」を
大
合
唱
。大
ト
リ
と
し
て
披
露
さ
れ
、ス
テ
ー

ジ
上
は
も
ち
ろ
ん
観
客
席
の
皆
さ
ん
も
一
体
と
な
っ
て
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た

平成 25 年、浦戸諸島を訪れたお客様（ご希望の方）
にプレゼントされた塩竈市営汽船乗船記念券 「希望
の栞」。各島ごと５色あり（各島の形がプリントさ
れています）、裏面には「わせねでや」の歌詞の一
節が季節ごとに添えられています

　
「
多
く
の
方
が
こ
の
曲
に
共
感
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
、
被
災
地
の
現
状
、
ふ
る
さ
と
や
仲

間
の
大
切
さ
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。〝
被
災
地
の
、
小
さ
な
島
の
こ
と
を
忘

れ
て
見
捨
て
て
し
ま
わ
な
い
で
〟
と
い
う
意
味

に
加
え
て
、
元
か
ら
島
に
縁
の
あ
っ
た
人
、
震

災
が
き
っ
か
け
で
縁
が
で
き
た
人
に
〝
ま
た
来

て
よ
〟〝（
私
も
）
忘
れ
ず
に
（
覚
え
て
・
記
憶

し
て
）
い
る
か
ら
ね
〟
と
い
う
温
か
な
呼
び
掛

け
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
歌
を
広

め
る
活
動
と
と
も
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
場

所
・
人
・
活
動
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、「
本
当
に

び
っ
く
り
し
て
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
日
々
な
の
」

と
語
る
の
は
内
海
さ
ん
。

　
「
人
生
に
は
、上
り
坂
と
下
り
坂
の
ほ
か
に
〝
ま

さ
か
〟
の
坂
が
あ
る
の
。
父
親
は
塩
釜
港
と
桂

島
を
結
ぶ
巡
航
船
の
礎
を
築
い
た
人
。
そ
れ
が

今
、
塩
釜
港
か
ら
出
る
巡
航
船
で
は
娘
の
私
が

携
わ
っ
た
〈
わ
せ
ね
で
や
〉
が
流
れ
て
い
る
の
っ

て
、
本
当
に
不
思
議
な
縁
で
し
ょ
う
。」　

　

内
海
さ
ん
は
、
今
も
詩
を
綴
り
続
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
今
後
は
、
平
成
29
年
頃
を
目
標
に

浦
戸
諸
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
を
書
き
あ
げ
る

こ
と
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
「
元
気
に
が
ん

ば
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

内海　和江さん
Ⓒ TBC

「
わ
せ
ね
で
や
」

震
災
直
後
、
桂
島
の
避
難
所
で
生
ま
れ
た
一
遍
の
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

島
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、
そ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
〈
わ
せ
ね
で
や
〉。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
内
海
和
江
さ
ん
が
、

島
を
離
れ
て
い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
も
の
で
し
た
。

わ
せ
ね
で
や

作
詞

　桂
島
＂う
た＂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

原
詞

　内
海
和
江

作
曲

　ヒ
ザ
シ

歌

　
　加
藤
登
紀
子

島
の
風
に 

こ
の
身
を
吹
か
れ 

歩
く
小
道 

鼻
唄
そ
え
て

め
ぐ
る 

め
ぐ
る
季
節
の
唄
は 

君
が
愛
し
た 

故
郷
の
歌

春
は
菜
の
花 

お
ぼ
ろ
月
夜 

の
ど
か
な
る
海
よ

夏
は 

は
ま
な
す
咲
き
ほ
こ
り 

き
ら
め
く
海
よ

わ
せ
ね
で
や 

友
よ 

故
郷 

思
い
馳
せ
遠
く
て
も

島
に
咲
か
せ
よ
う
夢
の
花 

愛
を
寄
せ
合
い
な
が
ら

桜
つ
ぼ
み
が
色
づ
く
頃
に 

大
地
が
揺
れ
て
海
が
あ
ふ
れ
た

さ
れ
ど
負
け
て 

負
け
て
な
る
か
と 

浦
に
響
く
よ 

み
な
声
あ
げ
て

秋
は
萩
の
花
咲
き
み
だ
れ 

思
い
出
の
海
よ

冬
は
雪
の
松 

波
あ
ら
く 

な
つ
か
し
き
海
よ

わ
せ
ね
で
や 

友
よ 

故
郷 

思
い
馳
せ
遠
く
て
も

島
に
咲
か
せ
よ
う
夢
の
花 

愛
を
寄
せ
合
い
な
が
ら

わ
せ
ね
で
や 

友
よ 

故
郷 

思
い
馳
せ
遠
く
て
も

島
に
咲
か
せ
よ
う
夢
の
花 

愛
を
寄
せ
合
い
な
が
ら

い
つ
ま
で
も 

い
つ
ま
で
も
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「
東
北
を
け
ん
引
す
る

中
核
的
国
際
拠
点
港
湾
」

　

塩
釜
港
の
正
式
名
称
は
、「
仙
台
塩
釜
港
塩
釜

港
区
」
で
、
港
湾
管
理
者
は
宮
城
県
で
す
。
平

成
13
年
４
月
、
重
要
港
湾
か
ら
特
定
重
要
港
湾

（
現
在
の
国
際
拠
点
港
湾
）
に
昇
格
。
平
成
24
年

10
月
に
は
石
巻
港
、
松
島
港
が
統
合
さ
れ
て
統

合
港
湾
「
仙
台
塩
釜
港
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
仙
台
塩
釜
港
は
、「
東
北
を
け
ん
引
す

る
中
核
的
国
際
拠
点
港
湾
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
各
港
の
特
色
に
応
じ
て
役
割
を
分
担
し
て
、

東
北
全
体
の
産
業
・
雇
用
・
暮
ら
し
を
守
り
、

発
展
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
翌
年
の
平
成
25
年
６
月
、
県
で
は
『
仙

台
塩
釜
港
港
湾
計
画
』
を
改
訂
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
今
後
の
港
湾
整
備
（
開
発
）
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

計
画
の
改
訂
に
当
た
り
、「【
物
流
・
産
業
】

港
湾
機
能
の
再
編
・
集
約
化
に
よ
る
物
流
機
能

の
強
化
」「【
交
流
・
観
光
】
港
湾
観
光
拠
点
機

能
の
強
化
」「【
環
境
】
港
湾
空
間
の
特
色
を
活

か
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
充
実
」「【
安
全
・

安
心
】
防
災
基
盤
の
拡
充
と
大
規
模
地
震
発
生

時
の
支
援
機
能
の
強
化
」
の
４
項
目
が
基
本
方

REPORT

災害復旧事業が進められる中埠頭
船が入港し埠頭を使用しながら復旧整備が

実施された東埠頭

津波により船が打ち上げられた埠頭

震災後初めてのタンカーの入港（平成 23 年 3 月 21 日）

震災後 1 年半を経て復旧工事が本格化（平成 24 年 11 月 6 日）

給油を待つ車列

針
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

統
合
港
湾
に
お
け
る
「
塩
釜
港
区
」
は
、「
地

域
産
業
支
援
港
湾
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

水
産
品
や
石
油
製
品
、
飼
肥
料
な
ど
の
物
流
拠

点
で
あ
り
、
日
本
三
景
松
島
や
浦
戸
諸
島
観
光

の
玄
関
、
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
の
あ
る
海

上
防
災
拠
点
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

基
地
と
、
複
数
の
機
能
と
役
割
を
持
つ
港
と
し

て
、
そ
の
重
要
な
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

“
天
然
の
良
港
”
な
ら
で
は
の
早
い

復
旧
で
、
燃
料
不
足
の
解
消
に
貢
献

　
「
塩
釜
港
区
」
は
、
波
が
穏
や
か
で
気
象
や
自

然
災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
地
形
的

特
徴
が
あ
る
、
ま
さ
に
「
天
然
の
良
港
」
で
す
。

事
実
、
震
災
で
は
、
関
係
機
関
に
よ
る
航
路
の

啓
開
作
業
に
よ
り
、
他
の
港
に
先
駆
け
て
復
旧
。

震
災
後
わ
ず
か
10
日
で
石
油
タ
ン
カ
ー
が
入
港

を
開
始
し
、
以
後
３
月
31
日
ま
で
に
20
隻
が
入

港
し
て
、
被
災
地
に
お
け
る
燃
料
不
足
の
解
消

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
震
災
の
被
害
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
港
湾
施
設
貞
山
埠
頭
の
エ
プ
ロ
ン

の
沈
下
や
陥
没
が
発
生
、
埠
頭
上
屋
や
舗
装
路

面
な
ど
も
破
損
し
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
地
域

に
あ
る
事
務
所
・
倉
庫
等
の
民
間
施
設
も
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
被
害
を
受
け
た
施
設

の
復
旧
が
最
優
先
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

港
湾
計
画
に
お
け
る
今
後
の
整
備
と
し
て
は
、

使
い
や
す
い
埠
頭
づ
く
り
と
物
流
の
効
率
化
に

向
け
て
、
岸
壁
や
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
を
行
う

ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
な
ど
の
整
備
に
加
え
、
再
び

災
害
が
発
生
し
た
際
に
影
響
を
最
小
限
に
止
め

ら
れ
る
よ
う
、
地
震
に
強
い
岸
壁
や
防
潮
堤
の

か
さ
上
げ
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
仙
台
港
区
と
の
機
能
分
担
を
踏
ま

え
た
取
扱
貨
物
量
の
増
加
策
と
し
て
、
平
成
21

年
度
か
ら
水
産
品
に
対
す
る
塩
釜
港
区
利
用
促

進
補
助
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
の

影
響
に
よ
る
取
扱
量
の
減
少
に
伴
い
、
平
成
23

年
度
補
助
申
請
量
は
、
減
少
し
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
度
以
降
も
事
業
を
延
長
し
て
お
り
、
県

に
よ
る
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
と
の
相
乗
効

果
で
、
塩
釜
港
区
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

港
湾
機
能
の
強
化
促
進
で
、

産
業
・
経
済
の
復
興
を
実
現

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
産
業
・
経

済
の
復
興
の
柱
の
一
つ
に
港
湾
機
能
の
強
化
促

進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■塩釜港区の主要な取扱貨物量の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：t）

品類・品種 2010年（平成22年）2011年（平成23年）2012年（平成24年）2013年（平成25年）

石油製品 1,026,697 1,906,238 1,561,279 964,555

重　　油 282,230 417,019 298,173 275,794

セメント 298,154 432,273 508,279 574,280

砂利・砂 40,795 22,885 106,682 179,472

金属くず 115,359 122,738 232,666 231,719

水 産 品 43,609 8,627 34,181 22,250

そ の 他 286,044 185,559 229,903 222,824

計 2,092,888 3,095,339 2,971,163 2,470,894

奈
良
時
代
、
国
府
多
賀
城
の
津
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
「
塩
釜
港
」。

以
来
千
数
百
年
に
わ
た
り
、
地
域
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

物
流
・
観
光
・
防
災
と
複
数
の
機
能
・
役
割
を
持
つ
港
は
、
震
災
を
機
に
天
然
の
良
港
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
、

今
後
と
も
「
地
域
産
業
支
援
港
湾
」
と
し
て
の
重
要
な
使
命
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
認
識
さ
れ
た
天
然
の
良
港
へ
の
期
待

～
国
際
拠
点
港
湾
「
仙
台
塩
釜
港
」
塩
釜
港
区
の
将
来
像

港
湾
機
能
の
強
化
促
進

■
復
興
の
方
向
性

１
．
港
湾
施
設
の
災
害
復
旧
に
併
せ
、
県

の
港
湾
計
画
の
一
部
見
直
し
も
視
野

に
入
れ
、
仙
台
港
区
と
塩
釜
港
区
の

役
割
分
担
を
再
点
検
し
、
面
的
再
生

を
促
進
し
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
上
屋
の
集
約
移

転
も
含
め
、
港
湾
関
連
企
業
が
今
後
も

安
心
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
や
根
本
的
な
地
盤

沈
下
対
策
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

２
．
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
た
港
奥
部
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
の

住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
都
市
基
盤
を
形
成
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
港
湾
施
設
・
海
岸
保
全
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
や
港
湾
計
画
に
あ
る
施
設
整

備
の
促
進
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
先
の
補
助
事

業
な
ど
を
継
続
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
通

し
て
船
舶
の
塩
釜
港
区
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
港
周
辺
地
域
の
整
備
を
行
い
、
企
業
・

工
場
の
誘
致
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
リ
ン

ゲ
ー
ト
塩
釜
付
近
に
津
波
避
難
デ
ッ
キ
（
高
架

式
歩
道
）
や
備
蓄
倉
庫
を
併
設
し
た
復
興
拠
点

施
設
を
建
設
す
る
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
港
奥
部
に
お
い
て
は
、
県
事
業
に
よ
り
、

防
潮
堤
機
能
を
有
す
る
護
岸
を
整
備
し
て
地
域

住
民
の
安
全
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
海
や
海
洋

生
物
に
触
れ
ら
れ
る
親
水
機
能
を
持
ち
、
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
で
き
る
緑
地
空
間
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

震
災
以
降
の
歩
み
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「
東
北
を
け
ん
引
す
る

中
核
的
国
際
拠
点
港
湾
」

　

塩
釜
港
の
正
式
名
称
は
、「
仙
台
塩
釜
港
塩
釜

港
区
」
で
、
港
湾
管
理
者
は
宮
城
県
で
す
。
平

成
13
年
４
月
、
重
要
港
湾
か
ら
特
定
重
要
港
湾

（
現
在
の
国
際
拠
点
港
湾
）
に
昇
格
。
平
成
24
年

10
月
に
は
石
巻
港
、
松
島
港
が
統
合
さ
れ
て
統

合
港
湾
「
仙
台
塩
釜
港
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
仙
台
塩
釜
港
は
、「
東
北
を
け
ん
引
す

る
中
核
的
国
際
拠
点
港
湾
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
各
港
の
特
色
に
応
じ
て
役
割
を
分
担
し
て
、

東
北
全
体
の
産
業
・
雇
用
・
暮
ら
し
を
守
り
、

発
展
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
翌
年
の
平
成
25
年
６
月
、
県
で
は
『
仙

台
塩
釜
港
港
湾
計
画
』
を
改
訂
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
今
後
の
港
湾
整
備
（
開
発
）
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

計
画
の
改
訂
に
当
た
り
、「【
物
流
・
産
業
】

港
湾
機
能
の
再
編
・
集
約
化
に
よ
る
物
流
機
能

の
強
化
」「【
交
流
・
観
光
】
港
湾
観
光
拠
点
機

能
の
強
化
」「【
環
境
】
港
湾
空
間
の
特
色
を
活

か
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
充
実
」「【
安
全
・

安
心
】
防
災
基
盤
の
拡
充
と
大
規
模
地
震
発
生

時
の
支
援
機
能
の
強
化
」
の
４
項
目
が
基
本
方

REPORT

災害復旧事業が進められる中埠頭
船が入港し埠頭を使用しながら復旧整備が

実施された東埠頭

津波により船が打ち上げられた埠頭

震災後初めてのタンカーの入港（平成 23 年 3 月 21 日）

震災後 1 年半を経て復旧工事が本格化（平成 24 年 11 月 6 日）

給油を待つ車列

針
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

統
合
港
湾
に
お
け
る
「
塩
釜
港
区
」
は
、「
地

域
産
業
支
援
港
湾
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

水
産
品
や
石
油
製
品
、
飼
肥
料
な
ど
の
物
流
拠

点
で
あ
り
、
日
本
三
景
松
島
や
浦
戸
諸
島
観
光

の
玄
関
、
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
の
あ
る
海

上
防
災
拠
点
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

基
地
と
、
複
数
の
機
能
と
役
割
を
持
つ
港
と
し

て
、
そ
の
重
要
な
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

“
天
然
の
良
港
”
な
ら
で
は
の
早
い

復
旧
で
、
燃
料
不
足
の
解
消
に
貢
献

　
「
塩
釜
港
区
」
は
、
波
が
穏
や
か
で
気
象
や
自

然
災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
地
形
的

特
徴
が
あ
る
、
ま
さ
に
「
天
然
の
良
港
」
で
す
。

事
実
、
震
災
で
は
、
関
係
機
関
に
よ
る
航
路
の

啓
開
作
業
に
よ
り
、
他
の
港
に
先
駆
け
て
復
旧
。

震
災
後
わ
ず
か
10
日
で
石
油
タ
ン
カ
ー
が
入
港

を
開
始
し
、
以
後
３
月
31
日
ま
で
に
20
隻
が
入

港
し
て
、
被
災
地
に
お
け
る
燃
料
不
足
の
解
消

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
震
災
の
被
害
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
港
湾
施
設
貞
山
埠
頭
の
エ
プ
ロ
ン

の
沈
下
や
陥
没
が
発
生
、
埠
頭
上
屋
や
舗
装
路

面
な
ど
も
破
損
し
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
地
域

に
あ
る
事
務
所
・
倉
庫
等
の
民
間
施
設
も
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
被
害
を
受
け
た
施
設

の
復
旧
が
最
優
先
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

港
湾
計
画
に
お
け
る
今
後
の
整
備
と
し
て
は
、

使
い
や
す
い
埠
頭
づ
く
り
と
物
流
の
効
率
化
に

向
け
て
、
岸
壁
や
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
を
行
う

ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
な
ど
の
整
備
に
加
え
、
再
び

災
害
が
発
生
し
た
際
に
影
響
を
最
小
限
に
止
め

ら
れ
る
よ
う
、
地
震
に
強
い
岸
壁
や
防
潮
堤
の

か
さ
上
げ
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
仙
台
港
区
と
の
機
能
分
担
を
踏
ま

え
た
取
扱
貨
物
量
の
増
加
策
と
し
て
、
平
成
21

年
度
か
ら
水
産
品
に
対
す
る
塩
釜
港
区
利
用
促

進
補
助
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
の

影
響
に
よ
る
取
扱
量
の
減
少
に
伴
い
、
平
成
23

年
度
補
助
申
請
量
は
、
減
少
し
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
度
以
降
も
事
業
を
延
長
し
て
お
り
、
県

に
よ
る
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
と
の
相
乗
効

果
で
、
塩
釜
港
区
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

港
湾
機
能
の
強
化
促
進
で
、

産
業
・
経
済
の
復
興
を
実
現

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
産
業
・
経

済
の
復
興
の
柱
の
一
つ
に
港
湾
機
能
の
強
化
促

進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■塩釜港区の主要な取扱貨物量の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：t）

品類・品種 2010年（平成22年）2011年（平成23年）2012年（平成24年）2013年（平成25年）

石油製品 1,026,697 1,906,238 1,561,279 964,555

重　　油 282,230 417,019 298,173 275,794

セメント 298,154 432,273 508,279 574,280

砂利・砂 40,795 22,885 106,682 179,472

金属くず 115,359 122,738 232,666 231,719

水 産 品 43,609 8,627 34,181 22,250

そ の 他 286,044 185,559 229,903 222,824

計 2,092,888 3,095,339 2,971,163 2,470,894
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、
国
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多
賀
城
の
津
に
始
ま
る
と
伝
え
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る
「
塩
釜
港
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以
来
千
数
百
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に
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り
、
地
域
に
繁
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を
も
た
ら
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

物
流
・
観
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・
防
災
と
複
数
の
機
能
・
役
割
を
持
つ
港
は
、
震
災
を
機
に
天
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の
良
港
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
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れ
、

今
後
と
も
「
地
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産
業
支
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の
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設
の
災
害
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に
併
せ
、
県

の
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の
一
部
見
直
し
も
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野

に
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、
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台
港
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と
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の

役
割
分
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を
再
点
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、
面
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再
生

を
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進
し
ま
す
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ま
た
、
老
朽
化
し
た
上
屋
の
集
約
移

転
も
含
め
、
港
湾
関
連
企
業
が
今
後
も

安
心
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
や
根
本
的
な
地
盤

沈
下
対
策
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。
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．
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
た
港
奥
部
の
整
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を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
の

住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
ら
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る
都
市
基
盤
を
形
成
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
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湾
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設
・
海
岸
保
全
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
や
港
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計
画
に
あ
る
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整
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の
促
進
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
先
の
補
助
事

業
な
ど
を
継
続
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
通

し
て
船
舶
の
塩
釜
港
区
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
港
周
辺
地
域
の
整
備
を
行
い
、
企
業
・

工
場
の
誘
致
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
リ
ン

ゲ
ー
ト
塩
釜
付
近
に
津
波
避
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デ
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キ
（
高
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式
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道
）
や
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蓄
倉
庫
を
併
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し
た
復
興
拠
点

施
設
を
建
設
す
る
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
港
奥
部
に
お
い
て
は
、
県
事
業
に
よ
り
、

防
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堤
機
能
を
有
す
る
護
岸
を
整
備
し
て
地
域
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民
の
安
全
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
海
や
海
洋

生
物
に
触
れ
ら
れ
る
親
水
機
能
を
持
ち
、
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ト
も
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で
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新
た
な
歩
み
を
始
め
よ
う
と
す
る
時
、

震
災
が
襲
っ
た

　

水
産
業
お
よ
び
水
産
加
工
業
は
、
塩
竈
市
の

発
展
を
担
っ
て
き
た
基
幹
産
業
で
す
。
松
島
湾

の
島
々
に
囲
ま
れ
、
穏
や
か
な
天
然
の
良
港
「
塩

釜
港
」。
は
え
縄
や
旋
網
に
よ
る
生
鮮
マ
グ
ロ
の

水
揚
げ
港
と
し
て
に
ぎ
わ
う
一
方
で
、
ノ
リ
や

カ
キ
、
ワ
カ
メ
ほ
か
の
浅
海
養
殖
漁
業
が
盛
ん

で
す
。
平
成
23
年
水
産
物
流
通
調
査
に
よ
れ
ば
、

生
鮮
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
水
揚
量
日
本
一
、
そ
し
て
、

生
鮮
本
マ
グ
ロ
水
揚
量
太
平
洋
側
一
。
ま
た
、

水
産
業
に
密
接
に
関
係
す
る
製
氷
業
、
冷
凍
お

よ
び
冷
蔵
保
管
業
、
小
売
業
、
水
産
加
工
会
社

も
数
多
く
集
積
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
市
の
「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」
で
は
、

「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
の
一

つ
と
し
、主
要
施
策
と
し
て
「
魚
市
場
の
活
性
化
」

「
水
産
加
工
業
の
振
興
」「
浅
海
養
殖
漁
業
の
振

興
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
に
開
設
さ
れ
た
塩
竈
市

魚
市
場
は
荷
さ
ば
き
施
設
が
老
朽
化
し
、
更
新

時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
で

は
、
震
災
の
前
年
の
平
成
22
年
か
ら
地
域
水
産

業
活
性
化
検
討
協
議
会
を
組
織
し
、
高
度
な
衛

陸送物による
震災後初のセリ

（平成23年4月
4日）

「魚市場整備事業」のパース

生
管
理
が
可
能
な
新
魚
市
場
整
備
の
検
討
を
進

め
ま
し
た
。
一
方
、
同
時
期
、
浅
海
養
殖
漁
業

は
、
平
成
22
年
２
月
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
り

ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
と
い
っ
た
漁
獲
物
は
も
と
よ

り
、
養
殖
施
設
が
流
出
す
る
な
ど
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
復
旧
・
復
興
の
途
上
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
新
た
な
歩
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、

震
災
が
襲
い
ま
し
た
。

「
本
市
経
済
界
の
心
臓
」
で
あ
る

新
魚
市
場
整
備
は
一
大
事
業

　
「
魚
市
場
は
い
わ
ば
本
市
経
済
界
の
心
臓
で
あ

る
。
仙
石
線
が
高
架
複
線
化
し
、
市
内
の
商
店

街
が
近
代
化
さ
れ
て
も
、
魚
市
場
の
発
展
が
な

け
れ
ば
本
市
の
成
長
は
な
い
」。
昭
和
55
年
10
月
、

『
塩
釜
市
魚
市
場
開
設
50
周
年
記
念　

塩
釜
市
魚

市
場
五
十
年
の
歩
み
』
の
発
刊
に
あ
た
り
、
当

時
の
川
瀬
基
治
郎
市
長
は
序
文
に
そ
う
記
し
ま

し
た
。

　

魚
市
場
は
震
災
で
荷
さ
ば
き
所
や
岸
壁
に
亀

裂
が
生
じ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
水

揚
施
設
の
応
急
復
旧
が
行
わ
れ
、
4
月
4
日
か

ら
陸
送
物
の
上
場
が
、
4
月
14
日
か
ら
は
漁
船

の
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
14
日
に

水
揚
げ
し
た
の
は
大
分
県
船
籍
の
第
18
宝
陽
丸
。

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
な
ど
生
鮮
マ
グ
ロ
約
8
0
0
本

（
17
ト
ン
）
を
皮
切
り
に
、
4
月
25
日
ま
で
に
約

90
ト
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
、
塩
釜
漁
港
の
健
在
ぶ

り
を
全
国
に
示
し
た
の
で
す
。

　

応
急
復
旧
を
受
け
て
、
新
魚
市
場
整
備
は
再
び

動
き
出
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域
水
産
業
活

性
化
検
討
協
議
会
の
後
、
平
成
24
年
度
に
特
定

第
3
種
漁
港
流
通
拠
点
整
備
推
進
検
討
委
員
会

を
組
織
し
た
ほ
か
、
水
産
関
連
団
体
の
現
状
と

意
見
の
調
査
を
実
施
、
年
度
末
に
は
塩
釜
市
水

産
振
興
協
議
会
・
塩
釜
市
魚
市
場
買
受
人
協
同

組
合
と
の
共
催
で
、
新
魚
市
場
整
備
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
魚
市
場

整
備
に
係
る
設
計
業
務
に
参
画
す
る
た
め
、
塩

釜
市
水
産
振
興
協
議
会
内
に
関
係
団
体
か
ら
選

出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
作
業
部
会
」
を

設
置
。
英
知
を
結
集
し
、
平
成
25
年
度
末
ま
で

に
10
回
に
わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
で
ま
と
め
ら
れ
、
実
施
さ
れ

る
新
魚
市
場
整
備
は
、
ま
さ
に
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、「
水
産
都
市　

塩
竈
」「
お
い
し
い

さ
か
な
の
ま
ち
塩
竈
」
の
未
来
の
礎
と
な
る
一

大
事
業
で
す
。
県
に
よ
る
塩
釜
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
に
あ
わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

　

A
棟
・
B
棟
か
ら
な
る
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ

ば
き
所
は
、
鳥
や
獣
、
ほ
こ
り
な
ど
の
侵
入
を

防
ぐ
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
浄
水
・
洗
浄
設
備
な
ど
が

整
備
さ
れ
た
、
衛
生
機
能
が
高
く
、
安
心
・
安

全
・
高
品
質
な
水
産
物
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。
平
成
26
年
３
月
に
着
工
し
た
B

棟
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
、
延
べ
床
面

積
３
２
４
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

魚
種
（
主
に
冷
凍
搬
入
魚
）
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
中
心
と
な
る
A
棟
に
は
荷
さ
ば
き
施
設

（
生
鮮
魚
）
に
加
え
て
見
学
施
設
が
、
ま
た
、
C

棟
に
は
研
修
施
設
や
地
魚
直
販
施
設
、
調
理
実

習
室
な
ど
を
設
け
、
魚
食
普
及
活
動
な
ど
で
の

利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
12
月
定
例
会
で
高
度
衛
生
管
理

型
荷
さ
ば
き
所
A
棟
と
荷
さ
ば
き
所
補
完
施
設

C
棟
の
建
築
工
事
の
契
約
案
件
が
議
決
さ
れ
、

い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高度衛生管理型荷さばき所 A 棟
（コンクリート造３階建）
３階 休憩室

２階 管理事務所、見学説明室、
電算室、検査室

１階 荷さばき所、入札室、低温室

荷さばき所補完施設 C 棟
（コンクリート造 4 階建）
４階 電気室

３階 貸事務室

２階 地魚直販施設、食堂、
調理実習室、会議室

１階 荷さばき所、研修施設、
管理室

高度衛生管理型荷さばき所 B 棟
（コンクリート造 2 階建）
２階 船員休憩室、電気室

１階 荷さばき室、管理室、入札室、
設備スペース

《新魚市場施設配置図》

震
災
後
、
早
期
復
旧
を
果
た
し
、
平
成
23
年
の
水
揚
げ
額
約
1
0
4
億
円
と
な
っ
た
塩
竈
市
魚
市
場
。

高
度
衛
生
管
理
型
を
柱
と
し
た
新
魚
市
場
整
備
は
、「
塩
竈
の
未
来
の
礎
づ
く
り
」
と
な
る
一
大
事
業
で
す
。

古
く
か
ら
海
と
と
も
に
暮
ら
し
、
港
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
塩
竈
。

水
産
業
・
水
産
加
工
業
の
復
旧
・
復
興
、
さ
ら
な
る
発
展
は
、
多
く
の
市
民
の
願
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

基
幹
産
業
の
礎
づ
く
り

～
水
産
業
・
水
産
加
工
業
の
復
旧
・
復
興

　

■
新
魚
市
場
整
備
事
業

◎
新
魚
市
場
の
コ
ン
セ
プ
ト

１
． 高
度
な
衛
生
環
境
を
経
済
的
に
持
続
す
る

施
設
を
整
備
し
、「
塩
竈
ブ
ラ
ン
ド
」
を
高

め
ま
す
。

２
． 使
い
や
す
く
、
市
民
や
観
光
客
が
集
う
地

域
の
誇
り
と
な
る
施
設
に
し
ま
す
。

３
． 安
全
で
安
心
な
防
災
機
能
を
備
え
た
施
設

に
し
ま
す
。

４
． 太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
施
設
に
し
ま
す
。

震災後初となる水揚げ（平成23年4月14日）

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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現
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水
産
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水
産
加
工
業



新
た
な
歩
み
を
始
め
よ
う
と
す
る
時
、

震
災
が
襲
っ
た

　

水
産
業
お
よ
び
水
産
加
工
業
は
、
塩
竈
市
の

発
展
を
担
っ
て
き
た
基
幹
産
業
で
す
。
松
島
湾

の
島
々
に
囲
ま
れ
、
穏
や
か
な
天
然
の
良
港
「
塩

釜
港
」。
は
え
縄
や
旋
網
に
よ
る
生
鮮
マ
グ
ロ
の

水
揚
げ
港
と
し
て
に
ぎ
わ
う
一
方
で
、
ノ
リ
や

カ
キ
、
ワ
カ
メ
ほ
か
の
浅
海
養
殖
漁
業
が
盛
ん

で
す
。
平
成
23
年
水
産
物
流
通
調
査
に
よ
れ
ば
、

生
鮮
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
水
揚
量
日
本
一
、
そ
し
て
、

生
鮮
本
マ
グ
ロ
水
揚
量
太
平
洋
側
一
。
ま
た
、

水
産
業
に
密
接
に
関
係
す
る
製
氷
業
、
冷
凍
お

よ
び
冷
蔵
保
管
業
、
小
売
業
、
水
産
加
工
会
社

も
数
多
く
集
積
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
市
の
「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」
で
は
、

「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
の
一

つ
と
し
、主
要
施
策
と
し
て
「
魚
市
場
の
活
性
化
」

「
水
産
加
工
業
の
振
興
」「
浅
海
養
殖
漁
業
の
振

興
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
に
開
設
さ
れ
た
塩
竈
市

魚
市
場
は
荷
さ
ば
き
施
設
が
老
朽
化
し
、
更
新

時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
で

は
、
震
災
の
前
年
の
平
成
22
年
か
ら
地
域
水
産

業
活
性
化
検
討
協
議
会
を
組
織
し
、
高
度
な
衛

陸送物による
震災後初のセリ

（平成23年4月
4日）

「魚市場整備事業」のパース

生
管
理
が
可
能
な
新
魚
市
場
整
備
の
検
討
を
進

め
ま
し
た
。
一
方
、
同
時
期
、
浅
海
養
殖
漁
業

は
、
平
成
22
年
２
月
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
り

ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
と
い
っ
た
漁
獲
物
は
も
と
よ

り
、
養
殖
施
設
が
流
出
す
る
な
ど
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
復
旧
・
復
興
の
途
上
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
新
た
な
歩
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、

震
災
が
襲
い
ま
し
た
。

「
本
市
経
済
界
の
心
臓
」
で
あ
る

新
魚
市
場
整
備
は
一
大
事
業

　
「
魚
市
場
は
い
わ
ば
本
市
経
済
界
の
心
臓
で
あ

る
。
仙
石
線
が
高
架
複
線
化
し
、
市
内
の
商
店

街
が
近
代
化
さ
れ
て
も
、
魚
市
場
の
発
展
が
な

け
れ
ば
本
市
の
成
長
は
な
い
」。
昭
和
55
年
10
月
、

『
塩
釜
市
魚
市
場
開
設
50
周
年
記
念　

塩
釜
市
魚

市
場
五
十
年
の
歩
み
』
の
発
刊
に
あ
た
り
、
当

時
の
川
瀬
基
治
郎
市
長
は
序
文
に
そ
う
記
し
ま

し
た
。

　

魚
市
場
は
震
災
で
荷
さ
ば
き
所
や
岸
壁
に
亀

裂
が
生
じ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
水

揚
施
設
の
応
急
復
旧
が
行
わ
れ
、
4
月
4
日
か

ら
陸
送
物
の
上
場
が
、
4
月
14
日
か
ら
は
漁
船

の
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
14
日
に

水
揚
げ
し
た
の
は
大
分
県
船
籍
の
第
18
宝
陽
丸
。

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
な
ど
生
鮮
マ
グ
ロ
約
8
0
0
本

（
17
ト
ン
）
を
皮
切
り
に
、
4
月
25
日
ま
で
に
約

90
ト
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
、
塩
釜
漁
港
の
健
在
ぶ

り
を
全
国
に
示
し
た
の
で
す
。

　

応
急
復
旧
を
受
け
て
、
新
魚
市
場
整
備
は
再
び

動
き
出
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域
水
産
業
活

性
化
検
討
協
議
会
の
後
、
平
成
24
年
度
に
特
定

第
3
種
漁
港
流
通
拠
点
整
備
推
進
検
討
委
員
会

を
組
織
し
た
ほ
か
、
水
産
関
連
団
体
の
現
状
と

意
見
の
調
査
を
実
施
、
年
度
末
に
は
塩
釜
市
水

産
振
興
協
議
会
・
塩
釜
市
魚
市
場
買
受
人
協
同

組
合
と
の
共
催
で
、
新
魚
市
場
整
備
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
魚
市
場

整
備
に
係
る
設
計
業
務
に
参
画
す
る
た
め
、
塩

釜
市
水
産
振
興
協
議
会
内
に
関
係
団
体
か
ら
選

出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
作
業
部
会
」
を

設
置
。
英
知
を
結
集
し
、
平
成
25
年
度
末
ま
で

に
10
回
に
わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
で
ま
と
め
ら
れ
、
実
施
さ
れ

る
新
魚
市
場
整
備
は
、
ま
さ
に
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、「
水
産
都
市　

塩
竈
」「
お
い
し
い

さ
か
な
の
ま
ち
塩
竈
」
の
未
来
の
礎
と
な
る
一

大
事
業
で
す
。
県
に
よ
る
塩
釜
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
に
あ
わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

　

A
棟
・
B
棟
か
ら
な
る
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ

ば
き
所
は
、
鳥
や
獣
、
ほ
こ
り
な
ど
の
侵
入
を

防
ぐ
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
浄
水
・
洗
浄
設
備
な
ど
が

整
備
さ
れ
た
、
衛
生
機
能
が
高
く
、
安
心
・
安

全
・
高
品
質
な
水
産
物
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。
平
成
26
年
３
月
に
着
工
し
た
B

棟
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
、
延
べ
床
面

積
３
２
４
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

魚
種
（
主
に
冷
凍
搬
入
魚
）
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
中
心
と
な
る
A
棟
に
は
荷
さ
ば
き
施
設

（
生
鮮
魚
）
に
加
え
て
見
学
施
設
が
、
ま
た
、
C

棟
に
は
研
修
施
設
や
地
魚
直
販
施
設
、
調
理
実

習
室
な
ど
を
設
け
、
魚
食
普
及
活
動
な
ど
で
の

利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
12
月
定
例
会
で
高
度
衛
生
管
理

型
荷
さ
ば
き
所
A
棟
と
荷
さ
ば
き
所
補
完
施
設

C
棟
の
建
築
工
事
の
契
約
案
件
が
議
決
さ
れ
、

い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高度衛生管理型荷さばき所 A 棟
（コンクリート造３階建）
３階 休憩室

２階 管理事務所、見学説明室、
電算室、検査室

１階 荷さばき所、入札室、低温室

荷さばき所補完施設 C 棟
（コンクリート造 4 階建）
４階 電気室

３階 貸事務室

２階 地魚直販施設、食堂、
調理実習室、会議室

１階 荷さばき所、研修施設、
管理室

高度衛生管理型荷さばき所 B 棟
（コンクリート造 2 階建）
２階 船員休憩室、電気室

１階 荷さばき室、管理室、入札室、
設備スペース

《新魚市場施設配置図》

震
災
後
、
早
期
復
旧
を
果
た
し
、
平
成
23
年
の
水
揚
げ
額
約
1
0
4
億
円
と
な
っ
た
塩
竈
市
魚
市
場
。

高
度
衛
生
管
理
型
を
柱
と
し
た
新
魚
市
場
整
備
は
、「
塩
竈
の
未
来
の
礎
づ
く
り
」
と
な
る
一
大
事
業
で
す
。

古
く
か
ら
海
と
と
も
に
暮
ら
し
、
港
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
塩
竈
。

水
産
業
・
水
産
加
工
業
の
復
旧
・
復
興
、
さ
ら
な
る
発
展
は
、
多
く
の
市
民
の
願
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

基
幹
産
業
の
礎
づ
く
り

～
水
産
業
・
水
産
加
工
業
の
復
旧
・
復
興

　

■
新
魚
市
場
整
備
事
業

◎
新
魚
市
場
の
コ
ン
セ
プ
ト

１
． 高
度
な
衛
生
環
境
を
経
済
的
に
持
続
す
る

施
設
を
整
備
し
、「
塩
竈
ブ
ラ
ン
ド
」
を
高

め
ま
す
。

２
． 使
い
や
す
く
、
市
民
や
観
光
客
が
集
う
地

域
の
誇
り
と
な
る
施
設
に
し
ま
す
。

３
． 安
全
で
安
心
な
防
災
機
能
を
備
え
た
施
設

に
し
ま
す
。

４
． 太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
施
設
に
し
ま
す
。

震災後初となる水揚げ（平成23年4月14日）

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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・
水
産
加
工
業



水
産
加
工
業
の
復
興
を
支
援
す
る
、

３
つ
の
復
興
関
連
事
業

　

新
浜
地
区
に
あ
る
水
産
加
工
業
の
集
積
地
で

あ
る
水
産
加
工
団
地
で
は
、
地
盤
沈
下
が
震
災

後
さ
ら
に
進
行
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
塩
釜
漁
港
の
防
波
堤
に
守
ら
れ
、
津
波

に
よ
る
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
月
20
日
に
は
同
地
区
へ
の
電
力
供
給
が
再

開
し
、
大
量
に
保
管
さ
れ
た
加
工
原
魚
は
無
事

だ
っ
た
と
関
係
者
は
安
ど
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
つ
か
の
間
、
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
へ
の
水
が

供
給
さ
れ
な
い
た
め
冷
却
は
再
開
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

業
界
団
体
と
市
は
、
急
き
ょ
共
同
で
給
水
タ

ン
ク
を
確
保
し
給
水
を
行
い
、
給
水
管
が
復
旧

す
る
24
日
ま
で
の
間
、
懸
命
の
作
業
を
続
け
無

事
、
原
魚
を
守
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
で
は
、
被
災
し
た
水
産
加
工
業

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
国
や
県
の
支
援
制

度
を
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
。
そ
の
中

心
が
３
つ
の
復
興
関
連
事
業
で
し
た
。

◎
仮
設
水
産
加
工
場
整
備
事
業

　
（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）

市
内
で
被
災
し
た
水
産
加
工
業
者
に
対
し
、

早
期
事
業
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、
仮
設
工

場
（
事
務
所
を
含
む
）
を
整
備
し
、
無
償
で

貸
与
す
る
も
の
で
す
（
光
熱
水
費
、
衛
生
管

理
費
な
ど
入
居
後
に
係
る
一
切
の
経
費
は
利

用
者
負
担
）。
平
成
23
年
12
月
完
成
、
平
成
26

年
12
月
現
在
、
4
区
画
が
稼
働
中
で
す
。

①
仮
設
水
産
加
工
場
（
新
浜
町
）：
４
区
画

② 

仮
設
水
産
加
工
開
放
実
験
室
（
新
浜
町
）：

１
区
画

最新式の自動湯通し釜

「塩釜仲卸キッチンスタジオ」

仮設水産加工場

浅海養殖漁業（ノリ）

仮設水産加工開放実験室

浅海養殖漁業（アサリ）

水産業共同利用施設復興整備事業の活用例

REPORT

◎
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業

　
（
復
興
庁
所
管
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
事
業
）

被
災
し
た
漁
業
者
団
体
や
水
産
加
工
流
通
業

者
を
対
象
に
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
復
興
交

付
金
を
活
用
し
、
国
と
と
も
に
支
援
す
る
も

の
で
す
（
補
助
率
７
／
８
）。
平
成
26
年
12

月
現
在
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
９
つ
の

事
業
所
が
水
産
加
工
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

8
事
業
所
で
操
業
を
開
始
。
平
成
27
年
度
に

1
事
業
所
が
完
成
予
定
で
す
。

◎
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業

　
（
水
産
庁
所
管
事
業
）

被
災
し
た
漁
業
協
同
組
合
や
水
産
加
工
協
同

組
合
な
ど
水
産
関
連
の
組
合
が
行
う
地
域
の

加
工
流
通
機
能
の
回
復
や
衛
生
機
能
の
高
度

化
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
（
①
～
④
）
を
、

国
・
県
が
補
助
（
補
助
率
：
上
限
５
／
６
）

す
る
事
業
で
す
。

①
漁
協
・
水
産
加
工
協
等
共
同
利
用
施
設
復

　

旧
・
復
興
関
係

②
養
殖
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

③
放
流
用
種
苗
生
産
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

④
漁
港
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

「
復
旧
さ
せ
た
矢
先
に
…
。

２
年
続
け
て
全
て
を
流
さ
れ
た
」

　

浦
戸
諸
島
に
よ
り
外
洋
か
ら
守
ら
れ
た
松
島

湾
で
は
、
比
較
的
穏
や
か
な
海
域
を
利
用
し
て

古
く
か
ら
浅
海
養
殖
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
で
は
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組

合
塩
釜
市
第
一
支
所
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

塩
釜
市
浦
戸
支
所
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
塩

釜
市
浦
戸
東
部
支
所
、
塩
釜
市
漁
業
協
同
組
合

の
４
つ
の
団
体
が
ノ
リ
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
・
コ

ン
ブ
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
リ
地
震
か
ら
何
と
か
復
旧
さ
せ
た
矢
先
に

…
。
種
の
培
養
施
設
ま
で
作
っ
て
『
こ
れ
か
ら

だ
』
っ
て
時
に
…
。
大
切
な
種
と
な
る
メ
カ
ブ

も
全
て
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
す
の
は
、

県
漁
協
塩
釜
市
第
一
支
所
・
運
営
委
員
会
前
委

員
長
の
水
間
正
夫
さ
ん
で
す
。
水
間
さ
ん
は
震

災
当
時
、
先
の
４
団
体
で
構
成
す
る
塩
釜
市
浅

海
漁
業
振
興
協
議
会
の
副
会
長
で
し
た
。
２
年

連
続
で
養
殖
施
設
が
全
滅
と
い
う
試
練
を
乗
り

越
え
、養
殖
再
開
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
現
在
は
、

P
R
と
販
路
拡
大
の
た
め
、
仮
設
商
店
街
「
し

お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
に
出
店
し
、
自

ら
生
産
し
た
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
、同
じ
漁
協
の
仲
間
（
組
合
員
）

３
名
も
そ
れ
ぞ
れ
に
店
を
構
え
、
生
産
し
た
水
産

物
を
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
漁
協
に
属
す
る
私
達
４
人
に
は
、
生
産
し
た

水
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
、
宣
伝
し
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
と
い
う
務
め
が
あ
り
ま
す
。
塩
竈
の
浅

海
養
殖
漁
民
と
し
て
、
他
に
負
け
な
い
品
質
の
も

の
を
生
産
し
、
自
ら
が
全
国
へ
P
R
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま

す
」
と
水
間
さ
ん
。
所
属
す
る
第
一
支
所
で
は
、

水
産
庁
の
補
助
事
業
の
「
水
産
業
共
同
利
用
施
設

復
旧
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
最
新
式
の
自
動
湯

通
し
釜
を
導
入
し
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
高
品

質
の
ワ
カ
メ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
漁
港
や
養
殖
関
連
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
の
ほ
か
、
塩
竈
市
浅
海
養
殖
漁
業
振
興
対
策

事
業
を
実
施
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
す
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
事
業
、
利
用
で
き
る
助
成
金
の
紹
介
な

ど
の
復
旧
支
援
、
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
元
気
を
与
え
た

塩
竈
ら
し
い
二
つ
の
出
来
事

　

塩
竈
ら
し
い
二
つ
の
出
来
事
が
、
震
災
直
後
、

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
民
の
糧
と

な
り
、
元
気
を
与
え
、
沈
ん
だ
心
を
明
る
く
変

え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
水
産
加
工
会
社
か
ら

避
難
所
へ
の
製
品
の
支
援
で
し
た
。
例
え
ば
、

第
二
中
学
校
の
避
難
所
に
は
蒲
鉾
工
場
か
ら
練

製
品
の
製
品
な
ど
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
１
日
３
食
提
供
す
る
の
に
十
分
間
に
合
う

ほ
ど
の
量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
市
民
の
台
所
と
し
て
、
ま
た

水
産
業
・
商
業
・
観
光
業
の
拠
点
の
一
つ
と
し

て
愛
さ
れ
て
き
た
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場
の
存

在
で
し
た
。
押
し
寄
せ
て
き
た
漂
流
物
を
入
口

の
頑
丈
な
鉄
扉
が
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
浸
水
被
害
も

軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
3
月
17
日
に
は
市

民
へ
の
食
材
供
給
の
た
め
の
謝
恩
セ
ー
ル
を
実

施
。
3
月
22
日
に
は
仮
オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
営

業
を
再
開
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
地
盤
沈

下
で
損
傷
し
た
地
下
貯
水
槽
の
復
旧
工
事
に
着

手
。
完
全
復
旧
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
、

震
災
か
ら
１
カ
月
半
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
５
日
、
仲
卸
市
場
の
６
号
売

場
に
新
し
い
交
流
ス
ポ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
塩
釜
仲
卸
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
」。
ガ
ス
台
や
シ
ン
ク
、
冷
蔵
庫
を
備
え
、
子

ど
も
や
主
婦
の
方
向
け
の
料
理
教
室
の
開
催
が

予
定
さ
れ
る
ほ
か
、
一
般
の
方
向
け
の
貸
し
出

し
も
行
う
な
ど
、
魚
食
文
化
の
普
及
と
市
場
に

お
け
る
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
の
海
の
元
気
を
全
国
へ
」。
仲
卸
の
大

き
な
屋
根
の
下
で
は
、
今
日
も
威
勢
の
い
い
声

が
飛
び
交
い
ま
す
。

水
揚
げ
額
目
標
1
2
0
億
円
。

達
成
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
遠
洋
底
曳
網
漁
業
の
水

揚
げ
に
対
す
る
補
助
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
魚

市
場
の
水
揚
げ
を
支
え
る
遠
洋
底
曳
網
漁
業
は
、

塩
釜
漁
港
の
水
深
が
浅
い
た
め
、
仙
台
港
で
水

揚
げ
、
魚
市
場
へ
運
搬
し
、
選
別
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
運
送
費
は
生
産
者
負
担
で
す
。
そ
こ
で
、

市
で
は
、
燃
料
費
の
高
騰
が
続
く
中
、
水
揚
げ

の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
運
送
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
漁
船

の
誘
致
策
と
し
て
、
北
海
道
や
宮
崎
県
、
大
分
県
、

沖
縄
県
の
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
の
生
産
者
組
合

を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
魚
市
場
の
目
標
と
す
る
水
揚
げ
額
は

1
2
0
億
円
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

■漁船被害 （単位：千円）

塩釜第一支所 浦戸支所 浦戸東部支所 塩釜市漁協 合計
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

動力船
5t 以上 2 65,000 2 65,000 

動力船
5t 未満 10 125,000 1 12,500 1 12,500 3 37,500 15 187,500 

船外機 43 38,700 30 27,000 36 32,400 57 51,300 166 149,400 

合計 163,700 39,500 44,900 153,800 401,900 

118119



水
産
加
工
業
の
復
興
を
支
援
す
る
、

３
つ
の
復
興
関
連
事
業

　

新
浜
地
区
に
あ
る
水
産
加
工
業
の
集
積
地
で

あ
る
水
産
加
工
団
地
で
は
、
地
盤
沈
下
が
震
災

後
さ
ら
に
進
行
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
塩
釜
漁
港
の
防
波
堤
に
守
ら
れ
、
津
波

に
よ
る
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
月
20
日
に
は
同
地
区
へ
の
電
力
供
給
が
再

開
し
、
大
量
に
保
管
さ
れ
た
加
工
原
魚
は
無
事

だ
っ
た
と
関
係
者
は
安
ど
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
つ
か
の
間
、
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
へ
の
水
が

供
給
さ
れ
な
い
た
め
冷
却
は
再
開
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

業
界
団
体
と
市
は
、
急
き
ょ
共
同
で
給
水
タ

ン
ク
を
確
保
し
給
水
を
行
い
、
給
水
管
が
復
旧

す
る
24
日
ま
で
の
間
、
懸
命
の
作
業
を
続
け
無

事
、
原
魚
を
守
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
で
は
、
被
災
し
た
水
産
加
工
業

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
国
や
県
の
支
援
制

度
を
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
。
そ
の
中

心
が
３
つ
の
復
興
関
連
事
業
で
し
た
。

◎
仮
設
水
産
加
工
場
整
備
事
業

　
（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）

市
内
で
被
災
し
た
水
産
加
工
業
者
に
対
し
、

早
期
事
業
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、
仮
設
工

場
（
事
務
所
を
含
む
）
を
整
備
し
、
無
償
で

貸
与
す
る
も
の
で
す
（
光
熱
水
費
、
衛
生
管

理
費
な
ど
入
居
後
に
係
る
一
切
の
経
費
は
利

用
者
負
担
）。
平
成
23
年
12
月
完
成
、
平
成
26

年
12
月
現
在
、
4
区
画
が
稼
働
中
で
す
。

①
仮
設
水
産
加
工
場
（
新
浜
町
）：
４
区
画

② 

仮
設
水
産
加
工
開
放
実
験
室
（
新
浜
町
）：

１
区
画

最新式の自動湯通し釜

「塩釜仲卸キッチンスタジオ」

仮設水産加工場

浅海養殖漁業（ノリ）

仮設水産加工開放実験室

浅海養殖漁業（アサリ）

水産業共同利用施設復興整備事業の活用例

REPORT

◎
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業

　
（
復
興
庁
所
管
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
事
業
）

被
災
し
た
漁
業
者
団
体
や
水
産
加
工
流
通
業

者
を
対
象
に
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
復
興
交

付
金
を
活
用
し
、
国
と
と
も
に
支
援
す
る
も

の
で
す
（
補
助
率
７
／
８
）。
平
成
26
年
12

月
現
在
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
９
つ
の

事
業
所
が
水
産
加
工
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

8
事
業
所
で
操
業
を
開
始
。
平
成
27
年
度
に

1
事
業
所
が
完
成
予
定
で
す
。

◎
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業

　
（
水
産
庁
所
管
事
業
）

被
災
し
た
漁
業
協
同
組
合
や
水
産
加
工
協
同

組
合
な
ど
水
産
関
連
の
組
合
が
行
う
地
域
の

加
工
流
通
機
能
の
回
復
や
衛
生
機
能
の
高
度

化
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
（
①
～
④
）
を
、

国
・
県
が
補
助
（
補
助
率
：
上
限
５
／
６
）

す
る
事
業
で
す
。

①
漁
協
・
水
産
加
工
協
等
共
同
利
用
施
設
復

　

旧
・
復
興
関
係

②
養
殖
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

③
放
流
用
種
苗
生
産
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

④
漁
港
施
設
復
旧
・
復
興
関
係

「
復
旧
さ
せ
た
矢
先
に
…
。

２
年
続
け
て
全
て
を
流
さ
れ
た
」

　

浦
戸
諸
島
に
よ
り
外
洋
か
ら
守
ら
れ
た
松
島

湾
で
は
、
比
較
的
穏
や
か
な
海
域
を
利
用
し
て

古
く
か
ら
浅
海
養
殖
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
で
は
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組

合
塩
釜
市
第
一
支
所
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

塩
釜
市
浦
戸
支
所
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
塩

釜
市
浦
戸
東
部
支
所
、
塩
釜
市
漁
業
協
同
組
合

の
４
つ
の
団
体
が
ノ
リ
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
・
コ

ン
ブ
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
リ
地
震
か
ら
何
と
か
復
旧
さ
せ
た
矢
先
に

…
。
種
の
培
養
施
設
ま
で
作
っ
て
『
こ
れ
か
ら

だ
』
っ
て
時
に
…
。
大
切
な
種
と
な
る
メ
カ
ブ

も
全
て
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
す
の
は
、

県
漁
協
塩
釜
市
第
一
支
所
・
運
営
委
員
会
前
委

員
長
の
水
間
正
夫
さ
ん
で
す
。
水
間
さ
ん
は
震

災
当
時
、
先
の
４
団
体
で
構
成
す
る
塩
釜
市
浅

海
漁
業
振
興
協
議
会
の
副
会
長
で
し
た
。
２
年

連
続
で
養
殖
施
設
が
全
滅
と
い
う
試
練
を
乗
り

越
え
、養
殖
再
開
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
現
在
は
、

P
R
と
販
路
拡
大
の
た
め
、
仮
設
商
店
街
「
し

お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
に
出
店
し
、
自

ら
生
産
し
た
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
、同
じ
漁
協
の
仲
間
（
組
合
員
）

３
名
も
そ
れ
ぞ
れ
に
店
を
構
え
、
生
産
し
た
水
産

物
を
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
漁
協
に
属
す
る
私
達
４
人
に
は
、
生
産
し
た

水
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
、
宣
伝
し
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
と
い
う
務
め
が
あ
り
ま
す
。
塩
竈
の
浅

海
養
殖
漁
民
と
し
て
、
他
に
負
け
な
い
品
質
の
も

の
を
生
産
し
、
自
ら
が
全
国
へ
P
R
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま

す
」
と
水
間
さ
ん
。
所
属
す
る
第
一
支
所
で
は
、

水
産
庁
の
補
助
事
業
の
「
水
産
業
共
同
利
用
施
設

復
旧
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
最
新
式
の
自
動
湯

通
し
釜
を
導
入
し
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
高
品

質
の
ワ
カ
メ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
漁
港
や
養
殖
関
連
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
の
ほ
か
、
塩
竈
市
浅
海
養
殖
漁
業
振
興
対
策

事
業
を
実
施
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
す
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
事
業
、
利
用
で
き
る
助
成
金
の
紹
介
な

ど
の
復
旧
支
援
、
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
元
気
を
与
え
た

塩
竈
ら
し
い
二
つ
の
出
来
事

　

塩
竈
ら
し
い
二
つ
の
出
来
事
が
、
震
災
直
後
、

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
民
の
糧
と

な
り
、
元
気
を
与
え
、
沈
ん
だ
心
を
明
る
く
変

え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
水
産
加
工
会
社
か
ら

避
難
所
へ
の
製
品
の
支
援
で
し
た
。
例
え
ば
、

第
二
中
学
校
の
避
難
所
に
は
蒲
鉾
工
場
か
ら
練

製
品
の
製
品
な
ど
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
１
日
３
食
提
供
す
る
の
に
十
分
間
に
合
う

ほ
ど
の
量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
市
民
の
台
所
と
し
て
、
ま
た

水
産
業
・
商
業
・
観
光
業
の
拠
点
の
一
つ
と
し

て
愛
さ
れ
て
き
た
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場
の
存

在
で
し
た
。
押
し
寄
せ
て
き
た
漂
流
物
を
入
口

の
頑
丈
な
鉄
扉
が
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
浸
水
被
害
も

軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
3
月
17
日
に
は
市

民
へ
の
食
材
供
給
の
た
め
の
謝
恩
セ
ー
ル
を
実

施
。
3
月
22
日
に
は
仮
オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
営

業
を
再
開
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
地
盤
沈

下
で
損
傷
し
た
地
下
貯
水
槽
の
復
旧
工
事
に
着

手
。
完
全
復
旧
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
、

震
災
か
ら
１
カ
月
半
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
５
日
、
仲
卸
市
場
の
６
号
売

場
に
新
し
い
交
流
ス
ポ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
塩
釜
仲
卸
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
」。
ガ
ス
台
や
シ
ン
ク
、
冷
蔵
庫
を
備
え
、
子

ど
も
や
主
婦
の
方
向
け
の
料
理
教
室
の
開
催
が

予
定
さ
れ
る
ほ
か
、
一
般
の
方
向
け
の
貸
し
出

し
も
行
う
な
ど
、
魚
食
文
化
の
普
及
と
市
場
に

お
け
る
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
の
海
の
元
気
を
全
国
へ
」。
仲
卸
の
大

き
な
屋
根
の
下
で
は
、
今
日
も
威
勢
の
い
い
声

が
飛
び
交
い
ま
す
。

水
揚
げ
額
目
標
1
2
0
億
円
。

達
成
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
遠
洋
底
曳
網
漁
業
の
水

揚
げ
に
対
す
る
補
助
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
魚

市
場
の
水
揚
げ
を
支
え
る
遠
洋
底
曳
網
漁
業
は
、

塩
釜
漁
港
の
水
深
が
浅
い
た
め
、
仙
台
港
で
水

揚
げ
、
魚
市
場
へ
運
搬
し
、
選
別
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
運
送
費
は
生
産
者
負
担
で
す
。
そ
こ
で
、

市
で
は
、
燃
料
費
の
高
騰
が
続
く
中
、
水
揚
げ

の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
運
送
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
漁
船

の
誘
致
策
と
し
て
、
北
海
道
や
宮
崎
県
、
大
分
県
、

沖
縄
県
の
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
の
生
産
者
組
合

を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
魚
市
場
の
目
標
と
す
る
水
揚
げ
額
は

1
2
0
億
円
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

■漁船被害 （単位：千円）

塩釜第一支所 浦戸支所 浦戸東部支所 塩釜市漁協 合計
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

動力船
5t 以上 2 65,000 2 65,000 

動力船
5t 未満 10 125,000 1 12,500 1 12,500 3 37,500 15 187,500 

船外機 43 38,700 30 27,000 36 32,400 57 51,300 166 149,400 

合計 163,700 39,500 44,900 153,800 401,900 

118119



震
災
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

地
域
経
済
活
性
化
の
課
題

　

震
災
前
に
実
施
さ
れ
た
、
平
成
19
年
６
月
１

日
を
調
査
期
日
と
す
る
商
業
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
市
内
で
卸
売
・
小
売
業
を
営
む
事
業
所
数

は
１
０
６
８
事
業
所
と
、
前
回
調
査
（
平
成
16

年
）
と
比
べ
98
事
業
所
減
少
、
年
間
商
品
販

売
額
は
1
３
５
１
億
円
と
、
前
回
調
査
よ
り

１
３
３
億
４
０
０
万
円
の
大
幅
な
減
少
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
塩
竈
市
で
は
定
額

給
付
金
と
連
動
さ
せ
た
１
割
増
「
ど
っ
と
塩
竈

商
品
券
」
を
平
成
21
年
に
販
売
、
市
内
へ
の
消

費
者
の
回
帰
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策

と
し
て
「
塩
竈
市
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー
プ
ン
事
業

（
対
象
経
費
の
一
定
割
合
分
を
補
助
）」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
施
策
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
っ
た

中
、
海
岸
通
や
本
町
、
宮
町
な
ど
中
心
部
の
商

店
街
が
津
波
に
襲
わ
れ
た
の
で
し
た
。

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

3,000

従業者数（人）
年間商品販売額（千万円） 事業所数

商業（卸売・小売業）の推移

従業者数
年間商品販売額
事業所数 2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
昭和60年 63年 平成3年 6 9 11 14 16 19年

被
災
地
第
１
号
の
仮
設
店
舗
を
開
設

す
る
な
ど
、
事
業
を
次
々
に
実
施

　

震
災
後
、
被
災
し
た
商
工
業
の
復
興
を
支
援
す

る
施
策
と
し
て
、
６
月
16
日
に
は
、
市
と
塩
釜

商
工
会
議
所
、
東
北
経
済
産
業
局
の
主
催
に
よ

る
「
被
災
者
支
援
施
策
説
明
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
会
」
を
開
催
。
ま
た
、
被
災
地
で
ト
ッ
プ
と

な
る
仮
設
店
舗
を
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
で
は
平
成
23
年
度
内
に
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー

プ
ン
・
プ
ラ
ス
事
業
」、「
り
災
商
店
再
生
支
援

事
業
」「
仮
設
店
舗
設
置
運
営
事
業
」「
塩
竈
市

震
災
見
舞
商
品
券
事
業
」「
復
活
！
塩
竈
商
人
塾
」

を
次
々
に
実
施
。
地
域
経
済
の
再
生
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
各
機
関
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
制
度
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
個
別
相
談
の
機
会
を

設
け
、
被
災
事
業
者
の
再
開
を
支
援
し
ま
し
た
。

◎
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ス
事
業

対
象
経
費
の
一
定
割
合
分
を
補
助
す
る
事
業
で

す
。
店
舗
を
商
店
会
・
商
店
街
に
限
定
せ
ず
、

対
象
地
域
を
市
内
全
域
と
し
ま
し
た
。

補
助
期
間
：
３
年
間

補
助
率
上
限
：
1
年
目
は
３
分
の
2
、
2
年
目

は
2
分
の
1
、
３
年
目
は
3
分
の
1

◎
り
災
商
店
再
生
支
援
事
業

市
内
で
被
災
し
た
商
工
業
者
の
事
業
再
開
を
支

援
す
る
た
め
、
店
舗
の
修
繕
な
ど
建
物
の
工
事

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

支
援
額
：
震
災
の
被
害
区
分
に
よ
り
、
所
要
額
の

　
　
　
　

 

範
囲
内
で
、
30
万
円
を
上
限
に
支
給

全
壊
30
万
円
、大
規
模
半
壊
20
万
円
、

半
壊
10
万
円
が
上
限

※ 

台
風
15
号
で
の
床
上
浸
水
の
被
害

は
、
半
壊
と
同
様
の
取
り
扱
い

活
用
し
た
事
業
者
：
3
9
6
件

◎
仮
設
店
舗
設
置
運
営
事
業

震
災
で
店
舗
や
事
務
所
等
に
被
害
を
受
け
、
事

業
を
再
開
で
き
な
い
中
小
企
業
者
な
ど
に
、
仮

設
施
設
（
設
置
は
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
）
を
無
償
で
貸
与
し
ま
し
た
。

「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
は
、
震
災

の
被
災
地
の
仮
設
店
舗
で
は
ト
ッ
プ
と
な
る
８

月
の
オ
ー
プ
ン
で
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩

釜
の
隣
接
地
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

・
海
岸
通
地
区
仮
設
店
舗　

「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」

区
画
数
：
20
区
画

入
居
事
業
者
数
：
16
店

（
平
成
26
年
12
月
1
日
時
点
）

・
本
町
地
区
仮
設
店
舗　

「
し
お
が
ま
本
町
・
く
る
く
る
広
場
」

区
画
数
：
５
区
画

入
居
事
業
者
数
：
4
店

（
平
成
26
年
12
月
1
日
時
点
）

塩竈市
震災見舞商品券

◎
塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
事
業

震
災
に
よ
る
住
家
の
被
害
が
一
部
損
壊
以
下
の

世
帯
に
、市
内
の
商
店
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
震

災
見
舞
商
品
券
」
を
配
布
し
、
生
活
支
援
お
よ

び
地
域
産
業
復
興
の
一
助
と
し
ま
し
た
。

発
行
総
額
：
１
億
８
０
９
５
万
円

参
加
店
：
５
６
０
店

◎
復
活
！
塩
竈
商
人
塾

商
店
街
振
興
の
た
め
、
民
間
コ
ン
サ
ル
の
研
修
・

訓
練
に
よ
り
、
商
店
街
を
構
成
す
る
個
店
力
の

向
上
を
図
る
事
業
で
、
震
災
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
被
災
し
た
平
成
23
年
の
「
あ
き
な

い
講
座
」
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
活
を
目
指
し
、

３
回
に
わ
た
っ
て
車
座
熱
論
会
を
開
催
し
、
連

携
し
て
復
活
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意
や
活
動

方
針
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
再
生
と
活
性
化
を
促
し
、

復
興
の
歩
み
を
力
強
く

　

平
成
24
年
３
月
に
観
光
物
産
案
内
所
が
、
７

月
に
は
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
同
じ
こ
ろ
、
津
波
の
被
害
を
受
け

た
地
域
の
住
民
の
生
活
再
建
と
復
興
事
業
の
実

施
に
向
け
た
個
別
相
談
会
や
事
業
説
明
会
が
各

海岸通地区仮設店舗　「しおがま・みなと復興市場」

平成 23 年 4 月 2 日に開催された塩竈復興市

平成26年7月1日「塩竈ニコニコ2割増商品券」販売開始
（しおがま・まちの駅）

「被災者支援施策説明
 ワンストップ相談会」

地
で
始
ま
り
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
た
歩
み
を

よ
り
力
強
く
す
る
た
め
に
、
市
で
は
地
域
経
済

の
再
生
と
活
性
化
を
促
す
施
策
を
継
続
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

◎
地
域
産
業
振
興
事
業

平
成
25
年
春
に
開
催
さ
せ
る
仙
台
・
宮
城
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
据

え
、
震
災
後
、
約
６
割
に
落
ち
込
ん
だ
交
流
人

口
の
回
復
と
地
域
経
済
の
復
興
を
目
的
に
、
首

都
圏
ほ
か
の
全
国
各
都
市
で
観
光
お
よ
び
特
産

品
を
P
R
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

・
し
お
が
ま
『
食
と
観
光
』
首
都
圏
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
平
成
24
年
10
月
24
日
：
J
R
大
宮
駅
、
東
京

都
庁
ほ
か
）

・
仙
台
・
宮
城
D
C
東
北
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
平
成
25
年
2
月
28
日
：
北
東
北
）
な
ど

◎
塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
開
設
一
周
年
記
念
事
業

参
加
店
で
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
が
受
け
ら
れ

る
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
。
仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
平
成

25
年
３
月
16
日
～
６
月
30
日
に
塩
竈
観
光
物
産

案
内
所
で
配
布
し
ま
し
た
。

◎
塩
竈
復
興
！
新
春
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

市
中
心
部
の
参
加
各
店
が
、「
復
興
の
新
春
」

を
テ
ー
マ
に
店
頭
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
な
ど

を
演
出
し
、
人
気
投
票
を
し
て
も
ら
う
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。
本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の

協
力
に
よ
り
開
催
し
、
平
成
25
年
12
月
28
日
～

平
成
26
年
１
月
14
日
の
期
間
、
28
店
舗
が
新
年
・

希
望
の
春
の
彩
り
を
演
出
し
、
復
興
に
向
け
て

力
強
く
歩
む
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
は
39
店
舗
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

◎
「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」
の
発
行

市
が
交
付
し
た
補
助
金
に
よ
り
、
塩
釜
商
工

会
議
所
が
割
増
商
品
券
を
発
行
し
た
事
業
で

す
。
生
活
支
援
よ
る
市
民
の
購
買
意
欲
の
喚

起
と
市
内
商
店
の
売
上
げ
向
上
を
通
じ
て
、

「被災者支援施策説明

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
実
施
し
ま

し
た
。
商
品
券
は
、
中
・
大
規
模
店
舗
で
も

利
用
で
き
る
共
通
券
5
0
0
0
円
と
小
規
模

店
舗
で
の
み
利
用
で
き
る
専
用
券
7
0
0
0

円
の
組
合
せ
で
販
売
し
、
市
民
の
利
便
性
の

確
保
と
地
域
商
業
者
の
売
上
げ
へ
の
効
果
の

両
立
を
図
り
ま
し
た
。

◎
し
お
が
ま　

本も
と
ま
ち町　

ま
ち
ゼ
ミ

本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
主
催
で
、

本
町
通
り
に
あ
る
お
商
の
店
主
が
講
師
と

な
っ
て
、
取
り
扱
う
商
品
を
題
材
に
、
プ
ロ

の
技
や
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
り
、

体
験
で
き
る
小
さ
な
ゼ
ミ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
方
々
と
店
主
と
が
、
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
、
店
主
の
こ
だ
わ
り
、
技
、
知
識
、

人
柄
等
を
伝
え
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
、
塩
竈
商
人
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま

す
。
26
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
、
5
講
座
、
全

6
回
の
開
催
で
す
。

※ 

水
産
業
、
水
産
加
工
業
の
復
興
支
援
事
業
は
P
１
１
６
～

１
１
９
、
震
災
後
に
開
催
さ
れ
た
「
塩
竈
の
食
・
味
」
に
関

す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
P
１
２
４
～
１
２
５
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

「
先
人
は
地
域
資
源
を
活
用
し
、

漁
業
や
水
産
加
工
業
、
港
湾
関
連
業
な
ど
、
海
と
人
と
の
営
み
を
進
化
さ
せ
、

街
の
基
礎
と
な
る
商
工
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
屈
の
歩
み
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
、
道
し
る
べ
で
も
あ
り
ま
す
」

街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に

～
商
工
業
の
復
旧
・
復
興

塩竈ニコニコ 2 割増商品券。取扱店全てで
使える「共通券」（ブルー）と、小規模店舗
のみで使える「専用券」（ピンク）の 2 種類

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み

120121

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
商
工
業



震
災
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

地
域
経
済
活
性
化
の
課
題

　

震
災
前
に
実
施
さ
れ
た
、
平
成
19
年
６
月
１

日
を
調
査
期
日
と
す
る
商
業
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
市
内
で
卸
売
・
小
売
業
を
営
む
事
業
所
数

は
１
０
６
８
事
業
所
と
、
前
回
調
査
（
平
成
16

年
）
と
比
べ
98
事
業
所
減
少
、
年
間
商
品
販

売
額
は
1
３
５
１
億
円
と
、
前
回
調
査
よ
り

１
３
３
億
４
０
０
万
円
の
大
幅
な
減
少
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
塩
竈
市
で
は
定
額

給
付
金
と
連
動
さ
せ
た
１
割
増
「
ど
っ
と
塩
竈

商
品
券
」
を
平
成
21
年
に
販
売
、
市
内
へ
の
消

費
者
の
回
帰
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策

と
し
て
「
塩
竈
市
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー
プ
ン
事
業

（
対
象
経
費
の
一
定
割
合
分
を
補
助
）」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
施
策
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
っ
た

中
、
海
岸
通
や
本
町
、
宮
町
な
ど
中
心
部
の
商

店
街
が
津
波
に
襲
わ
れ
た
の
で
し
た
。

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

3,000

従業者数（人）
年間商品販売額（千万円） 事業所数

商業（卸売・小売業）の推移

従業者数
年間商品販売額
事業所数 2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
昭和60年 63年 平成3年 6 9 11 14 16 19年

被
災
地
第
１
号
の
仮
設
店
舗
を
開
設

す
る
な
ど
、
事
業
を
次
々
に
実
施

　

震
災
後
、
被
災
し
た
商
工
業
の
復
興
を
支
援
す

る
施
策
と
し
て
、
６
月
16
日
に
は
、
市
と
塩
釜

商
工
会
議
所
、
東
北
経
済
産
業
局
の
主
催
に
よ

る
「
被
災
者
支
援
施
策
説
明
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
会
」
を
開
催
。
ま
た
、
被
災
地
で
ト
ッ
プ
と

な
る
仮
設
店
舗
を
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
で
は
平
成
23
年
度
内
に
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー

プ
ン
・
プ
ラ
ス
事
業
」、「
り
災
商
店
再
生
支
援

事
業
」「
仮
設
店
舗
設
置
運
営
事
業
」「
塩
竈
市

震
災
見
舞
商
品
券
事
業
」「
復
活
！
塩
竈
商
人
塾
」

を
次
々
に
実
施
。
地
域
経
済
の
再
生
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
各
機
関
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
制
度
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
個
別
相
談
の
機
会
を

設
け
、
被
災
事
業
者
の
再
開
を
支
援
し
ま
し
た
。

◎
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ス
事
業

対
象
経
費
の
一
定
割
合
分
を
補
助
す
る
事
業
で

す
。
店
舗
を
商
店
会
・
商
店
街
に
限
定
せ
ず
、

対
象
地
域
を
市
内
全
域
と
し
ま
し
た
。

補
助
期
間
：
３
年
間

補
助
率
上
限
：
1
年
目
は
３
分
の
2
、
2
年
目

は
2
分
の
1
、
３
年
目
は
3
分
の
1

◎
り
災
商
店
再
生
支
援
事
業

市
内
で
被
災
し
た
商
工
業
者
の
事
業
再
開
を
支

援
す
る
た
め
、
店
舗
の
修
繕
な
ど
建
物
の
工
事

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

支
援
額
：
震
災
の
被
害
区
分
に
よ
り
、
所
要
額
の

　
　
　
　

 

範
囲
内
で
、
30
万
円
を
上
限
に
支
給

全
壊
30
万
円
、大
規
模
半
壊
20
万
円
、

半
壊
10
万
円
が
上
限

※ 

台
風
15
号
で
の
床
上
浸
水
の
被
害

は
、
半
壊
と
同
様
の
取
り
扱
い

活
用
し
た
事
業
者
：
3
9
6
件

◎
仮
設
店
舗
設
置
運
営
事
業

震
災
で
店
舗
や
事
務
所
等
に
被
害
を
受
け
、
事

業
を
再
開
で
き
な
い
中
小
企
業
者
な
ど
に
、
仮

設
施
設
（
設
置
は
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
）
を
無
償
で
貸
与
し
ま
し
た
。

「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
は
、
震
災

の
被
災
地
の
仮
設
店
舗
で
は
ト
ッ
プ
と
な
る
８

月
の
オ
ー
プ
ン
で
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩

釜
の
隣
接
地
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

・
海
岸
通
地
区
仮
設
店
舗　

「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」

区
画
数
：
20
区
画

入
居
事
業
者
数
：
16
店

（
平
成
26
年
12
月
1
日
時
点
）

・
本
町
地
区
仮
設
店
舗　

「
し
お
が
ま
本
町
・
く
る
く
る
広
場
」

区
画
数
：
５
区
画

入
居
事
業
者
数
：
4
店

（
平
成
26
年
12
月
1
日
時
点
）

塩竈市
震災見舞商品券

◎
塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
事
業

震
災
に
よ
る
住
家
の
被
害
が
一
部
損
壊
以
下
の

世
帯
に
、市
内
の
商
店
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
震

災
見
舞
商
品
券
」
を
配
布
し
、
生
活
支
援
お
よ

び
地
域
産
業
復
興
の
一
助
と
し
ま
し
た
。

発
行
総
額
：
１
億
８
０
９
５
万
円

参
加
店
：
５
６
０
店

◎
復
活
！
塩
竈
商
人
塾

商
店
街
振
興
の
た
め
、
民
間
コ
ン
サ
ル
の
研
修
・

訓
練
に
よ
り
、
商
店
街
を
構
成
す
る
個
店
力
の

向
上
を
図
る
事
業
で
、
震
災
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
被
災
し
た
平
成
23
年
の
「
あ
き
な

い
講
座
」
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
活
を
目
指
し
、

３
回
に
わ
た
っ
て
車
座
熱
論
会
を
開
催
し
、
連

携
し
て
復
活
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意
や
活
動

方
針
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
再
生
と
活
性
化
を
促
し
、

復
興
の
歩
み
を
力
強
く

　

平
成
24
年
３
月
に
観
光
物
産
案
内
所
が
、
７

月
に
は
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
同
じ
こ
ろ
、
津
波
の
被
害
を
受
け

た
地
域
の
住
民
の
生
活
再
建
と
復
興
事
業
の
実

施
に
向
け
た
個
別
相
談
会
や
事
業
説
明
会
が
各

海岸通地区仮設店舗　「しおがま・みなと復興市場」

平成 23 年 4 月 2 日に開催された塩竈復興市

平成26年7月1日「塩竈ニコニコ2割増商品券」販売開始
（しおがま・まちの駅）

「被災者支援施策説明
 ワンストップ相談会」

地
で
始
ま
り
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
た
歩
み
を

よ
り
力
強
く
す
る
た
め
に
、
市
で
は
地
域
経
済

の
再
生
と
活
性
化
を
促
す
施
策
を
継
続
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

◎
地
域
産
業
振
興
事
業

平
成
25
年
春
に
開
催
さ
せ
る
仙
台
・
宮
城
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
据

え
、
震
災
後
、
約
６
割
に
落
ち
込
ん
だ
交
流
人

口
の
回
復
と
地
域
経
済
の
復
興
を
目
的
に
、
首

都
圏
ほ
か
の
全
国
各
都
市
で
観
光
お
よ
び
特
産

品
を
P
R
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

・
し
お
が
ま
『
食
と
観
光
』
首
都
圏
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
平
成
24
年
10
月
24
日
：
J
R
大
宮
駅
、
東
京

都
庁
ほ
か
）

・
仙
台
・
宮
城
D
C
東
北
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
平
成
25
年
2
月
28
日
：
北
東
北
）
な
ど

◎
塩
竈
観
光
物
産
案
内
所
開
設
一
周
年
記
念
事
業

参
加
店
で
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
が
受
け
ら
れ

る
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
。
仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
平
成

25
年
３
月
16
日
～
６
月
30
日
に
塩
竈
観
光
物
産

案
内
所
で
配
布
し
ま
し
た
。

◎
塩
竈
復
興
！
新
春
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

市
中
心
部
の
参
加
各
店
が
、「
復
興
の
新
春
」

を
テ
ー
マ
に
店
頭
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
な
ど

を
演
出
し
、
人
気
投
票
を
し
て
も
ら
う
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。
本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の

協
力
に
よ
り
開
催
し
、
平
成
25
年
12
月
28
日
～

平
成
26
年
１
月
14
日
の
期
間
、
28
店
舗
が
新
年
・

希
望
の
春
の
彩
り
を
演
出
し
、
復
興
に
向
け
て

力
強
く
歩
む
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
は
39
店
舗
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

◎
「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」
の
発
行

市
が
交
付
し
た
補
助
金
に
よ
り
、
塩
釜
商
工

会
議
所
が
割
増
商
品
券
を
発
行
し
た
事
業
で

す
。
生
活
支
援
よ
る
市
民
の
購
買
意
欲
の
喚

起
と
市
内
商
店
の
売
上
げ
向
上
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
実
施
し
ま

し
た
。
商
品
券
は
、
中
・
大
規
模
店
舗
で
も

利
用
で
き
る
共
通
券
5
0
0
0
円
と
小
規
模

店
舗
で
の
み
利
用
で
き
る
専
用
券
7
0
0
0

円
の
組
合
せ
で
販
売
し
、
市
民
の
利
便
性
の

確
保
と
地
域
商
業
者
の
売
上
げ
へ
の
効
果
の

両
立
を
図
り
ま
し
た
。

◎
し
お
が
ま　

本も
と
ま
ち町　

ま
ち
ゼ
ミ

本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
主
催
で
、

本
町
通
り
に
あ
る
お
商
の
店
主
が
講
師
と

な
っ
て
、
取
り
扱
う
商
品
を
題
材
に
、
プ
ロ

の
技
や
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
り
、

体
験
で
き
る
小
さ
な
ゼ
ミ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
方
々
と
店
主
と
が
、
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
、
店
主
の
こ
だ
わ
り
、
技
、
知
識
、

人
柄
等
を
伝
え
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
、
塩
竈
商
人
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま

す
。
26
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
、
5
講
座
、
全

6
回
の
開
催
で
す
。

※ 

水
産
業
、
水
産
加
工
業
の
復
興
支
援
事
業
は
P
１
１
６
～

１
１
９
、
震
災
後
に
開
催
さ
れ
た
「
塩
竈
の
食
・
味
」
に
関

す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
P
１
２
４
～
１
２
５
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

「
先
人
は
地
域
資
源
を
活
用
し
、

漁
業
や
水
産
加
工
業
、
港
湾
関
連
業
な
ど
、
海
と
人
と
の
営
み
を
進
化
さ
せ
、

街
の
基
礎
と
な
る
商
工
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
屈
の
歩
み
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
、
道
し
る
べ
で
も
あ
り
ま
す
」

街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に

～
商
工
業
の
復
旧
・
復
興

塩竈ニコニコ 2 割増商品券。取扱店全てで
使える「共通券」（ブルー）と、小規模店舗
のみで使える「専用券」（ピンク）の 2 種類

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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来
／
商
工
業



仮
設
店
舗
入
居
者
の
本
設
移
設
を

支
援
。

　
「
港
町
地
区
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
」
や
防

潮
堤
・
港
湾
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
が
動
き
だ

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
内
2
カ
所
の
仮
設
店

舗
の
運
営
を
終
了
す
る
時
期
が
近
付
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
入
居
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
早
期
の

本
設
移
設
に
向
け
て
、
工
事
と
の
調
整
を
図
り
、

で
き
る
だ
け
準
備
期
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
等
の
支
援
策
を
積
極

的
に
情
報
提
供
し
、
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

危
機
感
を
持
っ
て
、

会
員
事
務
所
の
再
生
に
全
力
を
尽
く
す

　
「
３
月
14
日
、
復
旧
作
業
を
始
め
た
ば
か
り
で

泥
で
汚
れ
て
い
た
会
館
を
会
員
さ
ん
が
次
々
に

訪
れ
、『
廃
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』、『
従
業

員
を
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
っ
た

切
迫
し
た
状
況
を
訴
え
ま
す
。
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
塩
釜
商

工
会
議
所
（
以
下
、
会
議
所
）
事
務
局
長
の
大

久
信
広
さ
ん
。
会
館
は
津
波
に
よ
り
１
階
が
浸

水
し
、
壊
滅
状
態
で
し
た
。
３
月
23
日
に
臨
時

の
相
談
窓
口
を
桑
原
茂
会
頭
の
会
社
で
あ
る
㈱

キ
ク
ニ
に
開
設
。
災
害
融
資
や
公
的
助
成
、
雇

用
保
険
関
係
の
相
談
に
当
た
っ
た
そ
う
で
す
。

開
設
当
初
は
業
務
再
開
の
目
途
が
立
た
ず
雇
用

関
係
の
相
談
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
職
員
が
業
務
再
開
を
支
援
す

る
た
め
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
中
小
企

業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
金
（
以

下
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
）」
へ
の
対
応
で
し
た
。

塩竈復興！新春ディスプレイコンテスト

平成 25 年 6 月、衆議
院特別委員会で意見陳
述する桑原茂会頭。会
員事業所の現状や塩竈
の課題について訴えた

平成 23 年 3 月、津波襲来
直後の商工会議所会館

三浦一泰専務理事 大久信広事務局長

平成 26 年 8 月、
震災後の会員企
業の販売促進を
図るため、「イン
ターネットギフ
トショップ」を
開設

平成 26 年 10 月、再開した地場産品ＰＲと消費拡大を目的
に県外各地で「塩竈物産展」を開催（写真は埼玉県三郷市）

平成 25 年 5 月、地域ブランド化事業の一環とし
て、地域資源勉強会 " 蔵元見学会 " を実施

平成 24 年 2 月、グループ補助金説明会に 85
名が詰めかけた

平成 23 年 5 月、日本商工
会議所岡村正会頭（当時）
へ要望する桑原茂会頭

会員企業の復興と地域活力の再構築を目標に、さまざまな復興
支援活動に取り組んできた商工会議所の三役。写真右から、水
野暢大副会頭（水野水産（株）代表取締役社長）、菅原周二副会
頭（（株）白寿殿代表取締役会長）、桑原茂会頭（キクニ（株）
代表取締役）、太田喜一郎副会頭（宮城マリンサービス（株）代
表取締役社長）、三浦一泰専務理事。会員企業の復興と地域活力
の再構築を目標に、さまざまな復興支援活動に取り組んできた

て
き
た
も
の
で
、
成
約
率
を
上
げ
る
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
事
前
に
商
談
の
組
み
合
わ
せ

を
決
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
地
元
企
業
42

社
が
参
加
し
、
自
慢
の
商
品
を
紹
介
、
合
計

1
7
5
件
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
所
の
「
塩
竈
み
な
と
ブ
ラ
ン
ド
推

進
委
員
会
」
で
は
、平
成
25
年
か
ら
〝
市
の
お
宝
〟

を
再
発
見
し
よ
う
と
す
る
地
域
資
源
勉
強
会
を

開
催
。
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、

『
み
な
と
塩
竈
』
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
慢
の
地
場
産
品
を
集
め
た

「
復
興
見
本
市
」
も
開
催
。
販
路
の
拡
大
に
も
努

め
て
い
ま
す
。「
鹽
竈
神
社
を
は
じ
め
、
歴
史
と

ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
浦
戸
諸
島
、
そ
し
て
海
と

社
の
関
わ
り
で
育
ま
れ
た
多
く
の
地
場
産
品
な

ど
、
塩
竈
に
は
全
国
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
数
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
会
議
所
専
務
理
事
の
三
浦
一
泰
さ

ん
。
新
し
い
視
点
や
切
り
口
で
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
広
く
発
信
し
て
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
活
力
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
、

と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま
す
。

　
「
塩
竈
は
、
チ
リ
地
震
津
波
や
宮
城
県
沖
地
震
、

大
雨
洪
水
被
害
な
ど
、
数
多
く
の
災
害
に
遭
遇

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、
繰
り
返
し
襲
っ

て
き
た
災
害
を
地
域
の
英
知
と
力
を
結
集
し
て

乗
り
越
え
、
新
た
な
時
代
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
先

人
は
こ
の
地
が
有
し
て
い
る
内
発
的
な
多
く
の

力
を
活
用
し
、
漁
業
や
水
産
加
工
業
、
港
湾
関

連
業
な
ど
、
海
と
人
と
の
関
わ
り
を
進
化
さ
せ
、

街
の
基
礎
と
な
る
商
工
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
屈
の
歩
み
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ

り
、
道
し
る
べ
で
も
あ
り
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
。

震
災
か
ら
の
復
興
や
商
工
業
の
活
性
化
を
考
え

る
に
当
た
り
、
歴
史
を
再
認
識
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
す
。

REPORT

■�

塩
釜
商
工
会
議
所
に
よ
る

　

主
な
復
旧
・
復
興
事
業

◎
被
災
企
業
と
地
域
の
復
興
支
援

・
臨
時
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
各
種
相
談
に

対
応

・
市
内
全
会
員
を
訪
問
、
ニ
ー
ズ
等
を
調
査

・
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
会
の
開
催

・「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」
の
と
り
ま
と
め

・「
マ
ル
経
災
害
特
別
融
資
」
の
利
子
補
給

制
度
の
実
施

・
各
種
公
的
支
援
制
度
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

・
復
興
支
援
講
演
会
の
開
催

・
遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
実
施

・
再
生
P
C
無
償
提
供
事
業
の
実
施

・
被
災
企
業
復
興
支
援
リ
ー
ス
補
助
事
業
の

実
施

・「
塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
」
の
受
付
、

換
金
業
務

・「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」
の
発
行

◎
復
興
P
R
活
動

・
販
路
回
復
に
向
け
た
「
復
興
見
本
市
」
の

開
催

・
記
録
誌
『
心
を
合
わ
せ　

復
興
へ
』
の

作
成
と
全
会
員
へ
の
配
布

・『
が
ん
ば
っ
ぺ
！
塩
釜
』
ス
テ
ッ
カ
ー
の

制
作
、
販
売

・
各
地
で
の
復
興
応
援
物
産
展
の
開
催

・
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

・
被
災
地
視
察
へ
の
対
応

◎
要
望
活
動

・
市
、
県
、
国
へ
の
要
望

・
日
商
ほ
か
の
経
済
団
体
へ
の
要
望

・
会
頭
の
国
会
で
の
意
見
陳
述

グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
国
の
補
正
予
算
で
事
業
化

さ
れ
た
中
小
企
業
対
策
事
業
の
一
つ
で
、
複
数

の
中
小
企
業
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
復
興
計
画
を

作
成
し
、
県
の
指
定
を
受
け
れ
ば
、
施
設
な
ど

の
復
旧
事
業
費
の
4
分
の
3
以
内
の
補
助
が
受

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
23
年
秋
か
ら
、
説

明
会
を
複
数
回
開
催
。
グ
ル
ー
プ
の
構
成
に
は
、

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
型
、
②
経
済
・
雇
用
効

果
型
、
③
地
域
に
重
要
な
企
業
集
積
型
、
④
水

産
（
食
品
）
加
工
業
型
、
⑤
商
店
街
型
の
種
類

が
あ
る
こ
と
、
震
災
前
の
原
状
復
旧
が
原
則
な

ど
の
諸
条
件
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
申
請
の

窓
口
と
し
て
取
り
ま
と
め
作
業
に
当
た
っ
た
の

で
す
。「
小
規
模
な
事
業
者
の
方
々
を
グ
ル
ー
プ

化
す
る
の
は
大
変
で
す
。
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、『
こ
こ
で
何
と

か
し
な
い
と
塩
竈
が
だ
め
に
な
る
』
と
危
機
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
桑
原
会
頭
が
先

頭
に
立
っ
て
国
や
県
、
市
に
度
々
陳
情
。
国
会

で
市
内
の
商
工
業
の
復
興
状
況
と
課
題
を
訴
え

る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
、
会
員
さ
ん
と
と

も
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
大
久
さ

ん
。
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、

延
べ
3
0
0
件
を
超
え
る
と
い
い
ま
す
。

「
塩
竈
ブ
ラ
ン
ド
」
の
掘
り
起
こ
し
と
、

歴
史
を
再
認
識
す
る
こ
と

　

平
成
26
年
８
月
27
日
、
全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
に

塩
竈
の
地
場
産
品
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
伊

達
な
商
談
会
i
n　

S
H
I
O
G
A
M
A
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
震
災

で
被
災
し
た
企
業
の
販
路
回
復
を
図
る
た
め
、

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
が
主
催
し

しおがま　本町　まちゼミしおがま　本町　まちゼミ
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仮
設
店
舗
入
居
者
の
本
設
移
設
を

支
援
。

　
「
港
町
地
区
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
」
や
防

潮
堤
・
港
湾
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
が
動
き
だ

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
内
2
カ
所
の
仮
設
店

舗
の
運
営
を
終
了
す
る
時
期
が
近
付
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
入
居
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
早
期
の

本
設
移
設
に
向
け
て
、
工
事
と
の
調
整
を
図
り
、

で
き
る
だ
け
準
備
期
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
等
の
支
援
策
を
積
極

的
に
情
報
提
供
し
、
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

危
機
感
を
持
っ
て
、

会
員
事
務
所
の
再
生
に
全
力
を
尽
く
す

　
「
３
月
14
日
、
復
旧
作
業
を
始
め
た
ば
か
り
で

泥
で
汚
れ
て
い
た
会
館
を
会
員
さ
ん
が
次
々
に

訪
れ
、『
廃
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』、『
従
業

員
を
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
っ
た

切
迫
し
た
状
況
を
訴
え
ま
す
。
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
塩
釜
商

工
会
議
所
（
以
下
、
会
議
所
）
事
務
局
長
の
大

久
信
広
さ
ん
。
会
館
は
津
波
に
よ
り
１
階
が
浸

水
し
、
壊
滅
状
態
で
し
た
。
３
月
23
日
に
臨
時

の
相
談
窓
口
を
桑
原
茂
会
頭
の
会
社
で
あ
る
㈱

キ
ク
ニ
に
開
設
。
災
害
融
資
や
公
的
助
成
、
雇

用
保
険
関
係
の
相
談
に
当
た
っ
た
そ
う
で
す
。

開
設
当
初
は
業
務
再
開
の
目
途
が
立
た
ず
雇
用

関
係
の
相
談
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
職
員
が
業
務
再
開
を
支
援
す

る
た
め
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
中
小
企

業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
金
（
以

下
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
）」
へ
の
対
応
で
し
た
。

塩竈復興！新春ディスプレイコンテスト

平成 25 年 6 月、衆議
院特別委員会で意見陳
述する桑原茂会頭。会
員事業所の現状や塩竈
の課題について訴えた

平成 23 年 3 月、津波襲来
直後の商工会議所会館

三浦一泰専務理事 大久信広事務局長

平成 26 年 8 月、
震災後の会員企
業の販売促進を
図るため、「イン
ターネットギフ
トショップ」を
開設

平成 26 年 10 月、再開した地場産品ＰＲと消費拡大を目的
に県外各地で「塩竈物産展」を開催（写真は埼玉県三郷市）

平成 25 年 5 月、地域ブランド化事業の一環とし
て、地域資源勉強会 " 蔵元見学会 " を実施

平成 24 年 2 月、グループ補助金説明会に 85
名が詰めかけた

平成 23 年 5 月、日本商工
会議所岡村正会頭（当時）
へ要望する桑原茂会頭

会員企業の復興と地域活力の再構築を目標に、さまざまな復興
支援活動に取り組んできた商工会議所の三役。写真右から、水
野暢大副会頭（水野水産（株）代表取締役社長）、菅原周二副会
頭（（株）白寿殿代表取締役会長）、桑原茂会頭（キクニ（株）
代表取締役）、太田喜一郎副会頭（宮城マリンサービス（株）代
表取締役社長）、三浦一泰専務理事。会員企業の復興と地域活力
の再構築を目標に、さまざまな復興支援活動に取り組んできた

て
き
た
も
の
で
、
成
約
率
を
上
げ
る
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
事
前
に
商
談
の
組
み
合
わ
せ

を
決
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
地
元
企
業
42

社
が
参
加
し
、
自
慢
の
商
品
を
紹
介
、
合
計

1
7
5
件
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
所
の
「
塩
竈
み
な
と
ブ
ラ
ン
ド
推

進
委
員
会
」
で
は
、平
成
25
年
か
ら
〝
市
の
お
宝
〟

を
再
発
見
し
よ
う
と
す
る
地
域
資
源
勉
強
会
を

開
催
。
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、

『
み
な
と
塩
竈
』
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
慢
の
地
場
産
品
を
集
め
た

「
復
興
見
本
市
」
も
開
催
。
販
路
の
拡
大
に
も
努

め
て
い
ま
す
。「
鹽
竈
神
社
を
は
じ
め
、
歴
史
と

ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
浦
戸
諸
島
、
そ
し
て
海
と

社
の
関
わ
り
で
育
ま
れ
た
多
く
の
地
場
産
品
な

ど
、
塩
竈
に
は
全
国
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
数
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
会
議
所
専
務
理
事
の
三
浦
一
泰
さ

ん
。
新
し
い
視
点
や
切
り
口
で
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
広
く
発
信
し
て
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
活
力
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
、

と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま
す
。

　
「
塩
竈
は
、
チ
リ
地
震
津
波
や
宮
城
県
沖
地
震
、

大
雨
洪
水
被
害
な
ど
、
数
多
く
の
災
害
に
遭
遇

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、
繰
り
返
し
襲
っ

て
き
た
災
害
を
地
域
の
英
知
と
力
を
結
集
し
て

乗
り
越
え
、
新
た
な
時
代
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
先

人
は
こ
の
地
が
有
し
て
い
る
内
発
的
な
多
く
の

力
を
活
用
し
、
漁
業
や
水
産
加
工
業
、
港
湾
関

連
業
な
ど
、
海
と
人
と
の
関
わ
り
を
進
化
さ
せ
、

街
の
基
礎
と
な
る
商
工
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
屈
の
歩
み
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ

り
、
道
し
る
べ
で
も
あ
り
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
。

震
災
か
ら
の
復
興
や
商
工
業
の
活
性
化
を
考
え

る
に
当
た
り
、
歴
史
を
再
認
識
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
す
。

REPORT

■�

塩
釜
商
工
会
議
所
に
よ
る

　

主
な
復
旧
・
復
興
事
業

◎
被
災
企
業
と
地
域
の
復
興
支
援

・
臨
時
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
各
種
相
談
に

対
応

・
市
内
全
会
員
を
訪
問
、
ニ
ー
ズ
等
を
調
査

・
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
会
の
開
催

・「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」
の
と
り
ま
と
め

・「
マ
ル
経
災
害
特
別
融
資
」
の
利
子
補
給

制
度
の
実
施

・
各
種
公
的
支
援
制
度
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

・
復
興
支
援
講
演
会
の
開
催

・
遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
実
施

・
再
生
P
C
無
償
提
供
事
業
の
実
施

・
被
災
企
業
復
興
支
援
リ
ー
ス
補
助
事
業
の

実
施

・「
塩
竈
市
震
災
見
舞
商
品
券
」
の
受
付
、

換
金
業
務

・「
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
２
割
増
商
品
券
」
の
発
行

◎
復
興
P
R
活
動

・
販
路
回
復
に
向
け
た
「
復
興
見
本
市
」
の

開
催

・
記
録
誌
『
心
を
合
わ
せ　

復
興
へ
』
の

作
成
と
全
会
員
へ
の
配
布

・『
が
ん
ば
っ
ぺ
！
塩
釜
』
ス
テ
ッ
カ
ー
の

制
作
、
販
売

・
各
地
で
の
復
興
応
援
物
産
展
の
開
催

・
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

・
被
災
地
視
察
へ
の
対
応

◎
要
望
活
動

・
市
、
県
、
国
へ
の
要
望

・
日
商
ほ
か
の
経
済
団
体
へ
の
要
望

・
会
頭
の
国
会
で
の
意
見
陳
述

グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
国
の
補
正
予
算
で
事
業
化

さ
れ
た
中
小
企
業
対
策
事
業
の
一
つ
で
、
複
数

の
中
小
企
業
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
復
興
計
画
を

作
成
し
、
県
の
指
定
を
受
け
れ
ば
、
施
設
な
ど

の
復
旧
事
業
費
の
4
分
の
3
以
内
の
補
助
が
受

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
23
年
秋
か
ら
、
説

明
会
を
複
数
回
開
催
。
グ
ル
ー
プ
の
構
成
に
は
、

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
型
、
②
経
済
・
雇
用
効

果
型
、
③
地
域
に
重
要
な
企
業
集
積
型
、
④
水

産
（
食
品
）
加
工
業
型
、
⑤
商
店
街
型
の
種
類

が
あ
る
こ
と
、
震
災
前
の
原
状
復
旧
が
原
則
な

ど
の
諸
条
件
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
申
請
の

窓
口
と
し
て
取
り
ま
と
め
作
業
に
当
た
っ
た
の

で
す
。「
小
規
模
な
事
業
者
の
方
々
を
グ
ル
ー
プ

化
す
る
の
は
大
変
で
す
。
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、『
こ
こ
で
何
と

か
し
な
い
と
塩
竈
が
だ
め
に
な
る
』
と
危
機
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
桑
原
会
頭
が
先

頭
に
立
っ
て
国
や
県
、
市
に
度
々
陳
情
。
国
会

で
市
内
の
商
工
業
の
復
興
状
況
と
課
題
を
訴
え

る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
、
会
員
さ
ん
と
と

も
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
大
久
さ

ん
。
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、

延
べ
3
0
0
件
を
超
え
る
と
い
い
ま
す
。

「
塩
竈
ブ
ラ
ン
ド
」
の
掘
り
起
こ
し
と
、

歴
史
を
再
認
識
す
る
こ
と

　

平
成
26
年
８
月
27
日
、
全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
に

塩
竈
の
地
場
産
品
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
伊

達
な
商
談
会
i
n　

S
H
I
O
G
A
M
A
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
震
災

で
被
災
し
た
企
業
の
販
路
回
復
を
図
る
た
め
、

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
が
主
催
し

しおがま　本町　まちゼミ
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原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
り
、

観
光
客
数
は
震
災
前
年
よ
り
減
少

　

震
災
に
よ
り
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
施
設
な
ど
が
被
害
を
受
け
、
さ
ら

に
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う

風
評
被
害
が
加
わ
っ
て
、
塩
竈
市
の
観
光
業
は

強
い
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
4

～
8
月
期
の
市
内
観
光
客
入
込
数
が
対
前
年
か

ら
64
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
す
る
な
ど
、
観

光
客
が
激
減
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
施
設
や

交
通
機
関
の
復
旧
や
仮
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
関
係

者
の
奮
闘
に
よ
っ
て
減
少
は
抑
え
ら
れ
た
も
の

の
、
観
光
客
数
は
平
成
22
年
の
年
間
2
3
2
万

人
か
ら
平
成
23
年
は
１
３
３
万
人
と
、
前
年
比

約
43
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
た
、

早
期
完
全
復
旧
と
観
光
P
R
の
強
化

　

１
階
が
浸
水
し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
テ
ナ
ン
ト
が
5
月
1
日

か
ら
「
復
興
市
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
仮
オ
ー
プ
ン
。

同
日
は
市
内
の
松
島
遊
覧
船
（
丸
文
松
島
汽
船
）

の
運
航
再
開
日
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
直
後
の
５
月
９
日
に

は
、
平
成
25
年
4
～
6
月
に
「
仙
台
・
宮
城
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、

D
C
）、
平
成
24
年
春
に
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
そ
の
準
備
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
の
早
期
完
全
復
旧
と
観
光
P
R

の
強
化
。
し
か
し
、
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
の
被

害
は
大
き
く
、
仮
オ
ー
プ
ン
は
果
た
し
た
も
の

の
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
は
１
年
以
上

の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

観
光
P
R
事
業
で
は
、
塩
竈
の
隠
れ
た
見
ど

こ
ろ
を
散
策
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

「
塩
竈
の
食
・
味
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
風
評
の
払
拭
、
水

産
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興
も
目
的
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
中
で
も
D
C
期

間
中
に
実
施
し
た
「
お
い
し
お
が
ま　

初
夏
の

食
べ
歩
き
」
は
、
震
災
に
よ
る
中
断
を
は
さ
ん

で
４
年
振
り
の
復
活
で
、
多
く
の
観
光
客
を
〝
笑

顔
〟
と
〝
お
い
し
さ
〟
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

�

■
観
光
関
係
施
設
の
復
旧

◎
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜

　
　

平
成
23
年
5
月
1
日
仮
オ
ー
プ
ン

　
　

平
成
24
年
7
月
1
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

◎
塩
竈
観
光
物
産
案
内
所

　
　

平
成
24
年
3
月
17
日

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

◎
し
お
が
ま
・
ま
ち
の
駅

　
　

平
成
24
年
9
月
28
日

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

�

■
震
災
後
に
開
催
さ
れ
た
「
塩
竈
の
食
・
味
」

　

に
関
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

◎
平
成
23
年

3
月
17
日　

 

塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場　

謝
恩

セ
ー
ル

9
月
25
日　

復
興
！
全
国「
塩
」サ
ミッ
ト
in
宮
城

10
月
16
日　

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り

12
月
2
日
～
31
日　

し
お
が
ま
蔵
出
し

新
酒
ま
つ
り

◎
平
成
24
年

2
月
14
日　

2
0
1
2
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市

2
月
19
日　

 「
S
-1
グ
ラ
ン
プ
リ

藻
塩
ス
イ
ー
ツ
祭
V
o
l
.
0
」

7
月
1
日　

浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
14
日　

 

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
in

仲
卸
市
場

10
月
27
日
・
28
日　

 

第
19
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展

「
塩
竈
の
醍
醐
味
！
」

12
月
1
日
～
31
日　

 

し
お
が
ま
蔵
出
し

新
酒
ま
つ
り
2
0
1
2

◎
平
成
25
年

2
月
9
日
～
11
日　

 

第
20
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展

「
塩
竈
の
醍
醐
味
！
」

2
月
20
日　

2
0
1
3
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市

3
月
10
日　

 

塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の
“
逸
品
”
フ
ェ
ア

5
月
24
日
～
6
月
2
日　

 「
お
い
し
お
が
ま　

初
夏
の
食
べ
歩
き
」

5
月
26
日　

浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
6
日　

 

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
in

　

仲
卸
市
場

12
月
1
日
～
31
日　

 

し
お
が
ま
蔵
出
し
新
酒
ま

つ
り
2
0
1
3

◎
平
成
26
年

2
月
5
日　

2
0
1
4
塩
釜
フ
ー
ド
見
本
市

2
月
16
日　

 「
日
本
一
の
し
お
が
ま
お
で
ん
!

大
鍋
ま
つ
り
2
0
1
4
」

3
月
2
日　

 

ご
当
地
！
自
慢
の
逸
品
グ
ル
メ

フ
ェ
ア

4
月
18
日
・
19
日　

 「
し
お
が
ま
さ
ま
神
々
の
花

灯
り
de
酒
蔵
め
ぐ
り
」

8
月
24
日　

 

海
苔
づ
く
し
な
「
塩
竈
浦
戸
プ
チ

の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

9
月
13
日
～
11
月
30
日　

 

親
方
特
薦  

ひ
が
し

も
の
ま
ぐ
ろ
祭
り

職
員
派
遣
を
縁
と
し
た

自
治
体
と
の
交
流
事
業
の
推
進

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
る
に

当
た
り
、
専
門
的
知
識
を
も
つ
職
員
の
不
足
を

補
う
た
め
、
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら
職
員
を

派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
契
機

と
し
て
生
ま
れ
た
地
域
間
交
流
の
芽
を
大
切
に

し
、
派
遣
元
で
あ
る
自
治
体
を
訪
問
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
観
光
P
R
や
特
産
品
の

販
売
な
ど
を
行
う
交
流
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
訪
問
先
で
は
多
く
の
方
々
か
ら
温
か

い
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
市
を
訪
れ

る
方
々
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
絆

を
一
層
深
め
、
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
よ

う
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

マリンゲート塩釜「復興市」（平成 23 年 5 月 1 日）

■観光に関するデータの比較（震災前・震災後）
平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年

観光客数（人） 2,323,216 1,330,631 1,939,585
鹽竈神社参拝客数（人） 945,000 823,000 959,000 
ホテル・旅館数（施設）※市観光物産協会加盟 3 3 3 
宿泊客数（人） 48,972 52,752 59,739 
浦戸諸島定期航路乗降客数（人）※定期券を除く 120,387 104,757 117,864 
松島遊覧船乗降客数（人） 458,237 159,833 327,964 
海水浴場利用者数（人） 7,387 （未開設） （未開設）
浦戸民宿数（軒） 14 14 10 

（桂島） 7 7 6 
（石浜） 4 4 2 
（寒風沢） 3 3 2 
浦戸民宿宿泊客数（人） 2,097 169 2,551 
マリンゲート塩釜入場者数（人） 1,190,800 464,000 871,800 

塩竈市統計書より

広
域
連
携
や
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
で
、

震
災
前
以
上
の
観
光
客
数
を
実
現

　

平
成
27
年
度
に
向
け
て
は
、
塩
釜
商
工
会
議
所

を
中
心
に
「（
仮
称
）
み
な
と
塩
竈
ゆ
め
博
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
全
体
を
博

覧
会
場
、
店
舗
・
施
設
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立

て
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
塩
竈
の
歴
史
・
文
化
・

食
な
ど
を
学
び
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
で
は
仙
台
圏
に
住
む
方
々
に
塩
竈
の
魅
力
を

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
会
議
所
ほ
か

の
関
係
団
体
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
、
松
島
湾
が
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ
国
内
で
初
め
て
加
盟
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
周
辺
３
市
３
町
（
塩
竈
市
、

多
賀
城
市
、
東
松
島
市
、
松
島
町
、
七
ヶ
浜
町
、

利
府
町
）
と
宮
城
県
が
連
携
し
、「
日
本
三
景
松

島
」
の
魅
力
を
超
え
た
、
松
島
湾
全
体
の
観
光
資

源
の
発
掘
と
磨
き
上
げ
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
た
テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
「
再
発
見
！
松

島
〝
湾
〟
ダ
ー
ラ
ン
ド
構
想
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
に
は
「
伊
達
な
広
域
観
光
推

進
協
議
会
」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

D
C
が
終
了
し
、
震
災
か
ら
約
４
年
を
迎
え
よ

う
と
す
る
現
在
、
先
の
構
想
や
協
議
会
に
参
画
す

る
自
治
体
と
連
携
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
、
教
育

旅
行
プ
ラ
ン
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
観
光
需
要
の
発
掘
に
取
り
組
み
、
震
災
前
へ

の
復
帰
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
一
層
の
交
流
人
口
の
拡

大
と
経
済
効
果
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

塩竈みなと祭り

3 月 17 日に謝恩セールを開催した
塩釜水産物仲卸市場

「塩竈の食・味」に関するイベント

松島遊覧船の運航再開（平成 23 年 5 月 1 日）

観
光
施
設
の
復
旧
・
復
興
の
先
陣
を
切
っ
た
の
は
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場
。

被
災
市
民
へ
の
食
材
供
給
と
し
て
3
月
17
日
に
開
催
し
た
謝
恩
セ
ー
ル
を
経
て
、
3
月
22
日
に
は
営
業
を
再
開
。

「
水
産
の
ま
ち
塩
竈
」
の
健
在
振
り
を
示
し
ま
し
た
。

4
月
29
日
に
は
市
内
の
寿
司
店
の
一
部
が
被
災
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
動
き
に
続
き
ま
し
た
。

塩
竈
の
魅
力
を
全
国
へ

～
観
光
に
よ
る
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み

124125

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
観
光



原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
り
、

観
光
客
数
は
震
災
前
年
よ
り
減
少

　

震
災
に
よ
り
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
施
設
な
ど
が
被
害
を
受
け
、
さ
ら

に
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う

風
評
被
害
が
加
わ
っ
て
、
塩
竈
市
の
観
光
業
は

強
い
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
4

～
8
月
期
の
市
内
観
光
客
入
込
数
が
対
前
年
か

ら
64
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
す
る
な
ど
、
観

光
客
が
激
減
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
施
設
や

交
通
機
関
の
復
旧
や
仮
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
関
係

者
の
奮
闘
に
よ
っ
て
減
少
は
抑
え
ら
れ
た
も
の

の
、
観
光
客
数
は
平
成
22
年
の
年
間
2
3
2
万

人
か
ら
平
成
23
年
は
１
３
３
万
人
と
、
前
年
比

約
43
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
た
、

早
期
完
全
復
旧
と
観
光
P
R
の
強
化

　

１
階
が
浸
水
し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
テ
ナ
ン
ト
が
5
月
1
日

か
ら
「
復
興
市
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
仮
オ
ー
プ
ン
。

同
日
は
市
内
の
松
島
遊
覧
船
（
丸
文
松
島
汽
船
）

の
運
航
再
開
日
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
直
後
の
５
月
９
日
に

は
、
平
成
25
年
4
～
6
月
に
「
仙
台
・
宮
城
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、

D
C
）、
平
成
24
年
春
に
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
そ
の
準
備
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
の
早
期
完
全
復
旧
と
観
光
P
R

の
強
化
。
し
か
し
、
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
の
被

害
は
大
き
く
、
仮
オ
ー
プ
ン
は
果
た
し
た
も
の

の
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
は
１
年
以
上

の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

観
光
P
R
事
業
で
は
、
塩
竈
の
隠
れ
た
見
ど

こ
ろ
を
散
策
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

「
塩
竈
の
食
・
味
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
風
評
の
払
拭
、
水

産
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興
も
目
的
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
中
で
も
D
C
期

間
中
に
実
施
し
た
「
お
い
し
お
が
ま　

初
夏
の

食
べ
歩
き
」
は
、
震
災
に
よ
る
中
断
を
は
さ
ん

で
４
年
振
り
の
復
活
で
、
多
く
の
観
光
客
を
〝
笑

顔
〟
と
〝
お
い
し
さ
〟
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
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光
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係
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の
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旧
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平
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日
仮
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成
24
年
7
月
1
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

◎
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観
光
物
産
案
内
所

　
　

平
成
24
年
3
月
17
日

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

◎
し
お
が
ま
・
ま
ち
の
駅

　
　

平
成
24
年
9
月
28
日

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

�

■
震
災
後
に
開
催
さ
れ
た
「
塩
竈
の
食
・
味
」

　

に
関
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

◎
平
成
23
年

3
月
17
日　

 

塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場　

謝
恩

セ
ー
ル

9
月
25
日　

復
興
！
全
国「
塩
」サ
ミッ
ト
in
宮
城

10
月
16
日　

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り

12
月
2
日
～
31
日　

し
お
が
ま
蔵
出
し

新
酒
ま
つ
り

◎
平
成
24
年

2
月
14
日　

2
0
1
2
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市

2
月
19
日　

 「
S
-1
グ
ラ
ン
プ
リ

藻
塩
ス
イ
ー
ツ
祭
V
o
l
.
0
」

7
月
1
日　

浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
14
日　

 

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
in

仲
卸
市
場

10
月
27
日
・
28
日　

 

第
19
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展

「
塩
竈
の
醍
醐
味
！
」

12
月
1
日
～
31
日　

 

し
お
が
ま
蔵
出
し

新
酒
ま
つ
り
2
0
1
2

◎
平
成
25
年

2
月
9
日
～
11
日　

 

第
20
回
塩
竈
市
観
光
物
産
展

「
塩
竈
の
醍
醐
味
！
」

2
月
20
日　

2
0
1
3
塩
釜
フ
ー
ド
復
興
見
本
市

3
月
10
日　

 
塩
竈
う
ま
い
も
ん
＆
ご
当
地
！

自
慢
の
“
逸
品
”
フ
ェ
ア

5
月
24
日
～
6
月
2
日　

 「
お
い
し
お
が
ま　

初
夏
の
食
べ
歩
き
」

5
月
26
日　

浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
6
日　

 

塩
釜
魚
市
場
復
興
ど
っ
と
祭
り
in

　

仲
卸
市
場

12
月
1
日
～
31
日　

 

し
お
が
ま
蔵
出
し
新
酒
ま

つ
り
2
0
1
3

◎
平
成
26
年

2
月
5
日　

2
0
1
4
塩
釜
フ
ー
ド
見
本
市

2
月
16
日　

 「
日
本
一
の
し
お
が
ま
お
で
ん
!

大
鍋
ま
つ
り
2
0
1
4
」

3
月
2
日　

 

ご
当
地
！
自
慢
の
逸
品
グ
ル
メ

フ
ェ
ア

4
月
18
日
・
19
日　

 「
し
お
が
ま
さ
ま
神
々
の
花

灯
り
de
酒
蔵
め
ぐ
り
」

8
月
24
日　

 

海
苔
づ
く
し
な
「
塩
竈
浦
戸
プ
チ

の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

9
月
13
日
～
11
月
30
日　

 

親
方
特
薦  

ひ
が
し

も
の
ま
ぐ
ろ
祭
り

職
員
派
遣
を
縁
と
し
た

自
治
体
と
の
交
流
事
業
の
推
進

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
る
に

当
た
り
、
専
門
的
知
識
を
も
つ
職
員
の
不
足
を

補
う
た
め
、
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら
職
員
を

派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
契
機

と
し
て
生
ま
れ
た
地
域
間
交
流
の
芽
を
大
切
に

し
、
派
遣
元
で
あ
る
自
治
体
を
訪
問
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
観
光
P
R
や
特
産
品
の

販
売
な
ど
を
行
う
交
流
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
訪
問
先
で
は
多
く
の
方
々
か
ら
温
か

い
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
市
を
訪
れ

る
方
々
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
絆

を
一
層
深
め
、
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
よ

う
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

マリンゲート塩釜「復興市」（平成 23 年 5 月 1 日）

■観光に関するデータの比較（震災前・震災後）
平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年

観光客数（人） 2,323,216 1,330,631 1,939,585
鹽竈神社参拝客数（人） 945,000 823,000 959,000 
ホテル・旅館数（施設）※市観光物産協会加盟 3 3 3 
宿泊客数（人） 48,972 52,752 59,739 
浦戸諸島定期航路乗降客数（人）※定期券を除く 120,387 104,757 117,864 
松島遊覧船乗降客数（人） 458,237 159,833 327,964 
海水浴場利用者数（人） 7,387 （未開設） （未開設）
浦戸民宿数（軒） 14 14 10 

（桂島） 7 7 6 
（石浜） 4 4 2 
（寒風沢） 3 3 2 
浦戸民宿宿泊客数（人） 2,097 169 2,551 
マリンゲート塩釜入場者数（人） 1,190,800 464,000 871,800 

塩竈市統計書より

広
域
連
携
や
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
で
、

震
災
前
以
上
の
観
光
客
数
を
実
現

　

平
成
27
年
度
に
向
け
て
は
、
塩
釜
商
工
会
議
所

を
中
心
に
「（
仮
称
）
み
な
と
塩
竈
ゆ
め
博
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
全
体
を
博

覧
会
場
、
店
舗
・
施
設
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立

て
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
塩
竈
の
歴
史
・
文
化
・

食
な
ど
を
学
び
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
で
は
仙
台
圏
に
住
む
方
々
に
塩
竈
の
魅
力
を

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
会
議
所
ほ
か

の
関
係
団
体
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
、
松
島
湾
が
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ
国
内
で
初
め
て
加
盟
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
周
辺
３
市
３
町
（
塩
竈
市
、

多
賀
城
市
、
東
松
島
市
、
松
島
町
、
七
ヶ
浜
町
、

利
府
町
）
と
宮
城
県
が
連
携
し
、「
日
本
三
景
松

島
」
の
魅
力
を
超
え
た
、
松
島
湾
全
体
の
観
光
資

源
の
発
掘
と
磨
き
上
げ
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
た
テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
「
再
発
見
！
松

島
〝
湾
〟
ダ
ー
ラ
ン
ド
構
想
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
に
は
「
伊
達
な
広
域
観
光
推

進
協
議
会
」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

D
C
が
終
了
し
、
震
災
か
ら
約
４
年
を
迎
え
よ

う
と
す
る
現
在
、
先
の
構
想
や
協
議
会
に
参
画
す

る
自
治
体
と
連
携
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
、
教
育

旅
行
プ
ラ
ン
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
観
光
需
要
の
発
掘
に
取
り
組
み
、
震
災
前
へ

の
復
帰
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
一
層
の
交
流
人
口
の
拡

大
と
経
済
効
果
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

塩竈みなと祭り

3 月 17 日に謝恩セールを開催した
塩釜水産物仲卸市場

「塩竈の食・味」に関するイベント

松島遊覧船の運航再開（平成 23 年 5 月 1 日）

観
光
施
設
の
復
旧
・
復
興
の
先
陣
を
切
っ
た
の
は
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場
。

被
災
市
民
へ
の
食
材
供
給
と
し
て
3
月
17
日
に
開
催
し
た
謝
恩
セ
ー
ル
を
経
て
、
3
月
22
日
に
は
営
業
を
再
開
。

「
水
産
の
ま
ち
塩
竈
」
の
健
在
振
り
を
示
し
ま
し
た
。

4
月
29
日
に
は
市
内
の
寿
司
店
の
一
部
が
被
災
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
動
き
に
続
き
ま
し
た
。

塩
竈
の
魅
力
を
全
国
へ

～
観
光
に
よ
る
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み

124125

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
観
光



仙
塩
地
区
で
唯
一
の
公
立
病
院

と
し
て
の
使
命

　

仙
塩
地
区
２
市
３
町
で
唯
一
の
公
立
病
院
で

あ
る
塩
竈
市
立
病
院
。
そ
の
使
命
は
、
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
住
民
の
健

康
と
生
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
平
成
21

年
２
月
に
は
「
塩
竈
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
①
経
営
の
効
率
化
②
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
③
経
営
形
態
見
直
し
の
３
つ
を
柱
と

し
た
改
革
に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
に

発
生
し
た
震
災
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め

て
全
職
員
に
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

患
者
や
職
員
等
に
被
害
な
し
が

唯
一
の
救
い

　
「
３
・
11
の
大
地
震
の
時
、
当
院
は
高
台
に
あ
っ

た
た
め
、
津
波
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
大
地

震
に
よ
り
建
物
の
ひ
び
割
れ
、
亀
裂
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
・
ガ
ス
の
停
止
、
電
話
の
不
通
に

よ
り
、
施
設
設
備
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
、
診

療
に
つ
い
て
も
一
部
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
２
月
に
耐
震

工
事
を
終
了
し
て
い
た
た
め
、
患
者
・
職
員
等

水道部からの給水

地下カルテ庫病院災害対策本部（平成 23 年 3 月 12 日早朝）

に
ケ
ガ
人
等
な
か
っ
た
こ
と
が
唯
一
の
救
い
で

し
た
。」

　

震
災
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
残
す
た
め

に
塩
竈
市
立
病
院
が
独
自
に
編
纂
し
た
平
成
25

年
５
月
『
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
～
２

年
を
経
過
し
た
今
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
～
』

で
は
、
発
災
直
後
の
対
応
を
こ
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。

　
「
午
後
４
時
、
市
立
病
院
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。（
中
略
）
初
日
は
１
～
２
時
間
お
き
、
２
～

３
日
間
位
は
２
～
３
時
間
に
、
そ
の
後
は
１
日

３
～
４
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
継
続
的
に

開
き
ま
し
た
。」（
※
２
．
市
立
病
院
の
震
災
対

応
状
況
よ
り
）

　

医
療
設
備
が
被
害
を
受
け
、
手
術
不
可
、
内

視
鏡
検
査
不
可
、
放
射
線
検
査
不
可
、
検
体
・

生
体
検
査
も
不
可
。
電
気
、
水
、
ガ
ス
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
途
絶
え
る
中
、
震
災
当
日
か
ら
14

日
ま
で
、
14
名
の
常
勤
医
師
は
２
名
ず
つ
２
時

間
交
替
で
24
時
間
院
内
に
待
機
。
看
護
師
も
各

■塩竈市立病院の震災対応

診
療
関
係

協定被害状況など 復旧状況・対応など
【対応不能となったもの】
○手術
○内視鏡検査
○放射線検査
○各種検査（検体・生体検査等）

○放射線検査：3 月 14 日復旧
○各種検査（院内）：3 月 23 日復旧
○手術・内視鏡検査：4 月 4 日復旧

【診療体制について】
通常診療を取りやめ、
救急患者のみ対応

○訪問診療・看護：3 月 12 日再開
○外来（内科・外科・小児科・整形外科）
　：3 月17 日再開
○通常診察：3 月 22 日再開
○薬の処方日数：3 月 12 日～ 15 日（3 日分）

3 月 16 日～ 22 日（7 日分）
3 月 23 日～ 27 日（14 日分）
3 月 28 日～ 4 月 3 日（28 日分）

部
課
ご
と
に
交
替
体
制
を
と
り
、
全
職
員
総
出

で
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
に
移
行
し
て
、
救
急

の
受
け
入
れ
、
復
旧
作
業
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
震
災
以
降
３
月
中
の
救
急
受
け

入
れ
件
数
は
１
６
３
件
と
通
常
の
２
カ
月
分
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
病
院
の
使
命

を
全
職
員
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
加
え

て
、
地
域
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

物
心
両
面
で
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
し
た
。

�

単
独
で
で
き
る
こ
と
、

共
同
で
行
う
べ
き
こ
と

　

震
災
後
、
市
立
病
院
で
は
経
験
や
教
訓
を
も

と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
で

す
。
震
災
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
「
塩
釜
地

区
７
病
院
長
会
議
」
※
で
は
、
継
続
的
に
災
害

対
応
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
単
独
と
し
て
は
、
当
直
体
制
や
施

設
管
理
体
制
を
変
更
し
、
大
規
模
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
強
化
の
一
環
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機

を
更
新
し
、
衛
星
電
話
や
無
線
に
よ
る
通
信
手

段
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
備
蓄
食
糧
も
震

災
前
は
３
日
分
だ
っ
た
も
の
を
７
日
分
に
増
強

し
ま
し
た
。
一
方
、
震
災
時
は
人
員
が
確
保
で

き
ず
実
施
で
き
な
か
っ
た
診
療
活
動
な
ど
避
難

所
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
メ
ン
バ
ー
は
市
立
病
院
、
坂
総
合
病
院
、
仙
塩
総
合
病

院
、
宮
城
利
府
掖
済
会
病
院
、
松
島
病
院
、
緑
ヶ
丘
病
院
、

赤
石
病
院
の
病
院
長

7 病院長会議 非常用発電機 震災記録誌

地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

震
災
対
応

　

塩
竈
市
の
平
成
26
年
度
の
政
策
目
標
で
あ
る

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
在
宅
医
療
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
設
備
、
冷
暖
房
設
備
、
配
管
設

備
の
更
新
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
国
の
新

た
な
財
政
支
援
制
度
の
活
用
の
検
討
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
目
指

す
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う 

み
な
と
ま
ち 

塩
竈
」
の
ま
ち
づ
く
り
や
復
興
事
業
の
主
役
で
あ

る
市
民
の
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

災
害
時
に
も
頼
り
に
な
る
公
立
病
院
と
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
市
立
病
院

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

住
民
の
期
待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
へ
。

　

市
内
の
各
医
療
機
関
も
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
る
坂
総
合
病
院
で
は
、
発
災
直
後
に
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
震
災
当
日
か
ら
12
日
間
に
わ
た

り
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
を
実
施
。
13
日
か
ら
は
避
難

所
に
出
向
い
て
の
医
療
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
第
9
号
（
３
月

15
日
07
：
30
発
行
）」
で
は
、
市
内
で
15
カ
所
、
１

市
3
町
で
は
23
カ
所
の
医
療
機
関
が
診
療
中
と
の
情
報

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

14
日
に
は
坂
総
合
病
院
の
呼
び
掛
け
で
自
治
体

（
市
立
病
院
）、
医
師
会
、
管
内
の
病
院
長
、
保

健
所
、
救
急
隊
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
緊
急

地
域
連
絡
会
議
」
が
持
た
れ
、
以
後
７
回
開
催
さ

れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動
は
、

地
域
の
医
療
・
救
急
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
、

続
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

※
坂
総
合
病
院
の
活
動
に
つ
い
て
は
P
1
4
7
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
か
ら
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
塩
竈
市
立
病
院
。

医
療
設
備
の
損
傷
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
診
療
体
制
の
制
限
…
。

「
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
」
と
の
思
い
の
下
で
の
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
対
応
。

震
災
経
験
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め
て
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

～
塩
竈
市
立
病
院
の
復
旧
・
整
備
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仙
塩
地
区
で
唯
一
の
公
立
病
院

と
し
て
の
使
命

　

仙
塩
地
区
２
市
３
町
で
唯
一
の
公
立
病
院
で

あ
る
塩
竈
市
立
病
院
。
そ
の
使
命
は
、
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
住
民
の
健

康
と
生
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
平
成
21

年
２
月
に
は
「
塩
竈
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
①
経
営
の
効
率
化
②
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
③
経
営
形
態
見
直
し
の
３
つ
を
柱
と

し
た
改
革
に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
に

発
生
し
た
震
災
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め

て
全
職
員
に
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

患
者
や
職
員
等
に
被
害
な
し
が

唯
一
の
救
い

　
「
３
・
11
の
大
地
震
の
時
、
当
院
は
高
台
に
あ
っ

た
た
め
、
津
波
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
大
地

震
に
よ
り
建
物
の
ひ
び
割
れ
、
亀
裂
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
・
ガ
ス
の
停
止
、
電
話
の
不
通
に

よ
り
、
施
設
設
備
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
、
診

療
に
つ
い
て
も
一
部
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
２
月
に
耐
震

工
事
を
終
了
し
て
い
た
た
め
、
患
者
・
職
員
等

水道部からの給水

地下カルテ庫病院災害対策本部（平成 23 年 3 月 12 日早朝）

に
ケ
ガ
人
等
な
か
っ
た
こ
と
が
唯
一
の
救
い
で

し
た
。」

　

震
災
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
残
す
た
め

に
塩
竈
市
立
病
院
が
独
自
に
編
纂
し
た
平
成
25

年
５
月
『
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
～
２

年
を
経
過
し
た
今
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
～
』

で
は
、
発
災
直
後
の
対
応
を
こ
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。

　
「
午
後
４
時
、
市
立
病
院
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。（
中
略
）
初
日
は
１
～
２
時
間
お
き
、
２
～

３
日
間
位
は
２
～
３
時
間
に
、
そ
の
後
は
１
日

３
～
４
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
継
続
的
に

開
き
ま
し
た
。」（
※
２
．
市
立
病
院
の
震
災
対

応
状
況
よ
り
）

　

医
療
設
備
が
被
害
を
受
け
、
手
術
不
可
、
内

視
鏡
検
査
不
可
、
放
射
線
検
査
不
可
、
検
体
・

生
体
検
査
も
不
可
。
電
気
、
水
、
ガ
ス
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
途
絶
え
る
中
、
震
災
当
日
か
ら
14

日
ま
で
、
14
名
の
常
勤
医
師
は
２
名
ず
つ
２
時

間
交
替
で
24
時
間
院
内
に
待
機
。
看
護
師
も
各

■塩竈市立病院の震災対応

診
療
関
係

協定被害状況など 復旧状況・対応など
【対応不能となったもの】
○手術
○内視鏡検査
○放射線検査
○各種検査（検体・生体検査等）

○放射線検査：3 月 14 日復旧
○各種検査（院内）：3 月 23 日復旧
○手術・内視鏡検査：4 月 4 日復旧

【診療体制について】
通常診療を取りやめ、
救急患者のみ対応

○訪問診療・看護：3 月 12 日再開
○外来（内科・外科・小児科・整形外科）
　：3 月17 日再開
○通常診察：3 月 22 日再開
○薬の処方日数：3 月 12 日～ 15 日（3 日分）

3 月 16 日～ 22 日（7 日分）
3 月 23 日～ 27 日（14 日分）
3 月 28 日～ 4 月 3 日（28 日分）

部
課
ご
と
に
交
替
体
制
を
と
り
、
全
職
員
総
出

で
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
に
移
行
し
て
、
救
急

の
受
け
入
れ
、
復
旧
作
業
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
震
災
以
降
３
月
中
の
救
急
受
け

入
れ
件
数
は
１
６
３
件
と
通
常
の
２
カ
月
分
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
病
院
の
使
命

を
全
職
員
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
加
え

て
、
地
域
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

物
心
両
面
で
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
し
た
。

�

単
独
で
で
き
る
こ
と
、

共
同
で
行
う
べ
き
こ
と

　

震
災
後
、
市
立
病
院
で
は
経
験
や
教
訓
を
も

と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
で

す
。
震
災
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
「
塩
釜
地

区
７
病
院
長
会
議
」
※
で
は
、
継
続
的
に
災
害

対
応
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
単
独
と
し
て
は
、
当
直
体
制
や
施

設
管
理
体
制
を
変
更
し
、
大
規
模
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
強
化
の
一
環
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機

を
更
新
し
、
衛
星
電
話
や
無
線
に
よ
る
通
信
手

段
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
備
蓄
食
糧
も
震

災
前
は
３
日
分
だ
っ
た
も
の
を
７
日
分
に
増
強

し
ま
し
た
。
一
方
、
震
災
時
は
人
員
が
確
保
で

き
ず
実
施
で
き
な
か
っ
た
診
療
活
動
な
ど
避
難

所
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
メ
ン
バ
ー
は
市
立
病
院
、
坂
総
合
病
院
、
仙
塩
総
合
病

院
、
宮
城
利
府
掖
済
会
病
院
、
松
島
病
院
、
緑
ヶ
丘
病
院
、

赤
石
病
院
の
病
院
長

7 病院長会議 非常用発電機 震災記録誌

地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

震
災
対
応

　

塩
竈
市
の
平
成
26
年
度
の
政
策
目
標
で
あ
る

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
在
宅
医
療
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
設
備
、
冷
暖
房
設
備
、
配
管
設

備
の
更
新
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
国
の
新

た
な
財
政
支
援
制
度
の
活
用
の
検
討
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
目
指

す
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う 

み
な
と
ま
ち 

塩
竈
」
の
ま
ち
づ
く
り
や
復
興
事
業
の
主
役
で
あ

る
市
民
の
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

災
害
時
に
も
頼
り
に
な
る
公
立
病
院
と
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
市
立
病
院

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

住
民
の
期
待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
へ
。

　

市
内
の
各
医
療
機
関
も
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
る
坂
総
合
病
院
で
は
、
発
災
直
後
に
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
震
災
当
日
か
ら
12
日
間
に
わ
た

り
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
を
実
施
。
13
日
か
ら
は
避
難

所
に
出
向
い
て
の
医
療
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
第
9
号
（
３
月

15
日
07
：
30
発
行
）」
で
は
、
市
内
で
15
カ
所
、
１

市
3
町
で
は
23
カ
所
の
医
療
機
関
が
診
療
中
と
の
情
報

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

14
日
に
は
坂
総
合
病
院
の
呼
び
掛
け
で
自
治
体

（
市
立
病
院
）、
医
師
会
、
管
内
の
病
院
長
、
保

健
所
、
救
急
隊
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
緊
急

地
域
連
絡
会
議
」
が
持
た
れ
、
以
後
７
回
開
催
さ

れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動
は
、

地
域
の
医
療
・
救
急
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
、

続
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

※
坂
総
合
病
院
の
活
動
に
つ
い
て
は
P
1
4
7
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
か
ら
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
塩
竈
市
立
病
院
。

医
療
設
備
の
損
傷
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
診
療
体
制
の
制
限
…
。

「
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
」
と
の
思
い
の
下
で
の
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
対
応
。

震
災
経
験
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め
て
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

～
塩
竈
市
立
病
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の
復
旧
・
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備
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機
材
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
も
、

事
前
に
準
備
で
き
て
い
た
と
い
う
幸
運

　
「
塩
釜
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
V
C
）」
が
エ
ス
プ
塩
竈
に
開
設
さ
れ

た
の
は
震
災
か
ら
２
日
目
の
３
月
13
日
。
開
設

と
そ
の
後
の
運
営
は
、
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、市
社
協
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
・
事
務
局
長
の
今
野
吉
晃
さ
ん
は
、
当

時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。「
翌
日
（
12

日
）
に
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
座
』
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
必
要

と
さ
れ
る
書
類
等
が
揃
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
の

準
備
も
で
き
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ

の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
開
設
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
介
護
や
保
育
園
の
職
員
を
災
害
V
C
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
た
り
、
人
員
配
置
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
の
は
早
か
っ

た
で
す
ね
」。

　

６
月
10
日
の
閉
所
ま
で
の
期
間
中
は
、
地
元

の
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
活
動
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
間
、
活
動
に

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
８
０
０
０
名

以
上
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

閉
所
後
の
ニ
ー
ズ
に
は
、
市
社
協
が
地
元
の

団
体
や
山
形
県
の
N
P
O
な
ど
と
連
携
し
て
し

て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
る
被
害
発
生
時
に
は
、
大
震
災
と
同

様
に
市
社
協
に
よ
っ
て
災
害
V
C
が
再
び
開
設

さ
れ
ま
し
た
（
９
月
27
日
～
10
月
７
日
）。「
大

震
災
の
時
も
、
そ
の
後
の
台
風
の
時
も
、
円
滑

な
運
営
、
対
応
が
で
き
た
の
は
、
市
や
民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
方
々
と
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て

い
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
ね
」と
今
野
さ
ん
。
現
在
、

災
害
V
C
は
「
塩
釜
市
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
。
よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
携
で
、

一
人
も
見
逃
す
こ
と
な
く

　

震
災
時
と
そ
の
後
、
高
齢
者
の
命
を
守
る
こ

と
に
貢
献
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
市
社
協

の
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
へ
の

参
加
で
し
た
。
そ
れ
は
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
も
の
で
、
市
社

協
で
は
平
成
18
年
９
月
、「
災
害
時
要
援
護
者
登

録
台
帳
」
と
「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

万
が
一
の
時
に
備
え
て
い
た
の
で
す
。
発
災
直

後
に
は
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
が
担
当

地
域
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
実
施
。
そ
の

後
、
自
宅
避
難
者
に
は
、
見
守
り
訪
問
や
生
活

支
援
物
資
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
、
市
か

ら
の
委
託
に
よ
り
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
に

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
支
援
を
担
当
す

る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』（
伊
保
石

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
目
的
、
業
務
内
容
を
踏
ま
え
て
市
社
協
の
今

野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
仮
設
に
お

住
ま
い
の
方
の
中
に
は
要
援
護
者
も
多
く
、
保

健
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
な
の

で
す
。『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』
と

同
様
に
市
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
協
力
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
健
康
で
安
全
・
安
心
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も

に
、
本
来
の
地
域
福
祉
、
介
護
事
業
、
保
育
事

業
の
充
実
を
進
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
〝
一

人
も
見
逃
さ
な
い
社
会
福
祉
〟
の
実
現
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

市
社
協
で
は
、
平
成
25
年
３
月
、
震
災
前
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
こ
こ
ろ
の
樹
」
を
北
浜

に
開
所
し
ま
し
た
。
津
波
浸
水
地
域
内
に
建
設

さ
れ
、
市
社
協
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る

施
設
は
、
か
さ
上
げ
さ
れ
た
土
地
に
耐
震
構
造

の
建
物
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
雨
水
再
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
、
災
害
時
と
被
災
時
の
安
心
・

安
全
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
高
齢
化
。

時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

震
災
で
は
、
市
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
生
活
や
地

域
社
会
を
再
建
し
て
い
く
上
で
、
保
健
・
福
祉

に
関
係
す
る
施
設
、
そ
こ
で
受
け
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
は
不
可
欠
で
あ
り
、
被

災
し
た
施
設
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
、
再
建
が

望
ま
れ
ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の

方
の
了
解
を
得
て
、
３
月
16
日
か
ら
藤
倉
集
会

所
に
移
転
し
、
業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
藤
倉
児

童
館
は
再
建
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

■
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
市
の
施
設
の
被
害

◎
藤
倉
児
童
館

地
震
に
よ
り
全
体
が
傾
斜
、
津
波
の
浸
水

（
床
上
約
15
セ
ン
チ
）。

全
面
的
に
使
用
不
能
の
た
め
建
て
替
え
。

◎
保
健
セ
ン
タ
ー

津
波
の
浸
水

（
床
上
約
１
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
）。

備
品
全
般
が
使
用
不
能
に
。

　

待
ち
望
ま
れ
た
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
。
平
成
23
年

12
月
策
定
し
た
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
は
、

現
状
と
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
ま
し
た
。

◎
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
体
制

　

震
災
に
よ
る
住
宅
の
被
害
、
父
母
の
就
労
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
見
守
り
体
制

　

避
難
所
な
ど
の
避
難
生
活
で
の
疲
労
の
蓄
積

や
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
環
境
面
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
被
災
者
の
身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
増
大
し
て
い
る
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
計
画

さ
れ
た
の
が
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
で
あ
り
、「
藤
倉
児
童
館
の
復
旧
・
整
備

事
業
」
や
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復
旧
事
業
」

で
し
た
。
ま
た
、「
第
５
次
塩
竈
市
長
期
総
合
計

画
」
が
復
興
計
画
に
先
駆
け
て
平
成
23
年
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
に
掲
げ
た
重
点
戦
略

の
一
つ
「
定
住
」
に
関
す
る
施
策
も
同
時
並
行

で
実
施
し
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
全

体
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
機
能
回
復
、
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
8
月
4
日
、
子
育
て
親
子
が
気
軽

に
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
中
に
授

乳
用
椅
子
、
お
む
つ
交
換
台
、
ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト

な
ど
を
準
備
、
ま
た
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

の
施
設
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
「
あ

か
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
設
備
整
備
の
事
業
を
行
い
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
冠
水
時

自
動
対
比
機
能
付
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
）
な
ど
を
導
入
。
災
害
発
生
時
に
救

護
活
動
へ
の
対
応
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
1

平成 25 年 1 月にオープンした新・藤倉児童館 ボランティアの活躍

震災から 2 日目に開設された「塩釜市災害ボランティアセンター」

月
に
は
、
待
望
の
藤
倉
児
童
館
が
完
成
。
現
在
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
８
月
に
移
転
、
拡

充
を
図
っ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
る

ん
」
は
、年
間
利
用
者
が
約
６
５
０
０
名
を
数
え
、

移
転
前
の
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
少
子
化

が
進
む
中
、
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策

を
、
市
で
は
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高
齢
化
の
進

行
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
は
新
た
に
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
を
開
始
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
、「
健
康

し
お
が
ま
21
プ
ラ
ン
」
の
各
事
業
の
着
手
、「
第

６
次
塩
竈
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
社
協
ほ
か
の

関
係
団
体
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
り
一
層
の

連
携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

子育て支援センター「ここるん」

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
延
べ
８
０
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
。

温
か
い
支
援
を
受
け
、
市
民
は
生
活
や
地
域
社
会
の
再
建
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
、「
福
祉
」
に
関
係
す
る
公
共
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
・
復
興
は
、

少
子
化
、
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と
保
健
・
福
祉
の
機
能
回
復

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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来
／
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



機
材
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
も
、

事
前
に
準
備
で
き
て
い
た
と
い
う
幸
運

　
「
塩
釜
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
V
C
）」
が
エ
ス
プ
塩
竈
に
開
設
さ
れ

た
の
は
震
災
か
ら
２
日
目
の
３
月
13
日
。
開
設

と
そ
の
後
の
運
営
は
、
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、市
社
協
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
・
事
務
局
長
の
今
野
吉
晃
さ
ん
は
、
当

時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。「
翌
日
（
12

日
）
に
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
座
』
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
必
要

と
さ
れ
る
書
類
等
が
揃
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
の

準
備
も
で
き
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ

の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
開
設
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
介
護
や
保
育
園
の
職
員
を
災
害
V
C
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
た
り
、
人
員
配
置
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
の
は
早
か
っ

た
で
す
ね
」。

　

６
月
10
日
の
閉
所
ま
で
の
期
間
中
は
、
地
元

の
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
活
動
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
間
、
活
動
に

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
８
０
０
０
名

以
上
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

閉
所
後
の
ニ
ー
ズ
に
は
、
市
社
協
が
地
元
の

団
体
や
山
形
県
の
N
P
O
な
ど
と
連
携
し
て
し

て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
る
被
害
発
生
時
に
は
、
大
震
災
と
同

様
に
市
社
協
に
よ
っ
て
災
害
V
C
が
再
び
開
設

さ
れ
ま
し
た
（
９
月
27
日
～
10
月
７
日
）。「
大

震
災
の
時
も
、
そ
の
後
の
台
風
の
時
も
、
円
滑

な
運
営
、
対
応
が
で
き
た
の
は
、
市
や
民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
方
々
と
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て

い
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
ね
」と
今
野
さ
ん
。
現
在
、

災
害
V
C
は
「
塩
釜
市
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
。
よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
携
で
、

一
人
も
見
逃
す
こ
と
な
く

　

震
災
時
と
そ
の
後
、
高
齢
者
の
命
を
守
る
こ

と
に
貢
献
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
市
社
協

の
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
へ
の

参
加
で
し
た
。
そ
れ
は
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
も
の
で
、
市
社

協
で
は
平
成
18
年
９
月
、「
災
害
時
要
援
護
者
登

録
台
帳
」
と
「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

万
が
一
の
時
に
備
え
て
い
た
の
で
す
。
発
災
直

後
に
は
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
が
担
当

地
域
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
実
施
。
そ
の

後
、
自
宅
避
難
者
に
は
、
見
守
り
訪
問
や
生
活

支
援
物
資
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
、
市
か

ら
の
委
託
に
よ
り
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
に

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
支
援
を
担
当
す

る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』（
伊
保
石

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
目
的
、
業
務
内
容
を
踏
ま
え
て
市
社
協
の
今

野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
仮
設
に
お

住
ま
い
の
方
の
中
に
は
要
援
護
者
も
多
く
、
保

健
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
な
の

で
す
。『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』
と

同
様
に
市
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
協
力
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
健
康
で
安
全
・
安
心
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も

に
、
本
来
の
地
域
福
祉
、
介
護
事
業
、
保
育
事

業
の
充
実
を
進
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
〝
一

人
も
見
逃
さ
な
い
社
会
福
祉
〟
の
実
現
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

市
社
協
で
は
、
平
成
25
年
３
月
、
震
災
前
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
こ
こ
ろ
の
樹
」
を
北
浜

に
開
所
し
ま
し
た
。
津
波
浸
水
地
域
内
に
建
設

さ
れ
、
市
社
協
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る

施
設
は
、
か
さ
上
げ
さ
れ
た
土
地
に
耐
震
構
造

の
建
物
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
雨
水
再
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
、
災
害
時
と
被
災
時
の
安
心
・

安
全
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
高
齢
化
。

時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

震
災
で
は
、
市
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
生
活
や
地

域
社
会
を
再
建
し
て
い
く
上
で
、
保
健
・
福
祉

に
関
係
す
る
施
設
、
そ
こ
で
受
け
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
は
不
可
欠
で
あ
り
、
被

災
し
た
施
設
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
、
再
建
が

望
ま
れ
ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の

方
の
了
解
を
得
て
、
３
月
16
日
か
ら
藤
倉
集
会

所
に
移
転
し
、
業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
藤
倉
児

童
館
は
再
建
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

■
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
市
の
施
設
の
被
害

◎
藤
倉
児
童
館

地
震
に
よ
り
全
体
が
傾
斜
、
津
波
の
浸
水

（
床
上
約
15
セ
ン
チ
）。

全
面
的
に
使
用
不
能
の
た
め
建
て
替
え
。

◎
保
健
セ
ン
タ
ー

津
波
の
浸
水

（
床
上
約
１
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
）。

備
品
全
般
が
使
用
不
能
に
。

　

待
ち
望
ま
れ
た
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
。
平
成
23
年

12
月
策
定
し
た
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
は
、

現
状
と
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
ま
し
た
。

◎
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
体
制

　

震
災
に
よ
る
住
宅
の
被
害
、
父
母
の
就
労
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
見
守
り
体
制

　

避
難
所
な
ど
の
避
難
生
活
で
の
疲
労
の
蓄
積

や
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
環
境
面
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
被
災
者
の
身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
増
大
し
て
い
る
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
計
画

さ
れ
た
の
が
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
で
あ
り
、「
藤
倉
児
童
館
の
復
旧
・
整
備

事
業
」
や
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復
旧
事
業
」

で
し
た
。
ま
た
、「
第
５
次
塩
竈
市
長
期
総
合
計

画
」
が
復
興
計
画
に
先
駆
け
て
平
成
23
年
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
に
掲
げ
た
重
点
戦
略

の
一
つ
「
定
住
」
に
関
す
る
施
策
も
同
時
並
行

で
実
施
し
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
全

体
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
機
能
回
復
、
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
8
月
4
日
、
子
育
て
親
子
が
気
軽

に
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
中
に
授

乳
用
椅
子
、
お
む
つ
交
換
台
、
ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト

な
ど
を
準
備
、
ま
た
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

の
施
設
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
「
あ

か
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
設
備
整
備
の
事
業
を
行
い
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
冠
水
時

自
動
対
比
機
能
付
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
）
な
ど
を
導
入
。
災
害
発
生
時
に
救

護
活
動
へ
の
対
応
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
1

平成 25 年 1 月にオープンした新・藤倉児童館 ボランティアの活躍

震災から 2 日目に開設された「塩釜市災害ボランティアセンター」

月
に
は
、
待
望
の
藤
倉
児
童
館
が
完
成
。
現
在
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
８
月
に
移
転
、
拡

充
を
図
っ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
る

ん
」
は
、年
間
利
用
者
が
約
６
５
０
０
名
を
数
え
、

移
転
前
の
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
少
子
化

が
進
む
中
、
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策

を
、
市
で
は
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高
齢
化
の
進

行
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
は
新
た
に
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
を
開
始
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
、「
健
康

し
お
が
ま
21
プ
ラ
ン
」
の
各
事
業
の
着
手
、「
第

６
次
塩
竈
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
社
協
ほ
か
の

関
係
団
体
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
り
一
層
の

連
携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

子育て支援センター「ここるん」

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
延
べ
８
０
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
。

温
か
い
支
援
を
受
け
、
市
民
は
生
活
や
地
域
社
会
の
再
建
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
、「
福
祉
」
に
関
係
す
る
公
共
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
・
復
興
は
、

少
子
化
、
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と
保
健
・
福
祉
の
機
能
回
復

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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・
未
来
／
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



■塩竈市議会復興関係会議等の記録
◎平成 23 年
 3 月 21 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 各会派幹事長会議
 4 月 １日  塩竈市議会災害復興対策連

絡会議
 4 月 12 日 各会派幹事長会議
 4 月 18 日  宮城県議会大震災対策調査

特別委員会現地調査
 4 月 28 日 平成 23 年第２回臨時会
  第１回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 14 日  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会　現地調査
 5 月 19 日  第２回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 26 日 市議会全員協議会
 5 月 31 日  第３回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 21 日  第４回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 23 日 平成 23 年第２回定例会
  東日本大震災塩竈市復興対

策調査特別委員会中間報告
 7 月 12 日  第５回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 20 日  第６回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 28 日  第７回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 29 日 平成 23 年第３回臨時会
  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会委員長報告
 8 月 ５日  東日本大震災の災害復旧復

興対策に関する提言を市長
に提出

 9 月 30 日 平成 23 年第３回定例会
12 月 7 日 平成 23 年第４回定例会

◎平成 24 年
 1 月 30 日 平成 24 年第１回臨時会
 2 月 23 日 平成 24 年第１回定例会
 3 月 16 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 平成 24 年第２回臨時会

「
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る
提
言
」

は
市
民
の
方
々
の
声
、議
員
の
思
い

　
“
す
ぐ
に
行
動
し
な
く
て
は
”
と
い
う
思
い

は
全
議
員
共
通
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
議
会

事
務
局
と
協
議
し
、
行
動
の
第
一
歩
と
し
て

全
議
員
を
招
集
、
３
月
21
日
に
市
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
市
議
会
議
長
だ
っ
た
佐
藤
貞
夫

さ
ん
は
、
直
後
か
ら
の
議
会
の
活
動
を
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　

塩
竈
市
の
被
害
状
況
お
よ
び
被
害
へ
の
対
応

状
況
を
把
握
、３
月
28
日
に
は
各
会
派
幹
事
長

会
議
を
開
催
し
て「
塩
竈
市
議
会
災
害
復
興
対

策
連
絡
会
議
」の
設
置
を
確
認
、そ
の
後
、各
会

派
幹
事
長
会
議
や
定
例
委
員
長
会
議
な
ど
を
矢

継
ぎ
早
に
行
い
、４
月
28
日
に「
東
日
本
大
震
災

塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
特
別
委
員
会
は
香
取

嗣
雄
議
員
を
委
員
長
、鈴
木
昭
一議
員
を
副
委
員

長
と
し
、全
議
員
が
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
市
当
局
か
ら
の
報
告
、

説
明
に
加
え
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
実
態
と

佐藤貞夫元議長

現地調査（平成 23 年 5 月 14 日）

現
状
を
そ
の
目
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
７
回
に

わ
た
っ
て
会
議
を
開
催
、
全
議
員
で
の
復
興
対

策
に
つ
い
て
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

集
大
成
が
、
８
月
５
日
市
長
へ
提
出
し
た
「
東

日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る

提
言
」
な
の
で
す
。

　

活
動
の
集
大
成
で
あ
る
「
提
言
」
は
、
16
項

目
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者

へ
の
「
き
め
細
や
か
な
対
応
と
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
」
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

「
公
共
施
設
の
耐
震
性
強
化
」
や
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
」、「
防
災
や
環
境
等
に
係
る

教
育
の
推
進
」、
被
災
経
験
の
伝
承
を
求
め
る
な

ど
、
同
年
４
月
に
は
じ
ま
っ
た
第
５
次
長
期
総

合
計
画
の
施
策
、
事
業
な
ど
に
も
言
及
す
る
未

来
志
向
型
の
提
言
で
し
た
。

速
や
か
な
予
算
執
行
を
願
い
、

全
員
協
議
会
で
の
対
応
を
選
択

　
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関

す
る
提
言
」
の
提
出
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
後
、
９

月
11
日
に
塩
竈
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
改
選
後
の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
嶺

岸
淳
一
議
員
で
し
た
。

　

市
民
の
方
々
の
一
刻
で
も
速
い
生
活
再
建
、

産
業
再
建
は
、市
議
会
の
最
重
要
課
題
。
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
復
旧
復
興
は
全
議
員
の
一
致
し
た
願

い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
改
選
後
は
復
旧
復
興
予

算
の
一
日
で
も
早
い
執
行
を
第
一
に
考
え
、
復

旧
復
興
対
策
に
係
る
案
件
は
、
全
員
協
議
会
で

の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
は
議
員
全
員
で
行
い
ま
す
が
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

審
議
、
議
決
は
行
い
ま
せ
ん
。
特
別
委
員
会
で

す
と
そ
れ
ら
が
伴
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
市
当
局
の

予
算
執
行
に
お
い
て
、
市
議
会
が
そ
の
足
枷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
の
選
択
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
末
ま
で
の
期
間
は
、
全
員
協
議
会

で
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
臨
時
会
で
審
議
、

議
決
と
い
う
流
れ
の
繰
り
返
し
。
議
会
が
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
市
議
会
と

し
て
復
旧
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
提
出
し
た
提
言
が
反
映
さ

「東日本大震災の災害復旧復興対策に関する提言」

※東日本大震災からの復旧・復興について、国・宮城県並び
に関係機関に対し、数多くの陳情・要望活動を行った。

れ
た
復
興
計
画
と
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
市
当
局
は
車
の

両
輪
で
す
。
市
議
会
に
求
め
ら
れ
る
責
任
、
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

嶺
岸
前
議
長
が
語
る
よ
う
に
、
全
員
協
議
会

に
よ
る
速
や
か
な
対
応
は
他
の
被
災
自
治
体
の

議
会
で
は
見
ら
れ
な
い
、
塩
竈
市
議
会
な
ら
で

は
の
特
徴
的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
全
員
協
議
会
に
よ
る
対
応
は
平
成
23
年
度

に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
以
降
は

本
来
の
体
制
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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■
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興�

　
　

対
策
に
関
す
る
提
言
」
の
16
項
目

・
被
災
者
生
活
支
援

・
住
宅
再
建
等

・
災
害
廃
棄
物
処
理

・
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
水
産
業
・
水
産
加
工
業

・
浅
海
養
殖
漁
業

・
商
工
業

・
観
光

・
雇
用

・
公
共
土
木
施
設

・
教
育

・
防
災

・
安
全
・
安
心

・
被
災
経
験
の
継
承

・
震
災
復
興
計
画
の
進
行
管
理

・
財
政
運
営

全
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
の
立
上
げ
。

全
員
協
議
会
に
よ
る
復
旧
・
復
興
予
算
の
執
行
に
係
る
案
件
へ
の
対
応
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

塩
竈
市
議
会
で
は
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て

～
「
全
員
協
議
会
」
で
迅
速
な
意
思
決
定

震
災
以
降
の
歩
み
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■塩竈市議会復興関係会議等の記録
◎平成 23 年
 3 月 21 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 各会派幹事長会議
 4 月 １日  塩竈市議会災害復興対策連

絡会議
 4 月 12 日 各会派幹事長会議
 4 月 18 日  宮城県議会大震災対策調査

特別委員会現地調査
 4 月 28 日 平成 23 年第２回臨時会
  第１回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 14 日  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会　現地調査
 5 月 19 日  第２回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 26 日 市議会全員協議会
 5 月 31 日  第３回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 21 日  第４回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 23 日 平成 23 年第２回定例会
  東日本大震災塩竈市復興対

策調査特別委員会中間報告
 7 月 12 日  第５回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 20 日  第６回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 28 日  第７回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 29 日 平成 23 年第３回臨時会
  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会委員長報告
 8 月 ５日  東日本大震災の災害復旧復

興対策に関する提言を市長
に提出

 9 月 30 日 平成 23 年第３回定例会
12 月 7 日 平成 23 年第４回定例会

◎平成 24 年
 1 月 30 日 平成 24 年第１回臨時会
 2 月 23 日 平成 24 年第１回定例会
 3 月 16 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 平成 24 年第２回臨時会

「
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る
提
言
」

は
市
民
の
方
々
の
声
、議
員
の
思
い

　
“
す
ぐ
に
行
動
し
な
く
て
は
”
と
い
う
思
い

は
全
議
員
共
通
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
議
会

事
務
局
と
協
議
し
、
行
動
の
第
一
歩
と
し
て

全
議
員
を
招
集
、
３
月
21
日
に
市
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
市
議
会
議
長
だ
っ
た
佐
藤
貞
夫

さ
ん
は
、
直
後
か
ら
の
議
会
の
活
動
を
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　

塩
竈
市
の
被
害
状
況
お
よ
び
被
害
へ
の
対
応

状
況
を
把
握
、３
月
28
日
に
は
各
会
派
幹
事
長

会
議
を
開
催
し
て「
塩
竈
市
議
会
災
害
復
興
対

策
連
絡
会
議
」の
設
置
を
確
認
、そ
の
後
、各
会

派
幹
事
長
会
議
や
定
例
委
員
長
会
議
な
ど
を
矢

継
ぎ
早
に
行
い
、４
月
28
日
に「
東
日
本
大
震
災

塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
特
別
委
員
会
は
香
取

嗣
雄
議
員
を
委
員
長
、鈴
木
昭
一議
員
を
副
委
員

長
と
し
、全
議
員
が
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
市
当
局
か
ら
の
報
告
、

説
明
に
加
え
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
実
態
と

佐藤貞夫元議長

現地調査（平成 23 年 5 月 14 日）

現
状
を
そ
の
目
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
７
回
に

わ
た
っ
て
会
議
を
開
催
、
全
議
員
で
の
復
興
対

策
に
つ
い
て
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

集
大
成
が
、
８
月
５
日
市
長
へ
提
出
し
た
「
東

日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る

提
言
」
な
の
で
す
。

　

活
動
の
集
大
成
で
あ
る
「
提
言
」
は
、
16
項

目
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者

へ
の
「
き
め
細
や
か
な
対
応
と
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
」
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

「
公
共
施
設
の
耐
震
性
強
化
」
や
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
」、「
防
災
や
環
境
等
に
係
る

教
育
の
推
進
」、
被
災
経
験
の
伝
承
を
求
め
る
な

ど
、
同
年
４
月
に
は
じ
ま
っ
た
第
５
次
長
期
総

合
計
画
の
施
策
、
事
業
な
ど
に
も
言
及
す
る
未

来
志
向
型
の
提
言
で
し
た
。

速
や
か
な
予
算
執
行
を
願
い
、

全
員
協
議
会
で
の
対
応
を
選
択

　
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関

す
る
提
言
」
の
提
出
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
後
、
９

月
11
日
に
塩
竈
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
改
選
後
の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
嶺

岸
淳
一
議
員
で
し
た
。

　

市
民
の
方
々
の
一
刻
で
も
速
い
生
活
再
建
、

産
業
再
建
は
、市
議
会
の
最
重
要
課
題
。
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
復
旧
復
興
は
全
議
員
の
一
致
し
た
願

い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
改
選
後
は
復
旧
復
興
予

算
の
一
日
で
も
早
い
執
行
を
第
一
に
考
え
、
復

旧
復
興
対
策
に
係
る
案
件
は
、
全
員
協
議
会
で

の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
は
議
員
全
員
で
行
い
ま
す
が
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

審
議
、
議
決
は
行
い
ま
せ
ん
。
特
別
委
員
会
で

す
と
そ
れ
ら
が
伴
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
市
当
局
の

予
算
執
行
に
お
い
て
、
市
議
会
が
そ
の
足
枷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
の
選
択
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
末
ま
で
の
期
間
は
、
全
員
協
議
会

で
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
臨
時
会
で
審
議
、

議
決
と
い
う
流
れ
の
繰
り
返
し
。
議
会
が
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
市
議
会
と

し
て
復
旧
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
提
出
し
た
提
言
が
反
映
さ

「東日本大震災の災害復旧復興対策に関する提言」

※東日本大震災からの復旧・復興について、国・宮城県並び
に関係機関に対し、数多くの陳情・要望活動を行った。

「東日本大震災の災害復旧復興対策に関する提言」

れ
た
復
興
計
画
と
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
市
当
局
は
車
の

両
輪
で
す
。
市
議
会
に
求
め
ら
れ
る
責
任
、
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

嶺
岸
前
議
長
が
語
る
よ
う
に
、
全
員
協
議
会

に
よ
る
速
や
か
な
対
応
は
他
の
被
災
自
治
体
の

議
会
で
は
見
ら
れ
な
い
、
塩
竈
市
議
会
な
ら
で

は
の
特
徴
的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
全
員
協
議
会
に
よ
る
対
応
は
平
成
23
年
度

に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
以
降
は

本
来
の
体
制
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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の
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害
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に
関
す
る
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」
の
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被
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者
生
活
支
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等
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処
理
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療
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安
全
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安
心
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被
災
経
験
の
継
承

・
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復
興
計
画
の
進
行
管
理

・
財
政
運
営

全
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
の
立
上
げ
。

全
員
協
議
会
に
よ
る
復
旧
・
復
興
予
算
の
執
行
に
係
る
案
件
へ
の
対
応
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

塩
竈
市
議
会
で
は
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
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「
全
員
協
議
会
」
で
迅
速
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思
決
定
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効
果
を
発
揮
し
た

事
前
の
耐
震
補
強
工
事

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
塩
竈
市
内
の
中
学
校

で
は
午
前
中
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
地
震
発
生

時
に
生
徒
は
全
員
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

小
学
校
は
通
常
授
業
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
小
学
生
は
学
校
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
一
年
後
の
平
成
24
年
３
月
、
塩
竈

市
教
育
委
員
会
で
は
、『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ

～
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
～
～
東
日
本
大
震

災
体
験
文
集
～
』
を
、
12
月
に
は
《
第
２
集
》

を
発
行
。
そ
こ
に
は
、
各
校
の
防
災
訓
練
取
組

の
事
例
や
「
防
災
教
育
全
体
計
画
」
の
ほ
か
、

発
災
直
後
の
対
応
、
児
童
・
生
徒
の
安
否
確
認

の
様
子
、
学
校
再
開
に
向
け
た
取
組
な
ど
体
験

談
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
の
避
難
は
訓
練
ど
お
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
庭
へ
避
難
し
た
後
、
気

温
が
低
く
、
間
も
な
く
雪
も
降
り
始
め
た
た

め
、
校
長
先
生
の
指
示
で
、
安
全
が
確
認
さ

れ
た
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
朝
会
の
時

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
ス
テ
ー
ジ
よ
り

に
並
べ
、
座
ら
せ
ま
し
た
。
体
育
館
の
後
ろ

ロッカーから落ちたランドセル（月見ヶ丘小学校）

子どもたちを守った耐震化工事
（月見ヶ丘小学校）

避難所の様子（杉の入小学校）

約２週間遅れの入学式（第二中学校）

食料配給に並ぶ避難者（第三小学校）

半
分
は
、
避
難
し
て
き
た
人
々
、
子
ど
も
を

お
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。（
中
略
）
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ

な
い
中
、
通
学
路
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
児
童
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
は
さ

れ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
も
、
校

長
先
生
か
ら
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
い
た
た

め
、
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

第

一
小
学
校　

加
藤
教
諭
）

　
「
生
徒
・
保
護
者
・
生
徒
宅
の
安
全
確
認
は
、

電
話
の
不
通
が
あ
り
、
ま
た
通
学
路
の
点
検

も
か
ね
て
、
職
員
が
手
分
け
し
て
徒
歩
に
よ

る
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
が
、
全
生
徒
の
無
事

を
確
認
す
る
ま
で
４
日
、
本
人
と
の
連
絡
確

認
ま
で
11
日
を
要
し
た
。
自
宅
に
家
族
が
い

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
所
・
町
内
会

で
の
聞
き
取
り
、
ス
ー
パ
ー
と
避
難
所
へ
の

掲
示
に
よ
る
連
絡
要
請
も
併
せ
行
っ
た
。
学

区
外
の
縁
者
に
避
難
し
た
生
徒
は
23
名
（
全

校
生
徒
4
6
1
名
中
）
で
あ
っ
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

玉

川
中
学
校　

菅
原
教
頭
）

　

塩
竈
市
内
に
は
小
学
校
７
校
、
中
学
校
５
校

が
あ
り
、
す
べ
て
が
指
定
避
難
所
で
す
。
平
成

16
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
進
め

ら
れ
、
平
成
22
年
度
に
は
小
中
学
校
の
耐
震
化

率
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
屋
内
運
動

場
の
外
壁
の
剥
落
や
照
明
器
具
の
破
損
な
ど
の

被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
構
造
に
問
題

は
な
く
、
指
定
避
難
所
と
し
て
発
災
直
後
か
ら

機
能
。
市
職
員
と
各
学
校
の
教
職
員
、
町
内
会

な
ど
の
協
力
体
制
の
下
、
本
土
地
区
で
は
３
月

31
日
、
浦
戸
地
区
で
は
７
月
12
日
ま
で
多
く
の

人
々
を
収
容
し
ま
し
た
。

約
２
週
間
遅
れ
で
始
ま
っ
た
新
年
度
と

そ
の
後
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア

　

発
災
か
ら
新
学
期
を
迎
え
る
ま
で
の
動
き
を
、

前
述
の
『
塩
竈
っ
子
へ
』
に
掲
載
さ
れ
た
第
一

小
学
校
長
の
証
言
で
た
ど
り
ま
す
。

　
「
震
災
後
第
１
回
の
臨
時
市
内
校
長
会
が
13

日
午
後
１
時
に
教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
た
。

各
校
長
の
移
動
手
段
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
協
議
内
容
は
、
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
情
報
と
指
示
、
児
童
生
徒
、
教

職
員
に
関
す
る
安
否
確
認
と
健
康
状
況
、
今

後
の
学
校
再
開
に
向
け
て
の
準
備
、
避
難
所

支
援
に
関
す
る
こ
と
、
各
学
校
の
被
害
状
況

等
に
つ
い
て
。
指
示
や
報
告
は
、
コ
ピ
ー
等

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
全
て
口
頭
で
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
翌
日
か
ら
は
、
毎
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
校
長
会
と
午
後
４
時
か
ら
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
正
確

な
情
報
共
有
や
避
難
所
運
営
を
支
援
す
る
上

で
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

　

市
教
委
の
早
期
の
判
断
に
よ
り
、
学
校
は
３

月
14
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
、
修
了
式
と
卒

業
式
は
３
月
24
日
の
午
前
中
に
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
校
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
震
災
当

日
休
ん
で
い
た
児
童
10
名
と
教
員
１
名
の
安

否
確
認
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

２
日
後
に
全
児
童
と
職
員
の
安
否
が
確
認
さ

れ
た
時
は
全
員
で
喜
ん
だ
。
児
童
の
安
否
確

認
や
健
康
状
況
の
把
握
の
た
め
に
、
家
庭
訪

問
を
２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

修
了
式
に
は
、
先
生
方
の
努
力
で
児
童
全

員
に
通
信
表
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

卒
業
式
は
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
。
震
災
の
影
響

を
鑑
み
、
式
場
の
装
飾
も
無
く
、
児
童
と
保

護
者
と
教
職
員
だ
け
の
質
素
な
式
で
あ
っ
た

が
格
別
の
思
い
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
《
第
２

集
》』　

第
一
小
学
校　

竹
田
校
長
）

REPORT

　

始
業
式
と
入
学
式
は
４
月
21
日
に
約
２
週
間

遅
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
、
児
童
・
生

徒
に
は
、
貴
重
な
震
災
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の

復
旧
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
充
実
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
は
「
防
災

教
育
推
進
者
養
成
講
習
会
」「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
集
の
発
行
」「
震
災
体
験
文
集
の
発
行
」「
子

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
支
援
す
る
教
師
の
た
め
の

研
修
会
」
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア
は
、

長
期
的
な
取
組
が
不
可
欠
と
考
え
、
平
成
24
年

度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
。
10
月
に
は
児
童
、

生
徒
向
け
の
防
災
教
育
副
読
本
も
発
行
し
ま
し

た
。

　

被
害
を
受
け
た
学
校
の
復
旧
工
事
は
、
平
成

23
年
度
内
に
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
復
旧
事

業
は
全
て
原
状
回
復
が
原
則
で
す
が
、
体
育
館

外
壁
を
よ
り
軽
い
建
材
で
あ
る
金
属
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
に
変
更
す
る
な
ど
、
耐
震
性
強
化
に

努
め
ま
し
た
。

■各学校への避難者数（平成 23 年 3 月 13 日時点）

学校名 避難者数
第一小学校 830
第二小学校 421
第三小学校 1,000
月見ヶ丘小学校 117
玉川小学校 150
杉の入小学校 800
第一中学校 400
第二中学校 700
第三中学校 800
玉川中学校 15
浦戸第二小学校・浦戸中学校 80

『3.11　塩竈っ子へ～学校防災
マニュアル集～～東日本大震災
体験文集～』《第１集》《第２集》『3.11　塩竈っ子へ　副読本』

『塩竈市学校防災プログラ
ム集～塩竈市総合防災訓練
2013 に参加して～』

見
え
る
も
の
が
、
全
て
揺
れ
た
。
机
、
蛍
光
灯
、
教
室
…
…
。
担
任
す
る
１
年
生
の
子
ど
も
を
２
つ
あ
る
机
の
１
つ
の
下
に
入
れ
た
。

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。」

子
ど
も
へ
掛
け
た
言
葉
が
、
震
え
て
い
た
の
が
自
分
で
も
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
声
を
掛
け
続
け
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

小
嶋
教
諭
）

避
難
所
か
ら
授
業
再
開
へ

～
教
訓
と
経
験
を
伝
え
る
場
と
し
て

震
災
以
降
の
歩
み

132133

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
学
校



効
果
を
発
揮
し
た

事
前
の
耐
震
補
強
工
事

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
塩
竈
市
内
の
中
学
校

で
は
午
前
中
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
地
震
発
生

時
に
生
徒
は
全
員
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

小
学
校
は
通
常
授
業
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
小
学
生
は
学
校
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
一
年
後
の
平
成
24
年
３
月
、
塩
竈

市
教
育
委
員
会
で
は
、『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ

～
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
～
～
東
日
本
大
震

災
体
験
文
集
～
』
を
、
12
月
に
は
《
第
２
集
》

を
発
行
。
そ
こ
に
は
、
各
校
の
防
災
訓
練
取
組

の
事
例
や
「
防
災
教
育
全
体
計
画
」
の
ほ
か
、

発
災
直
後
の
対
応
、
児
童
・
生
徒
の
安
否
確
認

の
様
子
、
学
校
再
開
に
向
け
た
取
組
な
ど
体
験

談
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
の
避
難
は
訓
練
ど
お
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
庭
へ
避
難
し
た
後
、
気

温
が
低
く
、
間
も
な
く
雪
も
降
り
始
め
た
た

め
、
校
長
先
生
の
指
示
で
、
安
全
が
確
認
さ

れ
た
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
朝
会
の
時

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
ス
テ
ー
ジ
よ
り

に
並
べ
、
座
ら
せ
ま
し
た
。
体
育
館
の
後
ろ

ロッカーから落ちたランドセル（月見ヶ丘小学校）

子どもたちを守った耐震化工事
（月見ヶ丘小学校）

避難所の様子（杉の入小学校）

約２週間遅れの入学式（第二中学校）

食料配給に並ぶ避難者（第三小学校）

半
分
は
、
避
難
し
て
き
た
人
々
、
子
ど
も
を

お
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。（
中
略
）
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ

な
い
中
、
通
学
路
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
児
童
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
は
さ

れ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
も
、
校

長
先
生
か
ら
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
い
た
た

め
、
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

第

一
小
学
校　

加
藤
教
諭
）

　
「
生
徒
・
保
護
者
・
生
徒
宅
の
安
全
確
認
は
、

電
話
の
不
通
が
あ
り
、
ま
た
通
学
路
の
点
検

も
か
ね
て
、
職
員
が
手
分
け
し
て
徒
歩
に
よ

る
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
が
、
全
生
徒
の
無
事

を
確
認
す
る
ま
で
４
日
、
本
人
と
の
連
絡
確

認
ま
で
11
日
を
要
し
た
。
自
宅
に
家
族
が
い

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
所
・
町
内
会

で
の
聞
き
取
り
、
ス
ー
パ
ー
と
避
難
所
へ
の

掲
示
に
よ
る
連
絡
要
請
も
併
せ
行
っ
た
。
学

区
外
の
縁
者
に
避
難
し
た
生
徒
は
23
名
（
全

校
生
徒
4
6
1
名
中
）
で
あ
っ
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

玉

川
中
学
校　

菅
原
教
頭
）

　

塩
竈
市
内
に
は
小
学
校
７
校
、
中
学
校
５
校

が
あ
り
、
す
べ
て
が
指
定
避
難
所
で
す
。
平
成

16
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
進
め

ら
れ
、
平
成
22
年
度
に
は
小
中
学
校
の
耐
震
化

率
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
屋
内
運
動

場
の
外
壁
の
剥
落
や
照
明
器
具
の
破
損
な
ど
の

被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
構
造
に
問
題

は
な
く
、
指
定
避
難
所
と
し
て
発
災
直
後
か
ら

機
能
。
市
職
員
と
各
学
校
の
教
職
員
、
町
内
会

な
ど
の
協
力
体
制
の
下
、
本
土
地
区
で
は
３
月

31
日
、
浦
戸
地
区
で
は
７
月
12
日
ま
で
多
く
の

人
々
を
収
容
し
ま
し
た
。

約
２
週
間
遅
れ
で
始
ま
っ
た
新
年
度
と

そ
の
後
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア

　

発
災
か
ら
新
学
期
を
迎
え
る
ま
で
の
動
き
を
、

前
述
の
『
塩
竈
っ
子
へ
』
に
掲
載
さ
れ
た
第
一

小
学
校
長
の
証
言
で
た
ど
り
ま
す
。

　
「
震
災
後
第
１
回
の
臨
時
市
内
校
長
会
が
13

日
午
後
１
時
に
教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
た
。

各
校
長
の
移
動
手
段
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
協
議
内
容
は
、
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
情
報
と
指
示
、
児
童
生
徒
、
教

職
員
に
関
す
る
安
否
確
認
と
健
康
状
況
、
今

後
の
学
校
再
開
に
向
け
て
の
準
備
、
避
難
所

支
援
に
関
す
る
こ
と
、
各
学
校
の
被
害
状
況

等
に
つ
い
て
。
指
示
や
報
告
は
、
コ
ピ
ー
等

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
全
て
口
頭
で
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
翌
日
か
ら
は
、
毎
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
校
長
会
と
午
後
４
時
か
ら
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
正
確

な
情
報
共
有
や
避
難
所
運
営
を
支
援
す
る
上

で
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

　

市
教
委
の
早
期
の
判
断
に
よ
り
、
学
校
は
３

月
14
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
、
修
了
式
と
卒

業
式
は
３
月
24
日
の
午
前
中
に
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
校
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
震
災
当

日
休
ん
で
い
た
児
童
10
名
と
教
員
１
名
の
安

否
確
認
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

２
日
後
に
全
児
童
と
職
員
の
安
否
が
確
認
さ

れ
た
時
は
全
員
で
喜
ん
だ
。
児
童
の
安
否
確

認
や
健
康
状
況
の
把
握
の
た
め
に
、
家
庭
訪

問
を
２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

修
了
式
に
は
、
先
生
方
の
努
力
で
児
童
全

員
に
通
信
表
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

卒
業
式
は
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
。
震
災
の
影
響

を
鑑
み
、
式
場
の
装
飾
も
無
く
、
児
童
と
保

護
者
と
教
職
員
だ
け
の
質
素
な
式
で
あ
っ
た

が
格
別
の
思
い
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
《
第
２

集
》』　

第
一
小
学
校　

竹
田
校
長
）
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始
業
式
と
入
学
式
は
４
月
21
日
に
約
２
週
間

遅
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
、
児
童
・
生

徒
に
は
、
貴
重
な
震
災
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の

復
旧
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
充
実
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
は
「
防
災

教
育
推
進
者
養
成
講
習
会
」「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
集
の
発
行
」「
震
災
体
験
文
集
の
発
行
」「
子

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
支
援
す
る
教
師
の
た
め
の

研
修
会
」
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア
は
、

長
期
的
な
取
組
が
不
可
欠
と
考
え
、
平
成
24
年

度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
。
10
月
に
は
児
童
、

生
徒
向
け
の
防
災
教
育
副
読
本
も
発
行
し
ま
し

た
。

　

被
害
を
受
け
た
学
校
の
復
旧
工
事
は
、
平
成

23
年
度
内
に
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
復
旧
事

業
は
全
て
原
状
回
復
が
原
則
で
す
が
、
体
育
館

外
壁
を
よ
り
軽
い
建
材
で
あ
る
金
属
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
に
変
更
す
る
な
ど
、
耐
震
性
強
化
に

努
め
ま
し
た
。

■各学校への避難者数（平成 23 年 3 月 13 日時点）

学校名 避難者数
第一小学校 830
第二小学校 421
第三小学校 1,000
月見ヶ丘小学校 117
玉川小学校 150
杉の入小学校 800
第一中学校 400
第二中学校 700
第三中学校 800
玉川中学校 15
浦戸第二小学校・浦戸中学校 80

『3.11　塩竈っ子へ～学校防災
マニュアル集～～東日本大震災
体験文集～』《第１集》《第２集》『3.11　塩竈っ子へ　副読本』

『塩竈市学校防災プログラ
ム集～塩竈市総合防災訓練
2013 に参加して～』

見
え
る
も
の
が
、
全
て
揺
れ
た
。
机
、
蛍
光
灯
、
教
室
…
…
。
担
任
す
る
１
年
生
の
子
ど
も
を
２
つ
あ
る
机
の
１
つ
の
下
に
入
れ
た
。

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。」

子
ど
も
へ
掛
け
た
言
葉
が
、
震
え
て
い
た
の
が
自
分
で
も
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
声
を
掛
け
続
け
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

小
嶋
教
諭
）

避
難
所
か
ら
授
業
再
開
へ

～
教
訓
と
経
験
を
伝
え
る
場
と
し
て

震
災
以
降
の
歩
み
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地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

　

平
成
25
年
度
、
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
当
日

を
「
防
災
教
育
の
日
」
と
し
、市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

域
と
一
体
の
防
災
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

た
取
組
の
一
つ
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
学

校
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
参
加
者
（
児
童
・
生
徒
ほ
か
）
の
声
を
ま

と
め
た
『
塩
竈
市
学
校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
～

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
2
0
1
3
に
参
加
し
て

～
』
を
12
月
に
発
行
。
児
童
・
生
徒
の
防
災
意

識
の
向
上
に
よ
る
「
自
助
」
に
加
え
、地
域
の
方
々

と
の
連
携
に
よ
る
「
共
助
」
が
よ
り
一
層
具
体

化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
市
内
の
各
町
内
会

（
防
災
組
織
）
に
も
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
に
は
、「
学
校
防
災
（
津

波
）
に
関
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
８
項
目
」
が
掲心のケア研修会

救命対応訓練

防災機能強化事業

防災機能強化事業

第三小学校／三小元校長安曇浩一氏による講演会

浦戸小・浦戸第二中学校／登校時の津波対応避難訓練

第一中学校／松島少年自然の家の社教主事を招いて
防災体験や防災マップづくり

玉川中学校／「震災語り部の会」小齋正義氏による
防災講演会

第二小学校／仙台管区気象台の地震情報官を招いて
防災教室

月見ヶ丘小学校／防災教育全校集会
※写真は別の日に行われた引き渡し訓練

玉川小学校／蔵王少年自然の家の社教主事を招いて
防災教室

第三中学校／地区ごとにハザードマップづくり

第一小学校／三次避難として塩釜高校へ避難
※平成 26 年 11 月 4 日実施

杉の入小学校／防災備蓄倉庫内物品の見学

第二中学校／建築士会まつしま支部や東北工業大学
の方を招いて木造家屋の簡易耐震診断を学習

防
災
意
識
啓
蒙
事
業
の
積
み
重
ね
で

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

　

平
成
26
年
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市
内

の
全
小
・
中
学
校
が
参
加
し
、
避
難
訓
練
、
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
に
加
え
て
各
校
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
践

（
防
災
意
識
啓
蒙
事
業
）
の
積
み
重
ね
が
児
童
・

生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
そ
の

日
卒
業
し
た
ば
か
り
の
生
徒
１
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
い
出
来
事
を

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
も

防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

REPORT

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
校
内
の
防
災

体
制
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
避
難
場
所
と
経

路
を
訓
練
等
で
確
認
す
る
こ
と
、
安
否
確
認
や

引
き
渡
し
の
ル
ー
ル
等
に
加
え
て
、「
各
町
内
会

や
保
護
者
と
連
携
す
る
機
会
を
日
常
的
に
持
ち
、

避
難
所
開
設
時
に
は
役
割
分
担
を
事
前
に
協
議

し
、
運
営
に
協
力
す
る
」
と
地
域
と
の
連
携
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
登
下
校
中
や

在
宅
時
等
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
自
分
ひ

と
り
で
避
難
対
応
で
き
る
」
防
災
教
育
を
進
め

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
「
心
の
ケ
ア
」
の

た
め
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
だ
け
で
な
く
教

職
員
も
取
り
組
む
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
内
に
は
ま
た
、
小
中
学
校
防
災

機
能
強
化
事
業
（
災
害
に
強
い
教
育
施
設
の
実

現
）
と
し
て
、
第
二
中
学
校
と
玉
川
中
学
校
の

体
育
館
天
井
撤
去
工
事
も
実
施
し
ま
し
た
。

平成26年度
塩竈市総合防災訓練で
実施した各校独自の
プログラム
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地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

　

平
成
25
年
度
、
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
当
日

を
「
防
災
教
育
の
日
」
と
し
、市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

域
と
一
体
の
防
災
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

た
取
組
の
一
つ
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
学

校
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
参
加
者
（
児
童
・
生
徒
ほ
か
）
の
声
を
ま

と
め
た
『
塩
竈
市
学
校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
～

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
2
0
1
3
に
参
加
し
て

～
』
を
12
月
に
発
行
。
児
童
・
生
徒
の
防
災
意

識
の
向
上
に
よ
る
「
自
助
」
に
加
え
、地
域
の
方
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と
の
連
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に
よ
る
「
共
助
」
が
よ
り
一
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具
体

化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
市
内
の
各
町
内
会

（
防
災
組
織
）
に
も
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
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集
」
に
は
、「
学
校
防
災
（
津

波
）
に
関
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
８
項
目
」
が
掲心のケア研修会

救命対応訓練

防災機能強化事業

防災機能強化事業

第三小学校／三小元校長安曇浩一氏による講演会

浦戸小・浦戸第二中学校／登校時の津波対応避難訓練

第一中学校／松島少年自然の家の社教主事を招いて
防災体験や防災マップづくり

玉川中学校／「震災語り部の会」小齋正義氏による
防災講演会

第二小学校／仙台管区気象台の地震情報官を招いて
防災教室

月見ヶ丘小学校／防災教育全校集会
※写真は別の日に行われた引き渡し訓練

玉川小学校／蔵王少年自然の家の社教主事を招いて
防災教室

第三中学校／地区ごとにハザードマップづくり

第一小学校／三次避難として塩釜高校へ避難
※平成 26 年 11 月 4 日実施

杉の入小学校／防災備蓄倉庫内物品の見学

第二中学校／建築士会まつしま支部や東北工業大学
の方を招いて木造家屋の簡易耐震診断を学習

防
災
意
識
啓
蒙
事
業
の
積
み
重
ね
で

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

　

平
成
26
年
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市
内

の
全
小
・
中
学
校
が
参
加
し
、
避
難
訓
練
、
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
に
加
え
て
各
校
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
践

（
防
災
意
識
啓
蒙
事
業
）
の
積
み
重
ね
が
児
童
・

生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
そ
の

日
卒
業
し
た
ば
か
り
の
生
徒
１
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
い
出
来
事
を

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
も

防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。
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載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
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内
の
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災
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や
マ
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ュ
ア
ル
の
整
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、
避
難
場
所
と
経

路
を
訓
練
等
で
確
認
す
る
こ
と
、
安
否
確
認
や

引
き
渡
し
の
ル
ー
ル
等
に
加
え
て
、「
各
町
内
会

や
保
護
者
と
連
携
す
る
機
会
を
日
常
的
に
持
ち
、

避
難
所
開
設
時
に
は
役
割
分
担
を
事
前
に
協
議

し
、
運
営
に
協
力
す
る
」
と
地
域
と
の
連
携
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
登
下
校
中
や

在
宅
時
等
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
自
分
ひ

と
り
で
避
難
対
応
で
き
る
」
防
災
教
育
を
進
め

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
「
心
の
ケ
ア
」
の

た
め
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
だ
け
で
な
く
教

職
員
も
取
り
組
む
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
内
に
は
ま
た
、
小
中
学
校
防
災

機
能
強
化
事
業
（
災
害
に
強
い
教
育
施
設
の
実

現
）
と
し
て
、
第
二
中
学
校
と
玉
川
中
学
校
の

体
育
館
天
井
撤
去
工
事
も
実
施
し
ま
し
た
。

平成26年度
塩竈市総合防災訓練で
実施した各校独自の
プログラム
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震
災
の
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
へ

　
「
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」
と
高

い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖

地
震
。
震
災
前
、
市
で
は
県
の
「
第
三
次
地
震

被
害
想
定
調
査
」
の
被
害
実
態
お
よ
び
「
塩
竈

市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
準
備
と
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
地
震
と
津
波
の
規
模
は
、
想
定
を
は
る
か

に
上
回
り
、
十
分
な
災
害
時
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
と
教
訓
を

踏
ま
え
、
平
成
23
年
12
月
に
策
定
し
た
「
塩
竈

市
震
災
復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
の
下
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

の
促
進
や
公
共
建
築
物
等
の
耐
震
化
、
津
波
・

高
潮
対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る

モニターカメラの映像（市民安全課内）

な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に
津

波
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
・
体
制
の

見
直
し
や
、
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を
図
る
な

ど
、
ま
ち
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防災ラジオ

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、

情
報
網
の
構
築
を
早
急
に
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
反
省
と
教
訓
の
第
一
に
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が
あ
り
ま
す
。
停
電
や

地
震
に
よ
る
倒
壊
、
津
波
の
浸
水
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
間
に
わ
た
り
情
報
伝
達
に
不
具
合
が
発

生
し
、
復
旧
作
業
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
大
規
模
な
余
震
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、
多
様
の
情
報
網

の
構
築
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎ 

全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

運
用
開
始

平
成
23
年
６
月
29
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
国
（
消
防
庁
）
か
ら
緊
急
地
震
速
報

や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
関
す
る
緊
急
情
報
が
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
瞬
時
に

送
信
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
自
動
放
送
し
て
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
24
時
間
、
い

つ
で
も
自
動
的
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

緊
急
速
報「
塩
竈
市
災
害
情
報
」の
配
信
開
始

平
成
23
年
９
月
１
日
、
携
帯
電
話
会
社
の
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
独
自
の
緊
急
速
報

（
※
）
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

※「
津
波
注
意
報
」「
津
波
警
報
」「
大
津
波
警
報
」

　
「
避
難
に
関
す
る
情
報
」
な
ど

◎ 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
整
備
・
強
化

平
成
24
年
4
月
、
災
害
情
報
や
注
意
喚
起
を

お
知
ら
せ
す
る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど

の
整
備
・
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更

・ 

受
信
施
設
の
増
設
（
個
別
受
信
機
の
配
備
）

と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
強

・
可
搬
式
親
局
装
置
か
ら
放
送
可
能

・
1
2
0
時
間
稼
働
可
能
な
蓄
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー

・ 

電
話
応
答
装
置
（
電
話
で
放
送
内
容
を
確

認
で
き
る
）

・ 

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
と
浦
戸
ブ
ル
ー
セ
ン
タ
ー

に
津
波
監
視
カ
メ
ラ
設
置

・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
設
置
（
９
カ
所
）

・ 

沿
岸
部
の
屋
外
拡
声
子
局
（
11
カ
所
）
に

パ
ト
ラ
ン
プ
を
設
置

◎ 

「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始

平
成
24
年
4
月
か
ら
「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
の
防

災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
で
は
、
そ
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
放
送

に
自
動
割
込
で
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
は
緊
急
放
送
が
表
示
さ
れ
、
窓

を
閉
め
切
っ
て
い
る
時
や
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
場
所
で
も
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
（
B
A
Y 

W
A
V
E
）
は
、「
臨
時
災
害
放
送
局
（
し
お

が
ま
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
）」
と
し
て
市
役
所

か
ら
各
種
情
報
を
発
信
。
情
報
伝
達
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
９
月
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
の
敷
地
内
に
送

信
ア
ン
テ
ナ
が
新
設
さ
れ
、
出
力
も
増
強
。

こ
れ
に
よ
り
、
浦
戸
地
区
を
含
む
市
全
域
が

聴
取
可
能
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 

防
災
ラ
ジ
オ
整
備
事
業

平
成
26
年
12
月
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を

対
象
に
、
円
滑
な
避

難
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
緊
急
時
に
自
動

で
起
動
し
、
情
報
を

受
信
す
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
配
布
し
ま
し
た
。

既
設
の
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
、

指
定
避
難
所
の
設
備
を
拡
充

　

平
成
26
年
度
、
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
清
水
沢
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
る
工
事

を
実
施
。
災
害
時
に
水
を
確
保
で
き
る
耐
水
性

貯
水
槽
や
ス
タ
ン
ド
ベ
ン
チ
、
災
害
用
ト
イ
レ

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）、
備
蓄
倉
庫
、
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
６
カ
所
（
※
）
に
災
害
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
整
備

を
行
い
ま
す
。

※
第
一
小
、
第
二
小
、
第
三
小
、
杉
の
入
小
、
第
一
中
、
第
二
中

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
、

集
会
所
へ
の
防
災
機
材
配
備

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
、
公
助
（
市
や
防
災

機
関
）
だ
け
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。「
わ
が
ま
ち
は
わ
が
手
で
守
る
」
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
有
無
が
、

災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
に
大
き
く
影
響
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
12
月
末
現

在
で
の
団
体
数
は
76
、
結
成
率
は
67
・
9
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

・
自
主
防
災
組
織
助
成
事
業

　

 

新
し
く
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
費
用
の
１
／
２
の

助
成
や
、
構
成
す
る
世
帯
数
に
応
じ
て
防
災

資
機
材
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

・
出
前
防
災
研
修
会

　

 

災
害
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
向
け
の
防
災
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
集
会
所
は
重
要
な
避
難
場
所

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
電
機
な
ど
の
資

材
が
不
足
し
、
次
の
災
害
に
備
え
て
整
備
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
内
48
カ
所
の
集
会
所
に
発
電
機
、
夜

間
照
明
灯
、
屋
外
用
コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ

ン
携
行
缶
な
ど
を
配
備
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
の
基
本
方
針
は
、

被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

し
た
過
去
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

衆
知
を
集
め
て
効
果
的
な
災
害
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
津
波
な
ど
に
対
し
て
は
迅
速
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
努
力
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
の
各
種
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧

お
よ
び
復
興
に
関
す
る
各
段
階
で
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
た
と

え
被
災
し
た
と
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ

と
を
最
重
視
し
、
ま
た
、
経
済
的
被
害
が
で
き

る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
ま
す
。

■宮城県の第三次地震被害想定調査結果と東日本大震災
宮城県沖地震（単独） 宮城県沖地震（連動） 東日本大震災

全県 塩竈市 全県 塩竈市 塩竈市
建築物（棟） 全壊棟数 5,496 15 7,595 183 1,017 

半壊棟数 38,701 139 50,896 1,219 4,548 
火災（件） 炎上出火点 122 2 158 5 ­­— 

焼失棟数 2,482 116 2,874 54 — 
人的（人） 死者数 96 0 164 6 65（市民） 

負傷者数 4,014 38 6,170 192 —
短期避難者数 90,335 685 122,174 3,158 8,771※

※ 3 月 12 日

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応
の
反
省
と
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
。

公
助
の
限
界
と
、
自
助
や
共
助
の
活
躍
、
そ
う
し
た
市
民
・
団
体
と
の
連
携
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
教
訓
を
活
か
す
こ
と
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
で
の
、
新
た
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

反
省
と
課
題
を
次
の
備
え
に

～
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み

136137

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組



震
災
の
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
へ

　
「
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」
と
高

い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖

地
震
。
震
災
前
、
市
で
は
県
の
「
第
三
次
地
震

被
害
想
定
調
査
」
の
被
害
実
態
お
よ
び
「
塩
竈

市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
準
備
と
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
地
震
と
津
波
の
規
模
は
、
想
定
を
は
る
か

に
上
回
り
、
十
分
な
災
害
時
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
と
教
訓
を

踏
ま
え
、
平
成
23
年
12
月
に
策
定
し
た
「
塩
竈

市
震
災
復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
の
下
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

の
促
進
や
公
共
建
築
物
等
の
耐
震
化
、
津
波
・

高
潮
対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る

モニターカメラの映像（市民安全課内）

な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に
津

波
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
・
体
制
の

見
直
し
や
、
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を
図
る
な

ど
、
ま
ち
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防災ラジオ

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、

情
報
網
の
構
築
を
早
急
に
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
反
省
と
教
訓
の
第
一
に
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が
あ
り
ま
す
。
停
電
や

地
震
に
よ
る
倒
壊
、
津
波
の
浸
水
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
間
に
わ
た
り
情
報
伝
達
に
不
具
合
が
発

生
し
、
復
旧
作
業
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
大
規
模
な
余
震
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、
多
様
の
情
報
網

の
構
築
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎ 

全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

運
用
開
始

平
成
23
年
６
月
29
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
国
（
消
防
庁
）
か
ら
緊
急
地
震
速
報

や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
関
す
る
緊
急
情
報
が
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
瞬
時
に

送
信
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
自
動
放
送
し
て
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
24
時
間
、
い

つ
で
も
自
動
的
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

緊
急
速
報「
塩
竈
市
災
害
情
報
」の
配
信
開
始

平
成
23
年
９
月
１
日
、
携
帯
電
話
会
社
の
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
独
自
の
緊
急
速
報

（
※
）
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

※「
津
波
注
意
報
」「
津
波
警
報
」「
大
津
波
警
報
」

　
「
避
難
に
関
す
る
情
報
」
な
ど

◎ 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
整
備
・
強
化

平
成
24
年
4
月
、
災
害
情
報
や
注
意
喚
起
を

お
知
ら
せ
す
る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど

の
整
備
・
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更

・ 

受
信
施
設
の
増
設
（
個
別
受
信
機
の
配
備
）

と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
強

・
可
搬
式
親
局
装
置
か
ら
放
送
可
能

・
1
2
0
時
間
稼
働
可
能
な
蓄
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー

・ 

電
話
応
答
装
置
（
電
話
で
放
送
内
容
を
確

認
で
き
る
）

・ 

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
と
浦
戸
ブ
ル
ー
セ
ン
タ
ー

に
津
波
監
視
カ
メ
ラ
設
置

・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
設
置
（
９
カ
所
）

・ 

沿
岸
部
の
屋
外
拡
声
子
局
（
11
カ
所
）
に

パ
ト
ラ
ン
プ
を
設
置

◎ 

「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始

平
成
24
年
4
月
か
ら
「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
の
防

災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
で
は
、
そ
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
放
送

に
自
動
割
込
で
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
は
緊
急
放
送
が
表
示
さ
れ
、
窓

を
閉
め
切
っ
て
い
る
時
や
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
場
所
で
も
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
（
B
A
Y 

W
A
V
E
）
は
、「
臨
時
災
害
放
送
局
（
し
お

が
ま
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
）」
と
し
て
市
役
所

か
ら
各
種
情
報
を
発
信
。
情
報
伝
達
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
９
月
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
の
敷
地
内
に
送

信
ア
ン
テ
ナ
が
新
設
さ
れ
、
出
力
も
増
強
。

こ
れ
に
よ
り
、
浦
戸
地
区
を
含
む
市
全
域
が

聴
取
可
能
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 

防
災
ラ
ジ
オ
整
備
事
業

平
成
26
年
12
月
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を

対
象
に
、
円
滑
な
避

難
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
緊
急
時
に
自
動

で
起
動
し
、
情
報
を

受
信
す
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
配
布
し
ま
し
た
。

既
設
の
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
、

指
定
避
難
所
の
設
備
を
拡
充

　

平
成
26
年
度
、
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
清
水
沢
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
る
工
事

を
実
施
。
災
害
時
に
水
を
確
保
で
き
る
耐
水
性

貯
水
槽
や
ス
タ
ン
ド
ベ
ン
チ
、
災
害
用
ト
イ
レ

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）、
備
蓄
倉
庫
、
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
６
カ
所
（
※
）
に
災
害
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
整
備

を
行
い
ま
す
。

※
第
一
小
、
第
二
小
、
第
三
小
、
杉
の
入
小
、
第
一
中
、
第
二
中

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
、

集
会
所
へ
の
防
災
機
材
配
備

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
、
公
助
（
市
や
防
災

機
関
）
だ
け
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。「
わ
が
ま
ち
は
わ
が
手
で
守
る
」
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
有
無
が
、

災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
に
大
き
く
影
響
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
12
月
末
現

在
で
の
団
体
数
は
76
、
結
成
率
は
67
・
9
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

・
自
主
防
災
組
織
助
成
事
業

　
 

新
し
く
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
費
用
の
１
／
２
の

助
成
や
、
構
成
す
る
世
帯
数
に
応
じ
て
防
災

資
機
材
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

・
出
前
防
災
研
修
会

　

 

災
害
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
向
け
の
防
災
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
集
会
所
は
重
要
な
避
難
場
所

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
電
機
な
ど
の
資

材
が
不
足
し
、
次
の
災
害
に
備
え
て
整
備
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
内
48
カ
所
の
集
会
所
に
発
電
機
、
夜

間
照
明
灯
、
屋
外
用
コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ

ン
携
行
缶
な
ど
を
配
備
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
の
基
本
方
針
は
、

被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

し
た
過
去
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

衆
知
を
集
め
て
効
果
的
な
災
害
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
津
波
な
ど
に
対
し
て
は
迅
速
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
努
力
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
の
各
種
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧

お
よ
び
復
興
に
関
す
る
各
段
階
で
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
た
と

え
被
災
し
た
と
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ

と
を
最
重
視
し
、
ま
た
、
経
済
的
被
害
が
で
き

る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
ま
す
。

■宮城県の第三次地震被害想定調査結果と東日本大震災
宮城県沖地震（単独） 宮城県沖地震（連動） 東日本大震災

全県 塩竈市 全県 塩竈市 塩竈市
建築物（棟） 全壊棟数 5,496 15 7,595 183 1,017 

半壊棟数 38,701 139 50,896 1,219 4,548 
火災（件） 炎上出火点 122 2 158 5 ­­— 

焼失棟数 2,482 116 2,874 54 — 
人的（人） 死者数 96 0 164 6 65（市民） 

負傷者数 4,014 38 6,170 192 —
短期避難者数 90,335 685 122,174 3,158 8,771※

※ 3 月 12 日

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応
の
反
省
と
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
。

公
助
の
限
界
と
、
自
助
や
共
助
の
活
躍
、
そ
う
し
た
市
民
・
団
体
と
の
連
携
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
教
訓
を
活
か
す
こ
と
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
で
の
、
新
た
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

反
省
と
課
題
を
次
の
備
え
に

～
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み

136137

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組



防災・減災力の強化　－震災後約４年の成果－
　「長い間住み慣れた土地で、安心した生活をいつまでも送れるように」。塩竈市では、これからも防災・減災力の強化に取り組みます。

東日本大震災の反省と明らかとなった課題
　震災後、市職員を対象にアンケート調査を実施し、その結果から検証を行い、「塩竈市地域防災計画」の改訂版に反映させ
ました。

項　目 課題・問題点
1 被害想定 ・宮城県沖地震（連動型）を第三次地震被害想定としていたが、想定以上の地震と津波が発生した。

2 連絡、通信手段の確保

・固定電話、携帯電話が不通になり、指定避難所や防災関係機関の連絡に支障が生じた。 
・浦戸地区との連絡手段が確保できなかった。 
・防災行政無線が聞き取りにくい地域があった。 
・沿岸部の防災行政無線（同報系）が津波により被災した。

3
自助、共助、公助の連携の
推進

・大規模災害時において、市や消防などの公的機関の災害応急対策には限界があることから、自助、共助との連携が必要。 
・自助、共助、公助のそれぞれの平常時、災害発生時等で行うべき責任ある取組の確認。

4 津波対策

・宮城県沖地震を想定していたが、今時津波を踏まえた避難区域等の見直しが必要。 
・同報系防災無線から避難指示を行ったが、津波襲来など被災現況を放送することができなかった。 
・―旦避難したものの、再度帰宅した市民が津波で被災し亡くなっている。 
・津波一時避難ビルヘの避難者が、冠水により長時間にわたり孤立した。 
・津波から生命を守る可能性の高い手段を、地域内に少しでも多く確保することが必要であることから、新たな津波
  一時避難ビルの確保。 
・今後、宮城県が公表する津波浸水想定に基づき、被害想定の見直しが必要。

5 避難路の確保 ・避難路については、平成 24 年 3 月に県が制定した「津波避難のための施設整備指針」に基づき整備を行う。

6 避難所の運営

・14 カ所を指定避難所とし、4, 200 人を収容可能としていたが、最大で、集会所などの避難所を含め 42 カ所で
  約 8, 700 人の避難があったことから、指定避難場所の拡充が必要。 
・避難所は住民主体となった運営に移行するこになっていたが、円滑にできない避難所があった。 
・女性のプライバシー確保や災害弱者のベッドの使用等、避難場所内で配慮が必要。 
・ペット帯同避難者はペット同室の希望が多かった。 
・避難所運営については、教職員の連携を更に強めていく必要。

7 自主防災組織の育成、強化 ・自主防災組織により、自主的に炊き出しや、避難所の運営などが行われたことから、より―層の組織強化が必要。

8 防災拠点等の整備

・指定避難所で使い捨ての非常用トイレを備蓄していたが、後始末や衛生的な問題から、プールの水などを運搬し水
  洗トイレの使用の要望が多かった。また、非常用発電機の台数が不足した。 
・多数の市民が集会所へ避難したことで、発電機等の防災資機材が不足し、防災資機材の整備要望が多くあった。 
・浸水被災区域の市民を他地区の非浸水区域の集会所で受け入れた事例が多数散見された。市全域に防災拠点の配置
  を的確に行い、被災地区を市域全体でカバーすることが重要。

9 相互応援協定 ・県内広域にわたり災害が発生したため、協定通り円滑に行われなかった。

10 食料、生活用品の供給対策

・第三次想定の避難者数 3,200 名を基本に備蓄していたが、大幅に上回る避難者が発生し、非常食糧や毛布が不足した。 
・停電により非常用発電機が必要になったが、台数、燃料も不足した。 
・非常食糧を中心に備蓄していたが、高齢者や子供、女性、乳児の生活用品の要望が多かった。 
・在宅避難者への支援の方法。

11 災害時要援護者の対策

・自主防災組織や町内会から要援護者の避難活動を行うため情報提供の要望があったが、個人情報保護のため対象者
  の情報がスムーズに提供できなかった。 
・民生委員だけでは、要援護者の安否確認や避難誘導が難しいので人的支援が課題。 
・土地勘に不案内な観光客への避難誘導は、避難広報や避難看板を中心に行っていたが、円滑な避難を行う上で、更
  なる対策が必要。

12 災害時の広報体制 ・災害初動時にサーバーのダウンにより、ホームページの公開が停止したことで、最新情報を伝達できなかった。

13 避難方法の徹底 ・自動車での避難が多数あり、渋滞や避難所付近の道路、避難所の校庭が混雑した。

14 燃料の不足
・ガソリン等燃料の供給が長期間にわたり停止し、災害対応や市民生活に支障。 
・燃料の災害時協定が履行不能になり、有効な協定が必要。
・災害が広範囲であったため協定先も被災したことで燃料不足となった。

15 市及び災対各班の対応
・想定を超えた災害であり、災対各部の災害対応マニュアルの見直しが必要。 
・災害時においても継続する必要がある重要業務の計画の策定。

16 消防団活動
・消防団員が活動中に津波で被災する事例が多数報告されたことから、安全に活動を行うマニュアルの整備が必要。 
・津波対策に対応しての救助具等が配備されていなかった。

17 震災教訓の継承
・震災で甚大な被害を被ったが、貴重な経験や教訓を記録をとどめ今後、震災を体験していない次世代の子供たちや、
  各方面に広く伝えていく取組が必要。

18 防災教育の充実
・防災教育により避難誘導が円滑に行われた地域があったことから、危険回避能力を高めるより充実した防災教育に
  力を入れる必要がある。 
・児童生徒の災害への自主的取組 ( ボランティア等 ) の推奨。

19 震災予防対策 ・一部の庁舎が津波で被災し、業務が継続不能になった。

20 浦戸地区対策 ・津波で長期間孤立するなど、離島としての地域性を踏まえた、防災対策が必要。

21 放射能事故対策
・原子力委員会の設置により法定化される「原子力災害対策指針」により、地域防災計画の策定が必要。 
・東京電力福島第一原子力発電所事故では、放射線に対する不安、水産業や観光業などに対する風評被害など放射能
  問題で市民生活に多大な影響が生じることからきめ細やかな対応が必要。

■防災の強化（震災前と震災後の比較）
震災前 震災後 備　考

防災行政無線

（同報系）

方式 アナログ デジタル
子局数 73 局 78 局
バッテリー時間 48 時間 120 時間 子局
可搬型親局装置 － ○ 非常時、親局以外でも放送可
津波監視カメラ － 2 台 本土、野々島
戸別受信器 － 48 台 市施設、駅等の集客施設
電話自動応答装置 － 6 回線 022-364-1260
モーターサイレン － 9 カ所 沿岸部
パトライト － 11 カ所 沿岸部

防災行政無線
（移動系）

子局数 46 台 113 台 防水型

通信ツール
衛星携帯電話 － 2 台 本土、野々島
PHS 電話 － 42 台 各部、各学校

情報の提供方法

J アラート － ○
コミュニティ FM 手動放送 自動放送 行政無線割込放送
CATV 手動放送 手動放送 テロップ放送
エリアメール － ○ docomo、au、SoftBank

情報の受信方法
地震津波警報器（自動起動） － 132 台 緊急地震速報専用
防災ラジオ（自動起動） － ○ 避難行動要支援者対象

指定避難所

指定避難所数 14 カ所 20 カ所
指定避難所の収容可能人数 4,200 人 8,771 人
主な装備品の拡充　飲料水 3,748.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
　　　　　　　　　食料品等 4,600.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
女性用控室 － ○
災害弱者一時専用室 － ○
ペット対応場所 － ○
災害用トイレ設置 － ６カ所
PHS 電話 － 12 台
Wi-Fi － 11 カ所

避難対策
津波避難ビル数 4 カ所 5 カ所
地震・津波避難ルートの設定 － 17 路線

津波防災拠点施設等
津波防災拠点施設 － 6 カ所 本土 2、浦戸 4
防災公園 － 1 カ所 清水沢公園

自主防災組織
自主防災組織数 59 団体 76 団体
自主防災組織支援事業 － ○ 平成 24、25、26 の 3 カ年

町内会関連
防災研修会 ○ ○ 震災経験を教訓に資料を改訂
集会所防災設備整備 － 48 カ所 発電機、ライト等

防災訓練

総合防災訓練 1 学校区単位 全市域
災害協定自治体との通信訓練 － 2 回／年 4 自治体
浦戸小中学校通信訓練 － 1 回／年

J アラート受信訓練 － 1 回／年
全国瞬時警報システム（J アラート）
全国一斉情報伝達訓練

災害協定 締結数 28 件 40 件

消防団

資機材整備　　救命胴衣 － 20 着
　　　　　　　浮き輪 － 4 個
　　　　　　　災害用ボート － 4 艇 8 人乗り、3 人乗り
　　　　　　　トランシーバー － 50 台
救助資機材搭載型車両 1 台 2 台

その他　　　　防寒着等 － 全消防団員分
編上げゴム長、安全ベスト、
ヘッドランプ

※震災後は平成 26 年 12 月末現在
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防災・減災力の強化　－震災後約４年の成果－
　「長い間住み慣れた土地で、安心した生活をいつまでも送れるように」。塩竈市では、これからも防災・減災力の強化に取り組みます。

東日本大震災の反省と明らかとなった課題
　震災後、市職員を対象にアンケート調査を実施し、その結果から検証を行い、「塩竈市地域防災計画」の改訂版に反映させ
ました。

項　目 課題・問題点
1 被害想定 ・宮城県沖地震（連動型）を第三次地震被害想定としていたが、想定以上の地震と津波が発生した。

2 連絡、通信手段の確保

・固定電話、携帯電話が不通になり、指定避難所や防災関係機関の連絡に支障が生じた。 
・浦戸地区との連絡手段が確保できなかった。 
・防災行政無線が聞き取りにくい地域があった。 
・沿岸部の防災行政無線（同報系）が津波により被災した。

3
自助、共助、公助の連携の
推進

・大規模災害時において、市や消防などの公的機関の災害応急対策には限界があることから、自助、共助との連携が必要。 
・自助、共助、公助のそれぞれの平常時、災害発生時等で行うべき責任ある取組の確認。

4 津波対策

・宮城県沖地震を想定していたが、今時津波を踏まえた避難区域等の見直しが必要。 
・同報系防災無線から避難指示を行ったが、津波襲来など被災現況を放送することができなかった。 
・―旦避難したものの、再度帰宅した市民が津波で被災し亡くなっている。 
・津波一時避難ビルヘの避難者が、冠水により長時間にわたり孤立した。 
・津波から生命を守る可能性の高い手段を、地域内に少しでも多く確保することが必要であることから、新たな津波
  一時避難ビルの確保。 
・今後、宮城県が公表する津波浸水想定に基づき、被害想定の見直しが必要。

5 避難路の確保 ・避難路については、平成 24 年 3 月に県が制定した「津波避難のための施設整備指針」に基づき整備を行う。

6 避難所の運営

・14 カ所を指定避難所とし、4, 200 人を収容可能としていたが、最大で、集会所などの避難所を含め 42 カ所で
  約 8, 700 人の避難があったことから、指定避難場所の拡充が必要。 
・避難所は住民主体となった運営に移行するこになっていたが、円滑にできない避難所があった。 
・女性のプライバシー確保や災害弱者のベッドの使用等、避難場所内で配慮が必要。 
・ペット帯同避難者はペット同室の希望が多かった。 
・避難所運営については、教職員の連携を更に強めていく必要。

7 自主防災組織の育成、強化 ・自主防災組織により、自主的に炊き出しや、避難所の運営などが行われたことから、より―層の組織強化が必要。

8 防災拠点等の整備

・指定避難所で使い捨ての非常用トイレを備蓄していたが、後始末や衛生的な問題から、プールの水などを運搬し水
  洗トイレの使用の要望が多かった。また、非常用発電機の台数が不足した。 
・多数の市民が集会所へ避難したことで、発電機等の防災資機材が不足し、防災資機材の整備要望が多くあった。 
・浸水被災区域の市民を他地区の非浸水区域の集会所で受け入れた事例が多数散見された。市全域に防災拠点の配置
  を的確に行い、被災地区を市域全体でカバーすることが重要。

9 相互応援協定 ・県内広域にわたり災害が発生したため、協定通り円滑に行われなかった。

10 食料、生活用品の供給対策

・第三次想定の避難者数 3,200 名を基本に備蓄していたが、大幅に上回る避難者が発生し、非常食糧や毛布が不足した。 
・停電により非常用発電機が必要になったが、台数、燃料も不足した。 
・非常食糧を中心に備蓄していたが、高齢者や子供、女性、乳児の生活用品の要望が多かった。 
・在宅避難者への支援の方法。

11 災害時要援護者の対策

・自主防災組織や町内会から要援護者の避難活動を行うため情報提供の要望があったが、個人情報保護のため対象者
  の情報がスムーズに提供できなかった。 
・民生委員だけでは、要援護者の安否確認や避難誘導が難しいので人的支援が課題。 
・土地勘に不案内な観光客への避難誘導は、避難広報や避難看板を中心に行っていたが、円滑な避難を行う上で、更
  なる対策が必要。

12 災害時の広報体制 ・災害初動時にサーバーのダウンにより、ホームページの公開が停止したことで、最新情報を伝達できなかった。

13 避難方法の徹底 ・自動車での避難が多数あり、渋滞や避難所付近の道路、避難所の校庭が混雑した。

14 燃料の不足
・ガソリン等燃料の供給が長期間にわたり停止し、災害対応や市民生活に支障。 
・燃料の災害時協定が履行不能になり、有効な協定が必要。
・災害が広範囲であったため協定先も被災したことで燃料不足となった。

15 市及び災対各班の対応
・想定を超えた災害であり、災対各部の災害対応マニュアルの見直しが必要。 
・災害時においても継続する必要がある重要業務の計画の策定。

16 消防団活動
・消防団員が活動中に津波で被災する事例が多数報告されたことから、安全に活動を行うマニュアルの整備が必要。 
・津波対策に対応しての救助具等が配備されていなかった。

17 震災教訓の継承
・震災で甚大な被害を被ったが、貴重な経験や教訓を記録をとどめ今後、震災を体験していない次世代の子供たちや、
  各方面に広く伝えていく取組が必要。

18 防災教育の充実
・防災教育により避難誘導が円滑に行われた地域があったことから、危険回避能力を高めるより充実した防災教育に
  力を入れる必要がある。 
・児童生徒の災害への自主的取組 ( ボランティア等 ) の推奨。

19 震災予防対策 ・一部の庁舎が津波で被災し、業務が継続不能になった。

20 浦戸地区対策 ・津波で長期間孤立するなど、離島としての地域性を踏まえた、防災対策が必要。

21 放射能事故対策
・原子力委員会の設置により法定化される「原子力災害対策指針」により、地域防災計画の策定が必要。 
・東京電力福島第一原子力発電所事故では、放射線に対する不安、水産業や観光業などに対する風評被害など放射能
  問題で市民生活に多大な影響が生じることからきめ細やかな対応が必要。

■防災の強化（震災前と震災後の比較）
震災前 震災後 備　考

防災行政無線

（同報系）

方式 アナログ デジタル
子局数 73 局 78 局
バッテリー時間 48 時間 120 時間 子局
可搬型親局装置 － ○ 非常時、親局以外でも放送可
津波監視カメラ － 2 台 本土、野々島
戸別受信器 － 48 台 市施設、駅等の集客施設
電話自動応答装置 － 6 回線 022-364-1260
モーターサイレン － 9 カ所 沿岸部
パトライト － 11 カ所 沿岸部

防災行政無線
（移動系）

子局数 46 台 113 台 防水型

通信ツール
衛星携帯電話 － 2 台 本土、野々島
PHS 電話 － 42 台 各部、各学校

情報の提供方法

J アラート － ○
コミュニティ FM 手動放送 自動放送 行政無線割込放送
CATV 手動放送 手動放送 テロップ放送
エリアメール － ○ docomo、au、SoftBank

情報の受信方法
地震津波警報器（自動起動） － 132 台 緊急地震速報専用
防災ラジオ（自動起動） － ○ 避難行動要支援者対象

指定避難所

指定避難所数 14 カ所 20 カ所
指定避難所の収容可能人数 4,200 人 8,771 人
主な装備品の拡充　飲料水 3,748.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
　　　　　　　　　食料品等 4,600.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
女性用控室 － ○
災害弱者一時専用室 － ○
ペット対応場所 － ○
災害用トイレ設置 － ６カ所
PHS 電話 － 12 台
Wi-Fi － 11 カ所

避難対策
津波避難ビル数 4 カ所 5 カ所
地震・津波避難ルートの設定 － 17 路線

津波防災拠点施設等
津波防災拠点施設 － 6 カ所 本土 2、浦戸 4
防災公園 － 1 カ所 清水沢公園

自主防災組織
自主防災組織数 59 団体 76 団体
自主防災組織支援事業 － ○ 平成 24、25、26 の 3 カ年

町内会関連
防災研修会 ○ ○ 震災経験を教訓に資料を改訂
集会所防災設備整備 － 48 カ所 発電機、ライト等

防災訓練

総合防災訓練 1 学校区単位 全市域
災害協定自治体との通信訓練 － 2 回／年 4 自治体
浦戸小中学校通信訓練 － 1 回／年

J アラート受信訓練 － 1 回／年
全国瞬時警報システム（J アラート）
全国一斉情報伝達訓練

災害協定 締結数 28 件 40 件

消防団

資機材整備　　救命胴衣 － 20 着
　　　　　　　浮き輪 － 4 個
　　　　　　　災害用ボート － 4 艇 8 人乗り、3 人乗り
　　　　　　　トランシーバー － 50 台
救助資機材搭載型車両 1 台 2 台

その他　　　　防寒着等 － 全消防団員分
編上げゴム長、安全ベスト、
ヘッドランプ

※震災後は平成 26 年 12 月末現在
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平
成
26
年
度

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

「
安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市
民
と
と
も
に

「
安
全・安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」を

す
べ
て
の
市
民
と
と
も
に

　

市
で
は
、
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
翌
年
の

昭
和
54
年
度
か
ら
、「
県
民
防
災
の
日
」
に
合
わ

せ
地
震
や
津
波
発
生
に
備
え
た
「
塩
竈
市
総
合
防

災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、

６
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
、
同
時
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
一
部
の
訓
練

は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
７
１
７
２
名
を
数
え
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
も
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
に
加
え
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
防
災
啓
蒙
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

負傷者の手当て

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
防
災

関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
助
」、
自
主

防
災
組
織
や
町
内
会
、企
業
な
ど
に
よ
る
「
共
助
」

と
の
相
互
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
・
役
割
を
明
確
に
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ
を

実
際
に
近
い
形
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。
訓
練
の

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
今
年
度
は
約
２
４
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
参
加

で
き
な
い
方
に
は
、
家
庭
や
職
場
の
防
災
・
減
災

対
策
、
食
料
や
水
、
生
活
物
資
の
備
蓄
な
ど
を

意
識
し
、
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
、

「
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市

民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

負傷者の搬送

心臓マッサージ体験
配信された緊急情報メール

塩竈一中の生徒も訓練に参加 避難所用パーテーション 女性消防団

「自助」・「共助」・「公助」の連携

自らを自らで守る

・３日分の食料、水の備蓄
・家族間の安否確認方法
・家具の転倒防止、塀、よう壁の
安全確保
・避難場所や避難ルートの確認
など

市民は自らの命、家族、財
産などを守り、日ごろから
安全のための備えに努め
ましょう。

市民の責務・役割

自助 地域でお互いに助け合う

・近所の声がけ、助け合い
・地域の防災活動への参加、協力
・管理施設の安全確保
・地域社会への貢献　など

町内会や自主防災そしき
など相互に協力を行い、事
業者は管理施設や設備の
安全を確保し、地域住民や
従業員の安全確保に努め
ましょう。

町内会や事業者の責務・役割

共助

自助・共助とともに

・地域防災計画の策定
・避難所、備蓄品、その他防災施設の整備
・市民、町内会、各種団体への防災啓蒙活動
・防災機関、他市町村などとの連携
　など

防災活動組織の責務・役割

公助

防災活動組織（市・消防・警察・自衛
隊など）は災害から守るための施
策の実施や防災体制の整備を行
います。

安全安心
な生活

相互協力

相互協力相互協力 相互協力相互協力

■
平
成
26
年
度
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

〈
目
的
〉

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、「
県
民
防
災
の

日
」（
６
月
12
日
）
の
直
近
の
第
二
日
曜
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

〈
日
時
〉

平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
前 
11
時
30
分

〈
場
所
〉

市
内
全
域
（
各
指
定
避
難
所
）
※
メ
イ
ン
会
場
は
第
一
中
学
校

〈
災
害
想
定
〉

地
震
： 

午
前
９
時
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地
震
発
生
（
震
源
地
は

三
陸
沖
）、
市
内
の
震
度
6
強

津
波
： 

宮
城
県
に
大
津
波
警
報
が
発
表
、
午
前
10
時
15
分
に
4
m
の
津
波

到
達
、
市
内
に
避
難
指
示

〈
訓
練
内
容
〉

広
報
、
津
波
対
策
、
避
難
所
開
設
運
営
、
緊
急
招
集
伝
達
、
児
童
生
徒
避

難
な
ど
17
項
目

※
今
回
初
め
て
行
う
訓
練

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
る
施
設
内
の
区
画
整
理
に
よ
る
居
住
性
確
認 

災
害
時
特
別
公
衆
電
話
を
設
置
し
、
通
信
確
保
確
認 

※
メ
イ
ン
会
場
で
は
避
難
所
開
設
訓
練
終
了
後
、
防
災
関
係
機
関
（
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
）
に
よ
る
応
急
救
護
所
設
営
訓
練
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
、
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

〈
平
成
26
年
度
訓
練
の
特
徴
〉

1
．
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

2
．
小
中
学
校
の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
防
災
意
識
啓
蒙
授
業
な
ど

の
実
施

3
．
地
域
（
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
と
学
校
が
連
携

4
．
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
を
含
む
、
全
20
カ
所
の
指
定
避
難
所
を
開

設
運
営

※
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
…
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
（
平
成
26
年
5
月
19
日
締
結
に
よ
る
）

塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
、
一
森
山
道
場
、
塩
釜
高
校
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
、

市
温
水
プ
ー
ル
、
本
町
公
民
館

〈
参
加
団
体
〉

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
／
宮
城
海
上
保
安
部
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐

屯
地
22
普
通
科
連
隊
本
部
／
塩
釜
警
察
署
／
塩
釜
消
防
署
／
宮
城
県
／
建

築
士
会
ま
つ
し
ま
支
部
／
各
町
内
会
／
各
自
主
防
災
組
織
／
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
㈱
／
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
㈱
／
N
T
T
東
日
本
宮
城
支
店

／
市
内
全
小
中
学
校
／
災
害
時
応
援
協
定
締
結
４
自
治
体
ほ
か
20
団
体
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平
成
26
年
度

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

「
安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市
民
と
と
も
に

「
安
全・安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」を

す
べ
て
の
市
民
と
と
も
に

　

市
で
は
、
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
翌
年
の

昭
和
54
年
度
か
ら
、「
県
民
防
災
の
日
」
に
合
わ

せ
地
震
や
津
波
発
生
に
備
え
た
「
塩
竈
市
総
合
防

災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、

６
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
、
同
時
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
一
部
の
訓
練

は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
７
１
７
２
名
を
数
え
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
も
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
に
加
え
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
防
災
啓
蒙
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

負傷者の手当て

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
防
災

関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
助
」、
自
主

防
災
組
織
や
町
内
会
、企
業
な
ど
に
よ
る
「
共
助
」

と
の
相
互
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
・
役
割
を
明
確
に
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ
を

実
際
に
近
い
形
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。
訓
練
の

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
今
年
度
は
約
２
４
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
参
加

で
き
な
い
方
に
は
、
家
庭
や
職
場
の
防
災
・
減
災

対
策
、
食
料
や
水
、
生
活
物
資
の
備
蓄
な
ど
を

意
識
し
、
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
、

「
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市

民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

負傷者の搬送

心臓マッサージ体験
配信された緊急情報メール

塩竈一中の生徒も訓練に参加 避難所用パーテーション 女性消防団

「自助」・「共助」・「公助」の連携

自らを自らで守る

・３日分の食料、水の備蓄
・家族間の安否確認方法
・家具の転倒防止、塀、よう壁の
安全確保
・避難場所や避難ルートの確認
など

市民は自らの命、家族、財
産などを守り、日ごろから
安全のための備えに努め
ましょう。

市民の責務・役割

自助 地域でお互いに助け合う

・近所の声がけ、助け合い
・地域の防災活動への参加、協力
・管理施設の安全確保
・地域社会への貢献　など

町内会や自主防災そしき
など相互に協力を行い、事
業者は管理施設や設備の
安全を確保し、地域住民や
従業員の安全確保に努め
ましょう。

町内会や事業者の責務・役割

共助

自助・共助とともに

・地域防災計画の策定
・避難所、備蓄品、その他防災施設の整備
・市民、町内会、各種団体への防災啓蒙活動
・防災機関、他市町村などとの連携
　など

防災活動組織の責務・役割

公助

防災活動組織（市・消防・警察・自衛
隊など）は災害から守るための施
策の実施や防災体制の整備を行
います。

安全安心
な生活

相互協力

相互協力相互協力 相互協力相互協力

■
平
成
26
年
度
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

〈
目
的
〉

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、「
県
民
防
災
の

日
」（
６
月
12
日
）
の
直
近
の
第
二
日
曜
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

〈
日
時
〉

平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
前 

11
時
30
分

〈
場
所
〉

市
内
全
域
（
各
指
定
避
難
所
）
※
メ
イ
ン
会
場
は
第
一
中
学
校

〈
災
害
想
定
〉

地
震
： 

午
前
９
時
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地
震
発
生
（
震
源
地
は

三
陸
沖
）、
市
内
の
震
度
6
強

津
波
： 

宮
城
県
に
大
津
波
警
報
が
発
表
、
午
前
10
時
15
分
に
4
m
の
津
波

到
達
、
市
内
に
避
難
指
示

〈
訓
練
内
容
〉

広
報
、
津
波
対
策
、
避
難
所
開
設
運
営
、
緊
急
招
集
伝
達
、
児
童
生
徒
避

難
な
ど
17
項
目

※
今
回
初
め
て
行
う
訓
練

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
る
施
設
内
の
区
画
整
理
に
よ
る
居
住
性
確
認 

災
害
時
特
別
公
衆
電
話
を
設
置
し
、
通
信
確
保
確
認 

※
メ
イ
ン
会
場
で
は
避
難
所
開
設
訓
練
終
了
後
、
防
災
関
係
機
関
（
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
）
に
よ
る
応
急
救
護
所
設
営
訓
練
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
、
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

〈
平
成
26
年
度
訓
練
の
特
徴
〉

1
．
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

2
．
小
中
学
校
の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
防
災
意
識
啓
蒙
授
業
な
ど

の
実
施

3
．
地
域
（
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
と
学
校
が
連
携

4
．
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
を
含
む
、
全
20
カ
所
の
指
定
避
難
所
を
開

設
運
営

※
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
…
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
（
平
成
26
年
5
月
19
日
締
結
に
よ
る
）

塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
、
一
森
山
道
場
、
塩
釜
高
校
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
、

市
温
水
プ
ー
ル
、
本
町
公
民
館

〈
参
加
団
体
〉

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
／
宮
城
海
上
保
安
部
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐

屯
地
22
普
通
科
連
隊
本
部
／
塩
釜
警
察
署
／
塩
釜
消
防
署
／
宮
城
県
／
建

築
士
会
ま
つ
し
ま
支
部
／
各
町
内
会
／
各
自
主
防
災
組
織
／
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
㈱
／
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
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㈱
／
N
T
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東
日
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／
市
内
全
小
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／
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４
自
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体
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か
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そして明日へ。

気
質
が
「
熱
い
」、
塩
竈
の
人
々
に
惹
か
れ
て

フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
ラ
ザ
岩
沼
さ
く
ら
店
・
大
友
写
真
館　

大
友　

文
雄
さ
ん

お
客
さ
ん
に
「
勇
気
」
を
い
た
だ
く
日
々

「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
佐
藤
鮮
魚
店　

佐
藤　

秀
治
さ
ん

売
れ
る
品
物
は
、
人
々
の
「
心
」
を
映
す

市
川
紙
店　

市
川　

弘
子
さ
ん

浅
海
漁
業
の
再
生
・
復
興
に
つ
な
げ
た
い

「
共
栄
丸
水
産
」
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
・
塩
釜
市
第
一
支
所
の
前
運
営
委
員
長　

水
間　

正
夫
さ
ん

　

震
災
後
、
家
の
事
情
で
岩
沼
に
事
務
所
を
移

し
ま
し
た
が
、
本
当
は
塩
竈
で
商
売
を
再
開
す

る
つ
も
り
で
し
た
。
今
で
も
塩
竈
か
ら
仕
事
の

依
頼
を
い
た
だ
い
て
、
週
に
一
度
は
撮
影
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

岩
沼
も
塩
竈
も
歴
史
が
あ
る
大
き
な
神
社
の

門
前
町
で
す
が
、
人
の
「
気
質
」
が
全
然
違
う

の
で
す
。
塩
竈
の
人
と
い
う
の
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
と
て
も
強
く
て
、
し
か
も
「
熱

い
」
の
で
す
。
他
の
地
域
の
人
よ
り
、
ギ
ュ
ッ

と
「
濃
縮
」
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ね
。
一
度
付

き
合
い
が
始
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
ず
ー
っ
と
変

わ
ら
ず
に
、
そ
の
関
係
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

る
ん
で
す
。
若
い
お
母
さ
ん
に
し
て
も
ね
、
最

初
は
幼
稚
園
の
子
を
連
れ
て
く
る
の
で
す
が
、

そ
の
子
が
、
小
学
校
、
中
学
校
・
・
・
と
、
大

　

平
成
22
年
2
月
の
チ
リ
中
部
沿
岸
地
震
と
、

翌
年
の
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
と
、
私
た
ち

養
殖
漁
民
は
、
2
年
続
け
て
養
殖
施
設
を
失
う

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
に
な
っ

て
や
っ
と
『
三
陸
産
』
に
も
負
け
な
い
品
質
の

ワ
カ
メ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
時
間
が
か
か
っ

た
だ
け
に
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

震
災
後
は
「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」

に
お
店
を
構
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
々
と

接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

客
様
に
直
接
自
分
た
ち
の
生
産
物
を
紹
介
す
る

機
会
が
増
え
、
着
実
に
商
品
が
広
が
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
漁
協
に
所
属
す
る
私

た
ち
に
は
、
他
地
域
に
負
け
な
い
品
質
の
商
品

を
生
産
し
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
務
め
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
家
族
や
仲
間

　

津
波
に
よ
っ
て
店
舗
が
浸
水
し
た
こ
と
で
、

商
品
す
べ
て
が
湿
気
を
含
み
、
売
り
物
に
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
紙
」
の

一
枚
一
枚
も
、
職
人
さ
ん
が
丹
精
を
込
め
て

作
っ
た
も
の
。
無
駄
に
は
で
き
な
い
と
思
い
、

店
先
に
置
い
て
必
要
な
方
に
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寒
か
っ
た
で
す
か
ら
、「
障
子
紙
」

な
ど
は
す
ぐ
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
商
売
を
し
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
の
心
境

が
、
時
間
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
分
か

り
ま
す
。
片
付
け
の
最
中
に
い
ら
し
た
最
初
の

お
客
様
は
、
津
波
で
旦
那
様
を
亡
く
さ
れ
、
お

布
施
袋
が
欲
し
い
と
い
う
方
で
し
た
。
ま
ち
の

片
付
け
が
始
ま
る
と
、
紐
や
ガ
ム
テ
ー
プ
が
、

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、「
部
屋
を
借
り

た
い
の
で
、『
契
約
書
』が
欲
し
い
」と
い
う
方
々

が
来
ま
し
た
。
震
災
か
ら
1
年
が
た
つ
と
、
お

　

両
親
が
始
め
た「
塩
釜
海
岸
中
央
鮮
魚
市
場
」

の
鮮
魚
店
で
働
き
だ
し
て
、
魚
一
筋
で
50
年

で
す
。

　

仮
設
店
舗
が
で
き
る
ま
で
、
お
客
さ
ん
か
ら

商
品
の
注
文
が
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
離
れ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
何
と
か
し
て
手
に
入
れ

て
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
車
で
の
移
動
販
売
も

行
い
ま
し
た
。

　

今
は
「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
で

営
業
し
て
い
ま
す
が
、一
度
来
た
お
客
さ
ん
が
、

応
援
し
た
い
と
言
っ
て
、
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
の
は
、
毎
日
、
お
客

さ
ん
に
会
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
お
客
さ

ん
に
は
た
く
さ
ん
の
「
勇
気
」
を
い
た
だ
い
て

奥さんの育てた花に囲まれた、新しく開いた写真館
右上が東日本大震災による店舗の被害。それ以外はチリ
中部沿岸地震（M8.8）による養殖棚の被害

塩竈を訪れたボランティアから、今も多くの手紙が
届きます

休日の「しおがま・みなと復興市場」の様子

き
く
な
る

様
子
が
写

真
を
通
し

て
分
か
る

の
で
す

よ
。
今
も

塩
竈
の
ま

ち
を
歩
く

と
、
商
店

街
の
お
祭

り
や
、
お
客
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
姿
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
の
で
す
。

　

津
波
で
だ
い
ぶ
ま
ち
の
様
子
が
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
塩

竈
の
人
た
ち
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
今
ま
で
一
所
懸
命
に

知
恵
を
絞
っ
て
き
ま
し
た
。

　

塩
竈
湾
の
養
殖
漁
民
で
あ
る
私
た
ち
が
、
地

道
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
衰
退
し
て
き
た

塩
竈
の
浅
海
漁
業
の
再
生
・
復
興
に
つ
な
げ
た

い
。
漁
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
、
塩
竈

が
再
び
活
気
を
取
り
戻
す
と
信
じ
て
い
ま
す
。

礼
の
手
紙
を
書
く
た
め
の
便
箋
や
封
筒
が
、
例

年
の
何
倍
も
出
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
で
は
趣

味
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
使
う
和
紙
や
、
絵
を

描
く
色
紙
が
欲
し
い
と
い
う
方
が
増
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
商
売
は
「
人
の
心
の
ゆ
と
り
」
が

見
え
る
商
売
な
の
だ
と
、
変
わ
り
ゆ
く
街
並
み

を
見
つ
め
な
が
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。
私
が
健
康
に
働
か
せ
て
い
た
だ
け

る
の
も
、
そ
ん
な
お
客
さ
ん
か
ら
の
励
ま
し
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

被
災
し
た
商
店
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
こ

れ
か
ら
で
す
。
営
業
を
続
け
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
私

た
ち
が
「
復
興
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

東京の写真現像所で現像技師として長年の勤務
の後、平成 20 年に独立。塩竈市内に写真店を
開業しました。「ネガからすべての色を予測す
る」のが仕事だったキャリア 40 年以上の大友
さん。「最近はやっと落ち着いたので、また撮
影旅行に行きたいですね」と話しました。

昭和 25 年、水間さんの祖父が塩竈湾で海苔の
養殖を開始。その後、水間さんが養殖品目をワ
カメと昆布に絞り、養殖技術の開発に努めてき
ました。水間さんは平成 26 年 6 月まで、宮城
県漁業協同組合・塩釜市第一支所の運営委員長
として、漁業の復興に取り組んできました。

明治 35 年創業の市川紙店は市川弘子さんで 3
代目。門前町塩竈で 100 年以上にわたって、
人々の生活を支えてきました。四国や京都の紙
問屋や職人とも長年の取引を重ねる老舗です。
震災後はカメラマンである息子さんが撮影した
塩竈の写真を店頭に展示してきました。

戦後間もなく佐藤さんのご両親がはじめた
鮮魚店。佐藤さんは高校生から手伝いに入
り、昭和 35 年のチリ地震津波もお店で経験
しています。

飾られた大友さんの写真が、お客様を迎えて
います

袋の裏面にはこのワカメを作るに
至った経緯と生産者の写真を載せて
います

被災後の店舗の様子。ガラスには何度も押し
寄せた津波の跡が残っています

「これからも、みんなと一緒に
頑張っていきますよ」
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沼
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が
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本
当
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商
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を
再
開
す
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し
た
。
今
で
も
塩
竈
か
ら
仕
事
の

依
頼
を
い
た
だ
い
て
、
週
に
一
度
は
撮
影
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

岩
沼
も
塩
竈
も
歴
史
が
あ
る
大
き
な
神
社
の

門
前
町
で
す
が
、
人
の
「
気
質
」
が
全
然
違
う

の
で
す
。
塩
竈
の
人
と
い
う
の
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
と
て
も
強
く
て
、
し
か
も
「
熱

い
」
の
で
す
。
他
の
地
域
の
人
よ
り
、
ギ
ュ
ッ

と
「
濃
縮
」
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ね
。
一
度
付

き
合
い
が
始
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
ず
ー
っ
と
変

わ
ら
ず
に
、
そ
の
関
係
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

る
ん
で
す
。
若
い
お
母
さ
ん
に
し
て
も
ね
、
最

初
は
幼
稚
園
の
子
を
連
れ
て
く
る
の
で
す
が
、

そ
の
子
が
、
小
学
校
、
中
学
校
・
・
・
と
、
大

　

平
成
22
年
2
月
の
チ
リ
中
部
沿
岸
地
震
と
、

翌
年
の
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
と
、
私
た
ち

養
殖
漁
民
は
、
2
年
続
け
て
養
殖
施
設
を
失
う

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
に
な
っ

て
や
っ
と
『
三
陸
産
』
に
も
負
け
な
い
品
質
の

ワ
カ
メ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
時
間
が
か
か
っ

た
だ
け
に
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

震
災
後
は
「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」

に
お
店
を
構
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
々
と

接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

客
様
に
直
接
自
分
た
ち
の
生
産
物
を
紹
介
す
る

機
会
が
増
え
、
着
実
に
商
品
が
広
が
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
漁
協
に
所
属
す
る
私

た
ち
に
は
、
他
地
域
に
負
け
な
い
品
質
の
商
品

を
生
産
し
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
務
め
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
家
族
や
仲
間

　

津
波
に
よ
っ
て
店
舗
が
浸
水
し
た
こ
と
で
、

商
品
す
べ
て
が
湿
気
を
含
み
、
売
り
物
に
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
紙
」
の

一
枚
一
枚
も
、
職
人
さ
ん
が
丹
精
を
込
め
て

作
っ
た
も
の
。
無
駄
に
は
で
き
な
い
と
思
い
、

店
先
に
置
い
て
必
要
な
方
に
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寒
か
っ
た
で
す
か
ら
、「
障
子
紙
」

な
ど
は
す
ぐ
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
商
売
を
し
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
の
心
境

が
、
時
間
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
分
か

り
ま
す
。
片
付
け
の
最
中
に
い
ら
し
た
最
初
の

お
客
様
は
、
津
波
で
旦
那
様
を
亡
く
さ
れ
、
お

布
施
袋
が
欲
し
い
と
い
う
方
で
し
た
。
ま
ち
の

片
付
け
が
始
ま
る
と
、
紐
や
ガ
ム
テ
ー
プ
が
、

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、「
部
屋
を
借
り

た
い
の
で
、『
契
約
書
』が
欲
し
い
」と
い
う
方
々

が
来
ま
し
た
。
震
災
か
ら
1
年
が
た
つ
と
、
お

　

両
親
が
始
め
た「
塩
釜
海
岸
中
央
鮮
魚
市
場
」

の
鮮
魚
店
で
働
き
だ
し
て
、
魚
一
筋
で
50
年

で
す
。

　

仮
設
店
舗
が
で
き
る
ま
で
、
お
客
さ
ん
か
ら

商
品
の
注
文
が
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
離
れ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
何
と
か
し
て
手
に
入
れ

て
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
車
で
の
移
動
販
売
も

行
い
ま
し
た
。

　

今
は
「
し
お
が
ま
・
み
な
と
復
興
市
場
」
で

営
業
し
て
い
ま
す
が
、一
度
来
た
お
客
さ
ん
が
、

応
援
し
た
い
と
言
っ
て
、
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
の
は
、
毎
日
、
お
客

さ
ん
に
会
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
お
客
さ

ん
に
は
た
く
さ
ん
の
「
勇
気
」
を
い
た
だ
い
て

奥さんの育てた花に囲まれた、新しく開いた写真館
右上が東日本大震災による店舗の被害。それ以外はチリ
中部沿岸地震（M8.8）による養殖棚の被害

塩竈を訪れたボランティアから、今も多くの手紙が
届きます

休日の「しおがま・みなと復興市場」の様子

き
く
な
る

様
子
が
写

真
を
通
し

て
分
か
る

の
で
す

よ
。
今
も

塩
竈
の
ま

ち
を
歩
く

と
、
商
店

街
の
お
祭

り
や
、
お
客
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
姿
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
の
で
す
。

　

津
波
で
だ
い
ぶ
ま
ち
の
様
子
が
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
塩

竈
の
人
た
ち
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
今
ま
で
一
所
懸
命
に

知
恵
を
絞
っ
て
き
ま
し
た
。

　

塩
竈
湾
の
養
殖
漁
民
で
あ
る
私
た
ち
が
、
地

道
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
衰
退
し
て
き
た

塩
竈
の
浅
海
漁
業
の
再
生
・
復
興
に
つ
な
げ
た

い
。
漁
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
、
塩
竈

が
再
び
活
気
を
取
り
戻
す
と
信
じ
て
い
ま
す
。

礼
の
手
紙
を
書
く
た
め
の
便
箋
や
封
筒
が
、
例

年
の
何
倍
も
出
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
で
は
趣

味
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
使
う
和
紙
や
、
絵
を

描
く
色
紙
が
欲
し
い
と
い
う
方
が
増
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
商
売
は
「
人
の
心
の
ゆ
と
り
」
が

見
え
る
商
売
な
の
だ
と
、
変
わ
り
ゆ
く
街
並
み

を
見
つ
め
な
が
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。
私
が
健
康
に
働
か
せ
て
い
た
だ
け

る
の
も
、
そ
ん
な
お
客
さ
ん
か
ら
の
励
ま
し
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

被
災
し
た
商
店
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
こ

れ
か
ら
で
す
。
営
業
を
続
け
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
私

た
ち
が
「
復
興
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

東京の写真現像所で現像技師として長年の勤務
の後、平成 20 年に独立。塩竈市内に写真店を
開業しました。「ネガからすべての色を予測す
る」のが仕事だったキャリア 40 年以上の大友
さん。「最近はやっと落ち着いたので、また撮
影旅行に行きたいですね」と話しました。

昭和 25 年、水間さんの祖父が塩竈湾で海苔の
養殖を開始。その後、水間さんが養殖品目をワ
カメと昆布に絞り、養殖技術の開発に努めてき
ました。水間さんは平成 26 年 6 月まで、宮城
県漁業協同組合・塩釜市第一支所の運営委員長
として、漁業の復興に取り組んできました。

明治 35 年創業の市川紙店は市川弘子さんで 3
代目。門前町塩竈で 100 年以上にわたって、
人々の生活を支えてきました。四国や京都の紙
問屋や職人とも長年の取引を重ねる老舗です。
震災後はカメラマンである息子さんが撮影した
塩竈の写真を店頭に展示してきました。

戦後間もなく佐藤さんのご両親がはじめた
鮮魚店。佐藤さんは高校生から手伝いに入
り、昭和 35 年のチリ地震津波もお店で経験
しています。

飾られた大友さんの写真が、お客様を迎えて
います

袋の裏面にはこのワカメを作るに
至った経緯と生産者の写真を載せて
います

被災後の店舗の様子。ガラスには何度も押し
寄せた津波の跡が残っています

「これからも、みんなと一緒に
頑張っていきますよ」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

震
災
以
降
の
歩
み
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そ
し
て
明
日
へ
／
被
災
市
民
・
団
体
・
N
P
O



　
　

　
　

　
　

　
　

そして明日へ。

　
「
宮
城
県
沖
地
震
」
に
備
え
、
1
9
9
7
年

に
塩
竈
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
と
し
て

開
局
し
た
の
が
「
ベ
イ
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
す
。
震

災
で
は
ス
タ
ジ
オ
が
津
波
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
塩
竈
市
役
所
に
臨
時
災
害
局
を
開
局
し

て
放
送
を
継
続
。
以
後
2
年
半
に
わ
た
り
、
生

活
に
密
着
し
た
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
波
に
よ
っ
て
放
送
を
中
断
し
た
経
験
か

ら
、
震
災
後
は
放
送
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、
高

台
の
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
に
新
送
信
所
を
建
設
し

ま
し
た
。
出
力
も
震
災
前
の
2
倍
に
増
力
し
た

こ
と
で
、
浦
戸
諸
島
も
含
め
た
塩
竈
市
全
域
で

の
受
信
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
時
に
は

行
政
の
防
災
無
線
が
F
M
放
送
に
「
割
り
込

む
」
な
ど
、
安
心
安
全
に
も
貢
献
で
き
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
〝
郷
土
愛
〟
か
ら
、
震
災

翌
年
の
2
0
1
2
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、

N
P
O  

H
i
g
h 

︱ 

F
i
v
e
で
す
。
復

興
支
援
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
て
、「
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
お
こ
し
に
、
私
自
身
も
携
わ
り
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
塩
竈
市
と
と
も
に
「
離
島
振
興
」
や

「
食
振
興
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
2
年
か
ら
桂
島
の

特
産
品
で
あ
る
海
苔
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
、「
の

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
」
で
全
国
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
を
回
る
の
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

浦
戸
諸
島
に
は
、
美
し
い
海
、
島
特
有
の
時

間
の
流
れ
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
美
味
し
い
食

材
や
料
理
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

　

今
回
の
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
る
本
社
の
浸

水
被
害
や
、
沿
岸
エ
リ
ア
で
受
信
契
約
さ
れ
て

い
る
多
く
の
お
客
様
が
被
災
さ
れ
る
な
ど
、
事

前
の
想
定
を
超
え
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

震
災
後
の
番
組
作
り
で
は
、
復
興
に
関
連
す

る
情
報
の
紹
介
な
ど
に
注
力
し
、
平
成
25
年
は

1
年
間
に
わ
た
っ
て
塩
竈
市
の
観
光
P
R
ビ
デ

オ
を
制
作
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
網
を
活
用
し
て
全
国
へ
配
信
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
と
し
て
、
塩
竈
を
は
じ
め

と
し
た
沿
岸
市
町
村
の
「
今
」
の
姿
と
、
そ
の

地
域
の
魅
力
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
震
災
で
放
送
が
中
断
し
た

教
訓
を
生
か
し
て
、従
来
の
緊
急
放
送
に
加
え
、

情
報
提
供
手
段
の
「
２
重
化
」
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
防
災
定
点
カ
メ
ラ
」

市役所に設置された「しおがまさいがいエフエム」のスタジオ

1,500 人が来場した、2013 年の「のりフェスティバル」

全国のケーブルテレビから提供される燃料で放送を
続けました

　

地
域
に
密
着
し
た
放
送
局
の
役
割
と
し
て

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
生
活
を
「
ケ
ア
」
す
る
と
い
う
こ
と
。
臨
時

災
害
局
の
運
用
を
終
え
た
今
で
も
、
被
災
者
の

視
点
で
の
番
組
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
私
た
ち
の
経
験
を
伝
え
、「
減
災
」
に
つ
な

げ
る
た
め
、
全
国
各
地
に
出
向
い
て
の
講
演
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ク
や
地
引
網
も
体
験
で
き
る
。
天
然
の
宝
庫

U
R
A
T
O 

T
A
K
A
R
A
S
I
M
A
で
す
。

そ
れ
を
、
フ
ル
活
用
し
た
い
で
す
ね
。

　

2
0
1
3
年
か
ら
は
「
塩
竈
浦
戸
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
始
ま
り
、
今
は
菜
の
花
畑

を
作
る
地
道
な
作
業
が
続
き
ま
す
。
多
く
の
観

光
客
が
ま
た
塩
竈
を
訪
れ
る
こ
と
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

の
設
置
や
、
有
事
の
際
に
誰
も
が
情
報
を
入
手

で
き
る
「
W
i -

F
i
ス
ポ
ッ
ト
」
等
の
導
入

で
、
現
在
も
そ
の
有
効
性
の
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
「
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
」。

震
災
直
後
に
繰
り
返
し
た
そ
の
問
い
を
、
こ
れ

か
ら
も
自
身
に
問
い
か
け
な
が
ら
復
興
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

FM ベイウェーブは、1995 年に発生した阪神淡
路大震災を教訓に、宮城県沖地震に備えて開局
した塩竈・松島をエリアとするラジオ局です。
震災 1 週間後には臨時災害局「しおがまさいが
いエフエム」を開局し、役目を終える 2013 年 9
月まで被災地に密着した情報を流し続けました。

フリースタイル・スキーの日本代表として、ソ
ルトレイク（2002 年）、トリノ（2006 年）と、
2 回の冬季オリンピックに連続出場を果たした
畑中みゆきさん。当初は個人で支援活動を行っ
ていた畑中さんが、活動の継続を目的に設立し
たのが「NPO　High － Five」です。

宮城ケーブルテレビは 1992 年に開局した
第三セクター方式のケーブルテレビ局で、
塩竈市、利府町、七ヶ浜町、多賀城市を中
心に放送網を持っています。

高台にある塩釜ガス体育館に建設さ
れた新アンテナ

菜の花畑を作るために、荒れ地を耕し
ます

復興の現場からのレポートに力を入れてい
ます

　

私
た
ち
は
平
成
15
年
の
発
足
以
来
、
塩
竈
の

文
化
財
の
調
査
と
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
塩
竈

は
長
い
歴
史
を
象
徴
す
る
歴
史
的
建
造
物
が
多

い
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
残
念
な
こ
と
に
、

そ
の
多
く
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
持
ち
主
の

多
く
は
、
当
初
保
存
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
建
物
の
被
害
は
大
き

く
、
悩
ん
だ
末
に
「
泣
く
泣
く
取
り
壊
し
た
」

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
御
釜
神
社
の
門
前
に
建

つ
、
明
治
初
頭
建
造
の
「
旧
え
び
や
旅
館
」
の

保
存
活
用
に
道
が
残
せ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。え
び
や
旅
館
は
、

塩
竈
大
火
の
後
ま
も
な
く
建
造
さ
れ
、
明
治
三

「旧えびや旅館」の建物で震災前まで営業していた「松亀園茶
舗」。木造 3 階建てであることが分かります

（写真提供：NPO みなとしほがま）

陸
地
震
津
波
、
昭
和
三
陸
地
震
津
波
、
チ
リ
地

震
津
波
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
と
、
4
度
に

わ
た
る
震
災
と
津
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
建

物
で
す
。
今
後
の
塩
竈
観
光
の
新
た
な
拠
点
と

し
て
、
復
興
を
目
指
す
『
市
民
力
の
象
徴
』
と

し
て
、
ま
た
『
ま
ち
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

市
民
の
財
産
』
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

「特定非営利活動法人　NPO みなとしほが
ま」は、塩竈の地域活性化を目的に、平成
15 年 12 月に発足。歴史的建造物の保存活
用をはじめとして、市内の観光ガイドなど、
地域資源の発掘や活用、情報発信などのま
ちづくりに取り組んでいます。

月に一度の「お掃除会」の後の「車座会議」。
さまざまな活用アイデアも出されます

（写真提供：NPO みなとしほがま）

歴
史
的
建
造
物
を
、「
ま
ち
の
記
憶
装
置
」
と
し
て

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
」
副
理
事
長　

髙
橋　

幸
三
郎
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
だ
か
ら
こ
そ
の
番
組
制
作
を

宮
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社　

事
業
統
括
部
長
代
理　

八
木　

伸
太
郎
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

塩
竈
の
「
宝
島
」
を
、
全
国
の
人
々
へ
紹
介

N
P
O　

H
i
g
h 

︱ 

F
i
v
e　

畑
中　

み
ゆ
き
さ
ん

塩
竈
を
支
え
る
、
ラ
ジ
オ
の
力

エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
株
式
会
社　

専
務
取
締
役　

横
田　

善
光
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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ら
は
「
塩
竈
浦
戸
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
始
ま
り
、
今
は
菜
の
花
畑

を
作
る
地
道
な
作
業
が
続
き
ま
す
。
多
く
の
観

光
客
が
ま
た
塩
竈
を
訪
れ
る
こ
と
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

の
設
置
や
、
有
事
の
際
に
誰
も
が
情
報
を
入
手

で
き
る
「
W
i -

F
i
ス
ポ
ッ
ト
」
等
の
導
入

で
、
現
在
も
そ
の
有
効
性
の
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
「
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
」。

震
災
直
後
に
繰
り
返
し
た
そ
の
問
い
を
、
こ
れ

か
ら
も
自
身
に
問
い
か
け
な
が
ら
復
興
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

FM ベイウェーブは、1995 年に発生した阪神淡
路大震災を教訓に、宮城県沖地震に備えて開局
した塩竈・松島をエリアとするラジオ局です。
震災 1 週間後には臨時災害局「しおがまさいが
いエフエム」を開局し、役目を終える 2013 年 9
月まで被災地に密着した情報を流し続けました。

フリースタイル・スキーの日本代表として、ソ
ルトレイク（2002 年）、トリノ（2006 年）と、
2 回の冬季オリンピックに連続出場を果たした
畑中みゆきさん。当初は個人で支援活動を行っ
ていた畑中さんが、活動の継続を目的に設立し
たのが「NPO　High － Five」です。

宮城ケーブルテレビは 1992 年に開局した
第三セクター方式のケーブルテレビ局で、
塩竈市、利府町、七ヶ浜町、多賀城市を中
心に放送網を持っています。

高台にある塩釜ガス体育館に建設さ
れた新アンテナ

菜の花畑を作るために、荒れ地を耕し
ます

復興の現場からのレポートに力を入れてい
ます

　

私
た
ち
は
平
成
15
年
の
発
足
以
来
、
塩
竈
の

文
化
財
の
調
査
と
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
塩
竈

は
長
い
歴
史
を
象
徴
す
る
歴
史
的
建
造
物
が
多

い
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
残
念
な
こ
と
に
、

そ
の
多
く
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
持
ち
主
の

多
く
は
、
当
初
保
存
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
建
物
の
被
害
は
大
き

く
、
悩
ん
だ
末
に
「
泣
く
泣
く
取
り
壊
し
た
」

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
御
釜
神
社
の
門
前
に
建

つ
、
明
治
初
頭
建
造
の
「
旧
え
び
や
旅
館
」
の

保
存
活
用
に
道
が
残
せ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。え
び
や
旅
館
は
、

塩
竈
大
火
の
後
ま
も
な
く
建
造
さ
れ
、
明
治
三

「旧えびや旅館」の建物で震災前まで営業していた「松亀園茶
舗」。木造 3 階建てであることが分かります

（写真提供：NPO みなとしほがま）

陸
地
震
津
波
、
昭
和
三
陸
地
震
津
波
、
チ
リ
地

震
津
波
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
と
、
4
度
に

わ
た
る
震
災
と
津
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
建

物
で
す
。
今
後
の
塩
竈
観
光
の
新
た
な
拠
点
と

し
て
、
復
興
を
目
指
す
『
市
民
力
の
象
徴
』
と

し
て
、
ま
た
『
ま
ち
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

市
民
の
財
産
』
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

「特定非営利活動法人　NPO みなとしほが
ま」は、塩竈の地域活性化を目的に、平成
15 年 12 月に発足。歴史的建造物の保存活
用をはじめとして、市内の観光ガイドなど、
地域資源の発掘や活用、情報発信などのま
ちづくりに取り組んでいます。

月に一度の「お掃除会」の後の「車座会議」。
さまざまな活用アイデアも出されます

（写真提供：NPO みなとしほがま）

歴
史
的
建
造
物
を
、「
ま
ち
の
記
憶
装
置
」
と
し
て

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
」
副
理
事
長　

髙
橋　

幸
三
郎
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
だ
か
ら
こ
そ
の
番
組
制
作
を

宮
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社　

事
業
統
括
部
長
代
理　

八
木　

伸
太
郎
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

塩
竈
の
「
宝
島
」
を
、
全
国
の
人
々
へ
紹
介

N
P
O　

H
i
g
h 

︱ 

F
i
v
e　

畑
中　

み
ゆ
き
さ
ん

塩
竈
を
支
え
る
、
ラ
ジ
オ
の
力

エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
株
式
会
社　

専
務
取
締
役　

横
田　

善
光
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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そして明日へ。

　

坂
総
合
病
院
は
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と

合
わ
せ
、「
災
害
拠
点
病
院
」
に
も
認
定
さ
れ

る
病
院
で
す
。
大
規
模
災
害
医
療
を
想
定
し
た

訓
練
を
繰
り
返
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
す
べ
て
の
患
者
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
患
者
数
が
一
気
に
膨
れ

上
が
り
、
受
け
皿
で
あ
る
医
療
機
関
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
に
は
、
当
事
者

で
あ
る
医
療
機
関
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
や
県

と
い
っ
た
行
政
機
関
も
一
体
と
な
っ
て
、
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
活
か

す
べ
き
数
多
く
の
教
訓
が
、
先
の
震
災
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
で
気
付
か
さ
れ
こ
と
に
、「
そ
の
瞬
間

瞬
間
で
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
が
違
う
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
社
蔵
の
位
置
す
る
塩
竈
市
で
は
震
度
6

強
の
揺
れ
と
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
土
蔵
の
外
壁
の
崩
落
や
各
種
設
備
の

損
壊
、
商
品
で
あ
る
約
3
万
本
の
お
酒
の
破

損
・
被
災
が
あ
り
ま
し
た
。
吟
醸
造
り
の
最

盛
期
で
あ
っ
た
酒
造
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の

継
続
を
断
念
し
、
建
物
と
施
設
の
修
繕
に
努

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

本
社
蔵
に
つ
い
て
は
2
0
1
1
年
6
月
1
日

よ
り
瓶
詰
め
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
も
復
旧
を
徐
々
に
進
め
、

今
年
の
出
荷
総
数
は
、
被
災
前
年
の
1
年
間

と
比
較
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
等
数
に
ま
で
回
復

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
北
各
地
に
あ
っ
た
蔵
元
の
多
く
が
被
災

し
、
そ
の
再
開
が
地
域
の
「
復
興
の
象
徴
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
9
0
年
に
わ
た
っ
て

塩
竈
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
商
売
を
し
て

　

当
社
で
は
宮
城
県
沖
地
震
へ
の
備
え
と
し

て
、
有
事
の
際
に
供
給
停
止
区
域
を
最
小
限
に

限
定
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
の
整
備
や
、
耐
震

性
の
高
い
ガ
ス
管
へ
の
入
れ
替
え
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
対
策
が
功
を
奏
し
、

東
日
本
大
震
災
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
極
め
て

軽
微
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
当
社

へ
の
ガ
ス
の
供
給
元
で
あ
る
仙
台
市
ガ
ス
局
の

港
工
場
が
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た

め
、
私
た
ち
も
断
腸
の
思
い
で
都
市
ガ
ス
の
供

給
を
停
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
仙
台
市
ガ
ス
局
は
新
潟
県
か
ら
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
ガ
ス
の
供
給
を
再
開

し
た
た
め
、
当
社
で
も
津
波
被
害
区
域
を
除
き

4
月
12
日
ま
で
に
復
旧
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
「
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
守
り
抜
く
」。
震
災
の
教
訓
を
胸
に
、
当

3 月 11 日（写真提供：坂総合病院）

2
0
1
2
年
の
「
希
望
の
夜
明
け
」
で
は
、
修
理
が
終
わ
っ
た
享

保
蔵
が
描
か
れ
て
い
ま
す

日本ガス協会の災害復旧支援。
導管修繕隊の大阪ガスの皆さん

医
療
は
、

そ
の
一
分

野
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

現
在
は
震

災
の
時
よ

り
、
さ
ま

ざ
ま
な
問

題
が
顕
在

化
し
に
く

く
な
っ
て

お
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
感
じ
取
ら
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
、
孤
独

死
や
関
連
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
か
に
一

人
ひ
と
り
に
光
を
当
て
て
「
支
え
る
」
体
制
を

作
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

き
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、「
地
域
の
発

展
」
は
当
社
の
発
展
に
も
不
可
欠
で
す
。
塩

竈
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、「
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
塩
竈
の
復

興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

社
も
ガ
ス
の
受
け
入
れ
ル
ー
ト
を
二
重
化
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
安
定
供
給
の
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
こ
う
し
た
私
た
ち
の
リ
ス
ク
回
避
の

取
組
は
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
へ
と
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た
企
業

と
し
て
、
塩
竈
の
方
々
に
頼
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。

大正元年（1912 年）に私立塩釜病院として
創立。現在は塩竈市を中心とする 2 市 3 町お
よび仙台市東部を含める人口 25 万人を診療圏
とし、地域医療の中核を担っています。震災
から 1 カ月間に 14,000 名の外来診療を行い、
避難所で 4,300 人の診察を行いました。

株式会社佐浦は享保 9 年（1724 年）創業。
以来 1000 年以上の歴史を持つ鹽竈神社の
御神酒酒屋として酒を醸し続けてきました。
塩竈市の本社蔵と、平成 6 年に東松島市に
新造した矢本蔵で酒造りを行っています。

昭和 5 年（1930 年）に設立され、塩竈市を中
心に多賀城市や七ヶ浜町、利府町で、都市ガス
事業、簡易ガス事業およびプロパンガス販売な
どの各種サービスを提供しています。平成 22
年には創立 80 周年を迎え、地域発展に貢献す
る目的から塩竈市体育館のネーミングライツを
取得、「塩釜ガス体育館」と命名されました。

2011 年の大吟醸浦霞のラベルは、修理が進む享保蔵
の姿がデザインされています

赤石病院様の移動式ガス発生設備の設置例。
医療施設等への臨時ガス供給を行った時の
ものです

　

私
た
ち
が
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
寒
風
沢

島
は
、
仙
台
の
中
心
部
か
ら
、
電
車
と
市
営
汽

船
を
乗
り
つ
い
で
1
時
間
ち
ょ
っ
と
。
手
つ
か

ず
の
自
然
が
そ
っ
く
り
残
り
、
人
々
が
『
自
給

自
足
』
を
す
る
島
で
す
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
、

将
来
の
島
へ
の
新
た
な
定
住
者
を
支
援
す
る
た

め
、
経
済
的
に
自
立
可
能
で
、
か
つ
環
境
に
負

荷
を
掛
け
な
い
持
続
可
能
な
農
業
の
形
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

　

浦
戸
諸
島
は
、
島
の
暮
ら
し
方
の
中
に
、「
田

舎
暮
ら
し
」
や
、「
農
山
漁
村
」、「
食
の
安
全
性
」

な
ど
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
魅
力
あ
る
島
々
。
そ
れ
ら

の
「
資
源
」
を
活
用
し
、『
東
北
の
被
災
地
の

小
さ
な
島
で
も
、
人
は
ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
て

い
る
』
こ
と
が
発
信
で
き
れ
ば
、
過
疎
や
後
継手つかずの自然に囲まれ、田植えを待つ、再生した水田

者
問
題
な
ど
、
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
や

人
々
に
対
し
て
も
、
大
き
な
勇
気
や
希
望
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

本
当
の
「
復
興
」
は
、
そ
こ
に
人
が
入
り
、

産
業
が
元
の
状
況
以
上
に
な
る
こ
と
。
被
災
地

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
「
地
域
」
の
再
生
に
も

貢
献
し
た
い
で
す
ね
。

平成 19 年に発足した「浦戸アイランド倶楽部」。
以来、地元の産業界や行政、そして市民と共に
議論を重ね、　「自然環境と共生した島づくり」
と「地域社会との連携による持続可能社会の実
現」　に取り組んできました。塩竈市と共に、浦
戸諸島での「離島振興」に取り組んでいます。

酒蔵「( 株 ) 佐浦」へ販売され、「純米吟醸
酒　寒風沢」が作られています

近隣避難所への訪問前の朝の打ち合わせ（写真提供：坂総合病院）

99
％
の
耕
作
放
棄
地
か
ら
、「
新
し
い
農
業
」
を
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倶
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な
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復
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さ
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多
く
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教
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か
ら
、「
垣
根
」を
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え
た
体
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作
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財
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事
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さ
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ィ
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ィ
ー
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そして明日へ。

　

坂
総
合
病
院
は
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と

合
わ
せ
、「
災
害
拠
点
病
院
」
に
も
認
定
さ
れ

る
病
院
で
す
。
大
規
模
災
害
医
療
を
想
定
し
た

訓
練
を
繰
り
返
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
す
べ
て
の
患
者
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
患
者
数
が
一
気
に
膨
れ

上
が
り
、
受
け
皿
で
あ
る
医
療
機
関
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
に
は
、
当
事
者

で
あ
る
医
療
機
関
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
や
県

と
い
っ
た
行
政
機
関
も
一
体
と
な
っ
て
、
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
活
か

す
べ
き
数
多
く
の
教
訓
が
、
先
の
震
災
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
で
気
付
か
さ
れ
こ
と
に
、「
そ
の
瞬
間

瞬
間
で
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
が
違
う
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
社
蔵
の
位
置
す
る
塩
竈
市
で
は
震
度
6

強
の
揺
れ
と
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
土
蔵
の
外
壁
の
崩
落
や
各
種
設
備
の

損
壊
、
商
品
で
あ
る
約
3
万
本
の
お
酒
の
破

損
・
被
災
が
あ
り
ま
し
た
。
吟
醸
造
り
の
最

盛
期
で
あ
っ
た
酒
造
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の

継
続
を
断
念
し
、
建
物
と
施
設
の
修
繕
に
努

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

本
社
蔵
に
つ
い
て
は
2
0
1
1
年
6
月
1
日

よ
り
瓶
詰
め
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
も
復
旧
を
徐
々
に
進
め
、

今
年
の
出
荷
総
数
は
、
被
災
前
年
の
1
年
間

と
比
較
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
等
数
に
ま
で
回
復

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
北
各
地
に
あ
っ
た
蔵
元
の
多
く
が
被
災

し
、
そ
の
再
開
が
地
域
の
「
復
興
の
象
徴
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
9
0
年
に
わ
た
っ
て

塩
竈
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
商
売
を
し
て

　

当
社
で
は
宮
城
県
沖
地
震
へ
の
備
え
と
し

て
、
有
事
の
際
に
供
給
停
止
区
域
を
最
小
限
に

限
定
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
の
整
備
や
、
耐
震

性
の
高
い
ガ
ス
管
へ
の
入
れ
替
え
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
対
策
が
功
を
奏
し
、

東
日
本
大
震
災
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
極
め
て

軽
微
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
当
社

へ
の
ガ
ス
の
供
給
元
で
あ
る
仙
台
市
ガ
ス
局
の

港
工
場
が
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た

め
、
私
た
ち
も
断
腸
の
思
い
で
都
市
ガ
ス
の
供

給
を
停
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
仙
台
市
ガ
ス
局
は
新
潟
県
か
ら
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
ガ
ス
の
供
給
を
再
開

し
た
た
め
、
当
社
で
も
津
波
被
害
区
域
を
除
き

4
月
12
日
ま
で
に
復
旧
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
「
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
守
り
抜
く
」。
震
災
の
教
訓
を
胸
に
、
当

3 月 11 日（写真提供：坂総合病院）

2
0
1
2
年
の
「
希
望
の
夜
明
け
」
で
は
、
修
理
が
終
わ
っ
た
享

保
蔵
が
描
か
れ
て
い
ま
す

日本ガス協会の災害復旧支援。
導管修繕隊の大阪ガスの皆さん

医
療
は
、

そ
の
一
分

野
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

現
在
は
震

災
の
時
よ

り
、
さ
ま

ざ
ま
な
問

題
が
顕
在

化
し
に
く

く
な
っ
て

お
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
感
じ
取
ら
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
、
孤
独

死
や
関
連
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
か
に
一

人
ひ
と
り
に
光
を
当
て
て
「
支
え
る
」
体
制
を

作
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

き
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、「
地
域
の
発

展
」
は
当
社
の
発
展
に
も
不
可
欠
で
す
。
塩

竈
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、「
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
塩
竈
の
復

興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

社
も
ガ
ス
の
受
け
入
れ
ル
ー
ト
を
二
重
化
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
安
定
供
給
の
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
こ
う
し
た
私
た
ち
の
リ
ス
ク
回
避
の

取
組
は
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
へ
と
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た
企
業

と
し
て
、
塩
竈
の
方
々
に
頼
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。

大正元年（1912 年）に私立塩釜病院として
創立。現在は塩竈市を中心とする 2 市 3 町お
よび仙台市東部を含める人口 25 万人を診療圏
とし、地域医療の中核を担っています。震災
から 1 カ月間に 14,000 名の外来診療を行い、
避難所で 4,300 人の診察を行いました。

株式会社佐浦は享保 9 年（1724 年）創業。
以来 1000 年以上の歴史を持つ鹽竈神社の
御神酒酒屋として酒を醸し続けてきました。
塩竈市の本社蔵と、平成 6 年に東松島市に
新造した矢本蔵で酒造りを行っています。

昭和 5 年（1930 年）に設立され、塩竈市を中
心に多賀城市や七ヶ浜町、利府町で、都市ガス
事業、簡易ガス事業およびプロパンガス販売な
どの各種サービスを提供しています。平成 22
年には創立 80 周年を迎え、地域発展に貢献す
る目的から塩竈市体育館のネーミングライツを
取得、「塩釜ガス体育館」と命名されました。

2011 年の大吟醸浦霞のラベルは、修理が進む享保蔵
の姿がデザインされています

赤石病院様の移動式ガス発生設備の設置例。
医療施設等への臨時ガス供給を行った時の
ものです

　

私
た
ち
が
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
寒
風
沢

島
は
、
仙
台
の
中
心
部
か
ら
、
電
車
と
市
営
汽

船
を
乗
り
つ
い
で
1
時
間
ち
ょ
っ
と
。
手
つ
か

ず
の
自
然
が
そ
っ
く
り
残
り
、
人
々
が
『
自
給

自
足
』
を
す
る
島
で
す
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
、

将
来
の
島
へ
の
新
た
な
定
住
者
を
支
援
す
る
た

め
、
経
済
的
に
自
立
可
能
で
、
か
つ
環
境
に
負

荷
を
掛
け
な
い
持
続
可
能
な
農
業
の
形
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

　

浦
戸
諸
島
は
、
島
の
暮
ら
し
方
の
中
に
、「
田

舎
暮
ら
し
」
や
、「
農
山
漁
村
」、「
食
の
安
全
性
」

な
ど
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
魅
力
あ
る
島
々
。
そ
れ
ら

の
「
資
源
」
を
活
用
し
、『
東
北
の
被
災
地
の

小
さ
な
島
で
も
、
人
は
ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
て

い
る
』
こ
と
が
発
信
で
き
れ
ば
、
過
疎
や
後
継手つかずの自然に囲まれ、田植えを待つ、再生した水田

者
問
題
な
ど
、
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
や

人
々
に
対
し
て
も
、
大
き
な
勇
気
や
希
望
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

本
当
の
「
復
興
」
は
、
そ
こ
に
人
が
入
り
、

産
業
が
元
の
状
況
以
上
に
な
る
こ
と
。
被
災
地

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
「
地
域
」
の
再
生
に
も

貢
献
し
た
い
で
す
ね
。

平成 19 年に発足した「浦戸アイランド倶楽部」。
以来、地元の産業界や行政、そして市民と共に
議論を重ね、　「自然環境と共生した島づくり」
と「地域社会との連携による持続可能社会の実
現」　に取り組んできました。塩竈市と共に、浦
戸諸島での「離島振興」に取り組んでいます。

酒蔵「( 株 ) 佐浦」へ販売され、「純米吟醸
酒　寒風沢」が作られています

近隣避難所への訪問前の朝の打ち合わせ（写真提供：坂総合病院）

99
％
の
耕
作
放
棄
地
か
ら
、「
新
し
い
農
業
」
を
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人
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ア
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ド
倶
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事
長　
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晃
一
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ん

い
か
な
る
状
況
で
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
り
抜
く

塩
釜
ガ
ス
株
式
会
社　

常
務
取
締
役　

坂
本　

久
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
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「
復
興
の
象
徴
」
で
あ
る
地
酒
。
そ
の
蔵
元
と
し
て

株
式
会
社
佐
浦　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
浦　

弘
一
さ
ん
（
13
代
目
当
主
）

多
く
の
教
訓
か
ら
、「
垣
根
」を
越
え
た
体
制
作
り
を

公
益
財
団
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宮
城
厚
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協
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坂
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病
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事
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局
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佐
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孝
一
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

146147



　
　

　
　

　
　

　
　

そして明日へ。

　

氏
子
青
年
会
に
は
3
5
0
人
の
会
員
が
い
ま

す
。
震
災
で
自
宅
を
流
さ
れ
た
方
や
、
津
波
に

巻
き
込
ま
れ
何
と
か
命
だ
け
は
助
か
っ
た
と
い

う
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被
災
し
ま
し
た
。

幸
い
だ
っ
た
の
は
、
会
員
全
員
が
命
は
無
事
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
様
の
ご
加
護
が
あ
っ

た
の
だ
と
、
皆
で
感
謝
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
塩
竈
市
の
職
員
も
多
い
た
め
、
人

手
が
足
り
な
い
と
い
う
情
報
や
要
請
が
あ
れ

ば
、
会
員
に
声
を
掛
け
て
支
援
に
当
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
震
災
発
生
か
ら
2
週
間
は
、
氏
子

青
年
会
の
車
両
に
ポ
リ
タ
ン
ク
50
本
を
積
ん

で
、
給
水
車
が
入
れ
な
い
場
所
で
の
給
水
活
動

に
当
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
の
年
の
4
月
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

願
っ
た
「
花
ま
つ
り
」
が
、
7
月
に
は
「
塩
竈

み
な
と
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
よ

　

私
た
ち
は
、愛
知
県
碧
南
市
で
エ
ビ
や
イ
カ
、

タ
コ
な
ど
の
海
産
物
を
使
っ
た
海
鮮
せ
ん
べ
い

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
は
社
長
や
社
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
宮
城
県
沿
岸
部
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。「
会

社
と
し
て
も
東
北
地
方
の
復
興
に
貢
献
で
き
な

い
か
」。
ま
た
、
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）

の
代
替
工
場
の
建
設
な
ど
、
検
討
を
重
ね
て
い

た
時
期
に
、
碧
南
市
が
塩
竈
市
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
、
視
察
の
た
め
佐
藤
昭
塩

竈
市
長
が
当
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経

緯
も
あ
り
塩
竈
市
で
の
新
工
場
の
建
設
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

松
島
湾
が
一
望
で
き
る
新
浜
町
の
新
工
場
に

は
、
直
売
店
も
併
設
し
、
マ
グ
ロ
や
ホ
タ
テ
、

カ
キ
や
ワ
カ
メ
な
ど
、
三
陸
の
食
材
を
使
っ

た
「
で
き
た
て
」
の
え
び
せ
ん
べ
い
が
楽
し
め

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
願
成
寺
の
参
道
入
口

付
近
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
当
寺
院

に
は
近
隣
か
ら
70
人
ほ
ど
の
方
々
が
避
難
さ
れ

て
、
そ
の
ま
ま
一
晩
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
激

し
い
余
震
が
続
く
中
で
、
皆
さ
ん
が
努
め
て
明

る
く
振
舞
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い
た
姿
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
の
翌
日
に
は
、
収
容
さ
れ
た
ご
遺
体
が

葬
儀
社
に
次
々
と
運
び
込
ま
れ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
誰
も
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
火
葬
が
追

い
つ
か
な
く
な
る
。
な
ん
と
か
せ
ね
ば
」
と
い

う
思
い
で
一
杯
で
し
た
。「
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
、
少
し
で
も
早
く
安
ら
げ
る
よ
う
に
せ
め
て

火
葬
だ
け
で
も
」。
多
く
の
寺
院
が
宗
派
を
超

え
て
集
ま
り
、
自
治
体
や
葬
儀
社
、
そ
し
て
火

葬
場
の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
精
一
杯
で
き

る
限
り
の
力
を
出
し
き
り
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

　

3
月
11
日
の
震
災
発
生
時
は
、
予
定
さ
れ
て

い
た
中
学
校
の
卒
業
式
も
終
わ
り
、
す
で
に
児

童
生
徒
全
員
が
下
校
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
一

部
の
教
員
と
児
童
生
徒
が
市
営
汽
船
上
で
地
震

に
遭
い
ま
し
た
が
、
津
波
到
達
の
前
に
マ
リ
ン

ゲ
ー
ト
へ
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
は
す

ぐ
に
避
難
所
を
開
設
し
、
島
民
の
皆
さ
ん
約

1
0
0
人
が
津
波
か
ら
避
難
し
ま
し
た
。
3

日
後
、
教
職
員
は
島
に
残
っ
た
船
で
本
土
に
戻

り
、
塩
竈
市
公
民
館
本
町
分
室
を
当
面
の
職
員

室
と
し
て
、
児
童
生
徒
た
ち
の
家
庭
訪
問
を
重

ね
ま
し
た
。

　

避
難
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
。
そ
ん
な
彼
ら
を
つ
な
い
で
い
た
一
冊
の

交
換
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
さ
ん
、

ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？　

か
ず
と
く

ん
、今
何
が
ほ
し
い
で
す
か
？　

あ
や
な
さ
ん
、

重さ 1 トンの神輿が 202 段の石段を上ります。震災
後、「輿丁」を志す若者が増えています

マグロやカキを使った新商品も発売されます

無
量
四
諦
龍
は
、水（
海
）の
静
穏
を
願
う
水
神
。チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
彫
刻

家
で
あ
る
城
所
ケ
イ
ジ
氏
に
よ
り
境
内
に
納
め
ら
れ
ま
し
た

それぞれの避難所を校長が訪れ、一人ひとりに卒業
証書や修了証書を手渡しました

う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
祭
り
が
必
要
な
の
だ
」

と
い
う
意
見
が
大
多
数
で
し
た
。
塩
竈
の
人
々

は
、
震
災
で
落
胆
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

懸
命
に
前
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
塩
竈

の
人
々
は
強
い
。
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち

が
伝
統
あ
る
氏
子
三
祭
を
絶
や
す
こ
と
な
く
続

け
る
こ
と
で
、
塩
竈
の
、
そ
し
て
奥
州
の
復
興

が
加
速
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
水
産
物
仲
卸
市
場
に
も
近
い
の

で
、
塩
竈
市
の
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
漁
業
が
盛
ん
な
塩
竈
市
は
、
私
た

ち
が
住
む
碧
南
市
と
と
て
も
似
て
い
ま
す
。そ
れ
に
、

人
が
と
て
も
温
か
い
で
す
ね
。
社
長
も
よ
く
そ
う
話

し
て
い
ま
す
。
塩
竈
と
い
う
新
た
な
地
で
、
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

遺
族
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
で
、
ほ
と
ん
ど
の

ご
遺
体
を
土
葬
で
は
な
く
火
葬
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

宗
教
、
会
社
、
自
治
体
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
心
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
に
、
人
間
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
携
わ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
私
た
ち
の
行
動
に

理
解
を
示
し
、
支
援
を
借
し
ま
な
か
っ
た
塩
竈

市
の
対
応
に
、
私
た
ち
は
今
で
も
感
謝
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。

も
も
か
さ
ん
、
ご
飯
は
食
べ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
元
気
で
す
か
？　

み
ん

な
が
心
配
で
す
」（
3
月
28
日
、
小
学
校
3
年 

本
郷
笙
吾
さ
ん
）。
被
災
し
、
家
を
流
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
日
記
を
通
じ
て
仲
間
を
気
遣

い
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
転
校
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
が
、
今

も
元
気
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

鹽竈神社の祭典の中で、氏子が始めたとされる「帆
手まつり」（3 月）、「花まつり」（4 月）、「塩竈みなと祭」

（7 月）の「氏子三祭」を執り行っています。神輿が
塩竈の町を巡る「神輿渡御」では、氏子青年会が神
輿を担ぐ「輿丁」の大役を果たします。2014年には「塩
竈みなと祭」が「ふるさとイベント大賞」で内閣総
理大臣賞を受賞し、官邸において表彰されました。 
帆手まつりは 333 年、花まつりは 240 年、みなと
祭は 67 年の歴史があります（平成 26 年現在）。

明治時代の愛知県が発祥地である「えびせんべ
い」。昭和 57 年に愛知県碧南市に設立された
スギ製菓株式会社では、その製造から販売まで
を一貫して行い、愛知県内に 10 店舗を展開し
ています。平成 27 年夏に操業開始を予定する
新工場は、関東以北への供給拠点となります。

願成寺は JR 仙石線西塩釜駅の東側の高台にあ
り、塩竈市の避難場所になっています。昭和 7
年に建造された本堂は、塩竈市に現存する唯一
の木造寺院建築です。震災後は避難場所として
十分な対応ができるよう、本堂の耐震補強工事
や境内のバリアフリー化を行いました。

塩釜港の沖合 7.6 キロメートルにある野々
島。その高台にあるのが、浦戸第二小学校・
浦戸中学校です。特認校制度によって、本
土のさまざまな地域からも児童生徒が通っ
ています。平成 26 年度の全校生徒数は 34
人です

平成 23 年 4 月に行われ「花まつり」。余震
による津波の危険もあり、渡御は境内で厳
かに行われました

大型土産店として展開する「えびせんべい
共和国」は人気の観光スポットです

仏
師
で
あ
る
赤
井
靖
武
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
菩
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像
。
震
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で
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れ
た
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、
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ま
し
た
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そして明日へ。

　

氏
子
青
年
会
に
は
3
5
0
人
の
会
員
が
い
ま

す
。
震
災
で
自
宅
を
流
さ
れ
た
方
や
、
津
波
に

巻
き
込
ま
れ
何
と
か
命
だ
け
は
助
か
っ
た
と
い

う
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被
災
し
ま
し
た
。

幸
い
だ
っ
た
の
は
、
会
員
全
員
が
命
は
無
事
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
様
の
ご
加
護
が
あ
っ

た
の
だ
と
、
皆
で
感
謝
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
塩
竈
市
の
職
員
も
多
い
た
め
、
人

手
が
足
り
な
い
と
い
う
情
報
や
要
請
が
あ
れ

ば
、
会
員
に
声
を
掛
け
て
支
援
に
当
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
震
災
発
生
か
ら
2
週
間
は
、
氏
子

青
年
会
の
車
両
に
ポ
リ
タ
ン
ク
50
本
を
積
ん

で
、
給
水
車
が
入
れ
な
い
場
所
で
の
給
水
活
動

に
当
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
の
年
の
4
月
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

願
っ
た
「
花
ま
つ
り
」
が
、
7
月
に
は
「
塩
竈

み
な
と
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
よ

　

私
た
ち
は
、愛
知
県
碧
南
市
で
エ
ビ
や
イ
カ
、

タ
コ
な
ど
の
海
産
物
を
使
っ
た
海
鮮
せ
ん
べ
い

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
は
社
長
や
社
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
宮
城
県
沿
岸
部
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。「
会

社
と
し
て
も
東
北
地
方
の
復
興
に
貢
献
で
き
な

い
か
」。
ま
た
、
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）

の
代
替
工
場
の
建
設
な
ど
、
検
討
を
重
ね
て
い

た
時
期
に
、
碧
南
市
が
塩
竈
市
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
、
視
察
の
た
め
佐
藤
昭
塩

竈
市
長
が
当
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経

緯
も
あ
り
塩
竈
市
で
の
新
工
場
の
建
設
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

松
島
湾
が
一
望
で
き
る
新
浜
町
の
新
工
場
に

は
、
直
売
店
も
併
設
し
、
マ
グ
ロ
や
ホ
タ
テ
、

カ
キ
や
ワ
カ
メ
な
ど
、
三
陸
の
食
材
を
使
っ

た
「
で
き
た
て
」
の
え
び
せ
ん
べ
い
が
楽
し
め

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
願
成
寺
の
参
道
入
口

付
近
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
当
寺
院

に
は
近
隣
か
ら
70
人
ほ
ど
の
方
々
が
避
難
さ
れ

て
、
そ
の
ま
ま
一
晩
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
激

し
い
余
震
が
続
く
中
で
、
皆
さ
ん
が
努
め
て
明

る
く
振
舞
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い
た
姿
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
の
翌
日
に
は
、
収
容
さ
れ
た
ご
遺
体
が

葬
儀
社
に
次
々
と
運
び
込
ま
れ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
誰
も
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
火
葬
が
追

い
つ
か
な
く
な
る
。
な
ん
と
か
せ
ね
ば
」
と
い

う
思
い
で
一
杯
で
し
た
。「
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
、
少
し
で
も
早
く
安
ら
げ
る
よ
う
に
せ
め
て

火
葬
だ
け
で
も
」。
多
く
の
寺
院
が
宗
派
を
超

え
て
集
ま
り
、
自
治
体
や
葬
儀
社
、
そ
し
て
火

葬
場
の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
精
一
杯
で
き

る
限
り
の
力
を
出
し
き
り
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

　

3
月
11
日
の
震
災
発
生
時
は
、
予
定
さ
れ
て

い
た
中
学
校
の
卒
業
式
も
終
わ
り
、
す
で
に
児

童
生
徒
全
員
が
下
校
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
一

部
の
教
員
と
児
童
生
徒
が
市
営
汽
船
上
で
地
震

に
遭
い
ま
し
た
が
、
津
波
到
達
の
前
に
マ
リ
ン

ゲ
ー
ト
へ
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
は
す

ぐ
に
避
難
所
を
開
設
し
、
島
民
の
皆
さ
ん
約

1
0
0
人
が
津
波
か
ら
避
難
し
ま
し
た
。
3

日
後
、
教
職
員
は
島
に
残
っ
た
船
で
本
土
に
戻

り
、
塩
竈
市
公
民
館
本
町
分
室
を
当
面
の
職
員

室
と
し
て
、
児
童
生
徒
た
ち
の
家
庭
訪
問
を
重

ね
ま
し
た
。

　

避
難
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
。
そ
ん
な
彼
ら
を
つ
な
い
で
い
た
一
冊
の

交
換
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
さ
ん
、

ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？　

か
ず
と
く

ん
、今
何
が
ほ
し
い
で
す
か
？　

あ
や
な
さ
ん
、

重さ 1 トンの神輿が 202 段の石段を上ります。震災
後、「輿丁」を志す若者が増えています
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そ
、
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の
だ
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と
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が
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で
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は
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む
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平成 23 年 4 月に行われ「花まつり」。余震
による津波の危険もあり、渡御は境内で厳
かに行われました

大型土産店として展開する「えびせんべい
共和国」は人気の観光スポットです

仏
師
で
あ
る
赤
井
靖
武
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
菩

薩
像
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
供
養

を
願
い
、
心
を
込
め
て
彫
ら
れ
ま
し
た

交換日記。家庭訪問で先生が預か
り、次の児童生徒へと手渡しました

数
百
年
の
伝
統
を
守
り
伝
え
、
奥
州
の
復
興
を
願
う

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会　

会
長　

千
田　

忠
一
さ
ん

碧
南
市
か
ら
塩
竈
市
へ
。
必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て

ス
ギ
製
菓
株
式
会
社　

経
営
管
理
部
総
務
経
理
課
課
長　

稲
垣　

雅
之
さ
ん

地
元
の
寺
院
が
、
宗
派
を
超
え
て

臨
済
宗
妙
心
寺
派　

無
量
山
願
成
寺
住
職　

鈴
木　

宗
博
さ
ん

子
ど
も
た
ち
は
、
交
換
日
記
で
つ
な
が
っ
て
い
た

浦
戸
第
二
小
学
校
教
諭　

鎌
田　

実
さ
ん
・
事
務　

渡
辺　

慎
二
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
幸
せ

第
一
小
学
校　

６
年　

阿
部�

真
由
子

　

３
月
11
日
２
時
46
分
、
私
は
教
室
に
い
た
。

学
年
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
先
生
が
い
な
く
て
不
安

や
心
配
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
避
難

訓
練
の
と
お
り
に
落
ち
着
い
て
校
庭
に
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
外
は
雪
が
降
り
出
し
、
た

く
さ
ん
の
人
が
泣
い
て
い
た
。
私
は
、（
き
っ

と
夢
だ
。
こ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け
な
い
！
）
と

思
っ
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、（
本
当
な
ん

だ
・
・
・
。）
と
実
感
が
わ
き
、
恐
ろ
し
く
な
っ

て
き
た
。

　

そ
の
後
、
す
ぐ
に
体
育
館
に
移
動
し
た
。
強

い
余
震
が
何
度
も
来
て
、
と
て
も
怖
か
っ
た
が
、

同
級
生
が
全
員
い
る
だ
け
で
安
心
で
き
た
。
少

し
落
ち
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
避
難
し
て

き
た
。
が
、
水
も
電
気
も
使
え
な
い
の
で
大
変

だ
っ
た
。

　

暗
く
な
っ
て
も
余
震
は
続
い
た
。
全
校
の
３

分
の
２
は
帰
っ
た
が
、
私
は
学
校
に
泊
ま
る
こ

震
災
か
ら
1
年
後
の
平
成
24
年
3
月
、
塩
竈
市
教
育
委
員
会
は
「
東
日
本
大
震
災
体

験
文
集　

３
・
１
１　

塩
竈
っ
子
へ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
「
塩
竈
っ
子
へ
」
に
は
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、
そ
し
て
児
童
・
生

徒
の
手
記
と
と
も
に
、
震
災
以
降
に
整
理
さ
れ
た
「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
第
1
集
か
ら
小
学
生
の
、
同
年
12
月
に
発
行
さ
れ
た
第
２
集
か
ら
中
学
生

の
手
記
の
一
部
を
選
ん
で
転
載
し
ま
す
。（
表
記
は
原
文
の
マ
マ
と
し
ま
し
た
）

東
日
本
大
震
災
体
験
文
集

「
塩
竈
っ
子
へ
」
よ
り

と
に
な
り
、
薄
暗

い
中
、
ご
飯
を
分

け
合
っ
て
食
べ
た
。

　

そ
の
後
、
や
っ

と
入
っ
て
き
た
ラ

ジ
オ
か
ら
の
情
報

に
、
私
は
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
そ

れ
は
、
幼
い
子
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
悪
夢
を
見
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
帰
っ
た
友
達
や
家
族
の

こ
と
が
心
配
に
な
っ
た
。
頭
で
は（
大
丈
夫
、き
っ

と
大
丈
夫
。）
と
思
っ
て
い
て
も
、
悪
い
こ
と
ば

か
り
が
浮
か
び
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

翌
日
、
私
は
よ
う
や
く
家
に
帰
る
こ
と
が
で

き
た
。
家
で
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
元
の

と
お
り
の
生
活
に
戻
そ
う
と
し
て
い
た
。
私
も

家
族
の
た
め
に
た
く
さ
ん
手
伝
い
を
し
た
。
数

日
間
、
電
気
や
水
、
ガ
ス
が
使
え
な
い
日
々
が

続
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
苦
労
を
味
わ
っ
た
が
、

そ
の
間
、
ず
っ
と
家
族
の
温
か
さ
や
あ
り
が
た

さ
、
絆
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
。

　

長
い
春
休
み
が
終
わ
り
、
久
し
ぶ
り
に
学
校
で

友
達
と
会
っ
た
。
そ
の
日
は
短
い
時
間
だ
っ
た

が
、
地
震
後
で
一
番
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
や
っ

と
普
段
の
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
世
界
中
の
人
か
ら
支
援
物
資
や

励
ま
し
の
言
葉
が
届
い
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
一
小
は
復
旧
し
た
ん
だ

と
私
は
思
う
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

私
は
、
震
災
を
通
し
て
友
達
の
大
切
さ
、
避

難
訓
練
の
大
切
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
。
そ
の
中
で
も
特
に
命
の
大
切
さ
、
普

通
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
た
。
こ

の
震
災
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。

東
日
本
大
震
災

第
二
小
学
校　

４
年　

松
山�

柊
太
郎

　

３
月
11
日
金
曜
日
午
後
２
時
46
分
。
そ
れ
は

起
き
た
。
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
。
と
い
う
大
き
な
地
鳴

り
が
地
面
の
下
か
ら
つ
き
上
げ
て
き
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
学
校
が
は
げ
し
く
ゆ
れ
始
め
た
。

　
「
地
震
だ
。」

ぼ
く
は
、
一
し
ゅ
ん
で
分
か
っ
た
。
ぼ
く
は
今

ま
で
に
な
い
「
き
ょ
う
ふ
」
を
感
じ
た
。
み
ん

な
が
い
っ
せ
い
に
机
の
下
に
か
く
れ
た
。
数
秒

で
電
気
が
消
え
、
机
や
い
す
が
た
お
れ
周
り
の

教
室
で
は
ひ
め
い
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
で
も
、

学
校
は
よ
う
し
ゃ
な
く
ゆ
れ
続
け
て
い
る
。
こ

わ
く
て
仕
方
な
か
っ
た
ぼ
く
に
、
と
な
り
の
友

達
が
、「
大
じ
ょ
う
ぶ
。
す
ぐ
お
さ
ま
る
よ
。」
と
、

声
を
か
け
て
く
れ
た
。
な
ぜ
か
、
ぼ
く
は
と
て

つ
も
な
い
安
心
感
を
も
っ
た
。
そ
し
て
、
先
生

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
雨
の
校
庭
に
ひ
な
ん

し
た
。
ぼ
く
は
、
家
の
人
が
迎
え
に
来
る
の
を

今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
。

　

２
時
間
後
だ
っ
た
か
、
３
時
間
後
だ
っ
た
か

お
ぼ
え
て
い
な
い
が
、
遠
く
の
方
か
ら

　
「
柊
太
郎
、
柊
太
郎
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来

て
く
れ
た
。
毎
日
、
聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の

声
が
、
こ
ん
な
に
も
う
れ
し
い
と
感
じ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、ぼ
く
は
、

お
母
さ
ん
た
ち
と
一
し
ょ
に
一
た
ん
家
に
戻
っ

た
。
家
の
外
見
は
何
と
も
な
か
っ
た
。

　

中
に
入
っ
て
見
る
と
、
茶
の
間
、
し
ん
室
、

２
階
の
部
屋
は
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
っ
た
。
そ

の
日
は
、
ま
だ
大
き
な
余
震
が
来
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
、
か
た
づ
け
は
し
な
か
っ
た
。

　

食
べ
物
や
か
い
中
電
と
う
な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
つ
め
こ
ん
で
い
く
。
遠
足
以
外
で

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
物
を
つ
め
た
の
は
初
め
て

だ
。
い
つ
も
は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
物
を
つ

め
る
と
き
、
明
日
の
こ
と
で
わ
く
わ
く
す
る
が
、

今
日
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

全
て
の
荷
物
を
持
っ
て
車
に
乗
っ
た
。
今
夜

は
車
で
ね
る
こ
と
に
し
た
。
で
も
、
な
か
な
か

ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
明
日
起
き
た
ら

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
６
ヶ
月
ぐ
ら
い
た
っ
た
今
。
あ
の

時
の
地
震
か
ら
、
ぼ
く
の
生
活
は
、
ほ
と
ん
ど

元
通
り
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ぼ
く
の
頭
の
中
に

は
、
ま
だ
あ
の
時
の
き
ょ
う
ふ
が
し
っ
か
り
と

の
こ
っ
て
い
る
。
地
震
や
津
波
で
こ
わ
か
っ
た

こ
と
も
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
も
、
た
く
さ

ん
あ
る
。
人
が
困
っ
て
い
る
時
は
助
け
て
あ
げ

る
こ
と
や
、
地
震
や
津
波
が
起
こ
っ
た
時
に
は

ど
こ
へ
に
げ
れ
ば
よ
い
の
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
食

べ
物
を
た
め
て
お
く
こ
と
な
ど
。
ぼ
く
は
、
こ

の
大
震
災
を
神
様
が
人
間
に
与
え
た
試
練
だ
と

思
っ
て
い
る
。

「
人
間
は
楽
ば
か
り
し
て
い
る
。」
と
、
神
様
が

思
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ぼ
く
は
思
う
。

　

宮
城
を
ふ
く
む
東
北
各
地
で
農
産
物
や
水
産

物
の
被
害
な
ど
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
ぼ
く
の
住
む
港
町
、
塩

竈
も
海
に
出
ら
れ
な
く
な
り
、
魚
が
と
れ
な
く

な
っ
た
。
と
て
も
悲
し
い
。

　

今
は
、
少
し
で
も
元
気
な
塩
竈
に
戻
れ
る
よ
う

に
、
ぼ
く
も
で
き
る
範
囲
で
協
力
で
き
た
ら
う
れ

し
い
と
思
う
。

詩
「
あ
さ
」

第
三
小
学
校　

３
年　

佐
藤�

代
伍

金
曜
日
に

地
し
ん
が
来
た
と
き

み
ん
な　

な
い
て
い
た

世
界
で
三
番
目
に

　
　
　
　
　
　

強
い
じ
し
ん
だ
っ
た

近
く
ま
で
つ
な
み
が
来
た

で
も　

あ
ん
な
に
海
が
遠
い
の
に

つ
な
み
が
来
て　

び
っ
く
り
し
た

と
な
り
の
家
の

ピ
ン
ク
の
バ
ラ
が
顔
を
出
し
て
い
た

ち
ょ
っ
と
し
ぼ
ん
で
い
る

地
し
ん
が
き
て

　
　
　
　

シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
の
か
な
？

（「
こ
と
ば
の
移
動
教
室
」
か
ら
）

３
月
11
日

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

６
年　

佐
藤�

昭
徳

　

３
月
11
日
、
ぼ
く
は
学
校
に
い
た
。

　

次
の
授
業
は
、
体
育
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

ど
う
や
っ
て
戦
う
か
を
考
え
な
が
ら
教
室
で
体

育
着
に
着
が
え
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
地
震
が
起
き
た
。「
ガ
タ
ガ
タ
」、

ぼ
く
は
机
の
下
に
も
ぐ
っ
た
。
す
ぐ
お
さ
ま
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
ガ
タ
ガ
タ

ガ
タ
」、
も
の
す
ご
い
揺
れ
が
来
た
。
テ
レ
ビ
が

た
お
れ
、
本
だ
な
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
蛍
光

灯
も
落
ち
て
き
そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
揺
れ
が

何
分
も
続
く
。
ぼ
く
は
必
死
に
揺
れ
で
持
っ
て

い
か
れ
そ
う
な
机
に
し
が
み
つ
く
。
と
て
も
こ

わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
宮

城
県
沖
地
震
」
な
の
か
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
５
月
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん

で
い
る
雄
勝
町
に
行
っ
た
。
雄
勝
町
は
津
波
の

被
害
を
受
け
、
町
が
全
め
つ
状
態
に
近
か
っ
た

け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
高
台
に
あ
り
、

家
も
家
族
も
み
ん
な
無
事
だ
っ
た
。
お
父
さ
ん

が
避
難
所
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
迎
え

に
行
っ
た
と
き
は
、
町
の
中
心
部
は
何
も
な
く

な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
　
（
そ
ん
な
ば
か
な
。）

　

そ
う
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
が
行
っ

た
時
も
お
父
さ
ん
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た
。
い

つ
も
通
っ
て
い
た
魚
屋
さ
ん
、
コ
ン
ビ
ニ
、
家
、

全
部
な
く
な
っ
て
い
た
。

も
う
信
じ
ら
れ
な
い
景
色
だ
っ
た
。
悲
し
く
て

し
か
た
な
か
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
地
震
は
大
切
な
も
の
を
一
瞬
で
こ

わ
し
て
し
ま
う
、
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
と
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
当
た

り
前
に
思
っ
て
い
た
生
活
が
、
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
だ
と
思
っ
た
し
、
こ
う
い
っ
た
災
害
に
は

何
が
必
要
な
の
か
を
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
節
水
、
節
電
、
備
え
を
心
が
け
た
い
。

　

ぼ
く
は
、
本
当
に
幸
せ
者
だ
と
思
っ
た
。
大

切
な
家
、
大
切
な
人
を
失
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
に
、
す
べ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

感
謝
し
、
被
災
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。

『3.11　塩竈っ子へ～学校防災マニュアル集～
～東日本大震災体験文集～』《第１集》《第２集》
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東
日
本
大
震
災
体
験
文
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普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
幸
せ

第
一
小
学
校　

６
年　

阿
部�

真
由
子

　

３
月
11
日
２
時
46
分
、
私
は
教
室
に
い
た
。

学
年
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
先
生
が
い
な
く
て
不
安

や
心
配
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
避
難

訓
練
の
と
お
り
に
落
ち
着
い
て
校
庭
に
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
外
は
雪
が
降
り
出
し
、
た

く
さ
ん
の
人
が
泣
い
て
い
た
。
私
は
、（
き
っ

と
夢
だ
。
こ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け
な
い
！
）
と

思
っ
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、（
本
当
な
ん

だ
・
・
・
。）
と
実
感
が
わ
き
、
恐
ろ
し
く
な
っ

て
き
た
。

　

そ
の
後
、
す
ぐ
に
体
育
館
に
移
動
し
た
。
強

い
余
震
が
何
度
も
来
て
、
と
て
も
怖
か
っ
た
が
、

同
級
生
が
全
員
い
る
だ
け
で
安
心
で
き
た
。
少

し
落
ち
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
避
難
し
て

き
た
。
が
、
水
も
電
気
も
使
え
な
い
の
で
大
変

だ
っ
た
。

　

暗
く
な
っ
て
も
余
震
は
続
い
た
。
全
校
の
３

分
の
２
は
帰
っ
た
が
、
私
は
学
校
に
泊
ま
る
こ

震
災
か
ら
1
年
後
の
平
成
24
年
3
月
、
塩
竈
市
教
育
委
員
会
は
「
東
日
本
大
震
災
体

験
文
集　

３
・
１
１　

塩
竈
っ
子
へ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
「
塩
竈
っ
子
へ
」
に
は
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、
そ
し
て
児
童
・
生

徒
の
手
記
と
と
も
に
、
震
災
以
降
に
整
理
さ
れ
た
「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
第
1
集
か
ら
小
学
生
の
、
同
年
12
月
に
発
行
さ
れ
た
第
２
集
か
ら
中
学
生

の
手
記
の
一
部
を
選
ん
で
転
載
し
ま
す
。（
表
記
は
原
文
の
マ
マ
と
し
ま
し
た
）

東
日
本
大
震
災
体
験
文
集

「
塩
竈
っ
子
へ
」
よ
り

と
に
な
り
、
薄
暗

い
中
、
ご
飯
を
分

け
合
っ
て
食
べ
た
。

　

そ
の
後
、
や
っ

と
入
っ
て
き
た
ラ

ジ
オ
か
ら
の
情
報

に
、
私
は
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
そ

れ
は
、
幼
い
子
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
悪
夢
を
見
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
帰
っ
た
友
達
や
家
族
の

こ
と
が
心
配
に
な
っ
た
。
頭
で
は（
大
丈
夫
、き
っ

と
大
丈
夫
。）
と
思
っ
て
い
て
も
、
悪
い
こ
と
ば

か
り
が
浮
か
び
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

翌
日
、
私
は
よ
う
や
く
家
に
帰
る
こ
と
が
で

き
た
。
家
で
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
元
の

と
お
り
の
生
活
に
戻
そ
う
と
し
て
い
た
。
私
も

家
族
の
た
め
に
た
く
さ
ん
手
伝
い
を
し
た
。
数

日
間
、
電
気
や
水
、
ガ
ス
が
使
え
な
い
日
々
が

続
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
苦
労
を
味
わ
っ
た
が
、

そ
の
間
、
ず
っ
と
家
族
の
温
か
さ
や
あ
り
が
た

さ
、
絆
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
。

　

長
い
春
休
み
が
終
わ
り
、
久
し
ぶ
り
に
学
校
で

友
達
と
会
っ
た
。
そ
の
日
は
短
い
時
間
だ
っ
た

が
、
地
震
後
で
一
番
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
や
っ

と
普
段
の
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
世
界
中
の
人
か
ら
支
援
物
資
や

励
ま
し
の
言
葉
が
届
い
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
一
小
は
復
旧
し
た
ん
だ

と
私
は
思
う
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

私
は
、
震
災
を
通
し
て
友
達
の
大
切
さ
、
避

難
訓
練
の
大
切
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
。
そ
の
中
で
も
特
に
命
の
大
切
さ
、
普

通
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
た
。
こ

の
震
災
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。

東
日
本
大
震
災

第
二
小
学
校　

４
年　

松
山�

柊
太
郎

　

３
月
11
日
金
曜
日
午
後
２
時
46
分
。
そ
れ
は

起
き
た
。
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
。
と
い
う
大
き
な
地
鳴

り
が
地
面
の
下
か
ら
つ
き
上
げ
て
き
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
学
校
が
は
げ
し
く
ゆ
れ
始
め
た
。

　
「
地
震
だ
。」

ぼ
く
は
、
一
し
ゅ
ん
で
分
か
っ
た
。
ぼ
く
は
今

ま
で
に
な
い
「
き
ょ
う
ふ
」
を
感
じ
た
。
み
ん

な
が
い
っ
せ
い
に
机
の
下
に
か
く
れ
た
。
数
秒

で
電
気
が
消
え
、
机
や
い
す
が
た
お
れ
周
り
の

教
室
で
は
ひ
め
い
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
で
も
、

学
校
は
よ
う
し
ゃ
な
く
ゆ
れ
続
け
て
い
る
。
こ

わ
く
て
仕
方
な
か
っ
た
ぼ
く
に
、
と
な
り
の
友

達
が
、「
大
じ
ょ
う
ぶ
。
す
ぐ
お
さ
ま
る
よ
。」
と
、

声
を
か
け
て
く
れ
た
。
な
ぜ
か
、
ぼ
く
は
と
て

つ
も
な
い
安
心
感
を
も
っ
た
。
そ
し
て
、
先
生

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
雨
の
校
庭
に
ひ
な
ん

し
た
。
ぼ
く
は
、
家
の
人
が
迎
え
に
来
る
の
を

今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
。

　

２
時
間
後
だ
っ
た
か
、
３
時
間
後
だ
っ
た
か

お
ぼ
え
て
い
な
い
が
、
遠
く
の
方
か
ら

　
「
柊
太
郎
、
柊
太
郎
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来

て
く
れ
た
。
毎
日
、
聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の

声
が
、
こ
ん
な
に
も
う
れ
し
い
と
感
じ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、ぼ
く
は
、

お
母
さ
ん
た
ち
と
一
し
ょ
に
一
た
ん
家
に
戻
っ

た
。
家
の
外
見
は
何
と
も
な
か
っ
た
。

　

中
に
入
っ
て
見
る
と
、
茶
の
間
、
し
ん
室
、

２
階
の
部
屋
は
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
っ
た
。
そ

の
日
は
、
ま
だ
大
き
な
余
震
が
来
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
、
か
た
づ
け
は
し
な
か
っ
た
。

　

食
べ
物
や
か
い
中
電
と
う
な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
つ
め
こ
ん
で
い
く
。
遠
足
以
外
で

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
物
を
つ
め
た
の
は
初
め
て

だ
。
い
つ
も
は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
物
を
つ

め
る
と
き
、
明
日
の
こ
と
で
わ
く
わ
く
す
る
が
、

今
日
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

全
て
の
荷
物
を
持
っ
て
車
に
乗
っ
た
。
今
夜

は
車
で
ね
る
こ
と
に
し
た
。
で
も
、
な
か
な
か

ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
明
日
起
き
た
ら

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
６
ヶ
月
ぐ
ら
い
た
っ
た
今
。
あ
の

時
の
地
震
か
ら
、
ぼ
く
の
生
活
は
、
ほ
と
ん
ど

元
通
り
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ぼ
く
の
頭
の
中
に

は
、
ま
だ
あ
の
時
の
き
ょ
う
ふ
が
し
っ
か
り
と

の
こ
っ
て
い
る
。
地
震
や
津
波
で
こ
わ
か
っ
た

こ
と
も
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
も
、
た
く
さ

ん
あ
る
。
人
が
困
っ
て
い
る
時
は
助
け
て
あ
げ

る
こ
と
や
、
地
震
や
津
波
が
起
こ
っ
た
時
に
は

ど
こ
へ
に
げ
れ
ば
よ
い
の
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
食

べ
物
を
た
め
て
お
く
こ
と
な
ど
。
ぼ
く
は
、
こ

の
大
震
災
を
神
様
が
人
間
に
与
え
た
試
練
だ
と

思
っ
て
い
る
。

「
人
間
は
楽
ば
か
り
し
て
い
る
。」
と
、
神
様
が

思
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ぼ
く
は
思
う
。

　

宮
城
を
ふ
く
む
東
北
各
地
で
農
産
物
や
水
産

物
の
被
害
な
ど
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
ぼ
く
の
住
む
港
町
、
塩

竈
も
海
に
出
ら
れ
な
く
な
り
、
魚
が
と
れ
な
く

な
っ
た
。
と
て
も
悲
し
い
。

　

今
は
、
少
し
で
も
元
気
な
塩
竈
に
戻
れ
る
よ
う

に
、
ぼ
く
も
で
き
る
範
囲
で
協
力
で
き
た
ら
う
れ

し
い
と
思
う
。

詩
「
あ
さ
」

第
三
小
学
校　

３
年　

佐
藤�

代
伍

金
曜
日
に

地
し
ん
が
来
た
と
き

み
ん
な　

な
い
て
い
た

世
界
で
三
番
目
に

　
　
　
　
　
　

強
い
じ
し
ん
だ
っ
た

近
く
ま
で
つ
な
み
が
来
た

で
も　

あ
ん
な
に
海
が
遠
い
の
に

つ
な
み
が
来
て　

び
っ
く
り
し
た

と
な
り
の
家
の

ピ
ン
ク
の
バ
ラ
が
顔
を
出
し
て
い
た

ち
ょ
っ
と
し
ぼ
ん
で
い
る

地
し
ん
が
き
て

　
　
　
　

シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
の
か
な
？

（「
こ
と
ば
の
移
動
教
室
」
か
ら
）

３
月
11
日

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

６
年　

佐
藤�

昭
徳

　

３
月
11
日
、
ぼ
く
は
学
校
に
い
た
。

　

次
の
授
業
は
、
体
育
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

ど
う
や
っ
て
戦
う
か
を
考
え
な
が
ら
教
室
で
体

育
着
に
着
が
え
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
地
震
が
起
き
た
。「
ガ
タ
ガ
タ
」、

ぼ
く
は
机
の
下
に
も
ぐ
っ
た
。
す
ぐ
お
さ
ま
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
ガ
タ
ガ
タ

ガ
タ
」、
も
の
す
ご
い
揺
れ
が
来
た
。
テ
レ
ビ
が

た
お
れ
、
本
だ
な
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
蛍
光

灯
も
落
ち
て
き
そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
揺
れ
が

何
分
も
続
く
。
ぼ
く
は
必
死
に
揺
れ
で
持
っ
て

い
か
れ
そ
う
な
机
に
し
が
み
つ
く
。
と
て
も
こ

わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
宮

城
県
沖
地
震
」
な
の
か
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
５
月
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん

で
い
る
雄
勝
町
に
行
っ
た
。
雄
勝
町
は
津
波
の

被
害
を
受
け
、
町
が
全
め
つ
状
態
に
近
か
っ
た

け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
高
台
に
あ
り
、

家
も
家
族
も
み
ん
な
無
事
だ
っ
た
。
お
父
さ
ん

が
避
難
所
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
迎
え

に
行
っ
た
と
き
は
、
町
の
中
心
部
は
何
も
な
く

な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
　
（
そ
ん
な
ば
か
な
。）

　

そ
う
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
が
行
っ

た
時
も
お
父
さ
ん
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た
。
い

つ
も
通
っ
て
い
た
魚
屋
さ
ん
、
コ
ン
ビ
ニ
、
家
、

全
部
な
く
な
っ
て
い
た
。

も
う
信
じ
ら
れ
な
い
景
色
だ
っ
た
。
悲
し
く
て

し
か
た
な
か
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
地
震
は
大
切
な
も
の
を
一
瞬
で
こ

わ
し
て
し
ま
う
、
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
と
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
当
た

り
前
に
思
っ
て
い
た
生
活
が
、
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
だ
と
思
っ
た
し
、
こ
う
い
っ
た
災
害
に
は

何
が
必
要
な
の
か
を
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
節
水
、
節
電
、
備
え
を
心
が
け
た
い
。

　

ぼ
く
は
、
本
当
に
幸
せ
者
だ
と
思
っ
た
。
大

切
な
家
、
大
切
な
人
を
失
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
に
、
す
べ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

感
謝
し
、
被
災
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。
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大
し
ん
さ
い
を
経
験
し
て

浦
戸
第
二
小
学
校　

４
年　

本
郷�

笙
吾

　

３
月
11
日
の
地
震
の
後
、
み
ん
な
で
交
か
ん

日
記
を
書
き
ま
し
た
。
先
生
が
み
ん
な
の
家
を

回
っ
て
と
ど
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
み
ん

な
の
作
文
を
読
ん
で
、
み
ん
な
が
無
事
な
こ
と

が
分
か
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
大
変
で
心
配
に
な

り
ま
し
た
。
学
校
に
行
っ
た
り
、
友
達
に
会
っ

た
り
し
た
い
と
思
っ
た
け
ど
、
自
分
の
家
の
こ

と
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
ん
な
が
こ
と
で
き

る
よ
う
な
じ
ょ
う
た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
作
文
は
そ
の
時
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
と
い
う
気
も
ち
で
書
き
ま
し
た
。

　

大
地
震
が
起
き
て
か
ら
も
う
１
８
日
も
た

ち
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
は
、
電
気
や
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
正
常
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
友
達
の
家
や
、
い
と
こ
の
家
は
ま
だ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
正
常
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
ぼ
く
の
家
に
と
ま
り
に
来
た
り
、
お
風

呂
に
入
り
に
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な

人
た
ち
が
ま
だ
、
す
ご
く
大
変
だ
と
い
う
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
あ
る
浦
戸
の
島
の
人
た
ち
は
、
も
っ

と
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
津

波
で
家
も
仕
事
も
う
し
な
っ
た
り
、
余
震
で

毎
日
こ
わ
い
思
い
を
し
て
い
る
島
の
方
々
の

こ
と
を
思
う
と
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
ぼ

く
は
み
な
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
の
で
す
が
、

何
を
し
て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
和
人
君
、

今
何
が
ほ
し
い
で
す
か
？　

こ
こ
さ
ん
、
ち
ゃ

ん
と
ね
む
れ
て
い
ま
す
か
？　

あ
や
な
さ
ん
、

も
も
か
さ
ん
、
ご
は
ん
食
べ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

島
の
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
元
気
で
す
か
？ 

み
ん
な
の
こ
と
が
心
配
で
す
。
ぼ
く
に
で
き

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
何
で
も
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

み
ん
な
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
近
く
た
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
は
ほ
と
ん
ど
正
常
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
は
い
つ
も
と
同
じ
生
活
に
も
ど
り
ま
し
た
。

で
も
、
島
の
方
々
は
変
わ
り
は
て
た
島
の
か
ん

き
ょ
う
の
中
で
、
悲
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
島
の
人
は
、
ぼ
く
た
ち
が
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ

ま
す
。
き
っ
と
、
ぼ
く
た
ち
の
元
気
な
す
が
た

を
見
る
と
気
も
ち
が
明
る
く
な
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
の
い
い

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
勉
強
を
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

詩
「
た
く
さ
ん
の
手
」

杉
の
入
小
学
校　

５
年　

貴
田�

琴
音

「
遊
び
に
い
く
よ
」

こ
う
言
っ
て
、
私
の
手
を
引
い
て
、

よ
く
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
じ
さ
ん
。

そ
の
大
き
な
か
た
い
手
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
忘
れ
な
い
。

あ
の
や
さ
し
い
笑
顔
を
、

い
つ
も
、
両
手
を
く
っ
つ
け
て

「
手
と
手
を
合
わ
せ
て
し
あ
わ
せ
」

と
言
っ
て
い
た
、

　
　
　
　
　

あ
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
、

私
は
、
忘
れ
な
い
。

水
が
こ
ん
な
に
大
切
だ
っ
た
な
ん
て
。

水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

こ
ん
な
に
た
い
へ
ん
だ
っ
た
な
ん
て
。

私
は
給
水
所
へ
行
く
た
び
に
、

ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
っ
た
。

「
こ
ん
な
生
活
い
や
だ
」

で
も
、
そ
ん
な
中
、

給
水
所
の
長
野
県
か
ら
来
た
お
兄
さ
ん
は
、

い
つ
も
や
さ
し
く

　
　
　
　
　

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
た
。

お
兄
さ
ん
も
不
安
だ
ろ
う
に
。

お
兄
さ
ん
に
も

　
　
　

自
分
の
家
族
が
い
る
だ
ろ
う
に
。

私
は
い
つ
も
、

　
　
　

そ
の
や
さ
し
い
お
兄
さ
ん
の
手
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
渡
し
、

そ
の
お
兄
さ
ん
の
手
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
取
っ
て
い
た
。

私
は
、

こ
の
お
兄
さ
ん
の
手
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。

地
震
で
校
舎
が
大
き
く
ゆ
れ
た
時
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
手
が
差
し
出
さ
れ
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

こ
の
手
が
、

　

私
を
校
庭
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。

寒
く
て
ふ
る
え
て
い
た
ら
、

こ
の
手
が
上
着
を
貸
し
て
く
れ
た
。

お
母
さ
ん
が
む
か
え
に
来
る
ま
で
、

こ
の
手
は
泣
い
て
い
る
私
の
肩
を

さ
さ
え
て
く
れ
て
い
た
。

私
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
手
を

ぜ
っ
た
い
に
忘
れ
な
い
。

私
は
、
た
く
さ
ん
の
手
に
守
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
手
に
…
。

※ 

河
北
新
報
「
あ
り
が
と
う
の
詩
」
掲
載
作
品

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

玉
川
小
学
校　

６
年　

和
田�

野
葵

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
そ

の
時
私
は
、
学
校
の
体
育
館
に
い
た
。
強
く
て
長

い
揺
れ
で
、
と
て
も
怖
か
っ
た
。
教
室
に
い
た
人

た
ち
が
、
次
々
に
体
育
館
に
避
難
し
て
き
た
。
そ

の
間
、
何
度
も
余
震
が
起
き
た
。
私
は
、
ど
ん
ど

ん
不
安
に
な
っ
た
。
中
に
は
、
泣
い
て
い
る
子
も

い
て
、
み
ん
な
で
な
ぐ
さ
め
合
い
な
が
ら
、
家
族

が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
を
待
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
時
、
私
は

安
心
し
て
涙
が
出
た
。
家
に
帰
る
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
配
し
て
来
て
く

れ
た
。
今
考
え
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
会
社
は
、
仙
台
新
港
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
地
震
直
後
す
ぐ
に
私
の
家
に
来
て
く

れ
た
か
ら
助
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

妹
も
幼
稚
園
か
ら
家
に
帰
っ
て
い
た
の
で
無
事

だ
っ
た
。
た
だ
、
お
父
さ
ん
と
連
絡
が
と
れ
な
く

て
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
何
度
も
電
話
し
た
け

ど
、
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
み
ん
な
で
心
配
し
て

い
る
と
、
夕
方
６
時
位
に
お
父
さ
ん
か
ら
電
話
が

来
て
、
家
族
全
員
で
無
事
を
喜
ん
だ
。

　

地
震
で
停
電
に
な
っ
た
の
で
、
夜
は
真
っ
暗

だ
っ
た
。
家
に
あ
っ
た
ロ
ウ
ソ
ク
で
過
ご
し
た
。

水
も
出
な
く
な
り
、
ト
イ
レ
は
、
お
風
呂
に
た

ま
っ
て
い
た
水
を
く
ん
で
流
し
た
。

　

次
の
日
、
お
店
が
全
部
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
、

食
べ
る
物
に
困
っ
た
。
飲
み
水
も
近
く
の
神
社

に
く
み
に
行
っ
て
大
変
だ
っ
た
。
水
や
電
気
の

あ
り
が
た
み
が
初
め
て
分
か
っ
た
。

　

電
気
は
三
日
で
、
水
は
六
日
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
電
気
が
つ
い
た
時
、
水
が
出
た
時
は
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
寝
な
い
で
働
い
て
く
れ
た

電
気
会
社
や
水
道
局
の
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。

　

電
気
が
つ
い
て
テ
レ
ビ
を
見
た
ら
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
映
像
が
流
れ
て
い
た
。
津
波
で

家
々
が
流
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
命
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
私
は
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
福
島
の
原
子
力
発
電
所
も
爆
発
し

て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
復

興
す
る
の
に
は
、
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
は
、
私
の
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
と
思
う
。
水
や
電
気
を
む
だ
使
い
し

な
い
事
。
家
族
や
友
達
や
自
分
の
命
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て

第
一
中
学
校　

３
年　

佐
澤�

和
幸

　

我
が
家
で
は
、
あ
の
震
災
以
来
ほ
ぼ
ず
っ
と
続

け
て
い
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
巨
大
な
復
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活
躍

に
比
べ
て
し
ま
う
と
さ
さ
や
か
で
す
が
、
そ
れ
は

「
節
水
」
で
す
。

　

食
器
を
洗
う
時
は
水
を
細
く
出
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
す
す
い
だ
後
の
排
水
は
ト
イ
レ
に
流
す
た

め
に
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
を
出
来
る
だ

け
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
油
な
ど
の
付
い
た
皿

は
洗
う
前
に
ぼ
ろ
布
で
拭
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
た
だ
節
水
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
ゴ
ミ
の
再
利
用
が
で
き
る
、
洗
剤
の
使
用

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
等
、
環
境
へ
の
影
響

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
達
に
と
っ
て
も

良
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
も
家
族
も
始
め
か
ら
積
極
的
に
取

り
組
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

取
組
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
震
災
に
よ
る
断
水

で
し
た
。
そ
の
時
は
断
水
が
復
旧
し
た
ら
震
災
前

の
よ
う
な
生
活
に
戻
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

不
便
な
生
活
に
耐
え
て
い
る
う
ち
に
水
道
が
復
旧

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
っ
と
安
堵
し
た
の
も
束

の
間
、
ま
た
節
水
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
母
が
汚
水
処
理
場
の
復
旧
が
２
年
は
か

か
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
た
め
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
少
し
で
も
復
旧
に
貢
献
で
き
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
再
び
節
水
を
始
め
た
も
の
の
、
一

度
震
災
前
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
生
活
習
慣
を
再
び

節
水
に
向
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
つ
い

水
を
使
い
す
ぎ
て
母
か
ら
度
々
注
意
を
受
け
ま
し

た
。
内
心
、
自
分
達
が
節
水
を
す
る
こ
と
は
、
復

興
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
節
水
が
身
に
付
い
て
い
る
自

分
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
面
倒
に
思
っ
て
い
た
節

水
が
自
然
と
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
汚
水
処
理
場
が
ほ
ぼ
復
旧
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
台
所
排
水
を
ト
イ
レ
に
流
す
為
に
使
う
こ

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
節
水
の
習
慣
は
身
に
付

い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一
員
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
我
が
家
を
例
に
と
っ
て
も
、
各
個
人
や
家

庭
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
は
微
々
た
る
も
の
で
す

が
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
十
代
の
時

に
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
重
要
さ
を
身
を
も
っ
て

実
感
す
る
こ
と
は
、
自
分
達
が
未
来
を
担
う
存
在

と
な
っ
た
時
に
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
日
本

を
変
え
て
い
く
原
動
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
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大
し
ん
さ
い
を
経
験
し
て

浦
戸
第
二
小
学
校　

４
年　

本
郷�

笙
吾

　

３
月
11
日
の
地
震
の
後
、
み
ん
な
で
交
か
ん

日
記
を
書
き
ま
し
た
。
先
生
が
み
ん
な
の
家
を

回
っ
て
と
ど
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
み
ん

な
の
作
文
を
読
ん
で
、
み
ん
な
が
無
事
な
こ
と

が
分
か
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
大
変
で
心
配
に
な

り
ま
し
た
。
学
校
に
行
っ
た
り
、
友
達
に
会
っ

た
り
し
た
い
と
思
っ
た
け
ど
、
自
分
の
家
の
こ

と
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
ん
な
が
こ
と
で
き

る
よ
う
な
じ
ょ
う
た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
作
文
は
そ
の
時
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
と
い
う
気
も
ち
で
書
き
ま
し
た
。

　

大
地
震
が
起
き
て
か
ら
も
う
１
８
日
も
た

ち
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
は
、
電
気
や
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
正
常
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
友
達
の
家
や
、
い
と
こ
の
家
は
ま
だ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
正
常
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
ぼ
く
の
家
に
と
ま
り
に
来
た
り
、
お
風

呂
に
入
り
に
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な

人
た
ち
が
ま
だ
、
す
ご
く
大
変
だ
と
い
う
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
あ
る
浦
戸
の
島
の
人
た
ち
は
、
も
っ

と
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
津

波
で
家
も
仕
事
も
う
し
な
っ
た
り
、
余
震
で

毎
日
こ
わ
い
思
い
を
し
て
い
る
島
の
方
々
の

こ
と
を
思
う
と
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
ぼ

く
は
み
な
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
の
で
す
が
、

何
を
し
て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
和
人
君
、

今
何
が
ほ
し
い
で
す
か
？　

こ
こ
さ
ん
、
ち
ゃ

ん
と
ね
む
れ
て
い
ま
す
か
？　

あ
や
な
さ
ん
、

も
も
か
さ
ん
、
ご
は
ん
食
べ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

島
の
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
元
気
で
す
か
？ 

み
ん
な
の
こ
と
が
心
配
で
す
。
ぼ
く
に
で
き

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
何
で
も
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

み
ん
な
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
近
く
た
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
は
ほ
と
ん
ど
正
常
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
は
い
つ
も
と
同
じ
生
活
に
も
ど
り
ま
し
た
。

で
も
、
島
の
方
々
は
変
わ
り
は
て
た
島
の
か
ん

き
ょ
う
の
中
で
、
悲
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
島
の
人
は
、
ぼ
く
た
ち
が
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ

ま
す
。
き
っ
と
、
ぼ
く
た
ち
の
元
気
な
す
が
た

を
見
る
と
気
も
ち
が
明
る
く
な
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
の
い
い

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
勉
強
を
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

詩
「
た
く
さ
ん
の
手
」

杉
の
入
小
学
校　

５
年　

貴
田�

琴
音

「
遊
び
に
い
く
よ
」

こ
う
言
っ
て
、
私
の
手
を
引
い
て
、

よ
く
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
じ
さ
ん
。

そ
の
大
き
な
か
た
い
手
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
忘
れ
な
い
。

あ
の
や
さ
し
い
笑
顔
を
、

い
つ
も
、
両
手
を
く
っ
つ
け
て

「
手
と
手
を
合
わ
せ
て
し
あ
わ
せ
」

と
言
っ
て
い
た
、

　
　
　
　
　

あ
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
、

私
は
、
忘
れ
な
い
。

水
が
こ
ん
な
に
大
切
だ
っ
た
な
ん
て
。

水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

こ
ん
な
に
た
い
へ
ん
だ
っ
た
な
ん
て
。

私
は
給
水
所
へ
行
く
た
び
に
、

ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
っ
た
。

「
こ
ん
な
生
活
い
や
だ
」

で
も
、
そ
ん
な
中
、

給
水
所
の
長
野
県
か
ら
来
た
お
兄
さ
ん
は
、

い
つ
も
や
さ
し
く

　
　
　
　
　

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
た
。

お
兄
さ
ん
も
不
安
だ
ろ
う
に
。

お
兄
さ
ん
に
も

　
　
　

自
分
の
家
族
が
い
る
だ
ろ
う
に
。

私
は
い
つ
も
、

　
　
　

そ
の
や
さ
し
い
お
兄
さ
ん
の
手
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
渡
し
、

そ
の
お
兄
さ
ん
の
手
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
取
っ
て
い
た
。

私
は
、

こ
の
お
兄
さ
ん
の
手
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。

地
震
で
校
舎
が
大
き
く
ゆ
れ
た
時
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
手
が
差
し
出
さ
れ
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

こ
の
手
が
、

　

私
を
校
庭
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。

寒
く
て
ふ
る
え
て
い
た
ら
、

こ
の
手
が
上
着
を
貸
し
て
く
れ
た
。

お
母
さ
ん
が
む
か
え
に
来
る
ま
で
、

こ
の
手
は
泣
い
て
い
る
私
の
肩
を

さ
さ
え
て
く
れ
て
い
た
。

私
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
手
を

ぜ
っ
た
い
に
忘
れ
な
い
。

私
は
、
た
く
さ
ん
の
手
に
守
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
手
に
…
。

※ 

河
北
新
報
「
あ
り
が
と
う
の
詩
」
掲
載
作
品

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

玉
川
小
学
校　

６
年　

和
田�

野
葵

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
そ

の
時
私
は
、
学
校
の
体
育
館
に
い
た
。
強
く
て
長

い
揺
れ
で
、
と
て
も
怖
か
っ
た
。
教
室
に
い
た
人

た
ち
が
、
次
々
に
体
育
館
に
避
難
し
て
き
た
。
そ

の
間
、
何
度
も
余
震
が
起
き
た
。
私
は
、
ど
ん
ど

ん
不
安
に
な
っ
た
。
中
に
は
、
泣
い
て
い
る
子
も

い
て
、
み
ん
な
で
な
ぐ
さ
め
合
い
な
が
ら
、
家
族

が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
を
待
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
時
、
私
は

安
心
し
て
涙
が
出
た
。
家
に
帰
る
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
配
し
て
来
て
く

れ
た
。
今
考
え
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
会
社
は
、
仙
台
新
港
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
地
震
直
後
す
ぐ
に
私
の
家
に
来
て
く

れ
た
か
ら
助
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

妹
も
幼
稚
園
か
ら
家
に
帰
っ
て
い
た
の
で
無
事

だ
っ
た
。
た
だ
、
お
父
さ
ん
と
連
絡
が
と
れ
な
く

て
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
何
度
も
電
話
し
た
け

ど
、
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
み
ん
な
で
心
配
し
て

い
る
と
、
夕
方
６
時
位
に
お
父
さ
ん
か
ら
電
話
が

来
て
、
家
族
全
員
で
無
事
を
喜
ん
だ
。

　

地
震
で
停
電
に
な
っ
た
の
で
、
夜
は
真
っ
暗

だ
っ
た
。
家
に
あ
っ
た
ロ
ウ
ソ
ク
で
過
ご
し
た
。

水
も
出
な
く
な
り
、
ト
イ
レ
は
、
お
風
呂
に
た

ま
っ
て
い
た
水
を
く
ん
で
流
し
た
。

　

次
の
日
、
お
店
が
全
部
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
、

食
べ
る
物
に
困
っ
た
。
飲
み
水
も
近
く
の
神
社

に
く
み
に
行
っ
て
大
変
だ
っ
た
。
水
や
電
気
の

あ
り
が
た
み
が
初
め
て
分
か
っ
た
。

　

電
気
は
三
日
で
、
水
は
六
日
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
電
気
が
つ
い
た
時
、
水
が
出
た
時
は
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
寝
な
い
で
働
い
て
く
れ
た

電
気
会
社
や
水
道
局
の
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。

　

電
気
が
つ
い
て
テ
レ
ビ
を
見
た
ら
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
映
像
が
流
れ
て
い
た
。
津
波
で

家
々
が
流
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
命
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
私
は
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
福
島
の
原
子
力
発
電
所
も
爆
発
し

て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
復

興
す
る
の
に
は
、
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
は
、
私
の
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
と
思
う
。
水
や
電
気
を
む
だ
使
い
し

な
い
事
。
家
族
や
友
達
や
自
分
の
命
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て

第
一
中
学
校　

３
年　

佐
澤�

和
幸

　

我
が
家
で
は
、
あ
の
震
災
以
来
ほ
ぼ
ず
っ
と
続

け
て
い
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
巨
大
な
復
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活
躍

に
比
べ
て
し
ま
う
と
さ
さ
や
か
で
す
が
、
そ
れ
は

「
節
水
」
で
す
。

　

食
器
を
洗
う
時
は
水
を
細
く
出
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
す
す
い
だ
後
の
排
水
は
ト
イ
レ
に
流
す
た

め
に
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
を
出
来
る
だ

け
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
油
な
ど
の
付
い
た
皿

は
洗
う
前
に
ぼ
ろ
布
で
拭
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
た
だ
節
水
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
ゴ
ミ
の
再
利
用
が
で
き
る
、
洗
剤
の
使
用

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
等
、
環
境
へ
の
影
響

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
達
に
と
っ
て
も

良
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
も
家
族
も
始
め
か
ら
積
極
的
に
取

り
組
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

取
組
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
震
災
に
よ
る
断
水

で
し
た
。
そ
の
時
は
断
水
が
復
旧
し
た
ら
震
災
前

の
よ
う
な
生
活
に
戻
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

不
便
な
生
活
に
耐
え
て
い
る
う
ち
に
水
道
が
復
旧

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
っ
と
安
堵
し
た
の
も
束

の
間
、
ま
た
節
水
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
母
が
汚
水
処
理
場
の
復
旧
が
２
年
は
か

か
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
た
め
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
少
し
で
も
復
旧
に
貢
献
で
き
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
再
び
節
水
を
始
め
た
も
の
の
、
一

度
震
災
前
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
生
活
習
慣
を
再
び

節
水
に
向
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
つ
い

水
を
使
い
す
ぎ
て
母
か
ら
度
々
注
意
を
受
け
ま
し

た
。
内
心
、
自
分
達
が
節
水
を
す
る
こ
と
は
、
復

興
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
節
水
が
身
に
付
い
て
い
る
自

分
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
面
倒
に
思
っ
て
い
た
節

水
が
自
然
と
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
汚
水
処
理
場
が
ほ
ぼ
復
旧
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
台
所
排
水
を
ト
イ
レ
に
流
す
為
に
使
う
こ

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
節
水
の
習
慣
は
身
に
付

い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一
員
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
我
が
家
を
例
に
と
っ
て
も
、
各
個
人
や
家

庭
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
は
微
々
た
る
も
の
で
す

が
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
十
代
の
時

に
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
重
要
さ
を
身
を
も
っ
て

実
感
す
る
こ
と
は
、
自
分
達
が
未
来
を
担
う
存
在

と
な
っ
た
時
に
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
日
本

を
変
え
て
い
く
原
動
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
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未
来
へ
伝
え
る
こ
と

第
二
中
学
校　

２
年　

石
戸�

み
さ
と

　

東
日
本
大
震
災
。
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
あ
の
恐
怖
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

発
生
の
時
、
私
は
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
て
小
学
校

を
休
み
、
母
と
姉
と
共
に
自
宅
に
い
ま
し
た
。
揺

れ
は
少
し
ず
つ
激
し
さ
を
増
し
て
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
揺

れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
三
人

で
高
台
に
あ
る
祖
父
の
家
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
ラ
ジ
オ
で
津
波
の
被
害
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
石
巻
に
い
る
二
人
の
い
と
こ
が
心
配

に
な
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
約
１
週
間
た
っ
て
、

や
っ
と
い
と
こ
達
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
無
事
な
姿
を
見
て
、
私
は
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

い
と
こ
は
津
波
の
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
弟
は

小
学
校
に
、
兄
と
母
親
は
自
宅
に
い
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
津
波
は
予
想
を
超
え
て
、
３
階
、
４

階
へ
と
か
け
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
母
親
が
迎

え
に
来
る
ま
で
と
て
も
不
安
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
自
宅
で
は
２
階
の
天
井
近
く
ま
で
津
波
が
上

が
っ
て
き
て
、
私
が
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
行
っ
て

い
た
家
が
思
い
出
と
共
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

あ
れ
か
ら
も
う
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
塩
竈

で
は
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た
道
路
も
整
備
さ
れ
、
駅

前
の
が
れ
き
も
片
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
大
地

震
は
夢
だ
っ
た
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
石
巻
、
気
仙
沼
、
そ
し
て
原
発
事
故
が

起
き
た
福
島
県
沿
岸
部
で
は
ま
だ
ま
だ
復
興
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
地
震
は
物
だ
け
で
は
な
く
、
大

切
な
命
も
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
津
波
に
流
さ
れ

た
ま
ま
、
帰
っ
て
こ
な
い
家
族
を
待
つ
人
、
友
達

が
遠
く
に
避
難
し
て
し
ま
い
淋
し
い
思
い
を
す
る

人
な
ど
、
心
に
傷
を
負
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
震
災
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

悲
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
災
地
に
は
、
全
国
、
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の

支
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。

　

中
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
と
て
も
温
か
く

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
と
の
つ
な

が
り
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
前
の
よ
う
に
、
前
以
上
に
と

街
は
復
興
し
て
い
く
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
命
の
大
切
さ
、
普
通
の
生
活
が
で
き
て

い
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
震
災
の
経
験
を
一
人
一
人
が
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
将
来
ま
た
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た

時
に
生
か
せ
る
よ
う
、
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
今
、
復
興
の

程
度
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
で
き
て
い
ま

す
。
塩
竈
は
も
う
支
援
を
受
け
る
側
だ
け
で
は
な

く
、
支
援
す
る
側
に
も
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
中
学
生
の
私
に
は
何
も
で
き
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
完
全
な
復
興
ま
で
に
は
10
年
、
20
年
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
か
か
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
時
は
私
達
が
東
北
を
支
え
る
力
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
思
う
存
分
に
力
を

発
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

誰
か
の
た
め
に

第
三
中
学
校　

１
年　

飯
渕�

惠
太

　

私
は
中
学
校
に
入
学
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
に
入
り
ま
し
た
。
初
心
者
の
私
に
と
っ
て
練

習
の
全
て
が
初
め
て
の
体
験
で
、
疲
れ
ま
す
が
と

て
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
12
日
。
三
中
に
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
が

来
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
は
、
背

が
高
く
て
手
足
が
長
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
練
習
が
始
ま
る
と
楽
し
い
雰
囲
気
と
な
り
、

す
ご
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
と
一
緒
に
練
習
が
で
き
る
と

い
う
、
最
高
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援
を
目
的
に
作
ら
れ

た
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

取
組
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
東
日
本
大
震
災
は
、
す
ご
い
揺
れ
で
大

き
な
津
波
が
襲
っ
て
来
て
、
家
の
周
り
が
変
わ
り

果
て
て
し
ま
う
と
い
う
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
悲
し
い
体
験
で
し
た
。
誰
か
が
悲
し
い
思
い
を

し
て
い
る
時
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
で
励
ま
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
と

て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災

で
は
、
私
以
上
に
辛
く
悲
し
い
思
い
を
し
て
、
今

も
苦
し
ん
で
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
日
本
中
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
か
ら
多
く

の
励
ま
し
が
届
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
震
災
当
時
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
た
ち
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
人
を
励

ま
し
た
り
、
手
を
差
し
伸
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
学
校
の
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
は
と
て
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
が
な
け
れ
ば
こ
ん
な

に
世
界
中
が
日
本
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
震
災
か
ら
１

年
以
上
経
過
し
、
震
災
が
昔
の
こ
と
の
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
け
ど
、

震
災
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
け
な
い
し
、
震
災
で

経
験
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
震
災
が
あ
っ

た
か
ら
今
の
自
分
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
い
き
た
い
で
す
。

風
化
さ
せ
な
い
こ
と
と
は
？

玉
川
中
学
校　

２
年　
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私
は
、
東
日
本
大
震
災
後
４
日
目
く
ら
い
か
ら

父
の
手
伝
い
で
支
援
を
始
め
ま
し
た
。
私
が
最
初

に
行
っ
た
場
所
は
陸
前
高
田
市
で
す
。

　

陸
前
高
田
市
に
は
、
全
国
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ

た
学
用
品
を
子
供
た
ち
に
配
付
し
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
同
じ
年
の
子
と
友
達
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
陸
前
高
田
市
の
友
達
に
も

学
用
品
を
配
付
す
る
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
私
は
、
そ
こ
で
い
っ
し
ょ
に
作
業
を
し
て

い
る
と
き
に
聞
い
た
、
そ
の
子
の
友
達
の
話
が
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
子
の
友
達
は
地
震
の
後
、
幼
な
じ
み
の
子

の
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
家
に
帰
り
始

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
帰
っ
て
い
る
途
中
に
津
波

で
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

も
う
二
度
と
会
う
こ
と
も
、
お
話
す
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
今
は
と
て
も
寂
し
く
、

と
て
も
辛
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
友
達
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
辛

く
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
最
近
、「
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
で
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
単
に
地
震
や
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
だ

け
を
語
り
継
ぐ
こ
と
だ
け
が
「
風
化
さ
せ
な
い
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
あ
の
地
震
や
津
波
で
ど
れ
だ
け
の
人

が
犠
牲
に
な
り
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
っ
て

被
災
地
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、「
風

化
さ
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
陸
前
高
田
市
の
友
達
の
よ

う
に
、
現
在
で
も
辛
く
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち

が
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
や
、
新
潟
中
越
沖
地
震
で
の
反
省
が
生
か
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
過
去
の

大
き
な
災
害
の
出
来
事
が
十
分
に
伝
わ
ら
ず
、
広

く
様
々
な
人
た
ち
の
記
憶
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
記
憶
の
中
で
各
地

の
大
き
な
災
害
が
だ
ん
だ
ん
と
風
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
被
災
し
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
や
、
震

災
で
亡
く
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
命
、
残
さ
れ
た
人

た
ち
の
苦
し
み
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
の
気
持
ち
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あ
の
日
、
私
は
家
に
い
ま
し
た
。
あ
の
時
、
み

ん
な
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
の
は
「
東
日
本
大
震

災
」
で
す
。

　

私
た
ち
家
族
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
、
あ
の
大

地
震
、
大
津
波
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
そ
し
て
、
私
た
ち
人

間
の
記
憶
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
一
瞬
の
出
来
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

忘
れ
た
人
、
忘
れ
た
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
忘
れ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
家
族
の
「
絆
」
を
深
め
て
く
れ
た
時
で

も
あ
り
ま
す
が
、
祖
父
と
の
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
家
を
失
う

と
い
う
悲
し
い
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

祖
父
は
そ
ん
な
状
況
で
も
何
一
つ
文
句
は
言
っ
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
に
と
っ
て
も
、
自
分
が

子
供
の
頃
か
ら
育
ち
住
み
慣
れ
た
実
家
を
失
い

ま
し
た
。
島
が
大
津
波
の
せ
い
で
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
泣
き
崩
れ
て
い
ま
し

た
。
泣
き
崩
れ
た
母
を
、
当
時
小
学
５
年
生
だ
っ

た
私
は
慰
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、
私
は
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
片
付
い
て

き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
津
波
の
爪
痕
が

な
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
震
災

前
の
姿
よ
り
も
、
今
の
姿
の
ほ
う
が
私
は
す
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
家
や
人
々
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
道
へ
進
み
出
し
て

い
る
と
い
う
成
果
が
見
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
か
ら
で
す
。
新
し
い
建
物
も
も
う
少
し
で
完
成

す
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
二
回
目
の
夏
を
む
か
え

ま
し
た
。
あ
の
日
は
、
ま
だ
冬
で
雪
も
降
り
寒
い

日
で
し
た
。

　

あ
の
と
き
私
一
人
で
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た

か
と
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
悲
し
く
さ
び

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
、
１
年
半
経
っ
た
今
で

も
。
あ
の
日
、
あ
の
一
瞬
の
時
が
来
な
け
れ
ば
…
。

あ
の
日
、
あ
の
一
瞬
が
き
さ
え
し
な
け
れ
ば
こ
ん

な
に
悲
し
ま
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
に
…
。
そ
う

思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
反
対
に
、
あ
の

一
瞬
が
あ
っ
た
か
ら
、
友
達
も
増
え
、
い
ろ
い
ろ

な
支
援
を
し
て
も
ら
え
た
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

今
も
、
支
援
し
続
け
て
く
れ
た
方
々
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浦戸中学校屋上より
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未
来
へ
伝
え
る
こ
と
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二
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東
日
本
大
震
災
。
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
あ
の
恐
怖
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

発
生
の
時
、
私
は
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
て
小
学
校

を
休
み
、
母
と
姉
と
共
に
自
宅
に
い
ま
し
た
。
揺

れ
は
少
し
ず
つ
激
し
さ
を
増
し
て
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
揺

れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
三
人

で
高
台
に
あ
る
祖
父
の
家
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
ラ
ジ
オ
で
津
波
の
被
害
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
石
巻
に
い
る
二
人
の
い
と
こ
が
心
配

に
な
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
約
１
週
間
た
っ
て
、

や
っ
と
い
と
こ
達
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
無
事
な
姿
を
見
て
、
私
は
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

い
と
こ
は
津
波
の
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
弟
は

小
学
校
に
、
兄
と
母
親
は
自
宅
に
い
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
津
波
は
予
想
を
超
え
て
、
３
階
、
４

階
へ
と
か
け
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
母
親
が
迎

え
に
来
る
ま
で
と
て
も
不
安
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
自
宅
で
は
２
階
の
天
井
近
く
ま
で
津
波
が
上

が
っ
て
き
て
、
私
が
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
行
っ
て

い
た
家
が
思
い
出
と
共
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

あ
れ
か
ら
も
う
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
塩
竈

で
は
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た
道
路
も
整
備
さ
れ
、
駅

前
の
が
れ
き
も
片
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
大
地

震
は
夢
だ
っ
た
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
石
巻
、
気
仙
沼
、
そ
し
て
原
発
事
故
が

起
き
た
福
島
県
沿
岸
部
で
は
ま
だ
ま
だ
復
興
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
地
震
は
物
だ
け
で
は
な
く
、
大

切
な
命
も
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
津
波
に
流
さ
れ

た
ま
ま
、
帰
っ
て
こ
な
い
家
族
を
待
つ
人
、
友
達

が
遠
く
に
避
難
し
て
し
ま
い
淋
し
い
思
い
を
す
る

人
な
ど
、
心
に
傷
を
負
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
震
災
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

悲
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
災
地
に
は
、
全
国
、
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の

支
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。

　

中
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
と
て
も
温
か
く

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
と
の
つ
な

が
り
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
前
の
よ
う
に
、
前
以
上
に
と

街
は
復
興
し
て
い
く
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
命
の
大
切
さ
、
普
通
の
生
活
が
で
き
て

い
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
震
災
の
経
験
を
一
人
一
人
が
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
将
来
ま
た
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た

時
に
生
か
せ
る
よ
う
、
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
今
、
復
興
の

程
度
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
で
き
て
い
ま

す
。
塩
竈
は
も
う
支
援
を
受
け
る
側
だ
け
で
は
な

く
、
支
援
す
る
側
に
も
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
中
学
生
の
私
に
は
何
も
で
き
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
完
全
な
復
興
ま
で
に
は
10
年
、
20
年
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
か
か
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
時
は
私
達
が
東
北
を
支
え
る
力
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
思
う
存
分
に
力
を

発
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

誰
か
の
た
め
に

第
三
中
学
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私
は
中
学
校
に
入
学
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
に
入
り
ま
し
た
。
初
心
者
の
私
に
と
っ
て
練

習
の
全
て
が
初
め
て
の
体
験
で
、
疲
れ
ま
す
が
と

て
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
12
日
。
三
中
に
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
が

来
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
は
、
背

が
高
く
て
手
足
が
長
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
練
習
が
始
ま
る
と
楽
し
い
雰
囲
気
と
な
り
、

す
ご
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
と
一
緒
に
練
習
が
で
き
る
と

い
う
、
最
高
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援
を
目
的
に
作
ら
れ

た
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

取
組
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
東
日
本
大
震
災
は
、
す
ご
い
揺
れ
で
大

き
な
津
波
が
襲
っ
て
来
て
、
家
の
周
り
が
変
わ
り

果
て
て
し
ま
う
と
い
う
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
悲
し
い
体
験
で
し
た
。
誰
か
が
悲
し
い
思
い
を

し
て
い
る
時
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
で
励
ま
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
と

て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災

で
は
、
私
以
上
に
辛
く
悲
し
い
思
い
を
し
て
、
今

も
苦
し
ん
で
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
日
本
中
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
か
ら
多
く

の
励
ま
し
が
届
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
震
災
当
時
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
た
ち
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
人
を
励

ま
し
た
り
、
手
を
差
し
伸
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
学
校
の
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
は
と
て
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
が
な
け
れ
ば
こ
ん
な

に
世
界
中
が
日
本
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
震
災
か
ら
１

年
以
上
経
過
し
、
震
災
が
昔
の
こ
と
の
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
け
ど
、

震
災
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
け
な
い
し
、
震
災
で

経
験
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
震
災
が
あ
っ

た
か
ら
今
の
自
分
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
い
き
た
い
で
す
。

風
化
さ
せ
な
い
こ
と
と
は
？
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私
は
、
東
日
本
大
震
災
後
４
日
目
く
ら
い
か
ら

父
の
手
伝
い
で
支
援
を
始
め
ま
し
た
。
私
が
最
初

に
行
っ
た
場
所
は
陸
前
高
田
市
で
す
。

　

陸
前
高
田
市
に
は
、
全
国
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ

た
学
用
品
を
子
供
た
ち
に
配
付
し
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
同
じ
年
の
子
と
友
達
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
陸
前
高
田
市
の
友
達
に
も

学
用
品
を
配
付
す
る
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
私
は
、
そ
こ
で
い
っ
し
ょ
に
作
業
を
し
て

い
る
と
き
に
聞
い
た
、
そ
の
子
の
友
達
の
話
が
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
子
の
友
達
は
地
震
の
後
、
幼
な
じ
み
の
子

の
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
家
に
帰
り
始

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
帰
っ
て
い
る
途
中
に
津
波

で
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

も
う
二
度
と
会
う
こ
と
も
、
お
話
す
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
今
は
と
て
も
寂
し
く
、

と
て
も
辛
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
友
達
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
辛

く
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
最
近
、「
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
で
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
単
に
地
震
や
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
だ

け
を
語
り
継
ぐ
こ
と
だ
け
が
「
風
化
さ
せ
な
い
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
あ
の
地
震
や
津
波
で
ど
れ
だ
け
の
人

が
犠
牲
に
な
り
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
っ
て

被
災
地
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、「
風

化
さ
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
陸
前
高
田
市
の
友
達
の
よ

う
に
、
現
在
で
も
辛
く
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち

が
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
や
、
新
潟
中
越
沖
地
震
で
の
反
省
が
生
か
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
過
去
の

大
き
な
災
害
の
出
来
事
が
十
分
に
伝
わ
ら
ず
、
広

く
様
々
な
人
た
ち
の
記
憶
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
記
憶
の
中
で
各
地

の
大
き
な
災
害
が
だ
ん
だ
ん
と
風
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
被
災
し
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
や
、
震

災
で
亡
く
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
命
、
残
さ
れ
た
人

た
ち
の
苦
し
み
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
の
気
持
ち
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あ
の
日
、
私
は
家
に
い
ま
し
た
。
あ
の
時
、
み

ん
な
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
の
は
「
東
日
本
大
震

災
」
で
す
。

　

私
た
ち
家
族
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
、
あ
の
大

地
震
、
大
津
波
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
そ
し
て
、
私
た
ち
人

間
の
記
憶
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
一
瞬
の
出
来
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

忘
れ
た
人
、
忘
れ
た
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
忘
れ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
家
族
の
「
絆
」
を
深
め
て
く
れ
た
時
で

も
あ
り
ま
す
が
、
祖
父
と
の
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
家
を
失
う

と
い
う
悲
し
い
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

祖
父
は
そ
ん
な
状
況
で
も
何
一
つ
文
句
は
言
っ
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
に
と
っ
て
も
、
自
分
が

子
供
の
頃
か
ら
育
ち
住
み
慣
れ
た
実
家
を
失
い

ま
し
た
。
島
が
大
津
波
の
せ
い
で
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
泣
き
崩
れ
て
い
ま
し

た
。
泣
き
崩
れ
た
母
を
、
当
時
小
学
５
年
生
だ
っ

た
私
は
慰
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、
私
は
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
片
付
い
て

き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
津
波
の
爪
痕
が

な
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
震
災

前
の
姿
よ
り
も
、
今
の
姿
の
ほ
う
が
私
は
す
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
家
や
人
々
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
道
へ
進
み
出
し
て

い
る
と
い
う
成
果
が
見
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
か
ら
で
す
。
新
し
い
建
物
も
も
う
少
し
で
完
成

す
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
二
回
目
の
夏
を
む
か
え

ま
し
た
。
あ
の
日
は
、
ま
だ
冬
で
雪
も
降
り
寒
い

日
で
し
た
。

　

あ
の
と
き
私
一
人
で
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た

か
と
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
悲
し
く
さ
び

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
、
１
年
半
経
っ
た
今
で

も
。
あ
の
日
、
あ
の
一
瞬
の
時
が
来
な
け
れ
ば
…
。

あ
の
日
、
あ
の
一
瞬
が
き
さ
え
し
な
け
れ
ば
こ
ん

な
に
悲
し
ま
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
に
…
。
そ
う

思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
反
対
に
、
あ
の

一
瞬
が
あ
っ
た
か
ら
、
友
達
も
増
え
、
い
ろ
い
ろ

な
支
援
を
し
て
も
ら
え
た
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

今
も
、
支
援
し
続
け
て
く
れ
た
方
々
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浦戸中学校屋上より

154155



　

平
成
24
年
10
月
20
日
、
J
R
本
塩
釜
駅
の
ア

ク
ア
ゲ
ー
ト
口
で
〈
震
災
の
記
録
碑
〉
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
し
た
の
は
地
元
の

青
年
経
済
人
を
会
員
と
す
る
塩
釜
商
工
会
議
所

青
年
部
。
石
碑
は
同
部
の
設
立
30
周
年
記
念
事

業
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

記
念
事
業
推
進
本
部
で
本
部
長
を
務
め
た
千

葉
誠
さ
ん
は
、
事
業
の
開
始
当
初
を
次
の
よ
う

に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
準
備
は
震
災
の
年
の
夏
か
ら
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
炊
き
出
し
支
援
や
救
援
物
資
の
配
布
活

動
が
あ
り
、
ま
た
、
被
災
し
た
メ
ン
バ
ー
に
連

絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
事
業
の
再
開
で
忙
し

か
っ
た
り
。
そ
こ
へ
『
塩
竈
み
な
と
祭
』
の
準

備
な
ど
も
重
な
り
、
記
念
事
業
推
進
本
部
の
会

議
も
な
か
な
か
開
け
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

自
ら
も
仲
間
も
、
そ
し
て
地
域
の
人
々
も
、

誰
も
が
震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た

夏
で
し
た
。

　

記
念
事
業
の
具
体
的
な
実
施
内
容
を
話
し
合

う
中
で
、「
何
か
震
災
に
関
係
す
る
コ
ト
や
モ
ノ

を
」
と
い
う
方
向
性
は
自
然
な
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
何
度
か
の
会
議
を
経
て
、「
震

災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
塩
竈
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し

て
石
碑
〈
震
災
の
記
録
碑
〉
を
建
立
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
の
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
塩
竈
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
石
碑

に
刻
む
青
年
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
公
募
し

ま
し
た
。
図
書
館
や
駅
、
市
民
ま
つ
り
会
場
な
ど

限
ら
れ
た
場
所
で
の
告
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
短
期
間
で
約

3
0
0
点
も
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

第
三
小
学
校
（
当
時
）
の
中
田
共
く
ん
の
「
塩

竈
さ
く
ラ
ン
」
が
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
月

見
ヶ
丘
小
学
校
（
当
時
）
の
笹
原
萌
絵
さ
ん
の

「
し
ん
せ
ん
、
た
ん
け
ん
、
だ
い
す
き
塩
竈
」
が
、

入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

推
進
本
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
阿
部
眞
喜
さ

ん
は
「
ど
の
作
品
も
塩
竈
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
。
審
査
で
は
と
て
も
困
り
ま

し
た
」
と
、
ま
た
、
牧
野
仁
美
さ
ん
は
「
応
募

の
９
割
は
市
内
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
」
と
語

り
ま
す
。
入
選
作
品
は
お
二
人
や
千
葉
さ
ん
を

含
む
メ
ン
バ
ー
全
員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
定
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

石
碑
〈
震
災
の
記
録
碑
〉
の
正
面
に
は
、「
共

に
創
ろ
う　

新
し
い
塩
竈
」
と
い
う
未
来
へ
向

け
た
呼
び
掛
け
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

石
碑
は
、
塩
竈
の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
本
塩

釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
の
ほ
か
、
被
害
が
大
き

か
っ
た
地
域
に
あ
る
北
浜
公
園
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
利
用
す
る
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
、

市
街
地
を
襲
っ
た
津
波
の
到
達
点
で
あ
る
西
町
・

荻
原
商
店
前
と
、
市
内
の
４
カ
所
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
例
え
ば
北
浜
公

園
の
石
碑
は
頭
頂
部
の
位
置
（
高
さ
）
が
津
波

の
浸
水
高
を
示
し
て
い
ま
す
。
荻
原
商
店
前
の

石
碑
に
は
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
こ
の

地
点
ま
で
到
達
す
る
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
地

域
の
未
来
に
夢
を
抱
い
て
ほ
し
い
」「
震
災
の
記

「
震
災
の
記
録
碑
」

「
こ
の
場
所
ま
で
津
波
が
来
た
ん
だ
よ
。
信
じ
ら
れ
る
？
」

「
津
波
は
あ
の
高
さ
ま
で
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
」

こ
ん
な
会
話
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
、
震
災
が
語
り
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
、

地
元
の
青
年
経
済
人
た
ち
が
、
震
災
を
語
り
継
ぐ
石
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

＜震災の記録碑＞除幕式

＜震災の記録碑＞ JR 本塩釜駅アクアゲート口

平成 26 年度青年部会長の
阿子島徳裕さん 推進本部の牧野仁美さん推進本部の阿部眞喜さん

設立 30 周年記念事業推進
本部・本部長の千葉誠さん

＜震災の記録碑＞北浜公園

＜震災の記録碑＞ふれあいエスプ塩竈

＜震災の記録碑＞西町・荻原商店前

塩竈さくラン

震災直後に JR 本塩釜駅前で実施し
た、支援品の配布

２市３町（塩竈市、多賀城市、松島町、利府町、七ヶ浜町）
の子どもたちから集まった約 300 点の応募作品

会議の場に掲示された応募作品。メンバー全員の投票によって入選作品が選定されました。
審査に当たっては著作権や肖像権を侵害しないよう、慎重に確認作業が行われました

恒
例
の
「
市
民
ま
つ
り
」
も
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の

主
催
。
毎
年
、「
ジ
ャ
ン
ボ
鉄
火
巻
」
な
ど
を
楽
し
み
に
訪

れ
る
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
ま
す

JR 本塩釜駅アクアゲート口の石碑に刻まれた東日本大震災
の碑文

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
震
災
の
記
録
を
伝
え
て
、
尊
い
命
を
守
り
た
い録

を
伝
え
て
尊
い
命
を
守
り
た
い
」。
４
つ
の
石

碑
に
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
そ
う
し
た
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
震
災
で
生
ま
れ
た
も
の
は
他
に
も
あ
る
」
と

教
え
て
く
れ
た
の
は
阿
部
さ
ん
。
震
災
後
に
始

ま
っ
た
、
塩
竈
・
東
松
島
の
子
ど
も
た
ち
と
京
都
・

神
戸
・
淡
路
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
に
携

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
事
業
は
３
年
目
を
迎

え
、
企
業
や
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
協
賛

い
た
だ
け
る
団
体
が
増
え
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
と
と
も
に
、「
遠
く
離
れ
た
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
結
ば
れ
た
絆
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

地
元
の
青
年
経
済
人
が
子
ど
も
た
ち
に
寄
せ

る
熱
い
思
い
は
石
碑
の
完
成
後
も
途
切
れ
る
こ

と
は
な
く
、
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
ま
だ
ま
だ

続
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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平
成
24
年
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J
R
本
塩
釜
駅
の
ア

ク
ア
ゲ
ー
ト
口
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〈
震
災
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記
録
碑
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の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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主
催
し
た
の
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地
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青
年
経
済
人
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と
す
る
塩
釜
商
工
会
議
所

青
年
部
。
石
碑
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同
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記
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事
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し
て
建
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れ
た
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し
た
。

　

記
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事
業
推
進
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本
部
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務
め
た
千

葉
誠
さ
ん
は
、
事
業
の
開
始
当
初
を
次
の
よ
う

に
振
り
返
り
ま
す
。
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震
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ま
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救
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物
資
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配
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活

動
が
あ
り
、
ま
た
、
被
災
し
た
メ
ン
バ
ー
に
連

絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
事
業
の
再
開
で
忙
し

か
っ
た
り
。
そ
こ
へ
『
塩
竈
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』
の
準
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ど
も
重
な
り
、
記
念
事
業
推
進
本
部
の
会

議
も
な
か
な
か
開
け
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

自
ら
も
仲
間
も
、
そ
し
て
地
域
の
人
々
も
、

誰
も
が
震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た

夏
で
し
た
。

　

記
念
事
業
の
具
体
的
な
実
施
内
容
を
話
し
合

う
中
で
、「
何
か
震
災
に
関
係
す
る
コ
ト
や
モ
ノ

を
」
と
い
う
方
向
性
は
自
然
な
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
何
度
か
の
会
議
を
経
て
、「
震

災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
塩
竈
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し

て
石
碑
〈
震
災
の
記
録
碑
〉
を
建
立
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
の
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
塩
竈
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
石
碑

に
刻
む
青
年
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
公
募
し

ま
し
た
。
図
書
館
や
駅
、
市
民
ま
つ
り
会
場
な
ど

限
ら
れ
た
場
所
で
の
告
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
短
期
間
で
約

3
0
0
点
も
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

第
三
小
学
校
（
当
時
）
の
中
田
共
く
ん
の
「
塩

竈
さ
く
ラ
ン
」
が
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
月

見
ヶ
丘
小
学
校
（
当
時
）
の
笹
原
萌
絵
さ
ん
の

「
し
ん
せ
ん
、
た
ん
け
ん
、
だ
い
す
き
塩
竈
」
が
、

入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

推
進
本
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
阿
部
眞
喜
さ

ん
は
「
ど
の
作
品
も
塩
竈
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
。
審
査
で
は
と
て
も
困
り
ま

し
た
」
と
、
ま
た
、
牧
野
仁
美
さ
ん
は
「
応
募

の
９
割
は
市
内
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
」
と
語

り
ま
す
。
入
選
作
品
は
お
二
人
や
千
葉
さ
ん
を

含
む
メ
ン
バ
ー
全
員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
定
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

石
碑
〈
震
災
の
記
録
碑
〉
の
正
面
に
は
、「
共

に
創
ろ
う　

新
し
い
塩
竈
」
と
い
う
未
来
へ
向

け
た
呼
び
掛
け
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

石
碑
は
、
塩
竈
の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
本
塩

釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
の
ほ
か
、
被
害
が
大
き

か
っ
た
地
域
に
あ
る
北
浜
公
園
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
利
用
す
る
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
、

市
街
地
を
襲
っ
た
津
波
の
到
達
点
で
あ
る
西
町
・

荻
原
商
店
前
と
、
市
内
の
４
カ
所
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
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北
浜
公

園
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は
頭
頂
部
の
位
置
（
高
さ
）
が
津
波

の
浸
水
高
を
示
し
て
い
ま
す
。
荻
原
商
店
前
の

石
碑
に
は
「
東
日
本
大
震
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よ
る
津
波
こ
の
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達
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ま
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地

域
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し
い
」「
震
災
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記
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震
災
の
記
録
碑
」

「
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所
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波
が
来
た
ん
だ
よ
。
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れ
る
？
」

「
津
波
は
あ
の
高
さ
ま
で
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
」

こ
ん
な
会
話
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
、
震
災
が
語
り
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
、

地
元
の
青
年
経
済
人
た
ち
が
、
震
災
を
語
り
継
ぐ
石
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

＜震災の記録碑＞除幕式

＜震災の記録碑＞ JR 本塩釜駅アクアゲート口

平成 26 年度青年部会長の
阿子島徳裕さん 推進本部の牧野仁美さん推進本部の阿部眞喜さん

設立 30 周年記念事業推進
本部・本部長の千葉誠さん

＜震災の記録碑＞北浜公園

＜震災の記録碑＞ふれあいエスプ塩竈

＜震災の記録碑＞西町・荻原商店前

塩竈さくラン

震災直後に JR 本塩釜駅前で実施し
た、支援品の配布

２市３町（塩竈市、多賀城市、松島町、利府町、七ヶ浜町）
の子どもたちから集まった約 300 点の応募作品

会議の場に掲示された応募作品。メンバー全員の投票によって入選作品が選定されました。
審査に当たっては著作権や肖像権を侵害しないよう、慎重に確認作業が行われました

恒
例
の
「
市
民
ま
つ
り
」
も
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の

主
催
。
毎
年
、「
ジ
ャ
ン
ボ
鉄
火
巻
」
な
ど
を
楽
し
み
に
訪

れ
る
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
ま
す

JR 本塩釜駅アクアゲート口の石碑に刻まれた東日本大震災
の碑文

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
震
災
の
記
録
を
伝
え
て
、
尊
い
命
を
守
り
た
い録

を
伝
え
て
尊
い
命
を
守
り
た
い
」。
４
つ
の
石

碑
に
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
そ
う
し
た
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
震
災
で
生
ま
れ
た
も
の
は
他
に
も
あ
る
」
と

教
え
て
く
れ
た
の
は
阿
部
さ
ん
。
震
災
後
に
始

ま
っ
た
、
塩
竈
・
東
松
島
の
子
ど
も
た
ち
と
京
都
・

神
戸
・
淡
路
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
に
携

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
事
業
は
３
年
目
を
迎

え
、
企
業
や
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
協
賛

い
た
だ
け
る
団
体
が
増
え
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
と
と
も
に
、「
遠
く
離
れ
た
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
結
ば
れ
た
絆
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

地
元
の
青
年
経
済
人
が
子
ど
も
た
ち
に
寄
せ

る
熱
い
思
い
は
石
碑
の
完
成
後
も
途
切
れ
る
こ

と
は
な
く
、
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
ま
だ
ま
だ

続
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。

156157



街の記憶
Ⅲ

資
料
編

3・11 　 現 在 ・ 未 来

夕暮れの塩釜港（昭和 59 年）

夕暮れの塩釜港（昭和 52 年）

千賀の浦（平成 10 年）

新河岸〈本町・宮町〉（平成 13 年）

夕暮れの塩釜港（昭和 59 年）
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REFERENCE

▲本庁舎の柱に亀裂などが発生

▲まがき集会所
・津波により床上約 40cm の浸水及び地盤沈下に
  より半壊

▲宮町分室は耐震力が失われた状況

▲塩竈市情報・交流コーナー（マリンプラザ）
・設備備品類が散乱（入口部分）

1．市民総務部関係

【公共施設等】

１. 庁舎関係
⑴ 本庁舎 耐震補強工事を完了していたが、柱や内外壁、橋梁などに亀

裂が発生した。
⑵ 宮町分室 地震被害と津波による浸水被害があり、耐震力は喪失と判

断している。
⑶ その他 公用車の流失、消防団団庫や資機材等の流失、防災行政無線

（同報系）設備に被害。

２. 集会所（市所有集会所）
朴島集会所・北浜集会所・まがき集会所の３施設が津波により甚大な被
害を受けた。

【その他の施設等】

塩竈市情報・交流コーナー（マリンプラザ）

津波による内壁・ドア等の破損、備品類の流出・破損。

東日本大震災の津波における
課税免除区域

各部所管の公共施設、その他の
施設等の被災状況について

〈本土〉

〈浦戸諸島〉

【凡例】
東日本大震災の津波によ
り浸水被害を受け、固定
資産税課税免除となった
区域

0 500m

0 500m

町の境界（囲い）

土地の境界（地番）

161 160

資
料
編
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野々島漁港施設の損壊 塩竈中央公共駐車場外壁落下等
（屋上機械室壁面）

清掃工場 電気集塵機被災海岸通顧客利便施設の浸水被害

桂島海水浴場前トイレの津波被害 浅海養殖漁業施設（牡蠣）

マリンゲート塩釜一階待合室の浸水状況

浦戸諸島開発総合センター（正面入口周辺）

しおがま・まちの駅の浸水被害 塩釜観光案内所の物品等の流失

塩竈市魚市場内荷捌き場の陥没・亀裂等

藤倉児童館

保健センター

REFERENCE

3．産業環境部関係

【公共施設等】

各課管理施設
⑴ 水産振興課…漁港施設と魚市場施設等が地震と津波の被害を受けた。

⑵ 商工港湾課…駐車場施設とマリンゲート塩釜等が地震と津波の被害を受けた。

⑶ 観光交流課…浦戸各海水浴場前トイレと海岸通顧客利便施設が地震と津波の被害を受けた。

⑷ 環境課………清掃工場が電気集じん器・沈降灰コンベアが損傷したほか、煙突内壁・建物上屋も一部破損した。

⑸ 浦戸振興課…浦戸諸島開発総合センター・浦戸診療所が津波による浸水（１階部分・約 30㎝）被害を受けた。

【その他の施設等】
浅海養殖漁業施設、しおがま・まちの駅、塩釜観光案内所等が損壊・流失した。

2．健康福祉部関係

【公共施設等】

１. 藤倉児童館
地震、津波被害（床上約 10㎝）により施設全体が傾斜し、使用不可となった。建物の内外、給排水設備、フェンス
などの破損が著しい。

２. 保健センター
地震、津波被害（床上約 150㎝）により特に一階部分に大きな被害を受けた。
パソコンを含め備品全般が使用不可となったほか、建物の自動ドア、内壁、給排水設備、門扉・フェンスなどの損
害が著しい。公用車も流失した。
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3．産業環境部関係
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破損した誘導サイン（潮見橋付近）

市道に生じた段差、路盤剥離（市道海岸通１号線）

寒風沢島浦戸野々島配水管の被災状況

水道部庁舎東側陥没

花立町

市営新玉川住宅の外壁に生じた亀裂

野々島導水管破断

津波の浸水被害があった藤倉第２ポンプ場

水道部庁舎玄関亀裂 水道部庁舎南側陥没

REFERENCE

4．建設部関係

【公共施設等】

各課管理施設
⑴ 都市計画課…本塩釜駅前駐車場と地域案内板に津波による浸水被害があり、誘導サイン３基が破損した。

⑵ 定住促進課…市営清水沢住宅ほか９住宅において亀裂や機械設備の損傷、地盤陥没などの被害が生じた。

⑶ 土木課………市道の沈下や舗装面の亀裂、段差などが市内各地で生じたほか、公園などの施設にも被害が生じた。

⑷ 下水道課……雨水・汚水の管路等に亀裂や破断などが生じ、また、ポンプ場の電気・機械設備にも被害が生じた。

5．水道部関係

【公共施設等】

水道部庁舎
・地震被害と津波による浸水もあり、柱や梁、内外

壁階段に亀裂が生じた。

・地盤に陥没、隆起及び亀裂が生じた。

・構造物（擁壁）に傾きや亀裂が生じた。

【その他の施設等】
急傾斜地崩壊危険箇所の状況
本土２箇所、浦戸地区４箇所において落石が生じた。

【水道施設等】
①大倉川水系導水管：１箇所破断、溶接箇所９箇所亀裂。

②春日水系導水管：１箇所漏水、管理用道路法面崩落２箇所。

③送水管系導水管：仕切弁破損等４箇所漏水。

④給配水管導水管：受け口部離脱、破断。浦戸海底配水管を含む１２７箇所漏水。

⑤権現堂低区浄水場：東側敷地内亀裂。

⑥天の山配水池管：敷地内舗装面沈下、亀裂。建屋一部亀裂。

⑦梅の宮浄水場管：敷地内舗装面亀裂、側溝地盤沈下。万年塀一部欠損。

⑧水道用資機材管：地下漏水探知機器等が水没。

165 164

資
料
編

REFERENCE



破損した誘導サイン（潮見橋付近）

市道に生じた段差、路盤剥離（市道海岸通１号線）

寒風沢島浦戸野々島配水管の被災状況

水道部庁舎東側陥没

花立町

市営新玉川住宅の外壁に生じた亀裂

野々島導水管破断

津波の浸水被害があった藤倉第２ポンプ場

水道部庁舎玄関亀裂 水道部庁舎南側陥没

REFERENCE

4．建設部関係

【公共施設等】

各課管理施設
⑴ 都市計画課…本塩釜駅前駐車場と地域案内板に津波による浸水被害があり、誘導サイン３基が破損した。

⑵ 定住促進課…市営清水沢住宅ほか９住宅において亀裂や機械設備の損傷、地盤陥没などの被害が生じた。

⑶ 土木課………市道の沈下や舗装面の亀裂、段差などが市内各地で生じたほか、公園などの施設にも被害が生じた。

⑷ 下水道課……雨水・汚水の管路等に亀裂や破断などが生じ、また、ポンプ場の電気・機械設備にも被害が生じた。

5．水道部関係

【公共施設等】

水道部庁舎
・地震被害と津波による浸水もあり、柱や梁、内外

壁階段に亀裂が生じた。

・地盤に陥没、隆起及び亀裂が生じた。

・構造物（擁壁）に傾きや亀裂が生じた。

【その他の施設等】
急傾斜地崩壊危険箇所の状況
本土２箇所、浦戸地区４箇所において落石が生じた。

【水道施設等】
①大倉川水系導水管：１箇所破断、溶接箇所９箇所亀裂。

②春日水系導水管：１箇所漏水、管理用道路法面崩落２箇所。

③送水管系導水管：仕切弁破損等４箇所漏水。

④給配水管導水管：受け口部離脱、破断。浦戸海底配水管を含む１２７箇所漏水。

⑤権現堂低区浄水場：東側敷地内亀裂。

⑥天の山配水池管：敷地内舗装面沈下、亀裂。建屋一部亀裂。

⑦梅の宮浄水場管：敷地内舗装面亀裂、側溝地盤沈下。万年塀一部欠損。
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○震災発生後の診療状況等（3 ／ 11 〜 17）

ライフライン停止により救急対応を中心とした非常診療体制。

・受診患者数：973 人

・平均入院患者数：173 人（最大 182 人：利用率 113％）

・救急患者搬送数：76 人（うち入院 29 名）

患者給食を職員手渡しで配ぜん（エレベーター停止のため）

転倒した寒風沢島のしばり地域

病棟の内壁の一部に亀裂が発生

外来棟地下カルテ庫の棚が転倒

落石（本町分室北側）

外壁が落下（玉川中学校屋内運動場） 外壁が剥落（第三中学校渡り廊下）

REFERENCE

6．市立病院

【公共施設等】

市立病院（外来棟・病棟）
・平成 23 年 2 月に病棟耐震補強工事を完了しており、構造躯体に損傷はなし。

・病棟の一部内壁に亀裂が生じた。

・施設設備関係では、エレベーター、ガスヒートポンプ室外機、各種配管等に損傷が生じた。

7．教育部関係

【公共施設等】

⑴小・中学校
耐震補強診断及び耐震補強工事を完了していたが、次のような被害が発生した。

①屋内運動場

外壁剥落（二小、二中、三中、玉中）、照明器具破損、照明器具自動昇降装置故障（二小、月見小、一中）等

②校舎

内外壁モルタル亀裂、ガラス一部破損（各校共通）、エキスパンションジョイント破損（二小、三小、杉小、玉小、

三中、玉中、浦戸小中）、職員室床沈下（杉小）、渡り廊下の外壁剥落（三中）等

③その他

給排水設備の破断・漏水（三小、月見小、玉中、浦戸小中）、敷地の沈下（杉小、玉中、浦戸小中）等

【その他の施設（文化財）等】
①鹽竈神社…内壁破損等

②高橋家住宅…壁面亀裂

③志波彦神社…内壁破損・地盤陥没等

④寒風沢造艦の碑…転倒等

⑵社会教育、スポーツ施設等
①ふれあいエスプ塩竈…外壁一部亀裂等

②公民館…外壁一部亀裂等

③公民館本町分室…北側法面一部落石

④公民館浦戸分館…津波により全壊

⑤遊ホール…舞台空調機の配管亀裂等

⑥市民図書館…書庫内の可動式書棚破損

⑦浦戸離島センター閲覧図書の流失等

⑧塩釜ガス体育館…天井パネル一部落下

⑨塩竈温水プール…天井内壁一部亀裂、ボイラー漏水等

⑩壱番館…１階自動ドア破損、外壁タイル剥離等

参考
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塩
竈
市
震
災
復
興
計
画

長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、

安
心
し
た
生
活
を

い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
は
、
未
曽
有
の
大

災
害
に
よ
り
被
災
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
1
日

も
早
く
笑
顔
と
活
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
暮

ら
し
と
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
そ
の

理
念
と
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
目
指
す
目
標
や
取
り
組
む
べ
き
施
策
、

事
業
な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。「
長
い
間
住
み

慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で

も
送
れ
る
よ
う
に
」
を
基
本
理
念
と
し
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

⑴�

生
活
基
盤
の
再
生
、
多
様
な
担
い
手
の
連
携

に
よ
る
地
域
社
会
の
構
築

⑵�

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

⑶�

基
幹
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業
の
再
生
・
復

興
、
地
域
経
済
の
活
性
化

市
民
や
企
業
の
方
々
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
復
興
計
画

　

復
興
計
画
案
が
ま
と
ま
る
ま
で
に
は
、
地
区

懇
談
会
、
市
民
や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
や
地
元

産
業
関
係
者
、住
民
（
被
災
者
）
代
表
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
「
震
災
復
興
計
画
検
討
委
員
会
」
で
は
、

毎
回
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
熱
心
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
復
興
計
画
期
間
…
…
お
お
む
ね
10
年
間

早
期
に
復
興
を
図
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前

期
５
カ
年
、
長
期
に
わ
た
っ
て
復
興
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
後
期
５
カ
年
を
か
け
て
行
い
、
復
興
を
達

成
す
る
ま
で
の
期
間
を
お
お
む
ね
10
年
間
と

し
ま
す
。

⑵�

復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
復
興
へ
…
…
よ
り
快
適
で

活
気
あ
る
ま
ち
へ

震
災
前
の
姿
に
戻
す
「
原
状
復
旧
」
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
よ
り
快
適
で
活
気
あ
る
ま

ち
へ
の
「
復
興
」
を
目
指
し
ま
す
。

⑶�

生
活
再
建
を
最
優
先
と
す
る
復
興
…
…
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
復
興
へ

市
民
や
企
業
の
方
々
な
ど
の
意
見
・
提
案
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も
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活
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す
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塩
竈
市
震
災
復
興
計
画

長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、

安
心
し
た
生
活
を

い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に

　
「
塩
竈
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震
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計
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取
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に
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柱
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す
。

⑴�

生
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域
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懇
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へ
の
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な
ど
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ま
し
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。
ま
た
、
学
識
経
験
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地
元

産
業
関
係
者
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民
（
被
災
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）
代
表
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メ
ン
バ
ー
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震
災
復
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計
画
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討
委
員
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毎
回
多
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れ
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熱
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議
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お
お
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カ
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り
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カ
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興
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お
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年
間
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す
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復
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復
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快
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気
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震
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姿
に
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復
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と
ど
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な
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り
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適
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活
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あ
る
ま

ち
へ
の
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復
興
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を
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す
。
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生
活
再
建
を
最
優
先
と
す
る
復
興
…
…
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
復
興
へ

市
民
や
企
業
の
方
々
な
ど
の
意
見
・
提
案
を

復
興
計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
市
民
協
働

の
も
と
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
再
建
に
最

優
先
で
取
り
組
み
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す
。
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「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」（
改
訂
版
）

の
基
本
理
念

　
『
自
ら
の
命
、
安
全
・
財
産
を
自
ら
守
る
「
自

助
」、
地
域
の
安
全
等
を
自
分
た
ち
で
守
る
「
共

助
」、
そ
し
て
行
政
等
が
行
う
「
公
助
」
を
基
本

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
・
役
割
そ
し
て
連
携

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
な

生
活
が
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
地
域
社
会
の
構
築

を
基
本
理
念
と
す
る
。』

公
助

共
助

自
助

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る

地
域
防
災
計
画
へ

　
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
36
年
法
律
第
2
2
3
号
）
第
42
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
塩
竈
市
防
災
会
議
が
市
域

の
災
害
対
策
全
般
に
関
し
て
、
塩
竈
市
が
処
理

す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
を
定
め
る
計
画
で
す
。

災
害
に
よ
る
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
へ

の
被
害
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

第 7 回　防災会議（平成 26 年 3 月 19 日）

と
し
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
平
常
時
か
ら
行
う

予
防
対
策
や
、
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
、
さ

ら
に
は
復
旧
・
復
興
期
に
お
い
て
実
施
す
べ
き

対
応
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
1
月
に
策
定
し
た
計
画

を
国
・
県
の
上
位
計
画
の
見
直
し
や
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
想
定
を
超
え
た
津
波
浸
水
区
域
や

避
難
者
、
女
性
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
策

な
ど
、
本
震
災
の
課
題
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災

計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
1
月
か
ら
7
回
に
わ
た
り
塩
竈
市
防
災
会

議
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
平
成
26
年
３
月
新

し
い
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
に
改
訂
し
ま

し
た
。

　

改
訂
で
は
、
従
来
の
地
震
と
津
波
を
想
定
し

た
「
震
災
対
策
編
」
を
「
地
震
災
害
対
策
編
」・「
津

波
災
害
対
策
編
」
の
2
編
に
分
割
。
近
年
の
異

常
気
象
に
よ
る
風
水
害
の
多
発
か
ら
「
風
水
害

等
災
害
対
策
編
」、
さ
ら
に
原
子
力
発
電
所
事
故

も
想
定
し
「
原
子
力
等
災
害
対
策
編
」
を
新
設
し
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
計
画
と
し
ま
し

た
。

　

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
塩
竈
市
防
災
会
議
と
は

　

災
害
対
策
基
本
法
第
16
条
第
6
項
に
基
づ
き
、

本
市
防
災
の
基
本
計
画
で
あ
る
地
域
防
災
計
画

の
作
成
及
び
実
施
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
設
置

さ
れ
た
組
織
で
す
。
市
長
を
会
長
と
し
、
指
定

地
方
行
政
機
関
、
陸
上
自
衛
隊
、
宮
城
県
職
員
、

指
定
（
地
方
）
公
共
機
関
、
本
市
教
育
長
、
消

防
事
務
組
合
長
・
消
防
団
長
、
本
市
職
員
、
自

主
防
災
組
織
や
学
識
経
験
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
、
女
性
、
高
齢
障
害
者
の
団
体
、
防
災

見
識
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
の
主
な
改
訂
内
容

◎
避
難
対
策

東
日
本
大
震
災
避
難
人
数
に
対
応
、
避
難
所

運
営
な
ど
の
見
直
し

・
避
難
者
収
容
人
数
（
4
2
0
0
人
→

　

8
7
7
1
人
）

・
指
定
避
難
所
（
14
カ
所
→
20
カ
所
）

・
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
女
性
等
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保

◎
情
報
通
信
網
の
充
実

情
報
伝
達
ル
ー
ト
の
多
様
化
、
多
重
化

・
防
災
無
線
、
地
元
F
M
ラ
ジ
オ
割
込
放
送
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど

・
放
送
施
設
停
電
時
自
動
起
動
装
置
、
屋
外
子

局
1
2
0
時
間
対
応

◎
食
料
・
飲
料
水
対
策

各
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
の

新
設

・
3
日
分
の
食
料
・
飲
料
水
の
確
保

・
常
備
薬
な
ど
の
必
需
品
は
各
自
で
用
意

・
給
水
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
（
0
→
18
カ
所
）

◎
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
、
所
在
把
握
、

開
示

・
避
難
行
動
要
支
援
者
自
ら
の
積
極
的
な
登
録

「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
訂

～
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
次
の
災
害
へ
の
確
か
な
備
え
に

■避難勧告等発令基準と市民の行動（抜粋）
区分 地震 津波 大雨 区分 原子力

避
難
指
示

発
令
基
準

・特別警報（震度 6 弱の緊
急地震速報）が発表され
たとき

・ 大津波警報（特別警報）
が発表されたとき

・特別警報が発表された
とき

退
避
指
示

発
令
基
準

・避難指示等については、
内閣総理大臣が市長に指
示したとき

市
民
等
の
主
な
行
動

・机の下等安全な場所ヘ避
難

・避難のいとまがない場合
は生命を守る最低限の行
動を開始

・速やかな避難行動に
移る

・避難のいとまがない
場合は高い所等避難
し、生命を守る最低
限の行動を開始

・速やかな避難行動に
移る

・避難のいとまがない
場合は生命を守る最
低限の行動を開始

市
民
等
の
主
な
行
動

・塩竈市区域（影響区域）
外へ退避

避
難
勧
告

発
令
基
準

・地震により、大規模火災
など複合した災害が発生
し、重大な被害の恐れが
あるとき

・津波警報が発表され
たとき

・津波注意報が発表さ
れ、津波到達予想時
間に津波高が 1m を
超える潮位が想定さ
れるとき

・特別警報の予告情報
が発表されたとき

屋
内
退
避
Ⅰ

発
令
基
準

・避難指示等については、
内閣総理大臣が市長に指
示

市
民
等
の
主
な
行
動

・情報収集を行い、指定さ
れた避難所に限らず、安
全な場所へ避難

・指定避難所ヘ
・緊急の場合、近くの

高い建物等へ避難

・指定避難所ヘ
・屋外移動が危険な時

は自宅の安全な場所
へ移動

・緊急時は堅牢な建物
等、安全な場所へ避難

市
民
等
の
主
な
行
動

・屋内避難
・建物の気密性を高めるた

め目張り等の防護策を講
じる

注
意
喚
起
情
報

発
令
基
準

・震度 5 弱以上の地震が発
生したとき

・津波注意報が発表さ
れたとき

・ 大 雨 警 報 発 表 が 発
表され、1 時間後に
1.5mm 以上の降雨が
予想されたとき

・大型の台風最接近の
3 時間前で、被害発
生の恐れがあるとき

屋
内
退
避
Ⅱ

発
令
基
準

・放出された放射性物資を
含む大気（プルーム）が
通過のとき

市
民
等
の
主
な
行
動

・机の下等安全な場所へ避
難

・直ちに沿岸部から避
難

・家族との連絡、非常
持ち出し品の用意等、
避難準備を講じる

市
民
等
の
主
な
行
動

・屋内避難
・建物の気密性を高めるた

め目張り等の防護策を講
じる
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「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」（
改
訂
版
）

の
基
本
理
念

　
『
自
ら
の
命
、
安
全
・
財
産
を
自
ら
守
る
「
自

助
」、
地
域
の
安
全
等
を
自
分
た
ち
で
守
る
「
共

助
」、
そ
し
て
行
政
等
が
行
う
「
公
助
」
を
基
本

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
・
役
割
そ
し
て
連
携

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
な

生
活
が
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
地
域
社
会
の
構
築

を
基
本
理
念
と
す
る
。』

公
助

共
助

自
助

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る

地
域
防
災
計
画
へ

　
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
36
年
法
律
第
2
2
3
号
）
第
42
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
塩
竈
市
防
災
会
議
が
市
域

の
災
害
対
策
全
般
に
関
し
て
、
塩
竈
市
が
処
理

す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
を
定
め
る
計
画
で
す
。

災
害
に
よ
る
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
へ

の
被
害
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

第 7 回　防災会議（平成 26 年 3 月 19 日）

と
し
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
平
常
時
か
ら
行
う

予
防
対
策
や
、
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
、
さ

ら
に
は
復
旧
・
復
興
期
に
お
い
て
実
施
す
べ
き

対
応
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
1
月
に
策
定
し
た
計
画

を
国
・
県
の
上
位
計
画
の
見
直
し
や
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
想
定
を
超
え
た
津
波
浸
水
区
域
や

避
難
者
、
女
性
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
策

な
ど
、
本
震
災
の
課
題
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災

計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
1
月
か
ら
7
回
に
わ
た
り
塩
竈
市
防
災
会

議
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
平
成
26
年
３
月
新

し
い
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
に
改
訂
し
ま

し
た
。

　

改
訂
で
は
、
従
来
の
地
震
と
津
波
を
想
定
し

た
「
震
災
対
策
編
」
を
「
地
震
災
害
対
策
編
」・「
津

波
災
害
対
策
編
」
の
2
編
に
分
割
。
近
年
の
異

常
気
象
に
よ
る
風
水
害
の
多
発
か
ら
「
風
水
害

等
災
害
対
策
編
」、
さ
ら
に
原
子
力
発
電
所
事
故

も
想
定
し
「
原
子
力
等
災
害
対
策
編
」
を
新
設
し
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
計
画
と
し
ま
し

た
。

　

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
塩
竈
市
防
災
会
議
と
は

　

災
害
対
策
基
本
法
第
16
条
第
6
項
に
基
づ
き
、

本
市
防
災
の
基
本
計
画
で
あ
る
地
域
防
災
計
画

の
作
成
及
び
実
施
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
設
置

さ
れ
た
組
織
で
す
。
市
長
を
会
長
と
し
、
指
定

地
方
行
政
機
関
、
陸
上
自
衛
隊
、
宮
城
県
職
員
、

指
定
（
地
方
）
公
共
機
関
、
本
市
教
育
長
、
消

防
事
務
組
合
長
・
消
防
団
長
、
本
市
職
員
、
自

主
防
災
組
織
や
学
識
経
験
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
、
女
性
、
高
齢
障
害
者
の
団
体
、
防
災

見
識
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
の
主
な
改
訂
内
容

◎
避
難
対
策

東
日
本
大
震
災
避
難
人
数
に
対
応
、
避
難
所

運
営
な
ど
の
見
直
し

・
避
難
者
収
容
人
数
（
4
2
0
0
人
→

　

8
7
7
1
人
）

・
指
定
避
難
所
（
14
カ
所
→
20
カ
所
）

・
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
女
性
等
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保

◎
情
報
通
信
網
の
充
実

情
報
伝
達
ル
ー
ト
の
多
様
化
、
多
重
化

・
防
災
無
線
、
地
元
F
M
ラ
ジ
オ
割
込
放
送
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど

・
放
送
施
設
停
電
時
自
動
起
動
装
置
、
屋
外
子

局
1
2
0
時
間
対
応

◎
食
料
・
飲
料
水
対
策

各
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
の

新
設

・
3
日
分
の
食
料
・
飲
料
水
の
確
保

・
常
備
薬
な
ど
の
必
需
品
は
各
自
で
用
意

・
給
水
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
（
0
→
18
カ
所
）

◎
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
、
所
在
把
握
、

開
示

・
避
難
行
動
要
支
援
者
自
ら
の
積
極
的
な
登
録

「
塩
竈
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
訂

～
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
次
の
災
害
へ
の
確
か
な
備
え
に

■避難勧告等発令基準と市民の行動（抜粋）
区分 地震 津波 大雨 区分 原子力

避
難
指
示

発
令
基
準

・特別警報（震度 6 弱の緊
急地震速報）が発表され
たとき

・ 大津波警報（特別警報）
が発表されたとき

・特別警報が発表された
とき

退
避
指
示

発
令
基
準

・避難指示等については、
内閣総理大臣が市長に指
示したとき

市
民
等
の
主
な
行
動

・机の下等安全な場所ヘ避
難

・避難のいとまがない場合
は生命を守る最低限の行
動を開始

・速やかな避難行動に
移る

・避難のいとまがない
場合は高い所等避難
し、生命を守る最低
限の行動を開始

・速やかな避難行動に
移る

・避難のいとまがない
場合は生命を守る最
低限の行動を開始

市
民
等
の
主
な
行
動

・塩竈市区域（影響区域）
外へ退避

避
難
勧
告

発
令
基
準

・地震により、大規模火災
など複合した災害が発生
し、重大な被害の恐れが
あるとき

・津波警報が発表され
たとき

・津波注意報が発表さ
れ、津波到達予想時
間に津波高が 1m を
超える潮位が想定さ
れるとき

・特別警報の予告情報
が発表されたとき

屋
内
退
避
Ⅰ

発
令
基
準

・避難指示等については、
内閣総理大臣が市長に指
示

市
民
等
の
主
な
行
動

・情報収集を行い、指定さ
れた避難所に限らず、安
全な場所へ避難

・指定避難所ヘ
・緊急の場合、近くの

高い建物等へ避難

・指定避難所ヘ
・屋外移動が危険な時

は自宅の安全な場所
へ移動

・緊急時は堅牢な建物
等、安全な場所へ避難

市
民
等
の
主
な
行
動

・屋内避難
・建物の気密性を高めるた

め目張り等の防護策を講
じる

注
意
喚
起
情
報

発
令
基
準

・震度 5 弱以上の地震が発
生したとき

・津波注意報が発表さ
れたとき

・ 大 雨 警 報 発 表 が 発
表され、1 時間後に
1.5mm 以上の降雨が
予想されたとき

・大型の台風最接近の
3 時間前で、被害発
生の恐れがあるとき

屋
内
退
避
Ⅱ

発
令
基
準

・放出された放射性物資を
含む大気（プルーム）が
通過のとき

市
民
等
の
主
な
行
動

・机の下等安全な場所へ避
難

・直ちに沿岸部から避
難

・家族との連絡、非常
持ち出し品の用意等、
避難準備を講じる

市
民
等
の
主
な
行
動

・屋内避難
・建物の気密性を高めるた

め目張り等の防護策を講
じる
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東日本大震災災害義援金について
　東日本大震災の被災者に対し、全国の皆様から日本赤十字社、中央共同募金会、日本放送協会、NHK 厚生文化事業団（以下「義
援金受付団体」）に寄せられた義援金、宮城県に寄せられた義援金を、宮城県災害義援金配分委員会、塩竈市災害義援金配分委員
会において決定した基準により配分しています。

支援物資について
　震災翌日より全国各地から心温まる支援物資が届きました。当初は市庁舎で受領し、各避難所へ配布していました。しかし、す
ぐにその量に対応できる場所の確保が難しくなり、塩釜ガス体育館のメインアリーナを保管場所とすることとなりました。
　搬入・搬出に関しては運送会社の支援を受け、ローラーコンベア等が持ち込まれたことによりスムーズかつ効率的に行えるよう
になりました。多品種にわたる物資は、配置図を作成し、品目ごとに分類して管理しました。

東日本大震災における義援金・寄附金の状況について

■義援金支給対象別内訳

支　給　対　象
義援金受付団体分 宮城県災害対策本部分

合計
第1次 第2次 第3次 第4次 第5次 第6次 小計 第1次 第2次 第3次 第4次 第5次 小計

人的被害
（1人当たり）

死亡・
行方不明者 35万円 50万円 10万円  5万円  2万円 1万円 103万円 15万円 − − − 0.5万円 15.5万円 118.5万円

災害障害
見舞金

支給対象者
− − 10万円 −  2万円 1万円 13万円 10万円 − − − 0.5万円 10.5万円 23.5万円

住家被害
（1世帯当たり）

全壊 35万円 50万円 −  7万円 − 2万円 94万円 10万円  5万円 − − − 15万円 109万円

大規模半壊 18万円 47万円 −  5万円 − 1.5万円 71.5万円  7万円  3万円 − − − 10万円 81.5万円

半壊
（大規模半

壊除く）
18万円 27万円 −  3万円 − 1万円 49万円  2万円  3万円 − − −  5万円 54万円

津波浸水区域
における
住家被害

（1世帯当たり）

※上記「住家被
害」に加算

全壊 − − 20万円  7万円  6万円 0.5万円 33.5万円 − −  3万円  1万円 0.5万円  4.5万円 38万円

大規模半壊 − − 10万円  4万円  5万円 0.5万円 19.5万円 −  3万円 − 0.5万円  3.5万円 23万円

半壊
（大規模半

壊除く）
− −  5万円  2万円  4万円 0.5万円 11.5万円 −  2万円 − 0.5万円  2.5万円 14万円

仮設住宅
未利用世帯
（加算）※1

− − 10万円 − − − 10万円 − − − − − 10万円

震災孤児（1人当たり） − − − − − − − 50万円 − − − − 50万円 50万円

母子・父子世帯
（1世帯当たり）※2

− − 10万円 −  5万円 − 15万円 − 20万円 −  1万円 − 21万円 36万円

高齢者施設・
障害者施設入所者等

（1人当たり）※3
− − 10万円 −  5万円 − 15万円 − 10万円 −  1万円 − 11万円 26万円

※１　 仮設住宅未利用世帯 
津波浸水区域において，大規模半壊以上の住家被害を受け，応急仮設住宅（プレハブ住宅・民間賃貸住宅借上げ）を利用したことのない世帯。

※２　 母子・父子世帯 
（１）東日本大震災時に母子（または父子）世帯であり，震災により半壊以上の住家被害を受けたもの 
（２） 東日本大震災に起因する理由により配偶者が死亡し，母子（または父子）世帯となったもの 

  なお，ここでの子とは，平成４年４月２日から平成２３年３月１１日までに生まれた児童のことである。
※３　 高齢者・障害者施設入所者等 

 東日本大震災により大規模半壊以上の被害を受けた高齢者施設及び障害者施設に入所していた者。ただし，震災による死亡・行方不明者を除く。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 ※ 平成 26 年度

１. 一般団体・個人からの義援金 39,359,000 162,437,274 17,734,460 5,075,837 4,883,938

件数 77 675 125 63 47

２. 宮城県災害義援金配分委員会からの義援金 3,158,230,000 370,800,000 115,540,000 80,760,000

件数 − − − −

３. 寄付金 753,560,214 38,956,298 24,578,102 10,659,140

件数 175 109 102 96

（単位・円）

※平成 26 年度は、平成 26 年 12 月末現在の数字

179 178

資
料
編

REFERENCE



東日本大震災災害義援金について
　東日本大震災の被災者に対し、全国の皆様から日本赤十字社、中央共同募金会、日本放送協会、NHK 厚生文化事業団（以下「義
援金受付団体」）に寄せられた義援金、宮城県に寄せられた義援金を、宮城県災害義援金配分委員会、塩竈市災害義援金配分委員
会において決定した基準により配分しています。

支援物資について
　震災翌日より全国各地から心温まる支援物資が届きました。当初は市庁舎で受領し、各避難所へ配布していました。しかし、す
ぐにその量に対応できる場所の確保が難しくなり、塩釜ガス体育館のメインアリーナを保管場所とすることとなりました。
　搬入・搬出に関しては運送会社の支援を受け、ローラーコンベア等が持ち込まれたことによりスムーズかつ効率的に行えるよう
になりました。多品種にわたる物資は、配置図を作成し、品目ごとに分類して管理しました。

東日本大震災における義援金・寄附金の状況について

■義援金支給対象別内訳

支　給　対　象
義援金受付団体分 宮城県災害対策本部分

合計
第1次 第2次 第3次 第4次 第5次 第6次 小計 第1次 第2次 第3次 第4次 第5次 小計

人的被害
（1人当たり）

死亡・
行方不明者 35万円 50万円 10万円  5万円  2万円 1万円 103万円 15万円 − − − 0.5万円 15.5万円 118.5万円

災害障害
見舞金

支給対象者
− − 10万円 −  2万円 1万円 13万円 10万円 − − − 0.5万円 10.5万円 23.5万円

住家被害
（1世帯当たり）

全壊 35万円 50万円 −  7万円 − 2万円 94万円 10万円  5万円 − − − 15万円 109万円

大規模半壊 18万円 47万円 −  5万円 − 1.5万円 71.5万円  7万円  3万円 − − − 10万円 81.5万円

半壊
（大規模半

壊除く）
18万円 27万円 −  3万円 − 1万円 49万円  2万円  3万円 − − −  5万円 54万円

津波浸水区域
における
住家被害

（1世帯当たり）

※上記「住家被
害」に加算

全壊 − − 20万円  7万円  6万円 0.5万円 33.5万円 − −  3万円  1万円 0.5万円  4.5万円 38万円

大規模半壊 − − 10万円  4万円  5万円 0.5万円 19.5万円 −  3万円 − 0.5万円  3.5万円 23万円

半壊
（大規模半

壊除く）
− −  5万円  2万円  4万円 0.5万円 11.5万円 −  2万円 − 0.5万円  2.5万円 14万円

仮設住宅
未利用世帯
（加算）※1

− − 10万円 − − − 10万円 − − − − − 10万円

震災孤児（1人当たり） − − − − − − − 50万円 − − − − 50万円 50万円

母子・父子世帯
（1世帯当たり）※2

− − 10万円 −  5万円 − 15万円 − 20万円 −  1万円 − 21万円 36万円

高齢者施設・
障害者施設入所者等

（1人当たり）※3
− − 10万円 −  5万円 − 15万円 − 10万円 −  1万円 − 11万円 26万円

※１　 仮設住宅未利用世帯 
津波浸水区域において，大規模半壊以上の住家被害を受け，応急仮設住宅（プレハブ住宅・民間賃貸住宅借上げ）を利用したことのない世帯。

※２　 母子・父子世帯 
（１）東日本大震災時に母子（または父子）世帯であり，震災により半壊以上の住家被害を受けたもの 
（２） 東日本大震災に起因する理由により配偶者が死亡し，母子（または父子）世帯となったもの 

  なお，ここでの子とは，平成４年４月２日から平成２３年３月１１日までに生まれた児童のことである。
※３　 高齢者・障害者施設入所者等 

 東日本大震災により大規模半壊以上の被害を受けた高齢者施設及び障害者施設に入所していた者。ただし，震災による死亡・行方不明者を除く。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 ※ 平成 26 年度

１. 一般団体・個人からの義援金 39,359,000 162,437,274 17,734,460 5,075,837 4,883,938

件数 77 675 125 63 47

２. 宮城県災害義援金配分委員会からの義援金 3,158,230,000 370,800,000 115,540,000 80,760,000

件数 − − − −

３. 寄付金 753,560,214 38,956,298 24,578,102 10,659,140

件数 175 109 102 96

（単位・円）

※平成 26 年度は、平成 26 年 12 月末現在の数字
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【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間
（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？　

来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、
勤
務
状
況

職
員
（
最
大
、
通
常
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
最
大
、
通
常
）、
避
難
住
民
（
最
大
、
通
常
）、

そ
の
他
（
最
大
、
通
常
）、
合
計
（
最
大
、
通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？　

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で
（
運
営
人
数
等
・
・
・
）

問
２-

⑴
「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
活
用
し
た
か
？　

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？　

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握
（
名
簿
等
）
？　

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、
通
路
、
そ
の
他
、
避
難
所
内
の
区
割
り
の
対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？
（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、
委
員
、
班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？　
（
近
隣
町
内
会
、
食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※
「
︱
」
は
無
回
答
。

指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
対
応
調
査

塩
竈
市
で
は
指
定
避
難
所
で
対
応
に
当
た
っ
た
職
員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

震
災
直
後
の
避
難
所
の
実
態
の
記
録
と
し
て
、
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

（
指
定
避
難
所
番
号
順
に
掲
載
、
市
立
月
見
ヶ
丘
小
学
校
と
旧
市
立
浦
戸
第
二
小
学
校
は
回
答
な
し
）

 

１
．
市
立
第
三
小
学
校

問
１
-
⑴　

15
時
間
。
責
任
者
3
／
11 

15
時
10
分

到
着
か
ら
全
員
到
着
完
了
3
／
12 

6
時
。
／
問

1
-
⑵　

45
分 

。
建
築
士
判
定
後
15
時
30
分
開
設
。

／
問
1
-
⑶　

6
人
。
で
き
た
。
／
問
1
-
⑷　

14
、
6
、
3
、
︱
、
50
、
10
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱

／
問
1
-
⑸　

発
生
当
初
は
不
足
し
て
い
た
。
／

問
1
-
⑹　

他
の
自
治
体
で
は
、
配
備
職
員
を
職

員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
施
設
の
利
用
団
体
に
も
事

前
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

／
問
２
-
⑴　

活
用
し
な
か
っ
た
。
避
難
者
が
多
す

ぎ
た
の
と
、
流
動
的
だ
っ
た
た
め
。
／
問
２
-
⑵　

判
定
実
施
あ
り
。
／
問
２
-
⑶　

約
1
0
0
0
人
。

／
問
２
-
⑷　

当
初
は
、
用
紙
が
足
り
ず
受
け
入
れ

時
作
成
で
き
な
か
っ
た
。
食
料
配
布
時
に
一
覧
に
て

記
入
。
／
問
２
-
⑸　

避
難
し
て
き
た
順
に
配
置
、

通
路
に
は
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
を
貼
り
確
保
し
た
。
／
問

２
-
⑹　

先
生
が
常
勤
。
当
初
は
全
員
、
徐
々
に
交

替
制
で
保
健
室
、
ト
イ
レ
、
調
理
室
開
放
。
／
問
２

-
⑺　

初
日
は
食
料
配
布
無
し
。
12
日
朝
は
乾
パ
ン

1
人
1
枚
、
12
日
昼
は
ア
ル
フ
ァ
ー
米
1
袋
の
4
分

の
１
。初
日
の
た
め
に
水
無
し
で
食
べ
れ
る
も
の
が
、

も
っ
と
備
蓄
さ
れ
て
い
る
と
よ
い
。
衛
生
用
品
・
発

電
機
・
簡
易
ト
イ
レ
・
ゴ
ミ
袋
・
紙
コ
ッ
プ
・
ラ
ッ

プ
・
発
泡
容
器
。
／
問
２
-
⑻　

例
の
と
お
り
。
／

問
２
-
⑼　

必
要
な
時
に
声
掛
け
を
し
た
の
で
担
当

を
決
め
な
か
っ
た
。
炊
き
出
し
担
当
は
、
避
難
者

の
中
で
15
人
位
固
定
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
／

問
２
-
⑽　

消
灯
：
9
時
、
起
床
：
6
時
、
起
床
後

み
ん
な
で
清
掃
。
／
問
２
-
⑾　

当
初
は
、
通
信
網

が
使
え
な
か
っ
た
の
で
本
庁
に
徒
歩
で
、
あ
と
は
個

人
携
帯
で
の
や
り
と
り
。
／
問
２
-
⑿　

食
料
は
、

色
々
な
方
か
ら
の
支
援
が
あ
り
、
当
初
は
不
足
し
た

が
、
そ
の
後
は
不
足
し
な
か
っ
た
。
燃
料
や
、
乾
電

池
、
掃
除
用
具
、
衛
生
用
品
に
つ
い
て
は
、
中
々
要

望
通
り
の
支
援
が
厳
し
か
っ
た
。
／
問
２
-
⒀　

閉

鎖
す
る
ま
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
運
営
が
で

き
て
良
か
っ
た
。
必
要
な
時
に
、
皆
さ
ん
に
協
力
を

呼
び
掛
け
た
こ
と
が
、
避
難
者
に
と
っ
て
も
手
伝
い

や
す
く
、
前
に
出
易
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
／

問
２
-
⒁　

︱
／
問
３
-
⑴　

職
員
が
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
。
避
難
者
に
呼
び
掛
け
車
を
出
し
て
も

ら
い
、
坂
病
院
に
搬
送
。
何
度
か
坂
病
院
よ
り
先

生
が
来
て
く
れ
て
、
診
察
及
び
薬
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
／
問
３
-
⑵　

当
初
は
、
避
難
者
同
様
に
配

給
。
／
問
３
-
⑶　

体
育
館
壁
や
仕
切
り
ボ
ー
ド
に

貼
り
付
け
て
提
供
。／
問
３
-⑷　

確
認
の
要
請
は
、

地
区
毎
に
ま
と
め
た
避
難
者
一
覧
名
簿
か
ら
確
認
。

マ
イ
ク
で
呼
び
か
け
。
／
問
３
-
⑸　

ほ
と
ん
ど
。

／
問
３
-
⑹　

当
初
、
中
型
犬
以
上
の
犬
は
、
外
に

つ
な
い
だ
。
当
初
は
、
小
型
犬
や
う
さ
ぎ
な
ど
体

育
館
内
に
い
た
が
、
早
い
時
期
に
避
難
所
を
去
っ

た
よ
う
で
す
。
／
問
３
-
⑺　

メ
ー
ル
に
よ
る
放
射

能
飛
散
の
情
報
が
避
難
者
に
届
い
て
い
た
り
し
て
、

情
報
が
少
な
い
な
か
で
、
不
安
を
落
ち
着
か
せ
る
の

に
困
っ
た
。精
神
的
な
病
気
を
持
っ
て
る
方
の
対
応
。

／
問
4　

︱

 

２
．
市
立
第
三
中
学
校

問
1
-
⑴　

１
時
間
。
津
波
で
１
名
は
当
日
に
参
集

で
き
な
か
っ
た
。
／
問
1
-
⑵　

１
時
間
程
度
。
被

災
者
の
受
け
入
れ
は
、
到
着
前
か
ら
学
校
で
対
応
し

て
い
た
。／
問
1
-⑶　

7
人
。１
名
が
参
集
で
き
ず
。

壱
番
館
が
浸
水
し
孤
立
し
た
た
め
。
／
問
1
-
⑷　

8
、
6
、
町
内
会
役
員
等
が
自
主
的
に
協
力
し
て

く
れ
た
、
町
内
会
役
員
等
が
自
主
的
に
協
力
し
て
く

れ
た
、
1
5
0
0
、5
0
0
、
20
、
20
、
1
5
2
8
、

5
2
6
／
問
1
-
⑸　

職
員
と
し
て
は
充
分
と
思
え

る
が
、
避
難
対
象
地
区
の
町
内
会
等
の
顔
合
わ
せ
等

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
／
問
1
-
⑹　

学

校
・
町
内
会
・
職
員
の
三
者
打
合
せ
（
顔
合
わ
せ
）

を
年
１
回
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
／

問
２
-
⑴　

し
た
。
／
問
２
-
⑵　

あ
っ
た
。
判
定

前
に
体
育
館
に
は
避
難
者
が
入
っ
て
い
た
。
／
問

２
-
⑶　

初
日
の
夜
は
1
5
0
0
人
程
度
（
車
内

避
難
含
む
）、
た
だ
し
半
分
は
多
賀
城
市
民
。
／
問

２
-
⑷　

初
日
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
2
日
目

以
降
に
対
応
し
た
が
、
車
中
の
人
な
ど
全
体
の
把

握
は
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑸　

町
内
会
単
位

を
基
本
と
し
て
、
弱
者
を
本
部
よ
り
に
配
置
。
／

問
2
-
⑹　

教
員
は
基
本
的
に
施
設
管
理
に
常
駐
、

プ
ー
ル
の
ト
イ
レ
を
開
放
し
た
。
／
問
2
-
⑺　

ぜ
ん
ぜ
ん
足
り
な
い
。
1
日
2
食
で
対
応
。
備
蓄

食
糧
は
、
2
日
目
の
朝
（
2
食
配
給
）
で
な
く
な
っ

た
。
倉
庫
に
は
、
大
な
べ
、
毛
布
、
ラ
ジ
オ
、
電

池
、
食
糧
し
か
な
い
。
雨
漏
り
に
よ
り
内
部
が
ず

ぶ
濡
れ
。
／
問
2
-
⑻　

給
水
の
予
定
表
が
な
く
、

い
つ
来
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
住
民
が
数
百

人
並
ん
で
待
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。

／
問
2
-
⑼　

水
の
確
保
や
力
仕
事
な
ど
町
内
会

役
員
（
牛
生
町
・
芦
畔
町
）
に
、
有
志
の
協
力
を

得
て
行
っ
た
。
食
事
の
準
備
等
に
つ
い
て
は
、
声

を
か
け
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
20
名
程
度
が
進
ん

で
協
力
し
て
く
れ
た
。
／
問
2
-
⑽　

特
に
決
め

な
か
っ
た
。（
停
電
し
て
い
た
）
／
問
2
-
⑾　

電

話
が
通
じ
な
か
っ
た
た
め
、
連
絡
員
を
走
ら
せ
た
。

／
問
2
-
⑿　

同
じ
被
災
者
で
も
、
毎
日
調
理
し

て
い
る
方
、
も
ら
っ
て
ば
か
り
の
方
と
別
れ
て
し

ま
っ
た
。
も
ら
え
る
量
が
少
な
い
な
ど
の
不
満
を

ぶ
つ
け
る
な
ど
。
／
問
2
-
⒀　

町
内
会
の
協
力

を
得
ら
れ
た
点
は
、
上
手
く
い
っ
た
と
思
う
。
／

問
2
-
⒁　

三
中
は
、
そ
の
立
地
上
多
賀
城
市
民

の
避
難
者
が
多
く
な
る
。
多
賀
城
市
と
の
協
力
体

制
も
必
要
。
／
問
３
-
⑴　

職
員
の
車
や
協
力
者
に

送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
／
問
３
-
⑵　

食

事
だ
け
で
も
配
布
し
た
。
／
問
３
-
⑶　

体
育
館
の

壁
面
に
貼
り
出
し
た
。
ラ
ジ
オ
を
常
時
つ
け
て
い
た
。

停
電
解
消
後
は
、
テ
レ
ビ
を
設
置
。
／
問
３
-
⑷　

名
簿
で
確
認
。
／
問
３
-
⑸　

︱
／
問
３
-
⑹　

施

設
内
に
は
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
／
問
３
-
⑺　

︱

／
問
4　

避
難
所
は
地
域
の
核
と
な
る
も
の
と
し
、

近
隣
町
内
会
等
の
連
携
が
重
要
。
年
1
回
程
度
は
、

学
校
・
職
員
・
町
内
会
の
合
同
に
よ
る
地
区
防
災

会
議
等
を
開
く
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

 

３
．
市
立
月
見
ヶ
丘
小
学
校

（
回
答
な
し
）

 

４
．
市
立
玉
川
小
学
校

問
1
-
⑴　

1
時
間
半
ぐ
ら
い
。
／
問
1
-
⑵　

30

分
ぐ
ら
い
。
テ
ン
ト
６
張
設
置
に
時
間
を
要
し
た
。

／
問
1
-
⑶　

7
人
。
全
員
集
合
し
た
。
／
問
1
-

⑷　

6
、
6
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
1
、
1
、
7
、

7
／
問
1
-
⑸　

何
と
か
足
り
て
い
た
。
／
問
1
-

⑹　

途
中
で
職
員
の
交
替
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、

業
務
上
必
要
で
あ
れ
ば
最
初
か
ら
業
務
も
配
慮
し

て
職
員
を
配
置
し
て
欲
し
い
。
家
庭
を
持
つ
女
性

は
、
長
期
の
対
応
が
難
し
く
疲
労
し
て
い
た
の
で

配
慮
が
必
要
。
私
も
10
日
目
ぐ
ら
い
の
朝
4
時
に

身
回
り
を
し
て
い
て
貧
血
で
倒
れ
た
。
／
問
２
-
⑴

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
通
り
に
出
来
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
。
／
問
２
-
⑵　

被
害
な
し
。
／
問
２
-
⑶　

2
3
0
人
ぐ
ら
い
／
問
２
-
⑷　

初
日
は
混
乱
し
て

名
簿
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
2

日
目
以
降
は
朝
・
夕
に
人
数
を
確
認
し
た
。
／
問
２

-
⑸　

体
育
館
・
教
室
を
使
用
し
た
が
、
幼
児
の
い

る
家
族
に
教
室
へ
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
２

-
⑹　

教
室
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
色
々
と
配
慮
し

て
も
ら
っ
た
。
先
生
方
で
ト
イ
レ
の
掃
除
も
し
て

い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑺　

毛
布
が
避
難
の
半
分

し
か
な
か
っ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
、
十
分

に
あ
っ
た
が
食
料
が
不
足
し
た
。
／
問
２
-
⑻　

連

日
5
0
0
人
ぐ
ら
い
の
行
列
が
で
き
て
た
が
、
い

つ
来
る
か
分
か
ら
ず
5
時
間
ぐ
ら
い
立
っ
て
待
っ
て

い
る
の
で
4
人
倒
れ
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
市
の
給

水
車
は
容
量
が
少
な
く
、
並
ん
で
も
水
が
中
々
も
ら

え
な
か
っ
た
。
避
難
所
の
業
務
の
7
割
は
給
水
対
応

だ
っ
た
。
／
問
２
-
⑼　

み
な
高
齢
者
か
幼
児
の
い

る
世
帯
、
生
活
保
護
家
庭
な
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
等
を

頼
め
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
食
事
に
関
し
て

は
、
若
い
お
母
さ
ん
達
の
協
力
を
得
ら
れ
た
。
／

問
２
-
⑽　

自
然
に
消
灯
時
間
（
21
時
頃
）
が
出
来

た
。
朝
は
6
時
頃
に
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
。
／
問
２

-
⑾　

電
話
が
通
じ
な
か
っ
た
時
は
、
市
職
員
個
人

の
車
で
本
庁
と
連
絡
を
取
っ
た
。
／
問
２
-
⑿　

避

難
所
外
か
ら
特
資
配
給
を
求
め
ら
れ
対
応
に
苦
慮
し

た
。
後
半
は
食
料
等
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
一
人

世
帯
の
老
人
が
食
料
が
な
く
相
談
に
こ
ら
れ
た
。
／

問
２
-
⒀　

避
難
者
の
理
解
を
得
て
、
体
育
館
で
卒

業
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
／
問
２
-
⒁　

停
電
の
た
め
ス
ト
ー
ブ
が
使
用
出
来
な
か
っ
た
。
乾

電
使
用
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
自
分
の
家
で
は
準
備
し
て
い
た
の
で

家
族
は
と
て
も
助
か
っ
た
よ
う
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ

が
使
用
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
長
期
に
避
難
所
を
運

営
す
る
上
で
衛
生
上
も
労
働
上
も
好
ま
し
く
な
い
。

小
学
校
の
高
架
水
槽
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば

助
か
る
（
月
見
小
は
使
用
で
き
た
）。
コ
ン
テ
ナ
と

教
室
が
離
れ
て
い
て
物
資
運
搬
に
時
間
と
労
力
を
要

し
た
。
折
り
た
た
み
式
の
リ
ヤ
カ
ー
は
重
宝
し
た
。

担
架
が
以
外
と
活
躍
し
た
。
発
電
機
・
ガ
ソ
リ
ン
の

ス
ト
ッ
ク
が
必
要
。
他
校
の
事
例
で
運
動
マ
ッ
ト
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
出
来
な
い
の
で
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
他
校
の
事
例
で
調
理
は
給
食
室
で
は
な
く
家
庭

科
室
を
使
用
す
べ
き
。
／
問
３
-
⑴　

電
話
が
通
じ

な
い
時
は
、
近
所
の
人
に
病
院
へ
運
ん
で
も
ら
っ

た
（
2
件
）。
電
話
が
通
じ
て
か
ら
は
、
救
急
車
を

要
請
し
た
（
4
件
）。
／
問
３
-
⑵　

町
内
会
や
一

人
き
り
の
老
人
な
ど
事
情
に
応
じ
て
、
避
難
者
の

食
料
を
確
保
し
た
上
で
配
給
し
た
。
／
問
３
-
⑶　

毎
日
、
市
の
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
示
し
た
が
、
当
初
は

こ
ち
ら
か
ら
要
求
す
る
ま
で
は
届
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
／
問
３
-
⑷　

電
話
が
通
じ
な
い
時
は
、

掲
示
板
に
貼
り
付
け
た
。
電
話
が
通
じ
て
か
ら
は
、

本
部
に
問
い
合
わ
せ
た
。
／
問
３
-
⑸　

ほ
ぼ
全
員

帰
れ
る
家
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
食
料
の
問

題
か
ら
滞
在
し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑹　

震
災
当
日

は
、
う
さ
ぎ
を
持
ち
込
ん
だ
人
が
い
た
が
、
他
の

人
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
、
特
に

別
室
は
設
け
な
か
っ
た
。
／
問
３
-
⑺　

狭
い
教

室
利
用
者
で
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
老
人
が
お
り
、

幼
児
が
う
る
さ
い
と
言
っ
て
幼
児
世
帯
を
困
ら
せ

た
。
そ
の
た
め
二
教
室
を
使
っ
て
老
人
と
幼
児
世

帯
を
分
け
た
。
／
問
4　

食
料
が
十
分
に
あ
り
楽
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【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間
（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？　

来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、
勤
務
状
況

職
員
（
最
大
、
通
常
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
最
大
、
通
常
）、
避
難
住
民
（
最
大
、
通
常
）、

そ
の
他
（
最
大
、
通
常
）、
合
計
（
最
大
、
通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？　

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で
（
運
営
人
数
等
・
・
・
）

問
２-

⑴
「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
活
用
し
た
か
？　

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？　

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握
（
名
簿
等
）
？　

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、
通
路
、
そ
の
他
、
避
難
所
内
の
区
割
り
の
対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？
（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、
委
員
、
班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？　
（
近
隣
町
内
会
、
食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※
「
︱
」
は
無
回
答
。

指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
対
応
調
査

塩
竈
市
で
は
指
定
避
難
所
で
対
応
に
当
た
っ
た
職
員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

震
災
直
後
の
避
難
所
の
実
態
の
記
録
と
し
て
、
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

（
指
定
避
難
所
番
号
順
に
掲
載
、
市
立
月
見
ヶ
丘
小
学
校
と
旧
市
立
浦
戸
第
二
小
学
校
は
回
答
な
し
）

 

１
．
市
立
第
三
小
学
校

問
１
-
⑴　

15
時
間
。
責
任
者
3
／
11 

15
時
10
分

到
着
か
ら
全
員
到
着
完
了
3
／
12 

6
時
。
／
問

1
-
⑵　

45
分 

。
建
築
士
判
定
後
15
時
30
分
開
設
。

／
問
1
-
⑶　

6
人
。
で
き
た
。
／
問
1
-
⑷　

14
、
6
、
3
、
︱
、
50
、
10
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱

／
問
1
-
⑸　

発
生
当
初
は
不
足
し
て
い
た
。
／

問
1
-
⑹　

他
の
自
治
体
で
は
、
配
備
職
員
を
職

員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
施
設
の
利
用
団
体
に
も
事

前
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

／
問
２
-
⑴　

活
用
し
な
か
っ
た
。
避
難
者
が
多
す

ぎ
た
の
と
、
流
動
的
だ
っ
た
た
め
。
／
問
２
-
⑵　

判
定
実
施
あ
り
。
／
問
２
-
⑶　

約
1
0
0
0
人
。

／
問
２
-
⑷　

当
初
は
、
用
紙
が
足
り
ず
受
け
入
れ

時
作
成
で
き
な
か
っ
た
。
食
料
配
布
時
に
一
覧
に
て

記
入
。
／
問
２
-
⑸　

避
難
し
て
き
た
順
に
配
置
、

通
路
に
は
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
を
貼
り
確
保
し
た
。
／
問

２
-
⑹　

先
生
が
常
勤
。
当
初
は
全
員
、
徐
々
に
交

替
制
で
保
健
室
、
ト
イ
レ
、
調
理
室
開
放
。
／
問
２

-
⑺　

初
日
は
食
料
配
布
無
し
。
12
日
朝
は
乾
パ
ン

1
人
1
枚
、
12
日
昼
は
ア
ル
フ
ァ
ー
米
1
袋
の
4
分

の
１
。初
日
の
た
め
に
水
無
し
で
食
べ
れ
る
も
の
が
、

も
っ
と
備
蓄
さ
れ
て
い
る
と
よ
い
。
衛
生
用
品
・
発

電
機
・
簡
易
ト
イ
レ
・
ゴ
ミ
袋
・
紙
コ
ッ
プ
・
ラ
ッ

プ
・
発
泡
容
器
。
／
問
２
-
⑻　

例
の
と
お
り
。
／

問
２
-
⑼　

必
要
な
時
に
声
掛
け
を
し
た
の
で
担
当

を
決
め
な
か
っ
た
。
炊
き
出
し
担
当
は
、
避
難
者

の
中
で
15
人
位
固
定
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
／

問
２
-
⑽　

消
灯
：
9
時
、
起
床
：
6
時
、
起
床
後

み
ん
な
で
清
掃
。
／
問
２
-
⑾　

当
初
は
、
通
信
網

が
使
え
な
か
っ
た
の
で
本
庁
に
徒
歩
で
、
あ
と
は
個

人
携
帯
で
の
や
り
と
り
。
／
問
２
-
⑿　

食
料
は
、

色
々
な
方
か
ら
の
支
援
が
あ
り
、
当
初
は
不
足
し
た

が
、
そ
の
後
は
不
足
し
な
か
っ
た
。
燃
料
や
、
乾
電

池
、
掃
除
用
具
、
衛
生
用
品
に
つ
い
て
は
、
中
々
要

望
通
り
の
支
援
が
厳
し
か
っ
た
。
／
問
２
-
⒀　

閉

鎖
す
る
ま
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
運
営
が
で

き
て
良
か
っ
た
。
必
要
な
時
に
、
皆
さ
ん
に
協
力
を

呼
び
掛
け
た
こ
と
が
、
避
難
者
に
と
っ
て
も
手
伝
い

や
す
く
、
前
に
出
易
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
／

問
２
-
⒁　

︱
／
問
３
-
⑴　

職
員
が
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
。
避
難
者
に
呼
び
掛
け
車
を
出
し
て
も

ら
い
、
坂
病
院
に
搬
送
。
何
度
か
坂
病
院
よ
り
先

生
が
来
て
く
れ
て
、
診
察
及
び
薬
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
／
問
３
-
⑵　

当
初
は
、
避
難
者
同
様
に
配

給
。
／
問
３
-
⑶　

体
育
館
壁
や
仕
切
り
ボ
ー
ド
に

貼
り
付
け
て
提
供
。／
問
３
-⑷　

確
認
の
要
請
は
、

地
区
毎
に
ま
と
め
た
避
難
者
一
覧
名
簿
か
ら
確
認
。

マ
イ
ク
で
呼
び
か
け
。
／
問
３
-
⑸　

ほ
と
ん
ど
。

／
問
３
-
⑹　

当
初
、
中
型
犬
以
上
の
犬
は
、
外
に

つ
な
い
だ
。
当
初
は
、
小
型
犬
や
う
さ
ぎ
な
ど
体

育
館
内
に
い
た
が
、
早
い
時
期
に
避
難
所
を
去
っ

た
よ
う
で
す
。
／
問
３
-
⑺　

メ
ー
ル
に
よ
る
放
射

能
飛
散
の
情
報
が
避
難
者
に
届
い
て
い
た
り
し
て
、

情
報
が
少
な
い
な
か
で
、
不
安
を
落
ち
着
か
せ
る
の

に
困
っ
た
。精
神
的
な
病
気
を
持
っ
て
る
方
の
対
応
。

／
問
4　

︱
 

２
．
市
立
第
三
中
学
校

問
1
-
⑴　

１
時
間
。
津
波
で
１
名
は
当
日
に
参
集

で
き
な
か
っ
た
。
／
問
1
-
⑵　

１
時
間
程
度
。
被

災
者
の
受
け
入
れ
は
、
到
着
前
か
ら
学
校
で
対
応
し

て
い
た
。／
問
1
-⑶　

7
人
。１
名
が
参
集
で
き
ず
。

壱
番
館
が
浸
水
し
孤
立
し
た
た
め
。
／
問
1
-
⑷　

8
、
6
、
町
内
会
役
員
等
が
自
主
的
に
協
力
し
て

く
れ
た
、
町
内
会
役
員
等
が
自
主
的
に
協
力
し
て
く

れ
た
、
1
5
0
0
、5
0
0
、
20
、
20
、
1
5
2
8
、

5
2
6
／
問
1
-
⑸　

職
員
と
し
て
は
充
分
と
思
え

る
が
、
避
難
対
象
地
区
の
町
内
会
等
の
顔
合
わ
せ
等

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
／
問
1
-
⑹　

学

校
・
町
内
会
・
職
員
の
三
者
打
合
せ
（
顔
合
わ
せ
）

を
年
１
回
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
／

問
２
-
⑴　

し
た
。
／
問
２
-
⑵　

あ
っ
た
。
判
定

前
に
体
育
館
に
は
避
難
者
が
入
っ
て
い
た
。
／
問

２
-
⑶　

初
日
の
夜
は
1
5
0
0
人
程
度
（
車
内

避
難
含
む
）、
た
だ
し
半
分
は
多
賀
城
市
民
。
／
問

２
-
⑷　

初
日
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
2
日
目

以
降
に
対
応
し
た
が
、
車
中
の
人
な
ど
全
体
の
把

握
は
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑸　

町
内
会
単
位

を
基
本
と
し
て
、
弱
者
を
本
部
よ
り
に
配
置
。
／

問
2
-
⑹　

教
員
は
基
本
的
に
施
設
管
理
に
常
駐
、

プ
ー
ル
の
ト
イ
レ
を
開
放
し
た
。
／
問
2
-
⑺　

ぜ
ん
ぜ
ん
足
り
な
い
。
1
日
2
食
で
対
応
。
備
蓄

食
糧
は
、
2
日
目
の
朝
（
2
食
配
給
）
で
な
く
な
っ

た
。
倉
庫
に
は
、
大
な
べ
、
毛
布
、
ラ
ジ
オ
、
電

池
、
食
糧
し
か
な
い
。
雨
漏
り
に
よ
り
内
部
が
ず

ぶ
濡
れ
。
／
問
2
-
⑻　

給
水
の
予
定
表
が
な
く
、

い
つ
来
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
住
民
が
数
百

人
並
ん
で
待
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。

／
問
2
-
⑼　

水
の
確
保
や
力
仕
事
な
ど
町
内
会

役
員
（
牛
生
町
・
芦
畔
町
）
に
、
有
志
の
協
力
を

得
て
行
っ
た
。
食
事
の
準
備
等
に
つ
い
て
は
、
声

を
か
け
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
20
名
程
度
が
進
ん

で
協
力
し
て
く
れ
た
。
／
問
2
-
⑽　

特
に
決
め

な
か
っ
た
。（
停
電
し
て
い
た
）
／
問
2
-
⑾　

電

話
が
通
じ
な
か
っ
た
た
め
、
連
絡
員
を
走
ら
せ
た
。

／
問
2
-
⑿　

同
じ
被
災
者
で
も
、
毎
日
調
理
し

て
い
る
方
、
も
ら
っ
て
ば
か
り
の
方
と
別
れ
て
し

ま
っ
た
。
も
ら
え
る
量
が
少
な
い
な
ど
の
不
満
を

ぶ
つ
け
る
な
ど
。
／
問
2
-
⒀　

町
内
会
の
協
力

を
得
ら
れ
た
点
は
、
上
手
く
い
っ
た
と
思
う
。
／

問
2
-
⒁　

三
中
は
、
そ
の
立
地
上
多
賀
城
市
民

の
避
難
者
が
多
く
な
る
。
多
賀
城
市
と
の
協
力
体

制
も
必
要
。
／
問
３
-
⑴　

職
員
の
車
や
協
力
者
に

送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
／
問
３
-
⑵　

食

事
だ
け
で
も
配
布
し
た
。
／
問
３
-
⑶　

体
育
館
の

壁
面
に
貼
り
出
し
た
。
ラ
ジ
オ
を
常
時
つ
け
て
い
た
。

停
電
解
消
後
は
、
テ
レ
ビ
を
設
置
。
／
問
３
-
⑷　

名
簿
で
確
認
。
／
問
３
-
⑸　

︱
／
問
３
-
⑹　

施

設
内
に
は
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
／
問
３
-
⑺　

︱

／
問
4　

避
難
所
は
地
域
の
核
と
な
る
も
の
と
し
、

近
隣
町
内
会
等
の
連
携
が
重
要
。
年
1
回
程
度
は
、

学
校
・
職
員
・
町
内
会
の
合
同
に
よ
る
地
区
防
災

会
議
等
を
開
く
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

 

３
．
市
立
月
見
ヶ
丘
小
学
校

（
回
答
な
し
）

 

４
．
市
立
玉
川
小
学
校

問
1
-
⑴　

1
時
間
半
ぐ
ら
い
。
／
問
1
-
⑵　

30

分
ぐ
ら
い
。
テ
ン
ト
６
張
設
置
に
時
間
を
要
し
た
。

／
問
1
-
⑶　

7
人
。
全
員
集
合
し
た
。
／
問
1
-

⑷　

6
、
6
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
1
、
1
、
7
、

7
／
問
1
-
⑸　

何
と
か
足
り
て
い
た
。
／
問
1
-

⑹　

途
中
で
職
員
の
交
替
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、

業
務
上
必
要
で
あ
れ
ば
最
初
か
ら
業
務
も
配
慮
し

て
職
員
を
配
置
し
て
欲
し
い
。
家
庭
を
持
つ
女
性

は
、
長
期
の
対
応
が
難
し
く
疲
労
し
て
い
た
の
で

配
慮
が
必
要
。
私
も
10
日
目
ぐ
ら
い
の
朝
4
時
に

身
回
り
を
し
て
い
て
貧
血
で
倒
れ
た
。
／
問
２
-
⑴

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
通
り
に
出
来
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
。
／
問
２
-
⑵　

被
害
な
し
。
／
問
２
-
⑶　

2
3
0
人
ぐ
ら
い
／
問
２
-
⑷　

初
日
は
混
乱
し
て

名
簿
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
2

日
目
以
降
は
朝
・
夕
に
人
数
を
確
認
し
た
。
／
問
２

-
⑸　

体
育
館
・
教
室
を
使
用
し
た
が
、
幼
児
の
い

る
家
族
に
教
室
へ
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
２

-
⑹　

教
室
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
色
々
と
配
慮
し

て
も
ら
っ
た
。
先
生
方
で
ト
イ
レ
の
掃
除
も
し
て

い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑺　

毛
布
が
避
難
の
半
分

し
か
な
か
っ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
、
十
分

に
あ
っ
た
が
食
料
が
不
足
し
た
。
／
問
２
-
⑻　

連

日
5
0
0
人
ぐ
ら
い
の
行
列
が
で
き
て
た
が
、
い

つ
来
る
か
分
か
ら
ず
5
時
間
ぐ
ら
い
立
っ
て
待
っ
て

い
る
の
で
4
人
倒
れ
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
市
の
給

水
車
は
容
量
が
少
な
く
、
並
ん
で
も
水
が
中
々
も
ら

え
な
か
っ
た
。
避
難
所
の
業
務
の
7
割
は
給
水
対
応

だ
っ
た
。
／
問
２
-
⑼　

み
な
高
齢
者
か
幼
児
の
い

る
世
帯
、
生
活
保
護
家
庭
な
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
等
を

頼
め
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
食
事
に
関
し
て

は
、
若
い
お
母
さ
ん
達
の
協
力
を
得
ら
れ
た
。
／

問
２
-
⑽　

自
然
に
消
灯
時
間
（
21
時
頃
）
が
出
来

た
。
朝
は
6
時
頃
に
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
。
／
問
２

-
⑾　

電
話
が
通
じ
な
か
っ
た
時
は
、
市
職
員
個
人

の
車
で
本
庁
と
連
絡
を
取
っ
た
。
／
問
２
-
⑿　

避

難
所
外
か
ら
特
資
配
給
を
求
め
ら
れ
対
応
に
苦
慮
し

た
。
後
半
は
食
料
等
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
一
人

世
帯
の
老
人
が
食
料
が
な
く
相
談
に
こ
ら
れ
た
。
／

問
２
-
⒀　

避
難
者
の
理
解
を
得
て
、
体
育
館
で
卒

業
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
／
問
２
-
⒁　

停
電
の
た
め
ス
ト
ー
ブ
が
使
用
出
来
な
か
っ
た
。
乾

電
使
用
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
自
分
の
家
で
は
準
備
し
て
い
た
の
で

家
族
は
と
て
も
助
か
っ
た
よ
う
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ

が
使
用
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
長
期
に
避
難
所
を
運

営
す
る
上
で
衛
生
上
も
労
働
上
も
好
ま
し
く
な
い
。

小
学
校
の
高
架
水
槽
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば

助
か
る
（
月
見
小
は
使
用
で
き
た
）。
コ
ン
テ
ナ
と

教
室
が
離
れ
て
い
て
物
資
運
搬
に
時
間
と
労
力
を
要

し
た
。
折
り
た
た
み
式
の
リ
ヤ
カ
ー
は
重
宝
し
た
。

担
架
が
以
外
と
活
躍
し
た
。
発
電
機
・
ガ
ソ
リ
ン
の

ス
ト
ッ
ク
が
必
要
。
他
校
の
事
例
で
運
動
マ
ッ
ト
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
出
来
な
い
の
で
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
他
校
の
事
例
で
調
理
は
給
食
室
で
は
な
く
家
庭

科
室
を
使
用
す
べ
き
。
／
問
３
-
⑴　

電
話
が
通
じ

な
い
時
は
、
近
所
の
人
に
病
院
へ
運
ん
で
も
ら
っ

た
（
2
件
）。
電
話
が
通
じ
て
か
ら
は
、
救
急
車
を

要
請
し
た
（
4
件
）。
／
問
３
-
⑵　

町
内
会
や
一

人
き
り
の
老
人
な
ど
事
情
に
応
じ
て
、
避
難
者
の

食
料
を
確
保
し
た
上
で
配
給
し
た
。
／
問
３
-
⑶　

毎
日
、
市
の
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
示
し
た
が
、
当
初
は

こ
ち
ら
か
ら
要
求
す
る
ま
で
は
届
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
／
問
３
-
⑷　

電
話
が
通
じ
な
い
時
は
、

掲
示
板
に
貼
り
付
け
た
。
電
話
が
通
じ
て
か
ら
は
、

本
部
に
問
い
合
わ
せ
た
。
／
問
３
-
⑸　

ほ
ぼ
全
員

帰
れ
る
家
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
食
料
の
問

題
か
ら
滞
在
し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑹　

震
災
当
日

は
、
う
さ
ぎ
を
持
ち
込
ん
だ
人
が
い
た
が
、
他
の

人
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
、
特
に

別
室
は
設
け
な
か
っ
た
。
／
問
３
-
⑺　

狭
い
教

室
利
用
者
で
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
老
人
が
お
り
、

幼
児
が
う
る
さ
い
と
言
っ
て
幼
児
世
帯
を
困
ら
せ

た
。
そ
の
た
め
二
教
室
を
使
っ
て
老
人
と
幼
児
世

帯
を
分
け
た
。
／
問
4　

食
料
が
十
分
に
あ
り
楽
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で
あ
る
こ
と
か
ら
最
後
は
滞
在
し
て
い
る
避
難
者

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に

物
資
や
援
助
が
行
き
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

た
。
携
帯
の
充
電
装
置
は
も
っ
と
早
く
欲
し
か
っ

た
。
給
水
車
が
来
て
い
な
い
の
に
広
報
車
が
、
広

報
し
て
回
る
の
で
市
民
か
ら
苦
情
が
絶
え
な
か
っ

た
。
電
話
が
使
用
出
来
な
い
際
の
連
絡
手
段
に
つ

い
て
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。

 

５
．
市
立
玉
川
中
学
校

問
1-

⑴　

午
後
4
時　

1
名
に
つ
い
て
は
、
休

暇
中
で
大
阪
か
ら
帰
路
。
13
日
午
前
8
時
集
合
／

問
1-

⑵　

集
合
か
ら
30
分
／
問
1-

⑶　

5
人
。

1
名
は
休
暇
中
で
大
阪
に
い
た
た
め
、
帰
路
手
段

が
な
か
っ
た
。
／
問
1-

⑷　

5
、
2
、
1
、
1
、

4
、
2
、
10
、
4
、
20
、
9
／
問
1-

⑸　

通
常

時
は
足
り
て
い
た
が
、
当
初
は
１
〜
2
名
不
足
。

／
問
1-

⑹　

︱
／
問
２-

⑴　

体
育
館
使
用
で
き

ず
教
室
使
用
と
な
っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
各
部
屋
ご
と
に
責
任

者
を
設
け
運
営
に
あ
た
っ
た
。
／
問
２-

⑵　

建
物

外
壁
崩
れ
、
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２-

⑶　

最
大
で
37
名
程
避
難
。
／
問
２-

⑷　

受
け
入
れ
時

に
行
っ
た
。
日
々
の
人
数
確
認
は
、
食
事
調
理
前

に
確
認
。
／
問
２-

⑸　

各
教
室
に
は
、
あ
る
程
度

地
域
ご
と
に
ま
と
め
た
。
／
問
２-

⑹　

校
長
、
教

頭
が
先
頭
に
た
っ
て
夜
勤
等
も
行
い
、
特
に
、
教

頭
先
生
は
撤
収
ま
で
常
勤
。
保
健
室
、
ト
イ
レ
等

は
開
放
。
ト
イ
レ
の
水
汲
み
も
先
生
方
が
率
先
し

て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
／
問
２-

⑺　

1
日
目
分
の

食
糧
は
、
人
数
分
と
し
て
は
足
り
な
か
っ
た
。
寒

さ
か
ら
の
対
応
と
し
て
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
足
り
ず

学
校
か
ら
借
用
し
た
。
／
問
２-

⑻　

給
水
所
で
な

い
た
め
、
特
に
な
し
。
／
問
２-

⑼　

各
教
室
の
避

難
者
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
、
掃
除
等
も
自

主
的
に
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
当
初
は
職
員

に
ま
か
せ
き
り
の
よ
う
な
状
況
で
、
甘
え
が
あ
っ

た
。
／
問
２-

⑽　

消
灯
時
間
は
、
特
に
決
め
な

か
っ
た
が
、
掃
除
・
ト
イ
レ
の
水
汲
み
は
決
め
た
。

／
問
２-

⑾　

当
初
は
、
全
く
連
絡
が
と
れ
ず
、
物

資
配
給
班
の
人
に
メ
モ
で
伝
達
。
通
話
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、
学
校
の
電
話
で
対
応
。
／
問
２-

⑿　

野
菜
類
が
少
な
く
、
加
工
食
品
が
多
く
、
偏
っ
た

面
が
あ
っ
た
。／
問
２-

⒀　

人
数
的
に
少
人
数
で
、

各
教
室
ご
と
に
分
か
れ
て
避
難
し
た
点
で
は
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
。
／
問
２-

⒁　

学
校

側
の
協
力
体
制
が
非
常
に
良
か
っ
た
た
め
、
運
営

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
。
／
問
３-

⑴　

重
病
人
は

お
ら
ず
、
通
常
の
通
院
で
自
分
で
、
病
院
に
行
っ
た
。

／
問
３-

⑵　

た
ま
に
、
水
や
子
ど
も
の
お
む
つ
を

も
ら
い
に
来
る
人
が
い
た
。
／
問
３-

⑶　

学
校
玄

関
前
の
ド
ア
に
掲
示
。
／
問
３-

⑷　

当
初
は
、
玄

関
前
に
避
難
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
。
電
話

で
の
照
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
対
応
。
／
問
３

-

⑸　

当
初
10
人
ぐ
ら
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
後

帰
宅
。
／
問
３-

⑹　

特
に
な
し
。
／
問
３-

⑺　

︱
／
問
4　

︱

 

６
．
塩
竈
市
公
民
館

問
１
-
⑴　

1
時
間
30
分
。
／
問
１
-
⑵　

1
時
間
。

／
問
１
-
⑶　

6
人
／
問
１
-
⑷　

25
、
13
、
︱
、
︱
、

︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
／
問
１
-
⑸　

避
難
所

配
備
人
数
で
は
、
避
難
者
の
部
屋
整
備
・
部
屋
割
・

受
付
・
配
給
な
ど
の
作
業
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
生

涯
学
習
課
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
非
常
勤
職
員
含

む
）
職
員
の
応
援
が
な
け
れ
ば
当
初
（
1
週
間
程
）

の
避
難
所
体
制
は
図
れ
な
か
っ
た
。
公
民
館
と
し
て

は
、
13
名
は
必
要
で
あ
る
。
／
問
１
-
⑹　

震
災
日

は
2
0
0
余
名
が
避
難
所
に
来
た
。
毛
布
・
食
料
・

水
の
配
給
と
ト
イ
レ
の
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
夜
間

の
照
明
の
確
保
も
必
要
で
あ
っ
た
が
、
自
家
発
電

機
が
地
震
の
振
動
で
始
動
後
に
故
障
し
た
。
／
問
２

-
⑴　

連
絡
網
関
係
は
活
用
出
来
た
が
、
避
難
所
対

応
実
情
は
、
計
画
配
備
人
数
の
み
で
は
対
応
困
難
で

あ
っ
た
。
／
問
２
-
⑵　

外
壁
の
一
部
が
剥
離
し
た

箇
所
が
あ
る
。
地
下
室
の
一
部
壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
。

／
問
２
-
⑶　

最
大
2
3
0
名
（
初
日
）
〜
2
日
目

1
8
0
名
〜
1
週
間
後
1
5
0
名
／
問
２
-
⑷　

名

簿
作
成
は
行
っ
た
。
退
去
・
外
出
別
に
受
付
で
毎
日

確
認
し
、
朝
の
避
難
者
人
員
を
名
簿
作
成
で
確
認
引

継
ぎ
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

当
初
は
弱
者
を
1
F
の

部
屋
に
居
住
さ
せ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
く
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
2
Ｆ
和
室
へ
も
誘
導
し
た
。
／
問
２

-
⑹　

︱
／
問
２
-
⑺　

備
蓄
に
ア
ル
フ
ァ
ー
米
が

あ
っ
た
が
、
都
市
ガ
ス
が
な
い
た
め
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
配
達
し
て
も
ら
い
お
湯
を
沸
か
し
た
。
2
日
目
は

精
米
を
調
達
し
釜
で
炊
い
た
（
2
回
）。
／
問
２
-
⑻

　

給
水
時
間
に
来
な
い
た
め
避
難
所
の
避
難
者
と
給

水
を
待
っ
て
い
る
市
民
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
。
／
問
２
-
⑼　

避
難
者
同
士
が
知
ら
な

い
た
め
協
力
者
（
班
長
制
）
を
作
る
の
に
は
、
日
数

を
要
し
た
。
班
長
を
決
め
て
も
退
去
し
て
い
け
ば
、

ま
た
新
た
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
統
一
は
で
き
な

か
っ
た
。
／
問
２
-
⑽　

消
灯
時
間
・
配
給
時
間
は

決
め
た
。
掃
除
は
、
部
屋
は
居
住
者
に
任
せ
て
、
廊

下
・
ト
イ
レ
は
公
民
館
清
掃
委
託
事
業
所
の
職
員
に

し
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑾　

生
涯
学
習
課
長
・

館
長
が
対
応
し
た
。
／
問
２
-
⑿　

賞
味
期
限
が
短

い
た
め
保
存
し
て
の
有
効
活
用
が
出
来
な
か
っ
た
。

／
問
２
-
⒀　

現
職
場
の
職
員
が
協
力
し
て
く
れ
た

こ
と
で
、
避
難
所
運
営
（
当
直
体
制
も
含
め
）
が
出

来
た
と
考
え
る
。
／
問
２
-
⒁　

避
難
者
で
の
自
治

会
作
り
は
、
相
互
の
理
解
が
な
い
と
難
し
い
。
見
知

ら
ぬ
人
か
ら
指
示
さ
れ
る
こ
と
を
い
や
が
る
市
民
も

い
た
。
市
職
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
は
、
あ
ま
り

抵
抗
が
な
く
協
力
し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑴　

職
員

が
病
院
に
搬
送
し
た
。
他
県
の
保
健
師
・
医
師
が
巡

回
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
搬
送
な
ど
は
職

員
で
行
っ
た
。
／
問
３
-⑵　

避
難
者
優
先
で
は
あ
っ

た
が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
在
庫
よ
り
分
け
て
や
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
／
問
３
-
⑶　

掲
示
板
に
貼
り
出

し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑷　

職
員
が
対
応
し
た
。
／

問
３
-
⑸　

︱
／
問
３
-
⑹　

公
民
館
内
・
外
に
て
区

分
し
た
。
／
問
３
-
⑺　

ご
み
の
分
別
や
お
む
つ
使

用
者
の
交
換
場
所
な
ど
の
対
応
に
時
間
を
要
し
た
。

／
問
4　

避
難
所
と
し
て
機
能
を
果
た
す
た
め
に

は
、
最
低
限
、
発
電
機
は
備
え
て
お
き
た
い
。
水

洗
ト
イ
レ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
の
留
水

が
あ
る
こ
と
か
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
て
使
用
出
来

た
が
、
是
非
、
衛
生
管
理
面
か
ら
も
水
洗
ト
イ
レ

の
使
用
が
出
来
る
装
備
は
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

７
．
市
立
第
一
小
学
校

問
1
-
⑴　

約
30
分
。
責
任
者
本
人
が
一
番
最
後
で
し

た
。
／
問
1
-
⑵　

責
任
者
到
着
に
は
、
学
校
長
の
裁

量
に
よ
り
避
難
所
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
地
震
発
生
後
、
10
〜
15
分
後
に
は
開
設
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
／
問
1
-
⑶　

5
人
。
第
一
小
学
校
用

務
、
給
食
職
員
2
名
、
育
休
中
職
員
1
名
／
問
1
-
⑷

　

12
、
8
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
10
、
5
、
22
、
13

／
問
1
-
⑸　

運
営
人
数
は
ギ
リ
ギ
リ
足
り
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
避
難
者
や
同
僚
な
ど
に
気

配
り
の
で
き
る
職
員
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

気
の
利
か
な
い
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
ら
、
と
て
も
運

営
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
1
-

⑹　

今
回
は
校
長
先
生
の
裁
量
並
び
に
先
生
方
の
素

晴
ら
し
い
連
携
に
よ
っ
て
、
大
き
な
問
題
な
く
避
難

所
の
運
営
が
行
え
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
避
難
所
と
な
る
施
設
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
く
う

え
で
も
、
市
側
の
体
制
を
密
に
整
備
し
、
間
違
っ
て

も
避
難
所
か
ら
職
員
を
引
き
抜
く
よ
う
な
こ
と
は
無

い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
現
場
で
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

か
っ
た
し
、
本
部
の
対
応
が
二
転
三
転
す
る
よ
う

な
中
で
、
本
部
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
い
て
い

な
い
の
だ
か
ら
、
現
場
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
運

営
が
で
き
て
い
た
か
？
を
問
う
こ
と
は
必
要
な
い

と
考
え
ま
す
が
・
・
・
／
問
２
-
⑵　

避
難
所
開

設
後
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
診
断
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
／
問
２
-
⑶　

地
震
当
初
は
8
0
0

人
以
上
の
避
難
者
で
し
た
。
日
々
の
避
難
者
数
は
、

毎
日
報
告
し
て
い
た
の
で
、
貴
課
の
デ
ー
タ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
／
問
２
-
⑷　

避
難
所
を
2
箇
所

（
体
育
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
）
で
開
設
し
て
い
た
た

め
、
3
／
19
の
統
合
後
に
名
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
食
事
の
配
給
時
に
日
々
の
人
数
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

高
齢
者
に
つ
い
て
、

校
長
先
生
の
裁
量
に
よ
り
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の

教
室
を
開
放
し
対
応
し
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑹　

校

長
先
生
の
指
揮
の
も
と
で
教
職
員
が
積
極
的
か
つ

協
力
的
に
動
い
て
く
だ
さ
り
、
特
に
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
教
職
員
が
プ
ー
ル
か
ら
の
水
汲
み
、
清

掃
ま
で
を
一
括
し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
た
の

で
、
避
難
所
職
員
は
避
難
者
へ
の
対
応
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑺　

備
蓄
品
と

し
て
充
分
だ
っ
た
も
の
は
皆
無
と
思
い
ま
す
。
す

べ
て
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
補
充
の
依
頼

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
食
事
は

一
日
2
回
（
朝
・
夕
）
と
し
て
い
ま
し
た
。
／
問

２
-
⑻　

給
水
所
と
し
て
は
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
学
校
裏
手
の
貯
水
タ
ン
ク

か
ら
夜
間
に
水
を
抜
き
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
学

校
内
の
水
道
事
情
に
影
響
が
出
ま
し
た
。
／
問
２

-
⑼　

種
々
の
班
編
成
な
ど
を
取
り
決
め
よ
う
と
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
避
難
所
閉
鎖
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
3
／
20
実
施
）
が
行
わ
れ
た
た
め
、
避
難
者
の
心

情
と
し
て
、
行
政
に
対
す
る
不
信
感
が
大
き
く
な

り
、
と
て
も
班
編
成
な
ど
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
２
-
⑽　

起

床
7
時
、
そ
の
後
準
備
が
出
来
次
第
、
食
事
、
消

灯
21
時
と
し
て
い
た
以
外
は
ル
ー
ル
な
ど
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
強
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
避
難
所
は

避
難
者
の
生
活
す
る
場
所
で
あ
っ
て
食
事
の
配
給

所
で
は
な
い
、
と
し
て
い
た
の
で
、
近
隣
住
民
へ

の
食
事
の
提
供
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
避
難

者
の
方
々
へ
も
「
皆
さ
ん
の
食
い
ぶ
ち
が
減
る
だ

け
な
の
で
」
と
し
て
、
極
力
、
特
に
食
事
に
つ
い

て
は
口
外
し
な
い
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

／
問
２
-
⑾　

個
人
の
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
携
帯
が
繋
が
る
ま
で
は
、
職
員
所
有
の

原
付
バ
イ
ク
を
本
部
（
本
庁
）
と
の
連
絡
手
段
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑿　

食
糧
の

種
類
、
量
に
ム
ラ
が
あ
っ
た
た
め
、
日
々
の
献
立

に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
避
難
所
閉
鎖
後
、
物
資
班

の
業
務
に
携
わ
っ
た
際
、
物
資
班
の
状
況
を
知
り
、

問
題
点
と
し
て
挙
げ
る
ほ
ど
の
案
件
で
は
無
い
と

痛
感
し
ま
し
た
の
で
、「
問
題
点
は
無
し
」
と
し
ま

す
。
／
問
２
-
⒀　

何
度
も
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
校

長
先
生
含
め
教
職
員
の
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
け

た
の
で
、
身
心
と
も
に
余
裕
を
持
っ
て
避
難
所
職

員
と
し
て
の
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

が
無
か
っ
た
こ
と
が
、「
運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
」

と
考
え
て
ま
す
。
／
問
２
-
⒁　

前
述
の
通
り
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
庁
舎

に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
が
本
庁
か
ら
退
去
さ
せ

ら
れ
た
際
、
明
確
に
何
処
の
避
難
所
へ
、
と
い
う

指
示
や
避
難
所
へ
の
連
絡
が
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
、

本
庁
を
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た

避
難
者
が
避
難
所
内
で
大
声
を
あ
げ
て
避
難
者
（
特

に
子
供
）
を
怖
が
ら
せ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
本
部
か
ら
の
一
報
が
あ
れ
ば
回
避
で
き

た
案
件
と
考
え
ま
す
。
／
問
３
-
⑴　

3
／
16
に
自

衛
隊
か
ら
問
題
点
の
質
問
を
受
け
、
食
道
癌
の
術

後
間
も
な
い
た
め
体
力
が
低
下
し
て
い
る
、
流
動

食
が
必
要
で
あ
る
避
難
者
1
名
、
高
齢
で
身
体
介

護
が
必
要
で
、
か
つ
咀
嚼
に
難
の
あ
る
避
難
者
1

名
が
い
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
て
病
院
に
搬
送
し
ま
す
、
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
塩
釜
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ヘ
リ

の
発
着
場
と
し
て
借
用
し
、
東
北
大
学
病
院
に
搬

送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
坂
総
合

病
院
、
医
師
会
の
巡
回
診
察
に
よ
り
、
避
難
所
か

ら
病
人
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／

問
3
-
⑵　

地
震
当
初
か
ら
数
日
間
だ
け
避
難
所

生
活
を
し
、
そ
の
後
自
宅
へ
戻
っ
た
が
食
糧
の
手

配
ま
で
は
行
え
な
い
、
と
の
こ
と
で
、
朝
夕
の
配

食
事
だ
け
現
れ
る
人
が
1
、
2
人
確
認
し
て
い
ま

す
。
教
職
員
へ
の
配
食
も
行
い
ま
し
た
が
、
当
直

さ
れ
る
人
数
分
と
し
、
過
大
な
配
食
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
配
給
所
で
は
無
い
、
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
し
、
避
難
所
内
で
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
浸
透
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
混

乱
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
3
-
⑶　

基
本

的
に
は
朝
夕
の
配
食
時
に
、
そ
れ
ま
で
も
た
ら
さ

れ
た
情
報
、
献
立
な
ど
を
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
一
問
一
答
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
。
同
時
に
避
難
者
の
体
調
な
ど
に
つ

い
て
も
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
配
布
さ
れ
る

広
報
物
は
避
難
所
内
の
壁
に
貼
り
、
周
知
し
て
い

ま
し
た
。
／
問
-
⑷　

避
難
所
内
に
、
学
校
か
ら

提
供
さ
れ
た
模
造
紙
を
貼
り
、
避
難
者
、
安
否
確

認
者
に
自
由
に
書
き
込
み
を
し
て
も
ら
う
形
式
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
直
接
避
難
所
職
員
へ
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
名
簿
を
基
に
応
対
、

併
せ
て
市
民
課
に
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

「
避
難
者
管
理
情
報
」
へ
の
確
認
を
促
し
て
い
ま

し
た
。
／
問
3
-
⑸　

全
避
難
者
数
の
9
割
近
く

が
、
自
宅
に
戻
っ
て
も
そ
の
後
の
生
活
に
窮
す
る

た
め
、
寝
食
の
た
め
に
避
難
所
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
。
日
中
は
自
宅
の
清
掃
な
ど
に
戻
ら
れ
る
方
々

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
／
問
3
-
⑹　

ペ
ッ
ト
は

当
初
3
世
帯
が
、
そ
の
後
は
2
世
帯
と
な
り
ま
し

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-
⑵ 
避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-
⑶ 
全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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で
あ
る
こ
と
か
ら
最
後
は
滞
在
し
て
い
る
避
難
者

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に

物
資
や
援
助
が
行
き
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

た
。
携
帯
の
充
電
装
置
は
も
っ
と
早
く
欲
し
か
っ

た
。
給
水
車
が
来
て
い
な
い
の
に
広
報
車
が
、
広

報
し
て
回
る
の
で
市
民
か
ら
苦
情
が
絶
え
な
か
っ

た
。
電
話
が
使
用
出
来
な
い
際
の
連
絡
手
段
に
つ

い
て
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。

 

５
．
市
立
玉
川
中
学
校

問
1-

⑴　

午
後
4
時　

1
名
に
つ
い
て
は
、
休

暇
中
で
大
阪
か
ら
帰
路
。
13
日
午
前
8
時
集
合
／

問
1-

⑵　

集
合
か
ら
30
分
／
問
1-

⑶　

5
人
。

1
名
は
休
暇
中
で
大
阪
に
い
た
た
め
、
帰
路
手
段

が
な
か
っ
た
。
／
問
1-

⑷　

5
、
2
、
1
、
1
、

4
、
2
、
10
、
4
、
20
、
9
／
問
1-

⑸　

通
常

時
は
足
り
て
い
た
が
、
当
初
は
１
〜
2
名
不
足
。

／
問
1-

⑹　

︱
／
問
２-

⑴　

体
育
館
使
用
で
き

ず
教
室
使
用
と
な
っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
各
部
屋
ご
と
に
責
任

者
を
設
け
運
営
に
あ
た
っ
た
。
／
問
２-

⑵　

建
物

外
壁
崩
れ
、
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２-

⑶　

最
大
で
37
名
程
避
難
。
／
問
２-

⑷　

受
け
入
れ
時

に
行
っ
た
。
日
々
の
人
数
確
認
は
、
食
事
調
理
前

に
確
認
。
／
問
２-

⑸　

各
教
室
に
は
、
あ
る
程
度

地
域
ご
と
に
ま
と
め
た
。
／
問
２-

⑹　

校
長
、
教

頭
が
先
頭
に
た
っ
て
夜
勤
等
も
行
い
、
特
に
、
教

頭
先
生
は
撤
収
ま
で
常
勤
。
保
健
室
、
ト
イ
レ
等

は
開
放
。
ト
イ
レ
の
水
汲
み
も
先
生
方
が
率
先
し

て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
／
問
２-

⑺　

1
日
目
分
の

食
糧
は
、
人
数
分
と
し
て
は
足
り
な
か
っ
た
。
寒

さ
か
ら
の
対
応
と
し
て
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
足
り
ず

学
校
か
ら
借
用
し
た
。
／
問
２-

⑻　

給
水
所
で
な

い
た
め
、
特
に
な
し
。
／
問
２-

⑼　

各
教
室
の
避

難
者
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
、
掃
除
等
も
自

主
的
に
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
当
初
は
職
員

に
ま
か
せ
き
り
の
よ
う
な
状
況
で
、
甘
え
が
あ
っ

た
。
／
問
２-

⑽　

消
灯
時
間
は
、
特
に
決
め
な

か
っ
た
が
、
掃
除
・
ト
イ
レ
の
水
汲
み
は
決
め
た
。

／
問
２-

⑾　

当
初
は
、
全
く
連
絡
が
と
れ
ず
、
物

資
配
給
班
の
人
に
メ
モ
で
伝
達
。
通
話
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、
学
校
の
電
話
で
対
応
。
／
問
２-

⑿　

野
菜
類
が
少
な
く
、
加
工
食
品
が
多
く
、
偏
っ
た

面
が
あ
っ
た
。／
問
２-

⒀　

人
数
的
に
少
人
数
で
、

各
教
室
ご
と
に
分
か
れ
て
避
難
し
た
点
で
は
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
。
／
問
２-

⒁　

学
校

側
の
協
力
体
制
が
非
常
に
良
か
っ
た
た
め
、
運
営

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
。
／
問
３-

⑴　

重
病
人
は

お
ら
ず
、
通
常
の
通
院
で
自
分
で
、
病
院
に
行
っ
た
。

／
問
３-

⑵　

た
ま
に
、
水
や
子
ど
も
の
お
む
つ
を

も
ら
い
に
来
る
人
が
い
た
。
／
問
３-

⑶　

学
校
玄

関
前
の
ド
ア
に
掲
示
。
／
問
３-

⑷　

当
初
は
、
玄

関
前
に
避
難
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
。
電
話

で
の
照
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
対
応
。
／
問
３

-

⑸　

当
初
10
人
ぐ
ら
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
後

帰
宅
。
／
問
３-

⑹　

特
に
な
し
。
／
問
３-

⑺　

︱
／
問
4　

︱

 

６
．
塩
竈
市
公
民
館

問
１
-
⑴　

1
時
間
30
分
。
／
問
１
-
⑵　

1
時
間
。

／
問
１
-
⑶　

6
人
／
問
１
-
⑷　

25
、
13
、
︱
、
︱
、

︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
／
問
１
-
⑸　

避
難
所

配
備
人
数
で
は
、
避
難
者
の
部
屋
整
備
・
部
屋
割
・

受
付
・
配
給
な
ど
の
作
業
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
生

涯
学
習
課
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
非
常
勤
職
員
含

む
）
職
員
の
応
援
が
な
け
れ
ば
当
初
（
1
週
間
程
）

の
避
難
所
体
制
は
図
れ
な
か
っ
た
。
公
民
館
と
し
て

は
、
13
名
は
必
要
で
あ
る
。
／
問
１
-
⑹　

震
災
日

は
2
0
0
余
名
が
避
難
所
に
来
た
。
毛
布
・
食
料
・

水
の
配
給
と
ト
イ
レ
の
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
夜
間

の
照
明
の
確
保
も
必
要
で
あ
っ
た
が
、
自
家
発
電

機
が
地
震
の
振
動
で
始
動
後
に
故
障
し
た
。
／
問
２

-
⑴　

連
絡
網
関
係
は
活
用
出
来
た
が
、
避
難
所
対

応
実
情
は
、
計
画
配
備
人
数
の
み
で
は
対
応
困
難
で

あ
っ
た
。
／
問
２
-
⑵　

外
壁
の
一
部
が
剥
離
し
た

箇
所
が
あ
る
。
地
下
室
の
一
部
壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
。

／
問
２
-
⑶　

最
大
2
3
0
名
（
初
日
）
〜
2
日
目

1
8
0
名
〜
1
週
間
後
1
5
0
名
／
問
２
-
⑷　

名

簿
作
成
は
行
っ
た
。
退
去
・
外
出
別
に
受
付
で
毎
日

確
認
し
、
朝
の
避
難
者
人
員
を
名
簿
作
成
で
確
認
引

継
ぎ
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

当
初
は
弱
者
を
1
F
の

部
屋
に
居
住
さ
せ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
く
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
2
Ｆ
和
室
へ
も
誘
導
し
た
。
／
問
２

-
⑹　

︱
／
問
２
-
⑺　

備
蓄
に
ア
ル
フ
ァ
ー
米
が

あ
っ
た
が
、
都
市
ガ
ス
が
な
い
た
め
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
配
達
し
て
も
ら
い
お
湯
を
沸
か
し
た
。
2
日
目
は

精
米
を
調
達
し
釜
で
炊
い
た
（
2
回
）。
／
問
２
-
⑻

　

給
水
時
間
に
来
な
い
た
め
避
難
所
の
避
難
者
と
給

水
を
待
っ
て
い
る
市
民
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
。
／
問
２
-
⑼　

避
難
者
同
士
が
知
ら
な

い
た
め
協
力
者
（
班
長
制
）
を
作
る
の
に
は
、
日
数

を
要
し
た
。
班
長
を
決
め
て
も
退
去
し
て
い
け
ば
、

ま
た
新
た
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
統
一
は
で
き
な

か
っ
た
。
／
問
２
-
⑽　

消
灯
時
間
・
配
給
時
間
は

決
め
た
。
掃
除
は
、
部
屋
は
居
住
者
に
任
せ
て
、
廊

下
・
ト
イ
レ
は
公
民
館
清
掃
委
託
事
業
所
の
職
員
に

し
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑾　

生
涯
学
習
課
長
・

館
長
が
対
応
し
た
。
／
問
２
-
⑿　

賞
味
期
限
が
短

い
た
め
保
存
し
て
の
有
効
活
用
が
出
来
な
か
っ
た
。

／
問
２
-
⒀　

現
職
場
の
職
員
が
協
力
し
て
く
れ
た

こ
と
で
、
避
難
所
運
営
（
当
直
体
制
も
含
め
）
が
出

来
た
と
考
え
る
。
／
問
２
-
⒁　

避
難
者
で
の
自
治

会
作
り
は
、
相
互
の
理
解
が
な
い
と
難
し
い
。
見
知

ら
ぬ
人
か
ら
指
示
さ
れ
る
こ
と
を
い
や
が
る
市
民
も

い
た
。
市
職
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
は
、
あ
ま
り

抵
抗
が
な
く
協
力
し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑴　

職
員

が
病
院
に
搬
送
し
た
。
他
県
の
保
健
師
・
医
師
が
巡

回
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
搬
送
な
ど
は
職

員
で
行
っ
た
。
／
問
３
-⑵　

避
難
者
優
先
で
は
あ
っ

た
が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
在
庫
よ
り
分
け
て
や
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
／
問
３
-
⑶　

掲
示
板
に
貼
り
出

し
て
い
た
。
／
問
３
-
⑷　

職
員
が
対
応
し
た
。
／

問
３
-
⑸　

︱
／
問
３
-
⑹　

公
民
館
内
・
外
に
て
区

分
し
た
。
／
問
３
-
⑺　

ご
み
の
分
別
や
お
む
つ
使

用
者
の
交
換
場
所
な
ど
の
対
応
に
時
間
を
要
し
た
。

／
問
4　

避
難
所
と
し
て
機
能
を
果
た
す
た
め
に

は
、
最
低
限
、
発
電
機
は
備
え
て
お
き
た
い
。
水

洗
ト
イ
レ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
の
留
水

が
あ
る
こ
と
か
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
て
使
用
出
来

た
が
、
是
非
、
衛
生
管
理
面
か
ら
も
水
洗
ト
イ
レ

の
使
用
が
出
来
る
装
備
は
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

７
．
市
立
第
一
小
学
校

問
1
-
⑴　

約
30
分
。
責
任
者
本
人
が
一
番
最
後
で
し

た
。
／
問
1
-
⑵　

責
任
者
到
着
に
は
、
学
校
長
の
裁

量
に
よ
り
避
難
所
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
地
震
発
生
後
、
10
〜
15
分
後
に
は
開
設
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
／
問
1
-
⑶　

5
人
。
第
一
小
学
校
用

務
、
給
食
職
員
2
名
、
育
休
中
職
員
1
名
／
問
1
-
⑷

　

12
、
8
、
︱
、
︱
、
︱
、
︱
、
10
、
5
、
22
、
13

／
問
1
-
⑸　

運
営
人
数
は
ギ
リ
ギ
リ
足
り
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
避
難
者
や
同
僚
な
ど
に
気

配
り
の
で
き
る
職
員
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

気
の
利
か
な
い
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
ら
、
と
て
も
運

営
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
1
-

⑹　

今
回
は
校
長
先
生
の
裁
量
並
び
に
先
生
方
の
素

晴
ら
し
い
連
携
に
よ
っ
て
、
大
き
な
問
題
な
く
避
難

所
の
運
営
が
行
え
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
避
難
所
と
な
る
施
設
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
く
う

え
で
も
、
市
側
の
体
制
を
密
に
整
備
し
、
間
違
っ
て

も
避
難
所
か
ら
職
員
を
引
き
抜
く
よ
う
な
こ
と
は
無

い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
現
場
で
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

か
っ
た
し
、
本
部
の
対
応
が
二
転
三
転
す
る
よ
う

な
中
で
、
本
部
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
い
て
い

な
い
の
だ
か
ら
、
現
場
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
運

営
が
で
き
て
い
た
か
？
を
問
う
こ
と
は
必
要
な
い

と
考
え
ま
す
が
・
・
・
／
問
２
-
⑵　

避
難
所
開

設
後
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
診
断
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
／
問
２
-
⑶　

地
震
当
初
は
8
0
0

人
以
上
の
避
難
者
で
し
た
。
日
々
の
避
難
者
数
は
、

毎
日
報
告
し
て
い
た
の
で
、
貴
課
の
デ
ー
タ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
／
問
２
-
⑷　

避
難
所
を
2
箇
所

（
体
育
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
）
で
開
設
し
て
い
た
た

め
、
3
／
19
の
統
合
後
に
名
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
食
事
の
配
給
時
に
日
々
の
人
数
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

高
齢
者
に
つ
い
て
、

校
長
先
生
の
裁
量
に
よ
り
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の

教
室
を
開
放
し
対
応
し
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑹　

校

長
先
生
の
指
揮
の
も
と
で
教
職
員
が
積
極
的
か
つ

協
力
的
に
動
い
て
く
だ
さ
り
、
特
に
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
教
職
員
が
プ
ー
ル
か
ら
の
水
汲
み
、
清

掃
ま
で
を
一
括
し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
た
の

で
、
避
難
所
職
員
は
避
難
者
へ
の
対
応
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑺　

備
蓄
品
と

し
て
充
分
だ
っ
た
も
の
は
皆
無
と
思
い
ま
す
。
す

べ
て
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
補
充
の
依
頼

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
食
事
は

一
日
2
回
（
朝
・
夕
）
と
し
て
い
ま
し
た
。
／
問

２
-
⑻　

給
水
所
と
し
て
は
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
学
校
裏
手
の
貯
水
タ
ン
ク

か
ら
夜
間
に
水
を
抜
き
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
学

校
内
の
水
道
事
情
に
影
響
が
出
ま
し
た
。
／
問
２

-
⑼　

種
々
の
班
編
成
な
ど
を
取
り
決
め
よ
う
と
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
避
難
所
閉
鎖
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
3
／
20
実
施
）
が
行
わ
れ
た
た
め
、
避
難
者
の
心

情
と
し
て
、
行
政
に
対
す
る
不
信
感
が
大
き
く
な

り
、
と
て
も
班
編
成
な
ど
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
２
-
⑽　

起

床
7
時
、
そ
の
後
準
備
が
出
来
次
第
、
食
事
、
消

灯
21
時
と
し
て
い
た
以
外
は
ル
ー
ル
な
ど
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
強
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
避
難
所
は

避
難
者
の
生
活
す
る
場
所
で
あ
っ
て
食
事
の
配
給

所
で
は
な
い
、
と
し
て
い
た
の
で
、
近
隣
住
民
へ

の
食
事
の
提
供
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
避
難

者
の
方
々
へ
も
「
皆
さ
ん
の
食
い
ぶ
ち
が
減
る
だ

け
な
の
で
」
と
し
て
、
極
力
、
特
に
食
事
に
つ
い

て
は
口
外
し
な
い
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

／
問
２
-
⑾　

個
人
の
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
携
帯
が
繋
が
る
ま
で
は
、
職
員
所
有
の

原
付
バ
イ
ク
を
本
部
（
本
庁
）
と
の
連
絡
手
段
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
／
問
２
-
⑿　

食
糧
の

種
類
、
量
に
ム
ラ
が
あ
っ
た
た
め
、
日
々
の
献
立

に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
避
難
所
閉
鎖
後
、
物
資
班

の
業
務
に
携
わ
っ
た
際
、
物
資
班
の
状
況
を
知
り
、

問
題
点
と
し
て
挙
げ
る
ほ
ど
の
案
件
で
は
無
い
と

痛
感
し
ま
し
た
の
で
、「
問
題
点
は
無
し
」
と
し
ま

す
。
／
問
２
-
⒀　

何
度
も
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
校

長
先
生
含
め
教
職
員
の
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
け

た
の
で
、
身
心
と
も
に
余
裕
を
持
っ
て
避
難
所
職

員
と
し
て
の
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

が
無
か
っ
た
こ
と
が
、「
運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
」

と
考
え
て
ま
す
。
／
問
２
-
⒁　

前
述
の
通
り
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
庁
舎

に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
が
本
庁
か
ら
退
去
さ
せ

ら
れ
た
際
、
明
確
に
何
処
の
避
難
所
へ
、
と
い
う

指
示
や
避
難
所
へ
の
連
絡
が
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
、

本
庁
を
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た

避
難
者
が
避
難
所
内
で
大
声
を
あ
げ
て
避
難
者
（
特

に
子
供
）
を
怖
が
ら
せ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
本
部
か
ら
の
一
報
が
あ
れ
ば
回
避
で
き

た
案
件
と
考
え
ま
す
。
／
問
３
-
⑴　

3
／
16
に
自

衛
隊
か
ら
問
題
点
の
質
問
を
受
け
、
食
道
癌
の
術

後
間
も
な
い
た
め
体
力
が
低
下
し
て
い
る
、
流
動

食
が
必
要
で
あ
る
避
難
者
1
名
、
高
齢
で
身
体
介

護
が
必
要
で
、
か
つ
咀
嚼
に
難
の
あ
る
避
難
者
1

名
が
い
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
て
病
院
に
搬
送
し
ま
す
、
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
塩
釜
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ヘ
リ

の
発
着
場
と
し
て
借
用
し
、
東
北
大
学
病
院
に
搬

送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
坂
総
合

病
院
、
医
師
会
の
巡
回
診
察
に
よ
り
、
避
難
所
か

ら
病
人
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／

問
3
-
⑵　

地
震
当
初
か
ら
数
日
間
だ
け
避
難
所

生
活
を
し
、
そ
の
後
自
宅
へ
戻
っ
た
が
食
糧
の
手

配
ま
で
は
行
え
な
い
、
と
の
こ
と
で
、
朝
夕
の
配

食
事
だ
け
現
れ
る
人
が
1
、
2
人
確
認
し
て
い
ま

す
。
教
職
員
へ
の
配
食
も
行
い
ま
し
た
が
、
当
直

さ
れ
る
人
数
分
と
し
、
過
大
な
配
食
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
配
給
所
で
は
無
い
、
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
し
、
避
難
所
内
で
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
浸
透
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
混

乱
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
問
3
-
⑶　

基
本

的
に
は
朝
夕
の
配
食
時
に
、
そ
れ
ま
で
も
た
ら
さ

れ
た
情
報
、
献
立
な
ど
を
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
一
問
一
答
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
。
同
時
に
避
難
者
の
体
調
な
ど
に
つ

い
て
も
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
配
布
さ
れ
る

広
報
物
は
避
難
所
内
の
壁
に
貼
り
、
周
知
し
て
い

ま
し
た
。
／
問
-
⑷　

避
難
所
内
に
、
学
校
か
ら

提
供
さ
れ
た
模
造
紙
を
貼
り
、
避
難
者
、
安
否
確

認
者
に
自
由
に
書
き
込
み
を
し
て
も
ら
う
形
式
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
直
接
避
難
所
職
員
へ
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
名
簿
を
基
に
応
対
、

併
せ
て
市
民
課
に
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

「
避
難
者
管
理
情
報
」
へ
の
確
認
を
促
し
て
い
ま

し
た
。
／
問
3
-
⑸　

全
避
難
者
数
の
9
割
近
く

が
、
自
宅
に
戻
っ
て
も
そ
の
後
の
生
活
に
窮
す
る

た
め
、
寝
食
の
た
め
に
避
難
所
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
。
日
中
は
自
宅
の
清
掃
な
ど
に
戻
ら
れ
る
方
々

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
／
問
3
-
⑹　

ペ
ッ
ト
は

当
初
3
世
帯
が
、
そ
の
後
は
2
世
帯
と
な
り
ま
し

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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た
。
お
と
な
し
い
犬
た
ち
で
し
た
の
で
避
難
所
内

の
生
活
を
黙
認
し
て
い
ま
し
た
。
多
少
の
ク
レ
ー

ム
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
対
応

し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に

避
難
所
内
の
子
供
た
ち
に
は
、
癒
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
し
、
不
特
定
の
訪
問
が

あ
っ
た
日
中
は
、
避
難
所
以
外
の
人
に
は
吠
え
る

な
ど
し
、
番
犬
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
賛
否
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
本
避
難
所
に
お
い
て
は
間
違
っ

て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
ま
す
。
／
問
3
-
⑺

　

大
な
り
小
な
り
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
は
毎

日
あ
り
ま
し
た
が
、ほ
ど
ん
ど
の
ケ
ー
ス
は
、今
後
、

市
が
ど
の
よ
う
に
被
災
者
を
支
援
し
て
い
っ
て
く

れ
る
の
か
、も
し
く
は
、市
に
対
す
る
苦
情
、ク
レ
ー

ム
へ
の
対
応
で
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

避
難
所
内
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
矢
先
の
「
避
難

所
退
去
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
し
た
の
で
、
不
信
感
を

払
拭
す
る
た
め
の
対
応
が
一
番
困
っ
た
案
件
で
し

た
。
／
問
4　

こ
ま
か
な
問
題
点
、
改
善
点
は
こ

れ
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
の
ず
と
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
大
の

問
題
点
は
、「
避
難
所
退
去
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施
に

よ
る
市
へ
の
不
信
感
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

本
部
の
幹
部
職
員
が
、
市
の
現
状
を
含
め
て
説
明

す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
避
難
所
に
常
駐
し
市
内
の

現
状
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
職
員
が
説
明
し
た
と

こ
ろ
で
、
理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
結
果
、
避
難
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
本

部
へ
の
不
信
感
と
、
我
々
避
難
所
職
員
へ
の
擁
護
、

ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
混
在
さ
せ
、
不
要
な
心
労

を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
点

と
し
て
、
せ
め
て
一
回
で
も
本
部
の
幹
部
職
員
が

避
難
所
を
訪
れ
、
避
難
者
の
顔
を
見
る
こ
と
、
話

を
す
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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問
1
-
⑴　

2
〜
3
時
間
。
／
問
1
-
⑵　

災
害

発
生
か
ら
4
時
間
程
度
か
。
／
問
1
-
⑶　

6
人
。

4
日
後
に
全
員
が
集
合
し
た
。
配
備
職
員
に
、
他

の
小
学
校
勤
務
の
職
員
が
お
り
、
在
勤
の
小
学

校
の
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
。
計

画
よ
り
職
員
は
、
少
な
い
人
数
だ
っ
た
が
学
校
の

先
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
避
難
所
運
営
に
あ
っ
た

た
。
／
問
1
-
⑷　

︱
、
8
〜
9
、
多
数
、
約
10
、

1
0
0
0
、
約
3
0
0
、
︱
、
約
5
、
︱
、
︱
／

問
1
-
⑸　

避
難
住
民
3
0
0
人
の
想
定
で
あ
て

も
運
営
人
数
が
少
な
く
、
想
定
以
上
の
住
民
が
避

難
し
て
き
た
場
合
は
、
運
営
が
非
常
に
困
難
。
今

回
は
、
小
学
校
の
先
生
・
避
難
住
民
の
多
数
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

が
行
わ
れ
た
。
教
頭
先
生
は
じ
め
ま
と
め
役
に
な

る
方
、
避
難
所
と
な
っ
た
小
学
校
の
卒
業
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
て
く
れ
た
の
で
足
り
て
い
た
よ
う

に
感
じ
た
。
協
力
を
し
て
く
れ
る
方
々
が
い
な
け

れ
ば
足
り
て
い
な
い
と
思
う
。
日
に
よ
っ
て
は
避

難
者
の
人
数
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
の
で
一
概
に

は
言
え
な
い
が
、
あ
と
2
〜
3
人
く
ら
い
い
れ
ば

職
員
同
士
休
憩
が
取
れ
る
余
裕
が
出
来
た
と
思
う
。

／
問
1
-
⑹　

避
難
所
の
食
事
は
、
避
難
所
近
く

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
食
品
販
売
所
等
と
提
携
し
、

非
常
時
に
供
給
し
て
も
ら
う
よ
う
な
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
実
際
震
災
時
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
や
蒲

鉾
等
の
練
り
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

の
善
意
の
供
給
が
あ
り
避
難
し
て
い
る
市
民
に
提

供
出
来
た
し
、
避
難
所
に
来
る
町
内
会
集
会
所
に

避
難
し
て
い
る
市
民
や
給
水
に
集
ま
っ
て
く
る
市

民
に
提
供
出
来
た
。
今
回
の
よ
う
な
大
震
災
で
は

避
難
所
開
設
員
の
家
庭
状
況
に
よ
り
参
集
も
難
し

い
場
合
が
あ
る
。
避
難
所
近
隣
者
だ
か
ら
と
い
っ

て
割
り
振
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
も
っ
と
召

集
範
囲
を
拡
大
し
て
増
員
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

（
二
市
三
町
か
そ
れ
以
上
）。
年
齢
層
が
高
か
っ
た

こ
と
、
近
所
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
戻
れ
ば
帰
れ
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
、
な

ど
理
由
は
考
え
ら
れ
る
が
、
家
族
ご
と
に
仕
切
り

を
設
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
全
く
無
か
っ
た
。
ま

た
、
必
要
性
も
感
じ
な
か
っ
た
。
避
難
者
の
方
々

が
ど
う
感
じ
て
い
た
か
は
思
い
計
れ
な
い
が
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
は
一
目
で
避
難
さ
れ
た
家
族
の
人

数
や
状
態
が
分
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
／
問
2
-

⑴　

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
避
難
住
民
に
よ
っ

て
避
難
自
治
会
的
な
も
の
を
発
足
さ
せ
運
営
に
当

た
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な

組
織
を
発
足
さ
せ
る
時
間
も
人
材
も
な
く
、
参
集

し
た
職
員
と
学
校
の
先
生
、
市
会
議
員
や
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
避
難
所
運
営
に
当
た
っ
た
。
／

問
2
-
⑵　

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
避
難
所
に
住
民
が
押
し
寄
せ
た
。

目
視
に
よ
る
建
物
の
被
害
状
況
は
確
認
し
た
。
／

問
2
-
⑶　

最
大
は
初
日
1
0
0
0
人
。
／
問

2
-
⑷　

名
簿
は
初
め
の
時
期
に
は
、
避
難
所
に

い
る
人
の
出
入
り
が
激
し
く
正
確
な
人
数
の
把
握

は
難
し
く
食
事
の
供
給
数
等
の
概
数
で
把
握
。
後

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
避
難
し
て
い
る
市
民
で
構
成
）

等
の
手
伝
い
を
も
ら
っ
て
名
簿
を
作
成
し
た
。
名

簿
は
防
災
か
ら
配
ら
れ
た
個
人
シ
ー
ト
を
地
域
順

→
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
並
べ
て
管
理
。
受
け
入
れ
時

に
記
入
、
退
出
時
に
シ
ー
ト
を
除
外
。
消
灯
時
に

シ
ー
ト
の
人
数
を
数
え
る
。
シ
ー
ト
の
枚
数
（
人

数
）
と
目
に
見
え
て
の
人
数
が
違
う
際
に
は
、
食

事
時
な
ど
人
が
多
い
時
間
に
点
呼
。
／
問
2
-
⑸

　

当
初
は
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
状
態
で
あ
っ
た

が
、
通
路
を
作
り
区
画
整
理
し
区
画
ご
と
に
ス
ト
ー

ブ
な
ど
を
配
置
し
た
。
／
問
2
-
⑹　

当
初
2
週

間
程
度
学
校
の
先
生
が
泊
り
等
を
含
め
大
変
な
協

力
を
も
ら
っ
た
。
ト
イ
レ
・
学
校
備
品
等
の
提
供

や
プ
ー
ル
か
ら
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
運
び
ト
イ

レ
の
流
す
水
に
使
用
す
る
際
に
も
積
極
的
に
協
力

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
食
事
の
配
布
や
支
援
物
資

運
び
な
ど
不
定
期
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
給

食
担
当
学
校
職
員
が
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。
校

長
先
生
、教
頭
先
生
、勤
務
出
来
る
先
生
方
の
常
勤
。

給
食
室
の
先
生
方
の
調
理
協
力
。
さ
く
ら
学
園
の

避
難
者
の
た
め
の
別
室
を
用
意
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒

の
避
難
者
の
た
め
に
会
議
室
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

／
問
2
-
⑺　

備
蓄
倉
庫
は
、
毛
布
等
昨
年
2
月

チ
リ
地
震
津
波
の
避
難
時
に
使
用
し
た
後
で
の
補

充
が
な
く
、
か
つ
多
く
の
避
難
市
民
の
た
め
大
変

不
足
し
た
。
食
事
は
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
・
蒲
鉾

工
場
か
ら
の
善
意
の
提
供
が
あ
り
十
分
な
食
料
が

確
保
さ
れ
た
。
備
蓄
倉
庫
に
あ
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ー

米
等
で
は
到
底
足
り
な
い
く
ら
い
の
避
難
市
民
が

あ
っ
た
。
今
回
の
震
災
で
は
1
日
目
の
避
難
者
の

数
が
想
定
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
た
め
備
蓄
倉

庫
の
物
資
の
量
は
大
幅
に
不
足
し
て
い
た
。
／
問

2
-
⑻　

給
水
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
避
難
所
優
先

で
水
を
確
保
す
る
の
み
苦
慮
し
た
。
給
水
時
間
が

給
水
車
の
職
員
も
把
握
し
て
い
な
い
た
め
何
時
間

も
並
ぶ
市
民
か
ら
苦
情
が
避
難
所
に
あ
っ
た
。
何

時
間
も
並
ん
で
い
る
市
民
に
は
、
避
難
所
に
あ
っ

た
食
事
等
を
も
皆
で
相
談
し
て
配
布
し
た
。
給
水

に
来
る
時
間
が
分
か
ら
な
い
た
め
給
水
に
並
ん
で

い
る
市
民
の
方
に
「
後
何
分
で
く
ん
の
？
」
と
聞

か
れ
て
時
に
答
え
ら
れ
ず
市
の
対
応
が
悪
い
と
毎

日
苦
情
を
言
わ
れ
る
。
時
間
通
り
に
来
な
い
。
も

ら
え
る
量
が
少
な
い
等
の
苦
情
は
毎
日
あ
っ
た
。

寒
い
中
何
時
間
も
並
ん
で
い
る
方
の
た
め
の
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
／
問
2
-
⑼　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
よ
う
な
班
編
成
が
、
想
定
し

て
い
た
自
治
会
役
員
の
避
難
が
な
い
な
ど
出
来
な

か
っ
た
が
、
学
校
の
先
生
、
町
内
の
議
員
、
避

難
所
に
避
難
し
て
い
る
児
童
の
父
母
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
多
く
集
ま
り
食
事
の
配
布
・
消
毒
・
清
掃
・

プ
ー
ル
か
ら
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
等
、
多
種
に
わ
た
っ

て
運
営
の
補
助
を
し
て
も
ら
っ
た
。
男
性
は
力
仕

事
、
女
性
は
事
務
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
思

う
。
自
然
と
役
割
は
決
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

避
難
者
の
方
々
に
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
必
要
な
時
に
声
掛
け
を
し
た
の
で

担
当
を
決
め
な
か
っ
た
。
／
問
2
-
⑽　

消
灯
時

間
、
清
掃
時
間
・
ト
イ
レ
の
水
汲
み
等
は
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
作
っ
た
。
消
灯
時
間
は
9
時
？
だ
っ

た
よ
う
な
、
掃
除
は
7
時
頃
。
／
問
2
-
⑾　

学

校
に
あ
る
非
常
用
の
電
話
が
使
え
る
間
は
連
絡
出

来
た
が
、
そ
の
後
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
都

度
車
等
で
災
害
対
策
本
部
に
通
っ
た
。
／
問
2
-

⑿　

本
部
か
ら
の
配
給
が
遅
か
っ
た
。
献
立
を
考

え
る
た
め
に
、
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
あ
ら
か
じ
め
教

え
て
も
ら
い
た
い
。
／
問
2
-
⒀　

避
難
所
配
置

職
員
・
学
校
の
先
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
が

良
好
で
、
食
事
の
配
給
や
運
び
出
し
・
消
毒
・
ト

イ
レ
掃
除
・
体
育
館
内
掃
除
・
水
汲
み
等
の
手
伝

い
を
も
ら
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行

動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
見
を
尊
重
し
て
対
応
し
た
点
。
避
難
さ
れ

て
き
た
方
々
が
、
自
治
体
（
運
営
側
）
任
せ
に
な

ら
な
か
っ
た
点
。
お
客
さ
ん
状
態
で
は
な
く
常
に

家
庭
で
し
て
い
た
こ
と
は
自
分
で
し
て
く
れ
た
点
。

ま
た
⑸
同
様
、
ま
と
め
役
の
方
が
い
て
く
れ
た
た

め
。
／
問
2
-
⒁　

体
育
館
に
は
ス
ト
ー
ブ
が
あ

る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
の
備
蓄
や
発
電
機

が
な
く
、
避
難
市
民
か
ら
の
自
家
発
電
機
や
ガ
ソ

リ
ン
の
提
供
が
な
け
れ
ば
暖
を
と
れ
な
か
っ
た
。

緊
急
時
の
連
絡
網
の
確
保
。
自
宅
避
難
者
へ
の
対

応
。
自
宅
避
難
し
て
い
る
人
も
物
資
を
受
け
取
り

や
す
い
環
境
作
り
。
／
問
3
-
⑴　

電
話
が
使
え

る
間
に
電
話
し
て
も
、
消
防
に
連
絡
が
通
じ
な
く

先
生
や
避
難
市
民
の
善
意
の
協
力
者
で
搬
送
し
た
。

近
隣
の
校
医
の
先
生
に
診
察
し
て
も
ら
っ
た
り
、

後
日
は
医
療
団
の
訪
問
時
に
診
察
し
て
も
ら
っ
た
。

避
難
者
の
中
に
医
師
や
看
護
婦
が
い
な
い
か
呼
び

か
け
た
。
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
車
を
出
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
出

来
な
い
最
中
だ
っ
た
の
で
大
変
助
か
っ
た
。
／
問

3
-
⑵　

近
く
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
の
食
事
提

供
が
あ
り
、
町
内
会
集
会
所
に
避
難
し
て
い
る
人

達
に
は
食
を
提
供
し
た
。
食
事
の
時
間
だ
け
来
る

人
も
い
た
が
、
提
供
出
来
る
も
の
を
予
め
分
け
て

お
い
て
配
布
し
た
。
近
隣
町
内
会
、
食
事
だ
け
も

ら
い
に
来
る
人
へ
の
対
応
。
寄
付
・
支
援
物
資
を

届
け
に
来
て
下
さ
っ
た
方
へ
の
対
応
。
せ
っ
か
く

物
資
を
支
援
し
よ
う
と
来
て
下
さ
っ
た
方
が
、
行

き
違
い
や
本
部
か
ら
断
ら
れ
た
等
の
理
由
で
怒
り

な
が
ら
来
所
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な
く
残
念
。
／

問
3
-
⑶　

市
か
ら
の
情
報
は
、
避
難
所
数
か
所

に
掲
示
し
た
。
／
問
3
-
⑷　

避
難
所
に
近
親
者

を
探
し
に
来
る
人
た
ち
用
に
、
避
難
所
に
い
る
人

の
氏
名
・
住
所
を
掲
示
し
た
り
、
名
前
を
呼
ぶ
な

ど
し
て
対
応
し
た
。
壁
に
避
難
者
リ
ス
ト
貼
り
出

し
て
い
た
。
職
員
の
ほ
う
で
も
リ
ス
ト
を
作
成
し

対
応
し
て
い
た
。
人
を
捜
し
て
来
ら
れ
た
方
の
前

で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
呼
び
か
け
を
行
う
。
／
問
3
-

⑸　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
前
に
約
3
3
0
人
い
た

が
、
電
気
が
点
き
始
め
て
1
4
0
人
減
り
、
水
道

が
通
っ
た
後
は
1
日
で
1
4
0
人
減
っ
た
。
外
国

の
方
も
多
か
っ
た
た
め
国
に
帰
る
交
通
が
整
え
ば

帰
る
人
が
殆
ど
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
不
通
の
た
め
に
避
難
さ
れ
て
い
た
方
の
割

合
は
8
割
強
と
思
わ
れ
る
。
／
問
3
-
⑹　

会
議

室
を
ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
避
難
者
の
方
の
た
め
に
用

意
し
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
3
-
⑺　

被
災
10
日

後
あ
た
り
か
ら
避
難
民
ど
お
し
の
言
い
合
い
等
が

あ
っ
た
。
中
国
人
が
1
0
0
人
程
度
お
り
、
当
初

は
言
葉
が
通
じ
ず
に
意
思
疎
通
が
図
れ
な
か
っ
た
。

お
風
呂
な
ど
の
支
援
。
高
齢
の
方
が
多
か
っ
た
せ

い
か
、
お
風
呂
や
体
を
清
潔
に
す
る
事
を
面
倒
が

る
方
が
多
か
っ
た
。
後
に
ど
こ
の
避
難
所
も
そ
う

だ
っ
た
と
聞
い
た
が
、
避
難
所
を
閉
鎖
す
る
頃
に

は
避
難
所
内
の
匂
い
も
気
に
な
る
く
ら
い
だ
っ

た
。
／
問
4　

発
電
機
は
あ
っ
た
が
ガ
ソ
リ
ン
が

無
か
っ
た
。
ガ
ス
窯
は
あ
っ
た
が
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

へ
の
接
続
が
で
き
ず
、
避
難
者
の
中
に
ガ
ス
関
連

の
方
が
い
て
学
校
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
接
続
し
て

使
用
し
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
方
が
い
た
か
ら
良
か
っ

た
が
、
誰
も
が
接
続
で
き
る
物
で
あ
れ
ば
よ
い
。

避
難
民
が
多
過
ぎ
で
プ
ラ
カ
ッ
プ
が
足
り
ず
、
当

初
汁
物
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
が
、
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
を
全
員
に
支
給
し
、
そ
の
後
か
ら
そ
の
空
カ
ッ

プ
を
お
椀
と
し
て
使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

非
常
食
と
し
て
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
準
備
し
て
お

い
て
も
い
い
の
で
は
。
学
校
を
拠
点
と
し
て
、
防

災
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
開
催
し
常
日
頃
か
ら
災
害
対

策
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
災
害
時
に
個
々

人
が
も
っ
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
。

避
難
所
配
置
職
員
は
、
避
難
所
近
郊
に
住
ん
で
い

る
職
員
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
別
な
配
慮
が

必
要
。
例
え
ば
、
他
の
小
学
校
勤
務
の
職
員
が
い

た
場
合
、
在
勤
の
小
学
校
の
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ

て
る
場
合
が
あ
る
。
他
の
施
設
の
管
理
を
し
て
い

る
場
合
（
体
育
館
等
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
施

設
で
も
避
難
所
と
し
て
の
運
営
が
必
要
な
場
合
）

は
参
集
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
今
回
の
よ
う

に
長
期
の
避
難
所
運
営
に
な
る
場
合
は
、
配
置
職

員
の
入
れ
替
え
、
早
番
・
日
勤
・
宿
直
・
休
暇
等

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
事
前
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
長
期
に
及
ぶ
場
合
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
め
る
く
ら
い
の
人
員
は
必
要
だ

と
思
う
。
ま
た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
勤
務
時
間

を
避
難
所
任
せ
に
し
て
し
ま
っ
て
は
責
任
感
の
強

い
職
員
の
み
が
稼
働
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ

ま
り
良
い
事
だ
と
思
え
な
い
。
あ
る
程
度
の
勤
務

体
制
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
っ
て
お
く
べ
き
と
感

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-
⑵ 
避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-
⑶ 
全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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た
。
お
と
な
し
い
犬
た
ち
で
し
た
の
で
避
難
所
内

の
生
活
を
黙
認
し
て
い
ま
し
た
。
多
少
の
ク
レ
ー

ム
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
対
応

し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に

避
難
所
内
の
子
供
た
ち
に
は
、
癒
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
し
、
不
特
定
の
訪
問
が

あ
っ
た
日
中
は
、
避
難
所
以
外
の
人
に
は
吠
え
る

な
ど
し
、
番
犬
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
賛
否
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
本
避
難
所
に
お
い
て
は
間
違
っ

て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
ま
す
。
／
問
3
-
⑺

　

大
な
り
小
な
り
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
は
毎

日
あ
り
ま
し
た
が
、ほ
ど
ん
ど
の
ケ
ー
ス
は
、今
後
、

市
が
ど
の
よ
う
に
被
災
者
を
支
援
し
て
い
っ
て
く

れ
る
の
か
、も
し
く
は
、市
に
対
す
る
苦
情
、ク
レ
ー

ム
へ
の
対
応
で
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

避
難
所
内
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
矢
先
の
「
避
難

所
退
去
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
し
た
の
で
、
不
信
感
を

払
拭
す
る
た
め
の
対
応
が
一
番
困
っ
た
案
件
で
し

た
。
／
問
4　

こ
ま
か
な
問
題
点
、
改
善
点
は
こ

れ
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
の
ず
と
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
大
の

問
題
点
は
、「
避
難
所
退
去
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施
に

よ
る
市
へ
の
不
信
感
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

本
部
の
幹
部
職
員
が
、
市
の
現
状
を
含
め
て
説
明

す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
避
難
所
に
常
駐
し
市
内
の

現
状
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
職
員
が
説
明
し
た
と

こ
ろ
で
、
理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
結
果
、
避
難
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
本

部
へ
の
不
信
感
と
、
我
々
避
難
所
職
員
へ
の
擁
護
、

ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
混
在
さ
せ
、
不
要
な
心
労

を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
点

と
し
て
、
せ
め
て
一
回
で
も
本
部
の
幹
部
職
員
が

避
難
所
を
訪
れ
、
避
難
者
の
顔
を
見
る
こ
と
、
話

を
す
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

８
．
市
立
杉
の
入
小
学
校

問
1
-
⑴　

2
〜
3
時
間
。
／
問
1
-
⑵　

災
害

発
生
か
ら
4
時
間
程
度
か
。
／
問
1
-
⑶　

6
人
。

4
日
後
に
全
員
が
集
合
し
た
。
配
備
職
員
に
、
他

の
小
学
校
勤
務
の
職
員
が
お
り
、
在
勤
の
小
学

校
の
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
。
計

画
よ
り
職
員
は
、
少
な
い
人
数
だ
っ
た
が
学
校
の

先
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
避
難
所
運
営
に
あ
っ
た

た
。
／
問
1
-
⑷　

︱
、
8
〜
9
、
多
数
、
約
10
、

1
0
0
0
、
約
3
0
0
、
︱
、
約
5
、
︱
、
︱
／

問
1
-
⑸　

避
難
住
民
3
0
0
人
の
想
定
で
あ
て

も
運
営
人
数
が
少
な
く
、
想
定
以
上
の
住
民
が
避

難
し
て
き
た
場
合
は
、
運
営
が
非
常
に
困
難
。
今

回
は
、
小
学
校
の
先
生
・
避
難
住
民
の
多
数
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

が
行
わ
れ
た
。
教
頭
先
生
は
じ
め
ま
と
め
役
に
な

る
方
、
避
難
所
と
な
っ
た
小
学
校
の
卒
業
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
て
く
れ
た
の
で
足
り
て
い
た
よ
う

に
感
じ
た
。
協
力
を
し
て
く
れ
る
方
々
が
い
な
け

れ
ば
足
り
て
い
な
い
と
思
う
。
日
に
よ
っ
て
は
避

難
者
の
人
数
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
の
で
一
概
に

は
言
え
な
い
が
、
あ
と
2
〜
3
人
く
ら
い
い
れ
ば

職
員
同
士
休
憩
が
取
れ
る
余
裕
が
出
来
た
と
思
う
。

／
問
1
-
⑹　

避
難
所
の
食
事
は
、
避
難
所
近
く

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
食
品
販
売
所
等
と
提
携
し
、

非
常
時
に
供
給
し
て
も
ら
う
よ
う
な
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
実
際
震
災
時
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
や
蒲

鉾
等
の
練
り
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

の
善
意
の
供
給
が
あ
り
避
難
し
て
い
る
市
民
に
提

供
出
来
た
し
、
避
難
所
に
来
る
町
内
会
集
会
所
に

避
難
し
て
い
る
市
民
や
給
水
に
集
ま
っ
て
く
る
市

民
に
提
供
出
来
た
。
今
回
の
よ
う
な
大
震
災
で
は

避
難
所
開
設
員
の
家
庭
状
況
に
よ
り
参
集
も
難
し

い
場
合
が
あ
る
。
避
難
所
近
隣
者
だ
か
ら
と
い
っ

て
割
り
振
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
も
っ
と
召

集
範
囲
を
拡
大
し
て
増
員
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

（
二
市
三
町
か
そ
れ
以
上
）。
年
齢
層
が
高
か
っ
た

こ
と
、
近
所
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
戻
れ
ば
帰
れ
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
、
な

ど
理
由
は
考
え
ら
れ
る
が
、
家
族
ご
と
に
仕
切
り

を
設
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
全
く
無
か
っ
た
。
ま

た
、
必
要
性
も
感
じ
な
か
っ
た
。
避
難
者
の
方
々

が
ど
う
感
じ
て
い
た
か
は
思
い
計
れ
な
い
が
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
は
一
目
で
避
難
さ
れ
た
家
族
の
人

数
や
状
態
が
分
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
／
問
2
-

⑴　

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
避
難
住
民
に
よ
っ

て
避
難
自
治
会
的
な
も
の
を
発
足
さ
せ
運
営
に
当

た
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な

組
織
を
発
足
さ
せ
る
時
間
も
人
材
も
な
く
、
参
集

し
た
職
員
と
学
校
の
先
生
、
市
会
議
員
や
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
避
難
所
運
営
に
当
た
っ
た
。
／

問
2
-
⑵　

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
避
難
所
に
住
民
が
押
し
寄
せ
た
。

目
視
に
よ
る
建
物
の
被
害
状
況
は
確
認
し
た
。
／

問
2
-
⑶　

最
大
は
初
日
1
0
0
0
人
。
／
問

2
-
⑷　

名
簿
は
初
め
の
時
期
に
は
、
避
難
所
に

い
る
人
の
出
入
り
が
激
し
く
正
確
な
人
数
の
把
握

は
難
し
く
食
事
の
供
給
数
等
の
概
数
で
把
握
。
後

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
避
難
し
て
い
る
市
民
で
構
成
）

等
の
手
伝
い
を
も
ら
っ
て
名
簿
を
作
成
し
た
。
名

簿
は
防
災
か
ら
配
ら
れ
た
個
人
シ
ー
ト
を
地
域
順

→
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
並
べ
て
管
理
。
受
け
入
れ
時

に
記
入
、
退
出
時
に
シ
ー
ト
を
除
外
。
消
灯
時
に

シ
ー
ト
の
人
数
を
数
え
る
。
シ
ー
ト
の
枚
数
（
人

数
）
と
目
に
見
え
て
の
人
数
が
違
う
際
に
は
、
食

事
時
な
ど
人
が
多
い
時
間
に
点
呼
。
／
問
2
-
⑸

　

当
初
は
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
状
態
で
あ
っ
た

が
、
通
路
を
作
り
区
画
整
理
し
区
画
ご
と
に
ス
ト
ー

ブ
な
ど
を
配
置
し
た
。
／
問
2
-
⑹　

当
初
2
週

間
程
度
学
校
の
先
生
が
泊
り
等
を
含
め
大
変
な
協

力
を
も
ら
っ
た
。
ト
イ
レ
・
学
校
備
品
等
の
提
供

や
プ
ー
ル
か
ら
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
運
び
ト
イ

レ
の
流
す
水
に
使
用
す
る
際
に
も
積
極
的
に
協
力

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
食
事
の
配
布
や
支
援
物
資

運
び
な
ど
不
定
期
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
給

食
担
当
学
校
職
員
が
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。
校

長
先
生
、教
頭
先
生
、勤
務
出
来
る
先
生
方
の
常
勤
。

給
食
室
の
先
生
方
の
調
理
協
力
。
さ
く
ら
学
園
の

避
難
者
の
た
め
の
別
室
を
用
意
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒

の
避
難
者
の
た
め
に
会
議
室
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

／
問
2
-
⑺　

備
蓄
倉
庫
は
、
毛
布
等
昨
年
2
月

チ
リ
地
震
津
波
の
避
難
時
に
使
用
し
た
後
で
の
補

充
が
な
く
、
か
つ
多
く
の
避
難
市
民
の
た
め
大
変

不
足
し
た
。
食
事
は
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
・
蒲
鉾

工
場
か
ら
の
善
意
の
提
供
が
あ
り
十
分
な
食
料
が

確
保
さ
れ
た
。
備
蓄
倉
庫
に
あ
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ー

米
等
で
は
到
底
足
り
な
い
く
ら
い
の
避
難
市
民
が

あ
っ
た
。
今
回
の
震
災
で
は
1
日
目
の
避
難
者
の

数
が
想
定
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
た
め
備
蓄
倉

庫
の
物
資
の
量
は
大
幅
に
不
足
し
て
い
た
。
／
問

2
-
⑻　

給
水
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
避
難
所
優
先

で
水
を
確
保
す
る
の
み
苦
慮
し
た
。
給
水
時
間
が

給
水
車
の
職
員
も
把
握
し
て
い
な
い
た
め
何
時
間

も
並
ぶ
市
民
か
ら
苦
情
が
避
難
所
に
あ
っ
た
。
何

時
間
も
並
ん
で
い
る
市
民
に
は
、
避
難
所
に
あ
っ

た
食
事
等
を
も
皆
で
相
談
し
て
配
布
し
た
。
給
水

に
来
る
時
間
が
分
か
ら
な
い
た
め
給
水
に
並
ん
で

い
る
市
民
の
方
に
「
後
何
分
で
く
ん
の
？
」
と
聞

か
れ
て
時
に
答
え
ら
れ
ず
市
の
対
応
が
悪
い
と
毎

日
苦
情
を
言
わ
れ
る
。
時
間
通
り
に
来
な
い
。
も

ら
え
る
量
が
少
な
い
等
の
苦
情
は
毎
日
あ
っ
た
。

寒
い
中
何
時
間
も
並
ん
で
い
る
方
の
た
め
の
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
／
問
2
-
⑼　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
よ
う
な
班
編
成
が
、
想
定
し

て
い
た
自
治
会
役
員
の
避
難
が
な
い
な
ど
出
来
な

か
っ
た
が
、
学
校
の
先
生
、
町
内
の
議
員
、
避

難
所
に
避
難
し
て
い
る
児
童
の
父
母
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
多
く
集
ま
り
食
事
の
配
布
・
消
毒
・
清
掃
・

プ
ー
ル
か
ら
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
等
、
多
種
に
わ
た
っ

て
運
営
の
補
助
を
し
て
も
ら
っ
た
。
男
性
は
力
仕

事
、
女
性
は
事
務
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
思

う
。
自
然
と
役
割
は
決
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

避
難
者
の
方
々
に
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
必
要
な
時
に
声
掛
け
を
し
た
の
で

担
当
を
決
め
な
か
っ
た
。
／
問
2
-
⑽　

消
灯
時

間
、
清
掃
時
間
・
ト
イ
レ
の
水
汲
み
等
は
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
作
っ
た
。
消
灯
時
間
は
9
時
？
だ
っ

た
よ
う
な
、
掃
除
は
7
時
頃
。
／
問
2
-
⑾　

学

校
に
あ
る
非
常
用
の
電
話
が
使
え
る
間
は
連
絡
出

来
た
が
、
そ
の
後
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
都

度
車
等
で
災
害
対
策
本
部
に
通
っ
た
。
／
問
2
-

⑿　

本
部
か
ら
の
配
給
が
遅
か
っ
た
。
献
立
を
考

え
る
た
め
に
、
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
あ
ら
か
じ
め
教

え
て
も
ら
い
た
い
。
／
問
2
-
⒀　

避
難
所
配
置

職
員
・
学
校
の
先
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
が

良
好
で
、
食
事
の
配
給
や
運
び
出
し
・
消
毒
・
ト

イ
レ
掃
除
・
体
育
館
内
掃
除
・
水
汲
み
等
の
手
伝

い
を
も
ら
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行

動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
見
を
尊
重
し
て
対
応
し
た
点
。
避
難
さ
れ

て
き
た
方
々
が
、
自
治
体
（
運
営
側
）
任
せ
に
な

ら
な
か
っ
た
点
。
お
客
さ
ん
状
態
で
は
な
く
常
に

家
庭
で
し
て
い
た
こ
と
は
自
分
で
し
て
く
れ
た
点
。

ま
た
⑸
同
様
、
ま
と
め
役
の
方
が
い
て
く
れ
た
た

め
。
／
問
2
-
⒁　

体
育
館
に
は
ス
ト
ー
ブ
が
あ

る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
の
備
蓄
や
発
電
機

が
な
く
、
避
難
市
民
か
ら
の
自
家
発
電
機
や
ガ
ソ

リ
ン
の
提
供
が
な
け
れ
ば
暖
を
と
れ
な
か
っ
た
。

緊
急
時
の
連
絡
網
の
確
保
。
自
宅
避
難
者
へ
の
対

応
。
自
宅
避
難
し
て
い
る
人
も
物
資
を
受
け
取
り

や
す
い
環
境
作
り
。
／
問
3
-
⑴　

電
話
が
使
え

る
間
に
電
話
し
て
も
、
消
防
に
連
絡
が
通
じ
な
く

先
生
や
避
難
市
民
の
善
意
の
協
力
者
で
搬
送
し
た
。

近
隣
の
校
医
の
先
生
に
診
察
し
て
も
ら
っ
た
り
、

後
日
は
医
療
団
の
訪
問
時
に
診
察
し
て
も
ら
っ
た
。

避
難
者
の
中
に
医
師
や
看
護
婦
が
い
な
い
か
呼
び

か
け
た
。
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
車
を
出
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
出

来
な
い
最
中
だ
っ
た
の
で
大
変
助
か
っ
た
。
／
問

3
-
⑵　

近
く
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
の
食
事
提

供
が
あ
り
、
町
内
会
集
会
所
に
避
難
し
て
い
る
人

達
に
は
食
を
提
供
し
た
。
食
事
の
時
間
だ
け
来
る

人
も
い
た
が
、
提
供
出
来
る
も
の
を
予
め
分
け
て

お
い
て
配
布
し
た
。
近
隣
町
内
会
、
食
事
だ
け
も

ら
い
に
来
る
人
へ
の
対
応
。
寄
付
・
支
援
物
資
を

届
け
に
来
て
下
さ
っ
た
方
へ
の
対
応
。
せ
っ
か
く

物
資
を
支
援
し
よ
う
と
来
て
下
さ
っ
た
方
が
、
行

き
違
い
や
本
部
か
ら
断
ら
れ
た
等
の
理
由
で
怒
り

な
が
ら
来
所
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な
く
残
念
。
／

問
3
-
⑶　

市
か
ら
の
情
報
は
、
避
難
所
数
か
所

に
掲
示
し
た
。
／
問
3
-
⑷　

避
難
所
に
近
親
者

を
探
し
に
来
る
人
た
ち
用
に
、
避
難
所
に
い
る
人

の
氏
名
・
住
所
を
掲
示
し
た
り
、
名
前
を
呼
ぶ
な

ど
し
て
対
応
し
た
。
壁
に
避
難
者
リ
ス
ト
貼
り
出

し
て
い
た
。
職
員
の
ほ
う
で
も
リ
ス
ト
を
作
成
し

対
応
し
て
い
た
。
人
を
捜
し
て
来
ら
れ
た
方
の
前

で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
呼
び
か
け
を
行
う
。
／
問
3
-

⑸　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
前
に
約
3
3
0
人
い
た

が
、
電
気
が
点
き
始
め
て
1
4
0
人
減
り
、
水
道

が
通
っ
た
後
は
1
日
で
1
4
0
人
減
っ
た
。
外
国

の
方
も
多
か
っ
た
た
め
国
に
帰
る
交
通
が
整
え
ば

帰
る
人
が
殆
ど
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
不
通
の
た
め
に
避
難
さ
れ
て
い
た
方
の
割

合
は
8
割
強
と
思
わ
れ
る
。
／
問
3
-
⑹　

会
議

室
を
ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
避
難
者
の
方
の
た
め
に
用

意
し
て
い
た
だ
い
た
。
／
問
3
-
⑺　

被
災
10
日

後
あ
た
り
か
ら
避
難
民
ど
お
し
の
言
い
合
い
等
が

あ
っ
た
。
中
国
人
が
1
0
0
人
程
度
お
り
、
当
初

は
言
葉
が
通
じ
ず
に
意
思
疎
通
が
図
れ
な
か
っ
た
。

お
風
呂
な
ど
の
支
援
。
高
齢
の
方
が
多
か
っ
た
せ

い
か
、
お
風
呂
や
体
を
清
潔
に
す
る
事
を
面
倒
が

る
方
が
多
か
っ
た
。
後
に
ど
こ
の
避
難
所
も
そ
う

だ
っ
た
と
聞
い
た
が
、
避
難
所
を
閉
鎖
す
る
頃
に

は
避
難
所
内
の
匂
い
も
気
に
な
る
く
ら
い
だ
っ

た
。
／
問
4　

発
電
機
は
あ
っ
た
が
ガ
ソ
リ
ン
が

無
か
っ
た
。
ガ
ス
窯
は
あ
っ
た
が
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

へ
の
接
続
が
で
き
ず
、
避
難
者
の
中
に
ガ
ス
関
連

の
方
が
い
て
学
校
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
接
続
し
て

使
用
し
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
方
が
い
た
か
ら
良
か
っ

た
が
、
誰
も
が
接
続
で
き
る
物
で
あ
れ
ば
よ
い
。

避
難
民
が
多
過
ぎ
で
プ
ラ
カ
ッ
プ
が
足
り
ず
、
当

初
汁
物
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
が
、
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
を
全
員
に
支
給
し
、
そ
の
後
か
ら
そ
の
空
カ
ッ

プ
を
お
椀
と
し
て
使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

非
常
食
と
し
て
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
準
備
し
て
お

い
て
も
い
い
の
で
は
。
学
校
を
拠
点
と
し
て
、
防

災
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
開
催
し
常
日
頃
か
ら
災
害
対

策
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
災
害
時
に
個
々

人
が
も
っ
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
。

避
難
所
配
置
職
員
は
、
避
難
所
近
郊
に
住
ん
で
い

る
職
員
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
別
な
配
慮
が

必
要
。
例
え
ば
、
他
の
小
学
校
勤
務
の
職
員
が
い

た
場
合
、
在
勤
の
小
学
校
の
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ

て
る
場
合
が
あ
る
。
他
の
施
設
の
管
理
を
し
て
い

る
場
合
（
体
育
館
等
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
施

設
で
も
避
難
所
と
し
て
の
運
営
が
必
要
な
場
合
）

は
参
集
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
今
回
の
よ
う

に
長
期
の
避
難
所
運
営
に
な
る
場
合
は
、
配
置
職

員
の
入
れ
替
え
、
早
番
・
日
勤
・
宿
直
・
休
暇
等

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
事
前
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
長
期
に
及
ぶ
場
合
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
め
る
く
ら
い
の
人
員
は
必
要
だ

と
思
う
。
ま
た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
勤
務
時
間

を
避
難
所
任
せ
に
し
て
し
ま
っ
て
は
責
任
感
の
強

い
職
員
の
み
が
稼
働
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ

ま
り
良
い
事
だ
と
思
え
な
い
。
あ
る
程
度
の
勤
務

体
制
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
っ
て
お
く
べ
き
と
感

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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じ
た
。
避
難
所
運
営
は
公
務
員
と
し
て
当
然
の
業

務
で
は
あ
る
が
、
職
員
の
向
き
不
向
き
も
考
慮
す

る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
病
休
明
け
の
職
員
、
体
の

不
自
由
な
職
員
、
メ
ン
タ
ル
系
の
病
気
を
罹
患
し

て
い
る
職
員
を
現
場
に
張
り
付
け
る
の
は
、
本
人

に
も
周
り
の
職
員
に
も
酷
だ
と
思
っ
た
。
例
え
ば
、

物
資
の
把
握
や
炊
き
出
し
、
寄
付
支
援
の
対
応
な

ど
、
内
勤
的
な
内
容
を
任
せ
た
方
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
逆
に
保
育
所
勤
務
の
職
員

や
介
護
の
経
験
が
あ
る
職
員
、
学
校
の
先
生
の
存

在
は
、
体
調
が
急
変
し
や
す
い
小
さ
い
お
子
さ
ん

や
高
齢
の
避
難
者
が
多
か
っ
た
中
、
大
変
心
強
か
っ

た
。
栄
養
士
さ
ん
、
給
食
の
調
理
員
さ
ん
な
ど
専

門
の
職
に
つ
い
て
い
る
職
員
や
非
常
勤
さ
ん
パ
ー

ト
さ
ん
の
存
在
も
と
て
も
頼
り
に
な
っ
た
。
職
員

の
中
で
、
有
資
格
者
、
経
験
者
な
ど
を
確
認
し
、

有
事
の
際
は
一
避
難
所
に
一
人
は
現
場
慣
れ
し
て

い
る
職
員
を
配
置
出
来
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

と
思
う
。

 

９
．
市
立
第
二
中
学
校

問
１
-
⑴　

二
中
の
校
長
先
生
始
め
全
職
員
で
避

難
所
開
設
準
備
。
職
員
で
は
最
初
に
志
野
君
到
着

3
時
15
分
頃
。
班
長
の
庄
内
さ
ん
到
着
3
時
30
分
。

以
下
、
目
黒
君
、
井
城
到
着
。
全
員
集
合
3
時
40

分
頃
。
／
問
１
-
⑵　

3
時
頃
か
ら
避
難
者
が
校
庭

や
体
育
館
に
入
場
。
二
中
職
員
が
車
の
誘
導
、
体

育
館
に
畳
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
設
置
を
行
い
、
避

難
所
開
設
を
行
っ
て
い
た
。
／
問
１
-
⑶　

6
人
。

児
童
福
祉
課
の
桜
井
優
子
さ
ん
が
、
壱
番
館
冠
水

の
た
め
来
れ
な
か
っ
た
。（
2
日
目
の
夕
方
合
流
）

／
問
１
-
⑷　

7
、
5
、
20
、
10
、
1
5
0
0
、

6
0
0
、
25
、
10
、
1
5
5
2
、6
2
5
／
問
１
-

⑸　

避
難
住
民
の
多
く
が
協
力
的
で
あ
り
、
ニ
中

職
員
も
常
時
10
名
ほ
ど
配
置
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
運
営
に
支
障
は
な
か
っ
た
。
／
問
１
-
⑹　

学
校
職
員
が
避
難
所
運
営
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

別
の
先
生
が
交
替
で
協
力
し
て
く
れ
た
。
学
校
職

員
は
学
校
の
対
応
を
優
先
す
る
た
め
、
避
難
所
運

営
に
専
念
で
き
な
い
。
学
校
職
員
以
外
の
人
を
避

難
所
運
営
に
配
置
し
て
ほ
し
い
。
／
問
２
-
⑴　

急

い
で
い
た
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
参
し
な
い
で
し

ま
っ
た
。
後
日
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
入
手
、活
用
を
図
っ

た
。
／
問
２
-
⑵　

建
物
判
定
は
、行
わ
な
か
っ
た
。

／
問
２
-
⑶　

最
大
約
1
5
0
0
名
。
／
問
２
-

⑷　

名
簿
を
作
成
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
食
料
配

布
時
に
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑸　

弱
者

を
で
き
る
だ
け
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
側
に
配
置
し
た
。

／
問
２
-
⑹　

先
生
が
常
勤
し
て
、
ト
イ
レ
・
各
施

設
管
理
・
警
備
を
行
っ
た
（
日
中
10
名
・
夜
間
5

名
）。
栄
養
士
、
調
理
員
が
食
事
の
献
立
・
材
料
の

管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
用
務
員
が
、
暖
房
機
器
の

管
理
・
ご
み
の
管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑺

　

食
事
は
、
最
大
1
8
0
0
食
、
常
時
1
0
0
0

〜
6
0
0
食
、
閉
鎖
直
前
は
80
食
程
度
支
給
。
当

初
は
、
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
等
か
ら
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
蒲
鉾
工
場
か
ら
練
り
製
品
等
の
提
供
が
あ

り
、
1
日
3
食
提
供
す
る
の
に
十
分
間
に
合
っ
た
。

／
問
２
-
⑻　

給
水
を
避
難
所
の
体
育
館
脇
で
行
っ

た
た
め
、
避
難
所
運
営
に
合
わ
せ
て
、
給
水
の
苦

情
も
あ
り
避
難
所
運
営
に
支
障
を
き
た
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
求
め
給
水
の
整
理
を
行
っ

た
。
／
問
２
-
⑼　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
班
編

成
を
行
い
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
た
が
、
出
入
り
が
激

し
い
た
め
必
要
な
時
に
声
掛
け
し
運
営
を
行
っ
た
。

／
問
２
-
⑽　

ル
ー
ル
は
作
成
し
な
か
っ
た
。
／
問

２
-
⑾　

携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な
い
当
初
は
、
個
人

の
車
で
必
要
の
都
度
災
対
本
部
に
行
っ
て
、
連
絡

を
行
っ
た
。
携
帯
電
話
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
主
に
携
帯
電
話
で
行
っ
た
。
／
問
２

-
⑿　

適
切
に
行
わ
れ
た
。
／
問
２
-
⒀　

学
校
、

避
難
者
、
町
内
会
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

／
問
２
-
⒁　

避
難
所
内
の
土
足
出
入
り
に
つ
い
て

衛
生
上
か
ら
も
禁
止
で
き
る
対
策
を
取
れ
る
よ
う

な
対
策
を
（
外
履
き
靴
の
避
難
所
内
持
ち
歩
き
用

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ス
リ
ッ
パ
の
備
蓄
庫
準
備
な
ど
）。

／
問
3
-
⑴　

職
員
の
車
を
使
用
し
て
、
病
院
に
搬

送
を
行
っ
た
。
／
問
3
-
⑵　

町
内
会
を
通
じ
て
、

食
事
の
配
布
を
行
っ
た
。
食
事
だ
け
を
貰
い
に
来
る

人
に
つ
い
て
も
、
配
布
を
行
っ
た
。
／
問
3
-
⑶　

情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
や
相
互
の
情
報
の

交
換
を
行
っ
た
。
災
害
ニ
ュ
ー
ス
は
、
放
送
を
行
い

情
報
の
提
供
に
努
め
た
。
／
問
3
-
⑷　

安
否
確
認

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
相
互
に
確
認
が
行
え
る
よ
う
に

し
た
。
／
問
3
-
⑸　

ニ
中
避
難
所
の
避
難
者
は
、

藤
倉
・
北
浜
地
区
の
住
民
が
多
く
い
た
た
め
多
く
の

避
難
者
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
ま
で
避
難
所
に
滞

在
し
た
。
／
問
3
-
⑹　

当
初
、
ペ
ッ
ト
の
場
所
を

設
け
た
が
、
あ
ま
り
守
れ
な
か
っ
た
。
／
問
3
-
⑺

︱
／
問
4　

避
難
所
ま
で
津
波
浸
水
地
域
を
長
時

間
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
移
動
手
段
・
配

置
の
再
検
討
を
で
き
な
い
か
。
避
難
所
の
運
営
職

員
数
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
た
は
増
員
配
置
が
で
き
な
い
か
。
避
難

所
の
暖
房
・
照
明
の
確
保
に
消
防
団
か
ら
提
供
の

あ
っ
た
発
電
機
を
使
用
し
て
い
た
が
、
震
災
当
初

は
燃
料
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
避
難
者
の
自
家
用
車
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
提

供
を
受
け
急
場
を
し
の
い
だ
状
況
で
あ
っ
た
。
災

害
本
部
に
も
相
談
し
た
が
「
燃
料
は
な
い
。
も
し

く
は
あ
っ
て
も
災
害
対
応
車
両
が
優
先
で
あ
る
た

め
、
現
場
で
対
応
す
る
よ
う
に
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
た
め
、
毎
日
の
燃
料
確
保
に
不
安
を
覚
え
た
。

市
と
し
て
緊
急
時
に
お
け
る
燃
料
確
保
と
供
給
の

優
先
順
位
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
欲

し
い
。
給
水
所
は
、
避
難
所
の
側
に
設
置
し
な
い

で
ほ
し
い
。

 

10
．
市
立
第
一
中
学
校

問
１
-
⑴　

15
時
に
は
責
任
者
が
避
難
所
に
到
着
、

15
時
20
分
頃
ま
で
に
は
、
そ
の
他
配
備
職
員
全
員

が
集
合
し
た
。
／
問
１
-
⑵　

概
ね
40
分
ぐ
ら
い
で

完
了
し
た
。
責
任
者
が
避
難
所
に
到
着
し
た
時
点

で
、
中
学
校
の
先
生
及
び
生
徒
全
員
が
校
庭
に
避

難
し
て
い
た
。
直
ち
に
校
長
先
生
と
協
議
し
、
避

難
所
の
開
設
の
準
備
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
先
生

及
び
生
徒
の
応
援
を
得
て
、
防
災
倉
庫
か
ら
備
蓄

品
を
校
舎
内
に
搬
入
し
た
。
次
々
と
避
難
者
が
到

着
。
雪
も
降
っ
て
き
た
た
め
、
取
り
あ
え
ず
校
舎

内
に
誘
導
し
た
。
／
問
１
-
⑶　

5
人
。
全
員
30
分

以
内
に
は
集
合
で
き
た
。
／
問
１
-
⑷　

5
、
5
、

︱
、
︱
、
12
、
12
、
40
、
10
、
57
、
27
／
問
１
-
⑸

　

中
学
校
の
校
長
先
生
以
下
、
先
生
及
び
職
員
並

び
に
生
徒
の
協
力
が
得
ら
れ
た
の
で
開
設
当
初
は
、

概
ね
足
り
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。
／
問
１
-
⑹

　

震
災
当
日
の
避
難
所
開
設
の
際
に
、
次
々
と
避

難
者
が
到
着
。
雪
も
降
っ
て
き
た
た
め
、
取
り
あ

え
ず
校
舎
内
に
誘
導
し
た
。
町
内
会
単
位
で
は
な

く
、
個
人
単
位
で
の
避
難
者
や
旅
行
者
な
ど
、
市

外
の
方
々
も
多
く
避
難
し
て
き
て
い
た
。
体
育
館

が
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
市
の
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
が
き

た
。
体
育
館
の
N
P
O
職
員
に
聞
い
て
も
全
然
分

か
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
給
水
や
食
料
の
配
布

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
中
学
生
な
ど
に
苦
情
を
言

う
市
民
も
い
る
と
言
う
こ
と
で
、
父
兄
が
苦
情
に

来
た
。
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
た
。
／
問
２
-
⑵　

責
任
者
が
応
急
危
険
度
判
定
の
資
格
を
有
し
て
い
る

た
め
、
体
育
館
の
被
災
判
定
を
行
っ
た
。
建
物
に
は

大
き
な
被
害
は
無
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
体
育
館
の

窓
ガ
ラ
ス
及
び
屋
内
照
明
器
具
が
落
下
し
て
お
り
、

余
震
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
校
長
先
生
の
判
断
に
よ

り
、
1
階
の
保
健
室
を
本
部
と
し
て
1
階
の
教
室
・

廊
下
を
全
て
避
難
所
と
し
た
。
建
築
士
会
で
は
、
避

難
所
開
設
か
ら
4
日
目
ぐ
ら
い
に
来
校
し
、
被
災
調

査
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑶　

当
日
把
握
出
来
た
人

数
は
5
2
5
名
で
あ
る
が
、
車
で
避
難
し
、
そ
の

ま
ま
校
庭
に
駐
車
し
て
い
た
方
も
お
り
実
態
数
は
不

明
。
そ
の
日
の
夜
に
は
20
名
弱
の
方
が
帰
宅
し
た
。

／
問
２
-
⑷　

震
災
当
日
は
、
名
簿
用
紙
が
不
足
し

た
た
め
、
学
校
か
ら
用
紙
を
い
た
だ
い
た
。
各
教
室

ご
と
に
、
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
て
も
ら
っ
た
。
次

の
日
か
ら
は
再
度
、
各
教
室
ご
と
に
住
所
・
氏
名
の

確
認
を
行
い
未
記
入
者
に
は
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。

校
庭
内
に
乗
り
入
れ
た
車
の
避
難
者
に
も
お
願
い
し

た
が
、未
記
入
の
方
も
い
た
。
2
日
目
夕
方
か
ら
は
、

各
教
室
ご
と
に
点
呼
及
び
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／

問
２
-
⑸　

学
校
側
の
配
慮
で
、
3
階
建
て
校
舎
の

1
階
保
健
室
を
本
部
と
し
て
、
1
年
生
及
び
支
援
学

級
の
各
教
室
を
開
放
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
各
教
室

を
単
位
と
し
た
。
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
、
保
健
室

で
個
別
に
休
ん
で
い
た
だ
い
た
。
震
災
当
日
は
、
廊

下
に
も
避
難
者
が
溢
れ
た
。
車
で
の
待
機
者
も
大
変

多
く
い
た
。
／
問
２
-
⑹　

震
災
当
日
か
ら
、
校
長

先
生
を
筆
頭
に
先
生
方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
避
難
所

開
設
に
大
変
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
避
難
物
資
の
搬

入
、避
難
者
の
誘
導
、食
事
の
配
膳
、給
水
の
手
伝
い
、

ト
イ
レ
の
水
汲
み
な
ど
多
方
面
で
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
給
食
室
も
震
災
当

日
か
ら
開
放
し
、
湯
沸
か
し
や
食
事
の
準
備
に
つ
い

て
も
技
術
員
、
調
理
師
、
栄
養
士
の
方
々
も
全
員
で

対
応
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
。
10
人
か
ら
4
人
ま

で
の
割
合
で
交
代
し
な
が
ら
先
生
方
も
宿
泊
し
、
夜

間
の
警
備
も
含
め
震
災
当
日
か
ら
避
難
所
閉
鎖
ま
で

手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
。
避
難
所
閉
鎖
の
際
は
、
生

徒
も
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
清
掃
片
付
け
の
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑺　

震
災
当
日
は
、ス
ト
ー

ブ
・
毛
布
が
足
ら
ず
学
校
側
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
も
借

用
し
避
難
し
た
方
に
配
布
し
た
。
配
布
の
際
は
子
供

や
高
齢
者
を
優
先
し
た
。
当
時
夕
方
の
食
事
は
備
蓄

倉
庫
に
あ
っ
た
ア
ル
フ
ァ
米
を
先
生
や
開
設
員
で
調

理
し
、
小
分
け
し
て
1
個
ず
つ
配
布
し
全
員
に
行
き

渡
る
よ
う
に
し
た
。
次
の
日
は
、
避
難
所
に
届
け
ら

れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
湯
通
し
配
布
し
た
た
め
、
避
難

者
か
ら
は
喜
ば
れ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
乾

電
池
、
大
バ
ケ
ツ
や
小
バ
ケ
ツ
、
筆
記
用
具
類
、
紙

な
ど
の
事
務
用
品
な
ど
学
校
の
備
品
を
だ
い
ぶ
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ラ
ジ
オ
の
数
が
少
な
く
不
満
が

で
た
。
明
か
り
が
な
い
こ
と
に
も
不
満
が
あ
っ
た
の

で
ロ
ー
ソ
ク
の
常
備
が
必
要
。
粉
ミ
ル
ク
、
生
理
用

品
。
学
校
に
は
薬
が
な
い
の
で
家
庭
用
の
薬
が
あ
る

と
良
い
。
2
日
目
の
避
難
物
資
が
届
か
な
い
こ
と
を

覚
悟
で
、
避
難
者
の
中
の
知
り
合
い
の
米
屋
さ
ん
に

米
の
提
供
を
お
願
い
し
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
／

問
２
-
⑻　

給
水
車
が
来
た
時
は
、
放
送
で
近
隣
の

方
々
に
給
水
車
が
来
た
こ
と
を
放
送
し
た
が
、
聞
こ

え
な
い
と
の
苦
情
が
あ
り
、
開
設
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
近
隣
に
お
知
ら
せ
に
い
っ
た
。
給
水
車
が
夜
間

や
早
朝
の
時
は
、
備
蓄
倉
庫
に
あ
っ
た
給
水
プ
ー
ル

に
先
生
方
や
避
難
者
の
方
々
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

り
運
搬
し
給
水
車
が
来
な
い
時
は
、
そ
の
水
を
配
布

し
た
。
ト
イ
レ
の
水
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
及
び
避

難
者
に
よ
り
プ
ー
ル
の
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
貯
め

て
お
き
水
洗
用
に
の
水
を
確
保
し
た
。
／
問
２
-
⑼

　

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
班
長
及
び
副
班
長
の
選
出
を
お

願
い
し
た
が
、
自
主
的
に
班
長
を
申
し
出
た
方
と
お

願
い
し
て
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
半
分
ぐ
ら
い
い

た
。
町
内
会
単
位
と
い
う
よ
り
も
、
避
難
者
も
港

町
、
宮
町
、
尾
島
町
、
北
浜
の
外
、
仙
台
や
多
賀
城

市
、
松
島
町
な
ど
の
外
、
東
京
か
ら
旅
行
で
来
た
方

な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
知
り
合
い
の
方
に
班
長
を

お
願
い
し
て
な
っ
て
も
ら
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
る
。
班

長
、
副
班
長
を
引
受
け
て
く
れ
た
方
々
は
家
も
流
さ

れ
た
方
も
い
た
が
、
避
難
所
を
出
る
ま
で
ク
ラ
ス
の

ま
と
め
役
と
し
て
大
変
協
力
的
で
あ
っ
た
。
途
中
で

避
難
所
を
去
る
方
も
き
ち
ん
と
引
継
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
／
問
２
-
⑽　

作
成
し
た
。
朝
6
時
30
分

起
床
、
7
時
朝
食
、
教
室
及
び
廊
下
を
清
掃
、
班
ご

と
に
毎
日
交
代
制
で
ト
イ
レ
掃
除
を
行
っ
て
も
ら
っ

た
。
12
時
か
ら
昼
食
。
18
時
か
ら
夕
食
。
19
時
に
各

ク
ラ
ス
を
開
設
員
が
回
り
避
難
者
へ
の
事
務
連
絡
・

注
意
事
項
の
伝
達
及
び
避
難
者
の
点
呼
を
お
こ
な
い

避
難
者
の
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑾　

震

災
当
日
は
、校
長
先
生
と
協
議
し
自
主
的
に
動
い
た
。

避
難
物
資
が
搬
入
さ
れ
て
か
ら
は
搬
入
の
職
員
を
通

じ
て
連
絡
を
お
願
い
し
た
り
、
開
設
員
が
直
接
本
部

に
出
向
き
連
絡
し
た
。
電
話
が
開
通
し
て
か
ら
は
電

話
で
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑿　

当
初

は
食
糧
が
偏
り
す
ぎ
て
い
た
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
揚
げ

か
ま
ぼ
こ
な
ど
。栄
養
士
の
方
が
味
付
け（
ケ
チ
ャ
ッ

プ
や
カ
レ
ー
味
な
ど
）
を
工
夫
し
て
く
れ
た
。
野
菜

を
提
供
し
て
く
れ
た
方
が
お
り
、
か
ま
ぼ
こ
と
合
わ

せ
て
ご
っ
た
煮
の
よ
う
に
し
て
、
な
る
べ
く
温
か
く

味
に
工
夫
を
し
て
避
難
者
に
提
供
し
た
。
／
問
２
-

⒀　

各
教
室
単
位
に
避
難
者
を
ま
と
め
た
こ
と
に
よ

り
、知
ら
な
い
者
同
士
で
も
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
た
。

震
災
の
翌
日
に
は
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
高
台

の
方
々
に
は
、
自
宅
に
被
害
が
な
い
と
き
は
帰
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
避
難
者
の
数
を
絞
っ

た
。学
校
の
給
水
タ
ン
ク
内
に
飲
料
水
が
あ
っ
た
が
、

あ
る
程
度
の
飲
料
水
の
水
と
ト
イ
レ
用
の
水
を
確
保

し
た
の
ち
、
給
水
を
停
止
し
て
最
悪
の
場
合
に
備
え

た
。
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
い
こ
と
を
周
知
し
、
ゴ

ミ
袋
を
ト
イ
レ
内
に
配
置
し
絶
対
に
紙
を
流
さ
な
い

よ
う
に
避
難
者
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
ト
イ
レ
が
詰

ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⒁　

当
初
よ
り
、

校
長
先
生
以
下
学
校
側
の
全
面
的
な
協
力
が
得
ら
れ

た
の
で
、
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
き
、
問
題
が
起
き

て
も
共
有
で
き
て
改
善
に
繋
が
っ
た
。
給
食
の
調
理

室
が
あ
っ
た
た
め
、
温
か
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
避
難
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
た
。
一
括
調

理
方
式
を
採
用
し
て
い
る
市
長
村
が
あ
る
が
、
避
難

所
と
し
て
給
食
室
が
あ
り
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
保

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-
⑵ 
避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-
⑶ 
全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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じ
た
。
避
難
所
運
営
は
公
務
員
と
し
て
当
然
の
業

務
で
は
あ
る
が
、
職
員
の
向
き
不
向
き
も
考
慮
す

る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
病
休
明
け
の
職
員
、
体
の

不
自
由
な
職
員
、
メ
ン
タ
ル
系
の
病
気
を
罹
患
し

て
い
る
職
員
を
現
場
に
張
り
付
け
る
の
は
、
本
人

に
も
周
り
の
職
員
に
も
酷
だ
と
思
っ
た
。
例
え
ば
、

物
資
の
把
握
や
炊
き
出
し
、
寄
付
支
援
の
対
応
な

ど
、
内
勤
的
な
内
容
を
任
せ
た
方
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
逆
に
保
育
所
勤
務
の
職
員

や
介
護
の
経
験
が
あ
る
職
員
、
学
校
の
先
生
の
存

在
は
、
体
調
が
急
変
し
や
す
い
小
さ
い
お
子
さ
ん

や
高
齢
の
避
難
者
が
多
か
っ
た
中
、
大
変
心
強
か
っ

た
。
栄
養
士
さ
ん
、
給
食
の
調
理
員
さ
ん
な
ど
専

門
の
職
に
つ
い
て
い
る
職
員
や
非
常
勤
さ
ん
パ
ー

ト
さ
ん
の
存
在
も
と
て
も
頼
り
に
な
っ
た
。
職
員

の
中
で
、
有
資
格
者
、
経
験
者
な
ど
を
確
認
し
、

有
事
の
際
は
一
避
難
所
に
一
人
は
現
場
慣
れ
し
て

い
る
職
員
を
配
置
出
来
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

と
思
う
。

 

９
．
市
立
第
二
中
学
校

問
１
-
⑴　

二
中
の
校
長
先
生
始
め
全
職
員
で
避

難
所
開
設
準
備
。
職
員
で
は
最
初
に
志
野
君
到
着

3
時
15
分
頃
。
班
長
の
庄
内
さ
ん
到
着
3
時
30
分
。

以
下
、
目
黒
君
、
井
城
到
着
。
全
員
集
合
3
時
40

分
頃
。
／
問
１
-
⑵　

3
時
頃
か
ら
避
難
者
が
校
庭

や
体
育
館
に
入
場
。
二
中
職
員
が
車
の
誘
導
、
体

育
館
に
畳
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
設
置
を
行
い
、
避

難
所
開
設
を
行
っ
て
い
た
。
／
問
１
-
⑶　

6
人
。

児
童
福
祉
課
の
桜
井
優
子
さ
ん
が
、
壱
番
館
冠
水

の
た
め
来
れ
な
か
っ
た
。（
2
日
目
の
夕
方
合
流
）

／
問
１
-
⑷　

7
、
5
、
20
、
10
、
1
5
0
0
、

6
0
0
、
25
、
10
、
1
5
5
2
、6
2
5
／
問
１
-

⑸　

避
難
住
民
の
多
く
が
協
力
的
で
あ
り
、
ニ
中

職
員
も
常
時
10
名
ほ
ど
配
置
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
運
営
に
支
障
は
な
か
っ
た
。
／
問
１
-
⑹　

学
校
職
員
が
避
難
所
運
営
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

別
の
先
生
が
交
替
で
協
力
し
て
く
れ
た
。
学
校
職

員
は
学
校
の
対
応
を
優
先
す
る
た
め
、
避
難
所
運

営
に
専
念
で
き
な
い
。
学
校
職
員
以
外
の
人
を
避

難
所
運
営
に
配
置
し
て
ほ
し
い
。
／
問
２
-
⑴　

急

い
で
い
た
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
参
し
な
い
で
し

ま
っ
た
。
後
日
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
入
手
、活
用
を
図
っ

た
。
／
問
２
-
⑵　

建
物
判
定
は
、行
わ
な
か
っ
た
。

／
問
２
-
⑶　

最
大
約
1
5
0
0
名
。
／
問
２
-

⑷　

名
簿
を
作
成
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
食
料
配

布
時
に
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑸　

弱
者

を
で
き
る
だ
け
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
側
に
配
置
し
た
。

／
問
２
-
⑹　

先
生
が
常
勤
し
て
、
ト
イ
レ
・
各
施

設
管
理
・
警
備
を
行
っ
た
（
日
中
10
名
・
夜
間
5

名
）。
栄
養
士
、
調
理
員
が
食
事
の
献
立
・
材
料
の

管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
用
務
員
が
、
暖
房
機
器
の

管
理
・
ご
み
の
管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑺

　

食
事
は
、
最
大
1
8
0
0
食
、
常
時
1
0
0
0

〜
6
0
0
食
、
閉
鎖
直
前
は
80
食
程
度
支
給
。
当

初
は
、
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
等
か
ら
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
蒲
鉾
工
場
か
ら
練
り
製
品
等
の
提
供
が
あ

り
、
1
日
3
食
提
供
す
る
の
に
十
分
間
に
合
っ
た
。

／
問
２
-
⑻　

給
水
を
避
難
所
の
体
育
館
脇
で
行
っ

た
た
め
、
避
難
所
運
営
に
合
わ
せ
て
、
給
水
の
苦

情
も
あ
り
避
難
所
運
営
に
支
障
を
き
た
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
求
め
給
水
の
整
理
を
行
っ

た
。
／
問
２
-
⑼　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
班
編

成
を
行
い
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
た
が
、
出
入
り
が
激

し
い
た
め
必
要
な
時
に
声
掛
け
し
運
営
を
行
っ
た
。

／
問
２
-
⑽　

ル
ー
ル
は
作
成
し
な
か
っ
た
。
／
問

２
-
⑾　

携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な
い
当
初
は
、
個
人

の
車
で
必
要
の
都
度
災
対
本
部
に
行
っ
て
、
連
絡

を
行
っ
た
。
携
帯
電
話
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
主
に
携
帯
電
話
で
行
っ
た
。
／
問
２

-
⑿　

適
切
に
行
わ
れ
た
。
／
問
２
-
⒀　

学
校
、

避
難
者
、
町
内
会
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

／
問
２
-
⒁　

避
難
所
内
の
土
足
出
入
り
に
つ
い
て

衛
生
上
か
ら
も
禁
止
で
き
る
対
策
を
取
れ
る
よ
う

な
対
策
を
（
外
履
き
靴
の
避
難
所
内
持
ち
歩
き
用

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ス
リ
ッ
パ
の
備
蓄
庫
準
備
な
ど
）。

／
問
3
-
⑴　

職
員
の
車
を
使
用
し
て
、
病
院
に
搬

送
を
行
っ
た
。
／
問
3
-
⑵　

町
内
会
を
通
じ
て
、

食
事
の
配
布
を
行
っ
た
。
食
事
だ
け
を
貰
い
に
来
る

人
に
つ
い
て
も
、
配
布
を
行
っ
た
。
／
問
3
-
⑶　

情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
や
相
互
の
情
報
の

交
換
を
行
っ
た
。
災
害
ニ
ュ
ー
ス
は
、
放
送
を
行
い

情
報
の
提
供
に
努
め
た
。
／
問
3
-
⑷　

安
否
確
認

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
相
互
に
確
認
が
行
え
る
よ
う
に

し
た
。
／
問
3
-
⑸　

ニ
中
避
難
所
の
避
難
者
は
、

藤
倉
・
北
浜
地
区
の
住
民
が
多
く
い
た
た
め
多
く
の

避
難
者
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
ま
で
避
難
所
に
滞

在
し
た
。
／
問
3
-
⑹　

当
初
、
ペ
ッ
ト
の
場
所
を

設
け
た
が
、
あ
ま
り
守
れ
な
か
っ
た
。
／
問
3
-
⑺

︱
／
問
4　

避
難
所
ま
で
津
波
浸
水
地
域
を
長
時

間
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
移
動
手
段
・
配

置
の
再
検
討
を
で
き
な
い
か
。
避
難
所
の
運
営
職

員
数
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
た
は
増
員
配
置
が
で
き
な
い
か
。
避
難

所
の
暖
房
・
照
明
の
確
保
に
消
防
団
か
ら
提
供
の

あ
っ
た
発
電
機
を
使
用
し
て
い
た
が
、
震
災
当
初

は
燃
料
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
避
難
者
の
自
家
用
車
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
提

供
を
受
け
急
場
を
し
の
い
だ
状
況
で
あ
っ
た
。
災

害
本
部
に
も
相
談
し
た
が
「
燃
料
は
な
い
。
も
し

く
は
あ
っ
て
も
災
害
対
応
車
両
が
優
先
で
あ
る
た

め
、
現
場
で
対
応
す
る
よ
う
に
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
た
め
、
毎
日
の
燃
料
確
保
に
不
安
を
覚
え
た
。

市
と
し
て
緊
急
時
に
お
け
る
燃
料
確
保
と
供
給
の

優
先
順
位
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
欲

し
い
。
給
水
所
は
、
避
難
所
の
側
に
設
置
し
な
い

で
ほ
し
い
。

 

10
．
市
立
第
一
中
学
校

問
１
-
⑴　

15
時
に
は
責
任
者
が
避
難
所
に
到
着
、

15
時
20
分
頃
ま
で
に
は
、
そ
の
他
配
備
職
員
全
員

が
集
合
し
た
。
／
問
１
-
⑵　

概
ね
40
分
ぐ
ら
い
で

完
了
し
た
。
責
任
者
が
避
難
所
に
到
着
し
た
時
点

で
、
中
学
校
の
先
生
及
び
生
徒
全
員
が
校
庭
に
避

難
し
て
い
た
。
直
ち
に
校
長
先
生
と
協
議
し
、
避

難
所
の
開
設
の
準
備
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
先
生

及
び
生
徒
の
応
援
を
得
て
、
防
災
倉
庫
か
ら
備
蓄

品
を
校
舎
内
に
搬
入
し
た
。
次
々
と
避
難
者
が
到

着
。
雪
も
降
っ
て
き
た
た
め
、
取
り
あ
え
ず
校
舎

内
に
誘
導
し
た
。
／
問
１
-
⑶　

5
人
。
全
員
30
分

以
内
に
は
集
合
で
き
た
。
／
問
１
-
⑷　

5
、
5
、

︱
、
︱
、
12
、
12
、
40
、
10
、
57
、
27
／
問
１
-
⑸

　

中
学
校
の
校
長
先
生
以
下
、
先
生
及
び
職
員
並

び
に
生
徒
の
協
力
が
得
ら
れ
た
の
で
開
設
当
初
は
、

概
ね
足
り
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。
／
問
１
-
⑹

　

震
災
当
日
の
避
難
所
開
設
の
際
に
、
次
々
と
避

難
者
が
到
着
。
雪
も
降
っ
て
き
た
た
め
、
取
り
あ

え
ず
校
舎
内
に
誘
導
し
た
。
町
内
会
単
位
で
は
な

く
、
個
人
単
位
で
の
避
難
者
や
旅
行
者
な
ど
、
市

外
の
方
々
も
多
く
避
難
し
て
き
て
い
た
。
体
育
館

が
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
市
の
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
が
き

た
。
体
育
館
の
N
P
O
職
員
に
聞
い
て
も
全
然
分

か
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
給
水
や
食
料
の
配
布

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
中
学
生
な
ど
に
苦
情
を
言

う
市
民
も
い
る
と
言
う
こ
と
で
、
父
兄
が
苦
情
に

来
た
。
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
た
。
／
問
２
-
⑵　

責
任
者
が
応
急
危
険
度
判
定
の
資
格
を
有
し
て
い
る

た
め
、
体
育
館
の
被
災
判
定
を
行
っ
た
。
建
物
に
は

大
き
な
被
害
は
無
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
体
育
館
の

窓
ガ
ラ
ス
及
び
屋
内
照
明
器
具
が
落
下
し
て
お
り
、

余
震
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
校
長
先
生
の
判
断
に
よ

り
、
1
階
の
保
健
室
を
本
部
と
し
て
1
階
の
教
室
・

廊
下
を
全
て
避
難
所
と
し
た
。
建
築
士
会
で
は
、
避

難
所
開
設
か
ら
4
日
目
ぐ
ら
い
に
来
校
し
、
被
災
調

査
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑶　

当
日
把
握
出
来
た
人

数
は
5
2
5
名
で
あ
る
が
、
車
で
避
難
し
、
そ
の

ま
ま
校
庭
に
駐
車
し
て
い
た
方
も
お
り
実
態
数
は
不

明
。
そ
の
日
の
夜
に
は
20
名
弱
の
方
が
帰
宅
し
た
。

／
問
２
-
⑷　

震
災
当
日
は
、
名
簿
用
紙
が
不
足
し

た
た
め
、
学
校
か
ら
用
紙
を
い
た
だ
い
た
。
各
教
室

ご
と
に
、
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
て
も
ら
っ
た
。
次

の
日
か
ら
は
再
度
、
各
教
室
ご
と
に
住
所
・
氏
名
の

確
認
を
行
い
未
記
入
者
に
は
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。

校
庭
内
に
乗
り
入
れ
た
車
の
避
難
者
に
も
お
願
い
し

た
が
、未
記
入
の
方
も
い
た
。
2
日
目
夕
方
か
ら
は
、

各
教
室
ご
と
に
点
呼
及
び
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／

問
２
-
⑸　

学
校
側
の
配
慮
で
、
3
階
建
て
校
舎
の

1
階
保
健
室
を
本
部
と
し
て
、
1
年
生
及
び
支
援
学

級
の
各
教
室
を
開
放
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
各
教
室

を
単
位
と
し
た
。
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
、
保
健
室

で
個
別
に
休
ん
で
い
た
だ
い
た
。
震
災
当
日
は
、
廊

下
に
も
避
難
者
が
溢
れ
た
。
車
で
の
待
機
者
も
大
変

多
く
い
た
。
／
問
２
-
⑹　

震
災
当
日
か
ら
、
校
長

先
生
を
筆
頭
に
先
生
方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
避
難
所

開
設
に
大
変
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
避
難
物
資
の
搬

入
、避
難
者
の
誘
導
、食
事
の
配
膳
、給
水
の
手
伝
い
、

ト
イ
レ
の
水
汲
み
な
ど
多
方
面
で
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
給
食
室
も
震
災
当

日
か
ら
開
放
し
、
湯
沸
か
し
や
食
事
の
準
備
に
つ
い

て
も
技
術
員
、
調
理
師
、
栄
養
士
の
方
々
も
全
員
で

対
応
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
。
10
人
か
ら
4
人
ま

で
の
割
合
で
交
代
し
な
が
ら
先
生
方
も
宿
泊
し
、
夜

間
の
警
備
も
含
め
震
災
当
日
か
ら
避
難
所
閉
鎖
ま
で

手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
。
避
難
所
閉
鎖
の
際
は
、
生

徒
も
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
清
掃
片
付
け
の
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
／
問
２
-
⑺　

震
災
当
日
は
、ス
ト
ー

ブ
・
毛
布
が
足
ら
ず
学
校
側
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
も
借

用
し
避
難
し
た
方
に
配
布
し
た
。
配
布
の
際
は
子
供

や
高
齢
者
を
優
先
し
た
。
当
時
夕
方
の
食
事
は
備
蓄

倉
庫
に
あ
っ
た
ア
ル
フ
ァ
米
を
先
生
や
開
設
員
で
調

理
し
、
小
分
け
し
て
1
個
ず
つ
配
布
し
全
員
に
行
き

渡
る
よ
う
に
し
た
。
次
の
日
は
、
避
難
所
に
届
け
ら

れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
湯
通
し
配
布
し
た
た
め
、
避
難

者
か
ら
は
喜
ば
れ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
乾

電
池
、
大
バ
ケ
ツ
や
小
バ
ケ
ツ
、
筆
記
用
具
類
、
紙

な
ど
の
事
務
用
品
な
ど
学
校
の
備
品
を
だ
い
ぶ
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ラ
ジ
オ
の
数
が
少
な
く
不
満
が

で
た
。
明
か
り
が
な
い
こ
と
に
も
不
満
が
あ
っ
た
の

で
ロ
ー
ソ
ク
の
常
備
が
必
要
。
粉
ミ
ル
ク
、
生
理
用

品
。
学
校
に
は
薬
が
な
い
の
で
家
庭
用
の
薬
が
あ
る

と
良
い
。
2
日
目
の
避
難
物
資
が
届
か
な
い
こ
と
を

覚
悟
で
、
避
難
者
の
中
の
知
り
合
い
の
米
屋
さ
ん
に

米
の
提
供
を
お
願
い
し
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
／

問
２
-
⑻　

給
水
車
が
来
た
時
は
、
放
送
で
近
隣
の

方
々
に
給
水
車
が
来
た
こ
と
を
放
送
し
た
が
、
聞
こ

え
な
い
と
の
苦
情
が
あ
り
、
開
設
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
近
隣
に
お
知
ら
せ
に
い
っ
た
。
給
水
車
が
夜
間

や
早
朝
の
時
は
、
備
蓄
倉
庫
に
あ
っ
た
給
水
プ
ー
ル

に
先
生
方
や
避
難
者
の
方
々
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

り
運
搬
し
給
水
車
が
来
な
い
時
は
、
そ
の
水
を
配
布

し
た
。
ト
イ
レ
の
水
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
及
び
避

難
者
に
よ
り
プ
ー
ル
の
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
貯
め

て
お
き
水
洗
用
に
の
水
を
確
保
し
た
。
／
問
２
-
⑼

　

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
班
長
及
び
副
班
長
の
選
出
を
お

願
い
し
た
が
、
自
主
的
に
班
長
を
申
し
出
た
方
と
お

願
い
し
て
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
半
分
ぐ
ら
い
い

た
。
町
内
会
単
位
と
い
う
よ
り
も
、
避
難
者
も
港

町
、
宮
町
、
尾
島
町
、
北
浜
の
外
、
仙
台
や
多
賀
城

市
、
松
島
町
な
ど
の
外
、
東
京
か
ら
旅
行
で
来
た
方

な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
知
り
合
い
の
方
に
班
長
を

お
願
い
し
て
な
っ
て
も
ら
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
る
。
班

長
、
副
班
長
を
引
受
け
て
く
れ
た
方
々
は
家
も
流
さ

れ
た
方
も
い
た
が
、
避
難
所
を
出
る
ま
で
ク
ラ
ス
の

ま
と
め
役
と
し
て
大
変
協
力
的
で
あ
っ
た
。
途
中
で

避
難
所
を
去
る
方
も
き
ち
ん
と
引
継
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
／
問
２
-
⑽　

作
成
し
た
。
朝
6
時
30
分

起
床
、
7
時
朝
食
、
教
室
及
び
廊
下
を
清
掃
、
班
ご

と
に
毎
日
交
代
制
で
ト
イ
レ
掃
除
を
行
っ
て
も
ら
っ

た
。
12
時
か
ら
昼
食
。
18
時
か
ら
夕
食
。
19
時
に
各

ク
ラ
ス
を
開
設
員
が
回
り
避
難
者
へ
の
事
務
連
絡
・

注
意
事
項
の
伝
達
及
び
避
難
者
の
点
呼
を
お
こ
な
い

避
難
者
の
人
数
確
認
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑾　

震

災
当
日
は
、校
長
先
生
と
協
議
し
自
主
的
に
動
い
た
。

避
難
物
資
が
搬
入
さ
れ
て
か
ら
は
搬
入
の
職
員
を
通

じ
て
連
絡
を
お
願
い
し
た
り
、
開
設
員
が
直
接
本
部

に
出
向
き
連
絡
し
た
。
電
話
が
開
通
し
て
か
ら
は
電

話
で
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
。
／
問
２
-
⑿　

当
初

は
食
糧
が
偏
り
す
ぎ
て
い
た
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
揚
げ

か
ま
ぼ
こ
な
ど
。栄
養
士
の
方
が
味
付
け（
ケ
チ
ャ
ッ

プ
や
カ
レ
ー
味
な
ど
）
を
工
夫
し
て
く
れ
た
。
野
菜

を
提
供
し
て
く
れ
た
方
が
お
り
、
か
ま
ぼ
こ
と
合
わ

せ
て
ご
っ
た
煮
の
よ
う
に
し
て
、
な
る
べ
く
温
か
く

味
に
工
夫
を
し
て
避
難
者
に
提
供
し
た
。
／
問
２
-

⒀　

各
教
室
単
位
に
避
難
者
を
ま
と
め
た
こ
と
に
よ

り
、知
ら
な
い
者
同
士
で
も
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
た
。

震
災
の
翌
日
に
は
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
高
台

の
方
々
に
は
、
自
宅
に
被
害
が
な
い
と
き
は
帰
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
避
難
者
の
数
を
絞
っ

た
。学
校
の
給
水
タ
ン
ク
内
に
飲
料
水
が
あ
っ
た
が
、

あ
る
程
度
の
飲
料
水
の
水
と
ト
イ
レ
用
の
水
を
確
保

し
た
の
ち
、
給
水
を
停
止
し
て
最
悪
の
場
合
に
備
え

た
。
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
い
こ
と
を
周
知
し
、
ゴ

ミ
袋
を
ト
イ
レ
内
に
配
置
し
絶
対
に
紙
を
流
さ
な
い

よ
う
に
避
難
者
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
ト
イ
レ
が
詰

ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⒁　

当
初
よ
り
、

校
長
先
生
以
下
学
校
側
の
全
面
的
な
協
力
が
得
ら
れ

た
の
で
、
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
き
、
問
題
が
起
き

て
も
共
有
で
き
て
改
善
に
繋
が
っ
た
。
給
食
の
調
理

室
が
あ
っ
た
た
め
、
温
か
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
避
難
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
た
。
一
括
調

理
方
式
を
採
用
し
て
い
る
市
長
村
が
あ
る
が
、
避
難

所
と
し
て
給
食
室
が
あ
り
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
保

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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健
の
先
生
が
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
か
っ
た
。
／

問
3
-
⑴　

震
災
当
日
は
、
宮
町
の
医
院
の
先
生

や
看
護
婦
の
方
も
避
難
し
て
き
て
お
り
初
期
対
応

を
お
願
い
し
た
。
宮
町
の
先
生
が
帰
宅
し
て
か
ら

は
、
責
任
者
の
知
り
合
い
の
方
で
、
車
で
避
難
し

て
来
た
方
が
数
人
お
り
、
そ
の
方
々
に
交
代
で
病

院
ま
で
送
迎
を
お
願
い
し
た
。
軽
い
症
状
の
人
は

保
健
室
の
ベ
ッ
ト
で
休
ん
で
い
た
だ
い
た
。
／
問

3
-
⑵　

町
内
会
の
民
生
員
の
方
が
ほ
ぼ
毎
日
来
校

し
、
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
。
市
議
会
員
の
方

が
ほ
ぼ
毎
日
来
校
し
て
、
状
況
確
認
や
手
伝
い
な

ど
を
い
た
だ
い
た
。
震
災
当
日
か
ら
4
日
間
ぐ
ら

い
は
、
昼
や
夕
方
に
の
み
食
事
の
時
間
だ
け
い
る

方
が
お
り
、
朝
の
点
呼
時
に
い
な
い
場
合
は
、
提

供
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
別
の
避
難
所
で
は

く
れ
た
と
の
文
句
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
現

れ
な
く
な
っ
た
。
生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
や
、

高
齢
者
の
世
帯
、
病
人
が
い
る
世
帯
な
ど
特
別
の

事
情
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
取
り
及
び
、
食
事
の
準

備
の
都
合
も
あ
る
こ
と
を
説
明
の
上
、
予
約
制
で

食
事
を
提
供
し
た
。
／
問
3
-
⑶　

本
部
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
際
及
び
校
長
会
の
連
絡
事
項
に
つ
い
て
、

学
校
側
と
常
に
情
報
交
換
し
て
避
難
者
に
情
報
提

供
を
行
っ
た
。
連
絡
が
あ
れ
ば
随
時
、
教
室
を
回

り
避
難
者
に
連
絡
し
た
。
夕
方
の
点
呼
の
際
に
そ

の
日
あ
っ
た
連
絡
事
項
に
つ
い
て
再
度
、
周
知
し

た
、
不
在
の
方
が
い
る
場
合
は
班
長
さ
ん
に
連
絡

を
お
願
い
し
た
。
／
問
3
-
⑷　

ク
ラ
ス
ご
と
に
避

難
者
の
名
簿
を
廊
下
に
貼
り
出
し
、
安
否
確
認
に

来
た
方
に
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
／
問
3
-
⑸

　

震
災
か
ら
3
日
間
は
電
気
が
だ
め
だ
っ
た
た
め
、

80
％
く
ら
い
は
い
た
。
／
問
3
-
⑹　

当
初
、
教
室

内
に
一
緒
に
い
た
が
避
難
者
数
名
か
ら
苦
情
が
あ

り
、
飼
い
主
に
外
で
か
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

た
が
、
飼
い
主
か
ら
は
一
緒
じ
ゃ
な
い
と
教
室
に

入
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
外
に
段
ボ
ー
ル
で
簡

易
の
犬
小
屋
を
造
る
こ
と
で
了
解
を
い
た
だ
い
た
。

／
問
3
-
⑺　

末
期
患
者
の
方
で
本
人
に
は
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
方
や
、
90
歳
か
ら
な
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
色
々
な
方
が
避
難
さ
れ
て
来
て
お

り
、
個
別
に
対
応
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
。
／
問
4　

備
蓄
食
糧
（
ア
ル
フ
ァ
米
）

の
数
が
足
り
な
か
っ
た
。
水
が
使
え
な
い
と
き
の

ト
イ
レ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
方
が
良
い
。
非
常
用
の
ロ
ー
ソ
ク
の
数

を
増
や
し
て
欲
し
い
。
乾
電
池
を
お
願
い
し
た
い
。

避
難
所
は
体
育
館
が
原
則
で
あ
る
が
、
当
避
難
所

は
、
校
長
先
生
の
英
断
に
よ
り
保
健
室
及
び
教
室

が
開
放
さ
れ
、
避
難
し
た
方
々
は
烏
合
の
衆
で
あ
っ

た
が
、
連
帯
感
が
生
ま
れ
運
営
し
や
す
か
っ
た
。

開
設
に
当
た
っ
て
も
学
校
職
員
や
生
徒
の
全
面
的

な
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
の
で
、

今
後
の
避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
当
た
っ
て
も
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
改
め
て
お
願
い
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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問
１
-
⑴　

責
任
者
は
15
時
15
分
に
到
着
。
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
勤
務
場
所
が
異
な
る
の
で
、
責
任
者
が

最
後
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ
う

い
う
設
問
を
す
る
こ
と
自
体
、
避
難
所
の
実
態
を

分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
？
／
問
１
-
⑵　

︱
／
問

１
-
⑶　

集
合
で
き
た
。
／
問
１
-
⑷　

︱
、14
、︱
、

3
、
︱
、
︱
、
︱
、
7
、
︱
、
−
／
問
１
-
⑸　

︱

／
問
１
-
⑹　

ほ
ぼ
毎
日
（
夕
食
）
は
、
シ
ェ
ヌ
ー

の
皆
さ
ん
が
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く

だ
さ
り
（
食
材
も
提
供
）、
夕
飯
は
温
か
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
焼
き
餃
子
（
2
〜
3
日

間
）
差
し
入
れ
も
あ
り
（
北
浜
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ッ

プ
）、
多
く
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
／
問
２

-
⑴　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
体
育
館
で
の
場
合
と
認
識

し
て
い
た
た
め
、
二
小
の
場
合
は
旧
校
舎
教
室
で
の

避
難
所
と
な
っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
で
き
る

状
況
で
は
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑵　

建
築
士
会
の

判
定
以
前
に
、
避
難
場
所
と
し
て
い
た
体
育
館
は
破

損
し
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑶　

︱
／
問

２
-
⑷　

避
難
場
所
（
教
室
）
ご
と
に
、
避
難
者
に

氏
名
ｅ
ｔ
ｃ
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
状
況
が
落
ち

着
い
て
か
ら
避
難
者
名
簿
へ
の
記
入
を
改
め
て
お
願

い
し
た
。
さ
ら
に
学
校
か
ら
Ｐ
Ｃ
を
借
用
し
デ
ー
タ

で
管
理
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難

者
は
１
つ
の
教
室
に
ま
と
め
た
が
、
発
災
当
初
は
避

難
者
が
多
く
特
別
区
割
り
は
し
な
か
っ
た
（
教
室
に

よ
っ
て
は
人
数
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
）。
帰
宅
者

が
増
え
始
め
て
か
ら
は
、
避
難
場
所
（
教
室
）
を
縮

小
し
高
齢
者
と
若
い
年
齢
が
混
合
と
な
る
よ
う
に
し

た
。
階
も
な
る
べ
く
高
齢
者
は
１
Ｆ
へ
誘
導
。
／
問

２
-
⑹　

先
生
方
を
は
じ
め
調
理
員
、
用
務
員
の
皆

さ
ん
は
大
変
協
力
的
で
、
食
事
の
準
備
、
ゴ
ミ
の
収

集
等
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
／
問

２
-
⑺　

昨
年
2
月
チ
リ
地
震
津
波
の
時
、
乾
電
池

が
古
く
使
え
な
か
っ
た
の
で
新
し
い
物
と
交
換
を
依

頼
し
て
い
た
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
懐

中
電
灯
が
使
え
な
か
っ
た
。
昨
年
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

書
か
さ
れ
反
省
会
ま
で
や
っ
て
、
こ
ん
な
簡
単
な
こ

と
も
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
体
育
館
が
使
え
ず
教
室
に
分
散
さ
れ
た
の
で
職

員
の
本
部
に
は
最
初
ス
ト
ー
ブ
が
な
く
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
お
湯
が
沸
か

せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ア
ル
フ
ァ
米
を
作
る
の
に

苦
労
し
た
。
／
問
２
-
⑻　

例
の
通
り
給
水
車
が
来

る
時
間
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
問
い
合
わ
せ
や

苦
情
が
避
難
所
に
き
た
が
、
私
達
も
分
か
ら
ず
対
応

に
苦
労
し
た
。
二
小
周
辺
は
坂
が
多
く
、
高
齢
者
が

多
く
住
ん
で
い
る
。
水
は
重
い
の
で
給
水
所
の
数
を

増
や
し
て
欲
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。
／
問
２
-
⑼　

避
難
場
所
が
教
室
だ
っ
た
の
で
、
1
教
室
1
班
と
し

て
対
応
。
配
膳
の
際
に
は
、
各
班
か
ら
数
名
ず
つ
食

事
を
取
り
に
来
て
も
ら
っ
た
。
／
問
２
-
⑽　

ト
イ

レ
の
掃
除
当
番
は
班
ご
と
に
実
施
。
長
期
化
す
る
に

つ
れ
、
自
主
的
に
廊
下
の
清
掃
を
し
て
く
れ
る
人
た

ち
も
増
え
て
き
た
。
後
半
は
、
日
中
避
難
所
に
い
る

の
が
ほ
と
ん
ど
高
齢
者
で
、
ト
イ
レ
清
掃
も
職
員
が

行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
／
問
２
-
⑾
︱
／
問

２
-
⑿　

い
つ
ま
で
避
難
所
が
続
く
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
た
め
食
料
の
使
用
量
に
悩
ん
だ
。
食
べ
ら
れ

る
だ
け
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
避
難
が
長
期

化
す
る
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
（
健
康
面
）
へ
の
配
慮

も
必
要
だ
と
思
う
。
／
問
２
-
⒀　

ニ
小
の
避
難
者

は
、
協
力
的
で
過
酷
な
状
況
の
中
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
と
思
う
。
／
問
２
-
⒁　

︱
／
問
３
-
⑴　

震

災
直
後
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
透
析
患
者
が
人
工

透
析
を
で
き
な
い
こ
と
で
、
二
小
に
も
2
名
透
析

患
者
が
お
り
、
そ
の
う
ち
1
名
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
。
体
調
を
心
配
し
て
い
た
時
に
防
災
課
の

職
員
が
透
析
患
者
の
こ
と
で
来
た
が
、
何
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
23
時
ご
ろ
容
体
が

悪
化
し
1
1
9
番
に
か
け
た
が
ま
だ
通
じ
な
か
っ

た
。
当
直
の
先
生
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
色
々

手
を
つ
く
し
て
な
ん
と
か
救
急
車
に
来
て
も
ら
い

病
院
へ
搬
送
し
た
。
後
日
、
別
の
避
難
所
に
い
た

人
か
ら
本
部
に
は
消
防
署
の
職
員
が
い
た
と
聞
い

た
。
防
災
課
の
職
員
は
そ
ん
な
話
を
し
な
か
っ
た
。

面
倒
な
こ
と
は
全
て
現
場
に
丸
投
げ
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
坂
病
院
、
新
潟
県
医
師
会
の
先
生

に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
先
生
方
や
市

の
保
健
師
か
ら
避
難
者
の
中
に
体
調
が
悪
い
人
が

い
な
い
か
な
ど
情
報
を
も
ら
い
、
そ
う
い
っ
た
人

は
特
に
注
意
を
し
た
。
一
部
の
避
難
者
か
ら
「
ど

う
し
て
市
立
病
院
の
先
生
は
来
な
い
の
か
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
公
立
病
院
だ
か
ら
避
難
所
を
回
っ

て
く
れ
る
と
思
っ
た
よ
う
だ
。
公
立
病
院
と
し
て

の
対
応
、
他
の
自
治
体
病
院
か
ら
の
応
援
な
ど
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
／
問
３
-
⑵　

3
月
末

は
食
料
に
も
あ
る
程
度
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
近
隣

住
民
に
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
毎
日
避
難
者
の
人
数
を
聞
か
れ
人
数
分
し
か
食

料
が
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
貰
い
に
来
る
近
隣

住
民
に
も
分
け
て
や
れ
と
本
部
か
ら
言
わ
れ
て
も

明
日
の
食
料
の
保
障
も
な
い
中
で
非
常
に
困
っ
た
。

3
月
末
近
く
に
は
自
力
で
食
料
は
確
保
で
き
る
の

に
、た
だ
で
貰
え
る
の
で
来
る
い
わ
ゆ
る
「
た
か
り
」

の
人
、
逆
に
避
難
所
に
も
お
店
に
も
行
け
な
い
高

齢
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
避
難
所
職
員

の
人
数
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
住
民
へ
の
食

料
配
給
は
避
難
所
と
は
切
り
離
し
、
別
に
対
応
す

べ
き
だ
と
思
う
。
後
日
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
頑
張
っ

て
町
内
会
員
に
配
布
し
た
町
内
会
も
あ
れ
ば
、
市

か
ら
の
配
給
を
一
部
の
人
で
山
分
け
し
た
町
内
会
、

配
布
が
面
倒
と
役
員
が
断
っ
た
町
内
会
も
あ
っ
た

と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
使
う
な
ど
配
布
の
仕

方
を
検
討
す
べ
き
。
／
問
３
-
⑶　

本
部
ニ
ュ
ー
ス

を
各
班
に
配
布
し
た
他
。
本
部
廊
下
に
掲
示
。
／

問
３
-
⑷　

避
難
者
名
簿
を
本
部
に
掲
示
。
／
問
３

-
⑸　

い
た
が
割
合
は
不
明
。
電
気
が
通
っ
た
段
階

（
水
道
・
ガ
ス
は
ま
だ
）
で
、
帰
宅
し
た
人
は
結
構

い
た
。
／
問
３
-
⑹　

１
教
室
を
ペ
ッ
ト
同
伴
専
用

と
し
た
。
／
問
３
-
⑺　

︱
／
問
4　

避
難
場
所
と

し
て
い
た
体
育
館
が
使
え
な
か
っ
た
。
体
育
館
と

決
め
た
段
階
で
、
耐
震
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
も
し
避
難
者

が
体
育
館
に
入
っ
た
後
で
、
破
損
が
起
き
て
い
た

ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。
昨
年
ニ
小
を
会
場
に

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
全
く
と
言
っ
て

い
い
程
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
で
専
門
家
か

誰
か
が
言
っ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
災
害
は
来
な

い
と
い
う
想
定
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き
た
よ
う

に
思
え
る
。
今
後
は
訓
練
が
即
災
害
時
に
役
立
つ

よ
う
な
形
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
日
、
名
の

通
っ
た
団
体
の
方
が
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
来
ら
れ

た
。
そ
の
団
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
奉
仕
を
目
的

と
し
て
い
る
。「
○
○
地
区
の
高
齢
者
の
方
に
、
こ

の
お
に
ぎ
り
を
配
り
た
い
」
ニ
小
に
は
北
浜
・
藤

倉
・
小
松
崎
・
梅
の
宮
な
ど
の
周
辺
住
民
の
他
市

外
在
住
者
も
い
た
。
私
達
職
員
は
避
難
者
は
平
等

に
対
応
し
て
き
た
し
、
多
少
の
問
題
は
あ
っ
て
も

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
避
難
者
も
生
活
し
て
い

た
。
こ
れ
で
は
差
別
に
な
る
の
で
お
断
り
し
た
。

避
難
所
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
団
体
は
今
回
の

震
災
で
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
あ

る
。
面
倒
な
こ
と
は
、
全
て
現
場
に
押
し
つ
け
ら

れ
た
と
い
う
感
じ
。
２
-
⑺
で
も
書
い
た
が
、
昨
年

の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
意
見
交
換
会
も
開
催
さ
れ
た
が
、
昨

年
の
反
省
事
項
は
生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思

う
。
今
回
も
11
月
17
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

役
立
て
る
気
は
あ
る
の
で
す
か
？
た
だ
や
れ
ば
い

い
と
い
う
考
え
で
は
な
い
の
で
す
か
？
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問
１
-
⑴　

30
分
。
／
問
１
-
⑵　

当
日
卒
業
式
終

了
後
の
た
め
、
開
設
済
み
。
／
問
１
-
⑶　

1
0
0

人
。
野
々
島
全
島
民
は
避
難
所
に
来
れ
な
か
っ

た
（
9
割
が
た
は
集
合
）。
緊
急
の
た
め
熊
野
神

社
と
観
音
様
の
所
へ
避
難
さ
れ
た
方
も
い
た
。
そ

の
後
合
流
。
／
問
１
-
⑷　

1
、
1
、
︱
、
︱
、

1
0
0
、1
0
0
、
︱
、
︱
、
1
0
1
、1
0
1
／

問
１
-
⑸　

運
営
が
野
々
島
区
に
な
る
た
め
、
役
員

全
員
が
運
営
者
と
な
る
た
め
不
足
す
る
こ
と
は
な

い
。
／
問
１
-
⑹　

︱
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
た
。

／
問
２
-
⑵　

被
害
あ
り
。
建
物
判
定
は
し
て
い
た

だ
い
た
。
／
問
２
-
⑶　

1
0
0
人
／
問
２
-
⑷　

把
握
で
き
た
。
外
部
か
ら
の
流
入
は
少
な
く
毎
日

確
認
で
き
る
状
況
に
あ
り
。
／
問
２
-
⑸　

野
々
島

区
役
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
。
／
問
２
-
⑹　

学
校
は

野
々
島
区
へ
全
面
協
力
。
施
設
全
て
の
開
放
（
職
員

室
・
校
長
室
以
外
）。
学
校
側
は
教
頭
先
生
が
窓
口

に
な
り
野
々
島
区
に
対
応
。
／
問
２
-
⑺　

現
実
的

に
は
不
足
し
た
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
地

元
の
方
々
が
食
糧
・
燃
料
を
集
め
対
応
。
そ
の
た
め

当
分
の
間
は
備
蓄
以
外
の
食
糧
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
。
／
問
２
-
⑻　

浦
戸
中
学
校
に
は
プ
ー
ル
が

あ
る
の
で
、
飲
み
水
以
外
の
水
が
使
用
可
能
な
た
め

助
か
っ
た
。
飲
料
水
に
関
し
て
は
、
す
ぐ
に
自
衛
隊

の
方
か
ら
空
輸
さ
れ
て
き
た
の
で
助
か
っ
た
。
／
問

２
-
⑼　

野
々
島
区
の
役
員
会
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て

を
設
置
。
／
問
２
-
⑽　

ル
ー
ル
は
特
に
厳
し
く
作

成
し
た
。
／
問
２
-
⑾　

野
々
島
区
及
び
消
防
団（
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
携
帯
電
話
）
／
問
２
-
⑿　

特
に

な
し
。
う
ま
く
行
き
渡
っ
た
と
思
い
ま
す
。
／
問
２

-
⒀　

運
営
主
体
が
区
で
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
。
／

問
２
-⒁　

野
々
島
に
関
し
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
も
一
生
懸
命
対
応
に
つ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

／
問
３
-
⑴　

野
々
島
に
は
、
診
療
所
も
あ
り
看
護

士
も
い
る
の
で
助
か
っ
た
。ど
う
し
て
も
の
場
合
は
、

自
衛
隊
に
依
頼
し
て
迎
え
に
来
て
も
ら
う
。
／
問
３

-
⑵　

支
援
関
係
者
、
報
道
関
係
者
等
な
の
で
区
役

員
対
応
。
／
問
３
-
⑶　

避
難
者
に
は
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ト
等
で
の
情
報
提
供
。
常
に
毎
日
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
役
員
が
直
接
報
告
す
る
。
情
報
は
市
よ
り
受
け

る
。
／
問
３
-
⑷　

全
員
が
分
か
っ
て
い
る
間
柄
の

た
め
（
集
落
が
小
さ
い
た
め
）
そ
の
場
で
確
認
。
／

問
３
-
⑸　

3
割
。
／
問
３
-
⑹　

施
設
内
に
入
れ

た
。
／
問
３
-
⑺　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
意
見
等

が
違
う
時
も
あ
り
ま
す
が
（
一
緒
の
生
活
を
す
る
た

め
）
そ
の
都
度
話
を
し
な
が
ら
解
決
し
て
き
た
の
で

特
段
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／

問
4　

︱
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（
回
答
な
し
）

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-
⑵ 
避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-
⑶ 
全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。
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健
の
先
生
が
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
か
っ
た
。
／

問
3
-
⑴　

震
災
当
日
は
、
宮
町
の
医
院
の
先
生

や
看
護
婦
の
方
も
避
難
し
て
き
て
お
り
初
期
対
応

を
お
願
い
し
た
。
宮
町
の
先
生
が
帰
宅
し
て
か
ら

は
、
責
任
者
の
知
り
合
い
の
方
で
、
車
で
避
難
し

て
来
た
方
が
数
人
お
り
、
そ
の
方
々
に
交
代
で
病

院
ま
で
送
迎
を
お
願
い
し
た
。
軽
い
症
状
の
人
は

保
健
室
の
ベ
ッ
ト
で
休
ん
で
い
た
だ
い
た
。
／
問

3
-
⑵　

町
内
会
の
民
生
員
の
方
が
ほ
ぼ
毎
日
来
校

し
、
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
。
市
議
会
員
の
方

が
ほ
ぼ
毎
日
来
校
し
て
、
状
況
確
認
や
手
伝
い
な

ど
を
い
た
だ
い
た
。
震
災
当
日
か
ら
4
日
間
ぐ
ら

い
は
、
昼
や
夕
方
に
の
み
食
事
の
時
間
だ
け
い
る

方
が
お
り
、
朝
の
点
呼
時
に
い
な
い
場
合
は
、
提

供
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
別
の
避
難
所
で
は

く
れ
た
と
の
文
句
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
現

れ
な
く
な
っ
た
。
生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
や
、

高
齢
者
の
世
帯
、
病
人
が
い
る
世
帯
な
ど
特
別
の

事
情
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
取
り
及
び
、
食
事
の
準

備
の
都
合
も
あ
る
こ
と
を
説
明
の
上
、
予
約
制
で

食
事
を
提
供
し
た
。
／
問
3
-
⑶　

本
部
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
際
及
び
校
長
会
の
連
絡
事
項
に
つ
い
て
、

学
校
側
と
常
に
情
報
交
換
し
て
避
難
者
に
情
報
提

供
を
行
っ
た
。
連
絡
が
あ
れ
ば
随
時
、
教
室
を
回

り
避
難
者
に
連
絡
し
た
。
夕
方
の
点
呼
の
際
に
そ

の
日
あ
っ
た
連
絡
事
項
に
つ
い
て
再
度
、
周
知
し

た
、
不
在
の
方
が
い
る
場
合
は
班
長
さ
ん
に
連
絡

を
お
願
い
し
た
。
／
問
3
-
⑷　

ク
ラ
ス
ご
と
に
避

難
者
の
名
簿
を
廊
下
に
貼
り
出
し
、
安
否
確
認
に

来
た
方
に
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
／
問
3
-
⑸

　

震
災
か
ら
3
日
間
は
電
気
が
だ
め
だ
っ
た
た
め
、

80
％
く
ら
い
は
い
た
。
／
問
3
-
⑹　

当
初
、
教
室

内
に
一
緒
に
い
た
が
避
難
者
数
名
か
ら
苦
情
が
あ

り
、
飼
い
主
に
外
で
か
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

た
が
、
飼
い
主
か
ら
は
一
緒
じ
ゃ
な
い
と
教
室
に

入
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
外
に
段
ボ
ー
ル
で
簡

易
の
犬
小
屋
を
造
る
こ
と
で
了
解
を
い
た
だ
い
た
。

／
問
3
-
⑺　

末
期
患
者
の
方
で
本
人
に
は
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
方
や
、
90
歳
か
ら
な
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
色
々
な
方
が
避
難
さ
れ
て
来
て
お

り
、
個
別
に
対
応
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
。
／
問
4　

備
蓄
食
糧
（
ア
ル
フ
ァ
米
）

の
数
が
足
り
な
か
っ
た
。
水
が
使
え
な
い
と
き
の

ト
イ
レ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
方
が
良
い
。
非
常
用
の
ロ
ー
ソ
ク
の
数

を
増
や
し
て
欲
し
い
。
乾
電
池
を
お
願
い
し
た
い
。

避
難
所
は
体
育
館
が
原
則
で
あ
る
が
、
当
避
難
所

は
、
校
長
先
生
の
英
断
に
よ
り
保
健
室
及
び
教
室

が
開
放
さ
れ
、
避
難
し
た
方
々
は
烏
合
の
衆
で
あ
っ

た
が
、
連
帯
感
が
生
ま
れ
運
営
し
や
す
か
っ
た
。

開
設
に
当
た
っ
て
も
学
校
職
員
や
生
徒
の
全
面
的

な
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
の
で
、

今
後
の
避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
当
た
っ
て
も
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
改
め
て
お
願
い
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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問
１
-
⑴　

責
任
者
は
15
時
15
分
に
到
着
。
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
勤
務
場
所
が
異
な
る
の
で
、
責
任
者
が

最
後
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ
う

い
う
設
問
を
す
る
こ
と
自
体
、
避
難
所
の
実
態
を

分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
？
／
問
１
-
⑵　

︱
／
問

１
-
⑶　

集
合
で
き
た
。
／
問
１
-
⑷　

︱
、14
、︱
、

3
、
︱
、
︱
、
︱
、
7
、
︱
、
−
／
問
１
-
⑸　

︱

／
問
１
-
⑹　

ほ
ぼ
毎
日
（
夕
食
）
は
、
シ
ェ
ヌ
ー

の
皆
さ
ん
が
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く

だ
さ
り
（
食
材
も
提
供
）、
夕
飯
は
温
か
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
焼
き
餃
子
（
2
〜
3
日

間
）
差
し
入
れ
も
あ
り
（
北
浜
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ッ

プ
）、
多
く
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
／
問
２

-
⑴　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
体
育
館
で
の
場
合
と
認
識

し
て
い
た
た
め
、
二
小
の
場
合
は
旧
校
舎
教
室
で
の

避
難
所
と
な
っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
で
き
る

状
況
で
は
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑵　

建
築
士
会
の

判
定
以
前
に
、
避
難
場
所
と
し
て
い
た
体
育
館
は
破

損
し
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
／
問
２
-
⑶　

︱
／
問

２
-
⑷　

避
難
場
所
（
教
室
）
ご
と
に
、
避
難
者
に

氏
名
ｅ
ｔ
ｃ
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
状
況
が
落
ち

着
い
て
か
ら
避
難
者
名
簿
へ
の
記
入
を
改
め
て
お
願

い
し
た
。
さ
ら
に
学
校
か
ら
Ｐ
Ｃ
を
借
用
し
デ
ー
タ

で
管
理
し
た
。
／
問
２
-
⑸　

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難

者
は
１
つ
の
教
室
に
ま
と
め
た
が
、
発
災
当
初
は
避

難
者
が
多
く
特
別
区
割
り
は
し
な
か
っ
た
（
教
室
に

よ
っ
て
は
人
数
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
）。
帰
宅
者

が
増
え
始
め
て
か
ら
は
、
避
難
場
所
（
教
室
）
を
縮

小
し
高
齢
者
と
若
い
年
齢
が
混
合
と
な
る
よ
う
に
し

た
。
階
も
な
る
べ
く
高
齢
者
は
１
Ｆ
へ
誘
導
。
／
問

２
-
⑹　

先
生
方
を
は
じ
め
調
理
員
、
用
務
員
の
皆

さ
ん
は
大
変
協
力
的
で
、
食
事
の
準
備
、
ゴ
ミ
の
収

集
等
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
／
問

２
-
⑺　

昨
年
2
月
チ
リ
地
震
津
波
の
時
、
乾
電
池

が
古
く
使
え
な
か
っ
た
の
で
新
し
い
物
と
交
換
を
依

頼
し
て
い
た
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
懐

中
電
灯
が
使
え
な
か
っ
た
。
昨
年
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

書
か
さ
れ
反
省
会
ま
で
や
っ
て
、
こ
ん
な
簡
単
な
こ

と
も
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
体
育
館
が
使
え
ず
教
室
に
分
散
さ
れ
た
の
で
職

員
の
本
部
に
は
最
初
ス
ト
ー
ブ
が
な
く
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
お
湯
が
沸
か

せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ア
ル
フ
ァ
米
を
作
る
の
に

苦
労
し
た
。
／
問
２
-
⑻　

例
の
通
り
給
水
車
が
来

る
時
間
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
問
い
合
わ
せ
や

苦
情
が
避
難
所
に
き
た
が
、
私
達
も
分
か
ら
ず
対
応

に
苦
労
し
た
。
二
小
周
辺
は
坂
が
多
く
、
高
齢
者
が

多
く
住
ん
で
い
る
。
水
は
重
い
の
で
給
水
所
の
数
を

増
や
し
て
欲
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。
／
問
２
-
⑼　

避
難
場
所
が
教
室
だ
っ
た
の
で
、
1
教
室
1
班
と
し

て
対
応
。
配
膳
の
際
に
は
、
各
班
か
ら
数
名
ず
つ
食

事
を
取
り
に
来
て
も
ら
っ
た
。
／
問
２
-
⑽　

ト
イ

レ
の
掃
除
当
番
は
班
ご
と
に
実
施
。
長
期
化
す
る
に

つ
れ
、
自
主
的
に
廊
下
の
清
掃
を
し
て
く
れ
る
人
た

ち
も
増
え
て
き
た
。
後
半
は
、
日
中
避
難
所
に
い
る

の
が
ほ
と
ん
ど
高
齢
者
で
、
ト
イ
レ
清
掃
も
職
員
が

行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
／
問
２
-
⑾
︱
／
問

２
-
⑿　

い
つ
ま
で
避
難
所
が
続
く
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
た
め
食
料
の
使
用
量
に
悩
ん
だ
。
食
べ
ら
れ

る
だ
け
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
避
難
が
長
期

化
す
る
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
（
健
康
面
）
へ
の
配
慮

も
必
要
だ
と
思
う
。
／
問
２
-
⒀　

ニ
小
の
避
難
者

は
、
協
力
的
で
過
酷
な
状
況
の
中
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
と
思
う
。
／
問
２
-
⒁　

︱
／
問
３
-
⑴　

震

災
直
後
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
透
析
患
者
が
人
工

透
析
を
で
き
な
い
こ
と
で
、
二
小
に
も
2
名
透
析

患
者
が
お
り
、
そ
の
う
ち
1
名
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
。
体
調
を
心
配
し
て
い
た
時
に
防
災
課
の

職
員
が
透
析
患
者
の
こ
と
で
来
た
が
、
何
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
23
時
ご
ろ
容
体
が

悪
化
し
1
1
9
番
に
か
け
た
が
ま
だ
通
じ
な
か
っ

た
。
当
直
の
先
生
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
色
々

手
を
つ
く
し
て
な
ん
と
か
救
急
車
に
来
て
も
ら
い

病
院
へ
搬
送
し
た
。
後
日
、
別
の
避
難
所
に
い
た

人
か
ら
本
部
に
は
消
防
署
の
職
員
が
い
た
と
聞
い

た
。
防
災
課
の
職
員
は
そ
ん
な
話
を
し
な
か
っ
た
。

面
倒
な
こ
と
は
全
て
現
場
に
丸
投
げ
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
坂
病
院
、
新
潟
県
医
師
会
の
先
生

に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
先
生
方
や
市

の
保
健
師
か
ら
避
難
者
の
中
に
体
調
が
悪
い
人
が

い
な
い
か
な
ど
情
報
を
も
ら
い
、
そ
う
い
っ
た
人

は
特
に
注
意
を
し
た
。
一
部
の
避
難
者
か
ら
「
ど

う
し
て
市
立
病
院
の
先
生
は
来
な
い
の
か
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
公
立
病
院
だ
か
ら
避
難
所
を
回
っ

て
く
れ
る
と
思
っ
た
よ
う
だ
。
公
立
病
院
と
し
て

の
対
応
、
他
の
自
治
体
病
院
か
ら
の
応
援
な
ど
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
／
問
３
-
⑵　

3
月
末

は
食
料
に
も
あ
る
程
度
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
近
隣

住
民
に
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
毎
日
避
難
者
の
人
数
を
聞
か
れ
人
数
分
し
か
食

料
が
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
貰
い
に
来
る
近
隣

住
民
に
も
分
け
て
や
れ
と
本
部
か
ら
言
わ
れ
て
も

明
日
の
食
料
の
保
障
も
な
い
中
で
非
常
に
困
っ
た
。

3
月
末
近
く
に
は
自
力
で
食
料
は
確
保
で
き
る
の

に
、た
だ
で
貰
え
る
の
で
来
る
い
わ
ゆ
る
「
た
か
り
」

の
人
、
逆
に
避
難
所
に
も
お
店
に
も
行
け
な
い
高

齢
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
避
難
所
職
員

の
人
数
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
住
民
へ
の
食

料
配
給
は
避
難
所
と
は
切
り
離
し
、
別
に
対
応
す

べ
き
だ
と
思
う
。
後
日
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
頑
張
っ

て
町
内
会
員
に
配
布
し
た
町
内
会
も
あ
れ
ば
、
市

か
ら
の
配
給
を
一
部
の
人
で
山
分
け
し
た
町
内
会
、

配
布
が
面
倒
と
役
員
が
断
っ
た
町
内
会
も
あ
っ
た

と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
使
う
な
ど
配
布
の
仕

方
を
検
討
す
べ
き
。
／
問
３
-
⑶　

本
部
ニ
ュ
ー
ス

を
各
班
に
配
布
し
た
他
。
本
部
廊
下
に
掲
示
。
／

問
３
-
⑷　

避
難
者
名
簿
を
本
部
に
掲
示
。
／
問
３

-
⑸　

い
た
が
割
合
は
不
明
。
電
気
が
通
っ
た
段
階

（
水
道
・
ガ
ス
は
ま
だ
）
で
、
帰
宅
し
た
人
は
結
構

い
た
。
／
問
３
-
⑹　

１
教
室
を
ペ
ッ
ト
同
伴
専
用

と
し
た
。
／
問
３
-
⑺　

︱
／
問
4　

避
難
場
所
と

し
て
い
た
体
育
館
が
使
え
な
か
っ
た
。
体
育
館
と

決
め
た
段
階
で
、
耐
震
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
も
し
避
難
者

が
体
育
館
に
入
っ
た
後
で
、
破
損
が
起
き
て
い
た

ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。
昨
年
ニ
小
を
会
場
に

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
全
く
と
言
っ
て

い
い
程
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
で
専
門
家
か

誰
か
が
言
っ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
災
害
は
来
な

い
と
い
う
想
定
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き
た
よ
う

に
思
え
る
。
今
後
は
訓
練
が
即
災
害
時
に
役
立
つ

よ
う
な
形
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
日
、
名
の

通
っ
た
団
体
の
方
が
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
来
ら
れ

た
。
そ
の
団
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
奉
仕
を
目
的

と
し
て
い
る
。「
○
○
地
区
の
高
齢
者
の
方
に
、
こ

の
お
に
ぎ
り
を
配
り
た
い
」
ニ
小
に
は
北
浜
・
藤

倉
・
小
松
崎
・
梅
の
宮
な
ど
の
周
辺
住
民
の
他
市

外
在
住
者
も
い
た
。
私
達
職
員
は
避
難
者
は
平
等

に
対
応
し
て
き
た
し
、
多
少
の
問
題
は
あ
っ
て
も

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
避
難
者
も
生
活
し
て
い

た
。
こ
れ
で
は
差
別
に
な
る
の
で
お
断
り
し
た
。

避
難
所
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
団
体
は
今
回
の

震
災
で
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
あ

る
。
面
倒
な
こ
と
は
、
全
て
現
場
に
押
し
つ
け
ら

れ
た
と
い
う
感
じ
。
２
-
⑺
で
も
書
い
た
が
、
昨
年

の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
意
見
交
換
会
も
開
催
さ
れ
た
が
、
昨

年
の
反
省
事
項
は
生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思

う
。
今
回
も
11
月
17
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

役
立
て
る
気
は
あ
る
の
で
す
か
？
た
だ
や
れ
ば
い

い
と
い
う
考
え
で
は
な
い
の
で
す
か
？
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問
１
-
⑴　

30
分
。
／
問
１
-
⑵　

当
日
卒
業
式
終

了
後
の
た
め
、
開
設
済
み
。
／
問
１
-
⑶　

1
0
0

人
。
野
々
島
全
島
民
は
避
難
所
に
来
れ
な
か
っ

た
（
9
割
が
た
は
集
合
）。
緊
急
の
た
め
熊
野
神

社
と
観
音
様
の
所
へ
避
難
さ
れ
た
方
も
い
た
。
そ

の
後
合
流
。
／
問
１
-
⑷　

1
、
1
、
︱
、
︱
、

1
0
0
、1
0
0
、
︱
、
︱
、
1
0
1
、1
0
1
／

問
１
-
⑸　

運
営
が
野
々
島
区
に
な
る
た
め
、
役
員

全
員
が
運
営
者
と
な
る
た
め
不
足
す
る
こ
と
は
な

い
。
／
問
１
-
⑹　

︱
／
問
２
-
⑴　

活
用
し
た
。

／
問
２
-
⑵　

被
害
あ
り
。
建
物
判
定
は
し
て
い
た

だ
い
た
。
／
問
２
-
⑶　

1
0
0
人
／
問
２
-
⑷　

把
握
で
き
た
。
外
部
か
ら
の
流
入
は
少
な
く
毎
日

確
認
で
き
る
状
況
に
あ
り
。
／
問
２
-
⑸　

野
々
島

区
役
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
。
／
問
２
-
⑹　

学
校
は

野
々
島
区
へ
全
面
協
力
。
施
設
全
て
の
開
放
（
職
員

室
・
校
長
室
以
外
）。
学
校
側
は
教
頭
先
生
が
窓
口

に
な
り
野
々
島
区
に
対
応
。
／
問
２
-
⑺　

現
実
的

に
は
不
足
し
た
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
地

元
の
方
々
が
食
糧
・
燃
料
を
集
め
対
応
。
そ
の
た
め

当
分
の
間
は
備
蓄
以
外
の
食
糧
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
。
／
問
２
-
⑻　

浦
戸
中
学
校
に
は
プ
ー
ル
が

あ
る
の
で
、
飲
み
水
以
外
の
水
が
使
用
可
能
な
た
め

助
か
っ
た
。
飲
料
水
に
関
し
て
は
、
す
ぐ
に
自
衛
隊

の
方
か
ら
空
輸
さ
れ
て
き
た
の
で
助
か
っ
た
。
／
問

２
-
⑼　

野
々
島
区
の
役
員
会
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て

を
設
置
。
／
問
２
-
⑽　

ル
ー
ル
は
特
に
厳
し
く
作

成
し
た
。
／
問
２
-
⑾　

野
々
島
区
及
び
消
防
団（
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
携
帯
電
話
）
／
問
２
-
⑿　

特
に

な
し
。
う
ま
く
行
き
渡
っ
た
と
思
い
ま
す
。
／
問
２

-
⒀　

運
営
主
体
が
区
で
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
。
／

問
２
-⒁　

野
々
島
に
関
し
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
も
一
生
懸
命
対
応
に
つ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

／
問
３
-
⑴　

野
々
島
に
は
、
診
療
所
も
あ
り
看
護

士
も
い
る
の
で
助
か
っ
た
。ど
う
し
て
も
の
場
合
は
、

自
衛
隊
に
依
頼
し
て
迎
え
に
来
て
も
ら
う
。
／
問
３

-
⑵　

支
援
関
係
者
、
報
道
関
係
者
等
な
の
で
区
役

員
対
応
。
／
問
３
-
⑶　

避
難
者
に
は
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ト
等
で
の
情
報
提
供
。
常
に
毎
日
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
役
員
が
直
接
報
告
す
る
。
情
報
は
市
よ
り
受
け

る
。
／
問
３
-
⑷　

全
員
が
分
か
っ
て
い
る
間
柄
の

た
め
（
集
落
が
小
さ
い
た
め
）
そ
の
場
で
確
認
。
／

問
３
-
⑸　

3
割
。
／
問
３
-
⑹　

施
設
内
に
入
れ

た
。
／
問
３
-
⑺　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
意
見
等

が
違
う
時
も
あ
り
ま
す
が
（
一
緒
の
生
活
を
す
る
た

め
）
そ
の
都
度
話
を
し
な
が
ら
解
決
し
て
き
た
の
で

特
段
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／

問
4　

︱
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（
回
答
な
し
）

【
設
問
】

問
１-

⑴ 

参
集
ま
で
の
時
間

（
責
任
者
到
着
か
ら
全
員
集
合
ま
で
の
時
間
）

問
１-

⑵ 

避
難
所
開
設
に
要
し
た
時
間

問
１-

⑶ 

全
員
集
合
で
き
た
か
？
来
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

（
計
画
配
備
人
数
）

問
１-

⑷ 

運
営
人
数
、勤
務
状
況

職
員（
最
大
、通
常
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
最
大
、通
常
）、

避
難
住
民（
最
大
、通
常
）、そ
の
他（
最
大
、通
常
）、

合
計（
最
大
、通
常
）

問
１-

⑸ 

運
営
人
数
と
し
て
足
り
て
い
た
か
？

足
り
て
い
な
い
場
合
の
必
要
人
数
？

問
１-

⑹ 

そ
の
他
フ
リ
ー
で（
運
営
人
数
等
・・・
）

問
２-

⑴「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
活
用
し
た
か
？

し
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
？

問
２-

⑵ 

避
難
所
の
建
物
に
被
害
は
あ
っ
た
か
？

建
築
士
会
等
に
よ
る
建
物
判
定
は
あ
っ
た
か
？

問
２-

⑶ 

最
大
で
何
人
避
難
？

問
２-

⑷ 

避
難
者
の
把
握（
名
簿
等
）？

日
々
の
人
数
確
認
の
方
法
？

問
２-

⑸ 

配
置
場
所
、通
路
、そ
の
他
、避
難
所
内
の
区
割
り
の 

対
応
？

問
２-

⑹ 

学
校
と
の
協
力
体
制
？

問
２-

⑺ 

備
蓄
倉
庫
の
品
目
・
量
は
足
り
て
い
た
か
？

（
開
設
時
に
必
要
な
も
の
、そ
の
後
に
必
要
な
も
の
）

問
２-

⑻ 

給
水
所
に
つ
い
て
の
問
題
点

問
２-

⑼ 

リ
ー
ダ
ー
、委
員
、班
等
の
設
置
は
？

問
２-

⑽ 

ル
ー
ル
等
の
作
成
は
？

問
２-

⑾ 

災
対
本
部
と
の
連
絡
方
法
？

問
２-

⑿ 

食
糧
等
の
物
資
配
給
の
問
題
点
？

問
２-

⒀ 

運
営
が
う
ま
く
い
っ
た
点
？

問
２-

⒁ 

そ
の
他
運
営
に
あ
た
り
問
題
点
・
解
消
点
？

問
３-

⑴ 

病
人
・
怪
我
人
に
対
す
る
対
応
は
？

問
３-

⑵ 

避
難
者
以
外
の
対
応
？

（
近
隣
町
内
会
、食
事
の
み
の
人
）

問
３-

⑶ 

避
難
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
方
法
や
収
集
方
法
？

問
３-

⑷ 

安
否
確
認
の
対
応
？

問
３-

⑸ 

帰
れ
る
家
が
あ
る
の
に
避
難
し
て
い
た
人
の
割
合

問
３-

⑹ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
？

問
３-

⑺ 

そ
の
他
避
難
者
の
対
応
で
何
か
困
っ
た
こ
と
？

問
4　

問
題
点
・
改
善
点
、（
自
由
記
入
）

※「
︱
」は
無
回
答
。

189 188

資
料
編

REFERENCE



東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
塩
竈
市

自
主
防
災
組
織
の
活
動
調
査
結
果
（
抜
粋
）

塩
竈
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
時
点
の
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
活
動
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
ま
す
。

回
答
数
49
（
記
名
回
答
48
、
無
記
名
回
答
1
）、
回
答
無
し
12
、
回
収
率
80
％

Q.

発
災
当
初
に
行
っ
た
活
動　

　
　
（
複
数
選
択
可
）

Q.

災
害
用
の
無
線
機
器
（
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
等
）
は
お
持
ち
で
し
た
か

Q.

町
内
会
単
独
で
避
難
所
を
設
営
し
ま
し

た
か

Q.

町
内
会
単
独
で
食
料
等
の
物
資
を
備
蓄

し
ま
し
た
か

Q.

要
援
護
者
の
救
助
活
動
に
つ
い
て

Q.
今
回
の
大
震
災
に
お
け
る
日
頃
の
防
災

訓
練
の
効
果
つ
い
て

Q.

現
在
の
自
主
防
災
組
織
活
動
つ
い
て

Q.

食
料
等
の
調
達
が
困
難
な
要
援
護
者
の

支
援
に
つ
い
て

Q.

指
定
避
難
所
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
か

Q.

発
災
当
初
、
発
電
機
を
所
有
し
て
い
ま

し
た
か

Q.

避
難
者
自
ら
が
食
料
を
持
ち
寄
る
こ
と

に
つ
い
て

Q.

町
内
会
の
集
会
所
を
避
難
所
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て

Q.

避
難
者
の
食
料
調
達
に
つ
い
て

発
災
当
初
の
活
動

防
災
同
報
無
線

連
絡
・
連
携

避
難
所
運
営

食
料
等
の
備
蓄

要
援
護
者

防
災
訓
練

自
主
防
災
組
織
活
動

設営できなかった

設営した

23設営する必要が
ないと判断した

20

無回答

42協力した

13
協力できなかった

14
協力する必要が
ないと判断した

15

無回答

4

借用・私物利用 無回答

所有していなかった

32

所有していた

12

23

分からない

避難所に利用
すべきではない

12

無回答

53

避難所として
利用すべき

29

食料はほとんど
町内会が用意した

9
食料はほとんど
市が用意した

その他

23

無回答

10

7

1～2食程度は
避難者自ら
持ち寄るべき

食料は避難所
運営者が用意
すべき

無回答

16

21

12

実施する必要が
ないと判断した

15

無回答

実施した

23

1

実施できなかった

10
災害時には町内会が
支援すべき

　　12

福祉機関等公共
機関が支援すべき

町内会と公共機関が
両方で支援すべき

分からない

6

無回答

5

8

18

効果があった

22

効果が無かった

10

分からない

12

無回答

5
うまく機能
している

9

あまりうまく
機能していない

24

分からない

12

無回答

4

Q.

防
災
無
線
は
聞
こ
え
ま
し
た
か

0 10 20 30 40 50

その他

避難所運営

炊き出し

救助

安否確認

避難誘導

6

15

17

5

44

18

聞こえた

19
聞き取りにくかった

23

全く聞こえなかった

無回答

43

持っている無回答

3 2

持っていない

44

備蓄する必要が
ないと判断した

無回答

備蓄した

11

備蓄できなかった

23

2

13
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東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
塩
竈
市

自
主
防
災
組
織
の
活
動
調
査
結
果
（
抜
粋
）

塩
竈
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
時
点
の
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
活
動
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
ま
す
。

回
答
数
49
（
記
名
回
答
48
、
無
記
名
回
答
1
）、
回
答
無
し
12
、
回
収
率
80
％

Q.

発
災
当
初
に
行
っ
た
活
動　

　
　
（
複
数
選
択
可
）

Q.

災
害
用
の
無
線
機
器
（
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
等
）
は
お
持
ち
で
し
た
か

Q.

町
内
会
単
独
で
避
難
所
を
設
営
し
ま
し

た
か

Q.

町
内
会
単
独
で
食
料
等
の
物
資
を
備
蓄

し
ま
し
た
か

Q.

要
援
護
者
の
救
助
活
動
に
つ
い
て

Q.

今
回
の
大
震
災
に
お
け
る
日
頃
の
防
災

訓
練
の
効
果
つ
い
て

Q.

現
在
の
自
主
防
災
組
織
活
動
つ
い
て

Q.

食
料
等
の
調
達
が
困
難
な
要
援
護
者
の

支
援
に
つ
い
て

Q.

指
定
避
難
所
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
か

Q.

発
災
当
初
、
発
電
機
を
所
有
し
て
い
ま

し
た
か

Q.

避
難
者
自
ら
が
食
料
を
持
ち
寄
る
こ
と

に
つ
い
て

Q.

町
内
会
の
集
会
所
を
避
難
所
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て

Q.

避
難
者
の
食
料
調
達
に
つ
い
て

発
災
当
初
の
活
動

防
災
同
報
無
線

連
絡
・
連
携

避
難
所
運
営

食
料
等
の
備
蓄

要
援
護
者

防
災
訓
練

自
主
防
災
組
織
活
動

設営できなかった

設営した

23設営する必要が
ないと判断した

20

無回答

42協力した

13
協力できなかった

14
協力する必要が
ないと判断した

15

無回答

4

借用・私物利用 無回答

所有していなかった

32

所有していた

12

23

分からない

避難所に利用
すべきではない

12

無回答

53

避難所として
利用すべき

29

食料はほとんど
町内会が用意した

9
食料はほとんど
市が用意した

その他

23

無回答

10

7

1～2食程度は
避難者自ら
持ち寄るべき

食料は避難所
運営者が用意
すべき

無回答

16

21

12

実施する必要が
ないと判断した

15

無回答

実施した

23

1

実施できなかった

10
災害時には町内会が
支援すべき

　　12

福祉機関等公共
機関が支援すべき

町内会と公共機関が
両方で支援すべき

分からない

6

無回答

5

8

18

効果があった

22

効果が無かった

10

分からない

12

無回答

5
うまく機能
している

9

あまりうまく
機能していない

24

分からない

12

無回答

4

Q.

防
災
無
線
は
聞
こ
え
ま
し
た
か
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炊き出し

救助

安否確認

避難誘導

6

15

17

5

44

18

聞こえた

19
聞き取りにくかった

23

全く聞こえなかった

無回答

43

持っている無回答

3 2

持っていない

44

備蓄する必要が
ないと判断した

無回答

備蓄した

11

備蓄できなかった

23

2
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
お
一

人
ず
つ
震
災
の
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
・
１
１
の
記
憶

阿
子
島　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
平
成
26

年
度
会
長
、
阿
子
島
で
す
。
震
災
が
発
生
し
た

時
は
、
会
社
に
い
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
の
収

集
と
処
理
を
行
う
会
社
で
す
。
伊
保
石
に
あ
り
、

地
盤
も
し
っ
か
り
し
た
場
所
で
す
の
で
、
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
震
は
、
社
員
が
収
集
業
務
を
終
え
て
戻
っ

て
き
た
時
で
し
た
。
す
ぐ
に
帰
宅
さ
せ
た
の
で

す
が
、
今
振
り
返
る
と
、
そ
の
判
断
が
正
し
か
っ

た
の
か
ど
う
か
、
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
社
員
が

津
波
の
被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
の
は
、
た
ま
た

ま
運
が
良
か
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
と
。

社
員
に
被
害
が
無
か
っ
た
の
は
何
よ
り
で
し
た
。

　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
復
旧
の
第
一
歩
で
す
か

ら
、
仕
事
は
翌
日
か
ら
休
ま
ず
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
悩
ま
さ
れ
た
の
は
燃
料
の
確
保
で
し
た
。

知
人
を
頼
る
な
ど
し
て
、
何
と
か
手
配
で
き
、
業

務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿子島徳裕さん

林　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
林
で
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
で
団
体

の
事
業
に
つ
い
て
会
議
を
し
て
い
た
時
で
し
た
。

激
し
い
揺
れ
に
、
床
が
抜
け
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
会
議
は
そ
こ
で
中
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
避
難
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
多
賀
城
市
の
国
道
45
号
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
造
園
業
と
不
動
産
の
賃
貸
業
で
す
。
会

社
と
所
有
し
て
い
た
不
動
産
は
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
事
業
を
本
格
的
に
再
開

さ
せ
る
ま
で
に
約
半
年
を
要
し
ま
し
た
。

戸
羽　

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
で
す
。
前
日
が
帆

手
ま
つ
り
で
し
た
の
で
、
午
前
中
に
後
片
付
け

を
行
い
、
午
後
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

挨
拶
回
り
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。
緊
急
地
震

速
報
が
鳴
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
北
浜
に
あ
る

志
賀
石
材
店
さ
ん
の
前
。
海
が
目
の
前
の
こ
の

場
所
で
は
津
波
が
来
て
危
な
い
と
思
い
、
急
い

で
神
社
に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の
対
応
と

な
り
ま
し
た
。
地
震
の
時
に
遠
方
か
ら
参
拝
さ

れ
て
い
た
方
な
ど
を
氏
青
事
務
所
に
避
難
さ
せ

繰
り
返
さ
れ
る
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
、
港
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
塩
竈
。

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
の
方
々
に
、

３
・
１
１
と
復
興
、
明
日
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

座
談
会

「
塩
竈
は
何
度
で
も
よ
み
が
え
る
」

ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の
中
学
校
で
明
か
り
が

足
り
な
い
と
聞
い
て
、
届
け
に
行
っ
た
り
と
深

夜
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

帆手まつり

全
国
１
位
か
ら
の
転
落

武
田　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
武
田
で
す
。

会
社
は
蒲
鉾
の
製
造
・
販
売
で
す
。
ま
ず
は
水
産

業
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

魚
市
場
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は

仮
設
的
な
施
設
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仲
卸
市
場
は
、
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
約
10
日
間
休
業
し
た
だ
け
で
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

蒲
鉾
業
界
に
つ
い
て
で
す
が
、
組
合
加
盟
23

社
中
、
２
社
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
廃
業
に
な

り
、
廃
業
と
な
ら
な
い
ま
で
も
、
従
来
の
社
屋

や
工
場
を
解
体
、
新
た
に
建
設
と
１
年
以
上
か

け
て
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
が
２
社
あ
り

ま
し
た
。

　

で
す
が
、
そ
の
後
の
売
上
・
生
産
状
況
を
見

る
と
、
あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
前
、

塩
竈
は
全
国
で
１
位
の
生
産
高
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
後
は
７
位
に
転
落
し
ま
し
た
。

組
合
加
盟
の
多
く
は
ス
ー
パ
ー
と
の
取
引
に
依

存
す
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
。
復
旧
・
再
開
で

事
業
が
滞
っ
た
間
に
、
県
外
の
同
業
者
に
棚
を

取
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
棚
を
取
り
返
す
の

が
な
か
な
か
困
難
な
ん
で
す
ね
。
現
在
は
、４
位
、

３
位
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
１
、２
年
の
間

で
１
位
に
返
り
咲
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

塩竈の蒲鉾

　

私
の
会
社
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
社
屋

は
工
場
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
の
方
々
が
ご

利
用
い
た
だ
け
る
食
堂
な
ど
か
ら
な
る
観
光
施

設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス
な
ど
で
訪
れ

る
団
体
客
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お

昼
時
は
大
勢
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
地
震

が
昼
食
の
時
間
帯
を
過
ぎ
た
後
だ
っ
た
の
は
幸

い
で
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

会
社
の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
な

ど
を
中
心
に
約
60
名
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
避
難
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
近
く
の

小
学
校
へ
の
移
動
と
い
っ
て
も
、
歩
く
だ
け
で

も
大
変
で
す
。
市
と
相
談
し
、
２
週
間
ほ
ど
避

難
所
と
し
て
市
民
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

会
社
を
襲
っ
た
津
波
は
2
・
5
か
ら
３
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
復
旧
す
る
ま
で
２

カ
月
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

参
加
者

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

鈴
木　

整 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

阿
子
島　

徳
裕 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

牧
野　

仁
美 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

菊
地　

誠
悦 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

千
葉　

誠 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

武
田　

和
浩 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

針
生　

清
悦 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
副
理
事
長

林　

幹
字 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
事
務
局
長

星　

直
人 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
幹
事
長

戸
羽　

宏
明 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会

小
野　

智
之 

さ
ん

平成 23 年 3 月 19 日に
行われた魚市場の清掃
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
お
一

人
ず
つ
震
災
の
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
・
１
１
の
記
憶

阿
子
島　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
平
成
26

年
度
会
長
、
阿
子
島
で
す
。
震
災
が
発
生
し
た

時
は
、
会
社
に
い
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
の
収

集
と
処
理
を
行
う
会
社
で
す
。
伊
保
石
に
あ
り
、

地
盤
も
し
っ
か
り
し
た
場
所
で
す
の
で
、
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
震
は
、
社
員
が
収
集
業
務
を
終
え
て
戻
っ

て
き
た
時
で
し
た
。
す
ぐ
に
帰
宅
さ
せ
た
の
で

す
が
、
今
振
り
返
る
と
、
そ
の
判
断
が
正
し
か
っ

た
の
か
ど
う
か
、
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
社
員
が

津
波
の
被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
の
は
、
た
ま
た

ま
運
が
良
か
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
と
。

社
員
に
被
害
が
無
か
っ
た
の
は
何
よ
り
で
し
た
。

　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
復
旧
の
第
一
歩
で
す
か

ら
、
仕
事
は
翌
日
か
ら
休
ま
ず
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
悩
ま
さ
れ
た
の
は
燃
料
の
確
保
で
し
た
。

知
人
を
頼
る
な
ど
し
て
、
何
と
か
手
配
で
き
、
業

務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿子島徳裕さん

林　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
林
で
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
で
団
体

の
事
業
に
つ
い
て
会
議
を
し
て
い
た
時
で
し
た
。

激
し
い
揺
れ
に
、
床
が
抜
け
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
会
議
は
そ
こ
で
中
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
避
難
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
多
賀
城
市
の
国
道
45
号
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
造
園
業
と
不
動
産
の
賃
貸
業
で
す
。
会

社
と
所
有
し
て
い
た
不
動
産
は
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
事
業
を
本
格
的
に
再
開

さ
せ
る
ま
で
に
約
半
年
を
要
し
ま
し
た
。

戸
羽　

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
で
す
。
前
日
が
帆

手
ま
つ
り
で
し
た
の
で
、
午
前
中
に
後
片
付
け

を
行
い
、
午
後
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

挨
拶
回
り
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。
緊
急
地
震

速
報
が
鳴
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
北
浜
に
あ
る

志
賀
石
材
店
さ
ん
の
前
。
海
が
目
の
前
の
こ
の

場
所
で
は
津
波
が
来
て
危
な
い
と
思
い
、
急
い

で
神
社
に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の
対
応
と

な
り
ま
し
た
。
地
震
の
時
に
遠
方
か
ら
参
拝
さ

れ
て
い
た
方
な
ど
を
氏
青
事
務
所
に
避
難
さ
せ

繰
り
返
さ
れ
る
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
、
港
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
塩
竈
。

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
の
方
々
に
、

３
・
１
１
と
復
興
、
明
日
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

座
談
会

「
塩
竈
は
何
度
で
も
よ
み
が
え
る
」

ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の
中
学
校
で
明
か
り
が

足
り
な
い
と
聞
い
て
、
届
け
に
行
っ
た
り
と
深

夜
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

帆手まつり

全
国
１
位
か
ら
の
転
落

武
田　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
武
田
で
す
。

会
社
は
蒲
鉾
の
製
造
・
販
売
で
す
。
ま
ず
は
水
産

業
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

魚
市
場
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は

仮
設
的
な
施
設
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仲
卸
市
場
は
、
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
約
10
日
間
休
業
し
た
だ
け
で
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

蒲
鉾
業
界
に
つ
い
て
で
す
が
、
組
合
加
盟
23

社
中
、
２
社
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
廃
業
に
な

り
、
廃
業
と
な
ら
な
い
ま
で
も
、
従
来
の
社
屋

や
工
場
を
解
体
、
新
た
に
建
設
と
１
年
以
上
か

け
て
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
が
２
社
あ
り

ま
し
た
。

　

で
す
が
、
そ
の
後
の
売
上
・
生
産
状
況
を
見

る
と
、
あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
前
、

塩
竈
は
全
国
で
１
位
の
生
産
高
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
後
は
７
位
に
転
落
し
ま
し
た
。

組
合
加
盟
の
多
く
は
ス
ー
パ
ー
と
の
取
引
に
依

存
す
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
。
復
旧
・
再
開
で

事
業
が
滞
っ
た
間
に
、
県
外
の
同
業
者
に
棚
を

取
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
棚
を
取
り
返
す
の

が
な
か
な
か
困
難
な
ん
で
す
ね
。
現
在
は
、４
位
、

３
位
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
１
、２
年
の
間

で
１
位
に
返
り
咲
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

塩竈の蒲鉾

　

私
の
会
社
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
社
屋

は
工
場
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
の
方
々
が
ご

利
用
い
た
だ
け
る
食
堂
な
ど
か
ら
な
る
観
光
施

設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス
な
ど
で
訪
れ

る
団
体
客
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お

昼
時
は
大
勢
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
地
震

が
昼
食
の
時
間
帯
を
過
ぎ
た
後
だ
っ
た
の
は
幸

い
で
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

会
社
の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
な

ど
を
中
心
に
約
60
名
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
避
難
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
近
く
の

小
学
校
へ
の
移
動
と
い
っ
て
も
、
歩
く
だ
け
で

も
大
変
で
す
。
市
と
相
談
し
、
２
週
間
ほ
ど
避

難
所
と
し
て
市
民
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

会
社
を
襲
っ
た
津
波
は
2
・
5
か
ら
３
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
復
旧
す
る
ま
で
２

カ
月
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

参
加
者

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

鈴
木　

整 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

阿
子
島　

徳
裕 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

牧
野　

仁
美 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

菊
地　

誠
悦 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

千
葉　

誠 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

武
田　

和
浩 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

針
生　

清
悦 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
副
理
事
長

林　

幹
字 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
事
務
局
長

星　

直
人 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
幹
事
長

戸
羽　

宏
明 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会

小
野　

智
之 

さ
ん
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観
視
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が

散
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
片
付

け
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
ラ

ジ
オ
か
ら
「
女
川
に
津
波
到
達
」
と
の
情
報
を

聞
き
、
慌
て
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

J
R
本
塩
釜
駅
の
方
向
か
ら
来
る
津
波
と
遭

遇
し
た
の
は
、
自
宅
の
あ
る
西
町
に
い
っ
た
ん

戻
り
、
そ
の
後
、
実
家
の
あ
る
藤
倉
に
向
か
お

う
と
し
た
時
で
し
た
。
渋
滞
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
判
断
を
間
違
え
る
と
、
大
変
危
険

な
状
況
で
し
た
。

　

丹
六
園
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
交
差
点
を
左
折
し

た
の
で
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
水
が
噴
き

出
し
て
い
ま
し
た
。

菊地誠悦さんが藤倉に向かう際に左折した交差点

千
葉　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
千
葉
誠
で

す
。
会
社
は
自
動
車
整
備
工
場
で
、
新
浜
町
に

あ
り
ま
す
。
地
震
の
後
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
た
。

　

津
波
の
高
さ
は
会
社
の
あ
る
場
所
で
約
1
・
5

メ
ー
ト
ル
、
道
路
沿
い
で
２
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
12
日
の
朝
、
会
社
に
向

か
う
途
中
に
見
た
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
で
も
起
き
た
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
し
た
。

　

仕
事
の
面
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
た
お
客

様
の
車
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
工
場
は
再
開

で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
で
す
の
で
お
客
様

の
車
は
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ

が
辛
い
で
す
ね
。
お
客
様
に
は
本
当
に
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
復
興
し
た
と

言
え
て
も
、
自
分
自
身
は
い
ま
だ
に
復
興
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。

千葉誠さん

情
報
不
足
へ
の
い
ら
だ
ち

鈴
木　

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
・
会

長
の
鈴
木
で
す
。
地
震
の
時
、
私
は
出
張
で
大

阪
に
い
ま
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
約
30
時
間
か
け
て
塩

竈
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ラ
ジ
オ
で

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
塩
竈
に
関

す
る
情
報
は
皆
無
で
し
た
。
家
族
も
い
ま
す
し
、

会
社
も
気
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
状
況
が
さ
っ

ぱ
り
つ
か
め
な
い
。
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
。
不

安
を
抱
く
と
と
も
に
、
大
変
苛
立
ち
ま
し
た
。

　

結
局
12
日
の
夜
、
仙
台
へ
着
い
た
頃
に
届
い
た

友
人
か
ら
の
S
N
S
に
よ
る
情
報
が
塩
竈
に
関

す
る
第
一
報
で
し
た
。
発
災
直
後
、
市
外
に
い

た
人
々
に
塩
竈
の
情
報
は
一
切
届
い
て
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
す
ね
。

鈴木整さん

小
野　

氏
子
青
年
会
の
小
野
で
す
。
市
の
職
員

で
、
当
時
は
福
祉
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

避
難
所
担
当
で
し
た
の
で
、
壱
番
館
か
ら
玉
川

中
学
校
ま
で
急
い
で
自
転
車
で
向
か
い
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

小野智之さん

針
生　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
針
生
で
す
。

勤
務
先
は
仲
卸
市
場
に
あ
り
ま
す
が
、
地
震
は

自
宅
に
い
る
時
で
し
た
。

　

12
日
に
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
、
仲
卸
に
向

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
被
害
を
受
け
て

い
る
に
違
い
な
い
と
恐
る
恐
る
で
し
た
ね
。
魚

市
場
の
周
辺
に
は
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た

り
、
自
動
車
が
重
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
相
当
な
被
害
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
仲
卸
市
場
は
無
事
で
し
た
。
10
日
後

ぐ
ら
い
に
営
業
を
再
開
し
た
の
で
す
が
、
魚
の

水
揚
げ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
加
工
品
や
冷
凍

物
を
取
り
扱
う
会
社
、
在
庫
の
あ
る
会
社
が
少

し
ず
つ
販
売
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

針生清悦さん

星　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
星
直
人
で
す
。
会
社

は
管
工
事
業
で
、
多
賀
城
市
に
あ
り
ま
す
。
地

震
は
仙
台
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。

　

当
日
は
、
津
波
で
道
路
が
浸
水
し
、
会
社
に

戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
多
賀
城
市
水
道
部
の
給
水
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

は
１
階
が
水
没
し
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
っ

た
資
材
が
全
部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
営
業
再

開
に
は
数
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

星直人さん

震
災
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

復
旧
か
ら
復
興
へ

阿
子
島　

震
災
直
後
か
ら
本
当
に
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
収
集
し
、
処
分
場
に
集
約
、
そ
れ
ら

を
仕
分
け
、
破
砕
、
埋
立
ま
で
、
一
連
の
作
業

が
無
事
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
処
分
場

の
管
理
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

一
段
落
つ
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
毎
年
「
市
民
ま
つ
り
」

を
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の
年
だ
け
は

中
止
し
ま
し
た
。
頑
張
れ
ば
実
施
で
き
た
か
も

知
れ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
心
が
折
れ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
毎
日
の
業
務
を
こ
な

す
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了
し
た
」
こ
と
を
受

け
て
、
本
当
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
子
島　

事
業
と
し
て
は
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
先

は
復
旧
か
ら
復
興
に
な
り
ま
す
。
会
社
も
そ
う
で

す
が
、
塩
竈
の
町
自
体
に
活
気
が
出
て
こ
な
い
こ

と
に
は
、
復
興
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

牧
野　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
牧
野
で
す
。

会
社
は
鮮
魚
の
販
売
で
す
。
地
震
発
生
は
、
仙

台
駅
に
い
る
時
で
し
た
。
鉄
道
が
全
線
運
休
と

な
り
、
３
日
間
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
三

小
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
自
宅
と
三
小
を
往

復
す
る
日
々
で
し
た
。

　

会
社
は
９
店
舗
か
ら
な
る
チ
ェ
ー
ン
店
を
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
店
舗
が
被
災
し
、
そ

の
ま
ま
閉
店
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧野仁美さん

津
波
と
の
遭
遇

菊
地　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
菊
地
誠
悦

で
す
。
会
社
は
食
品
機
械
の
製
造
業
で
、
新
浜

町
に
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
得
意
先
か
ら
の
帰
り
道
、
港
町
を
自

動
車
で
通
行
中
の
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
に
会
社

に
戻
り
ま
し
た
が
、
到
着
し
た
時
に
は
社
員
全

員
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
出
て
い
た
の
は
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
楽
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観
視
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が

散
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
片
付

け
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
ラ

ジ
オ
か
ら
「
女
川
に
津
波
到
達
」
と
の
情
報
を

聞
き
、
慌
て
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

J
R
本
塩
釜
駅
の
方
向
か
ら
来
る
津
波
と
遭

遇
し
た
の
は
、
自
宅
の
あ
る
西
町
に
い
っ
た
ん

戻
り
、
そ
の
後
、
実
家
の
あ
る
藤
倉
に
向
か
お

う
と
し
た
時
で
し
た
。
渋
滞
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
判
断
を
間
違
え
る
と
、
大
変
危
険

な
状
況
で
し
た
。

　

丹
六
園
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
交
差
点
を
左
折
し

た
の
で
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
水
が
噴
き

出
し
て
い
ま
し
た
。

菊地誠悦さんが藤倉に向かう際に左折した交差点

千
葉　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
千
葉
誠
で

す
。
会
社
は
自
動
車
整
備
工
場
で
、
新
浜
町
に

あ
り
ま
す
。
地
震
の
後
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
た
。

　

津
波
の
高
さ
は
会
社
の
あ
る
場
所
で
約
1
・
5

メ
ー
ト
ル
、
道
路
沿
い
で
２
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
12
日
の
朝
、
会
社
に
向

か
う
途
中
に
見
た
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
で
も
起
き
た
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
し
た
。

　

仕
事
の
面
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
た
お
客

様
の
車
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
工
場
は
再
開

で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
で
す
の
で
お
客
様

の
車
は
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ

が
辛
い
で
す
ね
。
お
客
様
に
は
本
当
に
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
復
興
し
た
と

言
え
て
も
、
自
分
自
身
は
い
ま
だ
に
復
興
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。

千葉誠さん

情
報
不
足
へ
の
い
ら
だ
ち

鈴
木　

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
・
会

長
の
鈴
木
で
す
。
地
震
の
時
、
私
は
出
張
で
大

阪
に
い
ま
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
約
30
時
間
か
け
て
塩

竈
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ラ
ジ
オ
で

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
塩
竈
に
関

す
る
情
報
は
皆
無
で
し
た
。
家
族
も
い
ま
す
し
、

会
社
も
気
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
状
況
が
さ
っ

ぱ
り
つ
か
め
な
い
。
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
。
不

安
を
抱
く
と
と
も
に
、
大
変
苛
立
ち
ま
し
た
。

　

結
局
12
日
の
夜
、
仙
台
へ
着
い
た
頃
に
届
い
た

友
人
か
ら
の
S
N
S
に
よ
る
情
報
が
塩
竈
に
関

す
る
第
一
報
で
し
た
。
発
災
直
後
、
市
外
に
い

た
人
々
に
塩
竈
の
情
報
は
一
切
届
い
て
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
す
ね
。

鈴木整さん

小
野　

氏
子
青
年
会
の
小
野
で
す
。
市
の
職
員

で
、
当
時
は
福
祉
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

避
難
所
担
当
で
し
た
の
で
、
壱
番
館
か
ら
玉
川

中
学
校
ま
で
急
い
で
自
転
車
で
向
か
い
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

小野智之さん

針
生　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
針
生
で
す
。

勤
務
先
は
仲
卸
市
場
に
あ
り
ま
す
が
、
地
震
は

自
宅
に
い
る
時
で
し
た
。

　

12
日
に
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
、
仲
卸
に
向

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
被
害
を
受
け
て

い
る
に
違
い
な
い
と
恐
る
恐
る
で
し
た
ね
。
魚

市
場
の
周
辺
に
は
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た

り
、
自
動
車
が
重
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
相
当
な
被
害
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
仲
卸
市
場
は
無
事
で
し
た
。
10
日
後

ぐ
ら
い
に
営
業
を
再
開
し
た
の
で
す
が
、
魚
の

水
揚
げ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
加
工
品
や
冷
凍

物
を
取
り
扱
う
会
社
、
在
庫
の
あ
る
会
社
が
少

し
ず
つ
販
売
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

針生清悦さん

星　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
星
直
人
で
す
。
会
社

は
管
工
事
業
で
、
多
賀
城
市
に
あ
り
ま
す
。
地

震
は
仙
台
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。

　

当
日
は
、
津
波
で
道
路
が
浸
水
し
、
会
社
に

戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
多
賀
城
市
水
道
部
の
給
水
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

は
１
階
が
水
没
し
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
っ

た
資
材
が
全
部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
営
業
再

開
に
は
数
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

星直人さん

震
災
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

復
旧
か
ら
復
興
へ

阿
子
島　

震
災
直
後
か
ら
本
当
に
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
収
集
し
、
処
分
場
に
集
約
、
そ
れ
ら

を
仕
分
け
、
破
砕
、
埋
立
ま
で
、
一
連
の
作
業

が
無
事
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
処
分
場

の
管
理
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

一
段
落
つ
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
毎
年
「
市
民
ま
つ
り
」

を
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の
年
だ
け
は

中
止
し
ま
し
た
。
頑
張
れ
ば
実
施
で
き
た
か
も

知
れ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
心
が
折
れ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
毎
日
の
業
務
を
こ
な

す
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了
し
た
」
こ
と
を
受

け
て
、
本
当
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
子
島　

事
業
と
し
て
は
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
先

は
復
旧
か
ら
復
興
に
な
り
ま
す
。
会
社
も
そ
う
で

す
が
、
塩
竈
の
町
自
体
に
活
気
が
出
て
こ
な
い
こ

と
に
は
、
復
興
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

牧
野　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
牧
野
で
す
。

会
社
は
鮮
魚
の
販
売
で
す
。
地
震
発
生
は
、
仙

台
駅
に
い
る
時
で
し
た
。
鉄
道
が
全
線
運
休
と

な
り
、
３
日
間
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
三

小
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
自
宅
と
三
小
を
往

復
す
る
日
々
で
し
た
。

　

会
社
は
９
店
舗
か
ら
な
る
チ
ェ
ー
ン
店
を
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
店
舗
が
被
災
し
、
そ

の
ま
ま
閉
店
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧野仁美さん

津
波
と
の
遭
遇

菊
地　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
菊
地
誠
悦

で
す
。
会
社
は
食
品
機
械
の
製
造
業
で
、
新
浜

町
に
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
得
意
先
か
ら
の
帰
り
道
、
港
町
を
自

動
車
で
通
行
中
の
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
に
会
社

に
戻
り
ま
し
た
が
、
到
着
し
た
時
に
は
社
員
全

員
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
出
て
い
た
の
は
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
楽
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こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉　

防
潮
堤
の
高
さ
と
景
観
の
問
題
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
は
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

立
派
な
防
潮
堤
が
で
き
て
も
、
住
ん
で
い
る

人
が
少
な
い
、
人
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
な
ま
ち

で
は
困
り
ま
す
。
海
や
港
が
見
え
る
、
い
つ
も

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
塩
竈
の
魅
力
の

一
つ
な
の
で
す
か
ら
。

鈴
木　

塩
竈
は
、
沿
岸
被
災
地
の
中
で
も
被
害
の

程
度
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
復
旧

か
ら
復
興
へ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
本
来
持
っ

て
い
た
と
も
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、

宮
城
県
内
の
他
地
域
よ
り
も
早
く
復
興
で
き
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
現
実
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
武
田
さ

ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
蒲
鉾
製
造
業

の
方
々
と
か
は
元
通
り
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
思
う
の
で
す
。
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
あ
っ
た
は
ず
の
塩
竈
で
さ
え
震
災
前
に
い
ま

だ
戻
っ
て
い
な
い
、
そ
の
理
由
こ
そ
沿
岸
被
災

地
に
と
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な

の
で
は
な
い
か
と
。
そ
の
辺
を
行
政
の
方
々
に

も
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
対
応
す
る
施
策
を
速

や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行

阿
子
島　

課
題
は
浦
戸
の
復
興
で
し
ょ
う
か
。
仕

事
で
１
年
に
何
度
か
訪
れ
る
の
で
す
が
、
訪
れ

る
度
に
人
口
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
馴
染

み
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
方
に

「
私
、
島
を
出
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て

も
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
人
口
流
出
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
か
ら
高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
で
さ
ら
に
加
速
し
た
よ
う
で
す
か
ら
。

千
葉　

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
は
経
験
し

て
い
な
い
の
で
被
害
や
復
興
の
過
程
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
塩
竈
は

そ
の
後
も
海
や
港
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
ま

ち
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

で
は
、
今
回
の
よ
う
な
大
津
波
が
来
て
も
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
行
政
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
も
考
え
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
津
波
の
際
の
避
難
経
路
で
し
ょ
う

か
。
津
波
が
怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
人
が
出

て
行
く
、
あ
る
い
は
観
光
客
が
来
な
い
の
な
ら
、

万
が
一
の
時
で
も
避
難
ル
ー
ト
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
と
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
塩
竈
の
特
徴
、
ウ
リ
に
も

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
状
と
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と

武
田　

観
光
に
つ
い
て
で
す
が
、
塩
竈
は
、
全

国
に
知
ら
れ
る
日
本
三
景
の
松
島
に
隣
接
す
る

と
い
う
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
多

く
の
観
光
客
が
塩
竈
を
訪
れ
ま
す
。
宿
泊
施
設

が
限
ら
れ
る
た
め
現
状
で
は
通
過
点
で
は
あ
り

ま
す
が
、
鹽
竈
神
社
や
浦
戸
諸
島
、
観
光
船
、

仲
卸
市
場
、
見
学
・
購
入
・
飲
食
が
可
能
な
蒲

鉾
工
場
な
ど
、
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
新
し
い
魚
市
場
の
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
完
成
後
の
活
用
方
法
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
は
、
使
用
す
る
事
業
者
の
意
向
や
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
は
集
客
効
果
の

高
い
施
設
に
な
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
所
で
震
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
意
向
、
意
見
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

今
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
自
ら
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

武田和浩さん

復
興
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア

が
必
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
今
こ
そ
、
そ
れ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
で
す
ね
。

戸
羽　

鹽
竈
神
社
に
は
奥
州
一
之
宮
と
し
て
の

長
い
歴
史
、
伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と

復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
る
新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト

が
う
ま
く
融
合
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
も

よ
り
一
層
魅
力
的
な
塩
竈
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
神
輿
渡
御
に
参
加
し
、

一
緒
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

理
由
を
聞
く
と
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、「
一

緒
に
」
と
思
わ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
の
根
底
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
へ
の
敬
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
若
い
方
々
の
神
輿
渡
御

へ
の
奉
仕
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

鹽竈神社

世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
伝
統
。

ま
さ
に
塩
竈
の
宝
物
で
す
ね
。

しめやかに斎行された平成 23 年の「花まつり」

マリンゲート塩釜

亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
辛
さ
を
押
し
と
ど
め
な

が
ら
、
神
様
に
奉
仕
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
仲
間
か
ら
話
を
聞
く
と
、
塩
竈
が

ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
祭
事
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
思
い
を

込
め
て
奉
仕
を
続
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
神
様
（
神
輿
）
を
皆
さ
ん
の
近
く

へ
お
持
ち
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
震
災
直
後
の

花
ま
つ
り
で
は
ま
ち
へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、

境
内
で
の
渡
御
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て

も
残
念
で
し
た
。
翌
年
の
花
ま
つ
り
は
、
ま
ち

へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
涙

を
流
し
な
が
ら
神
輿
に
手
を
合
わ
せ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
2
0
0
年
3
0
0
年
と

続
く
神
輿
渡
御
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
ね
。

戸羽宏明さん

皆
さ
ん
は
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま

た
、
復
興
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
考
え
て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
林
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

林　

得
意
先
は
津
波
の
浸
水
エ
リ
ア
外
に
多

か
っ
た
の
で
、
取
引
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

不
動
産
の
賃
貸
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
し
て

い
る
物
件
の
整
備
が
つ
い
て
後
、
み
な
し
仮
設

へ
の
入
居
希
望
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

何
と
か
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林幹字さん

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

祭
事
で
市
民
を
元
気
に

戸
羽　

青
年
会
に
は
、
会
社
の
経
営
者
、
会
社
員
、

公
務
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
ま

す
。
そ
の
仲
間
が
各
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
実
際
に
目
に
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
自
宅
を
失
っ
た
方
、
知
り
合
い
の
方
を桂島花火大会
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こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉　

防
潮
堤
の
高
さ
と
景
観
の
問
題
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
は
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

立
派
な
防
潮
堤
が
で
き
て
も
、
住
ん
で
い
る

人
が
少
な
い
、
人
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
な
ま
ち

で
は
困
り
ま
す
。
海
や
港
が
見
え
る
、
い
つ
も

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
塩
竈
の
魅
力
の

一
つ
な
の
で
す
か
ら
。

鈴
木　

塩
竈
は
、
沿
岸
被
災
地
の
中
で
も
被
害
の

程
度
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
復
旧

か
ら
復
興
へ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
本
来
持
っ

て
い
た
と
も
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、

宮
城
県
内
の
他
地
域
よ
り
も
早
く
復
興
で
き
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
現
実
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
武
田
さ

ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
蒲
鉾
製
造
業

の
方
々
と
か
は
元
通
り
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
思
う
の
で
す
。
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
あ
っ
た
は
ず
の
塩
竈
で
さ
え
震
災
前
に
い
ま

だ
戻
っ
て
い
な
い
、
そ
の
理
由
こ
そ
沿
岸
被
災

地
に
と
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な

の
で
は
な
い
か
と
。
そ
の
辺
を
行
政
の
方
々
に

も
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
対
応
す
る
施
策
を
速

や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行

阿
子
島　

課
題
は
浦
戸
の
復
興
で
し
ょ
う
か
。
仕

事
で
１
年
に
何
度
か
訪
れ
る
の
で
す
が
、
訪
れ

る
度
に
人
口
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
馴
染

み
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
方
に

「
私
、
島
を
出
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て

も
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
人
口
流
出
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
か
ら
高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
で
さ
ら
に
加
速
し
た
よ
う
で
す
か
ら
。

千
葉　

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
は
経
験
し

て
い
な
い
の
で
被
害
や
復
興
の
過
程
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
塩
竈
は

そ
の
後
も
海
や
港
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
ま

ち
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

で
は
、
今
回
の
よ
う
な
大
津
波
が
来
て
も
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
行
政
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
も
考
え
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
津
波
の
際
の
避
難
経
路
で
し
ょ
う

か
。
津
波
が
怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
人
が
出

て
行
く
、
あ
る
い
は
観
光
客
が
来
な
い
の
な
ら
、

万
が
一
の
時
で
も
避
難
ル
ー
ト
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
と
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
塩
竈
の
特
徴
、
ウ
リ
に
も

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
状
と
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と

武
田　

観
光
に
つ
い
て
で
す
が
、
塩
竈
は
、
全

国
に
知
ら
れ
る
日
本
三
景
の
松
島
に
隣
接
す
る

と
い
う
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
多

く
の
観
光
客
が
塩
竈
を
訪
れ
ま
す
。
宿
泊
施
設

が
限
ら
れ
る
た
め
現
状
で
は
通
過
点
で
は
あ
り

ま
す
が
、
鹽
竈
神
社
や
浦
戸
諸
島
、
観
光
船
、

仲
卸
市
場
、
見
学
・
購
入
・
飲
食
が
可
能
な
蒲

鉾
工
場
な
ど
、
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
新
し
い
魚
市
場
の
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
完
成
後
の
活
用
方
法
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
は
、
使
用
す
る
事
業
者
の
意
向
や
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
は
集
客
効
果
の

高
い
施
設
に
な
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
所
で
震
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
意
向
、
意
見
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

今
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
自
ら
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

武田和浩さん

復
興
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア

が
必
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
今
こ
そ
、
そ
れ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
で
す
ね
。

戸
羽　

鹽
竈
神
社
に
は
奥
州
一
之
宮
と
し
て
の

長
い
歴
史
、
伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と

復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
る
新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト

が
う
ま
く
融
合
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
も

よ
り
一
層
魅
力
的
な
塩
竈
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
神
輿
渡
御
に
参
加
し
、

一
緒
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

理
由
を
聞
く
と
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、「
一

緒
に
」
と
思
わ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
の
根
底
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
へ
の
敬
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
若
い
方
々
の
神
輿
渡
御

へ
の
奉
仕
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

鹽竈神社

世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
伝
統
。

ま
さ
に
塩
竈
の
宝
物
で
す
ね
。

しめやかに斎行された平成 23 年の「花まつり」

マリンゲート塩釜

亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
辛
さ
を
押
し
と
ど
め
な

が
ら
、
神
様
に
奉
仕
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
仲
間
か
ら
話
を
聞
く
と
、
塩
竈
が

ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
祭
事
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
思
い
を

込
め
て
奉
仕
を
続
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
神
様
（
神
輿
）
を
皆
さ
ん
の
近
く

へ
お
持
ち
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
震
災
直
後
の

花
ま
つ
り
で
は
ま
ち
へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、

境
内
で
の
渡
御
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て

も
残
念
で
し
た
。
翌
年
の
花
ま
つ
り
は
、
ま
ち

へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
涙

を
流
し
な
が
ら
神
輿
に
手
を
合
わ
せ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
2
0
0
年
3
0
0
年
と

続
く
神
輿
渡
御
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
ね
。

戸羽宏明さん

皆
さ
ん
は
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま

た
、
復
興
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
考
え
て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
林
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

林　

得
意
先
は
津
波
の
浸
水
エ
リ
ア
外
に
多

か
っ
た
の
で
、
取
引
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

不
動
産
の
賃
貸
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
し
て

い
る
物
件
の
整
備
が
つ
い
て
後
、
み
な
し
仮
設

へ
の
入
居
希
望
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

何
と
か
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林幹字さん

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

祭
事
で
市
民
を
元
気
に

戸
羽　

青
年
会
に
は
、
会
社
の
経
営
者
、
会
社
員
、

公
務
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
ま

す
。
そ
の
仲
間
が
各
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
実
際
に
目
に
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
自
宅
を
失
っ
た
方
、
知
り
合
い
の
方
を桂島花火大会
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美
し
い
海
も
「
塩
竈
な
ら
で
は
」
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
塩
竈
に
対

す
る
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

星　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
港
や
海
に
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
市
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
の
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

林　

昭
和
50
年
代
の
後
半
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
人

口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
復
興
事
業
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
施
策
の
実
施
を
契
機

と
し
て
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
少
し
ず
つ

で
も
増
加
に
転
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

戸
羽　

青
年
会
の
ほ
か
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
の
子
ど
も
た
ち
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
…
と
い
う
よ
う
に
、
歴
史
と
伝

統
、
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

針
生　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
仲
卸

市
場
な
ど
、
観
光
資
源
は
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

武
田　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
統
一
感

が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
歴

史
あ
る
神
社
を
核
と
し
た
小
京
都
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
体
験
観

光
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
方
向

性
を
明
確
に
し
た
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
野　

氏
子
青
年
会
は
神
社
を
通
し
て
伝
統
・
文

化
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
氏
子
三
祭
（
帆
手
ま
つ
り
・
花
ま
つ
り
・
み
な

と
祭
）
な
ど
の
祭
事
を
通
し
て
、
市
民
に
元
気
を

与
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
青
年
四
団
体
で
神
社

を
会
場
に
春
と
秋
の
年
２
回
「
し
お
が
ま
さ
ま

神
々
の
花
灯
り
・
月
灯
り
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

塩
竈
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島　

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
塩
竈

は
海
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
、
坂
の
ま
ち
、
山
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
内
陸
部
も
含
め
、
市
全

体
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
、
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所
青
年
部
は

青
年
経
済
人
の
団
体
で
す
の
で
、
新
し
い
産
業

の
創
造
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
な

ど
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
経
済
人
と
し
て
の
役
割

菊
地　

青
年
経
済
人
の
団
体
（
商
工
会
議
所
青

年
部
）
に
所
属
し
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
が
で
き
る
の
は
、
自
分
で
商
売
し
て
い
る

か
ら
、
商
売
が
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。
今
日
集
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
、
も
し
く
は
そ
こ
に
属
し

て
い
る
方
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
ち
も
に
ぎ
わ
い
、
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
自
分
の
商
売
を
大
き
く

す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
前
年
よ
り
も
も
っ

と
大
き
く
、
今
年
よ
り
も
来
年
は
も
っ
と
大
き

く
す
る
ぞ
と
の
意
気
込
み
で
。
そ
の
積
み
重
ね
、

そ
の
集
合
こ
そ
が
、
ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に
し
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
で
す
。
皆
さ
ん
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

牧
野　

小
学
生
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
が
年
々

１
年
生
の
数
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

も
っ
と
子
ど
も
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
駅

も
、
病
院
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
塩
竈
は
住

み
よ
い
ま
ち
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
母
親
ら
し
い
意
見
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
全
国
有
数
の
港
の
あ
る
ま
ち
、

魚
の
水
揚
量
を
誇
る
港
の
あ
る
ま
ち
の
子
ど
も

た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

平成 23 年の「塩竈みなと祭」

外
国
か
ら
の
観
光
客

鈴
木　
「
塩
竈
に
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
少
な

い
」
と
、最
近
ふ
と
感
じ
ま
し
た
。
松
島
が
あ
り
、

鹽
竈
神
社
が
あ
り
、
観
光
船
が
あ
り
、
お
寿
司

も
、
お
酒
も
、
蒲
鉾
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の
方

が
喜
び
そ
う
な
も
の
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
か
な
り
高
い
は

ず
な
の
に
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

は
、
国
際
観
光
の
意
識
が
少
し
ば
か
り
足
り
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
何
と
か

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
ま
で
に
、「
東
京
へ
来
た
な
ら
、
つ
い
で
に

宮
城
、
塩
竈
で
し
ょ
う
」
と
来
日
し
た
方
々
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

千
葉　

鈴
木
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
し

ま
す
が
、
外
国
の
方
が
感
じ
る
塩
竈
の
魅
力
と

は
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

自
分
の
中
で
は
、
鹽
竈
神
社
、
海
、
マ
グ
ロ

な
ど
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
そ

れ
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
塩
竈
、
ま
ち

の
発
展
を
考
え
た
時
、
実
は
住
ん
で
い
る
人
間

に
は
気
づ
か
な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
気
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　

外
国
の
方
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
気
付

く
も
の
、
住
ん
で
い
な
い
方
だ
か
ら
こ
そ
分
か

る
隠
れ
た
魅
力
と
か
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

の
中
に
塩
竈
の
発
展
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
人
と

人
の
繋
が
り
、
仲
間
の
大
切
さ
で
し
た
。
面
積

の
狭
い
ま
ち
で
す
か
ら
、
出
掛
け
た
際
に
知
っ

て
い
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
発
展
し
よ
う
と
も
、
人
と
人
と

の
結
び
付
き
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
…
。

牧
野
さ
ん
、
思
い
当
た
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

牧
野　

塩
竈
ら
し
い
と
言
え
ば
、
一
昨
年
前
の

み
な
と
祭
に
、
子
ど
も
向
け
の
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
を
企
画
し
、
北
浜
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、
船
舶
会
社
の
社
長
さ
ん

な
の
で
す
が
、“
塩
竈
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
”
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
る
方
で
し
た
。

　

震
災
後
で
し
た
か
ら
、
お
母
さ
ん
方
の
中
に

は
“
子
ど
も
を
海
に
出
す
の
は
怖
い
”
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
漕
い
で
い
ま
し

た
。
海
が
目
の
前
に
あ
る
塩
竈
で
す
か
ら
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
が
気
軽
に
楽
し
め

る
ま
ち
に
な
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

私
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
で
す
が
、
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
浦
戸
ス
ク
ー
ル
が
楽
し
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
浦
戸
と
い
う
自
然
豊
か
な
島
、浦戸サマースクール

震
災
前
以
上
の
復
興
の
カ
ギ

菊
地　

得
意
先
は
水
産
関
係
の
会
社
が
多
い
の

で
す
が
、
震
災
後
の
明
る
い
話
題
と
し
て
、
こ

こ
数
年
の
間
に
注
目
を
集
め
、
急
激
に
伸
び
た

会
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を
考

え
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
製
品
を
作
っ

て
い
る
会
社
な
ん
で
す
ね
。
他
社
で
は
製
品
化

し
て
い
な
い
と
か
、
宮
城
県
の
地
場
産
業
を
活

か
し
た
商
品
と
か
…
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
の
仕
方
が
上
手
な
会
社
と
い
う
共
通
点
も
あ

り
ま
し
た
ね
。
仙
台
や
石
巻
と
比
べ
る
と
、
そ

う
し
た
特
色
あ
る
製
品
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
頭

角
を
現
す
会
社
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

方
法
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
試
み
、
取
組
が
な
い
と
、
震
災
前
以
上

の
復
興
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
ね
。

菊地誠悦さん

「しおがまさま神々の花灯り」
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美
し
い
海
も
「
塩
竈
な
ら
で
は
」
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
塩
竈
に
対

す
る
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
港
や
海
に
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
市
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
の
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

林　

昭
和
50
年
代
の
後
半
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
人

口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
復
興
事
業
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
施
策
の
実
施
を
契
機

と
し
て
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
少
し
ず
つ

で
も
増
加
に
転
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

戸
羽　

青
年
会
の
ほ
か
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
の
子
ど
も
た
ち
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
…
と
い
う
よ
う
に
、
歴
史
と
伝

統
、
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

針
生　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
仲
卸

市
場
な
ど
、
観
光
資
源
は
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

武
田　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
統
一
感

が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
歴

史
あ
る
神
社
を
核
と
し
た
小
京
都
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
体
験
観

光
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
方
向

性
を
明
確
に
し
た
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
野　

氏
子
青
年
会
は
神
社
を
通
し
て
伝
統
・
文

化
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
氏
子
三
祭
（
帆
手
ま
つ
り
・
花
ま
つ
り
・
み
な

と
祭
）
な
ど
の
祭
事
を
通
し
て
、
市
民
に
元
気
を

与
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
青
年
四
団
体
で
神
社

を
会
場
に
春
と
秋
の
年
２
回
「
し
お
が
ま
さ
ま

神
々
の
花
灯
り
・
月
灯
り
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

塩
竈
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島　

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
塩
竈

は
海
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
、
坂
の
ま
ち
、
山
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
内
陸
部
も
含
め
、
市
全

体
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
、
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所
青
年
部
は

青
年
経
済
人
の
団
体
で
す
の
で
、
新
し
い
産
業

の
創
造
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
な

ど
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
経
済
人
と
し
て
の
役
割

菊
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青
年
経
済
人
の
団
体
（
商
工
会
議
所
青

年
部
）
に
所
属
し
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
が
で
き
る
の
は
、
自
分
で
商
売
し
て
い
る

か
ら
、
商
売
が
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。
今
日
集
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
、
も
し
く
は
そ
こ
に
属
し

て
い
る
方
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
ち
も
に
ぎ
わ
い
、
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
自
分
の
商
売
を
大
き
く

す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
前
年
よ
り
も
も
っ

と
大
き
く
、
今
年
よ
り
も
来
年
は
も
っ
と
大
き

く
す
る
ぞ
と
の
意
気
込
み
で
。
そ
の
積
み
重
ね
、

そ
の
集
合
こ
そ
が
、
ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に
し
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
で
す
。
皆
さ
ん
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

牧
野　

小
学
生
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
が
年
々

１
年
生
の
数
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

も
っ
と
子
ど
も
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
駅

も
、
病
院
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
塩
竈
は
住

み
よ
い
ま
ち
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
母
親
ら
し
い
意
見
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
全
国
有
数
の
港
の
あ
る
ま
ち
、

魚
の
水
揚
量
を
誇
る
港
の
あ
る
ま
ち
の
子
ど
も

た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

平成 23 年の「塩竈みなと祭」

外
国
か
ら
の
観
光
客

鈴
木　
「
塩
竈
に
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
少
な

い
」
と
、最
近
ふ
と
感
じ
ま
し
た
。
松
島
が
あ
り
、

鹽
竈
神
社
が
あ
り
、
観
光
船
が
あ
り
、
お
寿
司

も
、
お
酒
も
、
蒲
鉾
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の
方

が
喜
び
そ
う
な
も
の
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
か
な
り
高
い
は

ず
な
の
に
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

は
、
国
際
観
光
の
意
識
が
少
し
ば
か
り
足
り
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
何
と
か

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
ま
で
に
、「
東
京
へ
来
た
な
ら
、
つ
い
で
に

宮
城
、
塩
竈
で
し
ょ
う
」
と
来
日
し
た
方
々
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

千
葉　

鈴
木
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
し

ま
す
が
、
外
国
の
方
が
感
じ
る
塩
竈
の
魅
力
と

は
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

自
分
の
中
で
は
、
鹽
竈
神
社
、
海
、
マ
グ
ロ

な
ど
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
そ

れ
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
塩
竈
、
ま
ち

の
発
展
を
考
え
た
時
、
実
は
住
ん
で
い
る
人
間

に
は
気
づ
か
な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
気
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　

外
国
の
方
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
気
付

く
も
の
、
住
ん
で
い
な
い
方
だ
か
ら
こ
そ
分
か

る
隠
れ
た
魅
力
と
か
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

の
中
に
塩
竈
の
発
展
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
人
と

人
の
繋
が
り
、
仲
間
の
大
切
さ
で
し
た
。
面
積

の
狭
い
ま
ち
で
す
か
ら
、
出
掛
け
た
際
に
知
っ

て
い
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
発
展
し
よ
う
と
も
、
人
と
人
と

の
結
び
付
き
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
…
。

牧
野
さ
ん
、
思
い
当
た
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

牧
野　

塩
竈
ら
し
い
と
言
え
ば
、
一
昨
年
前
の

み
な
と
祭
に
、
子
ど
も
向
け
の
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
を
企
画
し
、
北
浜
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、
船
舶
会
社
の
社
長
さ
ん

な
の
で
す
が
、“
塩
竈
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
”
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
る
方
で
し
た
。

　

震
災
後
で
し
た
か
ら
、
お
母
さ
ん
方
の
中
に

は
“
子
ど
も
を
海
に
出
す
の
は
怖
い
”
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
漕
い
で
い
ま
し

た
。
海
が
目
の
前
に
あ
る
塩
竈
で
す
か
ら
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
が
気
軽
に
楽
し
め

る
ま
ち
に
な
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

私
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
で
す
が
、
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
浦
戸
ス
ク
ー
ル
が
楽
し
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
浦
戸
と
い
う
自
然
豊
か
な
島
、浦戸サマースクール

震
災
前
以
上
の
復
興
の
カ
ギ

菊
地　

得
意
先
は
水
産
関
係
の
会
社
が
多
い
の

で
す
が
、
震
災
後
の
明
る
い
話
題
と
し
て
、
こ

こ
数
年
の
間
に
注
目
を
集
め
、
急
激
に
伸
び
た

会
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を
考

え
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
製
品
を
作
っ

て
い
る
会
社
な
ん
で
す
ね
。
他
社
で
は
製
品
化

し
て
い
な
い
と
か
、
宮
城
県
の
地
場
産
業
を
活

か
し
た
商
品
と
か
…
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
の
仕
方
が
上
手
な
会
社
と
い
う
共
通
点
も
あ

り
ま
し
た
ね
。
仙
台
や
石
巻
と
比
べ
る
と
、
そ

う
し
た
特
色
あ
る
製
品
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
頭

角
を
現
す
会
社
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

方
法
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
試
み
、
取
組
が
な
い
と
、
震
災
前
以
上

の
復
興
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
ね
。

菊地誠悦さん

「しおがまさま神々の花灯り」
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本
誌
の
編
集
に
当
た
り
、
多
く
の
市
民
や
企
業
・
団
体
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

塩
釜
商
工
会
議
所
／
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
塩
竈
市
消
防
団
／
陸
上

自
衛
隊
／
海
上
自
衛
隊
／
海
上
保
安
庁
／
宮
城
県
警
察
本
部
／
塩
釜
地
区

消
防
事
務
組
合
／
大
友
文
雄
（
大
友
写
真
館
）
／
市
川
弘
子
（
市
川
紙
店
）

／
水
間
正
夫
（
元
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
・
塩
釜
市
第
一
支
所
運
営
委
員

長
）
／
佐
藤
秀
治
（
佐
藤
鮮
魚
店
）
／
髙
橋
幸
三
郎
（
N
P
O
み
な
と

し
ほ
が
ま
）
／
畑
中
み
ゆ
き
（
N
P
O　

H
i
g
h 

￨ 

F
i
v
e
）
／

横
田
善
光
（
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
）
／
八
木
伸
太
郎
（
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
／
大
津
晃
一
（
N
P
O
浦
戸
ア
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部
）
／
佐

浦
弘
一
（
佐
浦
）
／
佐
藤
孝
一
（
坂
総
合
病
院
）
／
坂
本
久
（
塩
釜
ガ

ス
）
／
稲
垣
雅
之
（
ス
ギ
製
菓
）
／
鎌
田
実
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
渡

辺
慎
二
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
千
田
忠
一
（
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏

子
青
年
会
）
／
鈴
木
宗
博
（
願
成
寺
）
／
G
A
M
A 

R
O
C
K
実
行
委

員
会
／
わ
せ
ね
で
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
内
海
和
江
／
内
海
粂
蔵
（
桂
島
区

長
）
／
高
橋
栄
悦
（
石
浜
区
長
）
／
鈴
木
虎
男
（
野
々
島
区
長
）
／
島
津

功
（
寒
風
沢
区
長
）
／
尾
形
孝
雄
（
朴
島
区
長
）
／
塩
釜
市
青
年
四
団
体

（
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
、
塩
釜
水
産
青
年
連
合
会
、
塩
釜
青
年
会
議

所
、
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
）
有
志
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
／
木
村
浩
二
（
仙
台
市
博
物
館
）
／
田
中
聡
子
／
ベ
イ
ウ
ェ
ー
ブ
／

N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
／
土
井
憲
司
／
N
P
O
20
世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ

仙
台

ほ
か
多
く
の
市
民
・
事
業
者
・
関
係
者
の
皆
さ
ま

「
自
然
の
力
を

　心
に
刻
み

　未
来
を
見
つ
め

　塩
竈
に
生
き
る
」

「
昇
る
太
陽
の
塔
」
と
「
日
の
出
石
」、「
時
の
縁
石
」
か
ら
な
る

塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

震
災
の
記
憶
と
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
伝
え
残
す
と
の
思
い
を
込
め
、

そ
こ
に
は
、
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
お
名
前
と
と
も
に
、

「
自
然
の
力
を 

心
に
刻
み 

未
来
を
見
つ
め 

塩
竈
に
生
き
る
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
基
本
理
念
は
、

「
長
い
間
住
み
な
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま

で
も
送
れ
る
よ
う
に
」。

い
く
た
び
か
の
災
害
を
乗
り
越
え
、

繁
栄
を
築
き
上
げ
た
人
々
の
歴
史
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、

復
興
計
画
が
目
指
す
都
市
像
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
11
月
、「
時
の
縁
石
」
は
、

復
興
支
援
の
た
め
、
当
市
に
長
期
的
に
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
団
体
名
が
刻
ま
れ
、

「
復
興
支
援
感
謝
の
碑
」
と
な
り
ま
し
た
。

震
災
を
機
に
新
た
な
地
域
間
交
流
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

塩
竈
の
復
旧
・
復
興
を
、

全
国
の
多
く
の
方
々
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
道
し
る
べ
と
し
、
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
力
に
、

未
来
へ
。

発
行
日
／
平
成
27
年
３
月

発
行
／
宮
城
県
塩
竈
市

編
集
／
塩
竈
市
震
災
記
録
誌
編
集
委
員
会

非
売
品

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

明あ

し

た日
へ

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈
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の
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や
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体
の
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に
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を
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。

そ
の
一
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を
こ
こ
に
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し
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す
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／
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／
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大
友
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友
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子
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／
水
間
正
夫
（
元
宮
城
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業
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同
組
合
・
塩
釜
市
第
一
支
所
運
営
委
員

長
）
／
佐
藤
秀
治
（
佐
藤
鮮
魚
店
）
／
髙
橋
幸
三
郎
（
N
P
O
み
な
と

し
ほ
が
ま
）
／
畑
中
み
ゆ
き
（
N
P
O　

H
i
g
h 

￨ 

F
i
v
e
）
／

横
田
善
光
（
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
）
／
八
木
伸
太
郎
（
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
／
大
津
晃
一
（
N
P
O
浦
戸
ア
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部
）
／
佐

浦
弘
一
（
佐
浦
）
／
佐
藤
孝
一
（
坂
総
合
病
院
）
／
坂
本
久
（
塩
釜
ガ

ス
）
／
稲
垣
雅
之
（
ス
ギ
製
菓
）
／
鎌
田
実
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
渡

辺
慎
二
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
千
田
忠
一
（
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏

子
青
年
会
）
／
鈴
木
宗
博
（
願
成
寺
）
／
G
A
M
A 

R
O
C
K
実
行
委

員
会
／
わ
せ
ね
で
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
内
海
和
江
／
内
海
粂
蔵
（
桂
島
区

長
）
／
高
橋
栄
悦
（
石
浜
区
長
）
／
鈴
木
虎
男
（
野
々
島
区
長
）
／
島
津

功
（
寒
風
沢
区
長
）
／
尾
形
孝
雄
（
朴
島
区
長
）
／
塩
釜
市
青
年
四
団
体

（
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
、
塩
釜
水
産
青
年
連
合
会
、
塩
釜
青
年
会
議

所
、
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
）
有
志
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
／
木
村
浩
二
（
仙
台
市
博
物
館
）
／
田
中
聡
子
／
ベ
イ
ウ
ェ
ー
ブ
／

N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
／
土
井
憲
司
／
N
P
O
20
世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ

仙
台

ほ
か
多
く
の
市
民
・
事
業
者
・
関
係
者
の
皆
さ
ま

「
自
然
の
力
を

　心
に
刻
み

　未
来
を
見
つ
め

　塩
竈
に
生
き
る
」

「
昇
る
太
陽
の
塔
」
と
「
日
の
出
石
」、「
時
の
縁
石
」
か
ら
な
る

塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

震
災
の
記
憶
と
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
伝
え
残
す
と
の
思
い
を
込
め
、

そ
こ
に
は
、
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
お
名
前
と
と
も
に
、

「
自
然
の
力
を 

心
に
刻
み 

未
来
を
見
つ
め 

塩
竈
に
生
き
る
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
基
本
理
念
は
、

「
長
い
間
住
み
な
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま

で
も
送
れ
る
よ
う
に
」。

い
く
た
び
か
の
災
害
を
乗
り
越
え
、

繁
栄
を
築
き
上
げ
た
人
々
の
歴
史
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、

復
興
計
画
が
目
指
す
都
市
像
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
11
月
、「
時
の
縁
石
」
は
、

復
興
支
援
の
た
め
、
当
市
に
長
期
的
に
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
団
体
名
が
刻
ま
れ
、

「
復
興
支
援
感
謝
の
碑
」
と
な
り
ま
し
た
。

震
災
を
機
に
新
た
な
地
域
間
交
流
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

塩
竈
の
復
旧
・
復
興
を
、

全
国
の
多
く
の
方
々
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
道
し
る
べ
と
し
、
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
力
に
、

未
来
へ
。

発
行
日
／
平
成
27
年
３
月

発
行
／
宮
城
県
塩
竈
市

編
集
／
塩
竈
市
震
災
記
録
誌
編
集
委
員
会

非
売
品

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

明あ

し

た日
へ

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈

200201




